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計量漁探による資源評価手法の開発費 1,593,458 県単独

水産基盤整備費（県営） 1,824,770 国補助

水産資源の増養殖技術に関する研究 66,436,446
沿岸漁場整備開発事業費 500,000 国補助

栽培漁業総合推進対策事業費 126,447 国補助
マリノべーション推進事業費 210,000 民間と共同研究
人工魚礁•増殖場関連調査費 3,976,453 県単独

新技術養殖普及対策事業費 4,588,720 国補助

イワガキ養殖技術開発試験費 1,468,000 国補助

地域特産藻類増養殖技術開発研究費 1,464,000 国補助

卜ラフグ種苗生産技術開発試験費 2,678,000 国補助

種苗生産事業費 33,332,826 県単独

ハタハタ種苗生産放流事業費 16,492,000 国補助

海の森健全化技術の確立事業費 1,600,000 県単独

内水面に関する研究 22,146,321
サケマス資源増大対策事業費 9,947,916 国補助

外来魚被害緊急対策事業費 1,005,586 国補助
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十和田湖資源対策調査費 760,240 県単独
内水面総合技術開発試験費 2,413,539 県単独

渓流域生態系管理手法開発事業費 2,350,000 国委託

魚類防疫対策事業費 1,959,015 国補助

渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究費 1,750,000 県単独

水産物高付加価値化技術開発事業費 512,979 国補助
そ の 他 2,226,155
十和田湖ヒメマスふ化場整備事業費 94,039 国補助
子供ドキドキお魚体験バックアップ事業費 1,000,000 県単独
漁業調整費 84,579 県単独
沿岸漁業調整対策事業費 445,725 国補助

県の魚制定事業費 601,812 県単独

総 計 305,501,751

— 6 ——



要 旨 編



(企画管理部）

試験研究の企画•調 整 •評価•広報

渋谷和治•藤田学 

平成15年度における試験研究の企画•調整•評価•広報 

の主な実施状況について、研究課題評価、刊行物、報告会 

などを中心に取りまとめた。

子供ドキドキお魚体験バックアップ事業

渋谷和治•藤田学 

生きた教材などを用いた見学•研修、現地指導を通じ、 

新鮮でドキドキするような体験を提供し、次世代を担う子 

供達の健全育成と漁業の魅力、環境保全の大切さなどにつ 

いて啓発するとともに、漁業後継者の育成や栽培漁業•資 

源管理型漁業などの水産施策の理解と効率的な実施の一助 

にする。具体的には、見学者への説明パネルと副読本「秋 

田県の水産業」の制作、展示水槽の充実と研修設備の整備 

などを行った。また、県の魚ハタハ夕のキャラクターマー 

クについて検討した。

水産業改良普及事業

船木栄ー•岩谷良栄•船木勉•白幡義広 

近年の沿岸漁業を取り巻く情勢の変化に対応し、沿岸漁 

業の生産性の向上と近代化及び漁業の担い手育成を推進す 

るため、漁業士や研究グループ集団などを対象とした改良 

普及活動を実施し、資源の合理的利用、新技術の開発•導 

入、流通改善、他産業との交流の推進により、漁家経営の 

安定と漁村の活性化を図った。

水産物高付加価値化技術開発事業

船 木 勉 •※塚本研一•※戸枝一喜 

(※総合食品研究所） 

ハタハタの品質保持技術の確立とハタハタ魚卵加工品な 

どの新たな加工品製造技術開発により、新規需要開拓につ 

なげることを目的として、ハタハタの流通実態、品質保持、 

成分周年変動、魚卵の成分解明を検討した。
季節ハタハタの漁獲は短期集中型で漁獲量増加に伴い価 

格低下の傾向があった。

ハタハタ脂質は雄、雌とも9 月が最大であるが、漁獲が 

集中する12月は雌で特に低くなることが判明した。

ハ夕ハタ卵巣のゼリー状物質は耐熱性の粘質物で、単一 

の新規タンパク質であった。



(海洋資源部）

海洋構造変動パターン解析技術開発試験事業

笹 尾 敬

平成15年 4月から平成16年 3月まで、19回の観測を行っ 

た。調査海域は、ニー 10線、塩瀬崎沖である。また、漁場 

環境調査時にもデータを収集した。

青森、山形両県から流況、水温データの提供を受け、本 

県の調査結果と併せて北部日本海の流況を解析した。

(海洋資源部）

ハ夕ハタ種苗生産放流事業 

(放流技術開発•放流追跡調査）

杉下重雄

平成15年 3月25日から9月12日まで、開口板付き曳網を 

用いて、秋田県沖の水深5〜350m地点を調査した。 4月 

8 日から5月 2 日にかけて52尾の人工種苗が再捕され、戸 

賀放流と北浦放流を比較した結果、戸賀放流は北浦放流よ 

りも放流効果が高いことが示唆された。また、県北部発生 

群はふ化後一旦南下してその後北上した。県南部発生群は 

一旦北上してその後南下した。その結果、秋田県内3大産 

卵場発生群は、かなり独立した個体群であることが判明し 

た。

新漁業管理制度推進情報提供事業

笹 尾 敬

(独)水産研究総合センター日本海区水産研究所が指定し 

た定線の海洋観測を、 1月を除く毎月1回実施した。結果 

はFRESC02に登録するとともに、日本海区水産研究所、 

日本海沿岸各府県水産関係研究機関及び秋田県漁業協同組 

合の主要支所にF A X 、メールなどで提供した。

県内主要漁港別の漁業種類別の水揚げ状況を調査し、漁 

獲量、操業隻数をとりまとめた。また、秋田県漁業協同組 

合船川総括支所の大型定置網及びイ力釣りの漁獲状況を漁 

業情報サ一ビスセンターに毎週1回報告した。

水産資源調査

佐籐時好

千秋丸の底びき網試験操業により、魚種ごとの漁獲状況 
などを把握した。また、魚体調査でマダラの胃内容物とし 
てハタハタ稚魚や未成魚を初めて検出した。さらに、全県 
の底びき網漁業の主要魚種の漁獲量、CPUE ( 1 日1隻当 
たり漁獲量）の推移を分析した。近年において、漁獲量， 
C P U E が増加した魚種は、ハタハタ、ヤナギムシガレイ、 
ムシガレイ、ホッコクアカエビなどで、減少した魚種はホッ 
ケ、マダイ、ヒラメ、アブラツノザメなどであることが分っ 

たo

我が国周辺漁業資源調査

笹尾敬•佐藤時好 

(独）水産総合研究センターの委託を受けて、我が国周 

辺水域の主要魚種の資源評価を行うため、主要魚種の生物 

測定、沿岸資源の漁獲動向の把握、スルメイ力• ズワイガ 

ニの漁場一斉調査及び浮き魚類の卵稚仔調査を実施した。

調査結果はFRESC01に登録するとともに（独）水産総 

合研究センター日本海区水産研究所に報告した。

計量魚探による資源評価手法の開発調査

笹 尾 敬

ハ夕ハタの尾叉長1センチメー 卜ルあたりのTScmを 

推定しTScm=—74dBを得た。ハタハタの尾叉長ごとの 

T Sを推定した。

底びき漁場でハタハタ集積期の11月に夜間の航走調査を 

実施した。また、ハタハタが多獲された12月にもデ一夕を 

収集した。得られたT S ヒストグラムは推定したハタハタ 

の尾叉長ごとのT S とおおむね一致した。

1平方マイルあたりのハタハタの現存尾数を試算した。

我が国周辺漁業資源調査 

(ズワイガニ一斉調査）

佐藤時好

ズワイガニ資源量を直接推定するため、また、約30年間 

にわたる本県の雌ガニ禁漁の効果を把握するために、力ニ 

菴を用いて平成15年 8月25〜27日に戸賀沖及び中ノ根沖に 

おいて調査した。この結果をもとに、日本海ズワイガニ資 

源の15年の評価票では、男鹿南部海域（秋田県〜山形県沖） 

の資源量は、雄234卜ン、雌225卜ンと推定された。

人工魚礁•増殖場等関連調査 

(海底地形探査）

佐 藤 時 好 •伊 藤 保

ハタハタ稚魚の通り道となっている可能性が高い県中央 
部に位置する入道崎〜戸賀沖天然礁について、千秋丸搭載 
のマルチビーム測深器を使い、延べ3 日間で入道崎北側、 
入道崎西〜北西側、戸賀沖の海底地形探査を行いデ一夕を 
収集した。得られたデータを、解析ソフトを用いて精密な 
等深線図、 3 D図及び鳥瞰図に出力した。今回の調査によ 
り、例年、ハタハタ稚魚の分布量が他の水深帯と比較して 
多い入道崎の西側（入道崎沖〜戸賀沖）2.5kmまでの水深 
80m帯より深いところではなだらかな地形で、それより 
浅いところでは急な丘陵（岩礁）地帯になっていることな 
どがわかった。



(海洋資源部）

人工魚礁•増殖場等関連調査 

(男鹿周辺海域礁調査）

佐藤時好

男鹿周辺海域礁についての安定性やそれぞれの魚礁の起 

伏の状況と魚類の蜻集状況との関係について検討した。

その結果、起伏に富んだ広がりのある魚礁の配置は、魚 

群蜻集の一要因であると推定された。

(海洋資源部）

漁場環境調査（稚魚調査）

杉下重雄

ハ夕ハタ稚魚調査に入網した魚類及び重要甲殻類の種を 

同定後、尾数を計数し、最小及び最大全長（ハタハタ、マ 

ダラ、スケ卜ウダラは体長、マダイ、チダイは尾叉長、甲 

殼類は甲幅）を測定した。

採集された魚類は39科97種106分類群であった。魚種別 

採集尾数はハタハタ当歳魚が全体の90.4%と最も多く、次 

いでマダラ1.6%、スケ卜ウダラ0.9%、コモチジャコ0.9% 、 

ヒレグロ0.7%であった。

資源管理型漁業推進総合対策事業 

(多元的資源管理型漁業推進事業）

奥 山 忍 •佐藤泉•杉下重雄 

適切に資源管理をしながら安定的に行う漁業の推進を基 

本理念として、多元的資源管理推進事業は漁業経営も視野 

に入れた調査•研究に基づく資源管理手法の提示、遊漁関 

係者•流通業者などとの連携など多岐にわたる幅広い取組 

を行うこととしており、これらを基本として本年度はハ夕 

ハタをはじめとした主要魚種の資源動向の把握及び資源管 

理効果のモニタリングを軸とした調査•研究を実施した。

海域環境調査

奥 山 忍 • 渡 辺 寿  

本県沿岸域の海域環境を保全するため水質、底質及び生 

物相の現伏を把握した。水質調査では、C O D で水産用水 

基準外の数値が測定されたものの、時間的連続性はなく一 

時的なものと判断された。また、底質の強熱減量（I L) 

では異常値は測定されなかった。一方、プランク卜ン調査 

では、例年通り橈脚類が優占的に出現した。また、マクロ 

ベントスについては、多様度の落ち込み、汚染指標種の出 

現など不安材料はあるものの、明らかな海域環境の悪化の 

兆候は認められなかった。

遊漁と資源管理に関する研究

奥 山 忍

本県沿岸漁業振興の視点から、遊漁船業が沿岸漁業に与 

える影響を的確に把握し、漁業経営における遊漁船業を適 
正に位置づけるとともに、資源の合理的利用について今後 

の展開方向を提示することを目的に以下の調査を実施した。 

•県内19経営体の遊漁船業者に対して、調査票の記入を依 

頼し、釣り場所、使用光力、釣獲魚種、尾数などについて 

把握した。

•県内の漁業兼業遊漁船業者（3経営体）を対象に漁業と 

遊漁船業の収入及び収支状況の比較を行った。

•県内で遊漁船を利用した釣り客に対してハガキによるア 

ンケ一卜を行1ったo

水産資源保護対策事業 

(漁場保全対策推進事業•海面）

奥 山 忍 •渡 辺 寿 • 中 林 信 康  

水産庁の補助事業として、本県沿岸域の漁場環境を維持 

するため水質、底質及び生物相の現状を調査した。水質調 

查では、p H 及びD O で水産用水基準外の数値が測定され 

たものの、その件数が過去に比べて特に多い傾向は見られ 

ず、また、藻場調査では平年並みの藻類の被度が観察され 

たo

一*方、マクロベントスについては、多様度の落ち込み、 

高1、頻度の汚染指標種の出現など不安材料はあるものの、 

明らかな漁場環境の悪化は認められなかった。

漁場環境調査

笹 尾 敬

県内の沿岸部の海況を把握するため、平成15年 4 月から 

平成16年 3月まで、岩館漁港、畠漁港、戸賀湾、台島、金 

浦漁港、象潟漁港の計6地点で1 日1回水温を測定し、旬 

平均水温を算出した。

また、底びき漁場の環境を把握するため、沖合定点調査 

として本県沖合の16定点で月1回、水深別の水温•塩分デ一 

夕を収集した。

水産資源保護対策事業 

(貝毒成分等モニタリング事業）

佐籐時好•渡辺寿 

イガイの毒化監視のため、毒化原因種 (Dinophysis属ヽ  

特にD .fo r tiO の出現状況を4 〜 8 月に、毒量検査を5 〜 

8 月に原則的に毎週1回行った。D .foH iiは5 月上旬から 

6 月上旬の期間に100 cells/ L 以上出現し、最高出現密度 

は 837.5 cells/L (5 月29 日、20m 層）であった。 D S P  

(下痢性貝毒）によるイガイの出荷自主規制は、 5 月23日 

から8月21日までの約3 力月間実施された。

本年度は赤潮が全く発生しなかった。



(海洋資源部）

エチゼンクラゲの大量出現とその対策について

佐藤時好•佐 藤 繁 •石黒常雄•エ藤裕紀•船木栄ー 

本年度、日本海をはじめとしてヱチゼンクラゲが大量に 

出現し、本県においても驚異的な出現状況となり、定置網、 

底びき網を主体に漁業に甚大な影響をもたらした。

このため、出現状況とその影響調査、調査指導船千秋丸 

による分布量調査と漁具改良試験及びエチゼンクラゲの自 

己分解に関する試験を行った。

マリノべーション推進事業（間伐材魚礁調査）

佐藤時好

秋田スギ間伐材を魚礁の部材として利用することによる 

未利用資源の利活用や魚礁漁場整備事業の低コス卜化の可 

能性を検討することを目的に、平成15年 9月に西目沖に設 

置した試験礁についてのR 0 V 調査や潜水調査を実施した。

その結果、魚類の蜻集状況や付着生物の発生状況から試 

験礁は、単なるコンクリート製魚礁と比較して、効果の発 

現が早い傾向が見られたが、その要因については定かでな 

かった。

公共用水域水質測定

佐藤時好• 渡 辺 寿  

環境政策課からの依頼により、海域の水質を測定した。 

本県沿岸の担当定点において気象、海象、水温、塩分、 

p H 、D O 及びS S の分析を実施した。また、採水した試 

料は㈱秋田県分析化学センタ一-^搬送し、同所で他項目を 

分析した。調査結果は環境政策課に報告され、環境白書と 

して公表の予定である。
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(内水面利用部）

内水面水産資源調査 

(八郎湖水産資源調査•漁場環境調査）

渡辺寿•高田芳博 

八郎湖における水質、プランク卜ン、ベントス調査を行っ 

た。N o 2— N 、N 〇3— N は水産用水基準内にあったが、透 

明度、D O 、p H、SS、C〇D 、N H 4— N 、T — N 、T — P で 

は基準を超える定点があった。

動物プランクトンは5 月にテマリワムシ科と力イアシ類 

が多数発生し、沈殿量は極めて高い値を示した。ベントス 

は例年と同様、いずれの定点においてもイトミミズ類が優 

先的に出現した。

(内水面利用部）

十和田湖の魚類相

杉山秀樹•水谷寿 

過去の文献及び最近の調査結果に基づき、十和田湖の魚 

類相を整理した。過去に放流されたものを含み、十和田湖 

の魚類は10科22属30種及び亜種の記録があり、現在も生息 

が確認されている魚種は、ワカサギ、イワナ、サクラマス、 

ヒメマス、コイ、ギンブナ、 ドジョウ、イトヨ、イノくラ卜 

ミヨ、ヌマチチブ、ゥキゴリ、ジュズ力ケハゼの10科10属 

12種及び亜種である。

内水面水産資源調査 

(八郎湖水産資源調査•水産資源調査）

高田芳博

八郎湖における水産資源の維持、増大を図るため、地び 

き網及びわかさぎ建網によって魚類を採集し、ワカサギ、 

シラウ才、アユ、ハゼ類など主要魚類の遡上状況や成長な 

どについて検討した。ワカサギの成長は2001年と類似した 

傾向を不し、 7月から8 月にかけて成長量が大きかった。’ 

また、八郎湖東部承水路においてセタシジミの分布状況を 

調査した。セタシジミの生息数はごく少数で、稚貝の着底 

もほとんど認められなかった。

十和田湖資源対策調査

水 谷 寿 • 鷲 尾 達

脂鰭と左腹鰭を切除したヒメマス種苗55千尾を放流し、 
全放流魚に占める割合は25.9%であった。平成15年秋季の 
ノ、リナガミジンコ出現量は、前年と同様に高水準の値を示 
し、ヒメマス、ワカサギの胃内容物でもこの時期にはハリ 
ナガミジンコが優占していた。一方、ワムシ類、ゾゥミジ 

ンコなど小型動物プランク卜ンの出現量は周年低水準であっ 
た。また、大型動物プランクトンの少ない春•夏季のヒメ 
マスは、小型個体は陸生昆虫、ユスリカ類など、大型個体 
はョコヱビ類、ワカサギなどを摂餌していた。放流魚及び 

回帰親魚の病原体保有検査では、すべての病原体について 
陰性であった。

内水面水産資源調査 

(河川水産資源調査•天然アユ調査）

水谷寿•高田芳博 

米代川水系を対象としてアユの遡上、成育•釣獲並びに 

仔魚の流下状況について調査した。天然稚アユの遡上量は 

非常に少なく、阿仁川では例年のような遡上アユの大群は 

認められなかった。シーズン中の釣獲尾数は、遡上量の少 

なさや河川水の低水温などの影響により一人当たり平均7.4 

尾と少なく、特に8 月は昨年の1 / 4 程度にまで落ち込ん 

だ。米代川を流下した仔魚の総数は40.7億尾と推定され、 

平年を下回った。

内水面総合技術開発試験（新魚種開発試験•カジ力 

の種苗生産と養成）

佐藤正人

カジ力の種苗生産技術の開発を目的に、養成雄の精子の 

活性、孵化装置の開発、養成魚の成長に関する調査を実施 

した。養成親魚の全ての個体に精子の運動が認められたほ 

か、ふ化装置には、昨年と同様、砂利などを底面に敷き、 

ふ化仔魚の蜻集を避け、安静する必要があることが考えら 

れた。

水産資源保護対策事業 

(漁場保全対策推進事業•内水面）

渡辺寿•高田芳博 

八郎湖の漁場保全のため、水質、ベントスの現状を調査 

した。水温は、冷夏の影響で25°Cを超えた定点がなく、 

D 〇に関しては低層での著しい低下や表面での過飽和状態 

はみられなかった。

ベントスについては例年と同様の出現傾向を示し、すべ 

ての定点でイ卜ミミズ類が優占した。

内水面総合技術開発試験（新魚種開発試験•モクズ 

ガニの種苗生産と中間育成）

水 谷 寿

平成15年 5月13日に八郎湖で採捕されたモクズガニの雌 

7個体を親ガニ候補として海水中で飼育したが、いずれも 

抱卵しなかったため、種苗生産試験は実施できなかった。 

平成14年にふ化した稚ガニを収容密度を変えて飼育した中 

間育成試験の結果では、収容密度の違いによる顕著な成長 
の違いは見いだせなかったが、生残率は密度が低1、ほど高 

いという傾向が認められた。選別後、体サイズ別に飼育し 

たところ、収容密度が高いほど生残率が高くなり、飼育開 
始時の体サイズと生残率に一定の傾向は認められないとい 

う結果となつた。



(内水面利用部）

内水面総合技術開発試験 

(秋田県固有遺伝資源増大開発試験• 米代川水系阿 

仁 J丨丨に遡上した天然アユの親魚養成と採卵）

鷲 尾 達

阿仁川において平成15年 6 月20日から7月12日まで計10 

回の採捕を試み、810尾採捕した。採捕直後の減耗率は0.5 

% であった。採捕したアユは内水面試験池で親魚養成した。 

鑑別までに606尾がへい死した。10月 6 日及び10月 8 日に 

鑑別を行い、採卵可能な親魚6尾を森吉町のアユセンター 

に搬人した。

(内水面利用部）

サ ケ • マス資源増大対策事業（サ ケ • マス資源管理 

推進事業 •サケ）

高田芳博

サケ資源の効率的な増殖方法及び来遊量予測の確立を図 

るため、親魚の来遊状況、稚魚の飼育•放流状況などにつ 

いて調査した。

河川捕獲尾数は46,362尾で昨年を上回り、川袋川を始め 

とする3河川では過去最高の捕獲尾数を記録した。年齢組 

成では3歳魚の占める割合が高い傾向にあり、特に川袋川 

では64.2%と高い値を示した。稚魚の放流は2 月上旬から 

4月中旬にかけて行われ、県全体で昨年をやや上回る33,433 

千尾が放流された。

内水面総合技術開発試験 

(秋田県固有遺伝資源増大開発試験• アユ •旭川）

水 谷 寿

旭 川 （秋田市）において、平成15年 5月30日に脂鰭を切 
除した3,200尾の阿仁川産F !を放流し、同5 月24日に9,700 
尾を放流した無標識の阿仁川産F 5と、漁期中の成長、釣 
獲尾数などについて比較した。平成15年のアユ釣獲状況は 
天候の影響で後半ほど不調となり、調査した全釣獲尾数の 
7割は7月のものであった。釣獲魚の標識率は、放流魚の 
標識率に比べて明らかに低かったが、これは種苗の質の違 
いに由来するのではなく、放流時のF iの体サイズがF 5に 
比べて有意に小型であったため、釣獲が集中した7 月には 
成長の良いF 5が釣獲対象の主体となったことが原因と推 
察された。

サ ケ • マス資源増大対策事業（サ ケ • マス資源管理 

推進事業 •サクラマス）

鷲尾達•佐藤正人

沿岸•内水面漁業の漁獲対象としてのみならず、観光資 
源としても重要なサクラマスの資源造成•資源管理のため 
の基礎知見を得るための調査を行った。平成14年における 
沿岸漁獲量は51トンで、昭和60年の229卜ンから大幅に減少し 
ていた。また、放流効果調査として、市場調査結果から秋 
田県放流魚の可能性があるものを抽出し、標識魚の回収尾 
数、回収率を推定したところ、回収尾数は466尾、回収率 
は0.52%となった。
平成15年度は約62千尾の標識放流を行った。うち、春期 

1 + 幼魚のスモル卜率はF1が89.1%、F2が68.4%であっ 
た。養成親魚から284千粒を採卵した。採卵盛期は例年よ 
り1週ほど早かった。

内水面総合技術開発試験 

(希少種資源増殖技術確立試験•イワナ）

鷲 尾 達

県内に生息する在来イワナを対象とし、親魚養成及び種 

苗生産に関する試験を行った。仔稚魚養成の生残率は21.3 

% であった。採卵は10月20日から30日にかけて行い、約 

14.5万粒を得た。これらの一部は発眼までの卵管理を河川 

水シャワ一処理又は水道水浴で行った。

発眼卵の一部は河川内埋設処理試験に供し、ふ化率90% 

以上であった。

外来魚被害緊急対策事業

杉山秀樹

河川及びため池27か所において才才クチバスなど外来魚 

の駆除を実施した。河川ではワンドにおける駆除が効果的 

であり、ため池では3 回程度連続して干出、取り上げを行 

うことにより、ほぼ完全に駆除できると推察された。八郎 

湖における本種の資源動向は、わかさぎ建網のC P U E が 

その実態をよく反映していると推察された。八郎湖におい 

て本種の産卵生態や摂餌状況を調査するとともに、再放流 

の実態を把握するためロ部周辺の傷の伏態を精査した。飼 

育試験により、本種の摂餌選択性、増肉係数などを把握し 

た。

渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究

佐藤正人

渓流魚であるイワナと渓畔林の相互関係を把握すること 

を目的に、生息密度調査、生態調査、餌料環境調査、産卵 

場調査を実施した。その結果、調査区域内の渴水が、イワ 

ナの分布やその餌料となる底生生物の生息に大きく影響し 

ていることが考えられたほか、産卵が土砂や有機物の堆積 

が少ない場所で行われていること、稚魚が草木の茎や根な 

どで入り組んだ川岸の水中を利用していることが考えられ 

た。

魚類防疫対策事業

鷲 尾 達

疾病検査は養殖場•サケマス孵化場の巡回指導、コイ• 

ニシキゴイのK H V 関連検査を含め29件、アユ種苗及び天 

然水域のアユ•在来魚の冷水病原因菌保菌検査を31件実施 

した。冷水病単独発生は1件であった。冷水病原因菌の保 

菌検査結果はいずれも陰性であった。

県内のマス類• アユ養殖業者を対象に防疫対策会議及び 

防疫講習会を開催した。医薬品適正使用指導を行った。検 

查機器整備のため超純水製造機1台及び電子天秤1台を購 

入 •設置した。



(内水面利用部） 

天然水域におけるアユ及び常在魚の冷水病原因菌の 

疫学的調査

水 谷 寿 • 鷲 尾 達  

天然水域におけるアユ及び常在魚などの冷水病原因菌の 

保菌状況を把握するため検査を実施した。

アユを放流していない河川の在来魚、アユを放流してい 

る河川のアユ及び八郎湖防潮水門と八郎湖内のアユ•在来 

魚のいずれも冷水病原因菌を保菌していなかった。



(資源増殖部）

種苗生産事業（餌料培養）

秋 山 将

魚類、甲殼類の初期餌料として、ワムシの生産及びそれ 

に用いるために、ナンノクロロブシスの培養を行った。ナ 

ンノクロ ロブシスの主な使用期間は、4〜6月、10月であっ 

た、使用量はl，828.0m3であった。生クロレラV12は主に、 

4ヽ 6、11月のワムシ供給量が多い時期に使用量が多くなっ 

た。使用量は、574.5 f であった。ワムシの総供給量は、 

3,222.7億個体で、魚類仔魚育成用に2,943.2億個体、甲殼 

類育成用に279.5億個体を供給した。

(資源増殖部）

種苗生産事業（アユ）

秋 山 将

県内有用河川放流用及び養殖用種苗を生産した。

9 月に18,563千粒を採卵し、このうち10,630千粒を種苗 

生産に使用した。ふ化仔魚は4,470千尾で、ふ化率は23.5 

〜72.2% (平均42 .0%)であった。4,470千尾のふ化仔魚か 

ら1，405千尾の種苗を生産した。生残率は17.8〜46.4% (平 

均31 .4%)であった。さらに、水産振興センターで生産し 

た種苗を、阿仁川あゆセンターにおいて中間育成し、300 

千 尾 （3.51：ラ/尾換算）を生産した後、県内有用河川へ放流 

した。

種苗生産事業（マダイ）

古 仲 博

マダイの産卵は5 月 1 日から始まり7月 2 日で終了、分 

離浮上卵を808.9万粒収容し、それから567.9万尾のふ化仔 

魚を得た。ふ化率は平均70.2%、ふ化仔魚サイズは全長2.5 

丽であった。姐料系列はS 、 L 型シオミズツボワムシ、ア 

ルテミアノープリウス、魚 卵 （マダイ）、配合飼料を用い 

た。

飼育は20m3、100m3水槽を用いて7 回次生産を行った。

7 月22日から稚魚の取り揚げを開始し、平均全長30.5〜 

37.7mm.平均体重0.40〜0.82 g の稚魚163.7万尾を生産した。

種苗生産事業（ガザミ）

三浦信昭

6 月 2 日から7月17日までに延べ8 回、ふ化幼生16,043 
千尾を用いてC 1 〜C 3稚ガニ1，952千尾を生産した。

4 回次は、原因不明の水質悪化によりZ 4 期に大量へい 
死した。 3 〜 5 回次については、悪天候により取り上げが 
3 〜 4 日遅れ、稚ガニはC 2 へ移行し、生残率もやや低下 
した。 6、 7回次に生産したC 1稚ガニの一部608千尾を、 
214千尾、394千尾に分け再収容し、 C 3 まで育成したとこ 
ろ、 C 1 からの生残率は10.3%、9.6%で、密度による差 
は認められなかった。 8 回次については、 C 3 まで飼育し 
たところ、取り上げ尾数は62千尾で、ふ化幼生からの生残 
率は2.8%であった。

種苗生産事業（ヒラメ）

山田潤一

1月上旬から加温飼育と電照による日長処理で親魚を早 

期育成した。採卵は3月24日から4 月 5 日までに4 回行い、 

421万粒の浮上卵を収容し、260万尾のふ化仔魚を得た。浮 

上卵率は23.6%、ふ化率は61.8%であった。41〜59日間飼 

育し、20.7〜29.9mmの種苗147万尾を生産した。生残率は 

63.4%で例年に比べ高かった。有眼側の体色異常魚（黒化 

個体）の出現率は非常に高く、ここ数年の傾向と異なった 

着色パターンを不した。

ハ夕ハタ種苗生産放流事業（放流基礎調査事業）

古 仲 博

14年度事業の報告

1 海上網生簀育成技術開発 

•飼育は椿漁港内に筏6基を設置し、網生簀24面 （4.8 

m X 4 . 8 m X  3 m ) を用いて行った。稚魚の生産数は 

3,800千尾、体長19.2〜37.4imn (平均25.8nmi)であり、 

うち、3,712千尾を県北、男鹿、県南の3地区に放流 

した。

15年度事業の報告

1 種苗生産技術開発 

•親魚の搬入は平成15年12月10日から14日まで行い、雌 

7，153尾から7,500千粒を採卵するとともに、漁 網 （海 

藻）付着卵75,000千粒の計82,500千粒を確保した。

•発眼率は人工採卵で52.9〜96.4% (平均85.3% ) 海藻 

付着卵で73.1〜98.0% (平均88.0%)であった。

•平成16年 1月16日に発眼卵をアリザリンコンプレキソ 

ン （ALC) 400ppm液に24時間浸漬することにより標 

識付けをした。

•海上網生簀育成技術開発試験に7,500千粒を供した。

2 海上網生簀育成技術開発は次年度に報告する。

種苗生産事業（クロソイ）

三浦信昭

クロソイは成長が速く、養殖用としての種苗の需要が県 

内にあることから、種苗生産を実施した。

親魚は2月上旬から加温などの処理を施して産仔を促進 

した。

3 月24日に親魚1個体が産仔した200千尾を用いて生産 

を開始した。飼育期間66〜81日でTL37〜45imnの稚魚76千 

尾を生産し、生残率は38.0%であった。
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(資源増殖部）

卜ラフグ種苗生産技術開発試験

秋 山 将

資源の維持•増大を図るため、本種の生態の解明と増殖 

技術開発を行った。

養成魚へのL H R H a 投与による早期採卵を実施した。 

種苗生産はふ化仔魚688千尾を使用し、54千尾生産した 

(生残率7.8%)。中間育成では、40,000尾を使用し、密度 

試験を行い19,450尾生産した（生残率48.6% ) 。中間育成 

により得られた種苗15,000尾に、右胸鰭カッ卜を行い、 8 

月18日に秋田市秋田マリーナで放流した。また、県内主要 

地域及び北日本の漁獲量の集計ならびに天王町支所、北部 

総括支所管内で市場調査をした。

(資源増殖部）

マリノベーション推進事業（鋼製イワガキ増殖礁の

開発）

三浦信昭

日鐵建材工業株式会社製作による鋼製イワガキ礁を2000 

年 9月、金浦町地先の水深6 m 海域に設置した。翌年の調 

查により、イワガキの付着が局密度で確認された。鋼材に 
おける再付着の促進効果を調査するため、基質の表面剥離 

を2001年、2003年の8月に行った。

剥離した部位への再付着を本年度調査したところ、2001 

年に剥離した部位で69.9個/ m2、2002年で26.2個/ m2の生息 

密度となっていた。隣接のコンクリー卜製増殖礁では、 

2002年に剥離した部位が30.0個/ m2となっており、鋼材に 

高い再付着効果は認められなかった。

新技術養殖業普及対策事業

山田潤一•船木栄ー•岩谷良栄• 白幡義広 

中層式浮沈生簀網を利用したヒラメの中間育成試験•養 

殖試験と品質改善試験を行った。中間育成試験の生残率は 

陸上水槽では89.3%、海面生簣網では65.3〜88.4% であっ 

た。 ヒラメ養殖試験は4地区10ヵ統で1+、 2 +のヒラメ 

10,430尾を用いて6 月上旬から12月中旬まで行った。生残 

率は金浦と戸賀の一部で80 %以上であったが、戸賀•畠 • 

椿地区では台風14号に伴う波浪の影響で27.2〜66.3% と低 

かった。

また、背地効果と新型飼料を用いた体色の改善を試みた。

クルマエビの標識放流•市場調査

古 仲 博

2002年 に 秋 田 県 栽 培 漁 業 協 会 で 種 苗 生 産 さ れ た 稚 ェ ビ を  
中 間 育 成 後 に 、 尾 肢 カ ッ 卜 標 識 を 行 っ た 。 標 識 稚 ェ ビ は 左  
尾 肢 カ ッ 卜 9,793尾 、 平 均 体 長 は 53.1mm、平 均 体 重 l，610mg、 
右 尾 肢 カ ッ 卜 5,952尾 、 平 均 体 長 は 45.8mm、平 均 体 重 1，280 
mgの計 15,745尾であった。 うち、左尾肢カッ卜の稚ヱビ 8,300 
尾 、 右 尾 肢 カ ッ 卜 の 稚 ェ ビ 5,900尾 を 天 王 地 先 に 放 流 し た 。

市 場 調 査 は ク ル マ ヱ ビ 漁 獲 が 開 始 さ れ た 2003年 7 月 2 日 
か ら 9 月 19日 ま での間の 21日間、 秋 田 県 漁 業 協 同 組 合 、 船 
川総 括 支 所 、 天 王 支 所 で 水 揚 げ さ れ た 活 魚 親 ェ ビ で 実 施 し  
た。 調 査 し た 8,686尾 中 、 標 識 ヱ ビ 228尾 が 確 認 さ れ 、 うち 
雌 が 65尾 で 、 その内訳は右尾肢 26尾 、左 尾 肢 39尾 、雄 は 163 
尾 で 、 そ の 内 訳 は 右 尾 肢 82尾 、 左 尾 肢 81尾 で あ っ た 。 右尾  
肢 全 体 で は 108尾 、 左 尾 肢 は 120尾 で あ っ た 。

有 標 識 率 は 2.62%、回 収 率 は 1.60%で あ っ た 。 なお、 左 
尾 肢 カ ッ 卜 の 回 収 率 1.44% 、右 尾 肢 カ ッ 卜 の 回 収 率 1.83% 
と右尾肢が 0.39%上 回 っ た 。

アワビ放流効果調査

エ 藤 裕 紀 山 田 潤 一 中 林 信 康 三 浦 信 昭 秋 山 将  

秋田県漁業協同組合南部総括支所管内において人工種苗 

アワビの漁獲割合を調べた。また、肥満度を調査し、「痩 

せアワビ」の出現状況を把握した。人工貝の漁獲割合は 

36.1%と推定され、投資効果指数1.47が得られた。前年と 

比較すると漁獲割合は低下したが単価の向上により投資効 

果指数は上昇した。肥満度は象潟地区が金浦地区より高く、 

地区により餌料環境が異なっていることが推定された。

海の森健全化技術の確立事業 I (スギモク群落の維 

持機構）

中林信康

ハタハタの主たる産卵場となるスギモク群落を健全に管 

理するため群落の維持機構を推定した。仮根上の葉状体の 

年級群組成の変動及び、仮根の大きさと各年級群の個体数 

との関係並びに仮根の年間成長量から、スギモクは主に仮 

根から栄養繁殖で発芽する葉状体により群落を維持してい 

ると考えられた。葉状体のほとんどは満1歳で成熟した後 

に脱落するが、同時期には、当歳群がそれらを上回る個体 

数で発芽した。仮根の年間成長量と現存する最大仮根径か 

らすれば、一旦形成された群落は、安定環境下では人的な 

管理を伴わずとも長期間維持されると考えられた。

イワガキ資源の持続的利用に関する研究

山田潤一

県内で漁獲された天然イワガキの付着基質は、県北部と 

県中央では人工構造物が主体であり、県南部では天然礁が 

主体であった。イワガキの稚ガキは県内39地点の調査地点 

のうち16地点で出現した。稚ガキの付着密度は、新たに投 

入した基質では高い傾向を示したが、既存の人工構造物で 

は低く、天然礁ではバラツキが大きかった。岩盤清掃•天 

日乾燥•植食動物•小型ブロックを利用した既存基質の再 

利用に関する基礎試験を行った。

海の森健全化技術の確立事業n (アワビの成長と海 

藻群落）

中林信康

海の森の有効な利用方法を検討するため、 7地先のアワ 

ビ漁場において、海藻群落の生活形群別現存量とアワビの 

殻長と年齢との関係を調べて比較した。全ての生活形群を 

併せた海藻現存量が最も少な1、漁場で、成長が悪1、傾向が 

認められたが、海藻の生活形組成の異なる漁場間及び同一 

生活形組成で現存量の異なる漁場間において成長に明瞭な 

相違は認められなかった。
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(資源増殖部）

人工魚礁 •増殖場等関連調査（岩館小入川地区広域 

型増殖場効果調査•ハタハタ）

中林信康

2004年 1月31日に、秋田県八森町岩館小入川地先の広域 

型増殖場に産み付けられたハタハタの卵塊数を推定した。 

その結果、当増殖場内の総卵塊数は、193,200個と推定さ 

れた。

(資源増殖部）

クルマエビPR D V保有検査

秋 山 将 • 水 谷 寿  

疾病の発生による経費増大を防ぐとともに、種苗生産• 

放流による疾病の拡散を防ぎ健康な種苗を放流するため、 

親エビ及び稚ヱビを検査した。

P C R 法により、親ヱビ212尾 （44検体）及び稚ヱビ240 

尾 （48検体）を検査した。結果はすべて陰性であった。秋 

田県沖では、P R D V を保有する個体は、ほぼいなかった 

ものと考えられる。

男鹿市藻場回復事業（女川地区）

中林信康

藻場を回復させアワビ漁場とするため、アカモク移植試 

験とアワビ放流実験を行った。アカモクの移植は2002年 5 

月に行い母藻を網袋に収容し海底に設置した。アカモクは 

発芽したが、成長は緩慢で14か月後の2003年 7 月までに群 

落は形成されなかった。これは、周辺岩礁域と比較して主 

に強い波浪の影響によると考えられた。また、2003年 5 月 

に極相漁場と途中相漁場とに平均殻長30.9mmの人工種苗了 

ワビを放流した。10か月後の2004年 3 月での平均殼長は、 

極相漁場で48.8imn、途中漁場で56.4mmに達し、成長は途中 

相漁場で良かった。

ヒラメネオへテロボツリウ厶症調査

秋 山 将

ヒラメに寄生するヒラメネ才ヘテロボツリウムの寄生伏 

況などを、北浦総括支所で月1回の市場調査を実施した。

ヒラメネオへテロボツリウムの寄生率は6月に3 % と最 

低を記録した後、急激に高まり11月には100 %となった。 

寄生率の傾向は、海水温の変化の数力月遅れで連動するも 

のと考えられた。

男鹿市藻場回復事業（水島地区）

中林信康

藻場とアワビ資源の維持方法を検討するため、2003年 7 

月から9 月まで、水島漁場のアワビの分布、及び成長と生 

殖巣指数並びに海藻群落の状態を調べた。漁獲アワビの87 

% 以上は放流種苗で占められていたが、回収率は2.2% で 

他地区に比べ低かった。アワビの成長と生殖巣指数は水島 

の南側で良く、東側で悪かった。いずれもヒバマタ目大型 

多年生褐藻が優占する極相群落であったが、南側では東側 

に比べジョロモクが童的に多く群落の範囲も広かった。

地域特産藻類増養殖技術開発研究 

(ホンダワラ•エゴノリ）

三浦信昭•中林信康

ホンダワラの採苗については、加温により、 4 月下旬か 
ら5 月上旬と、例年より早期に行うことができた。種苗に 
付着する雑海藻を除去するため、 5月から定期的に酸処理 
剤の浸潰を行ったが、種苗の減耗が大きく、 6 月で使用を 
中止した。翌年2 月の段階で、種苗は平均全長18.2mm、密 
度0.026個/cm2となった。

また、ホンダワラの酸素発生速度を調査したところ、全 
ての光条件下で小型個体の方が高く、弱光条件下では、大 
型個体で障害が生じる可能性が示唆された。

エゴノリ養殖試験では、 5 月以降は、収穫時期を1〜 2 
か月遅くしても収穫量の増加は認められなかった。
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試験研究の企画•調整 •評 価 •広報

【はじめに】

平成15年度における試験研究の企画•調整など主な業 

務の実施状況についてとりまとめた。

【実施状況】

1 研究課題評価

⑴事前評価

平成16年度は対象課題（17年度新規課題）はなかっ

た。

(2) 中間評価

1 ) 平成14年度開始課題

県単独課題の「海の森健全化技術確立事業」と 

「渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究」の 

2課題について「B :継続」の評価を得て、企画 

振興部学術振興課から公表された。

2) その他

平成13年度以前に開始した継続課題19課 題 （平 

成15年度に開始した課題と委託調査を除く）につ 

しヽて中間評価に係る研究計画書と評価調書を作成 

し、学術振興課に提出した。

⑶事後評価

平成14年度に終了した「イワガキ養殖技術開発試

験」及 び 「渓流域生態系管理手法開発事業」につい

て事後評価を受けた（表 1 )。

2 機関評価

平成15年度に試行された試験研究機関を対象とした

機関評価について、以下のとおり実施された。

⑴提出資料

◦ 平成15年度機関評価における機関長自己評価資料 

(事前提出）

◦ 平成15年度機関評価における機関説明資料（事前 

提出）

◦ 機関長による評価シー卜（当日提出）

(2) 機関評価ヒアリング

1) 日時

平成16年 2月 9 日10:00〜15:30

2) 委員

高橋学術振興課長、佐々木総合政策課政策監、 

谷ロ東北大学大学院農学研究科教授、山澤日本海 

区水産研究所企画連絡室長、船木秋田県漁協漁政 

部長、佐藤秋田県内水面漁連参事、遠籐水産漁港 

課 長 （オブザーバー）

3 ) 対応者：所長、次長、各部班長

渋 谷 和 治 • 藤 田 学

4 ) プレゼンテーション

所長が自己評価資料に基づき機関の説明を行い、 

評価シー卜に基づき質疑応答がなされた。

5) 施設見学

飼育施設や本館棟をメインに施設を案内した。

2 刊行物

⑴ 機 関 誌 「群来」

第58号、59号をそれぞれ平成15年 9月と16年 3月 

に刊行し、関係機関などに配布した。

⑵ 平成14年度事業報告書の刊行

平成16年 3月に印刷し、関係機関などに配布した。

(3) ホ一ムぺ一ジ

可能な限り随時更新に努め、平成16年 3 月16日現 

在の訪問人数は22,755人となつた。

3 報告会など

(1) 部長会

水産振興センターの懸案事項などを協議する部長 

会を15回開催した。

⑵研究•事例発表会

平成15年11月28日に水産振興センターで開催し、 

23課題について報告された（表 2 )。

⑶年度末成果報告会

平成16年 3月18日から29日にかけて、平成15年度 

の試験研究課題などの実施状況について全水産職員 

が報告した。

⑷放談会

平成14年度から開始した放談会を表3 のとおり3 

回実施した。

(5) 農林水産部試験研究機関研究報告会

平成16年 2 月10日に秋田市で開催され、「天然イ 

ワナを増やす」について報告した。

(6) 公設試験研究機関交流フェアー

平成15年 9月26日に秋田市で開催され、水産振興 

センターでは以下のとおり、3課題についてポスター 

発表した。

①海底地形探査装置による漁場地形の把握

②ヒラメ養殖技術の開発

③天然イワナの資源管理

(7) バーチャル未来科学館

学術振興課が製作したバーチャル未来科学館のう 

ち、以下の4 テ ー マ （うち1 テーマは拡充）につい 

て資料の提供などの協力をした。
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1) 川や湖にすむ魚たち

2) 海藻押し葉の作り方

3 ) 秋田の海について

4) 外来魚問題を考える

4 その他

(1) 全国場長会長賞の受賞

「ハ タ ハ タ 資源管理に係る調査研究」（ハタハタ 

資源管理対策研究グループ）が、平成15年 の 「十和 

田湖のヒメマス資源対策に関する調査研究」に引き 

続き平成16年全国水産試験場長会「会長賞」を平成 

16年 1月28日に受賞し、連続受賞となった。

(2) 水産資源保護協会巡回教室

表 4 に示すとおり、平成15年度は3 回実施した。

(3) 主な会議への出席状況

企画班担当の主な会議の出席状況について表5 に 

示す。

(4) 県庁出前講座

平成14年度から開始した県庁出前講座について、 

平成15年度においては表6 に示すとおり2件の要請 

があり、約140人に情報を提供した。

(5 )秋田魁新報「研究機関から」

平成15年度は表7 に示すとおり、秋田魁新報「研 

究機関から」に7回掲載した。

(6) 各種イベント

平成15年 9 月 6 〜 7 日のあきた農林水産フォーラ 

ム ’03 (秋田市）及び10月19日のみなと粋活フェス 

テバル（秋田市）に、魚介藻類を収容した「ふれあ 

い水槽」を設置•運営し、好評を得た。

(7) 主な研修事業

1 ) 秋田県公立小•中学校10年経験者研修

平成15年 7 月25日から8 月21日にかけて2人の 

小学校教諭について、延べ8 日間、水産振興セン 

夕一の研究業務の研修を行った。

2 ) 高校生インターンシップ（就労体験）事業の受 

け入れ

8 月19日から9 月 3 日にかけて延べ57人を受け 

入れ、千秋丸や飼育施設において就労体験を行っ 

たo

3 ) 沿岸漁業の管理行政コースに係る研修（国際協 

力事業団）

8 月 5 日 に 「ハタハタの資源管理」について11 

人の研修生を受け入れた。

表 1 平成15年度事後評価結果（平成14年度終了研究課題）

" "n T  = 研究課題名 事業年度政策への貢献度目標の達成度研究の成果
1 イ ワ ガ キ 養 殖 技 術 開 発 試 験 H7〜H14 B B A
2 渓流域生態系管理手法開発事業_H10〜H14  B _  B B —

表 2 事例研究発表一覧

NO. 所 属 氏 名 題 名
1企画管理部 渋谷 和治 海洋深層水について
2 // 籐田 学 情報の電子化と共有について
3 // 船木 栄ー 普及員だより（仮称)誌の発行計画について
4 // 岩谷 良栄 ハタハタ資源増大に向けた青年部の取り組み
5 " 船木 勉 県産ハタハタの流通
6 // 白幡 義広 魚のブランド化の一例について
7 資源増殖部 エ藤 裕紀 試験研究の取り組み評価
8 " 古仲 博 クルマエビの標識放流•市場調査
9 // 山田 潤一 ヒラメ稚魚の放流初期減耗について〜ウミホタルの食害はあるか〜

10 // 中林 信康 海藻群落の遷移と漂砂の影響
11 // 三浦 信昭 ホンダワラほっとけ育成
12 // 秋山 将 卜ラフグの移動範囲、アユの海水飼育
13 海洋資源部 佐藤 泉 ハタハタ初漁日の予測手法検討〜大潮編〜
14 " 佐藤 時好 ハタハタ幼稚魚の分布■生態を探る試みについて〜底魚資源調査(マダラ) から〜
15 // 笹尾 敬 平成15年の漁海況の特徴
16 〃 奥山 忍 電気釣りの光力と漁獲量について
17 // 杉下 重雄 定点調査と定量調査
18 内水面利用部杉山 秀樹 秋田県において生息が確認されたカレイ目魚類
19 // 鷲尾 達 マス類受精卵の消毒対策
20 // 渡辺 寿 廃棄物の管理について
21 // 水谷 最近話題の魚病について
22 " 高田 芳博 イワナの資源量調査
23 // 佐籐 正人 阿仁川におけるサクラマスの産卵床の分布■構造



表 3 放談会の開催状況

No. 月 日 課 題 名 出席者数(人） 
センター水産漁港課

1 平成15年5月20日 
2 平成15年10月3日 
3 平成15年11月14日

漁業権免許切り替えに伴うサクラマスの取り扱い 
試験研究結果の取りまとめ方法などについて 
ハタハタの資源増大について

13 2 
12 0 
15 0

表 4 巡回教室の実施状況

年月日 平成15年10月7〜8 日 平 成 15年10月16〜17日 平成16年1月20日

場所
水産振興センター講義室 県庁第2庁舎 秋田県生涯学習センタ一

(男鹿市） (秋田市） (秋田市）
講師氏名 向井徹 良永知義 木幡孜

講師所属機関
北海道大学大学院 東京大学大学院 (株)水土舎
水産科学研究科 農業生命科学研究科 水産資源の活用とこれか

演題
計量魚探による資源量 ヒラメのネオへテロボツリ らの漁業のあり方につい
の推定方法 ウム症について て

出席者数(人） 10 17 38

表 5 主な会議等への出席

会議等の名称 年 月日 場所 出席者
地域振興局農林部長■地方機関長会議 15 4月10日 秋田県市町村会館 加藤
平成15年度農林水産関係試験研究機関等研究調整担当者会議 15 5月2日 秋田県地方総合庁舎 渋谷
男鹿市水産連絡協議会 15 5月6日 男鹿市役所 加藤
平成15年全国水産試験場長会第3回役員会 15 5月29日 東京都水産試験場 渋谷、藤田
平成15年度水産関係試験研究機関連絡協議会 15 5月29日 東京都 加藤
北東北知事サミット合意事項に係る研究発表会 15 5月29日 秋田県地方総合庁舎 佐々木、佐藤 (泉) 、笹尾、杉山、渋谷

水産関係事務連絡会議 15 5月30日 秋田県庁 加藤、石井、佐々木ほか6人
船川港港湾振興会 15 6月24日 男鹿市 石井
平成15年度北部日本海水産試験場長等懇話会 15 6月26日 日本海区水産研究所 加藤
平成15年度第1回試験研究機関の運営改蕃WG°検討会 15 6月30日 秋田県庁第二庁舎 渋谷

包括外部監査 15 7月23〜25日 センタ一 加藤、石井、佐々木ほか
全県海面漁業協同組合長会議 15 7月24日 秋田県議会棟大会議室 加藤、石井、佐々木、船木 (栄) 、ェ藤、佐藤 (泉）
全県内水面漁業協同組合長会議 15 7月30日 秋田県議会棟大会議室 加藤、石井、ェ藤、杉山、渋谷
第10回試験研究機関懇談会 15 7月15日 秋田県果樹試験場 加藤、石井
平成15年度北部日本海ブBック水産試験場連絡協議会 15 9月3、4日 靑森県鰺ヶ沢町 加藤、佐々木、吉田

衆議院調査局長視察 15 9月5日 センタ一 加藤ほか

秋田県沖海洋深層水利活用プロジェクト設立会議 15 9月11日 秋田県庁第二庁舎 佐々木
平成15年度県有特許権管理運用検討会 15 9月12日 秋田県総合食品研究所 渋谷、柏谷
北東北知事サミット合意事項に係る研究発表会 15 9月17日 秋田県庁第二庁舎 加藤、佐々木ほか13人
平成15年全国水産試験場長会第4回役員会 15 9月25、26日 岡山市 加藤
第11回試験研究機関懇談会 15 10月8日 秋田県森林技術センター 加藤、石井
科学する心を育む夢プランシンポジウム 15 10月10日 秋田県庁第二庁舎 渋谷
秋田県議会農林水産委員会県内調査 15 10月29日 センタ一 加藤ほか
平成15年度日本海栽培漁業センター所長連絡会議 15 11月6日 山ロ市 ェ藤
農林水産大臣政務官クラゲ被害状況調査 15 12月4日 男鹿市 佐々木ほか
平成15年全国水産試験場長会第5回役員会 15 12月5日 東京都立産業貿易センター 加藤
出前特許セミナ一 15 12月19日 センタ_ 加藤ほか
公設試験研究機関の今後の在y 方に関する試験研究機関次長会議 15 12月24日 秋田県議会棟大会議室 石井、佐々木
平成16年度秋田県図書館等連絡会 15 12月24日 秋田県立図書館 藤田
平成16年全国水産試験場長会第1回役員会 16 1月28日 中央水産研究所 佐々木
平成16年全国水産試験場長会総会 16 1月28日 中央水産研究所 佐々木
平成16年全国内水面水産試験場長会通常総会 16 1月28日 中央水産研究所 佐々木
平成15年度日本海ブロック壜•所長会議 16 1月21日 新潟市 加藤
平成15年度日本海フ.0ック水産業関係試験研究推進会議 16 1月21、22日 新潟市 加藤
研究機関評価ヒアリング 16 2月9日 センタ一 加藤、石井、佐々木ほか6人
男鹿市行政懇談会 16 2月18日 男鹿市役所 渋谷
第12回試験研究機関懇談会 16 3月2日 秋田県脳血管研究センタ一 加藤、渋谷
秋田県水産振興協議会 16 3月17日 秋田県議会棟特別会議室 加藤、ェ藤、渋谷、秋山

表 6 県庁出前講座の実施状況

月日 開催場所 対象者 參加者数 題名 対応者
6月7日 
6月26日

秋田市秋田大学教育文化学部付属小学校 
東由利町東由利公民館

40ハタハタ漁業と資源の管理 
100ハタハタ漁業と資源の管理

エ藤裕紀 
佐藤泉



表 7 秋田魁新報「研究機関から」への掲載

掲載日 担 当 内 容
5月11日 資源増殖部、海洋資源部 ハタハタ人工種苗の放流
6月19日 内水面利用部 今期のアユ漁の見通し
8月14日 資源増殖部 クルマエビの放流効果
9月29日 海洋資源部 最近の漁海況について
11月24日 内水面利用部 サケの遡上状況
1月12日 海洋資源部 季節ハタハタの漁獲状況
3月1日 内水面利用部 リボンタグ採捕報告に御協力を



子供ドキドキお魚体験バックアップ事業

渋 谷 和 治 • 藤 田 学

【目 的 】

生きた教材などを用いた見学•研修、現地指導を通じ、 

新鮮でドキドキするような体験を提供し、次世代を担う 

子供達の健全育成と漁業の魅力、環境保全の大切さなど 

について啓発するとともに、漁業後継者の育成や栽培漁 

業 •資源管理型漁業などの水産施策の理解と効率的な実 

施の一■助にする。

【実施状況】

1 説明パネルの製作

見学者や研修者に栽培漁業やハタハタなどについて 

説明をする際の説明用パネルを制作した。

2 副読本の製作

平成16年 3 月に見学者や研修者に配布する「秋田県 

の水産業」を改訂し、2,000部製作した。

3 展示水槽の充実と研修設備の整備

見学者などに見て、触れてもらう「ふれあい水槽」

の展示物を購入するとともに、研修などに必要なカラー 

レーザープリンターとプロジヱク夕一用スクリーンを 

整備した。

4 見学と研修現地指導

水産振興センターにおける中学生以下の見学者を25 

件、584人受け入れ、一般も含めた見学者は75件、1,342 

人となった（表 1、 2 )。

また、阿仁町にある内水面試験池と象潟町にあるア 

ワビ種苗生産施設を含めると水産振興センターの施設 

全体の総見学者は89件、1，567人となった（表 3、 4、 

5)0

また、小中学生を中心としたセンター内や現地にお 

ける秋田県の水産業や水生生物、栽培漁業、資源管理 

などに関する研修などを33件行った（表 6 )。

表 1 平成15年度の水産振興セン夕一における月別見学状況

表 2 水産振興センターにおける年度別見学状況

年 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 計

就学前 件数 2 4 1 -
人数 29 134 35 198

小学生 件数 - - 11 11 21 17 13 -
人数 779 415 486 419 887 662 491 4,139

中学生 件数 6 6 7 15 11 -
人数 38 167 206 132 97 58 698

小計 件数 - - 17 17 30 36 25 -
人数 779 453 653 625 1,048 893 584 5,035

高校生 件数 - 4 4 5 4 4 -

一般

人数 8丄 96 104 163 192 90 732
件数 - 20 13 42 35 46 -

人数 266 304 218 748 550 668 2,754
計 件数 - - 41 34 77 75 75 -

人数 779 806 1,053 947 1,959 1,635 1,342 8,521

表 3 内水面試験池における年度別見学状況

年 H10 H11 H12 H13 H14 H15 計

就学前 件数 0
人数 … 0

/ J ^ 件数
2 1 — —1 ̂ 4

人数 6 20 15 41
中学生 件数 2 2

人数 30 30
高校生 件数 0

人数 0
小計 0 2 1 3 0 6

人数 0 6 20 45 0 71
一般 件数 10 g 10 9 9 5 52

人数 53 48 70 49 44 26 290
計 件数 10 11 11 12 9 5 58

人数 53 54 90 94 44 26 361

表 4 アワビ種苗生育施設における年度別見学状況

年 H10 H11 H12 H13 H14 H15 計

就学前 件数 0
人数 0

小学生 件数
 ̂一 厂

4 6
人数 20 25 150 195

中学生 件数 2 2
人数 8 8

高校生 件数 0
人数 0

小計 件数 2 1 1 ̂ 0 厂 8
人数 8 20 25 0 0 150 203

一般 件数 4 6 4 5 5 5 29
人数 49 85 26 130 80 49 419

計 件数 6 7 5 5 5 9 37
人数 57 105 51 130 80 199 622

表 5 年度別の総見学者数の推移

年 H10 H11 H12 H13 H14 H15 計

高校生以下 548 775 774 1,256 1,085 824 5,262
一般 368 437 314 927 674 743 3,463
計 916 1,212 1,088 2,183 1,759 1,567 8,725

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
就学前 件数

人数
1

35
1

35
小学生 件数

人数
1

46
5

165
3

117
1

33
2

56
1

74
13

491
中学生 件数

人数
1
4

1
4

1
9

2
12

5
26

1
3

11
58

高校生 件数
人数

4
90

4
90

一般 件数 4 5 7 3 6 3 4 8 2 2 2 46
人数 22 107 64 41 97 51 82 175 8 14 7 668

計 件数 4 7 16 7 8 6 11 10 0 2 2 2 75
人数 22 157 319 162 141 96 164 252 0 8 14 7 1,342
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5 ハ夕ハタキャラクターマークの作成

秋田県民にとって特別な意味を持つハタハタを、本 

県の美しい海と水産資源を守り、大切な食文化の未来 

への継承を誓うシンボルとして、平成14年12月 6 日に 

「県の魚」に制定した。

これを機に、県の魚ハタハ夕を広く周知させること 

と、秋田県を代表する水産物のP R となるよう、ハタ 

ハタのキャラクターマークを策定することとした。

(1) 候補作品の依頼

平成15年 9 月に秋田公立美術工芸短期大学の学生 

に候補作品の応募を依頼した。

⑵応募作品

平成15年11月に14人から20点の応募作品があった。

( 3 )キャラクターマーク決定に係るアンケー卜調査

1) 依頼

平成15年12月に総合的な学習の時間などにより 

センターを訪れた小中学校21校、485人に、候補 

作品の中から最も良いと思うマーク、二番目、三 

番目に良いと思うマークの選出に係るアンケート 

調査を実施した。

2) 回答状況

アンケー卜は20校、481人から回答があり、回 

答率はそれぞれ、95.2、99.2%と高く、かつ、86 

人の児童、生徒からセンターに対する要望事項や 

感想なども併せて提示された。

表 6 平成15年度の子供ドキドキお魚体験バックアップ事業に係る研修•現地指導などの実績

月 日 場所 市町村 名称
4月22日 センター 秋田市 秋田県立大 栽培漁業
4月23日 センター 秋田市 付属小 ハタハタ漁業と資源の管理
5月29日 センター 秋田市 秋田東中 秋田県から学ぶフィールドワーク(栽培漁業とハタハタの生態）
5月30日 センタ一 西仙北町 刈和野小 育てる漁業に励む人々
6月3日 センター 東京都 筑波大付属小 ハタハタの生態と資源管理
6月7日 付属小 秋田市 付属小 ハタハタ漁業と資源管理
7月7日 センタ一 天王町 天王南中 男鹿の海
7月17日 鵜ノ崎 峰浜村 岩子小 自然体験交流学習(海浜生物の観察）
7月17日 鵜ノ崎 

男鹿市
ニッ井町 田代小 自然体験交流学習(海浜生物の観察）

7月26日 男鹿市 男鹿市観光協会 親子釣り大会
8月1日 秋田市 秋田市 旭川小 旭川の魚
8月4日 センター 男鹿市 男鹿南中 男鹿大発見
8月6日 小坂町 小坂町 (財）自然公園財団 十和田湖自然体験キャンプにおける水生生物の研修
8月24日 男鹿市 男鹿市 自然観察指導員連絡協議会 入道崎周辺の海浜生物の観察会
9月9日 秋田市 秋田市 旭川小 旭川の魚
9月10日 東由利町 東由利町 八塩小 水辺の教室
9月19日 象潟町 象潟町 上郷小 漁業体験学習
9月19日 センター 大曲市 大曲西中 ハタハタの生態
9月22日 峰浜村 峰浜村 填川小 総合的な学習の時間
9月25日 センター 男鹿市 男鹿東中 ハタハタの生態と漁獲量
9月26日 センター 男鹿市 五里合小 私たちの生活と水産業
9月30日 象潟町 象潟町 象潟小 漁業体験学習
10月2日 センタ一 秋田市 付属中 総合的な学習の時間
10月2日 センター 秋田市 付属中 魚の絶滅危惧種
10月10日 秋田市 秋田市 秋田県教育庁 科学する心を育む夢プランシンポジウム

10月15日 センター 八竜町 八竜中 タコど7グの生態
10月16日 センタ一 秋田市 秋田南中 魚の生態ど待徴
10月19日 秋田市 秋田市 秋田県漁協 みなと粋活フェスティバル
10月24日 センター 秋田市 土崎中 総合的な学習の時間(栽培漁業）
10月26日 鹿角市 鹿角市 鹿角市まちづくり市民会議 米代川に生息する魚類
10月28日 センター 秋田市 明徳小 ハタハタの生態
11月6日 センター 秋田市 御野場中 秋田ウオッチング
11月26日 センター 男鹿市 船川第一小 ハタハタの生態と男鹿の魚

8月19〜9月3日 センタ-、千秋丸 勇鹿市 海 洋 技 ■ 高 校 職塲体験学習....
9月6、7日 秋田市 秋田市 秋田県農林水産部 秋田農林水産フォーラム



水産業改良普及事業

【目 的 】
近年の沿岸漁業を取り巻く情勢の変化に対応し、沿岸 

漁業の生産性の向上と近代化及び漁業の担い手育成を推 

進するため、漁業士や研究グループ集団などを対象とし 

た改良普及活動を実施し、資源の合理的利用、新技術の 

開発•導入、流通改善、他産業との交流の推進により、 

漁家経営の安定と漁村の活性化を図った。

【方 法 】

1 普及体制

水産業改良普及員室（設置場所：水産振興センター)

担当区域 担当漁協

県北地区 

(正組合員335人） 

(准組合員321人）

秋田県漁協北部総括支所 

峰浜村漁協 

能代市浅内漁協 

八竜町漁協

男鹿北地区 

(正組合員435人） 

(准組合員171人）

秋田県漁協北浦総括支所及 

び船川総括支所（若美支所）

男鹿南地区 

(正組合員482人） 

(准組合員166人）

秋田県漁協船川総括支所 

(若美支所除く）

県南地区 

(正組合員487人） 

(准組合員136人）

秋田県漁協中央総括支所及 

び南部総括支所

2 担当業務

⑴船木栄ー

担当区域：男鹿南地区

1) 普及事業の総括

2 ) 沿岸漁業担い手確保推進事業

3 ) 漁村女性活動支援事業 

⑵ 船 木 勉

担当区域：県北地区

1 ) 青年•女性漁業者交流大会

2) 沿岸漁業改善資金貸付事業

3 ) 水産物高付加価値化技術開発事業 

⑶岩谷良栄

担当区域：男鹿北地区

1 ) A ターン漁業者育成事業

2) 中核的漁業者協業体等取組支援事業

( 4 )白幡義広

船木栄ー•岩谷良栄•船木勉•白幡義広

担当区域：県南地区

1) 漁業就業者確保育成事業

2 ) 漁業士活動支援事業

【活動状況】

1 普及職員研修事業

普及職員の資質の向上及び普及指導力の充実強化を 

図り、普及活動の重点課題に必要な専門的な知識、技 

術の習得を図った。

(1) 専門技術員研修会

1 ) 期 日 ：平成15年10月23日〜24日

2 ) 場 所 ：東京都

3 ) 出席者：船木栄ー

4 ) 講 義

( a )薬事法の改正について

( b ) 漁船と水産技術開発の50年

( c )水産業を核とした地域振興と課題について

( d ) 食品安全基本法及び食品安全委員会の概要に

ついて

⑵普及職員行政研修会

1 ) 期 日 ：平成15年10月20日〜22日

2 ) 場 所 ：東京都

3 ) 出席者：白幡義広

4 ) 講 義

( a )水産三法人統合と今後の調査•研究体制につ

いて

( b ) 若い普及員に望むこと

( c )漁業と海洋生態系を巡る情勢について

(d) 漁業共済事業について

5 ) 分科会

( a )水産物の付加価値向上について

( b ) 漁家経営改善対策について

( c )担い手活動の促進について

( 3 ) 日本海ブロック集団研修会

1 ) 期 日 ：平成15年10月 8 日〜9 日

2 ) 場 所 ：石川県

3 ) 出席者：船木勉

4) 講 義

( a )石川県における水産行政の概要について

( b ) 水産業改良普及事業制度の見直し等について

5 ) 協 _

( a )各府県活動報告

( b ) 共通課題

⑷ 東 北 •北海道ブロック集団研修会
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1 ) 期 日 ：平成15年10月30日〜31日

2 ) 場 所 ：秋田県

3 ) 出席者：4 普及員

4) 講 義

( a )平成16年度水産業普及事業関連予算について

(b) 今後の水産業改良普及事業の在り方の検討伏

況について

5) 協 議

( a )水産庁への要望事項について 

⑻共通課題

2 漁業就労促進対策事業

秋田県漁業就業者確保育成センター（水産振興セン 

ター普及班）において漁業求人求職情報の収集•提供 

を行うとともに、ハローワークなどとの連携により漁 

業就業者の確保に努め、また、海洋技術高校生などを 

対象とした体験乗船などの各種研修会を開催した。

(1 )求人•求職相談窓口の設置

1 ) 設置場所：北部総括支所、北浦総括支所、船川 

総括支所、南部総括支所

c ) 水産振興センター施設見学

3) 学校訪問

( a )訪問高校：秋田県立海洋技術高校 

〃 男鹿高校

〃 男鹿工業高校 

〃 由利工業高校 

〃 西目高校 

〃 仁賀保高校

(b) 内 容

a ) 秋田県の漁業について

b ) 就業希望者の情報の収集、提供

4) 体験乗船研修

( a )期 日 ：平成15年 5 月26日、 6月 2 日

( b )場 所 ：男鹿市船川港台島地先

( c )対 象 ：秋田県立海洋技術高校2年生 

海 洋 科 19人

(d) 内 容

a ) 先達漁業者（指導漁業土）との交流

b ) 大型定置網漁業体験乗船研修

5) 技術習得講習会

2) 事業内容 (a) 期 日 ：平成15年 9月 1 日〜 3 日

( a )求人•求職情報の収集•提供 (b) 場 所 ：男鹿市、戸賀湾内

( b )業務実績報告書の整理、解析 (c) 対 象 :秋田県立海洋技術高校2年生

3) 就業状況 海 洋 科 6人

( a )求人、 6件 （定置網3件、ヵニ竃1件、県外 (d) 内 容

2件） a ) 先達漁業者（指導漁業土）との交流

( b )求職、16件 （県内9件、県外7件） b) ヒラメ 、クロソイ養殖技術研修

⑵漁業就業者発掘活動

1) 学習会 3 技術指導支援事業

(a) 期 日：平成15年 5 月22日 漁業で自立するために必要な漁業技術などの習得を

(b) 場 所 :秋田県立海洋技術高校 目的に、新規就業者や新たな漁業経営を開始する漁業

(c) 対 象 :秋田県立海洋技術高校1年生 後継者を対象に漁業研修を実施した。

情報通信科32人 ( 1 ) A ターン漁業者育成事業

海 洋 科 34人 1 ) 期 日 ：平成15年12月〜16年 3 月

食品技術科24人 2 ) 場 所 ：由利郡金浦町

(d) 内 容 3 ) 対 象 ：底びき網船乗組員3人

a ) 秋田県漁業の実情や今後の動向について 4) 内 容

b) ビデオ上映：A ターン育成事業の取組み ( a )操船•漁労作業などの基本技術習得研修

2) 新入生研修 ( b )漁具の仕立て•修繕作業などの基本的技術習

(a) 期 日：平成15年 6 月24日〜27日 得研修

(b) 場 所 :水産振興センター

(c) 対 象 :秋田県立海洋技術高校1年生 4 担い手活動推進支援事業

情報通信科32人 沿岸漁業担い手育成の円滑かつ効率的な推進を図る

海 洋 科 34人 ため、協議会を設置し、研究実践活動などに関する実

食品技術科24人 施方針の検討と実績評価をするとともに、担い手活動

(d) 内 容 の高度化を図るため、交流学習会及び啓発活動などを

a ) 栽培漁業の現状について

b ) ビデオ上映：漁業者たちの試み

実施した。

⑴秋田県沿岸漁業担い手確保推進協議会
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第 1回

( a ) 期 日 ：平成15年 7 月18日

報告者：秋田県漁業士会長杉本貢

( e ) 講 演

( b )場 所 ：秋田県水産振興センター

( c ) 出席者：協議会委員15人、水産漁港課、水産 

振興セン夕ー

⑷ 協 議

a ) 平成15年度事業の重点施策について

b ) 平成15年度普及活動計画について

c ) 平成15年漁業士候補の推薦について 

第 2 回

( a ) 期 日 ：平成16年 3 月16日

( b )場 所 ：秋田県漁業協同組合

( c ) 出席者：協議会委員12人、、水産漁港課、水 

産振興セン夕ー

(d) 協 議

a ) 平成15年度普及事業実施状況について

b) A ターン漁業者育成事業p a r t n につい 

て

秋田県青年•女性漁業者交流大会 

期 日 ：平成16年 1 月20日 

場 所 ：秋田県生涯学習センター 

参加者：漁業関係者140人 

内 容

( a ) 研究活動発表

a ) さし網漁業における共同経営の歩み 

〜共同操業から学ぶ〜

発表者：八森剌網組合エ籐昭人

b ) ハタハタ資源増大に向けた取り組みについ 

て

発表者：北浦総括支所青年部鎌田勝彦

c ) 私が選んだ道•漁師

〜A ターン漁業者として、海に生きる〜 

発表者：天王町漁業青年部伊藤貴洋

d ) 象潟の海でァワビを育てる

発表者：象潟根付委員会佐々木健一

( b )視察研修報告

a ) ワカメの流通加工販売について 

報告者：船川地区青年部夏井勝博

b ) 魚類のブランド化への取り組みについて 

報告者：象潟水産学級佐々木一史

( c ) 特別報告

a ) 販売戦略について考える 

報告者：県漁協企画課山本優人

b ) 未利用資源の利用について（第 n 報） 

報告者：海洋技術高校食品技術科

納谷咲子、杉渕朋美

( d )漁業士活動報告

a ) 平成15年度漁業士活動について

“感電” 6万 6千ボルト 

講師：作 家 高 階 航  

⑶交流学習事業

1) 県北地区

(a) ハタハタ人工産卵場造成講習会

a ) 期 日 ：平成15年11月16日

b ) 場 所 ：北部総括支所

c ) 対象者：八森小型船研究会、八森ハタハ夕 

剌網協議会15人

d ) 講 師 ：船 木 勉

e ) 内 容 ：漁網利用によるハタハタ産卵場造 

成について

(b) しょっつる製造加工学習会

a ) 期 日 ：平成15年12月 1 日 

b ) 場 所 ：岩館支所

c ) 対象者：北部総括支所女性部7人

d ) 講 師 ：船 木 勉

e ) 内 容 ：八森産しょっつるの特性について

2 ) 男鹿北地区

( a ) マグロ曳釣り漁具•漁法講習会

a ) 期 日 ：平成15年 8 月 6 日

b ) 場 所 ：北浦総括支所

c ) 対象者：曳釣り漁業者32人

d ) 講 師 ：岩館小型船研究会菊地雅雄

e ) 内 容 ：マグロ曳釣り漁具•漁法について

(b) イワガキ天然採苗研修会

a ) 期 日 ：平成15年 9月26日

b ) 場 所 ：戸賀支所

c ) 対象者：戸賀湾養殖研究会 5人

d ) 講 師 ：岩谷良栄

e ) 内 容 ：イワガキ天然採苗 (マニュアル)

について

男鹿南地区

丨ヒラメ養殖飼育管理講習会

a ) 期 日 ：平成15年 5 月 9 日

b ) 場 所 ：船川総括支所

c ) 対象者：船川総括支所職員 7人

d ) 講 師 ：資源増殖部山田 潤一

e ) 内 容 ：ヒラメ養殖飼育管理について

4) 県南地区

(a) ヒラメ養殖飼育管理講習会 

a ) 期 日 ：平成15年 6月 4 日

b ) 場 所 ：南部総括支所 

c ) 対象者：金浦養殖研究会6人

d ) 講 師 ：白幡義広

e ) 内 容 ：ヒラメ養殖飼育管理について



アワビ養殖飼育管理学習会

a ) 期 日 ：平成15年 6月10日

b ) 場 所 :象潟アワビ種苗センタ一施設

C ) 対象者 :象潟水産学級20人

d ) 講 師 ：白幡義広

e ) 内 容 ：アワビ養殖飼育管理について

アワビ資源管理及び種苗放流学習会

a ) 期 日 ：平成15年 7 月29日

b ) 場 所 :松ヶ崎活魚センター

C ) 対象者 ：松ヶ崎近代化ゼミナ一ル10人

d ) 講 師 :白幡義広

e ) 内 容 :アワビ資源管理及び種苗放流調査

について

クルマエ ビ中間育成研修会

a ) 期 日 ：平成15年 8月26日

b ) 場 所 :中間育成施設

c ) 対象者 :西目水産研究会15人

d ) 講 師 :白幡義広

e ) 内 容 ：クルマエビ中間育成について

⑷技術交流事業（先進地視察）

1) 水産物の流通実態について

( a ) 期 日 ：平成16年 3 月 3 日〜4 日

( b )視察先：東京都築地中央卸売市場

( c ) 視察者：北浦総括支所青年部8 人

( d )内 容 ：築地市場における水産物の流通実態

について

2 ) 定置網漁業の先進的取組について

( a ) 期 日 ：平成16年 2 月17日

( b )視察先：山形県鶴岡市由良町

( c ) 視察者：天王町漁業青年部9 人

( d )内 容 ：定置網の体験漁業及び起こし船の漁 

労装備について

3 ) 魚介類の認証制度について

( a ) 期 日 ：平成15年 9 月 4 日〜6 日

( b )視察先：大分県佐賀関町

( c ) 視察者：象潟水産学級 5 人

( d )内 容 ：魚介類のブランド化及び取り組みに 

ついて

( 5 ) 新技術定着試験

1) 県北地区

( a ) ハタハタ人工産卵場造成試験

a ) 期 日 ：平成15年12月25日〜16年 3 月31日

b ) 場 所 ：八森、岩館地先

c ) 実施者：八森小型船研究会、八森町剌網協 

議会

d ) 内 容 ：漁網基盤50組 （延べ100m)

2) 男鹿北地区

( a ) 漂着ブリコ増殖試験

a ) 期 日 ：平成15年12月25日〜16年 3 月31日

b ) 場 所 ：畠漁港、戸賀湾

c ) 実施者：北浦総括支所青年部

d ) 内 容 ：回収プリコ84.4卜ン

増殖試験3.4トソ (約13.6万個）

3) 男鹿南地区

(a) ヒラメ養殖試験

a ) 期 日 ：平成15年 6 月10日〜11月 4 日

b ) 場 所 ：椿漁港

c ) 実施者：船川総括支所

d ) 内 容 ：収 容 2，100尾 （180g)

出荷 1,196尾 (800 g)

4) 県南地区

(a) ハタハタ人工産卵場造成試験

a ) 期 日 ：平成15年12月20日〜16年 3 月31日

b ) 場 所 ：松ヶ崎地先

c ) 実施者：松ヶ崎近代化ゼミナール

d ) 内 容 ：漁 網 基 盤 10組

(b) アワビ養殖試験

a ) 期 日 ：平成15年 6 月10日〜16年 3 月31日

b ) 場 所 ：アワビ種苗生産施設

c ) 実施者：象潟水産学級

d ) 内 容 ：収 容 1,100個 （45mm)

試験継続中

(6 )都市•漁村交流促進事業

1) 海と里の交流

(a) 期 日 ：平成15年11月 5 日、16年 3 月17日
(b) 場 所 :船川総括支所加工場、椿地先

(c) 交流者 ：船川総括支所女性部

雄和町生活研究グループ協議会

(d) 内 容 ：ワカメ種糸の巻き付け•刈り取り体

験

漁村女性活動支援

(a) 期 日 ：平成16年 3 月26日

(b) 場 所 ：秋田県農業研修センター

(c) 対象者 :北部総括支所女性部11人
(d) 講 師 :総 食 研 塚 本 研 一L
(e) 演 題 ：水産物加工の基礎知識及び健康と水

産物について

マ リーン力 レッジ等の開催

少年水産教室

(a) 期 日 ：平成15年 4 月 8 日〜4 月15日

(b) 場 所 ：対象児童数

野 村 川 (男鹿市） 26人

真 瀬 川 (八森町） 71人

雄 物 川 (大曲市） 149人

君ケ野川 (岩城町） 120人

西 巨 川 (西目町） 50人



川 袋 川 （象潟町） 125人 

象 潟 川 （象潟町） 80人 

石 沢 川 （本荘市） 50人

(c) 内 容

a ) 講 話 （サヶの一生、水辺の生物）

b ) 稚魚の放流

2) 漁業体験教室

( a )期 日 ：平成15年 7月11日〜16年 3 月 9 日

( b )場 所 ：参加者数

男 鹿市 管 内 2 回 170人 

南 部 管 内 8 回 429人 

そ の 他 1回 10人

(c) 内 容

a ) 秋田県の漁業、浜辺の生物（講話）

b ) 地びき網、生物観察

5 漁業士活動支援事業

優れた青年漁業者及び漁村青少年育成に指導的役割 

を果たしている者を漁業土に認定するとともに、漁業 

土の資質の向上を図り、地域漁業の振興を促進するた 

め、各種事業を展開した。

⑴漁業士養成•認定事業

1) 青年漁業士養成講座

(a) 期 日:：平成15年11月12日

⑻ 場 所 :：秋田県水産振興センター

(c) 対 象 :：青 年 漁 業 士 1人

(d) 講 座

1 ) 水産増殖論（栽培漁業と増殖方法)

b ) 水産業協同組合論（漁協の役割）

c ) 漁業管理論（資源対策と漁業調整）

d ) 水産資源管理論（資源管理型漁業）

e ) 水産政策論（県水産業の政策概要）

2) 漁業士認定審査会

( a ) 期 日 ：平成16年 1 月14日

( b )場 所 ：秋田市

( c )対 象 ：指導漁業士 2人 

青 年 漁 業 士 1人

⑷審査内容

a ) 水産業の現状に関すること。

b ) 水産技術に関すること。

c ) 漁業経営に関すること。

d ) 水産資源及び漁場管理に関すること。

e ) その他 

⑵漁業士研修事業

1) 県内研修会

( a ) 期 日 ：平成16年 1 月20日

( b )場 所 ：秋田県生涯学習センター

( c )出席者：漁業士 28人

( d )講 師 ：水 土 舎 木 幡 孜

( e )演 題 ：水産資源の活用とこれからの漁業の 

在り方

2 ) 地区交流会

( a )期 日 ：平成15年11月11日、14日、18日

(b).場 所 ：北部総括支所、南部総括支所 

秋田県水産振興センター

( c )出席者：北 部 地 区 6人 

中央地区 10人 

南 部 地 区 15人

(d) 内 容

a ) 今後の漁業士活動について

b ) 平成15年度普及事業の重点施策について

3 ) 日本海ブロック研修会

( a )期 日 ：平成15年11月 6 日、 7 日

( b )場 所 ：福井県

( c )出席者：漁業士 3人、普 及 員 1人

(d) 内 容

a ) 講 演 ：水産流通と産地への提案

b ) 話題提供：中核的漁業者協業体等取組支援 

事業

特産品開発と付加価値向上

c ) 討 論 ：漁業士活動と課題

4 ) 東北•北海道ブロック研修会

( a )期 日 ：平成15年 9月12日

( b )場 所 ：福島県

( c )出席者：漁業士 2人、普 及 員 2人

(d) 内 容

a ) 講 演 ：水産物の輸入対策と価格競争

b ) 話題提供：担い手対策について

c ) 討 論 ：漁業士活動の状況報告

6 中核的漁業者協業体等取組支援事業

中核的漁業者協業体や漁村女性グループなどの取り 

組みを助長するため、計画の策定、事業の実施などに 

対し指導を実施した。

⑴ 課 題 名 ••衛生管理の強化と価格向上の取り組み

(2 )協業体名：北浦地区潜友会 

⑶ 対 象 漁 業 ：採藻漁業、イシモズク 

⑷事業内容

1 ) 設置機械：脱水機、海水殺菌装置、貯水槽

2 ) 事 業 費 ：2,975,708円

7 普及指導強化•円滑化事業

近年、県内沿岸岩礁域で漁獲され、重要磯根資源と 

なっているイワガキの養殖技術の先進地視察を実施し 

た。

⑴ 期 日 ：平成16年 3 月 5 日
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⑵ 視 察 先 ：三重県南勢志摩県民局農林水産商工部 

水産振興チ一ム

鳥羽磯部漁業協同組合管内の養殖場 

⑶ 視 察 者 ：岩谷良栄

( 4 )内 容 ：三重県におけるイワガキ養殖業の現状 

イワガキの採苗•養殖技術 

イワガキ養殖場の視察

沿岸漁業改善資金貸付事業

沿岸漁業従事者などが自主的にその経営及び生活を 

改善していくことを積極的に助長するため、無利子資 

金の貸付を行った。

⑴ 貸 付 額 ：15,848千円 

⑵ 貸 付 機 器 ：環境高度対応機関3件 

自動航跡記録装置1件 

カラー魚 群 探 知 機 1件 

揚 縄 機 1件

⑶指導内容

1) 計画の作成指導

2) 貸付申請書などの審査及び確認

3) 確認調査及び結果の報告

4) 普及部会の開催
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図 1 北浦総括支所日別ハ夕ハタ漁獲量の推移

ハ夕ハタ卵巣を海水と同モル濃度（0.51M) の 

各種塩溶液に30分浸潰し、凝固の様子を観察した。

2 ) ゼリー伏物質の一般成分

3⑵の方法で調製したゼリー状物質について 

夕ンパク質はケルダール法、全糖量はオルシノ一 

ルー硫酸法1\ 灰分は湿式灰化法により測定した。

3 ) ゼリ一状物質の構成ァミノ酸

構成ァミノ酸はゼリ一状物質を塩酸またはメ夕 

ンスルホン酸による加水分解を行った後、アミノ 

酸自動分析装置（日本電子製JLC500) を用いて 

測定した。

4 ) ゼリー伏物質の推定分子量 

分子量はS D S - P A G Eにより測定した。

5 ) 等電点（pi)

p iは PhastGelIEF (pH 3 - 9 ) を用いて測定 

した。

6 ) ゼリ一伏物質のN 末端ァミノ酸配列 

S D S - P A G Eで得られたゲルをP V D F  メンブ

レンにブロッティングした後、気相シークエンサー 

を用いてN 末端ァミノ酸配列を測定した。

7 ) ゼリー状物質の熱安定性

ゼリ一伏物質の1 %  S D S 水溶液を100°Cで加 

熱処理し、経時的に粘度を測定した。

【結果及び考察】

1 ハ夕ハ夕流通実態調査

(1) 漁獲量の推移

平成14年に北浦総括支所に水揚げされた季節ハタ 

ハタの漁獲量は、575卜ンで初漁日の11月29日から 

12月 1 日までの3 日間で全体の61.4% (353卜ン） 

が水揚げされた（図 1 )。

【目 的 】
秋田県の主要水産資源であるハタハタの品質保持技術 

の確立とハタハタ魚卵加工品などの新たな加工品製造技 

術の開発により、新規需要開拓につなげることを目的と 

した。

【方 法 】

1 ハ夕ハ夕流通実態調査

平成14年に水揚げされた季節ハタハタについて漁協 

及び仲買人などからの聞き取り調査と漁協資料により 

分析した。

2 ハ夕ハ夕の成分周年変動分析

(1) 試料

平成15年 3 月から12月 （7、 8月を除く）に秋田 

県漁業調査指導船千秋丸で秋田県男鹿半島沖合にお 

いて底びき網により漁獲した雄、雌のハタハタを凍 

結保存したものを分析試料とした。

⑵分析方法

分析はハタハタ各 5尾を3枚におろし、皮付きで 

魚肉部分を細かく刻んだものを分析した。水分は常 

圧加熱乾燥法（105°C、 3 時間)、脂質含量はクロ ロ 

ホ ル ム 一メタノー ル混液改良抽出法により分析した。 

3 品質保持技術の検討（活魚の検討）

(1) 試料

平成15年12月11日に秋田県男鹿市北湳地先の定置 

網で漁獲された3歳の完熟雌ハタハタ約150尾を秋 

田県水産振興センターの10m3水 槽 （円形F R P ) に 

収容して濾過海水を注水しながら約1 力月間無給食耳 

で飼育し、 1週ごとに10尾を分析試料とした。

⑵ 方 法

雌のハタハタの卵巣を採取し100mlの蒸留水を加 

えた後、攪拌しながら70でまで加熱した。卵巣から 

分離したゼリ一状物質と卵粒をそれぞれ真空凍結乾 

燥し重量を測定した。

4 ハタハ夕卵の粘リ成分（ゼリー状物質）の解明

(1) 試料

平成15年12月11日に秋田県男鹿市北浦地先の定置 

網で漁獲された3歳の完熟雌ハタハタから卵巣を採 

取し各試験を行った。

(2) 方法

1 ) ハタハタ卵巣の塩による凝固

水産物高付加価値化技術開発事業

(ハ夕ハタの品質保持技術の開発） 

船 木 勉 • ※ 塚本研一• ※ 戸枝一喜（※ 総合食品研究所)
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⑵価格の推移

価格はkg当たり、雌が500〜2,500円、雄が80〜 

730円、雄 •雌混みが90〜1，800円で全体の平均単価 

は205円で取引されていた（図 2 )。

⑶銘柄別割合

銘柄別構成割合は、雄が72% (410トン）で最も 

多く、次いで混みが15% (88トン）、雌が13% (77 

トン）となっていた（図 3)0

銘柄別取引量は、雄のうち361トン（8 9 % ) がA  

業者により加工用などの原料として買い取られ、冷 

凍保管されている。次いでB 業者25トン（6 % )、

C 業者が18卜ン（4 % ) その他5 トン（1 % ) となっ 

ていた。雌はB 業者が57トン（74%)、 C 業者が15 

卜ン（19%)、その他5 トン（7 % ) となっていた。 

混みは、 B 業者が76トン（86%)、 C 業者が11トン 

(13%)、その他1トン（1 % ) となっていた（図 5 )。

図 5 仲買人別銘柄別取引量

図2 北浦総括支所ハ夕ハ夕日別•雌雄別•平均単価の推移

図 3 銘柄別割合

⑷仲買人別取引割合

ハタハタは、雄、雌、混みの規格に区分して集荷 

し、これらは複数の仲買人によって鮮魚形態で入札 

により取引されている。仲買人別取引量はA 業者が 

361トン（63%)、 B 業者が157トン（27%)、 C 業者 

が44トン（8 % )ヽその他業者12トン（2 % ) となっ 

ている。その構成割合は3業者で全体の97.9% を占 

めていた（図 4 )。

D (他)
C 8% 2%

( 440 ( 120

図 4 仲買人別取引割合

(5) 流通状況

図 6 に示すように北浦総括支所に水揚げされたハ 

夕ハタの県内流通量と県外流通量をみると県内が89 

% 、県外が1 1 %となっていた。また、仲買人により 

買い取られたハタハタの県内流通をみると、男鹿市 

や自店、量販店販売の地元周辺と秋田市を中心に大 

曲、横手、湯沢の県南の消費市場に流通していた 

(図 7)。県外への流通をみると、青森、金沢、山形、 

札幌、新潟、東京、仙台の消費地市場に主に配送さ 

れていた。金沢市場は、雄のみの出荷となっていた 

(図 8 )。

図 6 県内•県外流通割合

横手湯沢自店他

図 7 県内消費地市場出荷割合



表 2 ハ夕ハ夕卵のゼリ

t W M ：
アスパラギシ酸
卜レオニン 

セリン
グルタミン酸 
グリシン 
アラニン 
システイン 
バリン 
メチ才ニン 
イソロイシン 
ロイシン 
チロシン 
フエニルアラニン 

ヒスチジン 
リシン 
アルギニン 

プロリン

リ一状物質が減少するものの、加熱調理後の官能的に 

は問題はなかった。

ゼ H « ^ K g )  
ゼ1 ノ

図1 0 ゼリー状物質の変化

4 ハ夕ハタ卵の粘り成分（ゼリー状物質）の解明

(1) ハタハタ卵巣の塩による凝固

表 1 に示すように2価イオン（Mg*2+、C a 2+) の 

凝固が速いが30分ではすべて同様に凝固した。

表 1 ハタハタ卵の塩による凝固

_ ^
Mg〇l2 C 3 C Iq NaCI

5
10
30

+++
+++

- •凝固なし（柔らかいまま） 
+  :凝固あり 
+  +  :凝固し、少し硬い 
+  +  +  :凝固し、硬い

⑵ゼリー状物質の一般成分

乾燥したゼリー状物質はタンパク質71.9% 、灰分 

20.7%、糖質1.4%であり、タンパク質が主成分で 

あると考えられる。

⑶ゼリ一状物質の構成ァミノ酸

構成アミノ酸ではアスパラギン酸、グルタミン酸、 

チロシン、アルギニンが多いのが特徴であった（表

2 ) 0

以上の結果から季節ハタハタの漁獲は産卵時期の 

数週間と短期集中型であり、漁獲量の増加に伴い価 

格も非常に低くなる傾向があることがわかった。従っ 

て、消費者の嗜好、選択に応え得るような品質保持 

及び供給体制を整備することで極端な安値となるこ 

とは回避できると考えられる。また、高品質な加工 

品を生産する上でも品質保持は重要となる。

2 ハタハ夕の成分周年変動分析

図 9 にハタハタ脂質の月別変動を示す。ハタハ夕魚 

肉の脂質含量は雄、雌ともに5 月から徐々に上昇し、

9月に最大値となることがわかった。また、雌は10月 

から減少し産卵期の12月で最小となるが、雄は10月か 

ら雌同様に減少するが雌に比べると僅かであり、12月 

には逆に増加する傾向もあった。雌は産卵期に際し魚 

肉の脂質成分の消費が大きいが、雄の消費は僅かであ 

ることが推定された。なお、魚肉水分は脂質含量と負 

の相関が認められた。

3 品質保持技術の検討（活魚の検討）

雌ハタハタ10尾の魚体重及び卵巣重量は試験期間中 

特に変化はなかった。卵巣を乾燥した固形分重量も同 

様に試験期間中特に変化はなかったが、図10に示すよ 

うにゼリ一伏物質を乾燥した固形分重量及びその卵全 

体固形分比は3週間から減少する傾向があった。卵巣 

の外観も3週間目から崩れる傾向が認められた。

これらの結果からハタハタ完熟雌は2週間までは無 

給餌でも卵巣の変化がなく保持することが可能である 

ことがわかった。また、 3週間経過したものは卵のゼ

1 5 月 6月 9月 10月 11月 12fl

図 9 ハ夕ハ夕月別脂質含量
一状物質の構成アミノ酸 

組成比
4.77 
6.03 
6.52 
4.95 
6.43 
2.86
2.51
3.78 
0.25 
2.61
3.51 
0.23 
4.99 
0.88
5.39
8.84
5.44

00.00
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一 ■ 一 ハタハタ卵粘質物 

一冊-キサンタンガム

10 20

図1 1 ゼリ一状物資の熱安定性

30 40
加熱時間[ 分]

(4) ゼリー状物質の推定分子量

S D S - P A G Eによる推定分子量は分子量43 k D aで 

あった。

(5 )等電点（pi)

PhastGel IEF (pH 3 - 9 ) を用いて測定した結 

果 p iは5.2であつた。

( 6 )ゼリ一状物質のN 末端アミノ酸配列

N 末端アミノ酸配列を測定し、 B L A S T による 

データベース検索の結果からは新規夕ンパク質であっ 

た。

(7) ゼリ一状物質の熱安定性

図11に示すようにゼリ一状物質の粘性はキサン夕 

ンガムと比較しても熱に対して比較的安定であった。

以上の結果からハタハタ卵巣のゼリ一状物質は耐 

熱性の粘質物で単一タンパク質であった。また、N  

末端アミノ酸配列の検索により新規夕ンパク質であっ 

た。従ってさらにその性質を解明し、その用途など 

を検討することが必要と考えられる。

まとめ

(1) 季節ハタハタの漁獲は短期集中型で漁獲量増加に 

より価格低下の傾向があり、品質保持による市場供 

給体制の整備が必要であることを把握した。

(2 )ハタハタ脂質は雄、雌ともに9月が最大であるが、 

漁獲が集中する12月は雌で特に低くなることを把握 

した。

⑶ハタハタ品質保持技術として無給餌飼育で2週間 

は可能であり、ゼリー伏物質は変化するが官能的に 

は3 〜 5週間でも問題はなく、その実用化の可能性 

も示唆された。

⑷ハタハタ卵巣のゼリ一状物質は耐熱性の粘質物で、 

単一の新規タンパク質であった。さらにその性質を 

解明し、その用途などを検討することが必要と考え

【参考文献】

1 高橋禮子編著：糖蛋白質糖鎖研究法、学会出版セ 

ン夕 一、p 8、 1989
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海洋構造変動パタ一ン解析技術開発試験事業

【目 的 】

海洋構造の変動は、漁場形成と密接な関わりを持つだ 

けでなく、資源変動そのものにも大きな影響を与えるこ 

とから、海域特性に適した海洋構造の迅速な把握と変動 

のパターン化のための技術開発を行うことにより、海況 

の把握、海況変動の予測、漁場形成の予測などに資する 

ことができる。このため、 ドップラー流向流速計を用い 

て流況データを収集•解析し、海域特性に則した海洋構 

造の迅速な把握と変動のパターン化を行うための技術開 

発試験を実施した。

【方 法 】

県調査指導船千秋丸（187トン）に装備された多層式 

ドップラ一流向流速計（s w  —  2000)により、沿岸定線 

観 測 （ニー 10線）観測時に流向流速データを収集した。 

また、沿岸域の流況を把握するため毎月中旬に北緯40度 

線の往復観測、または塩瀬崎沖の観測を実施し、データ 

を収集した。さらに、漁場環境調査に係る定点観測時に 

も併せてデータを収録した。

【結果及び考察】

平成15年 4月から平成16年 3月まで、19回の観測を行っ 

た。そのうち、ニー 10線の観測が9 回、塩瀬崎沖の観測 

が 4 回、漁場環境調査時のデータ収集は6 回行った。ま 

た、青森、山形両県から流況データ及び水温データの提 

供を受け、本県の調査結果と併せて北部日本海の流況を 

解析した。各月の概要は次のとおりである。

4 月

東経139度から138度にかけて、人道崎沖冷水塊を中心 

とした反時計回りの強い流れがみられた。138度の東側 

にはその反流と考えられる南向きの流れが観測された。

5 月

入道崎沖冷水塊はやや北へ移動し、秋田県の沖合では 

北〜北東流が顕著になったが、北緯40度線では南流もみ 

られた。一方、青森県沖の北緯41度線ではところにより 

流向が反転し、流速も4月に比較して弱い傾向があった。 

6 月

10 °Cの等温線に沿って北向きの強い流れがみられた。 

また、北緯40度、東経138度付近に対馬暖流沖合分枝と 

みられる東向きの流れがあった。冷水塊は沖合に遠ざか 

り、極前線付近で強い流れが観測された。

8 月

北緯40度、東経138度30分付近に水温の収束帯があり、

笹 尾 敬

強い:!匕上流が観測された。

9 月

冷水塊の中心は北に遠ざかっていたが、10°Cの等温線 

は南に下がっていて、それに沿うように強い流れが観測 

された。また、秋田県北部沿岸に暖水塊があって、その 

付近でも局所的に強い流れが観測された。

10月

冷水塊の周囲に反時計回りの流れがみられるようであっ 

たが明瞭ではなかった。

11月

冷水塊は北上し、陸から遠ざかっていた。全体として 

北向きの流れが観測されていて、水温の収束している水 

域で流れが強い傾向があった。

12月

北緯39度以北の水温の収束帯で強い北上流が観測され 

た。

2月

青森県沖の冷水塊の周囲の反時計回りの流れが顕著に 

認められた。秋田、山形両県では良好なデータが得られ 

なかった。データ収録時の海況が悪かったためと推察さ 

れる。

3 月

流向•流速ともまちまちで一定の傾向はみられなかっ 

た。



沿岸域調査結果

4 月中旬

塩瀬崎南方ではおおむね北向きの流れが卓越していた 

が、それより南の海域では東向きの流れが顕著に現れて 

いた。この傾向は県北部海域でも認められた。

5 月中旬

北緯40度線では北上流、沿岸域では東向きの流れが卓 

越する傾向があった。

9月中旬

塩瀬崎南方沖では北上流、県南部沖では北西流、県北 

部沖では東向きの流れが卓越していた。この東向きの流 

れは、この時期みられた暖水塊による時計回りの流れの 

一部と考えられる。

10月中旬

流向はまちまちで、一定の傾向はみられなかった。

12月中旬

県南部沖では、北西流が卓越していたが、沿岸の流れ 

は弱く 一*定の傾向はみられなかった。

次に、これらの海洋構造と漁況との関連を、スルメイ 

力、マダイ、クロマグロについて検討した。

スルメイ力釣りの月別のC P U E  (操業1 回あたりの 

漁獲量）の推移を図16に示した。C P U E は平成13年、 

14年は漁期初めに高く、時期をおって減少しているが、 

平成15年には8 月までほぼ一定水準にあって9 月には増 

加しており、過去2 力年とは傾向が明らかに異なってい 

る。 9月上旬の海洋構造をみると図6 に明らかなように、 

入道崎沖冷水塊が南に大きく張り出していて、水温の収 

束帯に強い北上流があるが、その東側には南下流があり、 

しかも本県沿岸南部には北上流があって東経139度30分 

付近で渦流を形成していたと考えられる。このため、南 

下期のスルメイ力が冷水の張り出しのため沖合いを通過 

できず本県沖で集積し、C P U E の増加につながったと

推察される。なお、10月の海洋構造も9 月と類似してい 

るようであるが、スルメイカの漁獲量は760kgにすぎな 

かった。冷水塊の中心は9月に比較して、より沿岸に接 

近しているが、10°Cの等温線はむしろ離れていた。この 

ため沿岸域に漁場が形成されなかったものと推察される。

さらに、C P U E の高い6 月と9 月の海洋構造をみる 

と、10°Cの等温線の張り出し方が類似している。このこ 

とから、本県沖のスルメイ力の漁況はこの10°Cの等温線 

の張り出しと沿岸域での渦流の形成の有無に影響されて 

いる可能性があり、さらなる検討が必要である。

定置網によるマダイの漁獲量の推移を図17に示した。 

平成14年は5 月に120トンの漁獲があったが、平成15年 

は50卜ン程度にとどまっている。 5 月上旬の海洋構造を 

みると（図 3 ) 、本県南部海域に顕著な北東流があるが、 

昨年みられた強い南下流がみられず、男鹿半島南部海域 

の渦流も昨年に比較すれば明瞭ではない。また、 5 月中 

旬には沖合L、では北上流が卓越し、沿岸では東流が卓越 

する傾向がみられたが、渦流は明瞭でない（図13) 。こ 

のことから定置網漁場付近でのマダイの集積•滞留がす 

くなかったものと推察される。

ク ロ マ グ ロ （マグロ、 ゴン夕、 メジ•シビコの各銘柄

の合計）の延縄の漁獲量の推移を図18に示した。平成15 

年は過去2 力年と異なり、 9 月の漁獲量が大きくのびて 

いる。また、漁獲のほとんどは男鹿半島以北であった。 

これは、県北部沿岸に顕著な暖水塊が存在し、南下期の 

マグロがこの暖水塊の周囲の時計回りの流れで滞留した 

ためと考えられる。

このように海洋構造の変化と漁況の間には密接な関連 

があることが明らかとなった。しかし、海洋構造の変化 

そのものの機序と変化の予測については明らかにできな 

かった。今後データを蓄積し解析する必要がある。

図 2 平成15年 4 月上旬の流況（水深50m) 図 3 平成15年 5 月上旬の流況（水深50m)



図 4 平成15年 6月上旬の流況（水深50m) 図 5 平成15年 8月上旬の流況（水深50m)

図 6 平成15年 9月上旬の流況（水深50m) 図 7 平成15年10月上旬の流況（水深50m)

図 8 平成15年11月上旬の流況（水深50m) 図 9 平成15年12月上旬の流況（水深50m)
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図1 0 平成16年 2月上旬の流況（水深50m) 図1 1 平成16年 3月上旬の流況（水深50m)

図1 2 平成15年 4月中旬の流況（水深50m) 図1 3 平成15年 5月中旬の流況（水深50m)

図1 4 成15年 9月中旬の流況（水深50m) 図1 5 平成15年10月中旬の流況（水深50m)
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新漁業管理制度推進情報提供事業

【目 的 】

秋田県沿岸海域の海況及び漁況に関する資料を収集し、 

その集約結果を関係漁協及び関係機関に広報することに 

より、漁業資源の合理的利用と漁業の効率化による漁業 

経営の安定化を図ることを目的とした。

【方 法 】

1 漁況海況予報事業

(1) 沿岸定線調査

(独）水産研究総合センター日本海区水産研究所 

が指定した図1 に示す定点において1月を除き毎月 

1回海洋観測を実施した。

1) 調査期間

平成15年 4 月〜平成16年 3 月

2) 観測時期及び回数

平成16年 1月を除いた各月1回 （延べ11回）

3) 調査項目

①一般気象、海象

天候、気温、気圧、風向、風速、水色、透明度、 

波浪、うねり

②水深別水温、塩分

測定層 0、10、20、30、50、75、100、150、 

200、300、500、600、700、800、900、1000m

4) 使用調査船

千秋丸（総卜ン数187卜ン、D l，500ps)

(2) 大陸棚定線観測

図 1 に示す能代沖25マイル以内の6定 点 （St.21a、 

21、22、23、24、2 5 )の観測を実施した。

1) 調査期間

平成15年 4 月〜平成16年 3 月

2) 観測時期および回数

平成15年12月、平成16年 1月、2月を除いた各 

月 1回 （延べ9 回）

3) 調査項目

①一般気象、海象

天候、気温、気圧、風向、風速、水色、透明度、 

波浪、うねり

②水深別水温、塩分

測定層 0、10、20、30、50、75、100、150、 

200、300、400、500m

4) 使用調査船

第二千秋丸（総トン数18トン、D620ps)

笹 尾 敬

図 1 海洋観測定点

2 漁業情報サ一ビスセンター事業

⑴調査期間

平成15年 4 月〜平成16年 3月

(2) 対象漁業協同組合及び対象漁業種類 

対象漁業協同組合 

秋田県漁業協同組合船川港総括支所
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対象漁業種類 

大型定置網（2 カ統）

スルメイ力釣り漁業 

⑶調査項目

週ごとの漁業種類別•魚種別漁獲量および操業隻

数

3 水揚げ状況調査

⑴調査期間

平成15年 4 月〜平成16年 3 月

( 2 )対象漁業協同組合（水揚げ港別）

秋田県漁業協同組合 

北部総括支所 

岩館支所 

能代支所 

北浦総括支所 

五里合支所 

畠支所 

戸賀支所 

船川総括支所 

椿支所 

天王町支所 

本所

南部総括支所 

平沢支所 

象潟支所

計 1漁業協同組合14本 •支所

⑶調査項目

漁業種類別•魚種別漁獲量及び操業隻数

【結 果 】

1 漁況海況予報事業

(1) 沿岸定線観測

各月の測点ごとの各層水温、塩分測定結果を別表 

に示す。また、入道崎正西線の表層及び50m深の水 

温の偏差の推移を図3 に示した。

観測結果は電子メ一ルにより日本海区水産研究所 

に報告した。また、f a xなどにより関係機関、漁協 

に広幸民した。

平成15年度の観測結果の概要は次のとおりである。 

入道崎真西の表面水温は、 4 月から5月 は 「平年 

並み」〜 「やや高め」で推移したが、 6月には「は 

なはだ高め」となった。 7月 は 「やや低め」〜 「か 

なり低め」となった。その後、10月には「はなはだ 

低め」の水温となったが11月から12月には高めで推 

移し、一年を通して変動が大きかった。50 mの水温 

は、 4 月から6 月は「平年並み」〜 「やや高め」で 

推移していたが7月以降は変動が大きく、特に11月 

は定点ごとのばらつきが大きかった。また、年の後 

半で沖合の定点の水温が低かったのが目立つ。

⑵大陸棚定線調査

観測結果を別表に示す。観測結果については沿岸定 

線観測結果と同様に日本海区水産研究所に報告した。 

能代市沖の大陸棚観測線の表層及び50 m層の偏差

300

-300

-st25 -st24 -st23

4月 5月 6月 7月 8爿 9月 

大陸棚水温偏差(表層）

10月 11月
4月 5月 6月 7 月 8月 9月 10月 11月 

大陸棚水温偏差(50m)

図 4 大陸棚定線の水温偏差の推移



の推移を図4 に示した。

大陸棚観測定線の水温偏差の概略は表面水温は、

6 月まで全体として高めで推移し、その後「やや」 

〜 「かなり低め」で推移した。50 mの水温は8 月ま 

で 「平年並み」〜 「やや低め」で推移したが9月は 

沖合で「はなはだ高め」に転じた。

※漁況海況予報事業の沿岸定線調査および大陸棚定 

線調査で使用している表現について

平年差の表現 平年差 平年偏差 出現確率
はなはた尚め 平年値より3°C以上高い +20 0 %以上 約20年以上に1回

かなり高め 平年値より2°C以上3°C未満高い +130 〜+200% 約10年に1回

やや高め 平年値より1°C以上2°C未満高い + 60 〜+130% 約4年に1回

平年並み 平年値より±1°C以内 ± 60% 約2年に1回
やや低め 平年値よりr c 以上2°c未満低い -60 〜-130% 約4年に1回

かなり低め 平年値より2°C以上3°C未満低い -130 〜-200% 約10年に1回

はなはだ低め 平年値より3°C以上低い -2 0 0 %以下 約20年以上に1回

12000

10000
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4000

2000

0

5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年

図5 漁 獲 量 推 移

表 2 年別•月別漁獲量

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

5 年 478.5 446. 0 654. 2 431.9 998.8 1649.1 681.8 577. 3 707. 7 783.8 785. 3 424. 3

6 年 481.0 496. 0 451.4 615. 4 696. 5 1207. 7 706. 5 374.2 405. 2 730.6 780. 8 398. 3

7 年 334. 7 666.6 622.8 368.0 610.2 1307.0 489.1 323. 8 450.1 1028. 9 422.0 441.3

8 年 377.0 517.7 455.6 440.6 659. 7 913.6 524. 3 458. 6 722. 2 731.3 545.4 621.9

9 年 595.5 568.3 474.0 557.7 666.3 1125.4 530.4 317. 4 483. 0 675. 7 606.6 690.3

1 0 年 411.8 750.4 820.2 662. 7 850.8 968.3 709.4 301.2 484.6 438.1 381.4 832.1

1 1 年 505.3 462.2 458.3 500.8 615.4 1073.0 648.9 448. 3 444. 4 602. 7 508.4 818.6

1 2 年 335. 3 454. 5 434.6 475.2 863.4 981.7 673.9 587. 8 439. 8 672.1 635. 5 1308.5

1 3 年 315.9 453.9 651.4 670.4 948.1 940.9 671.2 630.1 605. 6 674.3 513. 7 1525. 9

1 4 年 353.6 534.9 481.1 698.4 1280. 0 1711.7 865.1 479. 8 558. 5 620.4 1001.3 1691.6

”平年並み”、”やや高め（低め）”、”かなり 

高 め （低め）”、”はなはだ高め（低め）”は以 

下のとおり

1 5 年 292.4 612.9 707.6 578.2 1012.3 1557.8 1000.0 450.9 513.1 616.6 946.5 2367.7



2 漁業情報サービスセンター事業

漁業情報サービスセンターで発行する「日本海漁況 

海況速報」の資料として秋田県漁業協同組合船川総括 

支所の大型定置網、スルメィ力釣りについて主要魚種 

の漁獲量を一週間ごとにとりまとめて送付した。当セ 

ンターに送付された「日本海漁況海況速報」は県漁協 

各支所に配布した。

表 3 魚種別漁獲量

3 水揚げ状況調査

県内主要水揚げ港別の漁業種類別•魚種別漁獲量及 

び隻数をとりまとめ、関係機関、県内各漁協に配布した。 

⑴総漁獲量 

県内漁協主要支所の平成15年の総漁獲量は10,656ト 

ンであり、昨年に比べ380トン増加した。

月別漁獲量では、12月に2,400卜ンに近い漁獲があっ 

たのが目立つ。これは、ハタハタの漁獲が昨年に続い

14年 15年

61.0 40.2

39.7 41.0

94.1 54.0

32.4 22.9

642.4 773.4

102.0 54.0

31.8 57.4

94.5 —

66.8 102.1

0.0 -

1921.0 2892. 7

254.2 180.3

127. 7 129.0

917.0 763.1

142.4 106.3

42.2 34.5

4.4 15.1

38.8 50.5

94. 2 114. 7

36.8 55.3

114.2 133.4

25.2 23.5

90.0 91.9

239.0 424.5

456.6 349.5

238. 7 235.9

78.2 89.8

5.1 3.0

890.1 1002.7

2.8 0.7

470.5 481.5

118. 2 132.4

1015.9 532.4

16.9 20.3

145.2 135.4

422.4 422.5

1204.2 1090. 3

10276. 4 10656. 0

5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10年 11年 12年 13年

アブラツノザメ 

サクラマス 

ニギス 

サバ 

マアジ

プリ 

ワラサ 

アオ 

イナダ 

チべソ 

ノ、タノベタ 

マダイ 

ウスメ ノくノレ

ホッケ 

ヒラメ 

アカガレイ 

ソウハチ 

ムシガレイ 

マガレイ 

マコガレイ 

ヤナキムシ力'' レイ 

ヒレグロ 

タノカレイ 

スケトウダラ 

マダラ 

アンコウ

ヤリイカ 

アオリイカ 

スルメイ力 

ソデイカ 

タコ類

ホッコクアカエビ

ベニズワイ

アワビ

サザエ

カキ

その他

合計

197.0 

55. 2

206.9

24.1

281.5

70.9

16.7

37.8

38.6

1.1 

0.0

101.5

74.7

1811.7

211.8

13.7

3.2 

19.3

197.4

64.2

50.2 

6.6

114.2

382.3

137.5

256.7

64.6 

7.4

947.9 

0.2

511.7

46.5

633.3

7.9

93.9

280.6 

1650. 0

8618.8

142.0

114.7

123.0

46.8 

274.4 

65.3

9.0

118.0

34.8 

2.2 

0.0 

116.6

73.0 

1085. 4

183.9

14.0

3.0

20.5

235.0

84.1

68.7 

6. 6 

111.2

240.7

217.1

217.7

83.7

19.2

824.5 

0.3

425.7

73.9 

407. 5 

5.8

41.3 

217.4 

1636. 5 

7343. 5

104.8

46.8

132.8

45.1

180.5 

94. 7 

28. 7

101.3

59.0

2.5

127.9 

81.8 

82.6 

1430. 3

242.3

29.0

2.3

20.3 

187.2 

82. 7

73.6

15.9

117.6

302.4

335.8

162.1

114.5

21.4 

543.1 

1.7

350.0

71.0

296.0

9.0

49.5

171.9 

1346.4 

7064. 5

101.2

57.7 

104. 3

28.7

128.3 

126.6

73.4

52.0

27.3 

1.1

226.0

77.8

76.0 

1120.9

215.6

39.3

8.4

21.6 

118. 2

54.8 

75.2

27.8

96.9 

263 

435.6

169.8

91.8

1.0 

579.5 

0.6

498.9

96.0 

323. 7

10.0

70.8

198.4

1369.9 

6968.1

100. 7 

37.0 

105. 7

33.6

234.6 

116. 5 

28.8

100.4

15.4 

0.2

422.2

107.2

128.6 

1075. 3

159.1 

51.8

13.6

24.1

78.3

53.4

83.4

28.1

93.5

262.6 

709. 2

198.9 

65.2

10.9

426.9 

0.6 

522. 5 

116.8

314.9

10.6 

112.8 

189.3 

1258.0 

7290.7

78.4

76.4

84.8 

28.0

402.8

79.8

30.8

85.0

14.5 

0.6

581.0

148.1

159.6

1222.8

186.9

37.6

10.5 

33.3 

86.2 

61.0 

101.0

17.6 

132. 5

195.4

555.0

211.0

91.7

5.9

900.0 

1.8

413.1

108.5 

435. 7

14.5

116.9

303.1 

1185.2 

8197.0

59.4

29.4

75.6

33.6

477.9

190.3

30.2

227.7

349.3 

0.1

692.0

133.4

139.4

603.7 

200.3

42.2

5.9 

28.1

86.0

55.5

102.9

23.5

148.9 

240. 5

522.2

182.3

115.8

20.9 

338.0 

0.7 

344. 5

139.8

1071.9

19.9

66.4

402.3

1259.3

8459.8

70.8

46.2

63.3

63.1

478.1

93.9

39.1

125.8

51.7 

0.2

1045.8

143.0

117.9

385.3

152.6

28.3

3.8

30.7

86.3

49.8

97.6

21.3 

110. 2

242.0 

382.4

173.3

85.1

6.3

210.6 

0.9

306.1

114.9

1361.3

19.0 

85.5

437.9 

1208. 5 

7938. 6

83.2

28.7

94.4 

62.6

459.4

36.3

112.7

73.0

67.2

1.4

1405. 0

162.4

130.2

630.6

154.6 

30.8

4.9

29.9

85.0 

43.3

104.4

27.8

146.6 

283. 3

370.9 

145. 5

99.8

2.8

859.2

1.6 

445. 7

122.4

1171.4 

18.6 

103.1 

391.7 

1218.6

9209. 0



て好調に推移したためである。

主な魚種の漁獲量を表3 に示した。前年に比較して 

増加した魚種は、マアジ、ワラサなど14魚種であった。 

おおむね前年並みの漁獲を確保した魚種は、サクラマ 

ス、 ウスメバルなど8魚種であった。一方、前年より 

減少した魚種はべニズワイガニなど11魚種であった。 

⑵漁業種類別漁獲量

漁業種類別の漁獲量の推移を表4 に示した。大型

定置網、その他漁業の漁獲量が大きく増加し、底び 

き網、釣りは若干増加したが、小型定置網は低迷し 

たo

⑶地区別漁獲量

地区別の漁獲量の推移を表5 に示した。岩館、五 

里合、北浦、天王、平沢、金浦の各地区では漁獲量 

が増加したが、他の地区は前年並みもしくはやや減 

少している。

表 4 漁業種類別漁獲量推移

(単位：卜ン)

5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 1 0 年 1 1 年 1 2 年 1 3 年 1 4 年 1 5 年

底びき網 3832. 8 2724. 2 3100.5 2953. 3 3103. 5 2619.9 2383. 5 1863. 4 2345. 3 2839. 8 2965. 4

大型定置網 141.7 218.0 199.9 176.6 187.7 228.8 290.9 176.9 221.6 271.2 827.8

小型定置網 1134. 7 1192.6 1136.0 1038.7 1194.8 1658. 7 1909. 6 2135.2 2347. 3 2921.6 2412.4

刺し網 730. 2 765.9 848.1 760.4 929.6 955.0 1102. 7 1005. 3 1111.6 1013.5 1000. 4

釣り 1225.4 1140.4 722.9 828.6 685.4 809.3 697.2 407.0 446.0 452.9 464.0

その他 1371.2 1028. 4 831.1 914.6 892.1 1134.0 1582. 0 2091.0 1924. 5 1934. 4 2116.8

表 5 漁業地区別漁獲量

(単位••卜ン)

4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 1 0 年 1 1 年 1 2 年 1 3 年 1 4 年 1 5 年

岩館 1276. 7 796.5 719.8 709.9 681.0 755.0 668.6 786.5 642.5 653.0 812.9 884.8

八森 1673. 4 1156.4 839.1 817.8 906.8 936.7 733. 7 779.3 581.4 794.5 1231.6 1189. 3

能代 269.4 284.0 216.6

五里合 178.2 150.5 125.1 135.6 106.9 134.4 204.5 114.2 192.4 203.3 280.3 328.2

北浦 485.2 535. 7 528.5 507.3 503.0 553.1 644.1 534.4 823.8 756.6 896.4 1114. 7

昌 413.1 498. 7 507.1 518.5 439. 2 485.8 589.1 422.8 413.2 562.2 499.4 464. 8

戸賀 330. 7 377.1 417.0 338.4 370.1 408.2 503.1 483.2 441.4 368.2 452.8 387.4

船川 2467. 8 2319.5 809.4 1820. 7 1710.4 1717.3 959.3 1888. 2 1704.4 2188.4 2367.1 2005. 4

天王 414.0 370.2 440. 2

平沢 367.0 404.7 310.0 247.4 265.4 293.9 306. 3 283.6 284.0 320.0 377.6 411.5

金浦 1548. 7 1108. 0 919.4 1089. 6 1042. 2 1125.4 1007. 9 989.5 818.1 1116.1 1080. 2 1236. 2

象潟 1084. 8 1271.5 1168.2 879.0 943.1 881.0 825.4 812.0 646.1 804.8 892.0 809. 0

※能代、天王は平成13年から集計対象にした。



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年4月2 日 〜 平 成 15年4月3 日

西暦2003年4月2日 〜 2003年4月3 日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

N 40。0.00, 40。0.00， 40。0.00， 40。0. 005 40。0.00, 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00, 40。0.00， 39° 47.00’ 39。31.00, 39。16.00, 39。4.00’ 39。2.00’

置 L 139° 38.50， 139° 35.00, 139。28.50, 139° 21.50， 139。15.00, 139。6.00， 138。56.00, 138。36.00，138。17.00，137° 57.00， 138。0.00， 138° 27.00’138。53.00’139。12.50，139。18.00,

日時分 02 10:19 02 10:43 02 11:23 02 11:57 02 12:30 02 13:20 02 14：09 02 15:56 02 17:40 02 19:18 02 20:49 02 23:17 03 01:36 03 03:17 03 03：48

天候 c c c c c c c c be be be be be be

気温 6. 3 6.5 6.5 6.8 7.2 7.1 6.9 6.5 6.2 6.2 6.7 7.7 7.9 8.1 8.2

風向 •風力 E 4.1 NE 3.7 NE 4.9 NNE 3.5 N 4.4 NNE 4.3 NNW 2.9 NE 5.1 NNE 4.8 ENE 2 NNE 4.3 NNE 6.7 NNE 5.9 NNE 7.4 NNE 7.8

海流 W 0.5 WNW 0.1 S 0.4 SE 0.3 SE 0.3 E 0.3 E 0.6 E 1.8 S 0.7 SSE 0.3 E 1.4 N 0.7 WNW 0.5 E 0.4 NNE 0.3

水色 6 6 5 5 5 5 5 5 5

透明度 9 8 12 11 9 15 10 10

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 I
0 8. 8 8.5 8.7 8. 8 9. 8 9. 8 9. 8 8.7 8.4 7.6 9.4 8.8 9.1 9.0 9.1

10 8. 79 9. 65 9. 53 9. 65 8.15 7. 62 9. 58 9. 59 9.16 9.13

20 8. 78 9. 42 9.51 9.41 7.51 7. 47 9. 59 9. 50 9.16 9.13

30 8. 96 9. 39 9. 44 9.18 7. 43 7. 42 9. 34 9. 35 9.10 9.13

基 50 8. 93 9. 40 9. 33 7.91 6. 38 5. 43 9. 28 9. 28 9. 07 8. 99

水 75 8. 89 9. 40 9. 27 7. 00 4. 69 3. 82 8. 29 9.21 9.18 8. 99
、準 100 8. 94 9. 40 9.10 5. 87 3. 46 2.71 6. 48 9.18 9.18 9. 04

150 9. 04 9.13 8. 07 2. 84 1.93 1.73 4.16 9. 08 8. 68 8. 32

温 水 200 7.31 8. 25 4. 73 1.47 1.20 1.16 2. 22 7. 63 5. 80 4.71

300 1.41 2. 05 1.32 0. 76 0. 70 0. 74 0. 93 1.49 1.25

(°C) 深 400 0. 84 0.91 0. 76 0. 58 0. 52 0. 57 0.61 0.81 0. 69

500 0. 66 0. 63 0. 57 0. 45 0. 43 0. 46 0. 49 0. 60 0. 47

600 0. 46 0. 37 0. 35 0. 37 0. 40

(m) 700 0. 38 0. 32 0.31 0. 32 0. 34

800 0. 32 0. 28 0. 27 0. 29 0. 30

900 0. 28 0. 25 0. 25 0. 26 0. 27

1000 0. 26 0. 23 0. 23 0. 24 0. 23

0
10 32. 240 34. 030 34. 030 34. 054 34. 094 34.103 34. 063 34. 039 33. 972 33. 996

20 33. 509 34. 021 34. 030 34. 067 34.100 34.100 34. 064 34. 039 33. 975 33. 993

30 33. 860 34. 021 34. 027 34. 070 34.100 34.100 34. 034 34. 043 33. 990 33. 993

基 50 33. 887 34. 024 34.015 34. 095 34. 094 34. 085 34. 085 34. 036 33. 997 33. 973

75 33. 902 34. 023 34. 012 34.103 34. 082 34. 073 34. 081 34. 033 34. 031 34. 018

塩 準 100 33. 936 34. 026 34. 042 34. 094 34. 076 34. 070 34. 091 34. 039 34. 034 34. 037

150 34. 009 34. 039 34. 079 34. 067 34. 067 34. 066 34. 076 34. 058 34. 064 34. 061

水 200 34. 073 34. 079 34. 081 34. 070 34. 073 34. 070 34. 064 34. 084 34. 088 34. 081

300 34. 073 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073 34. 075 34. 073 34. 073 34. 073

分 深 400 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 075 34. 073 34. 073 34. 073

500 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072

600 34. 072 34. 070 34. 072 34. 073 34. 073

(m) 700 34. 070 34. 070 34. 070 34. 072 34. 072

800 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

900 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

1000 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib lie lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13
位 N 38° 58. 00' 38。55.00’ 38。51.50' 38。47.00’ 38。55.00, 39。3.00， 39。11.00’ 39。18.00, 39° 20. 00' 39。22.50， 396 25.00, 39。28.00, 39。34.00, 396 40.00’

置 L 139。22.50，139° 28.00，1394 33.50* 139。41.00' 1396 45.00’139。49.00， 1396 53 . 00, 139。56.50’139° 50. 00' 139° 46.00, 1396 42 . 00, 139° 37.00, 139。27.50，139。17.00，
日時分 03 04:33 03 05:06 03 05：48 03 06:29 03 07：19 03 08:02 03 08:46 03 09:23 03 09:48 03 10:15 03 10：48 03 11:25 03 12:22 03 13:25
天候 be be be be be be be be be be be be be
気温 7.9 7.6 7 6.2 3.6 6 7.5 8.3 7.6 7.8 7.9 7.9 8 8.6
風向 •風力 NNE 7.2 N 8 NNE 5.3 NE 2.1 SSE 4.4 SSE 3.7 S 2.8 NNE 4.2 NE 4.1 ENE 3.8 NE 3.9 NNE 4.3 NE 2.1 N 3.2
海流 ENE 0.3 ENE 0.4 NNE 0.5 SE 0.2 S 0.2 W 0.2 NE 0.6 W 0.1 WSW 0.5 ENE 0.2 SW 0.2 S 0.5 S 0.3 SW 0.7
水色 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5
透明度 10 10 5 16 10 13 13 13 13 13 12 12
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
波浪階級 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2
PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 I 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 I 稚丨

0 9.1 9.0 8.7 8.5 7.6 8.4 9. 8 8.9 9.0 9.0 8.9 9.5 9.5 9.6
10 9.11 8. 99 9. 03 9. 24 9. 03 9. 04 9. 09 9.21
20 9.11 8. 83 9. 07 9. 32 9. 00 9. 04 9.01 9. 20
30 9.11 9. 07 9. 08 9.11 8. 98 9. 06 9. 07 9.19

基 50 9. 03 9.10 9.16 9. 06 8. 94 9.01 9. 21 9.19
水 75 9. 05 9. 07 9. 06 8. 88 8. 96 9.19 9.18

準 100 9.03 9. 04 9. 05 8. 88 8. 97 9.18 9.17
150 8.19 8. 92 8. 98 8. 68 8. 67 9.01 9.16

温 水 200 4. 86 5. 35 5.01 5. 04 5. 88 6. 57 7. 88
300 1.41 1.43 1.31 1.14 1.41 1.74

(°C) 深 400 0. 76 1.02 1.03 0. 74 0. 88
500 0. 50 0.61
600

(m) 700
800
900
1000
0
10 33. 865 33. 301 33.213 33. 356 33. 790 33. 810 33. 921 33. 917
20 33. 996 33. 606 33. 720 33. 966 33. 893 33. 853 33. 941 34. 021
30 33. 999 33. 756 33. 743 33. 978 33. 923 33. 923 33. 960 34. 036

基 50 33. 999 33. 886 33. 837 33. 987 33. 929 33. 951 34. 033 34. 036
75 34. 024 33. 978 33. 990 33. 957 33. 969 34. 036 34. 037

塩 準 100 34. 043 33. 996 34. 005 33. 960 33. 984 34.036 34. 039
150 34. 078 34. 042 34. 045 34. 058 34. 054 34. 073 34. 039

水 200 34. 091 34. 093 34. 095 34. 085 34. 091 34. 091 34. 081
300 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073 34. 072

分 深 400 34. 073 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073
500 34. 072 34. 073
600

(m) 700
800
900
1000

I

I



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a
位 N 40"13.00’ 40。13.00， 40° 13.00， 40。13.00, 40。13.00， 40° 13. 00'

置 L 139。27.50，139。34.50’139。41.00’139° 47.50, 139。54.00，139。57. 00J
日時分 03 08:25 03 09:55 03 10:20 03 10:55 03 11:20 03 12:55
天候 b b b b b b
気温 8.9 8.9 8.5 8.5 12.2 8. 7
風向 •風力 E 2.6 ESE 2.4 E 4 E 4.1 N 5 NNW 10.7
海流
水色 5 4 4 5 5 5
透明度 11 16 14 10 11 12
うねり 2 1 1 1 1 1
波浪喈級 2 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 9.4 9. 5 8.9 8.9 8.9 10.0
10 9. 40 9. 23 9. 09 8. 82 8. 60 8. 70
20 9. 39 9. 22 9. 05 8.61 8. 80 8. 66
30 9. 39 9.21 8. 93 8. 72 8. 79 8. 82

基 50 9. 35 9.17 8. 93 8.81 9. 06
水 75 9.31 9.16 8. 99 8. 99

準 100 9. 27 9.16 8. 98
150 9.16 9.16

温 水 200 6.81 7. 59
300 1.73 1.53

(°C) 深 400 0. 86 0. 88
500 0. 62 0. 59
600

(m) 700
800
900
1000
0
10 34.010 34. 040 33. 980 33. 300 32. 950 33.160
20 34. 020 34. 040 34.010 33. 640 33. 580 33. 540
30 34.010 34. 030 33. 990 33. 690 33. 720 33. 860

基 50 34.010 34. 050 34. 020 33. 850 34. 030
75 34.010 34. 050 34. 030 34. 010

塩 準 100 34.010 34. 040 34. 040
150 34. 070 34. 040

水 200 34.100 34. 080
300 34. 080 34.100

分 深 400 34. 090 34. 080
500 34. 080 34. 090
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年5月1日 〜 平 成 15年5月6 日

西暦2003年5月1日 〜 2003年5月6 日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

位 N 40。0.00, 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00’ 40° 0.00, 40。0.00’ 40。0.00’ 40° 0.00， 40。0.00, 39。47.00’ 39。31.00’ 39° 16.00’ 39。4.00， 39。2.00’

置 L 139° 38.50’139。35.00’139。28.50，139° 21.50’139。15.00， 139° 6.00, 138。56.00’138。36.00, 138。17.00, 137。57.00, 138。0.00, 138。27.00，138。53.00，139。12.50，139。18.00,

日時分 0110:27 0 1 1 0：49 0111:38 0112:03 0112:35 0113:24 0114:10 0 1 1 5：47 0117:28 0119:19 01 21:10 01 23:38 02 01：47 02 03:20 02 03:53

天候 c c c c c c c be be be c

気温 9.4 9.8 9.9 10.1 10.1 10.2 9.9 9.9 9.5 10.1 10.4 10.3 11.2 11.5 11.7

風向 •風力 WNW 6.2 SSW 2.7 ESE 1.4 SSW 3.9 WSW 5.2 SW 5.9 SW 7.8 SW 8.7 SSW 8.6 S 9.1 S 8.7 S 7.2 S 6.4 S 9 SW 6.3

海流 NNE 0.5 NW 0.2 NW 0.2 WNW 0.4 WSW 1.3 WSW 0.8 W 0.8 WNW 0.9 NNW 0.7 ENE 0.5 SSW 0.2 NE 0.5 ESE 1 SE 0.8 ENE 0.4

水色 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4

透明度 13 15 20 20 18 18 18 18

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 I 稚 j 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1
0 11.2 10.9 10.7 10.8 10.8 10.8 10.8 10. 7 10.7 11.0 10.7 9.6 11.0 11.2 10.8

10 10.71 10. 53 10. 60 10. 75 10. 78 11.07 10. 70 9. 54 11.53 10. 80

20 9. 93 10. 37 10.41 10. 45 10. 58 10. 69 9. 69 9. 54 11.53 10. 76

30 10. 23 10. 02 10.21 10. 32 10. 30 10. 20 9.17 9. 44 11.45 10. 59

基 50 10. 26 9.41 9. 32 10.11 9. 65 8. 65 8. 58 7. 77 10.71 10.21

水 75 9. 80 9.26 9. 27 9. 33 9.16 7.80 7.25 6.14 10. 32 9. 87

準 100 9.12 9.21 9.18 9. 21 9. 07 5. 62 6.13 4. 82 10. 08 9. 80

150 8.71 9. 09 8. 97 8. 75 7.61 2. 43 2. 86 2. 74 8. 60 8. 72

温 水 200 6. 92 8. 34 7. 44 6. 08 3. 49 1.50 1.59 1.55 6. 56 7. 54

300 1.80 2.70 2. 23 1.51 1.23 0.81 0. 79 0. 88 2.36

(°C) 深 400 0. 92 1.05 0. 94 0. 85 0. 71 0.61 0.61 0.61 0. 82

500 0. 69 0. 66 0.61 0. 59 0. 55 0. 47 0. 50 0. 47 0. 57

600 0. 48 0. 47 0. 46 0. 39 0. 39

(m) 700 0. 40 0. 39 0. 39 0. 33 0. 34

800 0. 34 0. 33 0. 33 0. 29 0. 29

900 0. 29 0. 29 0. 29 0. 26 0. 26

1000 0. 27 0. 26 0. 26 0. 23 0. 23

0 32. 807 33. 847 33. 765 33. 732 33. 548 33. 765 33. 658 34. 009 34. 009 33. 664

10 32. 826 33. 826 33. 771 33. 737 33. 560 33. 771 33. 673 34. 009 34. 021 33. 665

20 33. 570 33. 851 33. 845 33. 744 33. 609 33. 976 34. 026 34. 009 34. 023 33. 698

30 33. 796 33. 923 33. 908 33. 857 33. 752 33. 997 34. 076 34. 009 34. 024 33. 969

基 50 33. 976 34. 012 34.015 34. 040 34. 042 34. 073 34. 063 34. 076 34. 049 34. 033

75 34. 027 34. 033 34. 036 34. 036 34. 021 34. 082 34.082 34. 085 34.106 34. 040

塩 準 100 34. 020 34. 033 34. 033 34. 036 34. 030 34. 085 34. 076 34. 078 34.140 34. 078

150 34. 058 34. 049 34. 061 34. 060 34. 082 34. 066 34. 079 34. 075 34. 073 34. 070

水 200 34. 082 34. 073 34. 087 34. 088 34. 073 34. 066 34. 069 34. 072 34. 072 34. 081

300 34. 073 34. 067 34. 067 34. 070 34. 070 34. 072 34. 073 34. 073 34. 072

分 深 400 34. 072 34. 072 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073

500 34. 072 34. 072 34. 073 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073 34. 070 34. 072

600 34. 070 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072

(m) 700 34. 070 34. 072 34. 072 34. 070 34.070

800 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

900 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070

1000 34. 070 34. 070 34. 070 34. 069 34. 069



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib lie lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13

位 N 38° 58.00, 386 55.00; 38。51.50， 38。47.00， 38。55.00, 396 3 . 00’ 39° 11.00’ 39。18. 001 39° 20. 001 396 22 . 50， 39° 25. 00* 396 28.00, 39。34.00, 39。40.00,
L 139。22.50，139。28.00, 139。33.50, 139。41.00’1396 45.00，139。49.00, 139。53.00，139。56.50’139。50.00’139。46.00’139。42.00, 139。37.00，139。27.50，1394 17.00，

日時分 02 04:32 02 05:02 02 05:44 02 06:25 02 07:09 02 07：54 02 08:35 02 09:14 02 09:32 02 09:59 02 10:31 02 11:05 02 11:59 02 13:03
天候 c c be be be be be be be be be be be
気温 11.4 11.1 10.9 11.2 11.1 14.7 17.1 16 15.3 14.1 13. 3 12.9 13 12. 9
風向 •風力 SSW 3.3 S 2.6 ESE 2.1 E 1.7 ESE 6.9 S 4.3 SSW 8 SSW 9 SSW 7.4 SSW 8.4 S 7. 7 SSW 6.8 SSW 8.4 SSW 8.2
海流 W 0.1 SW 0.7 SW 0.2 SE 0.4 W 0.3 N 0.4 NW 0.5 NNE 0.6 NNW 0.6 WSW 0.2 W 0.4 NNW 0.7 NNW 0.8 W 0.5
水色 4 4 4 7 7 7 7 7 6 5 5 5 5 5
透明度 16 17 8 8 8 8 5 10 14 14 17 16 16
うねり 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 I 稚丨 稚 1 稚 1 稚 I 稚丨 稚 1

0 11.1 11.2 11.0 11.9 11.7 12.4 11.9 12.2 12.1 11.6 11.7 11.5 11.7 11.7
10 11.17 11.70 11.41 11.11 11.30 11.10 11.30 11.01
20 11.07 10. 53 10. 67 11.04 11.12 11.01 11.14 10. 77
30 10. 97 10.16 10.37 10. 94 11.08 10. 95 11.02 10. 52

基 50 10. 38 9. 83 10. 24 10. 75 10. 66 9. 35 9. 09 9. 76
水 75 10.12 10. 08 10.19 9. 62 9. 24 9. 04 9. 24

準 100 10. 07 9. 84 9. 89 9. 20 8. 76 8. 56 9. 20
150 9. 50 9. 26 8. 97 8. 35 7. 85 6. 44 7. 76

温 水 200 7. 42 7.91 7. 32 6. 87 5. 67 3. 76 4.21
300 1.73 1.51 1.57 1.62 1.14 1.26

(°C) 深 400 0. 85 1.08 1.01 0. 64 0. 76
500 0. 48 0. 55
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 548 29. 589 31.975 33. 950 33. 703 33. 575 33. 746 32. 890
10 33. 542 32.140 32. 865 33. 942 33. 713 33. 575 33. 746 33. 404
20 33. 633 33. 542 33. 531 33. 945 33. 930 33. 597 33. 749 33. 698
30 33. 743 33. 765 33. 777 33. 951 33. 939 33. 656 33. 768 33. 762

基 50 33. 970 33. 844 33. 927 34. 043 34.112 33. 865 33. 909 34. 006
75 33. 993 34. 027 34.125 34. 030 34. 018 34. 020 34. 006

塩 準 100 34. 037 34. 039 34. 094 34. 049 34. 051 34. 055 34. 058
150 34. 079 34.018 34. 073 34. 070 34. 078 34. 088 34. 081

水 200 34. 090 34. 076 34. 082 34. 079 34. 082 34. 073 34. 072
300 34. 072 34. 075 34. 076 34. 072 34. 072 34. 072

分 深 400 34. 072 34. 072 34. 070 34. 073 34. 072
500 34. 070 34. 072
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。13.00’ 40。13.00* 40。13.00， 40。13.00， 40。13.00, 40fi 13.00’

置 L 139。27. 50' 139。34.50' 139。41.00，139* 47. 50' 139。54.00，139。57. 00*

日時分 06 09:30 06 10:25 06 11:05 06 12:00 06 12:30 06 12:45

天候 be be be be be be

気温 13.8 15.2 15 17 17 15.4

風向 •風力 E 2.6 E 7.4 W 1 NNW 1.4 NW 2.6 N 4.6
海流
水色 4 4 4 6 6 5

透明度 23 23 21 7 8 10
うねり 1 1 1 1 1 1
波浪喈級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1

0 11.9 11.9 13. 4 15.1 16.0 15.2
10 11.16 11.33 11.25 11.56 12.10 11.57
20 10. 72 11.01 10. 82 10. 43 10. 62 10. 55
30 10. 51 10. 62 10. 38 10.14 9. 87 9. 32

基 50 10. 03 9. 84 10. 00 10.01 9. 29
水 75 9. 42 9. 42 9. 53 9. 57

準 100 9. 20 9. 20 9. 45
150 9.12 9.11

温 水 200 8.12 7. 76
300 2. 49 1.91

(°C) 深 400 0. 99 0. 86
500 0. 70 0. 60
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 850 33. 550 31.350 30. 590 30. 330 29. 200
10 33.810 33. 660 33. 730 33.180 31.830 31.680
20 33. 870 33.740 33. 790 33. 640 33.410 32.880
30 33. 900 33. 800 33. 820 33. 770 33. 600 33. 590

基 50 33. 900 33. 980 33. 890 33. 970 33. 830
75 33. 990 33. 990 33. 970 33. 970

塩 準 100 34. 030 34. 030 33. 980
150 34. 030 34. 050

水 200 34. 060 34. 050
300 34. 060 34. 040

分 深 400 34. 090 34. 070
500 34. 090 34. 080
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年5月2 9日 〜 平 成 15年6月5 日

西 暦 2003年5月29日 〜 2003年 6月5 日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10

位 N 40。0.00， 40。0.00， 40。0. 005 40° 0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00， 40° 0.00， 40° 0.00， 40。0.00, 39° 47.00, 39。31.00， 39。16.00, 39° 4.00， 39。2.00’

置 L 139。38.50，139° 35.00’139° 28.50’139。21.50，139。15.00’ 139。6.00’ 138。56.00’138。36.00’138。17.00，137。57.00， 138。0.00’ 138。27.00, 138° 53.00，139。12.50, 139。18.00’

日時分 29 10:14 29 11:02 29 11:41 29 12:16 29 12:43 29 13:32 29 14:11 29 15:52 29 17:23 29 19:02 29 20:27 29 22:50 30 01:08 30 02:52 30 03:25

天候 be be be be be be be be be be be be

気温 20 19.3 19.9 19.4 19.5 19.8 20.3 19.9 18.7 17.9 17.9 18.2 17.5 17.8 17.9

風向 •風力 S 2.9 S 1.4 ESE 2.1 SSE 2.4 ESE 1.4 ESE 2.7 E 0.8 NNE 1.8 NNE 3.4 NNE 2.4 NNE 1.6 NNE 1.7 ESE 2.1 SSW 4.9 S 5.9

海流 N 0.9 NNW 0.4 W 0.3 WSW 0.2 S 0.5 S 0.4 N 0.5 SW 0.4 S 0.1 ENE 0.1 E 0.9 ESE 0.3 S 0.1 ENE 0.4 NE 0.1
水色 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5

透明度 18 14 21 23 25 18 19

うねり 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

波浪階級 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 17.2 18.0 17.4 19.6 18.6 18.7 17.6 18.1 18.5 16. 7 17.9 18.1 16.9 16.8 17.6
10 14. 22 14.10 15.61 15. 34 16.01 15.18 14. 46 16. 75 14.10 12.96
20 11.88 11.97 13. 89 12. 35 12.81 12. 75 12. 88 12.56 12.91 12. 39
30 11.11 11.28 12. 60 11.04 10. 44 11.26 11.78 11.59 12. 59 11.66

基 50 10. 45 10. 34 10. 63 9. 35 8.14 7. 32 9. 34 9.15 11.06 10. 49

水 75 10.12 9. 83 10. 22 7. 60 6. 70 3. 30 7. 40 7. 50 10. 58 9. 89

準 100 9. 57 9. 52 9. 50 6. 03 5. 29 1.71 5. 75 6.10 10. 22 9. 56
150 8. 74 8. 71 7. 40 3. 27 2. 66 1.19 2. 83 3.21 8. 82 8. 95

温 水 200 6. 70 6.11 4.18 1.73 1.51 1.02 1.57 1.74 5. 54 6. 05
300 1.50 1.49 1.15 0. 86 0. 84 0. 68 0. 88 0. 90 1.44

(で) 深 400 0. 87 0. 83 0. 74 0. 62 0. 60 0. 54 0. 62 0. 63 0. 78
500 0. 59 0. 57 0. 56 0. 47 0. 48 0. 43 0. 49 0. 47 0. 57
600 0. 44 0. 39 0. 38 0. 37 0.41

(m) 700 0. 35 0. 32 0. 32 0. 32 0. 34
800 0.31 0. 29 0. 28 0. 28 0. 30
900 0. 27 0. 26 0. 25 0. 25 0. 27
1000 0. 24 0. 23 0. 23 0. 22 0. 25
0
10 33. 319 33. 302 33. 701 33. 997 34. 064 34.115 34.109 33. 832 33. 575 33. 716
20 33. 886 33. 957 34. 209 34. 027 34. 081 34. 030 34.107 34. 027 34. 048 33. 936
30 33. 850 33. 972 34.155 34. 024 34.015 33. 975 34.107 34. 060 34.137 33. 954

基 50 34. 018 34. 037 34.112 34.121 34. 081 33. 972 34.130 34.119 34.148 34. 036
75 34.115 34. 054 34.100 34. 088 34. 090 34. 066 34. 085 34. 084 34.179 34. 054

塩 準 100 34. 076 34. 060 34. 073 34. 073 34. 084 34. 072 34. 070 34. 055 34.161 34. 064
150 34. 076 34. 087 34. 079 34. 076 34. 070 34. 069 34. 060 34. 072 34. 094 34. 072

水 200 34. 085 34. 079 34. 066 34. 076 34. 073 34. 070 34. 069 34. 073 34. 091 34. 087
300 34. 073 34. 070 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073

分 深 400 34. 072 34. 073 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073
500 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 070 34. 072
600 34. 070 34. 072 34. 070 34. 072 34. 072

(m) 700 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070
800 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070
900 34. 069 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070
1000 34. 069 34. 069 34. 069 34. 069 34. 070



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 10a 11 11a lib lie lid lie 12a 12b 12c 12 13a 13b 13
位 N 38° 58.00’ 38。55.00, 38° 51.50, 38° 47.00’ 38。55.00, 39。3.00， 39。11.00, 396 18.00， 39。20.00, 39。22.50， 39。25.00’ 39。28.00’ 39。34.00, 39。40.00’

置 L 139。22.50, 139。28.00’1396 33.50’139。41.00，139。45.00, 139。49.00, 139。53.00， 139。56.50’139° 50. 00* 139。46.00’139° 42.00’139。37.00’139。27.50，139° 17.00，
日時分 30 04:11 30 04:41 30 05:26 30 06：10 30 06:53 30 07:37 30 08:21 30 09:00 30 09:22 30 09:52 30 10:28 30 11:04 30 12:03 30 13:11
天候 be be be be be be be be be ■ be be be be c
及温 17. 9 17.5 17.7 18.6 18.4 20.5 19.5 19.1 20 20.6 20.6 20.1 20. 2 20. 7
風向 •風力 ESE 3.9 SSE 3.1 ESE 3 W 1.6 SE 6.2 NW 0.8 N 1.3 WSW 0.5 NE 1.3 WNW 1 NNW 2.1 NNE 2.2 NNE 1.7 WNW 1.1
海流 SSW 0.2 E 0.1 NE 0.6 ENE 0.3 NNE 0.3 NW 0.5 NW 0.5 NNE 0.7 NNW 0.2 NNE 0.3 WNW 0.2 W 0.4 NNE 0.1 SW 0.8
水色 5 4 4 4 3 4 6 6 6 4 4 4 4
透明度 19 14 15 7 7 10 9 9 19 20 24 23
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
波浪階級 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 j 稚 I 稚 1 稚 I 稚丨 稚 1 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1

0 17.8 16.9 17. 7 17.5 17. 3 17. 7 16.6 18.4 18.7 18. 7 17.3 17.2 18.1 17.6
10 13.10 13. 95 15.92 16. 69 16.41 16. 50 16.61 14. 22
20 11.77 11.70 13.90 12. 53 12. 40 13.12 12.18 11.85
30 11.16 10.76 11.90 12.06 11.68 12.56 11.72 11.71

基 50 10.11 10. 40 10. 06 10. 76 10. 45 11.48 10. 78 11.05
水 75 9. 89 9. 76 10. 02 10. 36 10. 80 10. 69 10.41

100 9.71 9. 84 9. 73 9. 98 10. 28 10.18 9. 89
150 8. 80 9. 68 8. 98 9. 05 9.12 8. 76 8. 74

温 水 200 6. 21 7.19 7. 23 7. 34 6. 76 6. 64
300 1.44 1.62 1.59 1.48 1.73 1.84

(°C) 深 400 0. 76 1.04 1.01 0.81 0. 90
500 0. 58 0.58
600 0. 44

(m) 700 0. 37
800
900
1000
0
10 33. 701 32. 829 32.219 33. 676 33. 450 33. 606 33. 457 33. 658
20 33. 875 33. 597 33.618 33. 796 33. 938 34.140 33. 929 33. 929
30 33. 899 33. 720 33. 887 33. 965 33. 972 34.152 34. 088 34.106

基 50 33. 993 33. 822 33. 841 34. 008 34. 042 34.219 34. 084 34.158
75 34. 034 33. 947 34. 073 34.131 34. 216 34.194 34.142

塩 準 100 34. 073 34. 009 34. 072 34.118 34.156 34.139 34. 097
150 34. 076 34. 055 34. 072 34. 087 34. 085 34. 081 34. 088

水 200 34. 082 34. 084 34. 084 34. 061 34. 082 34. 070
300 34. 073 34. 076 34. 075 34. 073 34. 072 34. 073

分 深 400 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073
500 34. 072 34. 072
600 34. 070

(m) 700 34. 070
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。13.00’ 40° 13.00， 40° 13.00, 40° 13. 00J 40。13.00, 40° 13. 00'

置 L 139。27.50，139° 34.50, 139。41.00’139。47.50, 139。54.00’139° 57.00,

日時分 05 08:15 05 09:20 05 10:08 05 10:45 05 11:15 05 13:05

天候 C C C be be be
気温 15 15.9 16.7 17.3 17.9 17.1

風向 •風力 NNW 4.1 NNW 1.7 WNW 2.8 W 2 W 2.8 W 3

海流
水色 4 4 5 5 5 6

透明度 20 19 10 13 14
うねり 1 1 1 1 1 1
波浪階級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1

0 16.1 16.7 16.8 17.1 17.8 18.7
10 15. 64 15. 97 15. 59 15. 93 16. 34 16. 84
20 13.01 12. 32 12. 30 13. 00 14. 52 15. 30
30 11.47 11.65 11.74 11.82 11.90 10. 99

基 50 10. 30 10. 49 10. 82 11.21 10. 62

水 75 10. 00 10. 02 10. 25 10. 26

準 100 9. 84 9.71 9. 55
150 9. 06 9. 01

温 水 200 6. 47 6. 34
300 1.46 1.57

(°C) 深 400 0. 78 0.81
500 0. 55 0. 58
600

(m) 700
800
900
1000
0
10 33.510 33.170 32. 980 32. 870 32. 620 32. 290
20 33. 830 33.910 33. 840 33. 670 33.120 32. 690
30 34. 010 33.910 33. 850 33. 790 33. 770 33. 760

基 50 34.010 34. 040 33. 850 33. 940 33. 880
75 34. 040 34. 070 33. 960 33. 960

塩 100 34. 070 34. 050 34. 050
150 34. 080 34. 080

水 200 34. 020 34. 080
300 34. 050 34. 090

分 深 400 34. 080 34. 090
500 34. 080 34. 080
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 — 秋田県水産振興センター

観測時平成15年6月2 6日 〜 平 成 15年7月1日
西暦2003年6月26日 〜 2003年7月1 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00, 40。0.00， 40° 0.00, 40° 0.00, 40° 0.00， 40。0. 005 39。47.00’ 39° 31.00, 39。16.00, 39。2.00’ 38。55.00’ 39° 18.00， 39。20.00’ 39。22.50， 39。25.00,

置 L 139° 35.00, 139° 15.00’138° 56.00’138。36.00, 138。17.00’137。57.00’ 138° 0.00, 138。27.00, 138。53.00’139。18.00，139° 28.00，139° 56.50, 139。50.00, 139。46.00’139。42.00’

日時分 26 09:28 26 11:16 26 12:37 26 14:20 26 16:01 26 17：44 26 19:01 26 21:17 26 23:31 27 01:28 27 02：40 27 05:10 27 05:32 27 05:55 27 06:28

天候 C C c c c c c c c c c d d d d

気温 19 18.7 18.4 18.5 18.5 18.8 18.6 18.5 18.3 18. 6 18.9 18. 7 18.8 18. 7 18.6

風向 •風力 SSW 3.1 SSE 2.9 SSW 2.8 S 2.4 ESE 4.4 S 2.4 NNE 0.9 W 3.4 W 1.2 SW 3 W 7.6 WSW 3.9 W 4 SW 3.3 W 4.3

海流 NE 0.6 WNW 0.6 ENE 1.1 ENE 0.7 ESE 0.9 SE 0.7 E 0.5 NNE 1.1 ESE 0.7 NNE 0.4 NNE 0.7 NNW 0.5 NNW 0.3 NNW 0.4 WSW 0. 7

水色 4 4 5 4 5 5 4 4 4 4

透明度 16 16 18 20 16 19 21 20 20

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1
0 20.1 18.8 18.7 18.6 19.2 19.4 17.6 18.9 18.1 18.9 18.1 19.4 19.3 19.2 18.8

10 19. 37 18. 58 18. 03 18.27 19. 01 17. 34 16. 48 18. 49 17. 55 17.10 15.91 18. 78 18. 30 19.18 18.15

20 17.27 17.41 15. 88 17. 30 16. 71 11.81 13. 57 16. 87 14.11 15. 59 13. 75 17. 46 16. 50 17.57 17. 87

30 15. 59 15. 98 13.15 13. 02 10. 92 10. 29 12.15 15. 07 11.09 12. 96 12. 62 13. 51 13. 81 16.13 15. 72

基 50 10. 97 11.83 11.34 9. 03 7. 47 8. 45 9. 52 12. 82 10.18 10. 57 11.60 11.85 12. 79 11.29

水 75 10. 22 10. 32 9.13 5.55 3.00 6. 39 6.51 10. 28 10. 04 10. 23 10.71 10.51 10. 94 10. 35

準 100 10.10 9. 39 7.21 3. 62 1.94 4. 77 3. 73 9. 64 9. 67 9. 80 9. 67 9. 90 10.12 9. 78

150 9. 43 6. 27 4.12 1.82 1.22 2. 05 2.10 7. 34 8. 99 9.01 8. 33 8. 99 9. 48 9. 35

温 水 200 7.71 3. 03 1.90 1.19 0. 92 1.41 1.12 4. 89 8.21 7. 35 1.75 7.91 7. 86

300 1.94 1.10 0. 95 0. 78 0. 65 0. 80 0. 77 1.44 1.46 0. 83 1.64 1.88

rc) 深 400 0. 94 0. 68 0. 70 0. 58 0.51 0. 62 0. 54 0. 80 0. 74 1.06 1.02

500 0. 63 0.51 0. 54 0. 46 0. 40 0. 49 0. 55

600 0.41 0.37 0. 35

(m) 700 0. 34 0.31 0. 30

800 0. 29 0. 28 0. 27

900 0. 26 0. 25 0. 24

1000 0. 23 0. 23 0. 23

0 32. 784 33. 851 34. 051 33. 948 33.771 33. 650 33. 990 33. 570 33.130 32. 640 33. 740 32. 880 33. 320 33.150 33.140

10 32. 954 33. 948 34. 067 34. 036 33. 777 33. 560 34. 060 33. 790 33. 320 33. 430 33. 830 33. 490 33. 850 33. 250 33.190

20 33. 325 34. 085 34.216 33. 963 33. 923 33. 960 34.170 33. 930 33. 630 33.610 34.020 33. 750 33.810 33.580 33. 240

30 33.512 34. 207 34. 347 34. 051 33. 979 33. 990 34. 290 34. 020 33. 920 33. 830 34. 090 33. 950 34. 020 33. 730 33. 460

基 50 34. 005 34.121 34. 296 34. 091 33. 972 34. 050 34.120 34. 380 34. 070 33. 980 34. 070 34.110 34. 030 34. 020

75 34. 049 34.125 34.128 34. 024 34. 073 34. 030 34. 000 34. 090 34. 080 34. 060 34.160 34. 010 33. 990 34. 050

塩 準 100 34. 095 34.121 34. 061 34. 057 34. 067 34. 030 34. 040 34. 040 34. 080 34. 050 34. 040 34. 060 34. 040 34. 020

150 34.127 34. 064 34. 067 34. 067 34. 070 34. 050 34. 060 34. 080 34. 070 34. 060 34. 080 34. 060 34. 030 34. 090

水 200 34. 079 34. 064 34. 073 34. 067 34. 070 34. 060 34. 070 34. 040 34. 070 34. 070 34. 070 34. 080 34. 050

300 34. 073 34. 072 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34.100 34. 080 34. 080 34.090 34. 080 34.060

分 深 400 34. 070 34. 070 34. 070 34. 072 34. 070 34. 070 34. 090 34. 080 34.100 34. 060 34. 080

500 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 070 34. 090 34.100

600 34. 070 34. 070 34. 070

(m) 700 34. 069 34. 070 34. 070

800 34. 069 34. 070 34. 069

900 34. 069 34. 069 34. 069

1000 34. 069 34. 069 34. 069



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39。28.00’ 39。34.00, 39。40.00’

置 L 139° 37.00，139。27.50， 139。17.00，
日時分 27 07：09 27 08:03 27 09:07
天候 d d d
気温 18.6 18.7 18.1
風向 •風力 W 3.8 SW 3.3 NW 4.1
海流 NNE 0.3 WNW 0.6 WNW 0.6
水色 4 4 4
透明度 23 22 22
うねり 1 1 1
波浪階級 1 1 1
PL採集形式 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨

0 18.5 19.0 19.6
10 18.21 19. 04 18.15
20 16. 27 18. 07 16. 23
30 13. 99 14. 96 13. 89

基 50 11.50 12.13 10. 53
水 75 11.06 11.15 10. 20

準 100 10. 07 10.51 9. 93
150 9. 26 9. 35 8. 95

温 水 200 7. 32 7.29 6. 73
300 2. 27 1.91

(°C) 深 400 1.00 0.81
500 0. 62 0. 54
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 070 33. 280 33. 370
10 33. 250 33. 930 33. 340
20 33. 550 33. 920 33. 890
30 33. 780 33.910 33. 880

基 50 34.010 34. 230 34. 020
75 34.160 34.190 34. 050

塩 準 100 34. 080 34.130 34. 090
150 34. 080 34. 070 34. 070

水 200 34. 040 34. 050 34. 020
300 34. 080 34. 070

分 深 400 34. 080 34. 090
500 34. 080 34. 090
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40° 13.00; 40° 13.00, 40° 13. 00* 40。13.00， 40° 13.00, 406 1 3 . 00’

L 139。27.50，139。34.50’139。41.00，139。47.50，139° 54.00; 139。57.00，

日時分 01 07:52 0110:30 0110:10 0111:35 0111:00 0112:35

天候 C C be be be be

気温 18.2 19.1 19.3 19.6 19.9 19.7

風向 •風力 NW 7.3 NE 4.5 NE 5.9 NE 6.1 NE 5.9 W 3.4

海流
水色 4 4 5 5 7 7

透明度 20 18 14 19 8 5

うねり 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1

0 18.8 19.6 20.0 20.6 20.7 21.0
10 18. 22 19.19 19. 32 19. 40 19. 34 19. 25

20 16.51 18. 55 18. 96 18.81 18.71 17. 43

30 14. 37 16. 95 17. 42 18. 30 18. 48 16. 20

基 50 10. 97 12.21 13. 91 15. 83 13.19

水 75 10. 22 10. 48 12. 49 11.39

準 100 9. 99 10. 08 10.71
150 8. 92 9. 45

温 水 200 6. 56 7. 75
300 1.72 1.74

(°C) 深 400 0. 83 0. 88
500 0. 59 0. 59
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 240 32. 350 32. 680 31.880 31.230 29. 290
10 33. 630 33. 360 32. 950 32. 870 32. 890 32. 580
20 33. 730 33. 630 33.120 33. 080 33.210 33.180
30 33. 820 33. 890 33. 500 33. 200 33. 250 33. 370

基 50 34. 080 33. 890 33. 880 33. 560 33. 560
75 34. 060 34. 030 33. 970 33.810

塩 100 34. 070 34. 020 34. 000
150 34. 050 34. 070

水 200 33. 990 34. 040
300 34. 070 34. 070

分 深 400 34. 060 34. 080
500 34. 070 34. 070
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年8月6 日 〜 平 成 15年8月8 日

西暦2003年8月6 日 〜 2003年8月8 日

観測定点番号 1 2 3 4 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。0.00, 40° 0.00， 40。0.00’ 40° 0.00， 40。13.00, 40° 13.00， 40。13.00， 40。13.00, 40。13.00， 40。13.00，

置 L 139。35.00’139° 15.00, 138° 56.00, 138。36.00’139。27.50’139。34.50’139° 41.00’139。47.50，139。54.00’139。57.00，

日時分 08 09:58 08 08:16 08 06:39 08 05:03 06 07：55 06 08：35 06 09:15 06 09:41 06 10:09 06 11:55

天候 C c c c c c be be be b

気温 24.9 24.1 24.5 23.6 22.9 23.9 23.3 24.6 25.8 23.3

風向 •風力 SSE 5.6 SSE 4.9 SSE 6.2 SE 3.8 N 6 ENE 8.1 ENE 5 ENE 2 ENE 2.5 WSW 3.4

海流 WSW 0.2 NW 0.3 N 0.9 NNE 0.8

水色 4 4 4 4 6 5 6 6 6 7

透明度 7 15 22 20 7 13 7 6 6 6

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚丨 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1

0 25.0 24.2 24.5 23.4 23.7 23.4 23.5 23.6 24.0 24.5

10 22.12 22.46 22.15 21.28 22. 00 22. 22 22.20 21.53 21.44 21.68
20 21.26 19. 09 20. 46 20. 95 19. 58 20.51 20. 24 20. 28 20. 85 20. 52

30 19. 60 16. 76 18. 36 15. 62 17.11 19. 32 19. 59 19. 76 19. 82 19. 78

基 50 18.81 14. 36 15. 86 11.12 15. 46 16. 48 18. 55 18.91 16. 90

水 75 17.01 12.85 13. 64 9. 40 12. 24 13. 59 15. 63 16. 32

準 100 14. 54 11.21 11.76 6. 92 11.13 11.75 13. 45

150 10.18 9.55 9. 66 3. 53 9. 84 9. 88

温 水 200 6. 37 7. 04 6. 32 1.84 8.21 7. 84

300 1.38 2. 42 1.64 0. 91 2. 55 1.88

(°C) 深 400 0. 89 1.05 0. 81 0. 63 1.11 0. 90
500 0. 64 0. 66 0. 59 0. 48 0.71 0. 62

600 0. 46 0. 40

(m) 700 0. 38 0. 33
800 0. 32 0. 29
900 0. 28 0. 26

1000 0. 25 0. 24
0 32. 005 32. 876 33. 685 33. 646 32. 240 32. 460 31.730 31.850 30. 680 30. 980
10 33. 275 33. 627 33. 730 33. 656 33. 660 33. 570 33. 510 33.130 33.100 33. 020

20 33. 803 34. 053 33. 975 33. 745 33. 920 33. 870 33. 830 33. 830 33. 500 33. 640
30 33. 998 34.136 34. 230 33. 974 34. 230 34.100 34. 060 33. 950 33. 750 33. 700

基 50 34.173 34. 301 34. 439 34. 209 34. 370 34. 230 34.140 34.130 34.130
75 34. 371 34. 274 34. 408 34.138 34.150 34. 250 34. 230 34. 200

塩 準 100 34. 356 34.167 34. 300 34. 064 34.190 34. 210 34. 240
150 34.108 34.101 34.130 34. 055 34. 060 34. 060

水 200 34. 043 34. 050 34. 061 34. 060 34. 090 34. 070
300 34. 063 34. 051 34. 062 34. 064 34. 040 34. 060

分 深 400 34. 064 34. 064 34. 065 34. 066 34. 070 34. 080
500 34. 065 34. 066 34. 066 34. 066 34. 070 34. 060
600 34. 067 34. 067

(m) 700 34. 067 34. 067
800 34. 067 34. 067
900 34. 067 34. 067
1000 34. 067 34. 067



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年9月1 日 〜 平 成 15年9月2 日

西暦2003年9月1日 〜 2003年9月2 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00, 40。0. 005 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00， 40。0. 005 39。47.00， 39。31.00, 39。16.00, 39。2.00, 38° 55.00’ 39° 18.00’ 39。20.00, 39。22.50， 39。25.00,

置 L 139。35.00’139° 15.00, 138。56.00, 138。36.00, 138。17.00，137° 57.00, 138。0.00, 138。27. 005 138° 53.00, 139。18.00，139。28.00，139。56.50’139。50.00，139。46.00, 139° 42.00’

日時分 0110:26 0111:55 0113:21 0114:55 0116:34 0118:07 0119:37 01 22:01 02 00:17 02 02:15 02 03:19 02 05:40 02 06:02 02 06：29 02 07:00

天候 C C c c c c c c c c c c c c c

気温 21.1 21.8 22.2 22.5 22.2 22.1 22 22.1 22.5 22.6 22.5 22.6 22.6 23.1 23.2

風向 •風力 E 3.4 ENE 4 NNW 3.7 NNW 2.9 NNE 4.2 NNW 3.6 NNW 2.2 NNW 3.7 NNE 3.9 NNE 2.5 NE 2.3 SSW 0.9 NW 1 N 0.5 SW 0.8

海流 NW 0.1 E 0.4 WSW 0.7 丽 1.1 W 0.6 SSE 0.5 SSE 0.5 S 0.2 NE 0.5 ESE 0.4 ENE 0.9 NNE 0.6 WNW 0.1 NNW 0.3 NNW 0.5

水色 7 5 4 4 3 3 6 7 6 5

透明度 9 20 22 21 25 21 9 7 7 14

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1
0 23.5 23.5 23.4 24.1 23.9 23.4 23.0 23.1 23.5 23.8 24.3 24. 4 24.3 24. 3 24.1

10 24.10 22. 86 22. 93 23. 66 23.51 22. 78 23.01 22.76 23.51 23. 62 24. 20 24. 45 24. 26 24. 23 24. 25

20 23. 72 22. 68 21.60 22. 52 23. 45 18. 62 21.65 18. 66 23.51 20. 76 22. 64 22. 44 22. 04 21.52 22.62

30 22. 54 21.82 19. 66 17. 58 15.15 12.16 13. 63 10. 36 17. 39 19. 49 20.11 21.09 20. 97 20. 80 21.40

基 50 19. 52 17.31 17. 87 13. 56 9. 29 7. 77 8. 92 6. 68 14. 52 17.11 18. 36 20. 05 19. 61 19. 34 19. 47

水 75 16. 50 14. 50 15. 34 11.44 5. 08 5.16 6.10 4. 28 10. 78 14.51 15. 94 17. 85 17. 74 17.61

準 100 13. 55 12. 85 12. 03 7. 75 3. 54 3. 45 4.16 3. 05 8. 07 12.21 14.11 15.81 15. 49 12.92

150 10.01 7. 90 9. 06 4.19 1.79 1.83 2.14 1.74 4. 66 9.10 10. 54 10. 88 10. 36 9. 78

温 水 200 5. 53 4.18 5. 33 2.07 1.16 1.20 1.29 1.14 2.19 7.13 5. 63 4. 43 5.49 7. 06

300 1.28 1.51 1.44 0. 94 0. 74 0. 83 0. 89 0. 68 1.68 1.25 1.30 1.38

(°C) 深 400 0. 78 0. 69 0. 74 0. 64 0. 56 0. 66 0. 69 0. 51 0. 81 0. 73 1.00 0. 96

500 0.61 0. 47 0. 53 0. 50 0. 45 0.51 0. 54 0.41 0. 54

600 0. 43 0. 40 0.37 0. 42 0. 46

(m) 700 0. 36 0. 34 0. 32 0. 35 0. 39

800 0. 32 0. 29 0. 28 0. 30 0. 33

900 0. 28 0. 26 0. 25 0. 27 0. 29

1000 0. 25 0. 24 0. 23 0. 24 0. 26

0 32.216 34. 354 33. 487 33. 224 33. 444 33. 388 33. 312 33. 331 33. 247 32. 661 31.749 31.323 31.419 31.347 31.785

10 32.715 33. 250 33.419 33.214 33. 452 33. 500 33. 329 33. 351 33. 250 33. 219 33. 036 32.471 32.166 32. 751 32. 768

20 33.122 33. 460 33. 825 33. 642 33. 457 33. 694 33.612 33.714 33. 249 34. 038 33. 606 33. 728 33. 749 33. 890 33. 637

30 33. 546 33. 700 34.192 33. 940 33. 887 34. 095 34. 052 33. 889 34.144 34.193 34. 038 33. 965 33. 954 34. 024 33.913

基 50 34.167 34. 269 34. 374 34. 272 34. 061 34. 049 34. 068 34. 026 34. 291 34. 342 34. 279 34.118 34.167 34.180 34.194

75 34.332 34.318 34. 407 34. 300 34. 056 34. 010 34. 053 34. 058 34. 220 34. 398 34. 375 34. 300 34. 310 34. 296

塩 準 100 34. 264 34. 284 34. 239 34. 061 34. 053 34. 018 34. 049 34. 055 34. 086 34. 294 34. 323 34. 397 34. 350 34. 229

150 34.134 34. 076 34.106 34. 043 34. 052 34. 050 34. 051 34. 064 34. 043 34.115 34.197 34.177 34.129 34.107

水 200 34. 050 34. 051 34. 045 34. 055 34. 064 34. 060 34. 052 34. 064 34. 051 34. 068 34. 046 34. 043 34. 040 34. 064

300 34. 062 34.059 34. 062 34. 063 34. 066 34. 064 34. 065 34. 064 34. 061 34. 064 34. 063 34. 062

分 深 400 34. 065 34. 064 34. 064 34. 065 34. 066 34. 067 34. 068 34. 065 34. 064 34. 064 34. 064 34. 064

500 34. 065 34. 065 34. 065 34. 065 34. 066 34. 067 34. 068 34. 065 34. 064

600 34. 065 34. 066 34. 067 34. 068 34. 069

(m) 700 34. 066 34. 066 34. 066 34. 067 34. 069

800 34. 066 34. 066 34. 066 34. 067 34. 068

900 34. 067 34. 066 34. 067 34. 067 34. 067

1000 34. 066 34. 067 34. 067 34. 067 34. 067



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39。28.00, 39。34.00’ 39。40.00,

置 L 139。37.00，139。27.50，139。17. 00*
日時分 02 07:35 02 08:31 02 09:37
天候 c c be
気温 23.5 23.3 23.1
風向 •風力 W 1.7 N 3 NNE 1.7
海流 NNW 0.4 NW 0_ 3 NW 0.8
水色 5 5 4
透明度 11 12 15
うねり 1 1 1
波浪階級 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨

0 24.3 23.8 24.0
10 24.18 23. 74 23. 50
20 22. 78 21.54 23. 34
30 20.81 19. 98 20. 70

基 50 18. 66 18. 09 17. 74
水 75 15. 33 15. 07 14. 59

準 100 12. 44 13. 29 12. 35
150 9. 24 9. 26 8. 50

温 水 200 6. 23 5. 22 4.11
300 1.25 1.30 1.22

(°C) 深 400 0. 69 0. 70
500 0. 47 0. 50
600

(m) 700
800
900
1000
0 32. 348 32. 362 32.813
10 32. 394 32. 633 33.010
20 33. 564 33. 809 33. 252
30 34.138 34.115 34. 046

基 50 34. 273 34. 295 34. 296
75 34. 358 34. 367 34. 373

塩 準 100 34. 261 34. 405 34. 301
150 34.118 34.141 34. 097

水 200 34. 054 34. 054 34. 043
300 34. 061 34. 061 34. 062

分 深 400 34. 064 34. 063
500 34. 064 34. 064
600

(m) 700
800
900
1000

I
Cn

I



塞測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。13.00, 40。13.00, 40° 13.00’ 40。13.00, 40。13.00, 406 13. 00'

置 L 139。27.50, 139。34.50, 139。41.00, 139° 47.50’139。54.00’139° 57.00,
日時分 02 09:26 02 10:05 02 10:38 02 11:12 02 11:35 02 13:09
天候 C C C C be be
気温 23.1 26.4 27 27.5 24.5 23.8
風向 •風力 NE 3.8 N 5.9 W 1 calm WNW 1 NNW 2.2
海流
水色 5 5 6 5 6 7
透明度 12 13 11 18 13 5
うねり 2 2 1 1 1 1
波浪階級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1

0 23.8 24.3 24.3 24.2 24.2 24.3
10 23.61 23. 78 23. 69 23. 29 23. 33 23. 63
20 23. 64 23. 56 23. 55 23.17 23. 25 23. 46
30 22. 80 23.41 23.44 22.99 22.24 21.56

基 50 20. 76 20. 93 20. 25 19. 66 19. 75
水 75 17.13 17. 38 16. 41 15. 34

準 100 14. 86 13. 85 13. 87
150 10. 04 10. 34

温 水 200 4.61 5. 56
300 1.47 1.25

(°C) 深 400 0. 88 0. 77
500 0. 50 0. 58
600

(m) 700
800
900
1000
0 32.170 32.190 32. 240 32. 450 31.060 31.490
10 32.180 32.210 32. 220 32. 620 32.410 32. 490
20 32. 790 32. 620 32.750 33. 050 32.710 32. 850
30 33. 380 33. 340 33.150 33. 200 33. 460 33. 620

基 50 33. 950 33. 880 33. 980 34. 040 34. 000
75 34. 270 34. 260 34. 240 34. 280

塩 準 100 34. 260 34. 260 34. 250
150 34.120 34.140

水 200 34. 050 34. 050
300 34. 040 34. 060

分 深 400 34. 080 34. 070
500 34. 080 34. 080
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名_ 秋田県水産振興センター

観測時平成15年10月6 日 〜 平 成 15年10月8 日

西暦2003年10月6 日 〜 2003年10月8 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40° 0.00, 40。0. 005 40。0.00’ 40。0_00， 40。0.00’ 40° 0.00， 39° 47.00, 39。31.00’ 39。16.00, 39。2.00, 38。55.00, 39。18.00, 39° 20.00, 39。22.50’ 39。25.00’

置 L 139。35.00，139。15.00, 138。56.00, 138。36.00’138。17.00，137° 57.00， 138° 0.00’ 138。27.00’138。53.00’139。18.00’139。28.00’139。56.50，139。50.00，139。46.00, 139° 42.00，

日時分 06 10:23 06 11:58 06 13:33 06 15:17 06 16：54 06 18:31 06 20：02 06 22:32 07 00:45 07 02：42 07 03:52 07 06：20 07 06：40 07 07:12 07 07:45

天候 be be be be be be be be be be be be be be be

気温 16.7 15.4 15.9 15.8 15.4 15.5 15.2 15.4 16 16.2 15.8 15 15.3 15.2 15.5

風向 •風力 NW 5.1 NNW 6.5 NNW 7.3 NNW 3.4 NW 1.4 NW 2 NNW 2.2 NNE 3.4 ENE 3.7 NE 3.9 E 4.9 SE 3 ENE 4.8 E 5.6 E 5.5

海流 NNW 1 NW 0.4 NNW 0.3 SSW 0.9 WSW 0.7 WSW 0.7 WNW 0.1 NE 0.3 NE 0.3 ENE 0.5 NNE 0.2 ENE 0.3 N 0.7 N 0.4 N 0.5

水色 4 4 4 4 4 4 4 6 6 4

透明度 15 27 28 10 13 18

うねり 1 3 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 3 3 3 2 2 2 1 1 1 1 2 2 2 2

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1
0 20.7 19.1 18.7 18.3 17.9 16.8 17.5 18.0 19. 7 21.0 21.7 20.2 20.5 20. 3 21.2

10 20.71 18. 97 18. 43 17. 72 17. 95 16. 66 17. 48 18. 28 20.14 21.41 21.69 21.61 21.52 20. 97 21.19
20 21.15 18. 97 17. 95 17. 38 17. 78 16. 59 17. 34 18. 03 20.14 21.42 21.58 21.74 21.74 20. 97 21.19
30 20. 89 18. 99 17.71 14. 81 14.21 12.19 16. 46 17. 56 20. 02 21.40 21.55 21.66 21.49 21.48 21.20

基 50 19. 80 16. 36 13. 29 7.41 6. 85 6. 05 5. 88 11.97 18.11 21.23 20. 72 21.41 21.41 20. 77 20. 95

水 75 15. 55 12. 55 6. 47 4. 65 3. 79 2.59 3. 28 8. 60 12. 74 18. 79 17. 63 17. 87 17. 93 16.16

準 100 13. 35 9. 72 4. 49 3. 06 2. 59 2.11 2. 28 6. 02 9. 69 13. 79 14. 80 15. 07 14. 64 13. 82

150 8. 66 4. 88 2.19 1.62 1.46 1.31 1.51 2. 56 6. 60 7. 36 9.18 9. 88 10. 46 10. 82

温 水 200 4. 78 2.40 1.45 1.07 1.08 1.03 1.07 1.81 3. 37 4. 38 4. 02 5. 45 6. 03

300 1.39 0. 93 0. 75 0. 71 0.71 0.81 0. 80 0. 90 1.17 1.30 1.40 1.39

(°C) 深 400 0. 84 0. 65 0. 55 0. 52 0. 53 0. 66 0. 58 0. 64 0. 71 0. 73 0. 92 1.00
500 0. 66 0. 49 0.41 0. 44 0. 44 0. 50 0. 50 0. 50 0. 47

600 0. 36 0. 37 0. 36 0. 42 0.41

(m) 700 0. 30 0. 32 0.31 0. 34 0. 35

800 0. 28 0. 28 0. 27 0. 28 0.31

900 0. 25 0. 25 0. 25 0. 26 0. 27

1000 0. 23 0. 22 0. 23 0. 23 0. 24

0 32. 780 33. 571 33. 572 33. 522 33. 484 33. 392 33. 578 33. 328 33. 365 32.815 32. 726 30. 722 32.132 32. 381 33.161
10 32. 902 33. 586 33. 577 33.610 33. 631 33. 637 33. 580 33. 330 33. 385 33.136 32.919 32. 937 32. 727 32. 730 33.161

20 33.146 33. 587 33. 574 33. 640 33. 638 33. 634 33. 597 33. 390 33. 389 33.138 33. 093 33. 057 33. 096 32. 886 33.164
30 33.190 33. 624 33. 629 33. 736 33. 732 33. 788 33. 663 33. 578 33. 462 33.147 33.177 33.110 33.148 33. 202 33.171

基 50 33. 957 34.161 34. 043 33. 981 33. 964 33. 925 33. 944 34. 271 33. 990 33. 403 33. 910 33.169 33. 243 33. 936 33. 876

75 34. 340 34. 321 34. 023 34. 049 34.019 34. 045 34. 032 34.110 34. 322 34. 200 34. 271 34. 249 34. 303 34. 352

塩 準 100 34. 355 34.179 34. 047 34. 057 34. 050 34. 054 34. 052 34. 051 34.179 34. 340 34. 399 34.415 34. 406 34. 396
150 34.124 34. 037 34. 058 34. 069 34. 070 34. 064 34. 066 34. 048 34. 087 34. 097 34.148 34.179 34. 209 34. 226

水 200 34. 045 34. 063 34. 070 34. 072 34. 071 34. 070 34. 070 34. 060 34. 062 34. 061 34. 061 34. 031 34. 045

300 34. 071 34. 073 34. 074 34. 074 34. 075 34. 075 34. 074 34. 074 34. 071 34. 070 34. 072 34. 071

分 深 400 34. 073 34. 073 34. 074 34. 075 34. 075 34. 077 34. 075 34. 074 34. 074 34. 074 34. 073 34. 073

500 34. 073 34. 073 34. 073 34. 076 34. 074 34. 076 34. 076 34. 073 34. 073

600 34. 072 34. 075 34. 073 34. 075 34. 075

(m) 700 34. 072 34. 074 34. 073 34. 073 34. 074
800 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073

900 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072

1000 34. 071 34. 071 34. 071 34. 071 34. 072



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39。28.00’ 39。34.00’ 39。40.00,
L 139° 37. 007 139。27.50，139a 17.00，

日時分 07 08:22 07 09：14 07 10:16
天候 be be be
気温 16.4 16.5 16.8
風向 •風力 E 5.9 ESE 5.6 E 4.1
海流 NW 0.4 ENE 0.1 NNE 0.6
水色 4 4 4
透明度 23 21 19
うねり 1 1 1
波浪階級 2 2 2
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1

0 21.5 21.6 21.3
10 21.44 21.54 21.10
20 21.43 21.53 21.09
30 21.44 21.50 21.09

基 50 19.16 18. 77 19. 39
水 75 16. 29 15. 53 15. 47

準 100 14. 06 13. 26 12. 72
150 11.03 10.44 7. 96

温 水 200 6. 74 5. 96 3.18
300 1.16 1.44 1.23

(°C) 深 400 0. 77 0. 70
500 0.51 0.51
600

(m) 700
800
900
1000
0 32. 949 32.196 33. 030
10 33. 064 33. 056 33.132
20 33. 064 33. 056 33.141
30 33. 069 33. 079 33.168

基 50 34.114 34.194 34. 063
75 34. 380 34. 403 34. 354

塩 準 100 34. 406 34.373 34. 330
150 34. 236 34. 209 34.101

水 200 34. 072 34. 065 34. 060
300 34. 073 34. 069 34. 072

分 深 400 34. 074 34. 074
500 34.074 34. 074
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a
位 N 40。13.00’ 40。13.00, 40。13.00， 40。13.00， 40。13.00， 406 1 3 . 00’

置 L 139。27.50，139。34.50, 139。41.00，139。47.50，139。54. 00' 139。57.00,
日時分 08 07:25 08 08：07 08 08：48 08 09：17 08 09:45 08 11:20
天候 b b b b b b
気温 16.4 16.4 16. 2 16 16.1 18.4
風向 •風力 NNE 4 E 12.5 E 6.1 E 5.6 E 5.2 E 4.6
海流
水色 4 4 4 5 5 6
透明度 14 17 12 13 10 13

•9 2 2 2 1 1 1
波浪階級 2 2 2 2 2 1
PL揉集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1

0 20.5 20.8 20.8 20.1 20.1 20.5
10 20. 66 20. 88 20. 85 20.18 20. 65 20. 42
20 20. 66 20. 89 20. 87 20. 62 20. 84 20. 53
30 20. 74 20. 79 20. 98 20. 65 20. 83 20.61

基 50 18. 70 19. 75 20. 64 20. 79 20.14
水 75 14. 79 15. 85 17. 38 17. 68

準 100 11.34 13.16 14. 02
150 6. 73 8. 20

温 水 200 3.21 3. 43
300 1.03 1.19

(°C) 深 400 0. 67 0. 80
500 0. 49 0. 58
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 240 33.160 32. 790 32. 770 32. 710 32. 710
10 33. 260 33.190 32.810 32. 860 32. 960 32. 920
20 33. 270 33. 240 32. 900 33. 040 33.100 32. 980
30 33. 350 33. 270 32. 970 33. 050 33.120 33. 020

基 50 34. 080 33. 760 33. 030 33.130 33. 780
75 34. 360 34. 270 34. 230 34. 050

塩 準 100 34. 230 34. 340 34. 350
150 34. 090 34.100

水 200 34. 050 34. 000
300 34. 080 34. 080

分 深 400 34. 090 34. 080
500 34. 070 34. 080
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年10月3 0日 〜 平 成 15年11月6 日

西暦2003年10月3 0日 〜 2003年11月6 日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00， 40。0. 005 40。0. 005 40。0.00， 40。0.00’ 40。0.00， 39。47.00, 39。31.00, 39。16.00’ 39。2.00’ 38。55.00, 39。18.00, 39。20.00’ 39° 22.50’ 39。25.00,

置 L 139。35.00, 139。15.00, 138。56.00’138。36.00’138° 17.00’137。57.00’ 138。0.00, 138。27.00，138。53.00, 139。18.00, 139。28.00, 139。56.50’139。50.00, 139。46.00，139。42.00,

日時分 30 14:27 30 16:08 30 17:37 30 19:28 30 21:16 30 23：05 31 00:38 31 03：07 31 05:21 31 07：20 31 08:23 3110:48 3111:08 3111:36 3112:11

天候 C C be be be be c be

気温 13.8 13.4 13.1 12.5 12.1 12.2 12.7 12.9 13.4 14.4 15 15.5 15.6 15.3 15.8

風向 •風力 WNW 7.4 W 7.5 WSW 6.3 WNW 6.1 WNW 6.2 NW 5 NNW 6.9 W 4.9 NW 4.7 WSW 4.8 W 3.3 SW 1.6 WSW 1.9 SSW 2.1 W 1.8

海流 NNW 2.2 NNW 0.8 N 0.7 N 0.8 S 0.3 ESE 0.7 SE 1 NE 0.3 NE 1.1 ENE 0.7 ENE 0.6 NE 0.4 NW 0.6 NNW 0.6 NNW 0.8

水色 8 8 4 4 4 5 7 6

透明度 3 19 23 20 7 10 10 15

うねり 4 4 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 1 3

波浪階級 4 4 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 17.8 19.3 17.3 15.8 14. 3 14.9 16.4 15.7 19.5 19.5 19.5 19.7 19.7 19. 7 19.9
10 18. 56 19. 36 17.19 16. 00 14. 42 16. 03 16. 46 15. 66 19. 59 19. 63 19. 66 19. 68 19. 68 19. 66 19. 68
20 18. 96 19. 36 16. 75 16. 00 14. 30 15.91 16. 47 15. 65 19.61 19. 66 19. 66 19. 68 19. 68 19. 75 19. 67
30 19.16 19. 36 16. 70 15. 84 14. 23 15. 88 16. 47 15. 67 19.61 19.71 19. 67 19. 67 19. 70 19. 77 19. 50

基 50 19. 30 19.14 15. 68 9. 07 8. 04 13. 06 13. 34 13. 26 19. 45 19. 55 19. 67 19. 70 19. 66 19. 74 19. 34

水 75 19. 28 16. 62 12. 04 4. 37 3. 09 8. 40 9. 22 6. 73 16. 09 19.21 19. 67 19. 69 19. 46 19. 31

準 100 19.21 14.11 8. 53 3.11 2.21 5.94 6. 29 3. 29 11.10 17. 36 18.11 19. 06 19. 23 18. 75
150 13. 44 7.10 3. 85 1.87 1.51 2.51 3.18 1.83 6. 27 11.22 12. 46 13. 46 12. 69 12. 79

温 水 200 5. 86 3.10 2.12 1.30 1.03 1.62 1.73 1.30 3. 03 5. 89 6. 23 6. 98 5. 77
300 1.74 1.34 1.00 0. 80 0. 65 0. 94 0. 97 0. 80 1.65 1.51 1.67 1.33

(°C) 深 400 1.12 0. 77 0. 70 0. 59 0. 51 0. 74 0. 66 0. 58 0. 83 0. 74 0. 97 0.91
500 0. 74 0. 55 0.51 0. 46 0. 40 0. 58 0. 52 0. 46 0. 52

600 0. 43 0. 37 0. 34 0. 48 0.41

(m) 700 0. 35 0. 32 0. 30 0. 40 0. 35

800 0. 30 0. 26 0. 28 0. 34 0. 30

900 0. 28 0. 24 0. 26 0. 29 0. 27

1000 0. 25 0. 23 0. 23 0. 27 0. 24

0 32. 251 33. 347 33. 627 33. 590 33.710 33. 590 33. 606 33. 621 33. 308 33. 329 33. 300 32. 903 32. 870 32. 887 33. 237
10 32. 606 33. 346 33. 651 33. 627 33.715 33. 638 33. 626 33. 682 33. 309 33. 330 33. 301 32. 935 33. 060 33. 028 33. 259
20 33. 002 33. 346 33. 645 33. 626 33. 725 33. 636 33. 625 33. 682 33. 309 33. 343 33. 301 32. 950 33. 083 33.155 33. 262
30 33. 246 33. 347 33. 662 33.619 33. 728 33. 639 33. 626 33. 684 33.310 33. 388 33. 301 32. 964 33.116 33.186 33.216

基 50 33. 393 34. 059 34.315 33. 898 33. 923 34. 302 34. 298 34. 096 33. 994 33. 426 33. 302 33. 025 33.141 33. 228 33. 304
75 33. 400 34. 248 34. 280 34. 039 34. 024 34.117 34.145 34. 009 34. 306 33. 484 33. 303 33. 242 33. 359 33. 381

塩 $ 100 34. 001 34. 350 34.124 34. 045 34. 049 34. 046 34. 033 34. 022 34. 230 34. 225 34.172 34.112 34. 061 34.148
150 34. 334 34. 077 34. 047 34. 058 34. 070 34. 046 34. 052 34. 058 34. 069 34. 256 34. 305 34. 344 34. 310 34. 316

水 200 34. 068 34. 049 34. 057 34. 064 34. 072 34. 055 34. 050 34. 066 34. 062 34. 062 34. 067 34. 069 34. 061
300 34. 068 34. 071 34. 072 34. 074 34. 074 34. 073 34. 072 34. 073 34. 067 34. 069 34. 069 34. 071

分 深 400 34. 072 34. 073 34. 074 34. 074 34. 074 34. 075 34. 075 34. 074 34. 073 34. 072 34.073 34. 073
500 34. 073 34. 074 34. 073 34. 073 34. 073 34. 076 34. 075 34. 073 34. 073
600 34. 073 34. 073 34. 073 34. 075 34. 074

(m) 700 34. 073 34. 073 34. 072 34. 074 34. 073
800 34. 072 34. 072 34. 071 34. 073 34. 073

900 34. 072 34. 071 34. 071 34. 072 34. 072
1000 34. 072 34. 070 34. 071 34. 072 34. 071



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13
1AL N 396 28.00* 39° 34.00, 39。40.00’

置 L 139。37.00, 139° 27.50, 139。17.00*
日時分 3112：49 3113:45 3 1 1 4：44
天候 C c c
気温 15.5 14.9 15
風向 •風力 NNE 1.4 NE 1.4 ENE 3.7
海流 NW 1 NW 0.8 NNW 0.9
水色 6 5 4
透明度 13 16 18
うねり 3 3 3
波浪階級 2 2 2
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨

0 19.8 19.6 19.4
10 19. 58 19. 47 19.12
20 19. 58 19.51 19. 00
30 19. 66 19. 49 18. 99

基 50 19. 58 19. 58 18. 80

水 75 19. 87 19. 77 17. 98
準 100 17. 40 17. 87 14. 87

150 11.67 10. 49 9. 09
温 水 200 6. 35 5. 60 3. 70

300 1.58 1.51 1.34
(°C) 深 400 0. 80 0. 77

500 0. 59 0. 54
600

(m) 700
800
900
1000
0 32. 981 32.759 33. 392
10 33.123 33. 040 33. 426
20 33.131 33.113 33. 445
30 33. 225 33.119 33. 451

基 50 33. 248 33. 273 33. 485
75 33. 788 33. 726 34. 073

塩 準 100 34. 287 34. 271 34. 357
150 34. 262 34. 208 34.154

水 200 34. 064 34. 059 34. 057
300 34. 070 34. 070 34. 070

分 深 400 34. 073 34. 074
500 34. 073 34. 073
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40。13.00， 40。13.00， 40° 13.00， 406 13.00， 40。13.00, 40° 13. 00*

置 L 139° 27.50; 139。34. 507 139° 41.00，139。47.50’139° 54.00，139。57. 00*

日時分 06 09:15 06 09：57 06 10:36 06 11:06 06 11:35 06 11:50
天候 C be be be be be
気温 17.3 16.7 16.9 17.2 17.6 20.1

風向 •風力 N 6.9 NNW 9.2 NNW 7.8 NNW 7.1 NNW 6.2 NNW 3.8
海流
水色 5 5 6 6 5 6
透明度 15 19 15 15 20 17
うねり 2 2 2 2 1 1
波浪階級 2 2 2 2 2 1
PL採集形式 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1

0 19.3 19.4 19.3 18.5 18.5 18.5
10 19. 37 19. 26 19.14 18. 37 18. 45 18. 49
20 19. 37 19.13 19. 30 18. 36 18. 38 18. 47
30 19. 21 19.11 19. 31 18. 28 18. 35 18. 44

基 50 18. 89 19.11 19.19 18.15 18. 33
水 75 18. 02 18. 73 18.91 18. 28

準 100 14. 67 16. 07 17.13
150 10.13 10. 45

温 水 200 4. 08 4. 62
300 1.34 1.45

(°C) 深 400 0. 77 0. 75
500 0. 52 0. 56
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 300 33. 300 33.150 33. 000 32. 940 32. 590
10 33. 330 33. 320 33.160 32. 990 32. 950 32. 930
20 33. 340 33.320 33. 260 32.980 32. 950 32.930
30 33. 320 33.360 33. 270 33.000 32. 970 32. 940

基 50 33. 560 33. 380 33. 320 33.030 32. 970
75 34.180 34.140 34. 060 34.060

塩 準 100 34. 330 34. 280 34. 270
150 34.120 34. 200

水 200 34. 070 34. 060
300 34. 080 34. 090

分 深 400 34. 090 34.080
500 34.100 34. 090
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年11月2 7日 〜 平 成 15年11月2 8日
西暦2003年11月2 7日 〜 2003年11月2 8日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0.00, 40。0.00, 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00, 40。0.00’ 39° 47.00， 39。31.00, 39。16.00’ 39。2.00, 38。55.00’ 39。18.00’ 39。20.00, 39。22.50， 39。25.00’

置 L 139。35.00’139° 15.00’138。56.00, 138° 36.00’138。17.00，137。57.00， 138。0.00, 138° 27.00’138。53.00’139。18.00，139° 28.00’139。56.50’139° 50.00, 139。46.00, 139。42.00’

日時分 27 10:26 27 11:59 27 13:28 27 15:09 27 16:45 27 18:27 27 19:55 27 22:27 28 00:46 28 02:49 28 03:59 28 06:43 28 07:05 28 07:32 28 08：05
天候 be c c c c c c c c c be be be be be
気温 6.9 8.3 7.9 7.1 7 7.1 7.9 9.4 9.5 9.8 9.8 8.4 8.5 9.2 9.9
風向 •風力 ENE 6.4 NNE 7.7 ENE 8 NNE 3.8 ENE 7.1 NE 7.2 NE 5.8 NE 8.5 NE 8.5 ESE 6 ESE 8.2 SE 3 SSE 2.2 ENE 5.3 E 4.2
海流 WSW 0.2 NNE 1.1 NNE 0.6 WSW 0.3 S 0.5 ESE 0.5 SSE 1 ENE 0.6 NNW 0.7 NE 0.6 NW 0.3 WSW 0.2 SW 0.6 SSW 0.8 SW 0.7
水色 4 4 4 4 5 5 4 4
透明度 23 20 15 9 10 22 22
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
波浪階級 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 2 2 2 2
PL採集形式 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1

0 16.6 16. 2 15.2 13.1 11.8 13.1 13.2 12.8 17.8 16.9 16.8 15.2 15.0 16.7 16.9
10 16. 78 17.21 15. 59 13. 05 11.87 13. 24 13. 23 13.01 17. 36 17.10 17.16 15. 63 15. 29 17.11 17. 28
20 16. 78 17.21 14. 90 13. 03 11.88 12.91 12. 88 13.01 17. 36 17.10 17.17 16.01 16. 92 17.11 17. 28
30 16. 77 15. 94 13. 37 12. 87 11.64 12. 49 12. 04 13.01 17. 36 17. 09 17. 20 17.01 17.10 17.10 17. 28

基 50 16. 75 14.81 12. 52 10. 43 10. 78 11.08 12. 25 11.30 17. 37 17. 06 17.21 17. 34 17.14 17.11 17. 29

水 75 16. 48 13. 53 9. 77 4. 75 6. 60 9. 79 9. 35 9. 79 15. 54 17. 07 17. 24 17. 20 17. 09 17.12

準 100 15. 30 11.01 5. 58 3. 07 4. 43 4. 22 5.31 5.61 12. 06 15. 39 15. 64 15. 75 16. 89 16. 93
150 10. 43 5. 27 2. 70 1.84 2. 00 2. 24 2. 89 2. 26 5.14 9.14 8. 06 8. 53 10. 05 10. 43

温 水 200 3. 79 2. 84 1.60 1.20 1.34 1.67 1.64 1.33 2. 44 4. 59 3.12 3. 64 3. 70
300 1.11 1.06 1.05 0. 72 0. 80 0. 96 0. 97 0. 86 1.39 1.18 1.27 1.26

oc) 深 400 0. 77 0. 74 0. 72 0. 59 0. 62 0. 75 0. 80 0. 65 0. 76 0. 72 0.91 0. 97
500 0. 59 0. 54 0. 54 0. 45 0.51 0. 60 0. 62 0. 50 0. 52
600 0.41 0. 40 0. 40 0.51 0. 47

(m) 700 0. 35 0. 34 0. 33 0. 42 0. 39
800 0. 30 0. 29 0. 30 0. 34 0. 34
900 0. 27 0. 27 0. 26 0. 30 0.31
1000 0. 25 0. 24 0. 23 0. 27 0. 28
0 32. 824 33. 308 33. 449 33. 686 33. 388 33. 604 33. 638 33. 639 33. 009 31.636 32. 839 32. 320 32. 290 34. 317 34. 327
10 33. 643 33. 570 33. 707 33. 808 33.814 33. 684 33. 778 33. 763 33. 574 33. 503 33. 520 32.615 32. 645 33. 548 33. 555
20 33. 644 33. 570 33. 759 33. 805 33.815 33. 701 33. 801 33. 764 33. 574 33. 519 33.517 32. 834 33. 456 33. 548 33. 553
30 33. 644 33. 778 33. 728 33. 797 33. 841 33. 744 33.819 33. 828 33. 575 33. 527 33. 530 33. 221 33. 509 33. 548 33. 554

基 50 33. 645 33.718 33. 769 34.196 33. 994 33. 860 34.146 33. 878 33. 577 33. 544 33. 549 33. 465 33. 545 33. 548 33. 555
75 33. 646 33. 884 34. 039 34. 020 34. 055 33. 983 34. 095 34.114 34. 314 33. 554 33. 575 33. 579 33. 551 33. 595

塩 準 100 33. 740 34. 228 34. 033 34. 038 34. 034 34.015 34. 008 34. 019 34. 280 34.319 34. 284 34.145 33. 786 33. 762
150 34. 212 34. 060 34. 062 34. 061 34. 060 34. 063 34. 055 34. 050 34. 066 34.154 34.110 34.123 34.196 34. 203

水 200 34. 055 34. 060 34. 068 34. 070 34. 068 34. 063 34. 061 34. 068 34. 060 34. 057 34. 066 34. 053 34. 056
300 34. 072 34. 071 34. 071 34. 075 34. 074 34. 072 34. 071 34. 073 34. 069 34. 072 34. 071 34. 071

分 深 400 34. 073 34. 073 34. 073 34. 076 34. 076 34. 075 34. 076 34. 076 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073
500 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 075 34. 076 34. 076 34. 075 34. 073
600 34. 073 34. 075 34. 073 34. 075 34. 074

(m) 700 34. 073 34. 072 34. 072 34. 074 34. 073
800 34. 072 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073
900 34. 072 34. 071 34. 071 34. 072 34. 073
1000 34. 071 34. 071 34. 071 34. 071 34. 072



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39° 28.00, 39。34.00, 39。40.00’

置 L 139。37.00，139。27.50，139° 17.00，
日時分 28 08:43 28 09:38 28 10：40

天候 be be be
気温 9.6 10.4 10.9

風向 •風力 E 4.5 E 5.8 E 7.3

海流 SW 0.7 WNW 0.6 NNE 0.5
水色 4 3 4

透明度 22 28 19
うねり 1 1 1
波'取階級 2 2 2
PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 16.5 17. 3 17.1
10 17. 23 17.21 17.01
20 17.21 17.21 17.01
30 17. 20 17.21 17. 02

基 50 17. 23 17.21 17.13
水 75 17. 23 17. 20 17.17

準 100 17. 23 17.21 15. 87
150 10. 66 9. 85 7.95

温 水 200 3. 98 4. 24 3. 51
300 1.25 1.47 1.16

(°C) 深 400 0. 74 0. 70
500 0. 54 0. 52
600

(m) 700
800
900
1000
0 33.310 33. 371 33. 358
10 33. 538 33. 565 33. 431
20 33. 535 33. 565 33. 434
30 33. 535 33. 565 33. 456

基 50 33. 541 33. 565 33. 533
75 33. 540 33. 564 33. 548

塩 準 100 33. 607 33. 615 34. 313
150 34.217 34.182 34.103

水 200 34. 057 34. 051 34. 054
300 34. 071 34. 070 34. 070

分 深 400 34. 073 34. 073
500 34. 073 34. 073
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成16年2月12日 〜 平 成 16年2月13日
西眉2004年2月1 2日 〜 2004年2月13日

観測定点番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12a 12b 12c 12

位 N 40。0. 005 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00， 39。47.00, 39° 31.00’ 39° 16.00’ 39。2.00， 38。55.00, 39° 18.00’ 39° 20.00, 39° 22.50， 39° 25.00’

置 L 139。35.00，139。15.00, 138° 56.00， 138。36.00’138。17.00，137° 57.00’ 138。0.00’ 138° 27.00，138。53.00’139° 18.00，139° 28.00’139° 56.50’139。50.00，139° 46.00，139。42.00’

日時分 12 10:34 12 12:38 12 14:54 12 17:10 12 19:07 12 21:01 12 22:37 13 01:12 13 03:30 13 05:34 13 06:52 13 09:19 13 09：44 13 10:15 13 10:51

天候 C c c c c be c c c c

気温 3.9 4 3.8 2.1 1.5 1 1.5 2.4 2.3 3.2 3.5 4.4 4.4 4.6 4.7

風向 •風力 WNW 10.8 WNW 8 NW 8.8 NW 4.1 NNW 7.2 WNW 5.4 WNW 9 WNW 6.9 W 6.4 W 7.6 WSW 7.9 WSW 6.7 WSW 9 SW 7 WSW 5.8

海流 NW 1.3 W 1 NW 1 SE 0.5 SE 0.3 SW 0.2 N 0.6 NNW 0.7 NE 0.6 NNE 0.7 NE 0.6 N 0.6 NW 0.4 WSW 0.8 WNW 0.9

水色 4 4 4 4 6 5 4 4

透明度 17 18 22 22 12 19 22 22

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1
0 9.8 10.4 10.0 7.9 7.3 4.7 8.2 10.2 8.2 8.4 10.8 9.3 10.5 10.6 10.6

10 10. 39 10. 34 10. 69 8. 05 7.51 4. 65 8. 26 10. 54 7. 80 8. 74 10. 90 9. 50 10. 88 10. 90 10. 88

20 10. 39 10. 35 10. 69 8. 05 6. 58 4. 63 8. 05 10. 55 7.17 8. 73 10.91 9. 58 10. 88 10. 90 10. 88

30 10. 37 10.51 10. 55 8. 05 6.01 4. 50 7. 70 10. 54 7. 03 8. 40 10.91 10. 37 10. 88 10.91 10. 88

基 50 10. 29 10. 55 10. 35 7. 99 4. 99 4. 34 5.91 8. 66 7. 00 8. 03 10. 92 10. 72 10. 88 10. 92 10. 88

水 75 10. 30 10. 56 10.12 6. 66 4. 25 4.17 4.41 8. 33 6. 05 7. 44 10. 79 10. 88 10. 88 10. 88

準 100 10. 43 10. 53 8. 47 5. 53 3. 50 3. 85 3.71 6. 06 4. 70 6. 56 10. 63 10. 88 10. 82 10. 94

150 10. 02 8. 92 5. 65 4.15 1.89 1.61 2. 20 4. 60 2. 72 4. 38 8. 95 10. 79 10. 68 10. 38

温 水 200 8.91 6. 02 2. 94 1.70 1.29 1.17 1.35 1.93 1.75 2. 47 4. 85 7. 33 7. 34 6.81

300 1.86 1.65 1.16 1.02 0. 84 0. 77 0. 88 0. 94 1.08 1.34 1.51 1.96

(°C) 深 400 1.08 1.01 0. 74 0. 73 0. 65 0. 60 0. 66 0. 68 0. 66 0. 60 1.02 1.23

500 0.61 0. 67 0. 58 0. 55 0. 50 0. 47 0. 54 0.51 0. 47

600 0. 47 0. 44 0.41 0.41 0. 45

(m) 700 0. 40 0. 37 0. 36 0. 33 0. 36

800 0. 35 0. 33 0. 30 0. 29 0.31

900 0.31 0. 29 0. 27 0. 26 0. 27

1000 0. 27 0. 26 0. 24 0. 24 0. 25

0 33. 697 33. 742 33. 782 33. 970 33. 875 34. 008 34. 055 33. 853 33. 688 33. 462 33. 695 33. 201 33. 570 33. 385 33. 847

10 33. 706 33. 843 33. 939 34. 055 34. 059 34. 038 34. 069 33. 945 34. 037 34. 027 33. 885 33. 225 33. 838 33. 860 33. 847

20 33. 707 33. 844 33. 939 34. 055 34. 034 34. 036 34. 061 33. 944 34. 054 34. 028 33. 885 33. 251 33. 838 33. 860 33. 847

30 33. 705 33.916 33. 947 34. 055 34. 038 34. 034 34. 069 33. 945 34. 060 34. 027 33. 886 33.617 33. 839 33. 861 33. 847

基 50 33. 696 33. 925 33. 968 34. 053 34. 028 34. 031 34. 045 34. 034 34. 061 34. 042 33. 889 33. 767 33. 839 33. 864 33. 847

75 33. 705 33. 931 33. 980 34. 024 34. 033 34. 029 34. 022 34. 038 34. 028 34. 036 33. 945 33. 866 33. 877 33. 847

塩 準 100 33. 764 33. 934 34. 026 34. 022 34. 039 34. 031 34. 025 34. 022 34. 043 34. 032 33. 999 33. 877 33. 882 33. 905

150 33. 865 33. 990 34. 032 34. 034 34. 057 34. 057 34. 050 34. 024 34. 047 34. 060 34. 035 33. 888 33. 896 33. 966

水 200 34. 022 34. 048 34. 047 34. 053 34. 067 34. 064 34. 063 34. 062 34. 068 34. 060 34. 050 34. 049 34. 042 34. 048

300 34. 064 34. 061 34. 069 34. 070 34. 074 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 071 34. 070 34. 067

分 深 400 34. 071 34. 072 34. 074 34. 075 34. 075 34. 075 34. 075 34. 074 34. 073 34. 072 34. 072 34. 070

500 34. 072 34. 075 34. 075 34. 075 34. 074 34. 075 34. 076 34. 074 34. 072

600 34. 074 34. 074 34. 074 34. 074 34. 075

(m) 700 34. 074 34. 073 34. 073 34. 073 34. 074

800 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 073

900 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072 34. 072

1000 34. 072 34. 072 34. 072 34. 071 34. 071



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 13a 13b 13

位 N 39。28.00’ 39。34.00, 39° 40.00,

置 L 139。37.00, 139。27. 50' 139。17.00，
日時分 13 11:31 13 12:31 13 13:35
天候 be be be
気温 4.8 4.7 4.3
風向 •風力 SW 5.6 SW 7.3 SSW 4.7
海流 W 0.7 WNW 1.2 NW 1
水色 4 4 4
透明度 23 21 20
うねり 3 3 3
波浪階級 3 3 3
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1

0 10.2 10.5 10.3
10 10.41 10. 58 10. 48
20 10.41 10. 60 10. 48
30 10. 42 10. 59 10. 48

基 50 10. 44 10. 58 10. 48
水 75 10. 53 9. 64 10. 47

準 100 10. 48 10. 58 10. 48
150 10.14 10. 58 10. 09

温 水 200 6. 54 7.19 5. 72
300 1.86 1.71 1.81

(°C) 深 400 0.81 0. 92
500 0. 59 0. 66
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 444 34. 337 33. 894
10 33. 845 33. 907 33. 878
20 33. 846 33. 909 33.879
30 33. 849 33. 908 33. 881

基 50 33. 860 33. 906 33. 881
75 33. 886 34. 795 33. 881

塩 準 100 33. 876 33.913 33. 882
150 33. 993 33. 909 33. 993

水 200 34. 043 34. 042 34. 054
300 34. 067 34. 067 34. 059

分 深 400 34. 072 34. 072
500 34. 073 34. 074
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成16年3月1日 〜 平 成 16年3月15日
西暦2004年3月1日 〜 2004年3月15日

観測定点番号 a 1 la lb 2 2a 3 4 5 6 7 8 9 9a 10
N 40。0.00, 40。0.00’ 40。0.00， 40。0.00， 40。0.00, 40。0.00’ 40。0.00’ 40。0.00, 40。0.00， 40。0.00, 39° 47.00’ 39。31.00’ 39。16.00’ 39。4.00, 39。2.00，

置 L 139。38.50，139。35.00, 139° 28.50，139。21.50, 139° 15.00’ 139° 6.00’ 138° 56.00, 138° 36.00' 138。17.00，137。57.00, 138。0.00’ 138° 27.00’138。53.00, 139。12.50，139。18.00，

日時分 0110:26 0111:00 0111:43 0112:23 0113:01 0113:56 0114:47 0116:43 0118:50 01 21:12 01 22:50 02 01:25 02 03：44 02 05:25 02 06:02

天候 c c c c c c c c c c c c c c c
気温 -0. 3 ~0. 5 -0.4 -0.5 -0.5 -0.6 -0. 8 -1.5 -1.4 -1.3 -1.3 -0.4 -0.2 -0.5 ~0. 3

風向 •風力 NW 5.9 NW 6.3 NW 8.3 NW 8.9 WNW 9.2 NNW 6.5 WNW 4.5 WNW 9.8 WNW 10.2 WNW 12.3 NW 9.2 NW 9.9 WNW 5.5 NW 7.3 WNW 4.4

海流 N 1.7 NW 0.8 WNW 1.2 NW 1.2 NW 0.8 WSW 0.5 N 0.2 W 0.5 SSE 0.3 W 0.5 NE 1.1 SSW 0.9 NE 0.2 E 0.3 NE
水色 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

透明度 9 10 21 20 20 20 22 16 *

うねり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3
PL採集形式 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I

0 8.4 8.3 8.9 8.3 7.4 6.5 6.8 6. 9 8.7 6.8 8. 5 6.3 9.7 9.6 8. 5
10 8. 45 8. 43 7. 25 7. 52 8. 88 8. 02 8. 97 9.13 9. 82 9. 52
20 9. 80 8. 43 7. 24 7. 50 8. 88 8.01 8. 96 9.13 9.82 9.52
30 9.81 8.41 6. 75 7.31 8. 88 8. 02 8. 78 9.13 9. 82 9. 52

基 50 9. 76 8. 07 6. 29 6. 53 8. 88 8. 02 8. 44 9.13 9.81 9. 59

水 75 9. 42 7. 04 5. 04 5. 40 8.17 8. 02 8.17 8. 93 9. 66 9. 78

準 100 9. 36 5. 63 4.41 4.13 6.91 7. 51 8. 04 8. 68 9. 00 9. 61
150 9. 08 4.10 2.58 3. 20 4. 35 4. 92 6. 34 6. 39 5. 97 9.13

温 水 200 7. 60 2. 44 1.59 1.72 2. 84 2.41 3.61 4. 54 4. 30 7. 48
300 3. 20 1.10 0. 90 0. 92 1.24 0. 96 1.27 1.41 2.65

(°C) 深 400 1.47 0.71 0. 64 0. 69 0. 79 0. 75 0. 86 0.81 1.26
500 0. 74 0. 55 0.51 0. 53 0. 62 0. 60 0. 69 0. 57 0. 56
600 0. 41 0. 40 0. 50 0. 50 0. 54

(m) 700 0. 34 0. 37 0. 39 0. 43 0. 43
800 0. 30 0.31 0.34 0. 36 0.36
900 0. 27 0. 28 0. 29 0. 32 0.31
1000 0. 24 0. 24 0. 26 0.27 0. 28
0 32. 267 33. 797 33. 957 34. 765 34. 437 32.018 34. 073 33. 852 33. 538 32. 754
10 32. 436 34. 084 34. 040 34. 034 34. 093 34. 082 34. 071 34. 072 34. 094 33.919
20 34.047 34. 084 34. 039 34. 035 34. 092 34. 082 34. 071 34. 072 34. 094 33.918
30 34. 053 34. 082 34. 038 34. 045 34. 092 34. 082 34. 082 34. 072 34. 094 33.919

基 50 34. 068 34. 060 34. 043 34. 060 34. 092 34. 082 34. 082 34. 072 34.094 33. 936
75 34. 086 34. 046 34. 039 34. 044 34. 064 34. 082 34. 085 34. 087 34.102 34. 013

塩 準 100 34. 087 34. 045 34. 030 34. 036 34. 052 34. 067 34.075 34. 083 34. 090 34. 036
150 34. 094 34. 041 34. 048 34. 038 34. 033 34. 040 34. 061 34. 039 34. 058 34. 042

水 200 34. 055 34. 063 34. 063 34. 056 34. 042 34. 044 34. 041 34. 036 34. 047 34. 043
300 34.049 34. 071 34. 073 34. 072 34. 064 34. 071 34. 065 34. 065 34. 064

分 深 400 34. 068 34. 074 34. 074 34. 075 34. 073 34. 075 34. 073 34. 073 34. 069
500 34. 072 34. 073 34. 074 34. 075 34. 075 34. 076 34. 075 34. 074 34. 072
600 34. 073 34. 073 34. 075 34. 075 34. 076

(m) 700 34. 072 34. 073 34. 074 34. 074 34. 074
800 34. 072 34. 072 34. 073 34. 073 34. 073
900 34. 071 34. 072 34. 072 34. 073 34. 072
1000 34.071 34. 071 34.071 34. 072 34. 072



観測機関名 秋田県水産振興センター



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 25 24 23 22 21 21a

位 N 40° 13.00’ 40。13.00， 406 13. 005 40。13.00， 40° 13. 00' 40。13. 00'

置 L 139。27.50，139。34.50， 139。41.00， 139。47.50，139° 54.00, 139。57.00*
日時分 15 13:30 15 12:39 15 12：04 15 11:31 15 11:00 15 10:39
天候 be be be be be be
気温 3.4 4.3 4. 3 4.6 5.2 5
風向 •風力 W 4.2 W 4.2 W 3.6 WSW 3.1 calm calm
海流
水色 6 7 6 6 8 7
透明度 11 10 10 10 4 4
うねり 2 2 1 1 1 1
波浪階級 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚丨 稚丨 稚丨 稚 1 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 9. 8 9.0 9.0 9.5 7.5 6.7
10 9. 46 9.10 8. 88 8.81 7. 94 7. 67
20 9. 39 9.31 8. 78 8. 82 7. 98 7. 88
30 9. 37 9. 34 8. 76 8. 84 8.01 7. 88

基 50 9. 35 9. 37 9. 42 8. 72 8. 62
水 75 9. 60 9. 39 9. 39 8.91

準 100 9. 75 9. 40 9. 35
150 9. 05 9. 35

温 水 200 6. 95 8. 95
300 2.19 2.21

(°C) 深 400 0. 97 1.03
500 0. 64 0. 62
600

(m) 700
800
900
1000
0 33. 930 33. 300 33. 360 33. 520 30. 030 28. 480
10 33. 940 33. 860 33. 430 33. 560 33. 350 33. 270
20 33. 950 34. 000 33. 440 33. 560 33. 390 33. 370
30 33. 960 34. 000 33. 440 33. 590 33. 430 33. 420

基 50 33. 940 34. 040 33. 860 33.610 33. 570
75 34. 040 34. 060 33.910 33. 690

塩 準 100 34.110 34. 080 33. 920
150 34. 050 34. 090

水 200 34. 070 34. 090
300 34. 080 34. 050

分 深 400 34. 080 34. 090
500 34.100 34.100
600

(m) 700
800
900
1000



我が国周辺漁業資源調査

【目 的 】

我が国周辺水域における水産資源の回復とその持続的 

利用の科学的基礎となる資源評価を実施するための基礎 

資料を収集した。

【方 法 】

1 調 査 期 間 平成15年 4 月〜16年 3 月 

2 調査項目

⑴生物情報収集調査

スルメイ力、ズワイガニ、ノヽ夕ハ夕、 ホッコクア 

カエビヽベニズワイガニ、 プリ、マダラ、ニギス、 

アカガレイ、スケ卜ウダラ、ヤリイカ、 ホッケ、 ヒ 

ラメ、マガレイ、マダイ、マイワシ、マサバ、 ウマ

ヅラハギの18魚種につL、て月別漁業種類別の漁獲量 

を調査した。

(2) 沿岸資源動向調査

秋田県漁業協同組合の水揚げ伝票を用いて、ヤナ 

ギムシガレイの漁業種類別漁獲量及び漁獲努力量を 

把握した。

⑶漁場一斉調査

調査指導船千秋丸（187トン、 D1500ps)により、 

スルメイ力漁場一斉調査（図 1 ) 及びズワイガニ漁 

場一斉調査を実施した。

図 1 スルメイ力漁場一斉調査

⑷沖合海域海洋観測等調査

4 〜 6 月及び3月の 4 回、調査船千秋丸及び第二 

千 秋 丸 （18トン、 D 6 2 0p s)により、図 2 に示す定 

線で海洋観測と卵稚仔の採集を行った。卵稚仔の分 

析はマリノ リサーチ株式会社に委託した。

笹 尾 敬 • 佐 藤 時 好

138° 139° 140° E

【結 果 】

1 生物情報収集調査

マダイ、ハ夕ハタについては測定結果をF R E S C O 1 

に登録して報告した。その他の魚種については調査結 

果をW 水産総合研究センター日本海区水産研究所に報 

告した。

対象魚種の月別漁獲量は別表1 のとおりである。

2 沿岸資源動向調査

調査対象魚種について、平成14年 1〜12月の漁業種 

類別漁獲量及び出漁隻数から漁業の概要を把握した。 

別 表 2 に対象魚種の月別漁獲量、出漁隻数、C P U E  

を示した。また、秋田県漁業の動きから近年の動向を 

取りまとめて、日本海区水産研究所に報告した。

3 漁場一斉調査

スルメイ力については、図 1 に示した調查定点で海 

洋観測 •釣獲試験及び標識放流を実施した。調査結果 

は F R E S C O に登録して報告した。

ズワイガニについては、本 報 告 書 「ズワイガニ一斉 

調査」 として別に示した。

4 沖合海域海洋観測等調査

海洋観測結果、卵稚仔査定結果はF R E S C O 1 に登 

録して報告した。 '

- 72 -
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別表 2 沿岸資源動向調査（ヤナギ厶キガレイ）

漁業種類別漁獲量•漁獲努力量

底 び き 網 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

出漁日数 9 16 17 20 20 21

のべ隻数 21 134 225 300 279 255

漁獲量 46.5 2213 3270.2 8348.5 9558.6 11930.9

CPUE 2.21 16.51 14.53 27.83 34.26 46.79

底 び き 網 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

出漁日数 21 20 18 12

のべ隻数 461 319 275 49

漁獲量 33746.2 16592.1 14494.6 417.7

CPUE 73.20 52.01 52.71 8.52

定 置 網 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

出漁日数 3 7 4 7 3 1

のべ隻数 8 12 6 8 3 1

漁獲量 21.9 52.9 15.1 17.3 5 2.7

CPUE 2.74 4.41 2.52 2.16 1.67 2.70

定 置 網 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

出漁日数 0 0 0 0 0 0

のべ隻数 0 0 0 0 0 0

漁獲量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

CPUE

刺 し 網 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

出漁日数 4 23 20 23 22 21

のべ隻数 20 432 363 366 385 228

漁獲量 108.3 1298.2 1045.2 1036.8 1026.2 1147

CPUE 5.42 3.01 2.88 2.83 2.67 5.03

刺 し 網 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

出漁日数 21 8 2 0 0 0

のべ隻数 44 9 2 0 0 0

漁獲量 162.2 47.0 2.9 0.0 0.0 0.0

CPUE 3.69 5.22 1.45

漕ぎ刺し網 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

出漁日数 0 0 0 0 17 21

のべ隻数 0 0 0 0 200 412

漁獲量 0.0 0.0 0.0 0.0 4079.0 6615.9

CPUE 20.40 16.06

漕ぎ刺し網 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

出漁日数 24 24 14 9 0 0

のべ隻数 511 349 73 15 0 0

漁獲量 9984.3 5199.9 422.4 82.1 0 0

CPUE 19.54 14.90 5.79 5.47



我が国周辺漁業資源調査
( ズワイガニ一斉調査）

【目 的 】
本県における重要魚種の一つであるズワイガニは、

T  A C 対象種であること、また、資源保護対策として昭 

和44年から平成14年12月 1 日までの約33年間、雌ガニを 

禁漁としていたことから、資源動向を把握することは重 

要である。このため、触)水産総合研究センター日本海区 

水産研究所が実施する一斉調査に参加し、資源量を直接 

推定するための基礎資料を収集した。

【方 法 】

ズワイガニの採捕には、一連̂ に 着 （最大径130cm、局 

さ47cm、網目33mm) 20個を100m間隔で取り付けたもの 

を用いた。董餌には冷凍サバを使用し、 1竃に 4尾入れ 

た。竃網の浸漬時間は20時間程度を目途とした。

調査地点は、ヵニ竃漁場となっている戸賀沖と中の根 

沖の 2地点を選定し、それぞれ1回ずつ県調査船千秋丸 

で実施した（図 1 )。

戸賀沖においては、 8 月25日に水深270〜363 mの水深 

帯に設置した。中の根沖においては、 8月26日に水深230 

〜3 64 mに設置した（表 1)。なお、戸賀沖及び中の根沖 

の両地点において、それぞれNo.1 (最初の竃設置地点)、 

No.10 (中間地点)、No.20 (最後の菴設置地点）の罨にそ 

れぞれ、自動記録水温計を設置した。

採捕されたズワイガニは、雄については甲幅（C W )、 

かん脚幅、かん脚高、重量を、雌については甲幅、重量 

を測定した。さらに、雌は腹部の形態による成熟•未成 

熟の判別、外仔卵の状態の観察、15年漁期時の未熟、初 

産、経産の予測を行った。

この結果は日本海区水産研究所に提出し、資源尾数が 

算出された。

30' 140" 00̂  E 30"

佐 藤 時 好  

【結果及び考察】
地区別、水深別採捕結果を表2 —  1、 2 に、調査地点 

別、水深帯別（300m以浅、301〜350m、351m以深の3 

区分）のズワイガニ採捕尾数及びそのうちの漁獲対象と 

なる雄の甲幅90mm以上の尾数、雌の成体の尾数及び割合 

を表3 に、さらに、それらを水深帯別、雌雄別、甲幅組 

成別に整理したものを別表1 一 1、 2 に示した。

戸賀沖において雄は164尾採集され、そのうち150尾 

( 9 1 % )が甲幅90mm以上であった。漁獲サイズの甲幅90 

mm以上のものは水深279m以深で採集され、特に81尾 （54 

% ) 採集された甲幅110mm以上の大型のものほど深部に 

生息する傾向が認められた。雌は234尾が採集され、そ 

のうち経産（成体）が222尾、調査後すぐに産卵脱皮す 

る初産が7尾、未熟が5尾であり、冬 季 （漁期）に成体 

となっている個体が全体の9 5 %を占めていた。このよう 

に、この海域では後述する中の根沖と比較して、雌雄と 

もに漁獲尾数に対する漁獲対象個体の割合が高い傾向が 

見られた（表 3 )。

水深別に採捕尾数を見ると、雌が水深305〜3 2 5 mと比 

較的狭い範囲に高密度で分布していたのに対して、雄は 

水深279〜359mの比較的広い範囲で、 1地点当たり10〜 

20尾前後採捕され、雌のような局所的な集中は見られな 

かった。

中の根沖において雄は125尾採集されたものの、その 

うち30尾 （2 4 % ) が漁獲サイズの90腿以上であった。甲 

幅110醒以上は5尾と、戸賀沖と比較して小型個体の占 

める割合が非常に高かった。また、戸賀沖と同様に、大 

型個体ほど深部に生息する傾向が認められたが、水深268 

m の比較的浅い地点でも1尾ながら、甲幅125mmの大型 

個体が採捕された。雌は34尾が採集され、そのうち成体

表 1 調査概要

調査地点 ............戸 k 沖................ 中の 稂沖
投籩年月日 平成15年8月25日 平成15年8月26日
播竃年月日 平成15年8月26日 平成彳5年8月27日

水温 塩分 水温 塩分
水
;皿

塩
分

Om
50m
100m
200m
300m
400m

24.72
17.13
13.30
4.50
1.42
0.82

30.89
34.32
34.31
34.05
34.06
34.06

24.74
17.58
11.88
4.53
1.65

33.00
34.26
34.24
34.04
34.06

位 投篷開始 N 39° 
E 139。

55. 78, 
32. 85'

N 39° 46. 45' 
E  139° 32. 59'

W
投筆終了 N 39° 

E 139。
57.10' 
32. 3^，

' N 39° 46. 90' 
E 139。32.IV

酌 f水深 270〜363m 230〜364m
都1時間 20時間31分 20時間29分
m 投筆 20 20
数 20 20

図 1 ズワイガニ菴調査定点



(叫）
晷軍簿

サ
CO

1-O
cJ

CM o
 CO 00 CM サ

 CSJ 
ci 1-O

 O
 1-CD CO

i-lOCO<DO^Csj<N サ
サ
サ

o
 1—* •*—' csi csi ci cJ

s
t̂mCO

孚重量
(kg)

CNJ サ
对

 CNJ O
 in

0
 d

 
d

 0
 1-

COCO
CM CO cvj CO 1-

O
0

0
0

0
0

 
0

ニ

卜

(叫） 
S軍P

寸
co

T- O
卜

CD
对

O
サ

00 
O

 O
 O

 I-1 to 1-̂ 0001
r—

LOCO
对

CO
严

O
C

O
サ
寸

00CO
s

严
尸

严
O

严
严

严
CSIOCM

総尾数
(尾）CN4 •*-

co
1-10 co サ

 m
 <0 00 
C\J 1-

CNJCO
coco 卜

 10000 寸
 coco 卜

芸
s

孚尾数

(尾）

0
t- CM 

CO 1-
CO 05

CMCNJ
Osl CNJ CM CNJ CO 

1-
CNJ

孑尾数
(尾） CM 1-

CO
CO CO ▼—

对
 O

 C5
CM

0
COCO 卜

 COOOCOCNIDCOCO
s

10CM

迷
？

对
CO

严
<D LO LO 
CO CO C0

CO
卜

0
サ

卜
00 ▼— 

Tf CO CO CM -r- O
 O

 
CO CO CO CO CO CO CO

•
co

co
co

o
o

o
寸

 m
 ⑦

 <
no 

ooo 卜
 co<oir> 寸

 cococo
CNJOJCMCNJCMCslCNJCMCNJCNj

尨<a

n[r脚撕

1—
CNJ 00

寸
LO CD

卜
00

⑦
O

1—
CMCO 寸

 LOCO 卜
 000)0

C
O

O
O

C
O

O
O

O
O

O
O

IO
LO

C
O

LO
O

O
^-寸

 CD
i—
卜

 CM 
卜
 

O
O

O
O

O
O

C
O

O
O

O
O

l
"
寸

 *r-O
O

i-CO
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1 
I 
I 
I 
I 
I 

I 
t 
I 
I 

I 
I 
I 
I 
I 
I

CDCOi—
寸
 CNJOJOOCOOO 寸

⑦
卜
 00 サ

 CDt-00 00 卜
 o
 

^
jc

p
r^

r^
o

q
Tj0

5
cp

iq
<

p
cp

r-
；

o
q

^
tTjc

q
<

q
Tj'i-

；
c\i

-r— T—
1—
T— 

*f— T—•I"—T-* 
▼— ▼— 

1—1— 
OJ

o
r
^T
—
c
s
i
o
c
o
o
c
M
O
o
o
i
o
^
^
T
—
^coio*^ 

O
O
O

O
O

O
O

O
O

1-
O
O
O
O
O
O
O

1 -
d

d
d

d
d

d
d

o
d

o
d

o
o

d
o

o
o

c
 

lO
io

c
M

c
o

io
m

c
o

o
o

c
o

c
o

c
s

jr-
o

o
c

^
c

o
r^

c
o

io
c

o
o

o
^̂
CSjCslCSjCSjCNJCSĵ
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， 潟海セ 
山形水試 
山形水試 
山形水試 
秋田振興セ 
秋田振興セ 
新潟海セ 
山形水試 
山形水試 
山形水試 
新潟海セ 
山形水試 
山形水試 
山形水試

男麁南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部 
男鹿南部

平均

平均 2.0 2.7

調 査 機 関 名 定 点 番 号 海 域 水 深 帯 雄 ：甲幅>=90nmi雌：（初産+経産)
年 雄 （トン） 雌（トン） 計（トン）雌の割合(％ )

平成13年 217 23 240 9.6

平成14年 508 256 764 33.5

平成15年 234 225 459 49.0

平成13年 U 40  1,113 2,253 49.4

平成14年 1,268 842 2,110 39.9

平成15年 662 312 974 32.0

新 潟 沖 200-300 
300-400 
400-500

200-300 
南部 300-400 

400-500

雌 雄 合 計 1,432トン

表 7 平成15年定点別調査結果（新潟以北）
C P U E / 1竈当たり

表8 新潟以北海域における雌雄別の資源量と雌の割合

海 区 水 深 帯 面 積 調 査 平均密度（尾数，かご） 資源尾数(103) 資源量（トン) 
(km2) 数 雄 g  9 0 m m 成熟雌_______雄 _______雌 雄 雌_

表5 平成13〜15年におけるズワイガニ採捕尾数の推移
(菴 1個当たり換算）

評価における表現（T ：増加傾向、— ：横ばい、 I : 減少）

図2 新潟以北のズワイガニ菴調査定点の位置（平成15年)

表6 かご一斉調査から推定した平成15年度漁期の新潟以北の資源量（ズワイガニ資源評価結果よリ）

調査点 戸賀沖 秋田市沖 中の根沖 各年における平均値

雌雄別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄+雌

H13年
水深(m)

6.5 0.6 
(342〜291)

2.0 1.6 
(329〜269)

— — 4.2 1.1 5.3

H14年
水深(m)

7.0 11.8 
(373〜255)

1.7 1.0 
(410〜383)

— - 4.4 6.4 10.8

評価(H13:H14) t T 1 i T T T
H15年 

水深(m)
8.2 11.7 
(363〜270)

"  一 6.3 1.7 
(364〜230)

7.3 6.7 14.0

評価(H14:H15) T — - - T T T

計 2,576 14 448 1,270 234
[■薪潟以北計 11,549 23 1,715 3,035 895
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別表 1 _ 1 戸賀沖におけるズワイガニ水深別甲幅組成

戸

~w
270〜295m

甲幅
CW90mm> CW90mm<

雌 雄
未熟 CW90mm> CW90mm<

30mm以上32mm未満 

32mm以上34mm未満 

34mm以上36mm未満 

36mm以上38mm未満 

38mm以上40mm未满 

40mm以上42mm未满 

42mm以上44mm未满 

44咖以上46mm未満 

46mm以上48mm未満 

48mm以上50mm未満 

50咖以上52mm未満 

52酬以上54mm未満 

54mm以上56mm未満 

56mm以上58mm未满 

58mm以上60mm未満 

60mm以上62mm未满 

62mm以上64_未満 

64mm以上66mm未满 

66mm以上68mm未満 

68mm以上70mm未満 

70mm以上72mm未满 

72mm以上74mm未满 

74mm以上76mm未满 

76mm以上78mm未満 

78mm以上80mm未満 

80酬以上82mm未満 

82mm以上84mm未满 

84酬以上86mm未満 

86mm以上88mm未満 

88mm以上90mm未満 

90mm以上92mm未満 

92mm以上94mm未満 

94mm以上96mm未満 

96mm以上98mm未满 

98mm以上100mm未満 

100mm以上102mm未満 

102mm以上104mm未満 

104mm以上106mm未满 

106mm以上108mm未満 

108mm以上110mm未満 

110mm以上112mm未満 

112mm以上114mm未満 

114mm以上116mm未満 

116mm以上118關未満 

118<nm以上120mm未満 

120mm以上122mm未満 

122mm以上124mm未满 

124mm以上126mm未满 

126mm以上128mm未满 

128mm以上130mm未满 

130mm以上132mm未满 

132mm以上134mm未满 

134mm以上136mm未满 

136mm以上138mm未满 

138mm以上140mm未满 

140mm以上142mm未满 

142mm以上144mm未满 

144mm以上146_未満 

146mm以上148mm未满 

146mm以上148mm未満 
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別表 1 _  2 中の根沖におけるズワイガニ水深別甲幅組成

I
I

230〜293m
T 雄

中 の 被 沖  
301〜343m

~ W

350〜364m
I T甲幅 雄

未熟 未熟
雄

CW90mm> CW 90_ く j m .
30mm以上32mm未満

32mm以上34mm未满

34mm以上36mm未満

36mm以上38mm未満

38mm以上40mm未満

40mm以上42mm未満

42mm以上44mm未満 1
44mm以上46mm未満 1
46mm以上48mm未満

4 8 _以上50mm未満

50mm以上52_未満

52mm以上54mm未満

54mm以上56mm未満

56mm以上58_未満

58mm以上60mm未満 2
60mm以上62mm未満 3
62mm以上64mm未满 3
64mm以上66mm未満

66mm以上68mm未满 2
68mm以上70mm未満 3
70mm以上72mm未满 6
72mm以上74mm未满 3
74mm以上76mm未满 8
76mm以上78mm未满 5
78mm以上80mm未满 2
80mm以上82mm未满 4
8 2 _以上84mm未满 2
84_1以上86mm未満

86mm以上88mm未满 1
88mm以上90mm未満 1
90mm以上92_未満

92mn以上94mm未满

94mm以上96mm未满

9 6 _以上98mm未满

98mm以上100mm未满

100mm以上102mm未满

102mm以上104mm未满

104關以上106咖未满

106mm以上108mm未满

108mm以上110mm未满

110_以上112(11111未满

112mm以上114mm未満

114mm以上116mm未满

116mm以上118mm未满

118mm以上120mm未满

120mm以上122mm未満

122mm以上124mm未満

124mm以上126mm未满

126mm以上128mm未满

128mm以上130mm未満

130mm以上132mm未満

132mm以上134mm未满

134mm以上136mm未满

136mm以上138mm未满

138mm以上140mm未满

140mm以上142mm未满

142mm以上144mm未满

144mm以上146mm未满

146mm以上148mm未满

148mm以上150mm未满

合 — 計 47 42



が21尾、初産雌が9尾、未熟が4 尾で、戸賀と比較して 

成体雌の割合は6 2 %と低かった。

海底水温とズワイガニの採捕尾数との関係を検討した 

結果、明確な関係は認められなかったが、今後もデ一夕 

を蓄積し、海底地形との関係も検討しながら、漁場形成 

要因を把握する必要があると思われた。

本県における最近3 力年のズワイガニ葦調査の採捕尾 

数の推移（竃 1個当たり換算）を表 5 に示した。この調 

查結果によれば、平成13年は5.3尾とかなり少なかった 

が、平成14年に 1竃あたり10.8尾、平成15年には14尾ほ 

ど採捕されるようになり、近年は増加傾向を示している。

また、平成15年のズワイガニ一斉調査から推定した新 

潟県以北（図 2 ) におけるズワイガニ現存個体数と現存 

量を表6 に、調査定点別のC P U  E を表 7 に、平成13〜 

15年における雌雄別資源重量と資源総重量に占める雌の 

割合を表8 に示した。

男鹿南部海域（秋田県〜山形県沖）におけるズワイガ 

ニ資源重量は、雄234卜ン、雌225卜ンと推定された（表 

6 )0

本県において以前に約33年間にわたって実施した雌ガ 

ニ禁漁についての効果を把握するため、本県沖での近年 

のズワ イ ガニ一斉調査における雌の1董当たり採捕尾数 

について比較したところ、平成13年に1.1尾であったも 

のが、平成15年には6.4尾と 6 倍近くまで増加している 

(表 5 ) ことが分かった。また、男鹿南部沖（秋田県〜 

山形県沖）と新潟沖とにおける雌の資源量について、平 

成13年に対する平成15年の増減割合について対比したと 

ころ、本県の漁場が含まれている男鹿南部沖は、 1.9倍 

と増加傾向を示していたのに対して、新潟沖においては 

減 少 （0.4倍） していた。以上のことから、本県が実施 

した雌ガニ禁漁は、雌ガニの資源保護の効果があったと 

考えられる。



ハ夕ハタ種苗生産放流事業

(放流技術開発• 放流追跡調査）

【目 的 】
これまでは北浦漁港の網生け簀から網をそのままはず 

す方法で放流してきた。これは放流場所が産卵場と稚魚 

着底場との間に位置するからである。 しかし、放流場所 

から稚魚生息場までの距離がある場合は、移動の間の減 

耗が大きいため、北浦からの放流は4 月上旬という早い 

時期に放流せざるを得なかった。ところが、平成14年度 

に、水深6 0 m 以深における北浦発生群の移動経路が把 

握された中で場所として戸賀が判明したため、 5 月中旬 

ころに再び陸地に接近する戸賀から放流する方針が挙がっ 

たo

そこで、本年は、戸賀放流と北浦放流との比較、北部 

及び南部発生群の移動経路を明らかにすることにした。

139-45 140-00

【方 法 】

調査は平成15年 3 月25日から9 月12日まで、秋田県沖 

の水深5 〜350m地点で実施した（図 1)。船舶は、水深 

5〜8 0 mでは3.8〜4.7 t の民間船（兼丸及び漁宝丸）を、 

水深60〜3 50mでは18 t の第二千秋丸を使用した。漁具 

は開口板付き曳網で、底質と稚魚のサイズを考慮して、 

袋網目合が220、95、60径の3種類を用いた。曳網時間は、

杉 下 重 雄

ロープを伸ばし終えてから、巻き揚げを開始するまでの 

時間を約10分間とし、曳網速度は民間船では1.5kt前後 

で、第二千秋丸ではl.Okt前後とした。漁具には水深水 

温計を装着して、曳網時間を把握し、曳網中は原則とし 

て 1〜 2 分間隔で船速を記録し、曳網時の平均船速を算 

出した。入網尾数の多少を比較するときは、船 速 lkt 

で10分曳の値に換算（入網尾数X 600/ (曳網時間X 船速)） 

した。サンプルは計数後に凍結保存し、後日解凍後、測 

定及びA L C チヱックを行った。また、千秋丸の底びき 

試験操業（187t、9節）で入網した当歳魚及び未成魚も 

測定した。

【結果及び考察】

各調査回次の曳網結果を表1 に示した。ハタハタ当歳 

魚は水深5 〜300m地点で採集された。A L C 検鏡の結果、 

4 月 8 日から5 月 2 日にかけて52尾の人工種苗が再捕さ 

れ た （表 2 )。放流サイズと放流時の天然魚サイズを比 

較すると、秋田産では天然魚とほぼ同サイズで、日栽協 

産では若干人工種苗の方が大きかった。再捕された人工 

種苗と天然魚のサイズを比較すると、秋田産では同サイ 

ズで、日栽協産では人工種苗の方が若干大きかった（図 

2)。この結果は昨年以前と同様の結果であった。

1 戸賀放流と北浦放流との比較

北浦放流から25日後で、戸賀放流からは4 日後の5 月 

2 日に、戸賀沖の水深8 0 m地点で132尾のハタハタ稚魚 

が採集され、そのうち9尾が戸賀放流種苗、 1尾が北浦 

放流種苗であった（表 3)。その後5 日 間 （5 月14日、 

23日、29日、 6 月10日、16日）調査したが、人工種苗の 

移動を把握することはできなかった。 しかし、放流尾数 

が北浦で136万尾、戸賀で16万 尾 （8.5 ：1) であったこ 

とと、戸賀放流直前での種苗の状態があまり良くなかっ 

たことを考慮すると、戸賀放流は北浦放流よりも放流効 

果が高い可能性がある。

2 北部及び南部発生群の移動経路

4 月28日、 5 月 2 日、13日、14日、16日、20日、27日、 

6 月12日、17日の調査結果から図3 を作成した。県北部 

発生群はふ化後一旦南下してその後北上した。県南部発 

生群は一旦北上してその後南下した。その結果、秋田県 

内 3 大産卵場発生群は、かなり独立した個体群であるこ 

とが判明した。また、ふ化後一旦大河川に向かって移動 

することは今後検討に値する。

また、今後の課題として、戸賀での大量放流や調査の 

充実が挙げられた。
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1一1 ハ夕ハタ稚魚調査結果
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39-50-685 40 ' 450
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北浦漁港内 _ _ _  0  13  13 __________________ バケツすくい

4月10日 mm
■■角-船 ~ W
- m ~ ~ w

39-50-900
39-50-743

—39-50-433
4 貞11日 用 )E "  3 E W  39-57-055
4月14日 用 船 北 蒲  40-05-000

用 船 北 浦 40-03-142 
角 船 北 浦 39-59-014 
南 船 北 浦 39-58-149 

________ 用 船 —  北浦  39-58-113

39-47-413 33 (600) 1.30
39-47-350 40 (600) 1.30
39-47-326 50 (600) 1.30
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0
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0
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_

9

-

9
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-

0

9
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9

-
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I

卿

9 . 1 9 . 0 ソリ承ッ卜39-49-640 5 11 11
39-49-286 60 73 1.50 136 99 9.5 8.9
39-50-685 40 480 1.70 3904 774 9.7 8.9
39-49-863 20 486 1.34 7944 1708 9.8 9.2

139-49-624 8 54 1.10 12 12 9.9 9.6 事故網
39-49-697 478 1.10 122 9.9 9.6

月日

3月25日 用 f 3 北浦 
用 船 北 浦  

_ 角

水深曳網時間
(m ) _  (秒）

平 均 船 速 当 歳 魚 A L C 表面水温底層水温備考 
(k t )入 網 尾 数 観 察 尾 数 （°C ) (°C )

40-03-142
39-59-014
39-58-149

39-50-685
39-49-863
39-49-624

40 (600) 1.50 2241 一 8.5 8.4
20 "(600 ") 1.26 2824 _ - _ 7.7 " 7 . 9

’ 8 ' ( 6 0 0 ) 0.93 36932 - 7.8 8.0

4月18日 用 船 北 浦 40-04-825 
用 船 北 浦 40-05-000 
用 船 北 浦 40-0_6こ;f3_3_

39-46-624 60 430 1.50 4 4 
"39-49-286 60 449 1.50 3840 600 
"39-50-215 60 483 1.79 2343 602

0.6 9.0 
0.7 9.0 
0.8 9.0

4月22日 用 船 北 浦 40-05-000 
用 船 北 浦 40-03-049 
用 船 北 浦 40-03-142 
用 船 北 浦 39-59-014 
用 船 北 浦 39-58-154

39-49-286 60 476 1.28 2022 565 
39-50-618" 40" 479 1.50 " " 13 13~ 

_39-50-68~5""  40 "  458 lT64~ 360~ 296" "  
•39-49-863 ~ 20 '  493 1.30 680~ "  "305" 
'3 9 -4 9-7 2 0 "10 "  293 lT00 12 12

0.6 9.2 
0.9 9 .3 無効 
0.9 9.3 
0.9 9.3

—  振鉑子、-磁满 ---------
4月23日第二千 ♦火丸戸賀： 39-57-000 

第 二 千 秋 丸 戸 賀 39-57-000 
索ニ千秋丸戸 | |  39-57-000

39-41-010 80 368 1.23 34 34 
■39-40-386 100" "  302" 0.85 " " 1  T  
"39-39-424 120 317 1.10 0 -

0.9 9.3 
0.9 9.2 
0.8 9.0

4 月 25 日 用  fci 椿 39-50-900 
用 船 椿  39-50-743 
用 船 椿  39-50-433 
用 船 橹 (平沢） 39-49-5_90

39-47-413 33 (600) 1.50 5 5 
39-47-350 40 (600) 1.50 4 4 

'39-47-326 50 (600) 1.50 8 8 
39-52-325 40 ( 6 0 0 ) 1て50 12 12

1.5 9.*
1.6 9.f 
1.9 9. 
1.8 9.

1
I ______________

4月28日第二千♦火丸岩館 40-25-000 
第 二 千 秋 丸 八 森 40-22-500 
第 二 千 秋 丸 八 一 能 40-20-000 
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1.9 9.2

) ■ 
) "

5月2日 第 二 千 铋 丸 戸 質 39-57-000 
第 二 千 秋 丸 戸 賀 39-57-000 
第 二 千 铁 丸 加 茂 39-53-000

39-41-010 80 3 8 1 1 . 2 2  132 132 
'39-39-424 120 228 1.25 0 - 
'39-42-000 100 4 1 1 1 : 0 1 " _1 1 _■

1.6 9.6
2.0 9.3
2.0 9.6

9.8
9.6
9.7 

10.4

5.4
5.8
6.1
6.3

22
302
500

1

22
58£
：82j

,4
0
:4
0
:4
0
:4
4

45!
44
53；
•54!

8

-1
-

9

-

8

-
4

9

-

0

-

9

-

9

-

9

3

-

3

-

3

-

6

-

7
 

5

-5.
-

5

-5.
_

5

29
7

29
7

5
-
3
_
2
-

も

4

-

-

-

-
 

3
-3P
Q5
1

-*

I 

I 

I 

I 

-

-

-

-
 

I 

-
 

I 

-
 

.I 

.
 

I

3

30
06
1

1

0

I 

-
8
1
 

-
 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

-
 

I 

I

.9
0
i
 

一
:6
0
:5
3
:1
7 

1

-

-
1
-
1
-
1

 

I 

I 

■
 

I 

I 

-
 

I 

I 

I 

-
 

■ 

I

7

13

-

91
7̂
1
8

I

4
".
'

W-05-000 
W-03-142 
J9-59-014 
泊-58-154 
59-57-826

■北浦 
丁匕;¥  
_北蒲■

m .
醜 . 
賴 • 
用船
mW

9.6
9.9
9.8
9.8 
I0.2

5.7
5.3
5.3
5.4
5.7

3

-

3

-

3

-

2
-

3

-7
 

9

ー9
_9.
*

9

-

9

-

9

9

-2
-

91
9

-

9

-
7
 

5

-

6

-
5.
-

5

-

5

-

5

3.9
3.8
3.6
4.9 
5.4
5.7
0

-

6

-

3

-

0

-

1
 

5

_4.
-5.
|

5

-

6

*

19
00
60
-
4

1 I

■ 

1
-
1
1

 

I 

■
 

I 

I 

鱗

I 

I 

I 

-
- 

1
1
-
1
1

 

0
19
14
24
4

0 

--

1
-

1
-

I  

--
--


I  

I  

.
卿

 

I
I -

 

I 

I 

I

■

 

I  

I  

蜂
 

I

2
-

8

-

9

-

8

I

C

P

-

4
 

1,
0.
:0
:

0.
'1
:

1 : 

I 

漏
 

I 

I 

I

I 

I 

I 

I 

-
 

-

-

-

-

-

 

7
I

6

I

O

I

3

I

8

I

6

 

6

-

9

-
4
-
2
-

5

-

6

 

5

-4
-

5

-

5

-

5

-

4

65
ニ 

I 

I 

-
 

一
 

-
 

I 

-

-
■ 

_

65
0

0

0

0

6
-)3
-

y
)9
-J4 

1.
1
;
0.
9

;0.
9

;0.
9

|0.
8

51
43
45
40
40

灘 ■く-中新_9
1
6

-
2
-
2
 

9

-9.
-0.
-

0
 

-
-
1
-
1

 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I

1

-1

-

3

-

9

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

-
 

I 

-
 

I

1-
1-
3-
9

I 
I 
I 

I 

I 
I 

I 

I 
I 

I 

I 
I

.3
0

:
.4
0
:5
0
:8
0

90
)

60
)

60
)

60
)
 

(2
-(6
-(6
_(6

9.0 9.0
9.1 9.0
9.2 8.8
9.2 9.0
9.3 9.0

6

-

6

-
2

1

1-
7
 

2
 
9 

0 

2
 0

0

-

0

0

-

3

-

3

-

5

1

-
1
-

-

74
I50
I47
I21
I07 

12
4

63
22
:3
5 

-

-

-

-
 

-

-

-

-

,5
6
:4
0
:4
0
':3
4
:1
7

道|賀
：贺«
||

入

；
戸

；
戸

；
戸

；
戸

丸
；丸_*:丸
；丸
 

秋_
-秋
；秋
¥
秘

 

于
于
千
于
千

_-
.
.-
.ニ
：
ニ
：
|
|

第
第
拿
第
第

5_月:



1 - 2 ハタハタ稚魚調査結果

月 日 船 舶 場 所  北 緯 東 経 水 深 曳 網 時 間 平 均 船 速 当 歳 魚 A L C 表面水温底層水温備考
( m ) (秒） （k t )入 網 尾 数 観 察 尾 数 （°C ) (°C )

5月26日第二千秋丸船川 

窠ニ千秋丸船川 
第二千秋丸船川 
第二千秋丸船川

39-42-500
39-42-500
39-41-623
39-41-190

139-54-722 60 
139-54-722 60 
139-50-417 80 
139-48-380 100

"5 0 2
570
294

" ~1T04 …  
1 . 0 1 "  
0.94 "

183 
_ 264 _

" " " 0 " "

100 
_ _ _2_00_

14.0
14.0 '  
14.4 
14.6

1 0 .4無効 
10.4 
10.1 
9.9

5月27日 第 二 千 秋 丸 本 荘 39-25-000 
第 二 千 秋 丸 本 一 平 39-22-500 
第 二 千 秋 丸 平 沢 39-20-000 
第二千秋丸本荘  39-25-000 
第二千秋丸本在  39-25-000

139-54-960 80 
139-54-081 80 
139-53-343 80 
139-56-667 60 
139-53-319 100

563
558
586
453
522

1.04
0.96
0.98 " 
1.16 
1.11

475
17

112
2
0

277 
17 

112 
______2_

15.9
16.3
14.8
16.7
16.1

10.0
9.9

10.0
10.3
9.8

5月29日第二千秋丸戸賀 
第二千秋丸戸賀_ _  
第二千秋丸_芦貧-

39-57-000
39-57-000
39-57-000

139-41-010 80 
139-40-386 100 
139-39-424 120

560
558
593

1.04
0.86
1.07

59
3
0

59
______3_

15.9
15.9 
16.4

10.2
10.1
9.7

6月9日第二千轶丸船川  
第二千秋丸船川 
第二千秋丸船川 
第二千秋丸船川 
第ごキ秋7丸_船『1「

39-42-500
39-41-623
39-41-623
39-41-190
39-40-500

139-54-722 60 
139-50-417 80 
139-50-417 80 
139-48-380 100 
139-45-000 140

573
66

244
594
619

_ _0.8_5_ _ _

' _0:7_8 
0.89 " 
0.94

0
5
0
0
1

= ] =  

--

19.3 
19 .1" 
19.1 
18.6 "  
19 .1"

10.8
10.3 中 It
10.3 
9.9 
9.4

6月10日第二千秋丸戸賀 

第二千秋丸戸賀_
第二千秋丸加茂 

第二千秋丸加茂- " 
第-ニ-キ 贼 w ---_

39-57-000
39-57-000
39-53-000
39-53-000
39-53-000

139-40-386 100 
139-38-207 140 
139-39-310 140 
139-37-039 180 
139-36-034 250

672
679 
607
680 
726

1.02
1.02
1.00
0.92
0.96

0
6
0
0
1

ニ  = 厂 

--

18.1
17.9
16.3
17.2
17.6

10.2
9.9
9.8
8.7
3.5 "

6月12日第二千秋丸八盎  
第二千秋丸八森 
第二千秋丸八森

------

40-25-380
40-23-800
40-22-039
40-20-000

139-44-500 200 
139-43-500 140 
139-45-359 100 
139-48-036 80

633
585
631
555

0.98
1.12
0.97
0.99 "

252 
_ J37__

""" f  "

200 
_ .  .  .99 . 

--

18.4 
18.3 
18.6 " 
18.9 "

7.6 
9.9 

10.0 " 
10.3

6月16日第二千秋丸戸賀 
第二千秋丸戸貲 

------ 第-ニ-キ 概 W  ——  .

39-57-000
39-57-000
39-53-000

139-38-207 140 
139-35-732 200 
139-36-601 200

486
637
701

1.09
0.93 ~ 
1.05

5
14
0

5
______14_

18.6
19.4
19.4 "

9 .9 コ一ス90°回転 
7.3 "
6.8

6月17日窠ニ千秋丸本荘 
第二千秋丸本一平 
第二千秋丸平沢 
第ごヰ秘五_苹沢•---

39-25-000 
39-22-500 

' 39-20-000 
39-20-000

139-50-794 200 
139-50-209 200 
139-50-292 200 
139-50-076 250

674
609
662
541

0.93 
1.00 
1 . 1 1 " 
0.87

2
6

69
1

2
6

69
1

20.0
19.8 
19.5
19.9

9.2
9.0
8.7 成魚2尾孚 BL124、110mm 
4.9

6月27日第二千秋丸象潟 
第二千秋丸金浦 
第二千秋丸平沢 
第二千秋A 平沢_ "

39-12-500 
39-15-000 
39-20-000 

• 39-20-000

139-43-194 250 
139-46-852 250 
139-50-076 250 
139-49-395 300

661
720

__5_35__

0.89 
0.87 

_ _1.02_ _ _

0
1

____ 1__

-- 

_ _ _1_

19.4 
19.6 " 
19.9 
20.0

4.3
4 . 1 "
5.2
1 .7 ヒコーキ、皆無

6月30日第二千秋丸シグレ側 
第二千秋丸シグし側 ------ 第-ニ-キ 贼 -ジグ-レ-棚 -.

39-42-000 
■ 39-42-000 
' 39-42-000

139-35-221 300 
139-35-221 300 
139-35-221 300

552
468
516

0.93
0.83
0.72

10
9
3

10
9
3

18.8 
18.8 " 
18.8

1.8
1.8 __ 
1.8

7月7日第二千秋丸シグレ側 
第二千秋丸シグレ 

------ 第-ニ-ヰ 減 -ジグ-レr 匕- ■

39-42-000 
" 39-40-330 

39-43-466

139-35-221 300 
139-36-653 350 
139-36-898 250

755
789
720

0.94
0.87 " 
0.93

4
. . .0 . .  

134

______4_

" " 1 " 3 4 '

19.7 
19.5 " 
20.0

1.5
1.1
5.3

7月9日 第 二千轶丸 門前  

第二千秋丸仲の根 ------ 第-ニ-ヰ 概 -ジグ-レ

39-49-500 
' 39-46-050 
' 39-43-466

139-36-494 250 
139-33-529 300 
139-36-898 250

412
735
616

1.17
0.84
0.95

42
70

6

42
70
6

19.7
19.2
20.1

3 . 7 中止、コース27(^回転
2.2
3.6

7月14日第二千秋丸戸貿 
第二千秋丸戸賀 

.... ..  ■第-ゴ キ 概 _力确… ー

39-57-000 
39-57-000 

■ 39-53-000

139-38-207 140 
139-35-732 200 
139-36-034 250

664
__7_27__

1.00 
_ _0.9_8_ _ _

0
… 0_ _

----- 20.9 
21.2 " 
21.0

9.5
7.5 __ 
3 .8 藤

7月16日第二千秧丸仲の根

..... •索-ニ-ヰ秋五_ジケ_レ- …------ 第-ニ•キ 紙 -ジグ-レ

39-46-050 
39-42-000 

■ 39-39-964

139-33-529 300 
139-35-221 300 
139-34-716 350

593
592
840

0.89
0.85
0.93

0
0
0

20.8
20.1
21.5

1.3
1.8
1.2

7月18日第二千鉍丸シグレ 
第二千秋丸シグレ 

--------- 第-二-牛 紙 -ジグ-レ

39-40-000 
■ 39-37-500 
• 39-35-000

139-37-039 350 
139-38-911 350 
139-40-978 350

840
746
733

0.72
0.74
0.85

0
0
0

-- : : 21.3
21.6
21.9

0.9
1.0
1.0

7月29日第二千秋丸マガリカド 39-31-519 
第二千秋丸マガリカド 39-32-843 
第二千秋7丸マガリ力K  39-33-402

139-47-585 350 
139-47-777 300 
139-48-380 250

743
583
686

0.80
0.84
1.03

0
2
1

Y
1

21.9
22.2
22.5

1.1
1.3
2.9

7月31日第二千秋丸千秋礁 39-33-990 139-31-614 350 — 一 - - 21.7 1 .4 绥抜け

8月27日第二千秋丸シグレ 

第二千秋丸シグレ側 ------ 第-ニ-ヰ 贼 西 稂 一 ■

39-42-000 
39-42-000 

■ 39-46-050

139-35-221 300 
139-35-221 300 
139-33-529 300

290
780
675

0.91
0.82 "
0.85

0
12

1
12"
1

23.7
24.0
24.3

1.2
1.3
1.4

9月3日 千 秋 丸 硤 田 沖  

千 秋 丸 秋 田 沖  
千 秋 丸 秧 田 沖

39-38-460 
• 39-38-910 
' 39-40-980

139-40-360 278 
139-40-140 270 
139-38-240 277

---- -----
9
7
0

9
_______7_

24.5
24.5
24.5

1.4 f t け回し式 
1 .5 掛け回し式

" ' ■ f . 4  W t i L i f ...... .
9月5日第二千秋丸秋田沖 

第二千秋丸秋田-沖 
------ 第-ニ-キ 縣 -秋由-沖 …

39-40-681 
' 39-41-934 

39-43-466

139-36-566 350 
139-35-026 300 
139-36-898 250

781
760
663

0.85
0.88
0.94

0
0
0

24.2
24.3 
24.2

1.2
1.3
1.9

9月12日第二千秋丸秋田沖
第ニキ秘五-铁由_沖 -- 
第-ニ-キ 极 -秋由-沖 - - •

39-35-000 
39-35-000 

" 39-35-000

139-40-978 350 
139-42-997 300 
139-44-511 250

868
793
614

0.75
0.84 ■ 
1.14

0
0
0

-- -- 24.7
24.6
24.7 "

1.2
1.4
2.8

( ) は水深計故陣又は無装着のため、 
ローブ伸長終了時から巻き播げ開始までの時間
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図2 再捕された人工種苗と天然魚サイズ

表2 人工種苗の再捕結果

月 日 場 所 由 来 水 深 尾 数 平 均 体 長
(m ) (mm)

表3 5月2 日戸賀沖水深80mでの再捕結果

放流日
放流尾数 

(万尾）

再 捕  

尾 数

天が魚 

尾 数

北浦放流 4 月 7 日 136 1
122

戸賀放流 4 月28日 18 9

118
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水 産 資 源 調 査

【目 的 】

本県の基幹漁業である底びき網漁業に関し、調査船千 

秋丸の試験操業状況の整理や全県の漁獲統計資料の解析 

を行い、本県沖合海域における主要底魚類の資源動向を 

把握するとともに、本県の最重要魚種であるハタハ夕の 

被食実態の知見を得るため、千秋丸の試験操業で漁獲さ 

れたマダラの一部について胃内容調査を実施した。

【方 法 】

1 底びき網試験操業

千秋丸による操業回次別の操業位置（緯度、経度)、 

底層の水温、魚種別の漁獲状況などを整理した。さら 

に、操業の際に破網などにより漁獲できなかった回数 

を除いた有効操業回数を整理した。

2 マダラ胃内容調査（ハタハタ被食調査）

調査魚は全て千秋丸で漁獲されたマダラを使用し、 

平成15年 5 月19日から平成16年 3 月15日の間に計186 

尾のマダラを抽出し、そのサイズ（全長など）や胃内 

容及びその重量を個体別に測定し、マダラによるハタ 

ハ夕の被食実態について調査した。

3 全県の底びき網漁業の漁獲実態調査

水揚げ状況調査で収集した資料を用いて、本県の底 

びき網漁業による主要魚種の漁獲量やC P U E  ( 1 日 

1隻当たり漁獲量）の実態を把握した。

【結果及び考察】

1 底びき網試験操業

千秋丸の各月の操業日数及び操業回数を表1 に、月 

別の操業海域を図1 ー⑴〜1 — (10)に示した。平成15年 

度の操業日数は20日、延べ操業回数は45回 （有効43回） 

であった。なお、 7 月はドック整備、 1 月はR O V  

(自走式水中カメラ）によるクラゲの分布調査のため、 

操業は実施しなかった。操業海域は戸賀沖及び塩瀬崎 

南西方から秋田沖の水深76〜3 0 6mの海域でハタハ夕 

漁場を中心に調査した。操業結果は表2 、 3及び別表 

1 — (1)〜 1 — (6)に不したとおりである。

⑴ 漁 獲 状 況

1) 漁獲量の多い魚種について

操業回次別の漁獲状況を表3 に示した。総漁 

獲量は18,229kgであったが、漁獲量が最も多かっ 

たのはホッケでll，051kg (全体の60.6%)、 1 

曳網当たりの漁獲量は257kgで、続いてハ夕ハ 

夕4,545kg (24.9%)、106kg、スケ卜ウダラl，890kg 

(10.4%). 44kg、 マダラ259kg (1.4%). 6 kg

佐 藤 時 好

の順であった。

2) 底層水温の推移とズワイガニ漁獲量について 

操業漁場の底層水温は平成15年4月から平成16 

年 3 月の間において、1.18〜3.97°Cの範囲となっ 

ていた。これを時期別に分けると、 4 〜12月まで 

の間は1°C台で、ズワイガニが比較的多く漁獲さ 

れていたが、 2 〜 3 月の冬期においては底層水温 

は 2 〜 3°C台に上昇し、この時期にはズワイガニ 

がほとんど漁獲されなかった（表 2) 0 このこと 

から、底層水温が2 °C以上の漁場では1°C台の漁 

場と比較して、ズワイガニの漁獲量が極端に少な 

くなると推測されたが、今後ともデータの蓄積を 

図り、底層水温と漁獲量との関係を解明する必要 

があると思われた。

2 マダラ胃内容調査（ハタハタ被食調査）

今年度のマダラ胃内容調査結果を表4 に示した。

マダラの胃内容物としてハタハタが検出されたのは 

6 月11日 （稚魚 9尾）の戸賀沖が最初で、その後、 9 

月 3 日 （稚魚16尾)、 9 月17日 （成魚 1尾、未成魚 1 

尾、稚魚12尾)、10月21日 （未成魚2尾、稚魚 2尾)、 

12月10日 （稚魚 1尾）に検出されたが、 2 月20日以降 

は全く検出されなくなった。ハタハ夕を捕食している 

マダラのサイズは全長で最小個体が191mm、最大個体 

が600腿とバラツキが見られ、 しかも、捕食していた 

ハタハタの成育段階（稚魚、未成魚、成魚）とマダラ 

のサイズとにも、一定の関係が見られなかった。また、 

ハタハタはテミス卜などと一緒に捕食されていること 

が多かったことから、ハタハタだけを選択して摂餌し 

ているとは考え難かった。

昨年度までは、ハタハタ稚魚の被食は、ホッケやア 

イナメなど数種の魚類で確認されているものの、マダ 

ラでは未確認であったが、今年度の調査で、マダラは 

ハタハタ稚魚や未成魚を6 月以降に比較的多く捕食し 

ていることが初めて判った。今後はマダラとハタハタ 

の漁場での棲み分け（水平 •垂直的）などの関係も考 

慮しながら調査を進め、マダラのハタハタ幼稚魚に与 

える影響などについて検討する必要があると思われた。

- 9 0
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Sk̂ eshÎ im ト norra』

丨靈鬮31HiK f C M m fc l镰 iCMtHBI 着:
IH H W esB  a k ih w u h

丨 麗 _ =雜!ii3 BM K aiiR » fa i»a«3

I H I i S B  
綱  _

靨_ _ _ _  
謹 園 國 ^ 1



表2 千秋丸底びき網試験操業結果

操業 操業 操業 投 網 の 緯度 投 網 の 経度 投網 底層 漁獲量の 備考
回次 年月日 (回目/日) 目合い (度） (分） (度） (分） 水深 水温( °c ) 合計(kg)

1 150408 1 9 39。 39.11 139 39.86 276 1.29 49.0
ズワイガニの漁獲量 
比較的多い(5.0kg)

2 150408 9 39° 41.06 139 38.51 266 // 30.4 " " (7.5kg)
3 150422 1 9 39。 39.01 139 40.01 271 1.48 24.2
4 150422 9 39° 41.06 139 38.40 267 // 81.3
5 150506 1 9 39。 39.24 139 39.66 278 1.47 33.1 アヵガレイ4.0kg
6 150506 9 39。 40.62 139 52.15 76 // 0.6 大破
7 150519 1 9 39° 41.00 139 37.82 297 1.53 54.9
8 150519 9 39。 41.39 139 37.94 275 // 90.9
9 150526 1 9 39° 38.88 139 40.18 270 1.5 8.2
10 150526 9 39。 41.55 139 38.16 257 // 16.2
11 150602 1 9 39° 38.94 139 40.03 274 1.48 46.6
12 150602 9 39° 41.53 139 38.01 263 〃 61.3
13 150611 1 9 39° 39.21 139 39.30 294 1.45 147.7 ホッケ0_7トン
14 150611 9 39。 41.46 139 37.99 269 // 1176.1 ホッケ0_5トン
15 150611 9 39。 54.68 139 34.40 266 1.45 604.5 戸賀沖，ァヵガレイ4.2kg
16 150820 1 9 39° 41.24 139 37.60 295 1.22 9.3 事故網
17 150821 1 9 39。 38.81 139 39.80 287 1.25 895.3 ホッケ0 .8 5トン

18 150821 9 39° 38.62 139 40.09 282 // 0 皆無

19 150903 1 9 39。 38.46 139 40.36 278 1.18 321.2 スケ卜ウダラ0. 2 トン
20 150903 9 39° 38.91 139 40.14 270 " 15.1
21 150903 9 39° 40.98 139 38.24 277 // 2273.5 ホッケ2.2トン、マダラ30kg
22 150909 1 9 39。 38.16 139 40.33 289 1.35 12.8 ホッケ0 .7 6トン

23 150909 9 39° 39.03 139 39.44 293 〃 772.3 ホッケ0_7トン
24 150909 9 39° 40.67 139 38.17 291 // 883.4 ホッケ0 .8 トン

25 150917 1 9 39° 38.16 139 40.17 295 1.51 333.7 マダラ21kg
26 150917 9 39° 38.99 139 39.24 302 // 135.1 マダラ19kg
27 150917 9 39。 40.84 139 38.19 284 // 4532.4 ホッケ4 .5 トン

28 151008 1 9 39° 43.22 139 35.15 280 1.22 717.3 スケ卜ウダラ0 .5トン
29 151008 9 39。 40.44 139 38.14 300 // 70.8
30 151008 9 39° 40.94 139 37.76 299 // 44.0
31 151021 1 9 39° 40.85 139 37.67 306 1.33 57.3
32 151021 9 39° 40.40 139 38.11 302 // 78.7
33 151021 9 39。 38.95 139 39.45 297 // 18.8
34 151118 1 9 39° 42.33 139 36.94 265 1.59 157.8
35 151210 1 9 39° 41.89 139 38.35 232 1.27 49.3
36 151210 9 39° 41.50 139 39.57 201 // 4002.4 ハタハタ 4_0卜ン

37 160219 1 9 39° 41.95 139 38.18 238 2.48 29.2 ズワイガニの漁獲なし

38 160219 9 39。 41.66 139 39.24 210 // 46.0 // //
39 160220 1 9 39° 42.15 139 37.07 268 3.97 103.2 // II

40 160220 9 39。 41.89 139 38.11 242 // 28.0 // //

41 160315 1 9 39。 41.67 139 37.30 279 2.22 48.0
ズワイガニの漁獲量非常 
に少ない(0.1 kg程度)

42 160315 9 39。 41.17 139 38.08 280 // 4.6 // //
43 160323 1 9 39。 41.45 139 37.64 282 2.00 4.30 // //
44 160323 2 9 39° 40.05 139 38.92 278 " 13.9 // 〃

45 160323 3 9 39° 40.16 139 38.57 291 〃 0.6 // //
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表4 マダラの胃内容物調査

月日
操業

( 回目）

投網

水深

調查 

尾数

空爾

尾数

ハタハタ以外を|
1

捕食している尾数_ 左記捕食魚の主たる爾内容物

ハタハタを捕食 

している尾数

I I  1 1
j 左記サイズ; 丨爾内容としての1
I I  I I

No. ! T. L (m m )丨ハタハタ検出尾数•ハタハタ重量■

ハタハタ1尾 ； 

当たりの重量!

ハタハタの

成育段階

5月19日 1回目 297 12 1 1 1 (テミス卜、エビ類など） 0

5月26日 1回目 270 10 0 10 (テミス卜、ェビ類、コチ類など） 0

6月2日 2回目 263 24 6 18 0

6月11日 3回目 266 30 10 11 (ェビ類、アミ類など） 9 1 474 6 20.1 3 .4 稚魚
(戸賀沖） 2 600 2 8.4 4.2 »

3 404 1 4.0 4.0 "
4 399 1 3.9 3.9 "
5 392 1 3.5 3.5 "
6 389 2 6.6 3.3 "
7 366 5 21.5 4.3 "
8 323 1 3.7 3.7 "
9 300 1 3.1 3 . 1 〃

9月3日 277 15 (テミス卜、ェビ類、イカ類） 1 336 2 6.9 3 .5 稚魚
2 356 4 10.3 2.6 "
3 279 2 3.67 1.8 "
4 234 2 3.58 1.8 "
5 229 2 3.09 1.5 〃

6 238 4 6.4 1.6 "
7 238 3 5.1 1.7 "
8 225 1 1.8 1.8 〃
9 226 1 2.63 2.6 〃

10 215 1 1.97 2.0 "
11 230 2 3.05 1.5 "
12 221 1 2.4 2.4 〃
13 205 3 5.8 1.9 "
14 214 2 5.2 2.6 "
15 205 1 1.4 1.4 "
16 191 2 3.9 2.0 〃

9月17日 26 1 435 2 4.8 2 .4稚魚
2 444 1 91.3 91.3成魚
3 433 4 11.8 3 .0稚魚
4 358 3 8.6 2.9 〃
5 374 1 4.6 4.6 "
6 388 1 21.4 21.4未成魚
7 346 2 7.3 3 .7稚魚
8 370 2 9.3 4.7 "
9 379 4 15.3 3.8 〃

10 354 2 9.8 4.9 〃
11 323 1 4.8 4.8 "
12 310 1 2.7 2.7 〃
13 264 2 6.1 3 .1 "
14 237 1 3.2 3.2 it

10月21日 2回 目 3 0 2 1 2  3 5 ( ェビ類、コチ類、ヒレグロ禮魚） 4 1 4 1 0  1 22.4 22.4未成魚

2 401 1 34.7 34.7 "
3 256 1 8.8 8.8 稚魚
4 228 1 8.7 8.7 "

12月10日 1回 目 2 3 2 1 0 1 8  ( ェビ類） 1 1 2 4 5  1 4.6 4.6稚魚

2月20日 1, 2回 目 268 8 0 8 (アシナガゲンゲ、ヒレグロ、マダラ） 0
242

3月15日 1回目 279 3 0 3 (ニギス、ェビ類、アミ類） 0

合計 186 27 115 44 85

- 94 -



8,989,916

8,151,319

11,994,705

7,274,084

6,589,873

5,386,402

5,251,829

6,621,615

6,526,619

6,833,893

7,626,197

6,242,100

4,723,384

3,832,782

2,724,171

3,100,484

2,953,254

3,103,501

2,600,680

2,383,573

1,869,051

2,345,263

2,839,770

2,965,365

(主要魚種：ハタハタ、マダラ、ホッケ、スケ卜ウダラ、ニギ 
ス、マダイ、ヒラメ、アカガレイ、マガレイ、ヤナギムシガレ 

イ、ムシガレイ、ヒレグロ、力ナガシラ、アンコウ、アブラツ 

ノザメ、ホッコクアカエビの18種類）

漁獲量（トン) 
14000

CPUE(kg/隻） 

1200

S55 58 61 H1 4 7 10 13
図2 主要魚種の計

表5 主要魚種計

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

3 全県の底びき網漁業の漁獲実態調査

当センターで収集している昭和55年から平成15年ま 

での全県の底びき網漁業の漁獲量及びC P U E の経年 

変化を表5、図 2 に示した。また、各主要魚種の漁獲 

量及びC P U  E の経年変化を表6 〜22と図3〜19にそ 

れぞれ示した。 漁獲量は、昭和57年の11，995トンを 

最高に減少に転じ、昭和58年から平成3年までは5 〜 

7千卜ンで推移していたが、平成 5年には3千トン台 

に、平成12年には 1千トン台まで割り込んだものの、 

平成13年以降は2千トン台を維持している。

C P U E は、昭和60年から平成2年まで増加傾向に 

あったが、平成 3年以降は減少し、平成12年には最低 

の442kgとなったが、平成14年以降は600kg台に増加し 

ている。

近年において、漁獲量、 C P U E が増加した魚種は、

ハタハタ、ヤナギムシガレイ、 ムシガレイ、 ホッコク 

アカエビなどで、減少した魚種はホッケ、マダイ、 ヒ 

ラメ、アブラツノザメなどであった。また、スケトウ 

ダラ、マガレイ、 ヒレグロ、 アンコウなどは横ばい状 

態で推移している。

平成 15年の底びき網による漁獲量は2,965卜ンで 

(前年比1 0 4 % )であった。前年に比較して増加した魚 

種は、ハ夕ハ夕956トン（200%)、スケ卜ウダラ405卜 

ン （184%)、ホッコクアカエビ9 4トン（139% ) 、ヤナ 

ギムシガレイ101トン（112%)、マコガレイ20トン（184 

% ) などで、減少した魚種はホッケ364トン（48% ) 、 

マダラ254トン（76%)ヽニギス5 4トン（57% ) 、アン 

コウ164トン（89 %)ヽアカガレイ19トン（58% ) 、 了 

ブラツノザメ 3 5トン（7 2 % ) などであった。
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( 1 ) ノ、タノ、夕 ⑵ マ ダ ラ

10,690 497,700 46.6

10,993 955,902 87.0

11,176 772,048 69.1

10,402 302,780 20.1

10,573 .70,430 6.7

9,588 155,470 16.2

8,730 267,064 30.6

7,660 207,327 27.1

7,442 157,551 21.2

7,379 130,334 17.7

7,309 69,557 9.5

6,174 55,476 9.0

5,884 37,307 6.3

5,340 0 0.0

4,769 0 0.0

4,215 53,348 12.7

5,065 81,253 16.0

5,031 153,254 30.5

4,699 143,952 30.6

4,558 156,518 34.3

4,227 157,185 37.2

4,708 447,104 95.0

4,102 476,766 : 116.2

4,522 955,558 211.3

668,644 62.5

545,277 49.6

446,444 39.9

357,892 34.4

338,733 32.0

237,609 24.8

148,458 17.0

162,001 21.1

375,636 50.5

638,092 86.5

637,732 87.3

290,105 47.0

160,005 27.2

101,356 19.0

167,385 35.1

263,564 62.5

318,546 62.9

533,815 106.1

420,772 89.5

423,821 93.0

301,976 71.4

225,475 47.9

335,237 81.7

254,227 56.2

漁獲：！（トン) 
1,200

CPUE(kg/隻） 

250

S55 58 61 H1 4 7 10 13

図 3 ハタハ夕

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻)

図 4 マダラ

漁獲量は昭和56年以降急減し、資源状況の悪化を 

背景に平成4 〜 7年の 3年間ハタハタ漁は全面禁漁 

された。解禁後は漁獲可能量が設定され、 9 〜12年 

までは150トン前後の漁獲量が維持され、その後、 

ハ タ ハ タ の資源管理が順調に進み、13年には400卜 

ン台、15年には900トン台の漁獲量まで回復した。

C P U E は平成12年までは30kg台に留まっていた 

ものが、13年には95kg、15年には211kgと急激に増 

加している。

表 6 ハ夕ハ夕

年 度 延 べ 隻 数 (隻 ) 漁 獲 量 (kg) C P U E  (kg)

漁獲量は、昭和55年の669トンを最高に減少し、 

一時638トンまで回復したものの、平成 5 年に最低 

の101トンとなった。 しかし、 6 年から再び増加に 

転じ、 9年に534トンまで増加した。その後、減少 

と増加を繰り返しているが、250〜300卜ン台の漁獲 

量となっている。

C P U  E は、平成 6年以降、漁獲量と同様増加傾 

向で推移していたが、10年以降は40〜90kg台の範囲 

となっている。

表 7 マダラ

年 度 延 べ 隻 数 (隻 ) 漁 獲 量 (kg) C P U E  (kg)
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1,115,146

931,146

1,067,636

1,139,414

1,024,440

1,023,905

821,642

858,950

798,180

1,373,435

1,172,873

1,210,554

1,107,956

330,945

188,528

268,538

243,751

234,414

167,789

219,716

221,860

269,944

220,544

405,031

3,937,094 368.3

3,049,186 277.4

7,132,741 638.2

2,942,636 282.9

2,723,673 257.6

1,963,736 204.8

2,111,413 241.9

3,676,016 479.9

3,589,239 482.3

3,119,918 422.8

4,254,505 582.1

3,261,327 528.2

1,855,352 315.3

1,664,836 311.8

911,518 191.1

1,197,041 284.0

948,341 165.2

836,927 139.6

702,181 96.7

454,610 47.9

218,295 66.6

281,514 160.2

754,240 183.9

363,973 80.5

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻）

S55 58 61 H1

図 5
4 7

ホッケ

10 13

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻）

図 6 スケ卜ウダラ

(3) ホッケ

漁獲量は、昭和57年の7，133トンをピークに減少 

し、60年は2,000トンを割り込んだ。 しかし、62年 

以降増加し、3,000〜4,000卜ン前後で推移したが、 

平成 4 年に再び減少に転じ、 6 年に1，000トン台を 

割り込み、平成 7 年に一時1，000トン台にもどった 

ものの、平成 8年以降、さらに減少傾向が続き、平 

成12年以降は200〜700卜ン台で推移している。

C P U  E は、昭和57年の638kgが最高で以降増減 

を繰り替えしていたが、平成11年に48kgと最低値を 

示した。平成13、 14年には160kg以上にもどったも 

のの、平成15年には80kgと再び100kgを割り込む状 

況となっている。

表 8 ホッケ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E ( k g )

( 4 )スケ卜ウダラ

漁獲量は、平成元年の1,373トンを最高に、 4 年 

まで1，000卜ン台前半で推移していたが、 5年に331 

トンまで急減した。 6 年以降は100トン台後半から 

200卜ン台で推移していたが、平成15年は増加し、4 

00トン台となった。 C P U E は、昭和55〜63年まで 

80〜100kg台で増減を繰り返していたが、平成元年 

以降は100kg後半台に急増した。 しかし、平成 5年 

以降は急減し、最近は30〜80kg台の低位で推移して 

いる。

表 9 スケ卜ウダラ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)
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104,706

89,053

216,468

224,783

100,454

64,817

85,316

107,321

199,095

101,122

215,300

224,484

148,806

206,919

123,046

132,792

104,317

105,730

84,704

75,613

63,320

94,403

94,051

53,759

漁獲量（トン) 
250

50

〇PUE(kg/隻） 

45

61 H1 4 7 10 13

漁獲量（トン） CPUE(kg/H )
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(5) ニギス

漁獲量は、昭和58年の225トンを最高に急減し、 

60年に6 5トンに落ち込んだ。その後、平成 9年まで 

は増減を繰り返し100〜200卜ン前半で推移していた 

が、10年には100トンを下回り減少しはじめ、15年 

には54卜ンと最低値を示した。

C P U  E は、平成 5年の38.7kgを最高に、徐々に 

減少傾向にあり、平成15年には11.9kgと近年におけ 

る最低値を示した。

表10 ニギス

年 度 延 べ 隻 数 (隻 ) 漁 獲 量 (kg) C P U E  (kg)

(6) マダイ

漁獲量の最高は昭和58年の129卜ンで、最低は63 

年の 9 卜ンとなっており、かなり大きな増減を繰り 

返す状態が平成6年まで続いた。その後、平成 7 〜 

13年には20トン台前後と安定していたが、平成15年 

には、10.4トンにまで減少している。

C P U E の最高値は、平成 4 年の14.2kgで、最低 

値は昭和63年の1.2kgとなっており、平成13年以降 

は 2 〜 4kgと、近年は低い水準になっている。

表1 1 マダイ

年 度 延 べ 隻 数 (隻 ) 漁 獲 量 (kg) C P U E  (kg)
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図 7 ニギス 図 8 マダイ



50,939

52,758

32,770

30,665

25,237

10,026

10,580

24,407

31,021

38,689

29,973

32,978

22,680

23,967

32,760

18,982

158,441

191,743

207,216

278,964

178,335

104,834

77,152

29,868

23,251

20,037

16,842

15,953

99,170

138,360

107,689

138,507

119,725

75,212

81,098

75,334

49,949

52,777

31,573

31,788

( 7 ) ヒラメ

漁獲量は、昭和58年に279トンと最高値を記録し 

た。その後急減し、62年には3 0トンとなり、その後、 

低水準な漁獲が続き、平成 2年の最低の16トンにま 

で落ち込んだ。その後、平成 5年以降100〜130トン 

まで回復したが、 9年以降、減少傾向を示し、14、 

15年には3 1卜ンに減少している。

C P U E は、平成 3年以降増加し、 7年に32.9kg 

と最高となり、平成 5 〜 8年の 4年間は20〜30kgの 

高水準となっていたが、近年は再び減少傾向を示し 

て、平成15年は7.0kgとなった。

表1 2 ヒラメ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

(8) アカガレイ

漁獲量は、昭和63年の記録開始以後では、平成元 

年に5 3卜ンの最高値を示したが、それ以降、減少が 

続き、漁場の類似するハタハタの禁漁（4 〜 6年）

も伴い、平成 5、 6年には10トンまで減少している。 

しかし、 7年から9年まで、一時、増加傾向を示し 

3 0トン前後で推移していた。これはアカガレイとハ 

夕ハタの漁場が一部重複していることなどから、平 

成 4年秋から 3年間のハタハタ禁漁の福次的効果に 

よるものと言える。 しかし、平成15年には、19トン 

の漁獲量となって再び減少している。

C P U 瓦は、平成 5 年に1.9kgと最低値を示し、 

その後2.2〜8.0kgの範囲で推移していたが、平成15 

年は4.2kgと近年においては低い水準を示した。

表1 3 アカガレイ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

漁獲量(トン) CPUE(kg/隻） 
35
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図 9 ヒラメ

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻)

図1 0 アカガレイ
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( 9 )マガレイ (10) マコガレイ

149,581

174,925

100,449

63,504

56,929

87,813

64,420

61,242

101,381

103,960

59,102

38,146

32,170

29,294

38,659

32,022

27,707

47,117

41,744

18,735 1.8

48,032 4.4

30,480 2.7

27,662 2.7

26,156 2.5

123,981 12.9

107,147 12.3

41,672 5.4

35,968 4.8

40,595 5.5

36,637 5.0

22,660 3.7

46,822 8.0

30,469 5.7

46,545 9.8

38,035 9.0

27,978 5.5

26,303 5.2

25,894 5.5

18,073 4.0

21,912 5.2

17,727 3.8

10,949 2.7

20,132 4.5

漁獲量(トン） CPUE(kg/隻） 

25

15

10

図1 1 マガレイ

漁獲量（トン) 
140

C PU E (kg/ft)

S55 58 61 H1 4 7 10 13

図1 2 マコガレイ

漁獲量は、昭和61年に175トンと過去最高となっ 

たが、以降減少に転じ、平成 5 、 6 年に100トン台 

とやや回復したものの、 7年には6 0トンを割り込み、 

8年以降は20卜ン〜4 0トンと低い水準で推移してい 

るo

C P U  E は、平成 6年の21.8kgを最高に減少傾向 

を示し、 8年以降は5 〜11kgで推移している。

表1 4 マガレイ

延べ隻数(隻) 漁獲量(kg) C PUE(kg)

漁獲量は、昭和60、61年に100卜ン台を記録した 

が、62年以降は、あまり大きくない年変動を繰り返 

しながら、20〜4 0トン台で推移していた。その後、 

平成11年に20トンを割り込み、14年には、最低の11 

トンまで減少したが、平成15年は再び2 0トンとなっ 

た。

C P U  E は、平成 4年以降は5 kg以上で推移して 

いたが、平成11年に4.0kgと 8 年ぶりに 5 kgを割り 

込み、平成14年には昭和60年以降最低の2.7kgとなっ

た。

表1 5 マコガレイ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)
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20,727 1.9

15,433 1.4

16,552 1.5

6,309 0.6

10,192 1.0

4,550 0.5

4,000 0.5

4,045 0.5

3,352 0.5

3,099 0.4

3,324 0.5

1,767 0.3

8,551 1.5

16,694 3.1

13,421 2.8

10,836 2.6

12,543 2.5

17,254 3.4

19,562 4.2

17,958 3.9

16,217 3.8

14,255 3.0

23,171 5.6

25,176 5.6

34,097

25,408

34,347

23,553

21,011

10,576

9,272

11,331

7,874

7,647

7,507

15,298

26,977

39,431

50,292

50,514

52,665

63,611

75,124

76,763

74,637

79,835

89,919

100,613

漁獲量（トン) 
120

CPUE(kg/隻） 
25

S55 58 61 H1 4 7 10 13

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻)

(11) ヤナギムシガレイ

漁獲量は、昭和57年の34卜ン以降減少傾向を示し、 

平成 2 年の7.5トンまで減少した。 しかし、その後 

急速に増加し、平成13年以降増加傾向が強まり、15 

年に100卜ン台に達し高水準を維持している。

C P U  E は、漁獲量同様、平成 3年以降増加傾向 

にあり、近年は20kg台に達するようになっている。

表1 6 ヤナギムシガレイ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

(12) ムシガレイ

漁獲量は、昭和55年の2 1卜ンを最高に減少傾向が 

続き、平成 3 年に1.8トンまで減少した。 しかし、

4年以降増加傾向に転じ、平成 5年に16卜ンに、平 

成10年に19卜ンに達した。平成11年以降はやや減少 

傾向を示したが、平成14年以降2 3卜ンに増加し、平 

成15年には最高値の2 5卜ンを示した。

C P U E は、平成 3年以降、多少の年変動はある 

ものの増加傾向にあり、 14、 15年とも5.6kgの最高 

値となった。

表1 7 ムシガレイ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)
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(13)ヒレグロ (14)力ナガシラ

漁獲量は、記録開始の昭和63年の3 2トンが最高で、 

翌年から減少を始め、平成 5 年の5.9トンまで減少 

した。 しかし、 6年以降は増加傾向を示し、 8 〜 9 

年には2 7卜ンとなった。10年には17卜ンとやや減少 

したが、平成11年以降は2 0トン台で推移している。

C P U E は、平成 2 〜 6 年には1.1〜1.9kgと低い 

数値であったが、平成 7年以降は3.7〜6.1の範囲の 

数値を示した。

表1 8 ヒレグロ

年度 延べ隻数(隻） 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

S55 10,690 —

56 10,993 -

57 11,176 —

58 10,402 —

59 10,573 -

60 9,588 —

61 8,730 -

62 7,660 -

63 7,442 31,732 4.3

H1 7,379 19,616 2.7

2 7,309 12,152 1.7

3 6,174 11,575 1.9

4 5,884 8,637 1.5

5 5,340 5,940 1.1

6 4,769 6,376 1.3

7 4,215 15,749 3.7

8 5,065 27,633 5.5

9 5,031 27,791 5.5

10 4,699 17,448 3.7

11 4,558 23,054 5.1

12 4,227 20,990 5.0

13 4,708 27,512 5.8

14 4,102 24,884 6.1

15 4,522 22,808 5.0

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻)

図1 5 ヒレグロ

漁獲量は、昭和56年の63トンと最高を記録したが、 

その後は比較的大きな年変動があり、平成元年に最 

低の16トンまで減少した。 4 〜 6年には50トン前後 

まで回復したが、 7年には27トンまで減少した。そ 

れ以降、徐々に増加し10年には49.6トンとなったが、 

11年以降は再び減少傾向が見られ、14年以降は2 0卜 

ン台となっている。

C P U E は、平成 5、 6 、10年に10kg台の高い値 

を示したが、平成11年以降は徐々に減少し、平成15 

年は5.0kgになった。

表19 力ナガシラ

年度 延べ隻数(隻） 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

S55 10,690 57,199 5.4

56 10,993 63,498 5.8

57 11,176 37,336 3.3

58 10,402 61,088 5.9

59 10,573 17,364 1.6

60 9,588 15,510 1.6

61 8,730 51,522 5.9

62 7,660 29,588 3.9

63 7,442 16,633 2.2

HI 7,379 16,003 2.2

2 7,309 17,591 2.4

3 6,174 42,964 7.0

4 5,884 53,977 9.2

5 5,340 57,329 10.7

6 4,769 49,520 10.4

7 4,215 27,143 6.4

8 5,065 33,220 6.6

9 5,031 49,147 9.8

10 4,699 49,570 10.5

11 4,558 40,273 8.8

12 4,227 33,243 7.9

13 4,708 33,898 7.2

14 4,102 27,468 6.7

15 4,522 22,689 5.0

漁獲量（トン） CPUE(kg/隻)

図1 6 力ナガシラ



223,889

529,687

553,518

435,524

579,776

226,587

127,169

259,975

202,000

270,407

146,326

193,311
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図1 7 アンコウ
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図1 8 アブラツノザメ

(15)アンコウ

本県で漁獲している種類はキアンコウが主体となっ 

ている。漁獲量は、昭和55年の5 3卜ン以降、減少傾 

向が続き、昭和60〜平成2年までは10〜11トンの低 

水準で推移していたが、 3年以降急増し、 5年には 

214トンと最も多い漁獲量となった。以降増減を繰 

り返し100トン台で推移していたが、12、13年に90 

卜ン台に減少した後、14年には再び185卜ンに増加 

した。

C P U  E は、平成 4年以降、20〜40kgの範囲で推 

移している。

表2 0 アンコウ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)

(16)アブラツノザメ

漁獲量は昭和55年の224トンから急増し、56〜59 

年までは500卜ン前後が漁獲され、資源水準が高かっ 

たものと考えられる。昭和62〜平成 6 年まで100卜 

ン前半から200トン後半の範囲で増減を繰り返して 

いたが、 100トンを下回った7年以降は減少傾向が 

見られ、15年には3 5トンと最低を記録した。

C P U E の最高は、昭和59年の54.8kgであったが、 

それ以降、多少の年変動が見られるものの、徐々に 

減少する傾向が見られ、平成15年には7.7kgと最低 

値を示した。

表2 1 アブラツノザメ

年 度 延 べ 隻 数 (隻) 漁獲量(kg) C P U E  (kg)
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S55 10,690 109,179
56 10,993 128,463
57 11,176 84,158
58 10,402 131,373
59 10,573 127,702
60 9,588 62,259
61 8,730 25,296
62 7,660 38,266
63 7,442 50,499

H1 7,379 41,668
2 7,309 49,232
3 6,174 26,119
4 5,884 23,810
5 5,340 26,092
6 4,769 45,993
7 4,215 45,246
8 5,065 64,413
9 5,031 68,157
10 4,699 62,520
11 4,558 82,089
12 4,227 64,997
13 4,708 83,776
14 4,102 67,935
15 4,522 94,407

漁獲量（トン)
140

120

100

80
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40

20

0

CPUE(kg/隻) 
25

S55 58 61 H1 10

(17) ホッコクアカエビ

漁獲量は、昭和58年の131トンを最高に、その後 

急減し、61年には2 5トンまで減少している。昭和62 

年〜平成2 年までは30〜5 0卜ンの範囲で増減を繰り 

返し、 3 〜 5 年には23〜2 6卜ンの低水準であったが、 

以降徐々に増加し、平成15年には、昭和60年以降で 

最も多い、9 4トンを記録した。 C P U E は、漁獲 

量が120kgを超えていた昭和58、 59年には12kgであっ 

たが、平成 9 年以降13kg以上を示すようになり、平 

成15年には20.9kgの最高値となった。

表2 2 ホッコクアカエビ

年 度 延 べ 隻 数 (隻 ) 漁 獲 量 (kg) C P U E  (kg)

11.7
7.5 
12.6 

12.1

6.5
2.9
5.0 
6.8

5.6
6.7 
4.2
4.0
4.9 
9.6

10.7
12.7 
13.5 
13.3
18.0
15.4
17.8 
16.6
20.9

図1 9 ホッコクアカエビ



別表 1 ー⑴千秋丸での漁獲状況

操 業 月 日 操 業 回 数 投網の緯度 投網の緯度 投網水深 魚種
魚体 (cm)

@断 漁獲量 (K g )外網での漁獲(Kg) 備考
最大 最小

用双

150408 1 39。 39.11 139° 39.86 276 ヒレグロ 23.4 7.9 - 0.5
ハタハタ 18.4 14.2 6 0.4 水温

ホッケ 35 28 - 25 表層一 9.4 °C
アカガレイ 36.8 18.5 8 1.6 底層- - 1.29 °C
スケ卜ウダラ47 36 - 16
マダラ
ズワイガニ孑
( 早）

21

113.6(89.1) 80(31.9) 11(15)

0.5

5
150408 2 39° 41.06 139° 38.51 266 アカガレイ 32.5 15.9 13 3.1

スケ卜ウダラ47
ズワイガニ孑
(皁） 131(75.3)

40

23.6(25.1) 41(34)

8

7.5
マダラ 36 0.5
ハタハタ 22.9 15.4 - 0.6
ヒレグロ 27 5.6 - 0.7
ホッケ 37 29 - 10

150422 1 39° 39.01 139。 40.01 271 アカガレイ 

ヒレグロ

35.4
26.5

15.3
8.8

1.5
0.3 水温

ハタハタ 24 9.9 - 6.8 表 層 10.8 °C
マダラ
ズワイガニ C?
(早）

22.5

122.1(28.4) 38.9(25.6) 2⑵

0.2

1.4

底層- - 1.48 °C

ゲンゲ 34 26 - 2
スケ卜ウダラ50.2 43 12

150422 2 39° 41.06 139° 38.4 2 6 7 アカガレイ 

スケ卜ウダラ
ズワイガニ C?
(罕） 71.3(72.7) 
ハタハタ 

ホッケ

35.9(32.3) 18(15)

1 

o 

2 

5 

2 

3 .
4

1 .
2 

1

150506 1 39° 39.24 139。 39.66 278 マダラ 

ハタハタ

30.0
23.6 9.6 -

0.2
27.2 水温

スケ卜ウダラ 54.0 40 - 12 表層一 12.5 °C
アカガレイ 35.2 13.8 4 底層一 1.47 °C
ヒレグロ
ズワイガニ孑
(早） 38.1(33.2) 47.9(26.9) 2⑷

0.3

0.2
150506 2 39° 40.62 139。 52.15 76

マダイ 

ヤナギムシ

14.0
24.0 16

4
4

0.3
0.3

大破

150519 1 39。 41 139。 37.82 297 了力ガレイ 

ホッケ 

ヒレグロ 

ハタハタ

32.7
38
31.2
23.5

24.3
32 - 
12.8 
18.8 -

0.9
10
1.3
1.5

水温 

表層一 14.9 °C  
底層一 1.53 °C

スケ卜ウダラ55.0 40.0 - 40
マダラ 
ズワイガニd
( 早）

44.0 30.0 

85.7(52.8) 48.6(27.1) 6⑵

5

1.2
150519 2 39° 41.39 139° 37.94 275 マダラ 

ハタハタ

35.3
23.0

19.8
15.3 -

7.5
10

ホッケ
ズワイカ•ニ子

( 孚）

37.0 29.0 - 

77.4(42.1) 28.3(26.3) 4(2)

40

0.2
アカガレイ 35.0 18.8 3.2
スケ卜ウダラ53.0 44.0 - 30

150526 1 39° 38.88 139° 40.18 270 アカガレイ 38.4 23.2 0.3
スケ卜ウダラ57
ズワイガニ孑
( 孚） -

1

0.2

水温 

表層---14.7 °C
ハタハタ 22.3 16.2 - 6.5 底層- - 1.50 °C
ヒレグロ 26.8 9.0 0.2
マダラ 51.0 22.2 4.8

150526 2 39° 41.55 139° 38.16 257 ヒレグロ 35.3 8.6 1.1
ミズダコ 

ホ ッ ケ 38 
ハ タ ハ タ 21 
アカガレイ 36.2 
ハ ツ メ 18 
マ ダ ラ 45.3

27
10
24.5 
10
27.6 一

120
9

3.6
25
3.3
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別表1 ー⑵千秋丸での漁獲状況

操業月日 操業回数 投網の緯度 投網の緯度 投網水深
魚体(cm) S .断 漁獲量(K g )外網での漁獲(Kg) 備考

最大 最小
用取

150602 1 39° 38.94 139° 40.03 274 ホ ッ ケ 37.5 31.0 - 18
アカガレイ22.0 - 1 0.1 水温
ズワイガニ
( 早） 0(48.6) 0(26.5) 2 0.1 表層---15.5 °C
ソ ウ ハ チ 29 - 1 0.2 底層 一 1.48 °C
ハ タ ハ タ 20.6 11.6 - 5
ハ ッ メ 13 8 - 23
ヒレグロ 23.9 18.5 0.2

150602 2 39° 41.53 139° 38.01 263 ホ ッ ケ 37_2 31 - 20
ヒレグロ 27.2 15.3 0.2
ハ ッ メ 12.5 7.8 - 25
ハ タ ハ タ 24.4 11.1 - 12.5
マ ダ ラ 39_0 20.6 1
ソ ウ ハ チ 30.0 27.8 2 0.4
アカガレイ25.0 - 1 0.2
スケ卜ウダラ46.0 35.0 2
ズワイガニ孑

1506011 1 39° 39.21 139° 39.3 294 ( 早） 0.9
ホッケ - - - 60 水温

マ ダ ラ 36 32.8 2.9 表層一 17.8 °C
ハ タ ハ タ 22.2 16.3 - 2.7 底層 一 1.45°C
ヒレグロ 30.8 10.6 0.5
ゲ ン ゲ 38.0 - 1 0.3
ウロコメガレ

イ

アカガレイ31_8 29.3 0.4
スケ卜ウダラ49.0 37.0 - 80
ズワイガニ#

1506011 2 39° 41.46 139° 37.99 269 ( 罕） 0.1
ミ ズ ダ コ - 1 8
ホ ッ ケ 37 30 - 700
ヒレグロ 23.8 23 0.3
マ ダ ラ 47 32.3 3.5
スケ卜ウダラ47 32 - 460
アカガレイ42.8 20.5 3.4
ハ タ ハ タ 23 16.2 - 0.8

戸貢沖雨側玉石が
1506011 3 39。 54.68 139° 34.4 266 ホ ッ ケ 38 29 - 500 南にある限度60ハ•ン

アカガレイ39.8 25 4.2
マ ダ ラ 61 58.3 3 水温

ミズダコ 表層一 18.4 °C
ヒレグロ 28.8 14.7 0.8 底層- - 1.45°C
ハ ッ メ 18.0 8 - 70
マダラ(小) 47.4 16 25
ハ タ ハ タ 17.6 8 - 1.5

水温

150820 1 39。 41.24 139° 37.6 295 スケ卜ウダラ 4 .3事故網 表層一 23.0 °C
ホッケ 5 事故網 底層 一 1.22°C
ズワイガニ孑
( 早） 48.8(0) - 1 0.4

海洋高 校 生徒4人
先生1人

150821 1 39° 38.81 139° 39.8 287 スケ卜ウダラ51.5 38.3 - 40
ホ ッ ケ 36 29.2 - 850
ハ ツ メ 18 14.3 - 0.2 水温

ミ ズ ダ コ - 1 2 表層一- 23.2 °C
ハ タ ハ タ 16.9 - 1 0.1 底層 一 1.25 °C
ズワイガニ孑
(伞） 48.8(45.5) 0(26.7) 3 0.1
ゲ ン ゲ 37.6 36.8 2 0.5
アカガレイ40.4 33.5 1.1
マダラ(小) 35.3 26.0 1.1
卜オべッカジ
力 20.0 - 1 0.2

海洋®校生徒 4人
先生1人

150821 2 39° 38.62 139° 40.09 282 皆無 0



別表 1 ー⑶千秋丸での漁獲状況

操業月日操業回数投網の緯度 投網の緯度 投網水深
魚体 (cm) mm, 漁獲量(K g )外網での漁獲(Kg) 備考

最大 最小
うちハタハタ60m m

150903 1 39° 38.46 139° 40.36 278 ハ タ ハ タ 23.2 5.7 19 1.2 位9尾
ミ ズ ダ コ - - 1 9
ヒ レ グ ロ 19.6 7.5 0.5 水温

マ ダ ラ 37.4 31.6 8.5 表層一 24.5 °C
ズワイガニ孑
( 孚） 83.5 43.6 7(15) 1.1 底層一 1.18 °C
スケ卜ウダラ56.0 34.0 11 220
アカガレイ37.0 31.6 0.9
ホ ッ ケ 36.0 27 4 80

150903 2 39° 38.91 139° 40.14 270 アカガレイ41.2 26.3 2.4
ズワイガニ孑
( 早） 2.3
マ ダ ラ 36_4 20.8 - 6.1
ハ タ ハ タ 22.6 5.9 19 1.3
ヒレグロ 20 19.8 2 3

150903 3 39° 40.98 139° 38.24 277 ハ タ ハ タ 23.8 - 1 0.08 ホッケ

マ ダ ラ 51.7 19.7 30
ヒレグロ 25.8 19.8 2 0.2
スケ卜ウダラ55.0 32.0 - 40
アカガレイ38.3 22.8 0.9
ホ ッ ケ 37 27 - 2200
ズワイガニ孑
(牟） 2.3

150909 1 39° 38.16 139° 40.33 289 マ ダ ラ 36.0 24.8 3.8 水温

ホ ッ ケ 35_0 27.0 38 760 表層一 23.7 °C
ヒレグロ 28.5 13 2.6 底層一 1.35 °C
卜オべッカジ
力 24.5 20.2 - 0.3
ミ ズ ダ コ - 1 10
ズワイガニ孑
(孚） 2.5
スケ卜ウダラ54 27 7 140
アカガレイ39.8 20.4 1.6
ハ タ ハ タ 22.5 15.7 - 7.2

150909 2 39° 39.03 139° 39.44 293 ハ タ ハ タ 23.8 14.5 - 9.3
ホ ッ ケ 36_0 28.0 - 700
ミ ズ ダ コ - 2 17
ヒレグロ 29.5 13.8 2
マ ダ ラ 39_0 23.0 17
ズワイガニ孑
( 伞） 3 0.9
スケ卜ウダラ55.0 34.0 - 25
アカガレイ24.0 
ケガニ

- 1
2

0.1
1

150909 3 39° 40.67 139° 38.17 291 ホ ッ ケ 35.6 27.3 - 800
スケ卜ウダラ44.0 28.0 - 60
ズワイガニ孑
( 孚） 0.9
マ ダ ラ 43.0 21.3 6.6
ハ タ ハ タ 22.2 13.8 - 2.6
ミ ズ ダ コ - 1 12
ヒレグロ 26.7 20.4 1.3

150917 1 39。 38.16 139。 40.17 295 ゲ ン ゲ 32.0 18.0 - 8
スケ卜ウダラ52 40 - 160 水温

マ ダ ラ 31.0 20.6 21 表]8-— 24.3 °C
ハ タ ハ タ 23.4 15.0 - 62.5 底層- - 1.51 °C
ヒレグロ 31.0 14.6 2.2
ホ ッ ケ 37.0 33.0 - 80

150917 2 39° 38.99 139° 39.24 302 ハ タ ハ タ 23.5 12.3 - 5
ミ ズ ダ コ - 1 9
ヒレグロ 27 13.1 1.1
ズワイガニ孑
(孚） 0.8
スケ卜ウダラ56 36 - 60
ホ ッ ケ 35 28 - 40
マ ダ ラ 48 24 19.2

- 107-



別表 1 ー⑷千秋丸での漁獲状況

遇 童 s  ロ 描 垩 rni新 投網の緯度 投網の緯度 投網水深 魚種
魚体 (cm)

漁獲量(Kg) 外網での漁獲(Kg) 備考
最大 最小

港效

150917 3 39。 40.84 139° 38.19 284
ズワイガニ孑 
( 早）

ホッケ 

ヒレグロ 

マダラ

36
28.8
47

27
18.7
38.4

-
2.6

4500
0.1
5.8

スケ卜ウダラ55 34 - 18
アカガレイ 25.8 14 1.9
ハタハタ 23.3 17.2 - 4

151008 1 39。 43.22 139° 35.15 280 ハタハタ 

アカガレイ 

マダラ

20.8
34
93

15.7
20.8

4

1

0.3
0.8
12

水温 

表層---21.5 °C
ホッケ 35 27 - 180 底層一1.22 °C
ヒレグロ 
ズワイガニ孑
( 孚）

31.3 11.7 3.5

4
スケ卜ウダラ70 33 - 500
アサバカレイ30.5 - 1 0.2
マダラ 

ケガニ

50 23.2 12.5
4

151008 2 39° 40.44 139° 38.14 300 ミズダコ 
ズワイガニ孑 
( 辛）

マダラ 

ハタハタ 

ヒレグロ

25
21.5
30.2

19.5
12.5 
12.2

1

2

6

2.2
0.5

57.6
4.5

151008 3 39° 40.94 139° 37.76 299 ホッコクアカ 

ェビ 

ホッケ 

ヒレグロ 

ハタハタ 

マダラ 
ズワイガニ孑 
( 早）

アカガレイ

36
31

28

21.4

28
9

1

1

2.5 
5

4.5 
21.9
0.2

3.8
0.1

スケ卜ウダラ48 33 - 6
151021 1 39° 40.85 139。 37.67 306 ハタハタ 21.5 14.0 - 21

ホッケ 35 32 - 20 水温

ヒレグロ 
ズワイガニ孑
( 伞）

29 10 2.8 2.8

1.2

表層---21.5 °C

底層一1.33 °C
スケ卜ウダラ48 32 - 10
アカガレイ 32.5 - 1 0.1
マダラ 41 9.7 2.2

151021 2 39° 40.4 139° 38.11 302 アカガレイ 
ズワイガニ孑 
(早）

マダラ 

ハタハタ 

ヒレグロ 

ホッケ 

ミズダコ

20.7

45.8 
20.0
26.8 
35

23.4 
13.6 
8.8
27.5

1

1

0.1

1.6
4 

11
5 

55
2

151021 3 39° 38.95 139° 39.45 297 アサバカレイ 

ミズダコ 

ヒレグロ 

ハタハタ 

マダラ

24.6

37.8
23.6 
46.3

11.5
15.2
23.4

1
1

0.1
8

0.7
5.5
1.5

スケ卜ウダラ47.5
ズワイガニ孑
( 早）

42

5

2

1

151118 1 39。 42.33 139° 36.94 265 ズワイガニ孑
( 孚） 2.5 水温

ハタハタ 21 17.2 - 155 表層一 18.0 °C
マダラ 42.2 33.8 2.3 底層- - 1.59 °C



別表 1 ー⑸千秋丸での漁獲状況

150219 2 39° 41.66 139° 39.24 ハタハタ 20.8 9.0
ヤUイカ 283 113
ヤナギムシ 22.5 21.3
マダラ 18.0 14.0
ホッケ 35.0 22.6
ヒレグロ 22.8 10.0
スケ卜ウダラ45.0 38.0
ウスメバル 

アブラツノ

23.0 —

ザメ 82.0 -
アサバカレイ 23.0 -
アカガレイ 31.5 20.4
マダラ (小 ) 18.0 14.0

32

160220 1 39° 42.15 139° 37.07 ヒレグロ 34.0 9.0 1.3
ホッコク了力

ェ ビ - - - 4.5 水温

ハ タ ハ タ 19.8 9.0 - 31 表層一-10.0 °C
ウスメバル 24.0 22.0 2 0.4 底層一 3.97 °C
アカガレイ 32.3 13.8 1.5
アブラツノ
ザメ 95.0 80.0 22 40
マ ダ ラ 84.0 68.0 5 23.7
マダラ (小 ) 30.6 11.3 0.8
マダラ 水温下豳いハタハタ

160220 2 39° 41.89 139° 38.11 242 (小） 31.0 12.0 0.6 8 cm 入る

マダラ 83.0 66.0 14.3
ハタハタ 16.6 8.0 - 0.6 水温
アブラツノ

ザメ 92.0 80.0 9 9 表層一-10.2 °C
アカガレイ 37.0 19.7 1.6 底層- - 3.97 °C
ヒレグロ 28.0 11.5 1.9

160315 39° 41.67 139° 37.3 279 マダラ 35.0 24.0
クモヒトデ 
ホッコク了力

— -

ェビ - -
ホッケ 34 -
ヒレグロ 29.0 14.0
アカガレイ 
ズワイガニ
( 孕）

29.0 26.0

スケ卜ウダラ56 
アブラツノ

44

ザメ 92 84
ハタハタ 19.2 8.5

5 

1

1

3 

1

1

1 

o 

5 

3

t

0.
0
-
8
 

0
-
4

0.2 
7 水温

0.4 表層一 10.0 °C  
0 底層一 2.22 °C  

10.6 

2.6

40

6.5
19.5

操 業 月 日 操 業 回 数 投 網 の 緯 度 投 網 の 緯 度 投 網 水 深 魚 種
魚体 (cm)

最大 最小
尾 数 漁 獲 量 (K g )外網での漁獲(Kg) 備考

ハタハタふy かす多い

151210 1 39。 41.89 139。 38.35 232 ハタハタ 23.4 14.5- 18
アカガレイ 35.0 16.3 1
ハツメ 14.0 9.8 - 25 水温

ヒレグロ 25.6 8.7 0.8 表層---15.7 °C
アサバカレイ 30.8 - . 1 0.6 底層- - 1.27 °C
ズワイカ♦ニ子

( 牟） 2 0.4
マダラ 44.6 12.8 3.5

151210 2 39° 41.5 139° 39.57 201 了力ガレイ 34.4 - 1 0.3
マダラ 39.2 27.4 2
ハタハタ 23.5 14.4 - 4000
ヒレグロ 22 19.4 0.1

150219 39° 41.95 139° 38.18
てらI子1痼保30kg歼へ

238 スケ卜ウダラ52.0 34.0 - 15 4 外網2寸

マダラ 49.0 42.3 5 17.3 19.4
ホッケ 34.0 27.0 - 8.5 0 .3水温

ハタハタ 

アブラツノ
19.3 14.8 - 3.4 表層一 10.0 °C

ザメ 88.0 - 1 1.2 1.0 底層- - 2.48°C
了 MSレイ 35.0 - 1 0.7 1.7
ヒレグロ 23.4 10.4 5 0.4 0.2

0.3
1.1

8

4

8

8

7

4

0

2

 

1 

3 

2 

3 

1 

1 

0 

2 

0 

2 

0 

1

0

0

0



別表 1 一(6) 千秋丸での漁獲状況

160315 2 39° 41.17 139° 38.08 280 ヒレグロ 28.3
ホ ッ ケ 43.8 
ハ タ ハ タ 24.0 
マ ダ ラ 41.0 
スケ卜ウダラ52.5 
アブラツノ 
ザメ 90.0
アカガレイ34.4 
ズワイガニ孑 
(孕）

160323 1 39。 41.45 139° 37.64 2 8 2 クモヒトデ - - - 1 7
ミズダコ 6.5水温

ホッケ 34.0 33.0 - 1.3 4 表層一 9.8 °C
アカガレイ 25.1 - 1 0.2 1.4 底層一2.00 °C
ハタハタ 19.4 8.8 - 1.3 1.3
ズワイガニ孑
(辛） 2 0.1 5
ヒレグロ 30.3 10.2 0.7 2.5

160323 2 39。 40.05 139。 38.92 2 7 8 ヒレグロ 18.0 10.0 0.2 0.7
ホッケ 36.5 33.6 - 2.4 0.7
クモヒトデ
など - - - 10 3
ハタハタ 19.5 14.4 — 1.4 1.1
ウスメバル 23.0 - 1 0.2
アブラツノ
ザメ 86.0 46.5 2 3.5
了カガレイ 23.0 17.8 0.3 1.7
ズワイガニ孑
(早） 3 0.2 0.9

160323 39° 40.16 139° 38.57 291 (辛）

マダラ 
ハタハタ 

ホッケ

0.1

0.1

0.2
0.1
0.2

操 業 月 日 操 業 回 数 投 網 の 緯 度 投 網 の 緯 度 投 網 水 深 魚 種 一 一 灰矢魚住(C\ ボ 尾 数 漁 獲 量 (K g )外網での漁獲( K g ) 備考

2.7
2.5
4.5
1.7 
11

0.5
9

0.7

5 

2 

8 

4 

9 

6

8
 

1

1
_
 

1

i 

1

i 

o
.
 

a

0 

o 

o 

o 

o

.

.0
0

1 

8 

4 

4 

4 

1 

o
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計量魚探による資源評価手法の開発調査

笹 尾 敬

【目的】

千秋丸搭載の計量魚群探知機を用いて、ハタハタなど 

の資源評価手法を開発することを目的とした。

【方 法 】

ハ夕ハタの魚探反応を収集するため、ハタハタの集積 

期に、底びき網漁場周辺で11月13日夜間と12月10日日中 

に魚探反応を収集した。また、12月24日に、建網漁場沖 

合で産卵後深部に移動するハタハタの魚探反応の収集を 

試みた。

調査に使用した計量魚群探知機は、 S I M R A D 社の 

EK500である。魚探のキャリブレーションは11月13日の 

調査時に行い、この値を以後の調査でも使用した。船上 

ではデータの収集のみを行い、M O に記録して持ち帰っ 

た後、後処理システムBI500でエコーグラムの解析を行っ 

た。なお、EK500の設定は規定値を用い、解析は周波数 

3 8 k H zで得られたデータについて実施した。

【結果及び考察】

これまでの調査でハタハタ資源量の把握に利用可能な 

散乱像が得られたのは、産卵直前の集積期であったが、 

他の時期は日中はハ夕ハタが潜砂するため、明瞭な反応 

が得られていなかった。そのため、今年度は産卵前の集 

積期に夜間の航走調査を実施した。

11月13日17時から11月14日 2 時にかけて、図 1 に示す 

調査ラインを航走し、水深180〜350 mの範囲でエコーグ 

ラムを収集した。航走距離は約100マイルであった。代 

表的なエコーグラムとT S ヒス卜グラムを図2 から図5 

に示した。また、魚探調査終了後、反応がもっとも強かっ 

た、北緯39度41.5分、東経139度39分の海域で R O V を 

用いて魚種の確認を試みたが、透明度がきわめて低く魚 

種の確認にはいたらなかった。

図 2 から 5 ではいずれも水深100mから150mにかけて 

比較的濃密な反応が認められた。各図中の矩形内のTS 

は一50 dB前後であった。

佐 藤 （2004)は、ハタハタ尾叉長とT S の関係をスヶ 

卜 ウ ダ ラ 式 TS =  201ogFL-66に- 8 d B を加えた TS =  

201ogFL-74と推定している。 この式から尾叉長ごとの 

ハタハタのT S を計算すると表1 のようになり、矩形内 

の反応はおおむね表1 の値の範囲内となっている。 した 

がって矩形内の魚種は、直接確認はできなかったものの、 

ハ夕ハタである可能性もあると推察される。

12月10日、ハタハタ底びき調査終了後、周辺海域でエ 

コーグラムを収集した。航跡を図6 に示す。航走距離は

約25マイル、収録時間は5 時間である。良好に収録され 

たエコーグラムとT S ヒス卜グラムを図7 から 9 に示し 

た。また、当日漁獲されたハタハタの尾叉長組成を図10 

に示す。なお、このときの採集物はほとんどすべてがハ 

夕ハタであった。

図 7 から図 9 のエコーグラムでは、水深100mから海 

底にかけて比較的明瞭な反応が認められる。図 7 のA で 

示した区画のT S は一45.000dBと一48.375dBであった。 

また、水深100〜125mのB の区画では一45.000dBから一 

57.750dBの範囲にあって約6 0 %は表 1 で示したハタハ 

夕の T S の範囲内にあった。図 8 の区画A で一42.0〜一 

43.5dBと一46.5〜一48.0dBの 2 種類の T S が得られ、 

区画 B では一33.0〜一34.5dBと一40.5〜一42.0dBの反 

応が得られた。これらの値のうち区画A の一46.5〜一48.0 

d B はハ夕ハタの反応と考えられるが、そのほかはハタ 

ハタより大型の魚類の反応で、当日の漁獲組成からマダ 

ラ幼魚と推察される。図 9 - 2のA は図 9 の水深75〜100

爪の T S ヒス卜グラムで、漁獲したハタハタの尾叉長か 

ら推定すると一46.5〜一51.5dBの範囲がハ夕ハ夕の反 

応と考えられる。 また、B は水深100mから海底までの 

T S 分布で非常に広範囲の魚種の反応が現れている。

当日のハタハタの尾叉長組成をみると、13〜23.5cmの 

範囲で、19〜20cmにモードがみられている。想定される 

T S 範囲は表1 にしたがって一51.7〜一46.6dBであり、 

尾叉長組成のモードのT S は一4 8 d Bほどであると推察 

される。図 7 から 9 の T S ヒス卜グラムは一4 8 d B前後 

の出現頻度が高く、ハタハタの魚群をよくとらえていた 

と推察される。

次に、12月24日の建網漁場沖合での航跡、エコーダラ 

ムと T S ヒス卜グラムを図11から15に示す。エコーグラ 

ム及びT S ヒス卜グラムから、接岸期のハタハタは主に 

陸棚縁辺の斜面に分布していることが明らかとなった。

ここで漁獲組成が明らかな12月10日のデータを用いて 

ハタハタ現存量を推定する。平方マイルあたりの尾数N  

は次式で求められる。

N = S A / a  

ただし、び ニ 4 tt r 2 X 10 (TS/10) r = l

BI500ではエコーグラムの各セルごとにS A の総和が表 

示される。そのため、 目的の魚種のS A は T S ヒス卜 

グラムの出現比率で振り分けて求めることになる。図 9 

の場合、 もっとも左の水深75〜100mのセルのS A の総 

和は 7、ハ夕ハ夕と考えられるT S は一46.5〜一51.5dB
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でその比率は2 4 %である。 したがってハ タ ハ タ の S A  

は1.7となる。同様に、水深100mから海底までのS A の 

和は677で、ハ タ ハ タ の T S は3 2 %であり、ハ タ ハ タ の  

S A は216.6となる。 したがってこ の 2 層のセ ル で の ハ 

夕ハ タ の S A は218.3である。

この日の漁獲物の平均F L は18.5cmで、体重を0.083 

kgとした。尾叉長18.5cmの ハ タ ハ タ の T S は表1から、 —

48.7dBと推定される。この値を上記の式に代入すると、 

a =0.00017

となり、図 9 のもっとも左側の1平方マイル当たりの現 

存尾数N は

N=218.3 +  0.00017 =  l，284117尾 

重量は平均体重0.083kgから約107トンと計算された。

このように、今年度の調査では一部分ながら、ハタハ 

夕の現存尾数を算出することができ、資源評価手法の開 

発にある程度の成果が得られたと考えられる。今後、デ一 

夕をさらに収集するとともに、より精密に解析し評価手 

法を確立する必要がある。

【文 献 】

1 佐 藤 泉 （2004) :計量魚探による資源評価手法の開 

発、平成14年度秋田県水産振興センタ一事業報告書95- 

101

2 金田友紀、三宅博哉（1 9 9 9 )：資源量推定の試み、

計量魚群探知機を用いた道西日本海におけるスケ卜ウ 

ダラ産卵群の来遊資源量予測基礎調査、北海道立中央 

水産試験場他、95-106

図 1 1 1 月13〜14日航走調査航跡
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図 3 — 1 エコーグラム2 1 1 月13日 21:22〜22:05

図 3 — 2 エコーグラム2 の矩形で囲まれた部分の 

T Sヒス卜グラム

図 4 エコ一グラム3 1 1 月14日 00:00〜00:37

表 1 Tscmを一74dBとしたときのハ夕ハ夕の夕ーゲットス卜レングス

FL(Cm) 13 13.5 14 14.5 15 15.5 16
TS -51.7 -51.4 -  51.1 -50.8 -50.5 -  50.2 -49 .9

FL(Cm) 16.5 17 17.5 18 18.5 19 19.5
TS -49 .7 -49 .4 -49.1 -48.9 -48.7 -48.4 -48.2

FL(Cm) 20 20.5 21 21.5 22 22.5 23
TS -48.0 -47 .8 -47 .6 -47 .4 -47 .2 -  47.0 -46 .8

FL(Cm) 23.5 24 24.5 25 25.5 26 26.5
TS -  46.6 -46 .4 -46 .2 -46 .0 -45 .9 一 45.7 -45 .5



図 6 1 2 月10日底びき網漁場での航走調査航跡

図 7 底びき網漁場でのエコーグラム1 
12月10 日10 ： 00〜1 1 ： 30

m m

A
[̂ 0.375 •]

-48*750 -48.000 -47*250 -46*500 -45,750 -45 0 ^  T

去7*750 -55*500 -53*250 -51.000 -48 750 -46,500

図 7 —  2 エコーグラム1 のTSヒス卜グラム 

A ：白抜きの四角形で囲まれた区域内のTS分布 

B ：水深100〜125mのTS分布

図 8 底びき網漁場でのエコーグラム2 図 8 —  2 エコーグラム2 のT Sヒス卜グラム

12月10 日1 1：40〜 12 ： 40 A ：水深100〜150m

B ：水深150〜170m
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図 9 底びき網漁場でのエコーグラム3 図 9 一 2 エコーグラム3 のTSヒス卜グラム

12月10 日14 ： 30〜 15 ： 30 A ：水深75〜100m

B ：水深100以深

図1 0 1 2 月10日千秋丸で漁獲されたハタハ夕の尾叉長組成

図1 1 建網漁場沖航走調査航跡
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図1 3 建網漁場沖エコーグラム2

図1 4 建網漁場沖エコーグラム3
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ラム
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図1 3 -  2 建網漁場沖エコーグラム2 の白抜き四角形で 

囲まれた部分のTSヒス卜グラム
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図14一 2 建網漁場沖エコ一グラム3 のTSヒス卜グラム
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図1 5 建網漁場沖エコーグラム4

図15—  2 建網漁場沖エコーグラム4 の黒四角形で囲 

まれた部分のTSヒス卜グラム



海底地形探査測線

佐 藤 時 好 • 伊 籐 保

ターを読み込み全体図のX Y Z 値を作り出した。秋田 

の基準位置は40。00，00.0000〃 N、140° 50’ 00.0000〃
E とした。これを基点にX Y Z 値を求めて体積計算さ 

せ、 3 D 図を作成した。これらのファイルからコンタ 

図を作り出し、ハイプロットにより緯度経度と重畳さ 

せた海図の印刷ファイルを作り、プロッタ一により海 

図を印刷した。

【結果及び考察】

調査海域及び測線を図1 に示した。入道崎北側（東西 

4,000m—南北l，800m)、入道崎西〜北西側（東西2,500 
m—南北8,000m)、戸 賀 (東西l，600m —南北4,200m) 
の範囲を測量した。調査は3 日間、延べ12時間に渡った。 

表 1 に示すとおり、計測線は南と北を半分に区切り、南 

側から順次計測した。

表 1 調査年月日

定 線 年 月 日

L 1 〜 L10 平成15年 4 月10日

L11 〜 L23 平成15年 4 月11日
L24 〜 L36 平成15年 4 月24日

【目 的 】

千秋丸搭載の海底地形探査装置（マルチビームソナ一）

は、微速で航走しながら音響探査することにより、詳細 

な海底地形を収集することができる。公表されている海 

底地形データの精度は非常に粗なため、この方法による 

天然礁漁場などでの地形探査は有用なものである。今年 

度はハタハタ稚魚の通り道となっている可能性が考えら 

れる県中央部に位置する入道崎〜戸賀沖天然礁での海底 

地形探査により、精密な3D図の作成 • 整備を進め、ハ 

夕ハタ稚魚などの通り道の解明のための基礎デ一タを収 

集することを目的とした。

【方 法 】

海底地形探査のため使用した調査船千秋丸への搭載機 

器 • 解析ソフ卜などは次のとおりである。

1 ハード構成

マルチビーム測深機：Seabat8101、 PROCESSOR 
RESN 社

モーシヨンセンサ： DMS -05型
DGP S ： Ashtech BR2G
方位：トキメックジャイロ（T G -6000)
データ収集装置：DELL PRECION 340 

操作概要は次のとおりである。

マルチビーム測深機により水深の約2倍の幅の海底 

面を捕らえ、これを連続して記録して行く。海図にす 

るため、位置情報はD G P S から、方位はジャイロコ 

ンパスから得て、機械的に同期させた。船体の揺れ、 

ねじれに対する補正としてモーシヨンセンサ一を用い、 

ロール、 ピッチ、ヒープに対する補正を行った。

2 解析ソフ卜H Y P A C K .  M AX .
以上の情報をパソコンに取り込み、解析ソフト 

HYPACK. MAX (COASTALO社製）により統合し 

て海図、鳥瞰図、 3 Dモデリング図や断画図などを作 

成した。

3 操作概要 

マルチビーム測深機から受けた信号でサ 一^^イプロ 

グラム（S U R V E Y ) を開始させ、ログインするこ 

とにより生ファイル（R A W )が生成される。 リブレ 

イでサーベイのでき具合を確認しながら、マ卜リック 

スを作った。スイープエデッ夕で収集したRAWファ 

イルに音速、潮位の当日のデータを加えて補正し、各 

測線の雑音響を取り除いて編集した。ここで補正され 

たファイル（MB Max) でマトリックスのパラメ一

人工魚礁•増殖場等関連調査

(海底地形探査）
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計画測線の幅は、水深とマルチビーム測深機のノイズ 

などを考慮して150mとした。

船速は、平均 8 k t とした。 これ以上ではデータの密 

度が荒くなり精度が著しく落ちた。風力が4以上になる 

と波浪によりセンサー部に泡ができノイズなどが多くな 

り、大波のため急速な舵をとった場合、ジャイロコンパ

スの信号が敏速に追随できなくなり、図面が湾曲した。 

また、その場所を探し、補正するのに時間がかかった。

本報告では等深線図（図 2 )、 3 D 図 （図 3 ) 及び鳥 

瞰 図 （図 4 ) を表示した。なお、 3 D 図の出力について 

は面積が広いため5倍に高さを強調した。また、鳥瞰図 

の光源位置は西方の斜め上から当てている。

E 139-38-0 E 139-40-0_________  E 139-42-0 _  E 139-44-0____

図2 調査海域の等深線による表示
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今回の入道沖及び戸賀沖の海底地形調査により、次の 

ような知見が得られた。

• 例年、ハタハタ稚魚が他の水深帯と比較して多く分 

布している水深帯である人道崎の西側（入道崎沖〜 

戸賀沖）2.5kmまでの水深80m帯より深いところで 

は、なだらかな地形となっていて、それより浅いと 

ころでは急な丘陵（岩礁）地帯になっている。

• 入道崎水島から北側2.5km付近の水深100m以浅にお 

いては、水島に沿って扇型の起伏（高さ1〜 2m の 

溝が数多くある）に富んだ地形であることが今回の 

探査により初めて確認された。

以上のように、ハタハタ稚魚の通り道と見なされる戸 

賀沖〜入道崎沖の極浅所を除く海底地形の全体構造につ 

いて把握することができたが、今後はハタハタ稚魚や動 

物プランク卜ンの分布状況などの生物データの充実を図 

ることにより、海底地形とハタハタの稚魚における通り 

道との関係がより明らかになって行くものと考えられる。

将来的には、海底地形に関する基礎データに「稚魚や 

成魚の分布状況」「計量魚探による魚群量デ一夕」 「ADC P 
による潮流データ」 などを地理的情報解析システム 

( G I S ) に重ね合わすことにより、回遊魚の通路の探 

索、水産資源の解析、ウスメバル、ハタハタ、ズワイガ 

ニなどの漁業操業の効率化など、漁業者の要望に対応し 

た幅広い利活用が可能になるものと考えられる。

図3 調査海域の3 D図による表示

図4 調査海域の鳥瞰図による表示



人工魚礁•増殖場等関連調査

(男鹿周辺海域礁調査）

【目 的 】

男鹿周辺海域礁は、男鹿半島西側海域の北上•南下魚 

道を通過するプリ、サクラマスなど回遊性魚類の滞留及 

びマダイ、ヒラメなど根付け• 底生魚類の蜻集•生息と 

ともに、各種未成魚の保護育成などの機能を合わせ持つ 

大規模で効率的な魚礁として造成された。しかし、この 

海域礁における調査事例がほとんどなかったことから、 

今年度は、この海域礁の安定性やそれぞれの魚礁の起伏 

の状況と魚類の蜻集状況との関係について検討した。

佐 藤 時 好

【方 法 】

平成15年12月 1 日、 3 日、 5 日の3 日間、男鹿周辺海 

域礁漁場（図 1 ) において調査船千秋丸（187トン）を 

使用し、海底地形探査装置（マルチビーム測深機： 

Seabat 8101、レソン社）により10ラインに分けて航走 

し、12月 1 日にはそれぞれの魚礁の安定性や起伏の状況 

を確認するとともに、魚類の蜻集反応を、12月 3 日には 

魚群探知機（FCV—10、FCV—140、古野電気）により、 

12月 5 日にはROV ( 自走式水中カメラ： EXPERT 
NOVA広和）により蜻集している魚種の確認を行つた。

37 £8i 、ノ " V  一 厂 ノ  一 _

図 1 調査海域図

表 1 魚礁の形状と群体の規模

種類 高さ（m) X奥行き（m) X幅(m) 空間容積(m2) 主要材質 群体の構造

a 6.00X16.0X16.0 694.0 鋼製 1基

b 12.00X10.0X10.0 806.0 // 1基
c 5.60X6.35X6.35 601.8 // 3基群体

d 3.50x6.5x6.5 492.0 コンクリー卜 4 基群体

e 3.20X6.9X6.9 584.8 // 4 基群体

f 3.10X2.43X2.11 409.6 // 16基群体

g 6.05 (直径6.15) 516.0 // 3基群体

h 1.5X1.5X1.5 499.5 // 148基群

一 121—



男鹿周辺海域礁（塩瀬崎沖）

9 0 m
8 o m

秋ra趿扔迎市抝瀬坳沖合 

坦瀬椅灯台を驻点とし、 
次の4点で朋まれた海域 

圾方位钜雔 
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50 m
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図2 男鹿周辺海域礁（群体礁の配置図)



図3 魚礁の配置状況と調査ライン（海底地形探査より）



【結果及び考察】

海底地形探査により、それぞれの魚礁の配置状況及び 

埋没の有無など魚礁の安定性については、海底地形探査 

装置により得られた図3 から次のようなことが推測され 

た。

魚礁の埋没は見られなかったものの、同じブロック 

(全 8 ブロック）内の各点においては同じ種類のものを 

同じ量だけ設置しているが、魚礁沈設時の広がり具合な 

どによって、その群体礁の配置状況や高さ及び起伏の状 

況に違いが見られることがわかった。（図 3 )。

12月 3 日に実施した魚群探知機による調査においては、 

群体礁の配置図（図 2 ) に付してある魚礁整理番号（整 

理上の仮の番号）の21番、35番 （水深85〜90m) にマア 

ジやイヮシ類などの回遊魚と推測される強い反応がみら 

れた。また、12月 5 日に実施したR O V調査でも、12月 
3 日と同じ21番、35番の魚礁の上層で、アジの群れが滞 

留していることが確認できた。この21番、35番の魚礁の 

設置状況（図 3 ) を見ると、他の周りの魚礁と比較して、 

背の高い魚礁と低い魚礁がある程度広い範囲に混在して 

おり、起伏に富んだ広がりの大きい配置になっているこ 

とがわかった。その他、数は少ないものの21番、35番が 

含まれるライン、No. 6 〜 9 ラ イ ン （図 3 ) において、力 

レイ類や力ナガシラ、メバルが確認された。

以上のことから、この海域礁のような起伏に富んだ広 

がりのある魚礁の配置が、魚群蜻集の一要因になると推 

察されたが、今後は、季節変化も踏まえながら、魚種別 

に蜻集状況を調査して、この海域礁の効果をさらに検討 

する必要があると考えられた。



資源管理型漁業推進総合対策事業

(多元的資源管理型漁業推進事業）

【目 的】

秋田県では平成10年度複合的資源管理型漁業に取り組 

み、魚種別管理を推進するための資源モニタリング調査 

や試験操業などにより主要魚種の資源動向の把握、漁業 

実態の把握、小型魚再放流調査、多獲魚の鮮度保持•処 

理技術の開発のための試験及び調査を実施した。また、 

水産関連イベン卜を開催し、県内の資源管理の状況につ 

いて啓蒙普及を図り成果を得た。

これらを踏まえ「多元的資源管理推進事業」では漁業 

経営も視野に入れた調査•研究に基づく資源管理手法の 

提示、遊漁関係者•流通業者などとの連携など多岐にわ 

たる幅広い取組を行うこととしており、これらを基本と 

して本年度事業を実施した。

【方 法 】

1 漁獲実態調査

平成15年10月〜12月に県内の底びき網漁船5隻 （秋 

田県漁業協同組合船川総括支所所属3隻及び南部総括 

支所所属2隻）を対象に調査票の記入を依頼し、主に 

ハ夕ハタの操業位置、漁獲量などを把握した。

2 生物測定調査

平成15年 9 月〜11月に調査船千秋丸で漁獲したハ夕 

ハタを用いて接岸予想のための雌雄別体長、体重、生 

殖腺重量の精密測定を実施し、生殖巣の発達度、海況、 

水温条件などから季節ハタハタの接岸日を推定した。

3 試験操業調査

平成15年 4 月〜平成16年 3月の期間に秋田県沖合水 

深250m前後の海域において、調査船千秋丸を使用し 

た底びき網試験操業（かけまわし）により、ハタハタ 

の年齢組成、CPUEなどを把握した。

4 産卵状況調査

平成16年 1月〜2 月の期間に県内8 力所において、 

ハ夕ハタ産卵場（藻場）における卵塊の数を潜水ロー 

プラインにより目視確認し、単位面積あたりの卵塊数 

を把握した。

5 放流効果調査•管理効果把握調査

平成15年 4 月〜平成16年 3 月の期間に県内4 市場 

(秋田県漁業協同組合岩館支所、同北浦総括支所、同 

椿支所及び同南部総括支所（金浦)）において、マダ

奥山忍•佐藤泉•杉下重雄

イ及びヒラメの全長制限（各14cm、30cm) の遵守状況 

を確認するとともに放流魚の出現状況を調査し、年齢 

別再捕率及び推定混獲率を把握した。なお、放流魚の 

判別については、マダイは背鰭の切除痕、ヒラメは黒 

化斑点の有無を基準とした。

6 標本船調査

平成15年 6 月〜10月の期間に秋田県漁業協同組合北 

浦総括支所管内のァマダイ漕さし網漁船4隻を対象に 

調査票の記入を依頼し、操業位置、魚種別漁獲量など 

を把握した。

7 加入量調査

平成15年 7月〜9 月の期間に調査船第二千秋丸を使 

用し、秋田市沖合の10〜 150 mの水深帯においてマダ 

イ、ヒラメ及びマガレイを対象に開口板付曳網を用い 

て 1 操業当たり15分の操業により稚魚を採捕し、 

CPUEを把握した。また、ハタハタについては平成 

15年 4 月、 5 月の期間に漁業者の船舶を使用し、男鹿 

市北浦沖合の水深5 〜70mの水深帯で同様の漁具を用 

いて1操業当たり10分の操業により稚魚を採捕し、 

CPUEを把握した。

8 改良漁具試験操業調査

平成15年12月に男鹿市船川港女川の船入場沖合の水 

深 5 m前後において季節ハタハタのさし網漁業を対象 

に地元の漁業者の操業による目合い別試験操業を実施 

した。さし網の目合いは、1.65 —1.7寸、1.75寸及び1.8 
寸の 3 種類を用意し、 1反当たりの長さは約37.5m 
(25間)、高さは100掛 け (目合いX 1 0 0 )とした。

【結果及び考察】

1 漁獲実態調査

操業場所については図1 に示すとおり、秋田県の海 

域を5分毎に区切った区域を基準とした。

調査票を集計した結果、10月 1 日から12月23日で計 

124.6卜ンの報告があり、銘柄別の漁獲重量はコミ銘 

柄が全体の約84%を占めた（表 1)。
操業場所別操業回数（表 2 ) によると、もっとも頻 

繁に操業した場所はエー3 ( シグレの東側）で10及び 

11月に合計265回の操業回数であった。98%が10月及 

び11月の操業であり、次いでウー1 (戸賀沖）の60回 

であり、ここでは船〗11総括支所所属の底びき船のみが
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操業し、昨年度は沿岸漁の時期と重複するかたちで 11 
月下旬及び12月上旬のみの操業であったが、今年度は 

10月も22回の操業が行われた。

一方、操業場所別CPUE (表 3 ) でもっとも高い 

値を示した操業場所はエー5の1268.8kg/操業、次い 

で才ー11の1225.0kg/操業であり、両者とも12月中の 

操業であった。また、全体のCPUEを旬別に見ると、

11月下旬から急激な上昇が認められ、昨年度と同様の 

傾向を示した。これは、接岸前のハタハタが底びき漁 

場に短期間かつ大量に蜻集することを示していると考 

えられ、今年度の11月下旬のCPUEは昨年度と比較 

して約6.5倍 （776.3/119.6) となっていることから判 

断すると、その蜻集密度は昨年度と比較してさらに高 

くなっていると推察された。

表 1 旬別銘柄別漁獲量 単位：kg

30, 40, 50， 140*

図 1 操業区域

表2 旬別操業場所別操業回数 (単位：操業）

操業月 旬別 ゥ-1 ウ-2 ゥ-6 ウ-7 ウ-14 ェ-2 エ-3 エ-4 エ-5 エ-11 ェ-12

10月 上旬

中旬

下旬

5

8

9

1 1

5

5 3 1

44

16

52

2

1

14

1

17

5

11月 上旬

中旬

下旬

4

17 7 5

2 106

46

1

12

19

2

2

6

1

22

12月 上旬

中旬

下旬

17 6 4 7 3

2

1

1

3

样計， _ 60 7 22 12 5 1 265 34 6 19 55

操業月 旬別 エ-13 エ-21 エ-22 才4 才-5 オ-11 才-12 . 総計

10月 上旬

中旬

下旬

1

4

85

29

81

11月 上旬

中旬

下旬

1 9

8

1

10 3 3

132

106

49

12月 上旬

中旬

下旬

7 4 2 3

6

1

54

11

2

総計,. 6 24 15 3 3 2 10 549

表3 旬別操業場所別CPUE (単位：kg/操業）

揉業月 旬別 ウ-1 ウ-2 ウ-6 ウ-7 ウ-14 ェ-2 エ-3 ェ-4 エ-5 エ-11 エ_12

10月 上旬

中旬

下旬

7.4

16.1

25.6

6.0 3.0

23.8

25.2 172.0 1.0

35.1

21.1 

41.7

5.3

10.5

75.3

56.0

28.8

56.0

11月 上旬

中旬

下旬

13.5

142.8 87.7 108.2

72.0 67.2

70.8

91.9

163.4

3.0

200.0

342.0

70.0

472.3

12月 上旬

中旬

下旬

558.5 1151.7 277.5 757.9 950.8

2362.5

35.0

1780.0

1061.7

捲計. 206.2 988.0 89.6 487.2 132.0 1.0 54.5 124.4 1268.8 79.8 331.8

揉業月 旬別 エ-13 オ-4 オ-5 オ11 ォ-12

10月 上旬

中旬

下旬

31.5

133.0

37.4 

20.2

48.4

11月 上旬

中旬

下旬

49.0 175.0

845.3

161.0

1222.9 1199.3 1551.7

79.4

111.3

776.3

12月 上旬

中旬

下旬

771.4 1045.6 1225.0 735.0

1152.1

14.0

772.0

1347.5

24.5

. . 糍 計 _ . 102.1 572.4 1104.8 1199.3 1551.7 1225.0 913.2 226.9

操業年月日 旬別 コS 大 中 小 合計

10月 上旬 448 2,371 291 66 3,176
中旬 90 371 110 17 586
下旬 560 2,524 725 114 3,922

11月 上旬 2,979 5,223 1,922 360 10,485
中旬 6,389 3,777 1,451 181 11,797
下旬 37,320 511 168 39 38,037

12月 上旬

中旬

下旬

41,690
14,823

49

41,690
14,823

49
総計 104,347 14,775 4,666 776 124,564

22
200n
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図2 メス成熟度の推移
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メス成熟度が20に達した日

図3 初漁日とメス成熟度指数の関連（禁魚年を除く）

2 生物測定調査

図 2 に示すとおり、回帰直線により雌の成熟度（生 

殖腺重量/ 内蔵除去重量x 10 0 )が20に達した日を推 

定すると10月21日となった。さらに昭和58年以降の雌 

の成熟度と初漁日の関係（図 3 ) から、メス成熟度が 

20に達した日が平均（10月28日）より早い年の初漁日 

は、概ね12月 2 日〜7 日の間に認められることが多い 

ものの、今年度と同様に成熟が極めて早い昨年度（初 

漁日11月28日）及び平成7年 度 （同12月 8 日）につい 

ては、この初漁日期間に当てはまらない。そこで、成 

熟度と初漁日との関連に、特異年と見られる平成7年 

を除いて回帰直線を当てはめると、12月 1 日±  2 日の 

推定値が得られた。

11月14日に開催されたハタハタ資源対策協議会にお 

いて、以上の結果と海況条件から今年度の季節ハタハ 

夕の初漁日を12月1日± 2 日の、近年では早い時期と発 

表した。なお、実際の初漁日は11月27日であった。

! 試験操業調査

調査船千秋丸に（187トン）によるハタハタの試験 

操業の結果を図4 に示した。

主漁期である10〜12月の体長組成は、才ス、メスと 

もに平成13年生まれの3歳魚が漁獲の中心であり、新 

たに漁場に加入してきた2歳魚の割合は低かった。ま 

た、この時期のCPUEは4，123尾/ 操業であり、昨年 

度の同時期の134尾/ 操業と比べて約31倍もの値であっ 

た。これは12月に1操業で約4 卜ンの漁獲があったため 

であり、漁期後半の資源密度の増加を示していると推 

察された。この傾向は、民間底びき船の漁獲量推移に 

も現れており、今年度は10〜12月の漁獲量854トンの 

うち11月下旬から12月上旬までその74% を漁獲すると 

いう短期集中型であった。
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図4 千秋丸によるハ夕ハタの体長組成（かけまわし、10— 12月）
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4 産卵状況調査

今年度の男鹿半島周辺（北湳、野村、湯の尻、戸賀、 

船川地区の平均値）及び県南部（平沢地区の平均値） 

の産卵場における卵塊密度はいずれも前年度を上回っ 

たものの、県北部（岩館及び八森地区の平均値）は下 

回った。これは、来遊尾数の減少が要因の一つと考え 

られるものの、岩館及び八森の両地区ともに平成6年 

度の調査以来2番目に高い卵塊密度であった。また、 

船川総括支所管内の台島St.l及び金川St.2では、平成 

13年度の調査まで卵塊はほとんど皆無の状態であった 

が、今年度の卵塊密度は11.6個/ m2及び16.8個/ m2で 

あり、来遊尾数の増加を反映していた。県南部の平沢 

地区では全体の平均値で前年度の約3.3倍となり、密 

度の増加傾向が顕著であったものの目視観察では海藻 

の主枝のみが残り枝部が流出した形跡が認められた 

(表 4 )0

表4 ハ夕ハタ卵塊密度（個/ m2) の推移

地区 定点 H.3 H.4 H.5 H.6 H.7 H.8 H.9 H.10 H.11 H.12 H.13 H.14 H.15 H.16

岩館 S t .1 6.1 3.3 26.9 27.0 11.9 173.8 14.7
St. 2 13.0 9.7 1.2 7.6 7.6 1.5 12.6 4.1 21.1 231.8 39.4
小入川増殖場 17.5 30.3 13.9

八森 S t .1(雄島 ) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.7 0.0 0.3 0.0 0.1 8.2 0.0
St. 2 (ニッ森） 0.0 0.0 1.7 0.2 1.3 0.1 0.1 0.8 12.9 0.5
St. 3(漁協脇 ) 27.4 39.7 15.7 3.2 25.9 116.8 25.3
St.4(滝ノ間) 53.2 192.8 112.8

能代 轧丄(_南防■ )■ ............
St_2 (発電所取水ロ）

S t  4 (北防波堤）

............ ........
0.0 0.0

..........

o! o! o
 

o; o: o

. . 0._5._ 

0.9 6.0 0.0
__12,3_

6.6
…9こ0… 

0.0
----- ............

北浦 相 脆 __1.......................
相川St. 2 0.9 0.2 2.1

. . 0.6__. 
0.6

2.0__
1.7 6.6 4.4 5.5 2.4 0.1 9.7

_._0.0
25.4

相川St. 3 1.8
相川St. 4 2.3

.........
八斗崎St_ 2(1_5〜2m) 1.9 0.1

… 1:1…  
1.1 0.1 0.1

..
0.6 3.1 6.3 3.9 1.7 1.1

__0,0_
0.2 12.6 70.1

八斗崎St_ 3 (2m ) 7.7
八斗崎St. 4(3m ) 17.2 57.2
八斗崎St. 5 (4m ) 13.0 87.7
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5 放流効果調査•管理効果把握調査

マダイを合計20,601尾、 ヒラメを合計8,974尾調査 

した結果、全長制限以下の当歳魚の割合はそれぞれ0.1 
%及び0.0%であり、両魚種ともに全長制限は遵守さ 

れていた。また、再捕尾数は133尾及び281尾であり、 

再捕率（再捕尾数/ 合計調査尾数x 1 0 0 )は0.6% 及び 

3.1%であった（表 5 及び表6 )。さらに、放流年によ 

り標識率（マダイ）及び黒化率（ヒラメ）が異なるた 

め、これらの値で割り返した値を推定再捕尾数とした 

(表 5 — 1及び表6 — 1)。この推定再捕尾数から算出 

した推定混獲率（推定再捕尾数/ 合計調査尾数x 100) 
はそれぞれ5.2%及び7.7%であり、マダイの平成9 〜 

14年の平均推定混獲率5.7% と比較すると今年度は例 

年並み、同様にヒラメの6.4% と比較すると例年より 

高い混獲率であった。
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表 5 マダイ市場調査結果

年齢\年度 H9 H 1 0 H 1 1 H 1 2 H 13 H 1 4 H 1 5

0歳 622 113 174 153 212 116 24

1歳 8,403 6,680 5,875 23,480 7,650 10,608 3,606

2歳 3,354 4,235 2,673 5,735 23,350 3,955 4,654

3歳 2,499 930 1,719 3,860 6,360 2,708 3,158

4歳 1,166 440 465 1,563 5,463 1,324 2,566

5歳 489 324 288 978 3,561 1,022 3,238

6歳以上 383 207 273 1,179 4,047 1,429 3,355

合計調査尾数 16,916 12,929 11,467 36,948 50,643 21,162 20,601

再捕尾数 161 133 116 194 307 181 133

再捕率(％ ) 1.0 1.0 1.0 0.5 0.6 0.9 0.6

推定混獲率(％ ) 5.3 7.0 8.5 2.6 4.8 6.2 5.2

表5 — 1 マダイ市場調査結果からの推定再捕尾数及び混獲率

ikm 脆 数
(千尾） 

A

標識数 
(千尾） 

B
(%)

C=B/A
年齢

調査尾数 

D

再捕尾数 

E

再捕率 
(% ) 
E/D

摧萣再捕 
尾数 

F=E/C

推定混邊卓 
(% ) 
F/D

H7 〜H9 2,991 508 16.98 6歳以上 3,355 61 1.82 359 10.71

H10 1,042 107 10.27 5歳 3,238 14 0.43 136 4.21

H11 1,085 102 9.40 4歳 2,566 9 0.35 88 3.42

H12 697 111 15.93 3歳 3,158 9 0.28 96 3.03

H13 1,150 104 9.04 2歳 4,654 15 0.32 94 2.02

H14 906 106 11.70 1歳 3,606 25 0.69 276 7.67

H15 1,190 77 6.47 0歳 24 0.00 0 0.00
計 9,061 1,115 12.31 20,601 133 0.65 1,081 5.25

表6 ヒラメ市場調査結果

年齢\年度 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15
0歳 143 1,288 97 31 0 11 0
1歳 13,037 7,590 8,977 14,987 3,118 4,234 1,880
2歳 5,304 3,858 5,685 8,627 24,304 6,718 4,467
3歳 1,629 1,696 1,810 3,429 3,565 1,834 1,907
4歳 278 965 891 863 661 280 518
5歳 78 271 257 163 190 48 127

6歳以上 68 55 73 174 143 49 75
合計調査尾数 20,537 15,723 17,790 28,274 31,981 13,174 8,974

再捕尾数 503 682 687 568 1248 374 281
再捕率(％ ) 2.4 4.3 3.9 2.0 3.9 2.8 3.1

推定混獲率(％ ) 2.6 5.6 6.6 4.8 10.9 7.9 7.7



表 6 — 1 ヒラメ市場調査結果からの推定再捕尾数及び混獲率

放 流 数 黒 化 率 年 齢 調 査 尾 数 再 捕 尾 数  
放 流 年 （千尾） （％ )

 ____________ A B C D

再 捕 率 I f 定再捕 @ 混獲_軍" 
( % ) 尾 数 （％ )
D/C ___E=D/B E/C

H7〜H9 2,564

365

577

1,063

510

891

909

84.9

49.8

33.5

40.2

33.6

70.3 

84.1

6歳以上 

5歳 

4歳 

3歳 

2歳 

1歳 

0歳

75

127

518

1,907

4,467

1,880

0

2

5

9

44

145

76

0

2.67

3.94

1.74

2.31

3.25

4.04

0 . 0 0

2

1 0

27

1 1 0

432

108

0

2.67 

7.91 

5.21 

5.77

9.67 

5.74 

0 . 0 0

1+ 6,879 8,974 281 3.13 689 7.68

6 標本船調査

調査票を集計した結果を表7 に示した。 6 月25日から 

10月27日で延べ計10.8卜ンの報告があり、重量組成では 

アマダイが16%、異体類65%、その他魚類19%で、異体 

類のうちヤナギムシガレイ及びマコガレイの漁獲割合が 

高く、それぞれ24%及び20%であった。

また、表 8 に示したとおり、もっとも頻繁に漁獲され 

た魚種はアマダイで、延べ240回の操業中（延べ日数は 

217日）199回、次いでヤナギムシガレイの196回で、最 

も頻繁に利用された漁場はイ一 8 の115回であった。ま 

た、操業回次別魚種別漁獲量からアマダイとカレイ類の

表7 月別魚種別漁獲量（単位：kg)

混獲割合が高いことが分かり、アマダイの漁獲のあった 

延べ199回の操業中、マコガレイは193回、次いでムシガ 

レイの163回同時に漁獲されていた。なお、操業水深は 

86.5±5.0mであり、 1操業あたりの所要時間は3.2±0.8 
時間であった。

一方、表 9 の魚種別場所別のCPUE ( 1 操業当たり 

の漁獲量）はヤナギムシガレイが最も高く13.lk g /回、 

アマダイは表に示した8 魚種中5 番目に高い8.8kg/ 回 

であった。また、操業場所別ではヤナギムシガレイが最 

もCPUEの変動係数が小さく10.7%であり、アマダイ 

は70.1%であり8魚種中最も変動が大きかった。

水揚月\魚種 アマダイ ヤナギムシガレイ ムシガレイ マコガレイ マガレイ その他カレイ ヒラメ その他 総計

6月 20 94 10 1 95 6 5 52 284
7月 521 1,246 150 207 886 43 81 774 3,907
8月 429 971 326 1,343 438 32 12 861 4,411
9月 537 191 58 469 47 14 23 208 1,547
10月 245 67 37 120 43 2 20 123 655

総計 1,752 2,568 581 2,139 1,508 97 140 2,018 10,803

表8 操業場所別魚種別操業回数（単位：回）

操業場所\魚種 アマダイ ヤナギムシガレイ ムシガレイ マコガレイ マガレイ その他カレイ ヒラメ その他 総計

イー2 24 22 16 17 15 12 9 22 24
イー3 10 7 6 9 7 5 7 10 10
イ一 8 115 93 67 87 71 67 53 107 118
イー9 14 2 8 1 3 10 11 14
イー12 7 27 28 28 17 3 3 27 28
イー13 10 22 23 22 14 3 6 23 23
イー14 1 1 1 1 1 1 1
ウー2 1 4 4 4 2 1 4 4
ウー3 17 18 18 17 13 3 5 18 18

総計 199 196 163 193 140 97 94 223 240
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表 9 操業場所別魚種別CPUE ( 1 操業当たり漁獲量（単位：k g /回) )

操業場所\魚種 アマダイヤナギムシガレイムシガレイマコガレイマガレイその他カレイヒラメ その他

イー2 
イー3 
イ _  8 

イ一9 
イー12 
イ一13 
イ一14 
ウ ー 2 

ウー3

8.7 
17.7
8.9

12.9
2.7 
1.6

6.7 
2.0

6.8

14.2
13.3
12.4
15.0
12.0

14.0 
11.6 

15.8
15.0
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58.5
61.6 
27.7
56.1
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8.8 13.1 3.6 11.1 10.8 1.5 45.0

7 加入量調査

マダイ、ヒラメ及びマガレイの調査結果を表10〜 12 
に示した。また、 1操業当たりの採捕尾数（CPUE) 
の経年変化を図5 〜 7 に示した。

今年度のマダイのCPUEは水深10m以浅で高い値 

を示したことから、25.5尾/ 操業となり平成11年度以 

降最も高い値を示した。また、ヒラメも同様の傾向を 

示し、今年度のCPUEは5.9尾/ 操業となり、平成11 
年以降2番目に高い値であった。一方、マガレイは採 

捕尾数がゼロの操業が多かったことから、CUPEは0.5 
尾/ 操業で平成12年度以降最も低い値となった。

ハ夕ハ夕の調査結果を表13に示した。CPUEは、 

1,883尾/ 操業であり、変動係数は169%であった。ハ 

夕ハタの稚魚は2月上旬から下旬のふ化から時間が経 

過するにつれて徐々に沖合へ移動し、それにつれて1 
操業当たりの採補尾数も減少する傾向にあるが、今年 

度は4 月 8 日の水深55mにおいて12,474尾、次いで4

表1 0 マダイ稚魚水深別採捕尾数（尾）

月14日の20mにおいて7,944尾の大量採捕があり、 

CPUEの大きな変動要因となった。また、平成 7年 

以来の年別CPUEの経年変化を図8 に示した。今年 

度は平成7年を基準とすると約15.6倍のCPUEであっ 

た。調査年により変動はあるものの、平成11年以降10 
〜20倍の値で推移している。

CPUEの値は稚魚の分布密度以外にも海況の影響 

を大きく受けるため、この変動を即座に将来の新規加 

入の大小に結びつけることは出来ないものの、ハ夕ハ 

夕は昨年度と同様に解禁前の10倍以上のCPUEを維 

持しており、マダイ及びヒラメも昨年度と比べて上昇 

傾向であった。マガレイは昨年度より落ち込んでいる 

が、調査水深が100m以上ということもあり、海況の 

影響をより多く受けていると考えられ、この調査の結 

果のみで加入量の減少傾向をはっきり示しているとは 

言えなかった。

月日/水深 5m 5m 10m 10m 15m 20m 30m 40m 50m
7/17 15 8 0 0
7/25 37 48 30 28 7
8/18 80 105 16 54 28
9/16 1 16 24 22 75

表1 1 ヒラメ稚魚水深別採捕尾数（尾）

月日/水深 5m 5m 10m 10m 15m 20m
7/17 0
7/25 9 15 2
8/18 9 2 5 3
9/16 11 8 1

表1 2 マガレイ稚魚水深別採捕尾数（尾）

月日/水深 110m 120m 130m 140m 150m
9/4 0 0 1 1 1
9/11 1 1 0
9/18 0 2 0 0 0
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表1 3 ハタハタ稚魚水深別採捕尾数（尾)

月 日 \水 深 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

4/8 507 321 2,247 6,350 12,474
4/14 122 7,944 3,904 136
4/18 2,062
4/22 12 680 360 2,022
5/7 1 806 30 3
5/22 1 826 589 22

平成 1 1 1 2  13 14 15

図5 1 操業当たりの採捕尾数の経年変化（マダイ）

平成 12

図7 1 操業当たりの採捕尾数の経年変化（マガレイ）

平成 1 1 1 2  13 14 15

図6 1 操業当たりの採捕尾数の経年変化（ヒラメ）

7年 8年 9年 1 0年 1 1年 1 2年 1 3年 1 4年 1 5年

図8 ハタハタ稚魚調査1操業当たりの採捕尾数の経年変化 
(平成7年を1とする）

改良漁具試験操業調査

表14に示したとおり、 3種の目合いのうち、 1反当 

たりの漁獲尾数が最も多かったのは、1.8寸の目合い 

のさし網であり（214尾/ 反）、次いで1.75寸 （172尾/  
反）、1.65—1.7寸 (28尾/ 操業) であり、目合いが大 

きくなるほど漁獲尾数が多くなる傾向があった。

一方、表15に示したとおり、オスの目合い別平均体 

長は161.5〜163.0mm、メスも同様に182.2〜185.9mmで 

あり、大きな差が出なかった。全体の平均体長では、 

1.75寸と1.8寸は182腿台でほとんど差がなかったもの 

の、1.65 —1.7寸では171.5麵であり、 1cm以上の差が 

出た。これは、1.65 —1.7寸でオスの漁獲が多かった 

ためであった（図 9〜11)。

あり、また、これらの値は操業時の海況や魚群の年齢 

分布などで大きく変動すると思われるので、今後もデ一 

夕を蓄積する必要がある。

以上からCPUEは目合いが大きいほど高く、雌雄 

別の平均体長は目合い別で大きな差はないという結果 

となったが、今回の試験結果は2 日分のみのデータで
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表1 4 ハ夕ハ夕さし網漁業試験操業の概要

目合い 1.65 —1.7 寸 1.75 寸 1.8寸
延べ反数 5 2» 2
漁獲尾数 
2003/12/9 
2003/12/11 141

309
35

413
15

合計 141 344 428
1反あたりの尾数 28 172 214

表1 5 目合い別平均体長（単位 : mm)
目 合 い 1.65-1.7寸 (尾数） 1.75寸 <:尾数） 1.8寸 ( 尾数）

オス 161.5 ( 73 ) 162.5 丨： 16 ) 163 ( 11)
メス 182.2 ( 68 ) 184.3 (： 328 ) 185.9 ( 417 )
全体 171.5 ( 141) 182.1(： 344 ) 182.9 ( 428 )

メス選択率 48% 95% 97%

(%) (%)

体長（mm)

図9 ハ夕ハ夕さし網目合い試験（オス）

140 160 180
体長（mm)

220

図1 0 ハ夕ハ夕さし網目合い試験（メス）

(%)

160 180
体長（mm)

図11 ハタハタさし網目合い試験（ォス+  メス)



遊漁と資源管理に関する研究

奥 山 忍  

【目 的 】

本県沿岸漁業振興の視点から、遊漁船業が沿岸漁業に 

与える影響を的確に把握し、漁業経営における遊漁船業 

を適正に位置づけるとともに資源の合理的利用について 

今後の展開方向を提示することとした。

【方 法 】

1 標本船調査

県内19経営体の遊漁船業者を対象に日別に調査票の 

記入を依頼し、釣り場所、使用光力、釣獲魚種、尾数 

などについて把握した。

2 漁家経営調査

県内3つの漁業兼業遊漁船業者を対象に漁業と遊漁 

船業の収入及び収支状況を比較した。

3 アンケート調査

県内で遊漁船を利用した釣り客に対してハガキによ 

るアンケー卜を行った。

【結果及び考察】

1 標本船調査

今年度は延べ791件のデータを得た。調査票の様式 

及び重量変換の際に基準とした全長一体重の対応表は

表 1 全長-体重変換表

マダイ ヒラメ プリ類 ウスメバル（赤テリ） シロギス

全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg)

12 0.0 25 0.1 25 0.2 15 0.1 8 0.0

23 0.3 38 0.6 40 0.9 23 0.2 15 0.1

40 1.2 50 1.5 60 3.2 30 0.5 25 0.2

60 4.0 65 3.5

アイナメ ホソケ アジ サバ

全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg) 全長(cm) 体重(kg)

25 0.2 25 0.2 8 0.01 18 0.1

35 0.6 35 0.6 15 0.03 25 0.2

45 1.3 45 1.3 25 0.14 35 0.8

平成13年度及び14年度と同様のものを利用した（様式 

1及び表1)。
今年度は漁業も含めた遊漁対象魚種の利用状況及び 

資源管理の優先度を総合的に検討するため、平成13〜 

15年度までのデータを用いて様式1 に示す10魚種中 

「ソイ類」及 び 「ホッケ」を除いた計8魚種を対象に 

7 つの変量を用しヽて主成分分析した。

なお、10魚種中「ソイ類」については複数種が混在 

して報告された場合が多く、「ホッケ」は平成14年遊 

漁採捕量調査報告書1〕の対象外であったことから分析 

の際には対象魚種から除外した。

また、 7つの変量とデータについては表2 に示した 

とおりであり、データの出典及び推定方法を表外の注 

に示した。

主成分分析で得られた第1主成分（Z 1、寄与率41 
% ) と第2主成分 （Z 2、寄与率28% ) の負荷量散布 

図を図1 に示し、各主成分を以下のように解釈した。 

• 第 1主成分（Z 1、寄与率4 1 % )については、「漁 

獲量」（変量A ) との負の相関が強く、一方で「平均 

単価」（変量E )、「漁船と遊漁船の採捕重量比率」（変 

量C ) 及 び 「漁船と遊漁船のCPUE比率」（変量D)
と正の相関が強い。以上のことから、第 1主成分は正 

の方向に遊漁対象魚種として全長制限や釣獲量制限な 

どの資源管理の優先度の高さを示し、負の方向には逆

—— lo4——



調 査 票

船名 ：— _ ________案内年月日： 年 月 日 天 候 ：

釣り客人数 20歳未満 人 20〜30歳 人 20歳未満 人 20〜30歳 人
男 30〜40歳 人 40ハり50歳 人 女 30〜40歳 人 40〜50歳 人

50〜60歳 人 60歳以上 人 50〜60歳 人 60歳以上 人

釣り時間 開始： 時 分 終了 時 分

水深： メ'一-卜ノレ または ヒロ

釣り場所
ロラン数値 2 S 3 2 S 4

経緯度 北緯 東経

海区番号

集魚灯 船上灯 k  w  X 個 水中灯 k  w  X 個

ねらレ、魚種

魚種 大 き さ (全 長） と 尾 数

マダイ、チダイ
15cm未満 尾 15〜30cm 尾 30〜50cm 尾 50cm以上 尾

ヒラメ
30cm未満 尾 30〜45cm 尾 45〜55cm 尾 55cm以上 尾

プリ類
30cm未満 尾 30〜50cm 尾 50~70cm 尾 70cm以上 尾

赤テリ
17cm未満 尾 17〜28cm 尾 28cm以上 尾

ソイ類
20cm未満 尾 20〜30cm 尾 30cm以上 尾

釣獲物 キス
10cm未満 尾 10〜20cm 尾 20cm以上 尾

アイナメ
30cm未満 尾 3(3〜40cm 尾 40cm以上 尾

ホッケ
30cm未満 尾 313〜40cm 尾 40cm以上 尾

アジ
10cm未満 尾 10〜20cm 尾 20cm以上 尾

サバ
20cm未満 尾 20〜30cm 尾 30cm以上 尾

ネ■の他 魚種名: 尾 魚種名: 尾

魚種名: 尾 魚種名: 尾

様 式 1



表 2 主成分分析で使用したデ一夕

A

(kg)

B C D E

(円/ kg)

F

(隻）

G

(隻）

マダイ 96,708 0.60 0.15 0.30 825 244 6,876

ヒラメ 157,870 0.56 0.02 0.93 1,308 202 16,403

プリ類 250,356 0.89 0.05 0.71 400 212 3,909

ウスメバル 94,743 0.62 0.16 0.78 1,268 201 3,906

シロギス 49,105 0.61 0.13 0.65 800 42 2,526

アイナメ 14,318 0.68 0.29 1.38 642 86 5,523

アジ 261,920 0.70 0.10 0.05 125 393 4,005

サバ 34,150 0.64 0.08 0.11 301 193 763

注）表2 における変量の内容

変暈 備考

A 漁獲量
平成6〜15年の10年間の県内漁船による採捕重量(全漁業種類)の平 
均値とした(秋田県水産搌興センター調べ）。

B 資源変動係数 Aの10年間分の値を引用し、「標準偏差/ 平均値」を算出した。

C 漁船と遊漁船の採捕重量 
比率

「遊漁船の採捕重量※1)/ (漁船の採捕重量+遊漁船の採捕重量)」を指 
し、平成13〜15年の3年間平均値とした。なお、遊漁船の採捕重量につ 
いては、表の下の※ 1を参照。漁船の採捕重量は秋田県水産振興セン 
ター調べである。

D 漁船と遊漁船のCPUE比率

「遊漁船のCPUE/漁船のCPUE」を指し、CPUEは1日1隻当たりの採捕 
重量とし、平成13〜15年の3年間平均値とした。なお、遊漁船のCPUEは 
本研究で実施した標本船調査からの推定値であり、漁船のCPUEは秋田 
県水産振興センター調べである。

E 平均単価
漁船による魚種別採捕物の平均単価とし(秋田県水産振興センター調 
ベ）、平成13〜15年の平均値とした。

F 遊漁船延べ隻数
本研究で実施した標本船調査結果から引用であり、平成13〜15年の3年 
間平均値とした。

G 漁船延べ隻数
平成13〜15年の漁船の出漁日数の3年間平均値とした(秋田県水産振 
興センター調べ）。

※ 仂遊漁船の採捕重量とは、秋田県全体の遊漁船による魚種別推定採捕重量を示し、平成14年遊漁採捕量 

調査報告書1〕を基準として次のように推定した。
「平成13年の遊漁船による魚種別推定採捕重量=A X B/C J  
ナーナニ'■
A=遊漁採捕量調査報告書から引用した値
B=本研究で実施した平成13年の標本船調査による1日1隻当たりの魚種別釣獲重量(CPUE)
〇=本研究で実施した平成14年の標本船調査による1日1隻当たりの魚種別釣獲重量(CPUE)

例として平成13年のマダイの全県推定採捕重量を算出すると、41トンx 5.5/8.4=27トンとなる。
なお、平成15年推定値については、上記Bの値を平成15年に置き換えて推定した。
平成14年の推定値については、上記「遊漁採捕量調査報告書」の値をそのまま引用した。

- 1 3 6 -



Z2

資源変動係I 5

- 1 -0.5 
遊漁船延べ隻数

• 漁獲量
-0.5

-1

•漁船と遊漁船の採 
捕重量比率

漁船と遊漁船の 
CPUE比率

0.5

>平均単価

.漁船延べ隻数

図 1 Z 1とZ 2の負荷量散布図

変量名 第1主成分（Z1) 第2主成分 (Z2)
漁獲量 -0.795 -0.407
資源変動係数 -0.576 0.392
漁船と遊漁船の採捕重量比率 0.542 0.609
漁船と遊漁船のCPUE比率 0.738 -0.028
平均単価 0.704 -0.597
遊漁船延べ隻数 -0.798 -0.328
漁船延べ隻数 0.283 -0.875

遊漁利用度大 
T

管理優先度低い— +管理優先度高い

漁業利用度大

検体名 第1主成分（Z1) 第2主成分 (Z2)
マダイ 0.08 -0.361
ヒラメ 0.994 -3.013
プリ類 -1.945 0.323
ウスメ/《ノレ 0.985 -0.223
シロギス 1.227 0.727
アイナメ 2.235 1.562
アジ -2.895 -0.072
サバ -0.681 1.056

図2 Z 1とZ 2の主成分得点散布図

に優先度の低さを示す軸と解釈した。

• 第 2主成分（Z 2 、寄与率2 8 % )も同様に、「漁船 

と遊漁船のCPUE比率」（変量D) と正の相関が強く 

「漁船延べ日数」（変量G ) と負の相関が強い。以上の 

ことから、第 2主成分は正の方向では遊漁利用度が大 

きく、負の方向では漁業利用度が大きい軸と解釈した。

以上、図 1 の負荷量散布図における第1及び第2主 

成分の解釈を受けて、魚種別主成分得点散布図を図2 
に示した。

図 2 を元に、調査対象魚種を「アイナメ及びシロギ 

ス」、「マダイ及びウスメバル」、「アジ、サバ及びブリ 

類」、「ヒラメ」の 4 グループに大別し、以下のとおり 

評価した。

• アイナメ及びシロギスは、他の調查対象魚種に比べ 

漁船による採捕量（漁獲量、変量A ) は低い（8魚種 

中 8位及び6位）ものの、遊漁船による採捕量は漁船 

によるそれと比較して29〜13%を占め（変量C)、他

の調査対象魚種と比較して高い。また、CPU Eも同 

様に138〜65%を占め（変量D)、これは漁船と同等か 

それ以上のCPUEであった。これらのことから、こ 

のグループは他の調査対象魚種に比較して何らかの規 

制の伴う資源管理の優先度が高い魚種であると考えら 

れた。これと逆の傾向を示すのがアジ、サバ及びプリ 

類の回遊性の魚種であった。これら2 グループの中間 

に位置するのが、マダイ及びウスメバルであった。

• ヒラメについては、平均単価が1，300円を超え（変 

量E )、遊漁船によるCPUEは漁船によるそれと比較 

して93%を占め（変量D)、他の調査対象魚種と比較 

して高かったものの、採捕量は2 % しか占めていなかっ 

た （変量C )。一方、漁獲量（変量A) は他の調査対 

象魚種に比べ高い傾向（8魚種中3位）にあり、同様 

に漁船延べ隻数も多かった（8魚種中1位）ことから 

主成分得点散布図（図 2 ) 上からは孤立する傾向が見 

られた。



漁家経営調査

⑴漁業と遊漁船業による収入の比較

県内の漁業兼業遊漁船業者3経営体を対象に、平 

成13〜15年について遊漁船業と漁業による収入を比 

較した結果を図3 から5 に示した。漁業による収入 

は、漁業協同組合の伝票から把握し、遊漁船業によ 

る収入は標本船調査の際の聞き取りにより行った。

総収入の比較では、出漁日数または営業日数の違 

いにより3経営体中2経営体が3年間の平均で漁業 

の方が遊漁船業を上回り、一方、 1 日当たりの収入 

の比較では、取得している漁業許可や営業方針の違 

いにより、 3経営体中1経営体が3年間の平均で漁 

業の方が遊漁船業を上回ったものの、変動係数（ 1 
日当たりの収入変動）ついては、 3経営体とも遊漁 

船業の方が漁業に比べて低かった。

⑵漁業と遊漁船業による収支状況の比較

(1)と同様の3経営体を対象に聞き取りによる収支 

状況を遊漁船業と漁業に分けて平成15年について把 

握した。結果を表3 から5 に示した。収入について 

は⑴のとおりであり、支出については変動費と固定 

費に分けて聞き取った。

変動費について占める割合の最も大きい項目は、 

遊漁船業及び漁業に共通して燃料費であり、76% 〜 

42%であった。漁業の場合はこれに次いで販売手数 

料の割合も大きく 39%〜13%を占めた。一方、固定 

費については、 エンジンの減価償却費の占める割合 

が遊漁船業及び漁業に共通して最も大きく 78〜50% 
であった。また、各表の一番下の行に示した損益分 

岐点比率について遊漁船業と漁業について比較する 

と、 3経営体ともに遊漁船業の方が漁業より下回っ 

た。

遊漁船業の場合、釣り客の釣果にかかわらず基本 

的には一'定の収入が得られると思われるが、今回の 

聞き取りを通して遊漁船業者からは「接客には気を 

つかう」、「漁業も資源の増減に左右されるが、釣り 

客の増減もそれに負けず劣らず激しい」などの感想、 

意見が出た。

遊漁船業と漁業を比較した場合、どちらも一長一 

短があり、経営上どちらがより有利だとは容易には 

判断できないものの、今回の聞き取り調査からは、

1 日当たりの収入の変動は遊漁船業の方が漁業より 

も低く、損益分岐点比率の比較では遊漁船業の方が 

漁業よりも低いという結果となった。損益分岐点比 

率に関しては、算出のために用いたデータの信頼性 

が十分でない箇所もあるものの、その値が低いほど 

固定費をより容易に回収していると言えるので、 1 
日当たりの収入変動の低さとあわせて考慮しても、

これらの数値からは遊漁船業の堅実な営業状態が示 

されたと言えた。

3 アンケート調査

遊漁船業の経営安定化を検討する際の基礎資料として、 

釣り客の基本的属性（年齢、性別など）及び釣り船を選 

択する際の意識を把握した。なお、調査形式はハガキの 

アンケート（様式2 ) とし、県内の12の遊漁船業者を対 

象に合計500枚配布し、営業した際に釣り客に手渡すよ 

うに依頼した（回収率25%)。結果一覧を表6 に示した。

( 1 ) 釣り客の性別、年齢及び釣り歴

性別は96%が男性であった。釣り客の年代及び釣 

り歴を図6及び図7 に示した。モードは各々51〜 60 
歳及び21〜30年、また、平均値は49.9歳及び21.6年 

であった。

図 7 についてモード及び平均値を見る限り、遊漁 

船業者を利用する釣り客はいわゆるベテランが多い 

傾向にあるものの、比較的釣り経験の浅いと思われ 

る釣り歴10年以下の釣り客が全体の30%を占め、モ一 

ドである21〜30年の31%と同程度であった。また、 

図 6 の年代構成では30歳未満の釣り客の割合が低く、 

若年層の間では遊漁船を使った釣りはレジャーとし 

て十分定着していないものと考えられた。

以上、固定客と思われるベテランの釣り客は今後 

も経営上重要であると考えられるが、新規の釣り客 

の獲得という観点では、比較的経験の浅い釣り客や 

30歳未満の若年層を意識した経営展開も今後必要に 

なってくるものと推察された。

⑵利用回数及び対象種

1年間の利用回数及び対象種を図8及び図9示し 

た。図 8 では10回以下の回答が最も多く全体の83% 
であり、平均値は7.0回であった。 また、対象種 

(複数回答）で最も多かったのはヒラメの45% 及び 

マダイの40%であった。

遊漁船の利用シーズンを比較的海上が穏やかな夏 

期の4 力月程度と仮定しても、7.0回/ 4 力月で2 
回弱/ 月の利用状況である。これは、 2週間に1回 

程度の利用と見積もることもでき、毎週末遊漁船を 

利用することは、レジャーの多様化、天候条件など 

の要因により難しいと考えられることから、現伏を 

よく反映した頻度であると思われた。

また、図 9 のとおり対象種として沿岸性の高級魚 

であるヒラメ、マダイが最も人気が高いということ 

は結果を待たずして首肯できるものであり、また、 

両魚種は放流対象魚種であることから、これによる 

受益の範囲を遊漁者も含めて考えるべきであること 

を示唆するものであった。

⑶交通手段

- 1 3 8 -



(千円)

H13 H14 H15 平均値
乗船料合計 3905 3770 3715 3797

1日当たり乗船金額 38 37 38 38

標準偏差 10.9 9.6 10.7

C V 29% 26% 28%

(千円)

H13 H14 H15 平均値
漁獲金額合計 449 381 337 389

1日当たり漁獲金罹 16 12 10 13

摞準儸差 9.5 7.6 8.6

CV 59% 62% 89%

図3 A 船の漁業と遊漁船業による収入の比較

漁獲金額合計

t 300

H： 3000

B船(漁業による収入）

(千円）
H13 H14 H15 平均値

漁獲金額合計 449 381 337 389

1日当たり漁獲金粽 16 12 10 13

標準偏差 9.5 7.6 8.6

CV 59% 62% 89%

(千円)

乗船料合計 

1日当たり乗船金 

摞準偏差
C V

図4 B 船の漁業と遊漁船業による収入の比較

(千円)

H13 H14 H15 平均値

漁獲金額合計 2340 1311 2014 1888

1日当たリ漁獲金額 32 25 22 26

摞準傾差 21.3 13.9 21.8

CV 67% 55% 99%

(千円)

H13 H14 H15 平均値

乗船料合計 848 567 756 724

1 日当たy乗船料 22 21 21 21

摞準偏差 4.6 0.0 0.0

CV 21% 0% 0%
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表 3 遊漁船業と漁業による収支状況（A 船）（単位：円)

325,871

0.43
ニ?亮上高-走動費) / 晃1 高__=1ー疲動燙/ 売上高- 
= 固定費/限界利益率
= 損益分岐点売上高/ 売上高= 固定費/限界利益

売上高 

変動費 

固定費 

限界利益 

限界利益率 

損益分岐点売上高

損益分岐点比率
限界利益率 
損益分岐点売上高 
損益分岐点比率

2,014,457
616,653
659,844

1,397,804
0.69

950,940

0.47

2,770,457
787,946
911,880

1,982,511
0.72

1,274,305

0.46

収入

操業日数 

1日あたり売り上げ

遊漁_____________
7 5 6 ,0 0 0 昼釣りのみ 

36 
21,000

漁業
2,014,457

92
21,896

さし網，定置網

漁業+ 遊漁 
2,770,457 

128 
21,644

支出 

(変動费）

油代

オイル代 

船舶修理費 

漁具費

販売手数料等

1 2 9 ,6 0 0 昼釣り：80L/ 回

38,880
2,813

275,400

82,620
7,188

50,000
201,446

灌ぎさし網:80L/ 回 

さし網:50L/ 回 

小型定置網:50L/ 回

漁獲金額の10%

405 ,000単価45円 八

121,500
10,000

50,000
201,446

燃料代の3割として算出 

ペンキ代

(固定費）

人件費

船舶減価償却 

エンジン減価償却 

GPS 

無線機 

魚探

船舶検査代 

船舶係留代 

遊漁協力金 

出資金

その他協力金等 

遊漁保険 

漁船保険

196,875
14,063

2,813
1,406

1 0 ,0 0 0 漁協が徴収

26,880 3千万円/ 人，8人分

503,125
35,938

7,188
3,594

20,000

40.000

50.000

700,000
50,000

10,000

5,000
10,000

20,000

40.000

50.000

進水年月日：1976/3/10

本体600万円+オ-ハしホ-ル100万円=700万円，耐用年数：10年 

50万円，耐用年数10年 

進水時に購入 

?万, 20年前に購入 

5トン未満，1万円 /年 

5千円/年

0 
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表 4 遊漁船業と漁業による収支状況（B 船）（単位：円)

遊漁 漁業 漁 業 + 遊漁

収 入 3,715,000 電気釣りと昼釣り 337,286 釣り 4,052,286
操業日数 98 36 134
1日あたり売り上げ 37,908 9,369 30,241

支 出

( 変動費）

油代 334,200 昼釣り：100し/回 162,000 100L/回 496,200 単価45円/ L
電気釣り：120し/回

オイル代 100,260 48,600 148,860 燃料代の3割として算出

船舶修理費 7,313 2,687 10,000 ペンキ代

漁具费 15,000 15,000 釣り

販売手数料等 33,729 漁獲金額の10% 33,729

( 固定費）

人件費 - -
船舶減価償却 - - 進水年月日：1977/10/5
エンジン減価憤却 365,672 134,328 5 0 0 ,0 0 0本体550万円+オ-ハしホ-ル100万円x 2回=750万円，耐用年数：15年
GPS 34,129 12,537 46,667 70万，耐用年数10年
無線機： - - - 進水時に購入

魚探： 10,000 10,000 20,000 20万円，耐用年数10年
発電機 30,000 30,000 30万円，耐用年数10年
調整器 25,000 25,000 20万円，耐用年数8年
船上灯 40,000 40,000 2万円，個，年に2個ずつ交換，

水中灯 50,000 50,000 5万円/ 個，耐用年数2年
船舶検査代 7,313 2,687 10,000 5トン未満

船舶係留代 3,657 1,343 5,000 5千円/年

遊漁協力金 10,000 10,000
出資金 20,000 20,000
その他協力金等 10,000 10,000

遊漁保険 5 6 ,6 4 0 1億円/ 人，8人分 56,640
漁船保険 50,000 50,000

売上高 3,715,000 337,286 4,052,286
変動费 441,773 262,015 703,789
固定费 632,411 240,896 873,307
限界利益 3,273,227 75,270 3,348,497
限界利益率 0.88 0.22 0.83

損益分岐点売上高 717,765 1,079,448 1,056,859

損 益 分 岐 点 比 率 0 .1 9 3 .2 0 0 .2 6



表 5 遊漁船業と漁業による収支状況（C 船）（単位：円)

漁獲金額の10%

245,946

燃料代の3割として算出 

ペンキ代

進水年月日：1975/11/23 
本体600万円+オ-ハ‘-ホ-ル100万円=700万円，耐用年数：10年 

購入後20年 

15万円，耐用年数10年 

40万，耐用年数10年 

50万円，耐用年数10年 

7万円，耐用年数4年 

2万円/ 個，年に2個ずつ交換，

5万円/ 個，耐用年数2年 

5トン未満 

5千円/年

(固定費）
人件費

船舶減価償却

エンジン減価償却

無線機

魚探

GPS
発電機

調整器

船上灯

水中灯

船舶検査代

船舶係留代

454,054

9,730
25,946

6-486
3,243

オイル代 100,260
船舶修理费 3,514
漁具费

販売手数料等

遊漁協力金 

出資金

その他協力金等

10,000

20,000

10,000

10,000

20,000

10,000

遊漁保険 

漁船保険

56,6401億Z 人，8人分

50,000
56,640
50,000

売上高 1,740,000 1,526,518 3,266,518
変動费 437,974 389,738 827,712
固定費 494,681 579,459 1,074,140
限界利益 1,302,026 1,136,780 2,438,806
限界利益率 0.75 0.74 0.75

損益分岐点売上高 661,080 778,124 1,438,695

W X

操業日数 

1日あたり売り上げ

漁業 漁業+ 遊漁
1 ,7 4 0 ,0 0 0電気釣りと昼釣り

39
44,615

1,526,518 延縄 

72 
21,202

3,266,518
111

29,428

支出 
(変動费）
油代 3 34 ,20 0昼釣リ：600円/回 

電気釣り：200L/ 回

162,000 50L/回 496,200 単価 45 円/ X
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6,48<
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表 6 ハガキアンケート結果一覧

問1

釣 、) 歴

合計 10年以下11-20 21 - 30 31-40 41 一 50 51-60 61年以上

デ-夕数 125 37 26 39 12 9 2 0

% 100 30 21 31 10 7 2 0

H I秋田県 整理番号（C3-

• 遊 漁 に 関 す る 意 識 調 査 を 実 施 し て お り ま す < 
御 協 力 お 願 い し ま す <

► 1 釣り歴と性別、年齢を教えてください。
釣り歴 年 齢 性 別

年 歳 男 女

► 2 この釣り船の過去1年間の利用回数と本日 

の対象種は何ですか。

回目 対象種

► 3 出発地、利用交通機関を教えてくださし
出発地（どこから来たか ）

県名 市町村名

利用した交通機関 

( 丸を付けて下さい）

電車 車 バス

► 4 あなたが「釣り船（遊漁船）」を選ぶ際、重要

な要素を、3つ選んで丸をつけてください。

( 1 )釣獲量 （ ）

( 2 )対象種  （ ）

( 3 )料 金 設 定 （ ）

( 4 )交 通 の 便 （ ）

( 5 )サ ー ビ ス  （ )

( 6 )船の大きさ■速さ（ )

( 7 )保 険 等 安 全 面 （ ）

( 8 )宣 伝 ■ 知 名 度 （ ）

( 9 )その他（下に記入してください）

( ) ( )
► 5 調査へのご意見等をお書き下さい。

問合わせ：秋田県水産振興センター海洋資 源部奥 山  
T e l : 01 85-27-3003 em ail: shinobu @pref.akita.jp 
F a x :0 1 8 5 - 2 7 - 3 0 0 4 ご協力ありがとうございました。

出発地別交通手段別回答者数を図10に示した。出 

発地は全体の78%が秋田県であり、その他東北の県 

も含めて94%であった。また、交通手段は全体の95 
%が車の利用であり、秋田県だけに限ると100% 
(無回答を除く）であった。

交通手段は、ほぼ車と見なして良く、従って集客 

の範囲も車で移動して時間的に負担の少ない範囲、 

すなわち県外でも東北地方内が限界ということにな 

ると思われた。

⑷遊漁船を選ぶ際の重要な要素

釣り船「遊漁船」を選ぶ際の重要な要素（3 つ選 

択）について結果を図11に示した。「対象種」を選 

択した回答者が最も多く 66%、次いで「釣獲量」の 

59%であった。また、回答者別一覧表をもとに要素 

別にクラスタ一分析をした結果を図12に示した。

図12をもとに各要素を4 つにグループ化すると、

I 釣獲量、船の最大速度、n 対象種、瓜料金設定、 

交通の便、宣伝知名度、保険安全、IVサービスとなっ 

た。回答者別一覧表から吟味すると、n は遊漁船を 

選択する際の基本となる要因であり、ついでI とIV 
の要因が優先され、mはあまり重視されない要因と 

言えた。釣り客にとっては、特定の魚種をたくさん 

約りたいというのが遊漁船に乗る際の最も重要な動 

機付けということになり、交通の便や宣伝知名度な

問1 (つづき）

年 齢

計 10歳以下11-20 21-30 31— 40 41-50 51-60 61 - 70 71-80

デ-夕数 125 1 0 8 26 28 35 21 6

% 100 1 0 6 21 22 28 17 5

問1 (つづき）

性別

計 男 女 無回答

デ一夕数 125 120 4 1

% 100 96 3 1

問2

1年間の利用回数

計 10回以下11-20 21-30 3洄以上

デ-夕数 125 104 13 8 0

% 100 83 10 6 0

問 2 (つづき）

対象種（複数回答）

マダイ ヒラメ メバル類ブリ類 ァジ サノ < 夕つ マグロ 不明

デ一夕数 48 55 7 25 21 1 3 8 2

% 40 45 6 21 17 1 2 7 2

問3

出発地（都道府県）

計 秋田 青森 岩手 宮城 千葉 東京 神奈川

デ一夕数 125 97 6 9 5 1 3 4

% 100 78 5 7 4 1 2 3

問3 (つづき）

利用した交通機関

計 車 航空機無回答

デ-夕数 125 119 4 2

% 100 95 3 2

問4

「約り船（遊漁船)」を選ぶ際の重要な要素（3っ選択）

釣獲量対象種 料金設定交通の便 サービス 船の大速 保険安全宣伝知名その他

デ-夕数 74 83 45 15 54 44 26 12 16

% 59 66 36 12 43 35 21 10 13
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どは相対的に重要視されないものの、サービスを重 

要視している釣り客は多かった。サービスの中身と 

しては接客の仕方や釣れなかった時の対処の仕方な 

ど、設備投資の必要がなく実施できるものも数多く 

含まれると考えられ、遊漁船業者の工夫や経営方針 

次第で他船との差別化を図ることは可能であると推 

察された。

【文 献 】

1) 農林水産省大臣官房統計部：平成14年遊漁採捕量調 

査報告書，48-51, 2003



漁 場 環 境 調 査

【目 的 】

県内のごく沿岸部の海況と沖合の主として底びき漁場 

の海況を把握することを目的とした。

【方 法 】

1 沿岸定地水温

( 1 ) 実施期間平成 15年 4 月 1 日〜平成16年 3 月31日
( 2 ) 調 査 地 点 図 1 の☆ 印に示す岩館漁港、畠漁港、 

戸賀湾、台島、金浦漁港、象潟漁港の6 
地点

( 3 ) 調査項目原則として1 日1回の水温測定及び一 

般気象項目の観測。

2 沖合定点調査

( 1 ) 調査期間平成15年 4 月〜16年 3 月

( 2 ) 調 査 定 点 図 1 の▲ に示す16定点。

⑶調査項目一般気象項目及び水深別水温•塩分

笹 尾 敬

【結 果 】

1 沿岸定地水温

観測地点ごとの旬平均水温、前年同期水温、平年値、 

平年偏差、平年差を表1 に示した。また、各観測地点 

の旬ごとの平年偏差の推移を図2 に示した。

全体的な水温の傾向は4 月から6 月まで変動しつつ 

も局め傾向で推移し、 7月から8月下旬には「かなり 

低め」となった。 9 月から10月 は 「平年並み」で推移 

し、11〜12月 は 「平年並み」〜 「やや高め」、 1月は 

「平年並み」〜 「やや低め」であった。

各観測点ごとの概況は次のとおりである。

(1) 岩館

4 月から6 月 は 「平年並み」〜 「やや高め」で推 

移した。 7 月、 8 月は「かなり低め」で推移し、以 

降はおおむね「平年並み」で推移している。

(2) 畠

4月から6月中旬は「かなり高め」〜 「やや高め」 

で推移したが、 7 月、 8月 は 「かなり低め」で推移 

した。その後は「平年並み」〜 「やや高め」で推移 

した。

(3) 戸賀

4 月から6月中旬は「かなり高め」〜 「やや高め」 

で推移し、 7 〜 8 月は「かなり低め」となったが、 

その後はおおむね「平年並み」で推移している。

(4) 台島

4 月から6 月は 「平年並み」〜 「やや高め」で推 

移した。 .7月〜10月は「かなり低め」〜 「やや低め」 

で推移し、以降はおおむね「平年並み」で推移して 

いる。

(5) 金浦

6 月に中 • 下旬に「はなはだ高め」の水温となっ 

たが、 7月、 8 月と低い状態が続いた。その後は1 
〜 1 力月半ほどで高い状態と低い伏態に変化してい 

た。

(6) 象潟

7月から8月は「はなはだ低め」〜 「かなり低め」 

の水温となっていたが、10月以降は「やや高め」〜 

「かなり高め」の傾向が続いていた。

2 沖合定点観測

今年度は6 回の観測を実施した。観測結果を表2 に 

示した。観測値の評価は、データが十分蓄積されてか 

ら行うこととする。
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表 1 地区別旬別水温観測結果
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金 浦 1 5 年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
水温 9.4 11.1 11.7 13.7 15.9 17.7 18.7 21.1 24.1 22.9 23.2 22.7 23.9 24.3 24.6 24.9 24.4 21.5
前年 10.5 11.9 13.9 13.2 14.9 15.9 18.5 20.3 19.9 21.9 23.2 25.0 26.0 27.1 26.0 26.1 22.9 21.1
平年 9.3 10.6 11.9 13.6 15.4 16.4 17.7 19.0 20.0 21.2 22.4 24.6 25.4 25.5 25.4 24.2 22.7 21.3
偏差 7 21 -9 3 28 66 51 120 255 112 39 -107 -78 -66 一 44 31 75 7

平年差 0.1 0.5 -0.2 0.1 0.5 1.3 1.0 2.1 4.1 1.7 0.8 -1.9 -1.5 -1.2 -0.8 0.7 1.7 0.2

10月 1 1月 12月 1月 2月 3月
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

水温 19.3 18.0 17.9 17.2 15.4 14.6 11.7 9.4 8.1 7.6 5.9 5.9 6.1 6.8 6.7 7.2 7.6 8.8
前年 20.1 19.8 17.3 13.1 12.0 11.5 9.3 7.9 7.2 5.8 6.1 5.7 6.0 7.0 6.7 7.0 7.3 8.6
平年 20.3 18.7 17.2 15.5 13.9 12.3 10.9 9.9 9.3 8.0 7.1 6.8 6.4 6.2 6.3 7.0 7.5 8.2
偏差 -59 -39 43 114 123 217 61 -41 -86 -28 -83 -59 -26 52 23 15 5 36

平年差 -1.0 -0.7 0.7 1.7 1.5 2.3 0.8 -0.5 -1.2 -0.4 -1.2 -0.9 -0.3 0.6 0.4 0.2 0.1 0.6

象潟 1 5年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

水温 20.4 21.4 22.3 24.3 24.1 24.1 24.4 23.9 21.8
前年 11.2 12.9 14.3 13.6 15.0 17.4 22.8 22.0 25.1 26.8 26.4 24.1 26.1 23.1 21.2
平年 9.3 10.4 11.8 13.3 14.5 15.8 17.7 19.1 19.9 21.4 22.8 25.2 26.0 26.3 25.7 24.6 23.3 21.8
偏差 -78 -96 -215 -124 -153 -135 -19 58 3

平年差 -1.0 -1.4 -2.9 -1.7 -2.2 -1.6 -0.2 0.6 0.0

10月 1 1月 12月 1月 2月 3月
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

水温 19.3 19.7 17.4 17.6 14.7 14.1 11.2 11.5 9.9 9.4 6.6 7.3 6.2 6.6 8.5 7.2 8.8 10.1
前年 21.3 20.3 16.6 13.2 12.1 12.1 10.9 8.7 6.9 5.1 6.4 6.1 7.2 6.6 7.3 6.9 6.4 8.9
平年 20.2 18.5 16.7 15.3 13.4 11.9 10.3 9.0 8.0 7.1 6.1 5.3 5.4 5.5 5.5 6.1 6.9 7.8
偏差 -59 77 52 184 87 145 72 161 107 132 18 41 94 67 120 74 142 221

平年差 -0.9 1.2 0.7 2.3 1.3 2.2 0.9 2.5 1.9 2.3 0.3 0.8 1.8 1.1 1.8 1.1 1.9 2.3

^  ，  ，  ，  ，  #  ネ ， ^  ^

図2 水温平年偏差の推移
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表 2 沖合定点観測結果

観 測 機 関 名 _ 秋田県水産振興センター

観測時平成15年4月11日 〜 平 成 15年4月18日
西暦2003年4月11日 〜 2003年4月18日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7

位 N 39° 40.00, 39。30.00, 39。20.00’ 39。20.00’ 39。20.00, 39。30.00， 39。40.00, 39。47.00， 39。55.00, 40。5.00， 40° 15.00’ 40° 26.00’ 40。26.00, 40。 15.00’ 40。5. 005

置 L 139° 48.00’139。49.00， 139。49.00’ 139。42.00， 139。 30.00’139° 34.00， 139° 37.00’139。37.00， 139。40.00, 139。40.00， 139° 41.00， 139。45.00’139° 37.00’139。37.00’139。37.00’

日時分 11 09:08 16 10:03 16 11:07 16 11:43 16 12:36 16 13:35 16 14:33 16 15:17 18 09:11 18 10:02 18 10:50 18 11：27 18 12：00 18 12:47 18 13:45

天候 be be be be be be be be c c c c c c c

気温 12 11.6 11.3 11.6 11.3 12 12.2 11.3 10. 8 10. 7 10.9 10. 9 11.3 12.1

風向 •風力 SW 6 SW 4.1 SW 3.6 W 2.8 WSW 3.2 SW 2.9 SSW 2.8 N 1.9 W 2.5 W 2 NW 2.9 NNW 4.7 NW 2.8 NNE 2.4

海流 W 0. 3 NNW 0.3 NNW 0. 7 SW 0.3 W 0.3 N 0.6 NNW 0.3 N 0.6 N 0.5 N 0.6 NNE 0.6 N 1 NNW 0.3 S 0.3

水色 5 5 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

透明度 13 9 13 16 16 17 13 14 13 11 13 13 13 13 12

うねり 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚丨

0 11.0 11.7 11.4 10.7 10.8 10.9 11.7 11.8 11.4 10.9 10.4 10. 9 10.9 11.1 11.6

10 9. 63 9. 58 10.16 10. 07 9. 75 9. 64 10. 49 9. 63 9. 56 9. 86 10. 22 10.14 10. 06 10.11 9. 74

20 9. 45 9. 70 10. 08 9. 55 9. 59 9. 34 9. 65 9. 49 9. 38 9. 38 10.14 10. 09 9.91 10. 07 10. 23

30 9. 43 9. 93 10. 08 9. 35 9.25 9. 35 9. 43 9. 32 9. 38 9. 40 9. 86 10.14 9. 69 9.81 10.19

基 50 9. 42 9. 42 9. 99 9. 28 9. 25 9.16 9.41 8. 99 9. 40 9. 53 9.51 10.11 9. 25 9. 33 9.31

水 75 9. 30 9. 66 9. 37 9. 06 9. 09 9. 07 9. 07 8. 99 9. 26 9. 37 9.15 9. 50 9.12 9. 09 9. 54

準 100 9.12 9.27 9. 30 9. 04 9.10 9. 02 9. 05 9. 05 9. 25 9.14 9.01 9.13 9. 49

150 8. 71 9.17 8. 66 7. 85 8. 65 8. 52 8.57 8. 04 8. 68 9.14

温 水 200 5. 85 6. 02 4. 92 4.71 4. 42 6.12 6. 68 6. 08 6. 43 7. 95

300 1.72 1.66 1.49 1.40 1.43 1.44 1.99 1.71

(°C) 深 400
500
600

(m) 700

800
900
1000
0 33. 320 32. 281 32. 654 33. 646 33. 368 33. 228 33. 402 33. 362 30. 379 31.140 33. 368 33. 966 33. 904 33. 950 23. 032

10 33. 548 33.100 33. 893 33. 651 33. 457 33. 390 33. 341 33. 445 32. 665 32. 381 33. 719 33. 963 33. 909 33. 939 33. 293

20 33.612 33. 493 34. 029 33.915 33. 524 33. 691 33. 683 33. 473 32. 792 33.136 33. 896 33. 963 33. 908 33. 942 33.875

30 33. 637 33. 859 34. 048 33.927 33. 665 33. 851 33. 713 33. 554 33. 671 33. 409 33. 921 33. 975 33. 997 34. 031 33. 932

基 50 33.710 33. 890 34. 070 33. 932 33. 973 33. 944 33. 899 33. 929 33. 762 33.923 34. 027 33.973 34. 027 34.012 33. 911

75 33. 890 34. 026 33. 994 34. 005 34. 000 33. 987 33. 994 33. 970 33. 875 33. 987 34. 036 34. 030 34. 033 34.012 34. 024

塩 準 100 33.987 33. 994 33. 993 34. 026 34. 020 34. 000 34.011 34. 000 33. 921 34. 033 34. 055 34. 036 34. 043

150 34. 057 34. 015 34. 064 34. 084 34. 073 34. 060 34. 057 34. 076 34. 070 34. 039

水 200 34. 091 34. 084 34.100 34. 082 34. 090 34. 093 34. 090 34. 082 34. 091 34. 081

300 34. 072 34. 073 34. 070 34. 072 34. 072 34. 073 34. 067 34. 072

分 .深 400
500

600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年6月13日 〜 平 成 15年6月16日
西暦2003年6月13日 〜 2003年6月16日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7

位 N 39。40.00, 39。30.00’ 39。20.00’ 39。20.00’ 39。20.00’ 39。 30.00, 39° 40.00’ 39。47.00, 39° 55.00, 40。5.00， 40° 15.00’ 40。26.00’ 40。26.00, 40° 15.00， 40。 5.00，

置 L 139。48.00’ 139。49.00, 139° 49.00’139。42.00, 139。30.00’139。 34.00’139。37.00’139° 37.00’139。40.00’139。40.00， 139。41.00’139° 45.00, 139。37.00, 139。37.00’139。37.00，

日時分 13 09:01 13 09：54 13 10:58 13 11:34 13 12:29 13 13:26 13 14:21 13 15:03 16 09:01 16 09:52 16 10：42 16 11:20 16 11:53 16 12:38 16 13:36

天候 d d c c c c c c c c c c c c c

気温 19.7 20.1 20.3 19.9 19.9 20. 5 20.6 20.7 19.5 19.4 20.1 19.3 18.6 19.5 21.5

風向 •風力 ESE 4.4 SSE 5.3 SSW 6.7 S 6 SSE 6.1 S 6.8 SSE 6 S 6.4 N 2.1 NE 2.4 NNE 2.2 N 3.3 N 6 NNE 3.2 N 3.3

海流 SW 0.3 SW 0.2 S 0.4 SSW 0.5 SW 0.5 SW 0.2 NW 0.4 NNW 0.4 NNW 1.1 NW 0.8 NNW 1.2 ENE 0.7 NNW 0.5 NW 0.3 W 1.1

水色 5 4 5 5 5 4 4 4 6 6 6 6 5 6 6

透明度 16 21 10 10 12 23 18 10 9 8 6 6 15 6 6

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

PL採集形式 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1
0 18.8 18.9 19.0 18. 5 18.8 18.8 18.7 19.2 18.7 19.4 20.1 19.7 19. 3 20.0 20.2

10 15. 46 16. 82 17. 44 17.40 17. 80 17. 53 18. 23 15. 62 17. 53 18. 36 18. 90 18. 76 17.71 16. 58 18. 53
20 12.35 12. 73 14. 83 13. 59 13. 30 13.20 13. 56 12. 26 13. 58 14.18 14.16 14. 72 12. 65 14. 48 13. 68
30 11.91 11.95 11.53 11.34 12.10 11.91 12. 55 11.06 12. 02 11.92 12. 05 12.17 11.37 11.94 12. 06

基 50 10. 39 10. 72 10. 29 10.71 11.00 10. 68 10. 40 10. 52 11.36 11.16 10. 75 11.32 10. 65 10. 70 10. 69

水 75 9. 78 10. 40 9.91 10.15 10. 32 10. 35 9. 62 10. 33 10.15 10. 76 10. 23 10. 43 10. 24 10. 09 10. 37

準 100 9. 85 10. 05 9.81 9. 79 10.16 9. 84 9. 35 10. 03 10.01 10. 09 10. 29 9. 98 10.15

150 9.21 9. 20 9. 33 9.51 8. 36 8.12 9. 26 9.61 9. 48 9. 88

温 水 200 7. 07 6. 56 6. 94 6. 86 6. 52 6.81 5. 95 7.19 7. 78 7.86

300 1.50 1.62 1.46 1.48 1.47 1.46 2. 07 1.70 1.42

(°C) 深 400
500
600

(m) 700

800
900
1000
0 32. 868 33. 265 32.118 32. 448 32. 468 33.170 33.316 31.727 32. 499 31.907 31.039 31.303 33. 058 31.288 31.812
10 33. 210 33.518 32. 828 32. 834 33. 000 33. 499 33. 317 33.176 32. 725 32. 331 31.806 32. 237 33.189 32. 429 32. 908
20 33. 942 33. 948 33. 377 33. 820 33. 838 33. 884 33. 789 33. 692 33. 365 33. 231 33.198 33.194 33. 588 33. 463 33. 368
30 34. 051 33. 978 33. 823 33.811 34. 091 33. 945 33. 990 33. 835 33. 674 33. 674 33. 758 33. 688 33.814 33. 835 33. 762

基 50 34. 008 34. 030 33. 871 33. 968 34. 093 34. 097 34. 060 34. 491 33. 770 33. 773 33.814 33. 756 33. 898 33. 951 33. 829

75 34. 003 34.118 33. 950 34. 023 34. 095 34.140 34. 063 34. 243 33.911 33. 865 33. 878 33. 959 34. 048 34. 027 33. 902

塩 準 100 34. 024 34.116 33. 987 34.011 34.109 34.116 34. 088 34. 395 33. 991 34. 009 34.121 34. 054 34. 009
150 34. 088 34. 066 34. 058 34. 091 34. 081 34. 079 35. 021 34. 091 34. 082 34.100

水 200 34. 081 34. 082 34. 085 34. 088 34. 079 34. 079 34.106 34. 085 34. 082 34. 082
300 34. 076 34. 075 34. 073 34. 073 34. 073 34. 073 34. 070 34. 073 34. 073

分 深 400
500

600

(m) 700

800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 N8

位 N 404 0. 004

置 L 1396 35.00,
日時分 16 14:13

天候 C
気温 20.4
風向 •風力 NNW 3.9
海流 ENE 1
水色 5
透明度 8
うねり 1
波浪階級 2
PL採集形式 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 19.8
10 18. 30
20 14. 45
30 12. 64

基 50 11.76
水 75 10.19

準 100 9. 94
150 9.51

温 水 200 7. 42
300 1.50

(°C) 深 400
500
600

(m) 700
800
900
1000
0 32. 246
10 33.164
20 33. 594
30 33.917

基 50 34. 036
75 33. 999

塩 準 100 34. 039
150 34. 075

水 200 34. 084
300 34. 073

分 深 400
500
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 — 秋田県水産振興センター

観測時平成15年10月16日 〜 平 成 15年10月17日
西暦2003年10月16日 〜 2003年10月17日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S9 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7

位 N 39。40.00, 39。30.00, 39。20.00, 39。20.00, 39。20.00, 39。30.00, 39。40.00, 39。47.00， 39° 55.00’ 40。5.00, 40。 15.00’ 40° 26.00’ 40。26.00’ 40° 15.00’ 40。5.00，

置 L 139。48.00， 139。49.00， 139° 49.00, 139° 42.00, 139。30.00’139° 34.00, 139。37.00, 139。37.00, 139。40.00’139。40.00, 139。41.00， 139。45.00’139。37.00’139° 37.00, 139° 37.00’
日時分 16 09:11 16 10:06 16 11:04 16 11:42 16 12:39 16 13:38 16 14:36 16 15:20 17 09:13 17 10:05 17 10:55 17 11:36 17 12:09 17 12:55 17 13:56

天候 be be be be be c c c be be be be be be be

気温 15 15.5 15.7 15.8 14.2 14 14. 3 14.1 14.3 14.7 13.8 14.7 14.8 14.9 15.5

風向 •風力 NW 5.2 WNW 3.7 W 5.1 NNW 1.9 WNW 3.4 SW 2.3 W 2 W 1.5 WSW 3.4 WSW 2.5 SE 4.1 WSW 1.5 E 2.9 S 1.5 NNW 1.3

海流 NNW 0.6 ESE 0.3 SSW NW 0.3 S 0.2 N 0.2 SE 0.4 WSW 0.3 NW 1.2 NNE 0.6 NNE 0.6 N 0.5 WNW 0.6 ENE 0.6 NNE 1
水色 4 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4 5

透明度 24 25 18 17 16 16 18 16 13 20 19 17 18 19 16
うねり 3 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3

波浪階級 3 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1

0 20.2 20.7 20.6 20. 6 20.5 20.5 20.3 20.1 19.9 20.0 20.1 20.2 20.1 24.1 20. 3
10 20. 40 20. 64 20. 56 20. 49 20. 39 20. 55 20. 28 20.16 20.21 20.21 20.15 20.17 20.21 20. 24 20.01
20 20. 38 20. 64 20. 53 20. 48 20. 48 20. 56 20. 34 20. 40 20. 22 20. 40 20.15 20.14 20.18 20. 24 20. 00
30 20. 29 20. 65 20. 53 20. 46 20. 46 20. 56 20. 49 20. 43 20. 23 20. 54 20.14 20.14 20. 24 20. 23 20. 06

基 50 20. 30 20. 72 21.02 20. 21 19. 47 20. 75 20.17 19. 30 20. 70 20. 45 20. 27 20. 26 20. 05 20.14 20. 33

水 75 18. 02 19. 27 19. 04 18. 38 17. 29 17. 86 17. 03 17.10 17. 75 18. 09 17.19 17. 77 17. 24 16. 67 17.73

準 100 15. 82 15.79 16.01 15. 03 15.01 14. 96 14.71 14. 66 15.40 14. 02 13. 80 14. 88
150 11.55 10. 66 10. 09 10. 05 10. 75 10. 60 10. 36 10. 07 10.16 11.78

温 水 200 4. 55 4.19 5.31 4. 44 4.16 4.14 4. 30 4. 74 4. 66 3. 38
300 1.37 1.17 1.25 1.29 0. 84 1.22 1.39

(°C) 深 400
500

600

(m) 700
800

900

1000
0 33.162 33. 023 32.914 32. 846 32. 855 33. 046 32. 978 33. 047 32. 863 32. 848 32. 949 33. 084 33. 031 32. 990 32. 894
10 33.177 33. 022 32.916 32. 931 32. 944 33. 048 33. 078 33. 068 33. 047 32. 982 33.015 33. 073 33. 033 32. 993 32.911
20 33.185 33. 023 32.914 32. 939 33. 068 33. 049 33.120 33. 233 33. 083 33. 092 33. 016 33. 075 33. 037 33. 001 32. 936
30 33. 218 33. 025 32. 937 32. 939 33. 475 33. 052 33. 243 33. 258 33. 094 33. 201 33.019 33. 077 33.142 33. 024 32. 999

基 50 33. 996 33. 070 33. 290 33. 353 34.128 33.198 33. 980 34. 095 33. 761 33. 916 33. 990 33. 412 34. 053 34. 057 33. 903
75 34. 259 34.190 34.192 34. 252 34. 312 34. 261 34. 296 34. 319 34. 242 34. 251 34. 287 34. 224 34. 303 34. 326 34. 297

塩 準 100 34. 368 34. 391 34. 374 34. 391 34. 403 34. 386 34. 398 34. 393 34. 392 34. 391 34. 392 34. 368
150 34. 271 34. 225 34.183 34.189 34. 229 34. 223 34. 209 34.186 34.194 34. 280

水 200 34. 050 34. 055 34. 056 34. 050 34. 054 34. 049 34. 054 34. 041 34. 056 34. 051
300 34. 071 34. 071 34. 072 34. 071 34. 073 34. 072 34. 069

分 深 400
500

600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測定点番号 N8

位 N 40° 0.00，
置 L 139。35.00，

日時分 17 14:37
天候 be
気温 15.8
風向 •風力 WNW 1.3
海流 N 0.5
水色 6

透明度 15
うねり 3
波浪階級 1
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1

0 20.0
10 20. 00
20 20.13
30 20. 20

基 50 20. 23
水 75 17.05

準 100 13. 99
150 11.09

温 水 200 3. 62
300 1.33

(°C) 深 400
500
600

(m) 700
800
900
1000
0 32. 756
10 32. 886
20 33. 048
30 33.132

基 50 34. 008
75 34. 323

塩 準 100 34. 368
150 34. 243

水 200 34. 047
300 34. 071

分 深 400
500
600

(m) 700
800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年12月15日 〜 平 成 15年12月15日
西暦2003年12月15日 〜 2003年12月15日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7

位 N 39° 40.00’ 39。30.00, 39° 20.00’ 39。20.00’ 39。20.00, 39° 30.00, 39° 40.00,

置 L 139。48.00, 139。49.00’139。49.00， 139。42.00, 139。30.00’139。34.00, 139° 37.00,

日時分 15 09:10 15 10:09 15 11:11 15 11:51 15 12:51 15 13:46 15 14:44

天候 C C C r c c c

気温 8. 6 9. 2 9.8 9.6 9.6 10.3 10.5

風向 •風力 SSE 5.4 S 7.1 SSE 6.7 SW 8 SSE 5.2 SE 8.4 S 10.9

海流 ESE 0.3 NE 1 ENE 1.1 NW NNW 0.3 N 0.9 N 0.7

水色 6 5 5 4 4 4 4

透明度 8 14 18 17 18 19 16

うねり 3 3 3 3 3 3 3

波浪階級 3 3 3 3 3 3 3

PL採集形式 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨
0 13.9 15.5 15.0 15.3 15.8 15. 7 15.4

10 15.12 15. 40 15. 59 15. 79 15. 92 15. 72 15. 37

20 15. 65 15. 47 15. 59 15. 76 15. 92 15. 72 15. 38

30 15. 68 15. 50 15. 59 15. 67 15. 92 15. 71 15. 40

基 50 15. 69 15. 50 15. 60 15. 58 15. 95 15.71 15. 56

水 75 15.61 15. 56 15. 59 15.48 15. 95 15.66 15. 50

100 15. 49 15. 07 15. 32 15. 24 14. 82 15. 39 15. 24

150 11.80 12. 96 12.19 9. 35 9. 85 12. 26

温 水 200 3. 69 3. 30 3. 40 4. 33 3.51 3.91

300 1.57 1.60 1.29 1.30 1.28 1.36

(°C) 深 400
500
600

(m) 700

800
900

1000
0 32. 296 33. 451 33.119 32. 445 33. 510 33. 499 33. 324

10 32. 941 33. 445 33. 526 33. 500 33. 512 33. 499 33. 425

20 33. 403 33. 471 33. 527 33. 503 33.513 33. 499 33. 425

30 33. 432 33. 488 33. 527 33.510 33.511 33. 499 33. 430

基 50 33. 466 33. 491 33. 529 33. 514 33. 529 33. 501 33. 511

75 33. 505 33. 541 33. 531 33. 499 33. 620 33.511 33. 500

塩 準 100 33. 560 33. 694 33. 679 33. 680 33. 725 33. 765 33. 878

150 34. 243 34. 079 34. 222 34.155 34.178 34. 272

水 200 34. 055 34. 060 34. 059 34. 053 34. 058 34. 059

300 34. 070 34. 071 34. 071 34. 070 34. 071 34. 071

分 深 400

500
600

(m) 700
800
900

1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年5月13日 〜 平 成 15年5月14日
西暦2003年5月13日 〜 2003年5月14日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S9 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7

位 N 39。40.00， 39。30.00, 39。20.00, 39° 20.00, 39。20.00’ 39。30.00’ 39° 40.00’ 39。47.00, 39。55.00’ 40。5.00’ 40° 15.00， 40。26.00, 40。26.00’ 40。 15.00, 40。5.00,

置 L 139。48.00， 139。49.00’139° 49.00， 139。42.00， 139。30.00’139。34.00’139。37.00’139。 37.00’139° 40.00’ 139。40.00’139。41.00’139。45.00, 139° 37.00, 139。 37.00, 139。37.00’
日時分 14 11:41 14 10:45 14 09:51 14 09:17 14 08:25 14 07:25 14 06:25 14 05：43 13 09:55 13 10:43 13 11:38 13 12:18 13 12:47 13 13:30 13 14:28

天候 be be be be be be be c c c c c c c c
気温 18. 7 18.6 17.7 16.6 15.6 15.2 14.7 14.4 16.2 16. 7 15.9 15. 7 14.7 15.5 15.4
風向 •風力 SE 2.9 ESE 2.9 ESE 2.9 ENE 0.7 S 2.4 S 4.2 SSE 2.3 S 3.4 SSE 4.6 S 5.2 S 4.6 S 5 S 6.4 SSW 6 SSW 2.7

海流 NE 0.1 NE 0.2 E 0.5 SE 0.3 WSW 0.4 E 0.3 W 0.1 NE 0.4 SSW 0.2 NNE 0.4 SW 0.2 NNW 0.3 WSW 0.5 ESE 0.4 S 0.9
水色 4 3 4 5 5 5 5 4 5 5 5 5 4 4 6

透明度 20 8 11 14 17 16 17 15 10 10 16 18 20 18 11
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 I 稚 I 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1 fil.......

0 17.0 17.2 15.9 15.8 14.2 14.0 14.3 14.1 14.4 14.2 13.5 14.0 13.2 14.1 14.5
10 14. 35 11.34 12. 04 12. 40 12.44 12. 07 12.16 12.10 12. 23 11.86 11.90 12. 44 11.51 11.49 12. 09
20 11.90 11.94 11.50 11.63 11.86 11.82 11.81 11.69 11.33 11.28 11.41 11.09 11.18 11.30 11.51
30 11.01 11.25 10. 66 11.06 11.64 11.60 11.46 11.08 11.01 11.23 11.22 10.43 10. 99 11.18 10.61

基 50 10. 43 10. 38 10.12 10. 09 10. 70 10. 27 10. 95 10.41 10. 70 9. 66 10. 48 9. 83 9. 87 10. 28 9. 67

水 75 10. 06 9. 95 9. 80 9. 96 10.14 9. 74 10.13 9. 83 10.17 9. 68 9. 52 9. 48 9. 67 9. 44 9. 85

準 100 9.51 9. 60 9. 38 9. 54 9. 66 9. 39 9. 83 9. 44 9. 48 9.17 9.11 9.19 9. 23 9. 52
150 8.87 8.81 8. 85 8. 35 8. 26 7. 87 8.71 8.91 9. 07 9. 09

温 水 200 5. 59 5. 42 6. 46 6. 39 5. 96 5. 83 5.01 7. 98 7. 76 6. 54
300 1.36 1.57 1.51 1.35 1.57 1.34 1.33 1.49 1.30

(°C) 深 400
500
600

(m) 700

800
900
1000
0 33. 073 30. 347 32. 871 32. 694 33. 676 33. 774 33. 420 33. 566 30. 756 31.913 33. 658 33.137 33. 363 33. 433 31.471
10 33.164 32. 996 33. 627 33. 533 33. 695 33. 865 33. 658 33.911 32. 475 32. 683 33. 677 33. 564 33. 509 33. 707 32. 838
20 34.011 33. 954 33. 804 33. 826 33.819 33. 938 33. 978 33. 972 33. 460 33. 322 33. 704 33. 685 33. 549 33.713 33. 709
30 33. 979 33. 969 33. 960 33.911 33. 843 33. 979 33. 982 33. 972 33. 856 33. 841 33. 744 33. 831 33.610 33. 725 33. 759

基 50 34. 054 34. 003 34. 026 33. 969 33. 963 34. 045 34. 045 34. 045 34. 085 33. 801 33. 838 33. 954 34. 030 33. 932 33. 835
75 34. 070 34. 033 34. 051 34. 045 34. 063 34. 027 34.073 34. 048 34.112 33. 993 33. 978 34. 000 34. 049 34. 009 33. 976

塩 準 100 34. 067 34. 055 34. 039 34. 063 34. 067 34. 070 34. 097 34. 048 34. 085 34. 033 34. 034 34. 023 34. 027 34. 003
150 34. 058 34. 070 34. 070 34. 085 34. 082 34. 084 34. 070 34. 064 34. 054 34. 034

水 200 34. 082 34. 090 34. 082 34. 075 34. 088 34. 085 34.100 34. 079 34. 085 34. 082
300 34. 073 34. 073 34. 072 34. 075 34. 072 34. 073 34. 079 34. 073 34. 073

分 深 400
500
600

(m) 700
800
900
1000



観 測 機 関 名 — 秋田県水産振興センター

観測時平成15年9月12日 〜 平 成 15年9月16日
西暦 2003年9月12日 〜 2003年9月16日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S9 N1 N2 N3 N4 N5 N6 N7

位 N 39。40.00, 39。30.00, 39。20.00, 39。20.00， 39° 20.00, 39。30.00, 39。40.00, 39。47.00, 39° 55.00, 40。5.00, 40。 15.00’ 40。26.00’ 40° 26.00’ 40。 15.00， 40。 5.00’

置 L 139° 48.00， 139。49.00， 139° 49.00， 139。42.00, 139。30.00, 139。34.00, 139。37.00’139。37.00, 139° 40.00, 139° 40.00, 139。41.00, 139。45.00, 139。37.00， 139。37.00, 139° 37.00,
日時分 12 09:10 12 10:03 12 10:59 12 11:36 12 12:28 12 13:24 12 14:22 12 15:04 16 09:18 16 10:01 16 10:51 16 11:33 16 12：04 16 12:47 16 13:46
天候 C c c c c c c c c c c c c c c
気温 22.3 23.1 23. 7 23. 7 23.8 24.7 24.1 23 19.1 18. 5 19 19.8 20 19. 6 20. 5

風向 •風力 NNE 4.4 NNE 5.8 NNE 7.8 NNE 7.5 NNE 5.6 N 4.4 NNE 7. 7 NNE 8.6 N 0.8 SE 2.1 ESE 1.6 NW 0.3 E 1.7 N 2.2 NNW 2.4
海流 WSW 0.1 E 0.3 W 0.4 NW 0.6 NNE 1 NNE 1 NNE 0.7 N 0.4 N 0.9 NNE 1 ENE 0.9 NE 0.3 NNE 1.3 ESE 0.7 NNW 0.4
水色 5 5 7 6 6 6 6 6 7 6 6 7 7 6 6
透明度 14 12 7 10 22 14 8 14 5 7 12 6 22 8 7
うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

波浪階級 1 2 2 2 2 3 3 3 1 1 1 1 1 1 2
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨 稚 1 稚 I 稚 1 稚 1 稚 I 稚 1 稚丨 稚 I 稚 I

0 24.3 24. 5 24. 7 24. 4 24. 3 24. 3 24. 6 24.2 23.8 23.6 23.7 24. 2 23.7 24. 4 23.8
10 24.31 24. 43 24. 73 24. 05 24.11 23. 91 24. 35 24.17 23. 66 23. 72 23.38 23. 59 22.92 23. 91 23. 70
20 23. 79 24. 24 23. 82 23.12 21.90 22.91 23. 22 23. 76 23. 83 23. 62 23. 43 23.57 22. 81 23. 70 23. 68
30 22.53 22. 76 21.83 21.01 19. 68 20. 59 21.76 22. 38 23. 86 23. 45 23. 45 23. 45 22. 77 23. 53 23. 66

基 50 20. 32 19. 98 20.16 19. 35 17.10 18. 23 19.57 19. 57 22. 51 22. 20 22. 55 22.14 20. 99 22. 90 21.85

水 75 17.13 17. 88 17. 07 16.12 14. 60 15. 47 15. 60 16. 74 19. 71 20.18 18. 73 18.90 16.77 18. 96 19.61

準 100 13.98 14. 26 13. 63 13. 54 12.74 12. 73 13. 95 13.97 16. 50 15. 67 16. 58 14. 82
150 9. 26 9. 46 9. 67 8. 74 8. 88 9.96 10.13 13.12 11.16 11.74

温 水 200 5. 43 5. 44 4. 93 4. 68 4. 85 4. 43 5. 64 7.68 7.62 6.19
300 1.38 1.26 1.23 1.21 1.00 1.15 1.34 1.47 1.05

(°C) 深 400
500

600

(m) 700
800

900
1000
0 32. 058 30. 806 30. 442 30. 640 32. 890 31.533 30. 861 32. 592 32. 424 32. 346 32.418 32. 334 33. 246 32. 363 32. 362
10 32. 095 31.910 30. 929 33.132 32. 893 32. 996 32. 220 32.631 32. 570 32.640 32. 669 32. 468 33. 249 32. 540 32. 532
20 33. 001 32. 575 33.154 33.413 33. 479 33.473 33. 405 32. 977 32. 757 32. 744 32. 880 32. 735 33. 287 32. 704 32. 606
30 33. 594 33. 529 33. 754 33. 970 34.139 34. 044 33. 835 33. 678 32. 841 32. 893 32. 887 32. 879 33.317 32. 924 32. 705

基 50 34.133 34.137 34.120 34. 214 34. 374 34. 305 34.186 34.195 33. 480 33. 588 33. 426 33. 430 33. 880 33. 275 33. 704
75 34. 346 34.317 34. 362 34. 351 34. 397 34. 428 34. 370 34. 368 34.149 34.121 34. 256 34. 220 34. 299 34. 236 34.186

塩 準 100 34. 309 34. 302 34. 312 34. 337 34. 355 34. 356 34. 324 34. 321 34. 327 34. 335 34. 350 34. 339
150 34.143 34.119 34.119 34.120 34.134 34.173 34.159 34. 314 34. 207 34. 253

水 200 34. 056 34. 055 34. 055 34. 045 34. 057 34. 052 34. 062 34. 082 34. 085 34. 050
300 34. 073 34. 073 34. 073 34. 072 34. 074 34. 073 34. 062 34. 069 34. 074

分 深 400
500
600

(m) 700

800
900
1000



観測機関名 秋田県水産振興センター

観測時平成15年11月11日 〜 平 成 15年11月12日
西暦2003年11月11日 〜 2003年11月12日

観測定点番号 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S9 N1 N2 N7 N8

位 N 39。40.00’ 39。30.00, 39° 20.00’ 39° 20.00’ 39。20.00’ 39。30.00’ 39° 40.00’ 39。47.00, 39。55.00, 40。5.00’ 40。5.00’ 40。0.00’

置 L 139。48.00， 139° 49.00’139。49.00’139° 42.00’139。 30.00， 139。34.00， 139。37.00, 139。37.00， 139。40.00, 139° 40.00, 139° 37.00’ 139° 35.00,

日時分 11 09：10 11 09：59 1110:58 1111:36 1112：29 1113:35 1114:37 1115:23 12 09:21 12 10:35 12 11:01 12 11:45

天候 C r r r r r r r r r r c

気温 10.3 10.8 10. 8 11.1 11.5 10. 7 11.1 11.1 10.7 10.2 10. 3 10. 6

風向 •風力 NE 5 NE 7.1 ENE 8.8 NE 9. 7 NNE 13.7 NNE 7.6 NE 9.7 ENE 9.6 NNW 8.5 NNW 8.2 NW 9.2 N 6.8

海流 SSE 1.1 S 0.5 SW 0.6 WSW 0. 7 WNW 0.8 NW 0.4 WNW 0.4 SSE 0. 3 S 0.6 NNE 0.6 SE 0.6 SE 0.9

水色 4 4 5 5 5 5 4 4 4 4 5 5

透明度 20 18 13 13 12 14 19 20 20 17 16 16

うねり 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 3 3

波浪階級 1 2 2 2 2 2 3 2 3 3 3 3
PL採集形式 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚 1 稚 1 稚 1 稚丨 稚 1 稚丨 稚 I 稚 1 稚 1 稚 1

0 18.4 18.6 18.4 18.0 18.5 20.0 19.0 19.1 18. 2 18.1 18.0 18.1

10 18.94 19.13 18. 40 18. 81 18. 69 19.13 19.12 19. 09 18. 85 18. 64 18. 25 18.48

20 18.95 19.13 18. 50 18. 86 18. 75 19.14 19.13 19.10 18.87 18. 64 18. 27 18. 49

30 18.94 19.13 19. 23 18.87 18.69 19.14 19.12 19. 09 18. 87 18. 64 18.27 18. 49

基 50 18.87 19.12 19. 25 18. 99 18.95 19. 08 19.12 19.10 18. 49 18.17 18.19 18.43

水 75 19.42 19. 22 18. 44 18. 67 18. 50 19. 05 19. 08 19. 65 17. 84 18. 21 17. 53 18. 76

準 100 15.13 17.31 15.26 16. 25 16. 66 17. 44 16. 98 16. 66 14. 80 15.07 14. 95

150 8. 93 9. 89 10. 50 9. 64 9. 91 10. 97 11.28 8.75 9.37

温 水 200 4. 52 4.41 4. 66 4.31 4.16 4. 94 3. 58 3. 60

300 1.59 1.33 1.19 1.13 1.33 1.28 1.05

(°C) 深 400

500
600

(m) 700
800
900
1000

0 33.290 33. 332 32. 393 33.213 31.575 33.216 33.331 33.317 33. 378 33. 383 33. 395 33. 260

10 33. 290 33. 333 32. 897 33. 223 33.113 33. 263 33. 331 33. 317 33. 378 33. 386 33. 456 33. 360

20 33. 290 33. 334 32. 937 33. 250 33.136 33. 265 33.331 33.317 33. 378 33. 386 33. 455 33. 363

30 33. 292 33. 334 33. 304 33.288 33.112 33. 278 33. 331 33.317 33. 379 33. 389 33. 467 33. 363

基 50 33.295 33. 335 33. 328 33. 383 33. 353 33. 297 33. 332 33. 318 33. 501 33. 509 33. 597 33. 544

75 34. 027 33.412 33.810 33. 685 33. 735 33. 305 33. 340 33. 824 34. 204 34.132 34. 226 34. 041

塩 準 100 34. 322 34.136 34. 353 34. 261 34. 293 34. 256 34. 234 34.313 34. 326 34. 328 34.312

150 34.136 34.180 34. 209 34.170 34.169 34. 238 34. 245 34.112 34.155

水 200 34. 045 34. 049 34. 045 34. 053 34. 040 34. 056 34. 044 34. 048

300 34. 069 34. 071 34. 070 34. 070 34. 071 34. 067 34. 070

分 深 400
500
600

(m) 700
800

900
1000



漁場環境調査（稚魚調査)

【目 的 】

本事業ではこれまで、秋田県沖合海域の底魚漁場にお 

いて、水温 • 塩分 • 潮流•海底地形などのデータを収集 

してきたが、これら物理環境と底魚資源の変動には関連 

があると予想される。そこで本年は、その関連を解明す 

るため、底魚魚類及び重要甲殼類の時期別•水深別の分 

布状況を調査し、基礎資料とした。

【方 法 】

ハ夕ハタ稚魚調査で混獲された魚類及び重要甲殼類の 

種を同定後、尾数を計数し、最小及び最大全長（ハタハ 

夕、マダラ、スケ卜ウダラは体長、マダイ、チダイは尾 

叉長、甲殼類は甲幅）を測定した。

採集された魚類リストの科の配列と学名は中坊（1993) 
に従った。

また、魚種ごとに、曳網別入網個体数が最も多かった 

ときの水深と水温を最多出現水深及び水温とした。

【結果及び考察】

各調査結果を表1 に示した。平成15年 3月25日から9 
月12日まで、 5 〜350m水深帯で、合計148回の曳網で入 

網があった。常にハタハタ稚魚ねらいの調査であったた 

め、水深別の曳網回数は、 5 〜49mが29回、50〜99mが 

53回、100〜149mが24回、150〜199mが 1回、200〜 249 
mが 7 回、250〜299mが12回、300〜349mが13回、 350 
〜399mが 9 回と水深帯別にばらつきがあった。また、 

用 船 （兼丸及び漁宝丸）及び第二千秋丸の船速及び曳網 

時間は、用船調査では1.41±0.21kt (平均土標準偏差） 

で406土165秒、第二千秋丸では、0.97±0.14ktで561土 
144秒であった。

採集された魚類は39科97種106分類群であった。魚種 

別採集尾数（上位5傑）は、ハタハタが全体の90.4% と 

最も多く、次いでマダラが1.6%、スケトウダラ0.9% 、 

コモチジャコ0.9%、ヒレグロ0.7%であった。水深帯別 

にみると、水深5 〜49mではハタハタ96.8%、マダラ1.2 
%、スケトウダラ0.1%、コモチジャコ0.1% 、アイカジ

力0.1%であった。水深50〜99mでは、ハタハタ87.7% 、 

スケトウダラ2.5%、マダラ2.1% 、コモチジャコ1.6% 、 

ヤナギムシガレイ0.8%であった。水深100〜149mでは、 

コモチジャコ21.8%、サラサガジ14.0%、ノ、夕ハタ10.2 
%、 ヒレグロ10.1%、マダラ9.1%であった。水深150〜 

199mでは調査回数が1回のため評価できなかった。水 

深200〜249mでは、ハタハタ37.8%、ヒレグロ22.2% 、 

ハツメ12.3%、キンカジ力8.8%、マダラ5.3%であった。

杉 下 重 雄

水深250〜299mでは、ヒレグロ20.4%、ハ夕ハタ19.9% 、 

キンカジ力17.5%、クロゲンゲ15.4%、アカガレイ5.0% 
であった。水深300〜349mでは、ノロゲンゲ20.7% 、ヒ 

レグロ18.1%、クロゲンゲ15.9%、ハタハタ11.3% 、ハ 

ツメ 8.8%であった。水深350〜399mでは、ノロゲンゲ 

78.8%、クロゲンゲ5.6%、ガンコ3.1% 、ヒレグロ 2.5% 、 

アゴゲンゲ1.7%であった。

また、マダラ、マガレイ、ヤナギムシガレイ、アカガ 

レイ、キアンコウ、マダイ、ズワイガニなどの重要魚種 

について、卓越年級群の把握や、資源評価にも利用でき 

ると考えられ、今後ともデータを蓄積する必要があると 

思われた。

【今後の課題】

重要魚種の密度と海洋環境との関係を明らかにし、ハ 

夕ハタ以外についても、漁業者に資源情報を提供する。
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1 採集された魚類及び重要甲殻類
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場所 北浦 北浦 北浦 北浦

船舶 兼丸 兼丸 兼丸 兼丸

月日 3/25 3/25 3/25 4/8
水深 40 20 8 60

表面水温(°c ) 8.5 7.7 7.8 9.0
底層水温(°c ) 8.4 7.9 8.0 9.0
曳網時間(秒）(600) (600) (600) 360
平均船速(kt) 1.50 1.26 0.93 1.56

出現水深帯最多出現
水;aE(m )

100
300-350
20-60 40
40-80 80

200-300 300
70-80 80
7-300 80
5-300 40
100

80-140 80
40-140 80-140
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最多出現
zK ii(°C )

80

出現水温帯 
(°C )
10.0

1.0-1.3
8.4-10.4 
8.9-10.3
1.8-8.7
9.5-9.7
1.8-10.4 
1.3-10.4 
9_2_9_6
8.8-10.3
9.0-10.8 

9.3 
7.9

9.9-10.0
1.1-7.6

9.9-10.1 
9.8 
9.0

8.9-9.7
9.1-9.6
9.0-10.2
9.0-10.8
1.9-11.3
9.0-10.4
9.2-9_3
7.3-10.3
7.9-10.3

避 和 名 -
アブラツノザメ 
ドブカスべ 
コモンカスべ 
ニギス 
キュウリエソ 
ヒメ
スケ卜ウダラ 
マダラ 
サイウ才 
シオイタチウ才 
キアンコウ 
マトウダイ 
ヨウジウオ 
ィズカサゴ 
/、ツメ 
ウスメバル 

メバル属稚魚 
ホウボウ 
オニカナガシラ 
ガナガシラ 
ソコカナガシラ 

メゴチ

TL 45-75 40-140 80 8.8-10.3 9.3 87
TL 54-78 300 1.8 3

Family____________ species__________________
Squalidae ogua/us acanthias
Rajidae Bathyraja smirnovi

Raia kenojet 
Argentmidae Glossanodon semifasciatus
Sternoptychi dae Maurohcus muellen
Aulopodidae Au/opus japomcus
Gadidae Theragra chalco^ramma

Gadus macrocephaius 
Bregmaceroti dae Bregmaceros japomcus
Ophidndae Neobyth/tes sivtcolus
しophiidae Lophtus litulon
Zeidae Zeus faber
Syngnathi dae Syngnathus schlegeh
Scorpaemdae Scorpaena izensis

Sebastes owstom 
Sebastes thompsom 
Sebastinae spp.

Triglidae Chehdomchthys spmosus
Lep/dotngla kishinouyei 
Lep，dotngja m/croptera 

’ _ — — Lepidotngla abyssalts 一
Platvcephahdae • ■

■ ■ Hexagrammidae......Rlf^fo^ammus azonus........
___________________ Hexagrammos otaku________

Hemitripteridae . YLH9.s.yf. .
................................Tri^opsJordan}..................

Gymnocanthus intermedius
 Ricuzenius pinetorum

Cottidae Artediellus dydymovi
30 „ キンかジカ—

ニづナりナジカジ力 
3 2 アサヒアナハせ 
3 3 アナハゼ

Cotttuscums schmidtt
_ AjpjSihPhv?.

Pseudoofennius cottoides 
Pseudoblennius percoides

TL 64-290 
TL 20-30 

37

40-200
5-20

20

140
5

7.5-10.3
9.0-9.3

8.2

9.9
9.0

—u 施 魚 類 -- _ Cottidae spp.
._ Q^ycottus s e t te r ........

Psychrolutes paradoxus

TL 12-25
TL 65-327 
TL 62

5-20
95-350

250

7.9-9.8
0.9-9.8

9.8 
■ 4.9

623
57

3 6 ウラナイカジ力
卜クビレ 

シロウ

__Agonidae Podothecus sacht 
PaHasina barbata •• 
OcceHa kuronumai

TL 178-231 
TL 155-183 

—TL 140—211

180-300
200

7-140

..200..

1 00 "

2 2 - 8.1 
6.8-7.5 

—8.4-10 L
4 0 クサウオ 
4 1 ビクニン 
4 2 アバチヤン

19-145 
41-72 

TL 86-251

5-140
80-350
250-350

60
300

8.4-10.4 
1.0-9.8 
0.9-2.2

9.1
14Limans tessellatus.....

Crystallichthys matsushimae
4 3 アカムツ 
4 4 テンジクダイ 
4 5 シロギス

Doederleinia berycoides
•. HnPMty.s......

Sillago japonika

Tし
TL 34-88
TL 140-185 
TL 128
TL 82-157 
*FL 44-227

140 
60-100 
40-200 

80 
33-60 
40-80 _

9.4
9.2-10.3
6.8-9.7

9.7
9.4-10.4
9.0-10.8

5
50..Apogonidae , 

„ Sillaginidae
4 6 アカアマダイ 
4 7 マアジ 
4 8 マ ダ イ 一 
4 9 衫 イ  
5 0 キダイ 

クロゲ：

Branch i ostejgidae
...Q_arangidae.........

Sparidae_________

Branchioste^us jaj^pnicui 
Trachurus japonic us 
Pagrus major

60
50

10.4
9.0

9
116

Evvnnis iap onica

ゲンゲ„ Lycodes nakamurai

36-1.19 
TL 125-130 

' TL 83-321

40-80
__80

250-350

9.0-10.4 
9.3-9.6
1.0-5.2
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Petroschmiatia toyamensis
ゆjord̂ni,_p_oecilitjjgp ■ ■ ■

■ Lycodes isponjcus  …
_ Lycodes tanakai....................
__ Lycodes vamatoi ..............
_ AHofepis hoHandi _______

Derjuginia ipj?onica................
Zoarcidae_sp........................

■ ■ .?tichaeus_ gr/£OQem.............
Anisarchus macrops
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.PhoNdidae........

■ Trichodontidae 

Uranoscopidae

Stichaeidae spp............
..Fh9lLsnebuJosa....
• P.bpJjdidae sjDp..............
• - ̂r9X9P.Q9Ry.sĴR9Jli9yA. _ _
■. j期 • • •UranoscoDUS iaponicus

5
160
20

9.0
9.8

2241 2824 36932 12474

100
60
33
40
20
20

Pinguipedidae
Ammqdytidae

_ . Pm §pm pM . . • •
Ammqdytes j?^_rsonatus 

..f?pj?pjp.yp.§p.y§. .sppL_ こ _ •
い yc_9p§prjp/]pj^prqii

inpgobjus heptacanthus • _ 
m/a gent

9.1
9.7
9.7
9.2
9.2

......... 12................................................................

18
1

29
20
.
2ー
88
8

10
.丄

77
.
5ー
 
5
ー
17
一
24
7

5.
1
ー
2.
54
.3.
62
30
1

\Gturichthys sciist/us 
'haeturichthys hexanema

■ PfPXPKobius zacalles
■ A.9Piitrp.§9Pl̂. p.̂.a.yn?li...........

lae spp.

100
80

9.9 
.9.8

60
140

10.3
9.9Gobudae s

Par.aUp.bthyidae .• P^ ljch thys ojjyaceus.............
_ • • Tarphops_ o/igo/ep/s................
_ Pseudorhombuspentophthalmut

20
80

7.9
9.3

Pleuronectidae
• • FMyrPnfchtf?x?.期.-.......
• „ Mfpfostomus achne.........
■ _ Eopsetta grjKor[ewi_...........
•. A canthopsetta nadeshnyi•. MPR?Mf<>?̂ idps_dub/us...

80
10.0

9.0-10.4 
0.9-3.7
1.0-9.2

7.5-10.8
1. 1- 10.2
7.9-11.3
7.6-9.9
7.9-10.3 

„  9.0-10.5
1.0-11.3
7.9-9.7 

9.9

40-140
250-350
180-350
40-200
80-350
id-20

140-200
60-140

,7-60, „  
7-350 
20-60 

80

100 
250 .

10.0
3.7 
1.4 

10.0
8.7

80 
■ 200■ ■ Q!x9Pp.9Pj?bM̂ . •.

Kareiu.....A l̂ysbfco/oratus  _
■ _ /nochigarei

Pjeuronectes herzensteini 
Pfeuronectes yokohamae 
Pjeuronectidae spD.

■ ■ ■ tl§tPfoWyjftPfMj?P9Jli93i.....
Zebrias zebra___________

140
80
40

9.9
10.3
9.3 
9.8
8.4

3
53
26

1 0 2 アカシタビラメ

J.Q?....ラシと:^ !科魚類..
1 0 4 アミメハギ

• f?ynp£iqssusjpynen _ TL 136-150 
TL 95-137 
TL 41

80
60
10

蠱

Monacanthidae
_ .Cynogipssidae. s 

Rudarius ercodes
1 0 5 シヨウサイフグ 
1 0 6 クサフグ 
1 0 7 ズワイガニ

retraodonti dae 

M îdae

-- T，kijp_gy••明乂..
Jskjrugu njphpb/es, _ 
Chionoecetes opilio

TL 56-104 
TL 101-170 
CW _14-98 _
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5
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漁宝丸漁宝丸漁宝丸

4/25 4/25 4/25 
33 40 50

11.5 11.6 11.9
9.7 9.5 9.4

(600) (600) (600) 
1.50 1.50 1.50

兼丸漁宝丸漁宝丸漁宝丸

4/14 4/15 4/15 4/15
7 33 40 50

9.9 9.9 9.6 10.2
9.8 9.3 9.3 9.3
478 (290) (600) (600)
110 130 1.40 1.50

兼丸 漁宝丸漁宝丸漁宝丸 兼丸

4/8 4/10 4/10 4/10 4/11
5 33 40 50 5

9.3 8.9 9.0 9.0 9.1
9.0 9.0 9.0 9.0 9.0
547 (600) (600) (600) —
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4/15 4/18 4/18
40 60 60

10.2 10.6 10.7
9.3 9.0 9.0

(600) 430 449
1.80 1.50 1.50

兼丸兼丸兼丸兼丸

4/14 4/14 4/14 4/14
60 40 20 8
9.5 9.7 9.8 9.9
8.9 8.9 9.2 9.6
73 480 486 54

1.50 1.70 1.34 1.10

4/8 4/8 4/8
40 20 10
9.1 9.2 9.2
9.0 8.8 9.0
450 516 523 

魚擇No. 1.40 1.40 _ 1.34
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海 域 環 境 調 査

【目 的 】

秋田県沿岸の水質、底質及び生物相を調査し、海域環 

境の経年変化を把握した。それとともに沿岸に流入する 

河川等からの汚濁物から海域環境の保全を図るための基 

礎資料を得た。

【方 法 】

1 水質

平成15年 6 月及び10月の2 回、図 1 に示すB 〜尺の 

測線上の26定 点 （原則として各測線上とも0.5、2.5、
5海里の3定点）で実施した。また、 8 月に中央海域 

(測線 I 〜N ) で調査した。分析項目及び分析方法は 

次のとおりである。

( 1 ) 水温及び塩分：STD
[表層、 5 m層、10m層及び20m層 （水深が20m 

以浅の定点ではB-1 m層)]
(2) pH : ガラス電極法

COD ：アル力リ性過マンガン酸力リウム法 

ク ロ ロ フ ィ ル a (chl-a) ： 85%アセトン抽 出 法 

[以上、表面採水]
2 底質

平成15年 6月に1回、水質調査と同時にスミス•マッ 

キンタイヤー型採泥器（採泥面積0.05 m2) により砂泥 

質の各定点から各1回採泥し、表面から約2 onの層の 

一部を分析した。分析項目及び分析方法は次のとおり 

である。

⑴ 粒 度 組 成 ：淘汰分析法

( 2 ) 強熱減量（IL) ：

550°Cで 6 時間強熱を加えた後に秤量し、強熱前の 

重量から減少量を計算。

3 生物調査 

⑴ベントス調査

6月及び10月の水質調査時に同時に行った。 6月 

の調査では底質分析用に採泥した泥の残りを、10月 
の調査では採泥した試料の全量を0.5麵目のステン 

レス製ふるいにかけ、ふるい上に残った試料を約10 
%ホルマリン溶液にて固定した。固定した試料は実 

験室で生物のソーティングを行った後、外部に委託 

して生物の同定、計数及び湿重量の計測を行った。

(2) プランクトン調査

6 月及び10月の水質調査時に同時に行った北原式 

定量ネッ卜（網地：N X X 13)で水深20m (20m以 

浅の定点ではB - lm )から鉛直びきを行い、プラン 

ク卜ンを採集した。採集したプランク卜ンはグル夕

奥 山 忍 • 渡 辺 寿

ルアルデヒド溶液で固定し、実験室で常法により同

定と言十数を行1った。

【結果及び考察】

1 水質

水質調査結果を表1 から表3 に示した。

(1) 塩分

表層塩分の分布を図2 に不した。

1 ) 6月

昨年度はSt.N -1(雄物川河口域）のみ30未 

満であったが、今年度はSt.C -1(米代川河口 

域）及びSt.K-1及びK-2 (脇本沖）で30未満 

であった。全定点の平均値（表層）は昨年度が、 

31.15であったのに対し、今年度は31.73であっ 

た。

図 1 調査定点図
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2) 8 月

昨年度はSt.M -1(秋田港沖）、St.N-1及び 

N-2が31未満であったが、今年度はSt.K-1及 

びSt.M-1で30未満であった。全定点の平均値 

は昨年度が32.89であったのに対し、今年度は 

32.73であった。

3 ) 10 月
昨年度はSt.N-1のみ30未満であったが、今 

年度はSt.B-2 (竹生川沖）及びSt.Q-1及びQ-2 
(子吉川沖）で30未満であった。全定点の平均 

値は昨年度が32.14であったのに対し、今年度 

は32.75であった。

以上1年をとおして、河口域では低い値を示 

すことがあったが、平均値では31〜32であり、 

昨年度と比較しても変動は少なかった。

⑵ COD
CODの分布を図3 に示した

1 ) 6 月

昨年度はSt.C-1及びC-2 (米代川沖）で、 

水産用水基準1〉( 1mg/L以下）外の値が測定さ 

れたが、今年度はSt.Q-1で基準外の値が測定 

された。

2) 8月

昨年度は基準外の数値は測定されなかったが、 

今年度はSt.K-1で基準外の値が測定された。

なお、10月は昨年度に引き続き全定点で基準 

内の値であった。

以上河口域で基準外の値が測定されたが、同 

一定点で連続的に測定されたものではなく、河 

川由来の栄養塩類が影響を与えていると推察さ

図2 — 1 表層塩分の分布（6月） 図2 — 2 表層塩分の分布（8月） 図2 — 3 表層塩分の分布（10月）
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れ、一時的に値が上昇したものと考えられた。

( 3 ) クロロフィルa
クロロフィルa の分布を図4 に示した。

1 ) 6 月

昨年度はM線において、2 .0 /zg /L以上の値 

が測定されたが、その他は概ね1 .0 /ig /L前後 

の値であった。今年度はJ 線及びK線で2.7〜 

5.9" g / L 、また、St.Q-1で3 .6 "g/L の高い値 

となった。

2) 8 月

昨年度はSt.M-2及びN-3で2.0；czg/L以上 

の値が測定されたが、その他は概ねl.Owg/L 
以下の値であった。今年度はK線及びSt丄-2 
で 2 .7//g/L 以上、また、St.M-1でも 2.0/zg/L 
以上の値が測定された。中でもSt.K-1は16.5

11g / L の非常に局い値を不した。

3 ) 10 月
昨年度はK線、 L 線及びSt.N-1で2.0//g/L 

以上の値が測定されたが、今年度は概ね1.0 
U g /L 前後の値であった。

以上河口域で相対的に高い値が測定されるこ 

とが多かった。これは河川由来の栄養塩類が植 

物プランク卜ンの増殖に影響を与えた結果と推 

察された。また、K線は6 月及び8 月と非常に 

高い値を示したものの、10月は概ね1.0 " g / L  
前後の値となっており、一時的に値が上昇した 

ものと考えられた。

2 底質

底質調査結果を表4 に、底質の強熱減量（IL) の 

分布を図5 に示した。

図3 — 1 表層CODの分布（6月） 図3 — 2 表層CODの分布（8月）
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強熱減量は昨年度と同様水深が深くなるほど高くな 

る傾向が認められた。特に県内主要河川沖であるC線、 

N線及びQ線ではその傾向が顕著であった。このこと 

を裏付けるかたちで粒度組成についても同様に水深が 

深くなるほど底質の粒度が細かくなる傾向が見られた。

以上有機物を多く含むと思われる粒子の細かし、海底 

の泥土は速やかに沖合に移動していると考えられた。

3 生物調査 

(1) ベントス調查

調査結果を表5及び表6 に示した。なお、生物多 

様度指数（H 0 は次の式を用いた。

s
H '= - Z  (n i/N xl0g2 (ni/N)) 

i = l

N ニ総個体数、 ni =  i 番目の個体数、 s = 種類

図4 — 1 表層クロロフィルa の分布（6月）

1 ) 6 月

生物多様度指数（H’）の範囲は、4.470〜0.640 
ビット（昨年度：4.977〜2.227ビッ卜）であった。 

平均値でも昨年度は3.845ビットであったのに対 

し、今年度は3.337ビッ卜と落ち込んだ。特に落 

ち込みが大きかったのは、St.M-1であったが、 

これは出現生物種が3種のみであったためであっ 

た。

富栄養化指標生物種は、ョッバネスピオA型が 

St.C-1、P-l、Q-1及びR-2で 1個体ずつ出現し 

た。昨年度はSt.C-1の 1個体のみであり、出現 

定点数が増加したものの低密度であることから調 

查海域全体の富栄養化が進行しているとは考えに 

くいが、岸寄りの定点は今後も注意が必要と考え 

られた。

図4 — 1 表層クロロフィルa の分布（8月）
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2 ) 10 月
生物多様度指数 (H，) の範囲は、4.362〜1.445 

ビッ卜（昨年度：5.105〜1.414ビッ卜）であった。 

平均値でも昨年度は3.420ビッ卜であったのに対 

し、今年度は3.305ビッ卜と落ち込んだが、 6 月 

に比べで落ち込みの程度は値小さかった。

富栄養化指標生物種は、ョツバネスピオA型が 

St.C-1、M-l、N-l、P-l、Q-1及びR-1で 2、 3、 

7、 1、 2及び1個体出現した。昨年度はSt.C4、 
M-2、N-1及びN-3で 3、 2、 4及び4個体出現 

しているが、悪天候のためP線以南の定点は欠測 

であった。そのためN線以北の指標生物種の出現 

定点数を比較すると、今年度の3定点に対し昨年 

度は4定点になっており、大きな差はなかった。 

また、今年度のSt.N-1では同種が7個体出現し、

1
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図6 動物プランクトンのクラスター分析結果（6月）

M

図5 底質の強熱減量の分布（6月） 図7 動物プランクトンの類型分布（6月）
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他の定点より数が多いが昨年度はSt.N-1及びN-3 
で合計8個体出現したことを考慮すると、この海 

域の富栄養化が急速に進んでいるとは考えられな 

かった。 しかしながら、St.D -1(浅内沖）以外の 

岸寄りの定点ではすべて同種が出現しているので 

今後も監視を続ける必要がある。

⑵プランク卜ン調查

1 ) 6 月

調査結果を表7 に示した。

生物種として多様であったのは、渦べん毛類 

(Ceratium属）と橈脚類（Calanoida目）であっ 

た。 また、個体数で多かったのは橈脚類幼生 

( COPEPODA LARVAE ) 及び尾虫類{Oikop- 
leura s p p .)であった。また表7 を用いて動物プ 

ランクトンについてクラスター分析を行い、各定 

点間の距離を求めた。結果を図6、分布図を図7 
に不した。なお、距離を求めるにあたっては1 — 
C tt，2)(品川の地点間類似度）を用いた。分析の 

結果、各定点は5 つの類型に大別された。

類型 I は5 つの型の中で最も橈脚類幼生の出現 

個体数が少ない傾向があった。分布域もSt.B-2 
(竹生川沖）とSt.I-2 (塩瀬沖）と散発的であっ 

た。

類型n は橈脚類幼生と尾虫類が特に多い傾向が 

あり、前者は10,000個体/ m3以上の定点が多かっ 

た。分布域もSt.C-1及びSt.Q-1などの県内主要 

河川の河口域であった。

類型mは類型n と同様に橈脚類幼生が多かった 

が、これに加え繊毛虫類(Tintinnopsis s w .及 

び Eutintinnus s p p . )も多く 出現し、Cemtium 
属の出現種数も多様であった。分布域はN線 （松 

ヶ崎沖）以南であった。

類型ivは類型mと類型n の中間に位置するグルー 

プと考えられ、最も多くの定点がこの類型に属し 

ていた。分布域はC線からR線の範囲であった。 

なお、類型V はSt.P-3のみが属した。Oikopleura 
sp p .の出現個体数が少なかったことから孤立し 

たものと考えられた。

2 ) 10 月
調査結果を表8 に示した。

生物種として多様であったのは、 6 月と同様に 

渦べん毛類(Ceratium属 ) と橈脚類（Calanoida 
目）であり、また両群は出現個体数も多かった。 

表 8 を用いて6月と同様にクラスタ一分析を行つ 

た結果を図8、分布図を図9 に示した。分析の結 

果、各定点は7つの類型に大別された。

主要なグループは類型 I 及び類型n であり、類 

型n の方が類型I よりも渦べん毛類の出現個体数

I n miv v  vi m

図8 動物プランクトンのクラスター分析結果（10月）

図9 動物プランクトンの類型分布（10月）
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がより多い傾向にあった。分布域は類型I が全県 

的に見て連続的なのに対し、類型n は散発的な分 

布が目立った。

類型mから類型vnまでは孤立的なグループであ 

り、 1つか2つの定点のみが属した。うち類型vn 
(St.K-1) は特に渦べん毛類と橈脚類が多量に出 

現した定点であった。類型m (s t.c - i)も類型w 
と似た傾向にあるが、出現個体数はより少なかっ 

た。その他の類型IV (St.P-3)、類型v  (St.I-2及 

びQ - 3 )並びに類型VI (St.J-2及びL - 3 )は、橈 

脚類幼生が2,000個体/ m3より少ないという特徴が 

見られた。うち類型VIは類型V よりも渦べん毛類 

の出現個体数がより多い傾向があり、海岸線に近 

い定点はどちらの類型にも属さなかった。また、 

類型IVは類型VIに近い組成だったが、 Ceratium 
sm atranumがこの定点のみで2,000個体/ m3弱出 

現したため、孤立したものと考えられた。
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表 1 水質調査結果（6 月）

St. 観測日時 天候 雲量 嵐向 風力 気;皿
(°C )

うねり 波浪

階級
水深
(m)

透明度
(m)

水色 観測層
(m)

水温
(°C )

pH COD
(mg/L)

塩分
(^g/L)

多様度指数
H’(へ•ントス）

B 6月5日
11:30

be 4 W 3 16.3 1 29.0 10.0 5 0
5
10
20

17.8 
17.0 
16.5
13.9

8.1 * <0.5 31.00
32.32
32.41
33.10

1.5 3.448

C-1 6月5日 
13:45

be 2 w 2 18.4 1 8.0 4.0 8 0
5
7

17.9
16.7
16.7

8.2 <0.5 27.20
32.24
32.28

1.1 2.486

C-2 6月5日 
12:50

b 2 w 2 17.0 1 32.2 7.0 6 0
5
10
20

18.2
16.8
16.8
15.9

8.1 <0.5 31.72
32.29
32.49
32.69

0.9 3.135

D-1 6月5日 
14:10

be 3 WSW 3 17.5 1 12.7 5.0 7 0
5
10
11

18.2
16.7
16.4
16.3

8.1 <0.5 31.98
32.42
32.49
32.58

0.9 2.301

D-2 6月5日 
14:20

be 3 w 5 17.5 1 38.0 7.0 4 0
5
10
20

17.8 
16.7 
16.1
14.9

8.2 <0.5 32.21
32.51
32.62
32.94

0.4 4.056

I 6月4日
13:50

be 2 WNW 4 19.2 1 1 89.3 13.0 4 0
5
10
20

16.9
15.9
15.9 
13.7

8.2 0.6 32.29
33.24
33.34
33.65

1.8 2.654

J 6月4日 
14:05

c 8 ESE 2 19.1 1 1 86.1 5.0 6 0
5
10
20

16.8
16.5 
15.8
15.6

8.2 0.8 31.10
32.14
32.81
33.31

3.9 3.881

K-1 6月4日
15:20

be 5 W 3 18.9 1 1 6.6 3.0 8 0
5

17.7
16.1

8.3 1.0 28.55
31.76

5.9

K-2 6月4日
15:10

c 8 NW 3 19.0 1 1 18.7 3.0 7 0
5
10
18

18.3
16.2
15.9
15.7

8.3 0.9 29.10
32.42
32.55
32.64

5.7 2.725

K-3 6月4日 
14:25

c 8 NNE 1 19.2 1 1 40.8 7.0 7 0
5
10
20

17.2
16.4 
16.1
15.4

8.2 0.6 31.22
32.41
32.63
32.74

2.7 4.388

L-2 6月4日 
14:55

be 5 ENE 2 19.2 1 1 20.8 12.0 5 0
5
10
20

16.8
16.0
15.9
15.6

8.2 く 0.5 32.43
32.55
32.59
32.71

0.2

L-3 6月4日 
14:40

c 8 E 1 19.1 1 1 22.0 17.0 5 0
5
10
20

17.0 
16.3
16.1 
15.6

8.2 <0.5 32.60
32.43
32.55
32.65

0.4

M-1 6月4日
10:20

be 3 SE 2 19.7 1 1 17.2 8.0 6 0
5
10
16

16.9
16.4
16.3
16.3

8.2 <0.5 31.06
31.67
32.00
32.36

1.3 0.640

M-2 6月4日 
10:00

be 3 ESE 4 19.8 1 1 36.7 22.0 5 0
5
10
20

16.4
16.1
16.1
16.0

8.1 <0.5 31.87
32.51
32.52 
32.54

0.9 4.470

M-3 6月4日
9:33

be 3 SSE 5 20.1 1 1 41.9 12.0 5 0
5
10
20

16.2
16.1
16.0
14.3

8.1 0.7 32.54
32.53
32.56
33.58

0.7 2.145

N-1 6月4日
12:00

be 3 N 3 21.6 1 1 11.7 5,0 5 0
5
10

16.8
16.4
16.4

8.2 0.6 31.93
32.32
32.37

1.1 3.416

N-2 6月4日
12:15

be 3 W 3 21.6 1 1 36.3 13.0 4 0
5
10
20

17.6
16.5
16.2
15.3

8.2 <0.5 32.48
32.47
32.47 
32.60

0.2 4.262

N-3 6月4日
12:35

be 4 W 4 19.8 1 1 51.1 17.0 4 0
5
10
20

17.6
16.2
16.0
12.3

8.2 <0.5 32.56
32.73
32.82
33.28

0.2 4.324

P-1 6月6日 
9:30

b 2 E 2 19.5 1 1 11.6 4.0 7 0
5
8

18.0
17.2
16.8

8.2 0.9 30.91
31.28
31.41

1.4 3.652

P-2 6月6日 
9:25

b 2 E 3 19.7 1 1 38.0 4.0 7 0
5
10
20

17.7 
16.2
15.8 
13.3

8.2 0.7 30.95
31.62
32.08
33.08

1.4 4.071

P-3 6月6日 
9:05

b 2 SSE 2 18.7 1 1 70.1 11.0 5 0
5
10
20

17.3 
16.9 
15.5
12.3

8.1 0.7 32.22
32.32
32.48
33.38

0.9 2.821

Q-1 6月6日
10:15

b 2 SSW 3 20.2 1 1 11.5 5.0 7 0
5
10

18.0
16.8
15.3

7.9 1.7 30.80
31.13
32.10

3.6 3.181

Q-2 6月6日 
10:30

b 2 W 3 20.2 1 1 41.0 4.0 5 0
5
10
20

19.5 
欠測 

欠測 

欠渊

8.2 0.8 欠測 

欠測 

欠測 

欠測

1.6 3.453

Q-3 6月6日 
10:50

b 2 W 4 18.8 1 1 81.0 4.0 7 0
5
10
20

19.4 
欠測 

欠渊 

欠測

8.2 <0.5 欠测 

欠測 

欠測 

欠測

1.1 3.240

R-1 6月6日 
11:40

b 2 ENE 1 18.6 1 1 36.7 6.0 7 0
5
10
20

20.0 
欠測 

欠測 

欠澜

8.2 0.6 欠測 

欠測 

欠測 

欠測

1.4 4.172

R-2 6月6日 
11:30

b 3 SSW 3 18.6 1 1 71.6 8.0 5 0
5
10
20

20.5
欠渊

欠测

欠渊

8.2 0.7 欠測 

欠測 

欠测 

欠渊

1.6 3.828



表 2 水質調査結果（8 月）

St. 観測日時天候雲量風向 風力気温うねり波浪水深透明度水色観測層水温
( ° C ) 階 級 （m) (m) (m) (°C)

pH COD
(ml/l)

chl-a

I 8月4日
13:55

o 10 WSW 4 23.6 2 1 90.0 8.0 5 0
5
10
20

23.1
22.5
21.9
20.9

8.2 0.5 32.73
33.38
33.67
33.84

0.9

J 8月4日 
14:12

0 10 SE 4 23.5 2 2 65.0 8.0 5 0
5
10
20

23.1
22.9
21.4
20.3

8.2 0.7 32.16
32.59
33.62
33.97

1.3

K-1 8月4日 
9:03

C 9 SSW 3 23.7 1 2 7.0 3.0 7 0
5

23.0
22.6

8.3 1.3 28.53
31.90

16.5

K-2 8月4日 
9:12

C 9 SSW 4 23.7 2 2 19.0 5.0 7 0
5
10
17

22.8
22.6
20.5
19.8

8.3 0.7 31.32
31.63
33.68
33.84

4.1

K-3 8月4日
9:25

C 9 W 3 23.7 2 1 25.0 5.0 7 0
5
10
20

22.5
22.2
20.9
19.7

8.2 <0.5 31.64
32.12
33.45
33.88

3.0

L-2 8月4日 
9:54

C 9 W 3 23.7 2 1 25.0 5.0 7 0
5
10
20

22.5
22.4
21.2
19.7

8.2 0.6 31.58
31.95
33.27
33.84

2.7

L-3 8月4日 
9:41

C 9 SSE 4 23.8 2 1 26.0 16.0 4 0
5
10
20

22.7
22.4
21.4
19.7

8.2 0.6 32.65
32.64
33.20
33.82

1.4

M-1 8月4日 
11:00

C 8 S 5 24.0 2 1 14.5 5.0 7 0
5
10
13

22.7
22.5
22.1
21.0

8.2 1.0 29.32
32.59
32.87
33.27

2.2

M-2 8月4日 
11:12

C 9 WSW 5 24.1 2 1 37.8 6.0 5 0
5
10
20

23.2 
23.0
22.2 
20.2

8.2 0.6 32.45
32.56
32.60
33.73

0.9

M-3 8月4日
11:25

0 10 SW 5 23.6 2 1 41.7 6.0 5 0
5
10
20

23.2
23.0
21.0 
20.5

8.2 <0.5
CO 

CO 
CO 

CO
 

CO 
CO 

N3
 

ro
 

00 C
O
為

C
O
為 1.1

N-1 8月4日 
12:25

r 10 S 5 23.5 2 2 10.6 7.0 9 0
5
10
11

23.2
23.0
21.2
21.0

8.2 <0.5 32.48
32.84
33.12
33.12

1.3

N-2 8月4日 
12:38

r 10 WSW 5 23.6 2 2 36.2 7.0 5 0
5
10
20

23.1
23.1 
21.6 
20.0

8.2 <0.5 31.96
32.13
33.68
33.00

1.1

N-3 8月4日
12:53

0 10 SW 5 23.6 2 1 50.9 8.0 5 0
5
10
20

23.5 
23.3 
22.1
19.5

8.2 0.6 33.25
33.48
33.75
33.12

1.4
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表 4 底質調査結果

粒度 組成 (%) IL

St. >2_0mm 2.0 〜1.0mm 1.0 〜0_5mm 0.5 〜0.25mm 0_25〜0.125mm 0.125 〜0.063mm 〈0.063mm %

B- 2 0.00 0.00 0.30 0.60 33.43 63.28 2.39 2.47

C-1 0.00 0.00 0.00 0.29 66.08 28.95 4.68 2.51

C-2 0.00 0.00 0.00 0.29 31.71 65.14 2.86 3.02

D-1 0.00 0.00 0.00 0.00 62.31 35.91 1.78 3.43

D-2 0.00 0.00 0.31 2.81 42.81 50.31 3.75 3.09

1-2 0.00 0.00 0.00 0.00 4.56 52.12 43.32 5.91

J-2 0.00 0.00 0.00 0.30 18.18 53.03 28.48 5.10

K-2 0.00 0.00 0.00 0.00 8.55 57.57 33.88 4.70

K-3 0.00 0.00 0.00 0.30 44.61 47.31 7.78 3.71

M-1 0.00 0.00 1.33 14.89 57.98 25.53 0.27 1.56

M-2 0.00 0.00 0.00 0.00 10.03 75.64 14.33 4.09

M-3 0.00 0.00 0.00 0.00 10.47 81.94 7.59 2.82

N-1 0.00 0.00 0.00 0.30 65.98 32.54 1.18 1.99

N-2 0.00 0.00 0.00 0.27 9.70 81.67 8.36 3.09
N-3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.76 68.10 31.14 4.05
P-1 0.00 0.00 0.00 0.55 55.25 41.71 2.49 1.95
P- 2 0.00 0.00 0.00 1.53 58.10 35.17 5.20 2.48
P-3 0.00 0.00 0.00 0.00 6.51 35.16 58.33 5.62

Q-1 0.00 0.00 0.00 2.31 77.46 19.36 0.87 2.50
Q-2 0.00 0.00 0.00 0.28 45.35 45.92 8.45 2.83
Q-3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.78 58.96 40.26 6.13
R-1 0.00 0.00 0.00 0.00 57.75 34.95 7.29 2.30
R-2 0.00 0.00 0.00 0.00 4.07 60.47 35.47 5.30



表 5 ベントス調査結果（6 月）その1 個体数/全量

出 現 動 物 B C - 1 C - 2 D - 1 D - 2 I J K - 2 K - 3 M - 1 M - 2

C O E L E N T E R A T A 腔腸動物

A C T I N I A R I A イソキ'、ンチャク目

E d w a r d s i i d a e ムシモドキキ、、ンチャク科 1

C e r i a n t h i d a e ハナキ、、ンチャク科

Cerianthus sp. " 1

N E M E R T I N E A 紐形動物

N E M E R T I N E A 紐形動物門 1 8 2 1 1 2 1 1

H E T E R O N E M E R T I N I 異紐虫目

S I P U N C U L O I D E A 星ロ動物

Golfingia sp. フク口ホシムシ科

Apionsoma sp. サメハタ、、ホシムシ科 2

A s p i d o s i p h o n i d a e タテホシムシ科

A N N E L I D A 環形動物

Lepidonotus spiculus フサツキウロコムシ

Harmothoe sp. ウロコムシ科

Ehlersileanira sp. ノラ!)ウロコムシ科 1

Pholoe sp. /;

Sigalion sp. II 1 1

Sthenelais sp. a

E u l e p e t h i d a e E u l e p e t h i d a e

Pareulepis wyvillei ナカ''クホ、'ウロコ

Anaitides spp. サシハ、、コ'、カイ科 1 1 1

Eumida sp. 1)

Mysta sp. /;

He si one reticulata オトヒメコ''カイ

Kefersteinia sp. オト匕メコ、、カイ科

Ophiodromus angustifrons モグリオトヒメ 1 1

0. sp. オト匕メコ、'カイ科

Pilargis berkeleyae カキ、'ナシコ、、カイ

Sigambra tentaculata カキ''コ''カイ科 8 1

S y l l i n a e  ge n .  sp. シリス科

Nectoneanthes latipoda オウキ、、コ、、カイ

Nereis sp. (cf. surugaense) コ、、カ イ 科 ( c f . スル力、、コ、、カイ）

Aglaophamus sinensis トウヨウシD力''ネコ、、カイ

A. sp. シロカ、、ネコ、、カイ科

Micronephtys sphaerocirrata oriental is コア'シ卩力''ネコ、、カイ 1 1

Nephtys caeca ハヤテシD力、、ネコ、、カイ 1

N. californiensis コクチョウシ卩力、、ネコ、'カイ

N. oligobranchia コノハシ卩力、、ネコ、、カイ 3 8 2

N. polybranchia ミナミシP力、'ネコ、'カイ

N. spp. シロカ、、ネコ、、カイ科

Sphaerodoridium minuta アワコフ、、コ、、カイ 1

Glycera alba チロ！)科 1

G. capita ta キタチロリ

G. chirori チロリ

G. convoluta チロ!)科

G. decipiens イソチロリ 3 1

G. sp. チロ!)科

Glycinde sp. ニカイチロリ科 2 1

Goniada sp. /; 1 1 3

Paralacydonia paradoxa L a c y d o m i d a e 1

Onuphis sp. ナナテイソメ科 4

Eunice indica ャリフ'、スマ 1 1 1

E. sp. イソメ科

Lumbrinerides dayi キ、、ホ、、シイソメ科

Lumbrineris japonica キ、、ホ、'シイソメ 1

L. latreilli キ''本、'シイソメ科 3 1 1

Ninoe japonica n

N. palmata 工ラキ'、ホ、、シイソメ

N. sp. キ、'ホ、、シイソメ科 2

Drilonereis sp. セク''ロイソメ科

Protodorvilea sp. ノリコイソメ科

Schis tomeringos sp. II 1 1

Naineris sp. ホコサキコ、、カイ科

Phylo nudus 1)

P. sp. n

Scoloplos armiger ヨロイホコムシ 1 1 1

Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ、、カイ科

Aricidea neosuecia nipponica P a r a o n i d a e 1 8

A. wassi n 1 1 2

A. sp. it

Paraonides lyra it

Paraonis gracilis japonica n

Apis tobranchus tullbergi A p i s t o b r a n c h i d a e

Laonice sp. (cf. japonica) ス ピ オ 科

L. sp. II 1

Paraprionospio sp. ( t y p e  A) ヨツハ'、ネ ス ピ オ (A型 ) 1

Poly dora sp. ス ピ オ 科 2 1 2 8

Prionospio caspersi ミミスピオ 1 1 1

P. depaupera ta ソテ''ナカ、'スピオ 1

P. dubia 才力ス匕。才 1 5 3

P. elegantula ナカ''エラスピ才 3

P. mil tibranchia ta マ力'' タマスピt 1



表 5 ベントス調査結果（6 月）その2 個体数/全量

出 現 動 物 B C - 1 C - 2 D - 1 D - 2 I J K - 2 K - 3 M - 1 M - 2

P. ehiersi ス ピ オ 科 5

P. spp. ス ピ オ 科 1

Pseudopoly dora sp. n

Scolelepis sp. ))

Spiophanes bombyx エラナシスピオ 1 5 1 15

S. kroeyeri スス、'エラナシス!：°オ 3 1 1 1

S. japonicum ニホンヱラナシスピオ 4

Mage Iona japonica モロテコ、、カイ 3

M. sp. モロテコ、、カイ科 3 1 1

Chaetozone setosa ミス、、ヒキコ、'カイ科 7 7 3 2 1

C. sp. // 1

Tharyx sp. // 1 1

Brada villosa チロ！)ハホ''ウキ

Pherusa sp. ハホ、、ウキコ、、カイ科

Sealibregma inf la turn トノサマコ、、カイ

Ophelina aulogaster オフエ!)アコ'、カイ科

Sternaspis scut at a タ、、ルマコ、、カイ

Leiochrides sp. イトコ、、カイ科 3 1

Neoheteromastus sp. (cf. leneata) /; 5 4

Notomastus sp. a 1

Mediomastus sp. a 3 8 2 1 1

Clymenura japonica ニホンタテタケフシコ、、カイ

Nichomache sp. タケフシコ、、カイ科

Clymenella collaris エ!)タケフシコ、、カイ 1

C. enshuense エンシュウタケフシコ'’カイ

Praxillella pacifica ナカ''オタケフシコ''カイ

P. praetermissa ウリサ、、ネタケフシコ、、カイ 1 2

Asychis disparidentata クツ力、、タタケフシコ'、カイ

Maldane cristata ホソタケフシコ''カイ 7

M. pigment at a ヒョウモンタケフシコ、、カイ 1

Galathowenia oculata チマキコ'、カイ科 2 2 1

G. wilsoni 〃

Owen ia fusiform is チマキコ、’カイ 1

Melinna cristata カサ、、リコ、、カイ科

Ampharete sp. //

Lysippe sp. /；

Sosane sp. // 2

T e r e b e l l i d a e フサコ、、カイ科

Artacama proboscides "

Loimia medusa チンチロフサコ、、カイ

Nicolea sp. フサコ、、カイ科

Pista cristata ツクシフサコ''カイ 1

P. sp. フサコ、、カイ科

Amaena sp. /；

Polycirrus sp. //

T h e l e p i n a e  g e n .  sp. //

Streblosoma sp. it

Thelepus sp. n 1 2 1

Terebellides horikoshii タマク''シフサコ''カイ 1

Trichobranchus bibranchiatus n 1

Laonome sp. ケヤリ科

Chone sp. // 2 1 1

Euchone sp. a

E c h i u r i d a e キタユムシ科

M O L L U S C A 軟体動物

C h a e t o d e r m a t i d a e ケハグウミヒモ科 1

Umbonium costatum キサコ、、

E u l i m i d a e ハナコ、、ウナ科

Neverita didyma ツメタカ、、イ

Oliva mustelina マクラ力、、イ

Phiiina argentata キセワタカ、'イ

Saccella sematensis アラスシ''ソテ''力''イ 1 2 5

Glycymeris vestita タマキ力''イ

H E T E R O D O N T A 異歯目

U n g u l i n i d a e フタハ''シラ;r イ科

Felaniella usta ウソシシ''ミカ、、イ 1 1

Thyasira tokunagai ハナシカ、、イ

M o n t a c u t i d a e フ、、ンフ、'クヤ卜、、リカ ソ科

Placamen tiara ハナ力、、イ

Veremolpa mi era 匕メカノコアサ!） 3

Raeta pulchellus チヨノハナ力、、イ

Moerella jedoensis モモノハナカ、'イ 1 1 1

M. nishimurai ニシムラサ、'クラ力、'イ 2

Nitidotellina nitidula サクラ力、、イ 3

Macoma praetexta オオモモノハナ力、、イ

Siliqua pulchella ミソ、、力、、イ 3

C u s p i d a r i i d a e シャクシ力''イ科

A R T H R O P O D A 節足動物

C y p r i d i n i d a e ウミホタル科 1

Vargula hilgendorfii ウミホタル 1 1

Philomedes japonica ウミホタルモト、、キ 1 3 1 5 3 2 7 2 6

Nebalia japonensis コノハエ匕''

M y s i d a e アミ科



表 5 ベントス調査結果（6 月）その3 個体数/全量

出 現 動 物 B C-1 C-2 D-1 D-2 I J K-2 K-3 M-1 M-2

Siriella sp. n 1

hipponomysis toriumii トリウミモアミ 1
Bodo tri a sp. ホ、、ト、'トリア科 2
Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ 2

Eocuma spiniferum ツノナカ'、ハリタ、、シク-マ

Iphinoe sagamiensis ホソナキ''サク-マ 1 1 1

Sympodomma sp. ホ、、ト、、トリア科

Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモト、、キ 1 1 1

Campylaspis angularis スへ、、スへ'、サイツ'、チク-マ 1

Hemilamprops japonica ラムフ。ロフ。ス科 2

Dimorphostylis coronata コンへ。イトウササ、、ナミク-マ 1

D. sp. テ、、ィアスティリス科 1 2

Leptochelia sp. ハ。ラタナイス科

Apseudidae アフ。セウテ、、ス科 1

Paran thura sp. ウミナナフシ科

Cirolana japonensis ヤマトスナホリムシ 1

Synidotea sp. ヘラムシ科

Lysianassidae フト匕ケ、、ソコヱビ 科 1

Anonyx sp. it 2 1 1

Orchomene pinguis フト匕ケ、、ソコェヒ、、

0. sp. フト匕ケ、、ソコX ヒ、、科

Ampelisca brevicornis クビナカ''ス力''メ

A. cyclops 匕トツメス力''メ 2

A. misakiensis ミサキス力''メ 8 1

A. naikaiensis フクロス力''メ

A. sp. ス力、'メソコェビ科 1

Byblis japonicus ニッホ。'ノス力'、メ 3 1 1

Urothoe spp. ツノヒケ、、ソコェビ科 4 5 3 1 2

Harpiniopsis sp. ヒサシソコX ビ 科

Giatanopsis japonica ニホンチビマルヨコエビ 1

Liljeborgia japonica ホソトケ、' ョコェ匕、、

L. serrta コソト、'卩トケ、'ヨコェビ 1 1

Perioculodes sp. クチハ、、シソコX ヒ、' 科 1 1

Synchelidium spp. II 2 1 1 3 2

Synopidae Synopidae

Pleustidae テンク'、ョコェヒ'、科

Melphidippe sp. サカサヨコエビ科 1 1

Pontogeneia rostrata アコ、、ナカ、、ョコェビ 1

Mell ta sp. ヨコエヒ、、科

Aoroides sp. Aoridae 1

Pareurystheus amakusaensis ケナ力、'オオアシソコェビ

Phot is sp. クタ、'オソコェ匕''科 1

Corophium kitamorii タイ力、、- ト、、ロクタ、'ムシ 1

C. spp. ト、、ロクタ、、ムシ科 1

Podoceridae ト、、ロノミ科 1

Caprella spp. ワレカラ科 1

Protogeton inflatus イトアシワレカラ

Me tapenaeopsis dalei キシェビ

Leptochela sydniensis マルソコシラェビ

Ogyrides oriental is ツノメェヒ、' 1

Crangon affinis エ匕シヤコ 1

Callianassa petalura スナモク、' リ

C. sp. スナモク、'リ 科 1 1

Paradorippe granulata サメハタ''ヘイケ力''ニ

Philyra syndactyla 匕ラコフ''シ

Portunus hastatoides 匕メカ''サ、、ミ

Typhlocarcinus villosus メクラ力、、ニ

Pinnixa tumida シロナマコカ''ニ

P. sp. カクレカ''ニ科

ECHINODERMATA 棘皮動物

Amphiuridae スナクモヒトテ''科

Amphipholis sp. n

Amphioplus sp. I)

Ophiuridae クモヒトテ''科 8

Ophiura kinbergi クシノハクモヒトテ、、 1 1

Holothuroidea ナマコ綱 1

Synaptidae イカリナマコ科

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸鰓目

Molgulidae モルク、、ラ科 2

Eugyra sp. n

VERTEBRATA 脊椎動物

Bregmaceros nectabanus トヤマサイウ才



表 5 ベントス調査結果（6 月）その4 個体数，全量

出 現 動 物 M - 3 N - 1 N - 2 N - 3 P - 1 P - 2 P - 3 Q - 1 Q - 2 Q - 3 R - 1 R - 2

C O E L E N T E R A T A 腔腸動物

A C T I N I A R I A イソキ''ンチャク目

E d w a r d s n d a e ムシモト、'キキ''ンチヤク科

C e r i a n t h i d a e ハナキ''ンチャク科

Cerianthus sp. 〃

N E M E R T I N E A 紐形動物

N E M E R T I N E A 紐形動物門 1 2 3 1 1 3 1

H E T E R O N E M E R T I N I 異紐虫目

S I P U N C U L O I D E A 星ロ動物

Golfingia sp. フクロホシムシ科

Apionsoma sp. サメハタ'、ホシムシ科 1 1

A s p i d o s i p h o n i d a e タテホシムシ科

A N N E L I D A 環形動物

Lepidonotus spiculus フサツキウロコムシ

Harmothoe sp. ウロコムシ科 1

Ehlersil eanira sp. ノラリウ卩コムシ科

Pholoe sp. a 1

Si gallon sp. n 1 1 3 1 1

Sthenelais sp. ti 1 1

E u l e p e t h i d a e E u l e p e t h i d a e

Pareulepis wyvillei ナカ''クホ''ウロコ 1

Anaitides spp. サシハ、、コ、、カイ科 1 5

Eumida sp. n
Mysta sp. 〃

He si one reticulata オト匕メコ、、カイ

Kefersteinia sp. オトヒメコ、、カイ科

Ophiodromus angustifrons モク''リオトヒメ 1 1 10. sp. オトヒメコ、'カイ科 1

Pilargis berkeleyae カキ、、ナシコ、'カイ 1

Sigambra tentaculata カキ、'コ'、カイ科 1 1 2

S y l l i n a e  gen. sp. シリス科

Nectoneanthes latipoda オウキ、'コ、、カイ

Nereis sp. (cf. surugaense) コ、、カ イ 科 （c f . スル力、'コ、、カイ）

Aglaophamus sinensis トウヨウシp力'’ネコ'、カイ 1 1

A. sp. シロカ、'ネコ、、カイ科

Micronephtys sphaerocirrata orientalis コフ、'シ卩力、、ネコ'、カイ 1

Nephtys caeca ハヤテシD力、、ネコ、、カイ

N. cali forni ensi s コクチョウシロカ、'ネコ'、カイ 1 2 1 1

N. oligobranchia コノハシロカ、、ネコ、、カイ 1 2 5 4 2

N. polybranchia ミナミシ卩力、、ネコ、、カイ 2 2K spp. シロカ'、ネコ'、カイ科

Sphaerodoridium minuta アワコア'コ、'カイ

Glycera alba チロリ科

G. capital a キタチロリ

G. chirori チロ!）

G. convoluta チロリ科
G. decipi ens イソチロリ 1 3

G. sp. チロリ科 2 1 3

Glycinde sp. ニカイチロリ科 1 1 3

Goniada sp. a 1 5 2

Paralacydonia paradoxa L a c y d o n i i d a e 2

Onuphis sp. ナナテイソメ科 3 3

Eunice indica ヤリフ、、スマ 1 1

E. sp. イソメ科
Lumbrineri des dayi キ、'ホ、、シイソメ科 1

Lumbrineris japonica キ、、ホ'、シイソメ 1

L  latreilli キ、、ホ'、シイソメ科

Ninoe japonica 〃

N. palmata ェラキ、'ホ''ンイソメ 1

N. sp. キ、'ホ、'シイソメ科 4 2

Drilonereis sp. セク、、ロイソメ科 1

Protodorvilea sp. ノリコイ、" 科

Sc hi s tomeringos sp. ；/ 1 1

Naineris sp. ホコサキコ、'カイ科

Phylo nudus n 1 1

P. sp. II
Scoloplos armiger ヨロイホコムシ 2 1

Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ、、カイ科

Aricidea neosuecia nipponica P a r a o n i d a e 2 1

A. wassi n 2 3

A. sp. II
Paraonides lyra n
Paraonis gracilis japonica II 1

Apistobranchus tullbergi A p i s t o b r a n c h i d a e

Laonice sp. (cf. japonica) スピオ科 1

L  sp. 〃

Paraprionospio sp. ( t y p e  A) ヨツハ''ネ ス ピ オ (A型 ) 1 1 1

Polydora sp. スピ才科 5 9 1 1

Prionospio caspersi ミミスピオ 2

P. depaupera ta ソテ''ナカ、'スピオ 1

P. dubia 才力スピオ 14 4

P. elegantula ナカ''エラスピオ 2

R  mul tibranchia ta マ力''タマスピオ



表 5 ベントス調査結果（6 月）その5 個体数/全量

出 現 動 物 M - 3 N - 1 N - 2 N - 3 P - 1 P - 2 P - 3 Q - 1 Q - 2 Q - 3 R - 1 R - 2

P. ehiersi ス ピ才科 2 1

P. spp. ス ピ オ 科 1 1

Pseudopolydora sp. ii 1

Scolelepis sp. n
Spiophanes bombyx エラナシスピオ 11 9 2

S. kroeyeri スス'、エラナシス匕。オ 5

S. japonicum ニホンXラナシスピオ

Mage Iona japonica モロテコ、'カイ 1 4

M. sp. モロテコ、、カイ科 2 1 1 1

Chaetozone setosa ミス、、ヒキコ、'カイ科 1 1 1 1 1

C. sp. ii 1 1

Tharyx sp. 1! 2 1 1

Brada villosa チロリハホ、、ウキ

Pherusa sp. ハホ、、ウキコ、、カイ科 1

Sealibregma inf latum トノサマコ'、カイ 1

Ophelina aulogaster オフエリアコ、'カイ科

Sternaspis scut at a タ、、ルマコ、'カイ 1

Leiochrides sp. イトコ''カイ科 1 1 4

Neohe teromas tus sp. (cf. leneata) II 1 1 1 1

Notomastus sp. II 1

Mediomastus sp. II 1 2 11

Clymenura japonica ニホンタテタケフシコ、、カイ

Nichomache sp. タケフシコ、、カイ科

Clymenella collaris エリタケフシコ、、カイ 1

C. enshuense エンシュウタケフシコ'、カイ 2

Praxillella pacifica ナカ、、オタケフシコ、、カイ 1 1

P. praetermissa ウリサ、、ネタケフシコ、、カイ 1

Asychis disparidentata クツ力、、タタケフシコ、、カイ

Maldane cristata ホ:/タケフシコ''カイ 1 1 1

M. pigmentata 匕ヨウモンタケフシコ''カイ 2 1

Galathowenia oculata チマキコ、、カイ科 1

G. wilsoni II
Owenia fusiformis チマキコ、、カイ

Melinna cristata カサ''リコ、、カイ科 1

Ampharete sp. II
Lysippe sp. II 1

Sosane sp. 〃 2

T e r e b e l l i d a e フサコ、、カイ科

Artacama proboscides 〃 2

Loimia medusa チンチロフサコ、、カイ

Nicolea sp. フサコ、、カイ科

Pista cristata ツクシフサコ、、カイ 1 1 2 2

P. sp. フサコ、、カイ科

Amaena sp. II
Polycirrus sp. II
T h e l e p i n a e  ge n . sp. II
Streblosoma sp. II
Thelepus sp. II 3

Terebellides horikoshii タマグシフサコ、、カイ 1

Trichobranchus bibranchiatus 〃

Laonome sp. ケヤリ科

Chone sp. II 1 1

Euchone sp. // 2

E c h i u r i d a e キタユムシ科

M O L L U S C A 軟体動物

C h a e t o d e r m a t i d a e ケハタ、'ウミヒモ科 2 1 3

Umbonium costatum キサコ、、

E u l i m i d a e ハナコ、、ウナ科 1

Never ita didyma ツメタカ、、イ

Oliva mustelina マクラ力、、イ

Phiiina argentata キセワタカ、、イ 1

Saccella sematens is アラスシ''ソテ''力''イ 1

Glycymeris vestita タマキ力''イ

H E T E R O D O N T A 異歯目 1

U n g u l i n i d a e フタハ''シラ力''イ科

Felaniella usta ウソシシ、' ミカ、、イ 1

Thyasira tokunagai ハナシカ、，イ

M o n t a c u t i d a e フ、'ンフ''クヤト、'リカ'、イ科 1

Placamen tiara ハナ力'、イ 1 1

Veremolpa mi era 匕メカノコアサリ 4

Raeta pulchellus チヨノハナ力''イ

Moerella jedoensis モモノハナカフ 1

M. nishimurai ニシムラサ''クラ力''イ 3

Nitidotellina nitidula サクラ力''イ

Macoma praetexta オオモモノハナ力、、イ

Siliqua pulchella ミソ、、力、、イ 2

C u s p i d a r i i d a e シャクシ力''イ科 1

A R T H R O P O D A 節足動物

C y p r i d i n i d a e ウミホタル科

Vargula hilgendorfii ウミホタル

Philomedes japonica ウミホタルモト''キ 7 2 1

Nebalia japonensis コノハエビ 1

M y s i d a e アミ科



表 5 ベントス調査結果（6 月）その6 個体数/全量

出 現 動 物 M-3 N-1 N- 2 N-3 P-1 P-2 P-3 Q-1 Q-2 Q-3 R-1 R-2

siriella sp. //

Nipponomysis toriumii トリウミモァミ

Bodotria sp. ホ、、ト、、トリァ科 1

Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ 1

Eocuma spiniferum ツノナカ、、ハリタ、、シク-マ 1

Iphinoe sagamiensis ホソナキ''サク一マ 3 1 1 2 1

Sympodomma sp. ホ、、ドトリァ科 1

Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモト、、キ 1 1 7 2

Campylaspis angular is スへ、、スへ、、サイツ、'チク-マ

Hemilamprops japonica ラムフ。ロフ。ス科 1 4

Dimorphostylis coronata コンへ。イトウササ、、ナミク-マ

D. sp. テ、、ィァスティリス科

Leptochelia sp. ハ。ラタナイス科

Apseudidae ァフ。セウテ、、ス 科 1

Paranthura sp. ウミナナフシ科

Cirolana japonensis ヤマトスナホリムシ

Synidotea sp. ヘラムシ科

Lysianassidae フトヒケ、'ソコI ヒ、、科

Anonyx sp. /; 1 1

Orchomene pinguis フト匕ケ、'ソコエビ 3 16 1

0. sp. フトヒケ''ソコI ヒ ''科

Ampelisca brevicornis クビナカ''ス力、'メ

A. cyclops ヒトツメス力''メ 6 1 2

A. misakiensis ミサキス力、、メ 1 1

A. naikaiensis フクロス力''メ

A. sp. スカソソコi ビ 科 1

Byblis japonicus ニッホ。ンス力、'メ 1 4 1 1

Urothoe spp. ツノヒケ、、ソコヱビ科 1 3 1

Harpiniopsis sp. 匕サシソコヱヒ、、科

Giatanopsis japonica ニホンチビマルヨコエビ

Lil jeborgia japonica ホソトケ、、ヨコエビ

L. serrta コソトロトケヨコエヒ

Perioculodes sp. クチハ、、シソコエビ科 1

Synchelidium spp. 1) 4 4 1

Synopidae Synopidae 1

Pleustidae テンク、、ヨコェ匕、、科 3

Melphidippe sp. サカサヨコェビ科 3

Pontogeneia rostrata アコ、、ナカ、' ヨコエビ

Melita sp. ヨコエビ科

Aoroides sp. Aoridae

Pareurystheus amakusaensis ケナカ、'才オアシソコエビ

Phot is sp. クタ、、オ;/コエヒ、、科

Corophium kitamorii タイ力、' - ト''ロクタ、'ムシ

C. spp. ト、、ロクグムシ科

Podoceridae ト、、ロ バ 科

Caprella spp. ワレカラ科 2

Protogeton inflatus イトァシワレカラ 1

Me tapenaeopsis dalei キシエビ

Leptochela sydniensis マルソコシラエビ

Ogyrides orientalis ツノメエビ

Crangon affinis ェビシ'、ヤコ

Callianassa petalura スナモク'' リ

C. sp. スナモク''リ科 1

Paradorippe granulata サメハタ''ヘイケカ''ュ

Philyra syndactyla ヒラコフ''シ

Portunus hastatoides ヒメ力、、サ'、ミ

Typhlocarcinus villosus メクラ力、、ニ 1

Pinnixa tumida シロナマコカ'、ニ 1

P. sp. カクレカ''ニ科 1 1
ECHINODERMATA 棘皮動物

Amphiuridae スナクモヒトテ''科

Amphipholis sp. n

Amphioplus sp. il

Ophiuridae クモヒトテ、'科

Ophiura kinbergi クシノハクモ匕トテ、、

Holothuroidea ナマコ綱

Synaptidae イカリナマコ科

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸鰓目

Molgulidae モルク'、ラ科

Eugyra sp. n 2

VERTEBRATA 脊椎動物

Bregmaceros nectabanus トヤマサイウオ



表 6 ベントス調査結果（10月）その1 個体数/全量

出 現 動 物 B C - 1 C - 2 D - 1 D - 2 I J K - 2 K - 3 M - 1 M - 2

C O E L E N T E R A T A 腔腸動物
A C T I N I A R I A イソキ、、ンチャク目 1

E d w a r d s i i d a e ムシモト''キキ、、ンチャク科 1

C e r i a n t h i d a e ハナキ''ンチャク科 I

Cerianthus sp. 1) !

N E M E R T I N E A 紐形動物 ；

N E M E R T I N E A 紐形動物門 1 ! 1 1 2 1

H E T E R O N E M E R T I N I 異紐虫目
S I P U N C U L O I D E A 星ロ動物

Golfingia sp. フクロホシムシ科 1

Apionsoma sp. サメハタ''ホシムシ科 ; 1 2

A s p i d o s i p h o n i d a e タテホシムシ科 !

A N N E L I D A 環形動物
Lepidonotus spiculus フサツキウロコムシ 1

Harmothoe sp. ウロコムシ科 1

Ehlersileanira sp. ノラリウp コムシ科

Pholoe sp. II

Sigalion sp. II 1

Sthenelais sp. n 1 1

E u l e p e t h i d a e E u l e p e t h i d a e 1

Pareulepis wyvillei ナカ、、クホ'、ウロコ

Anaitides spp. サシハ'、コ、、カイ科 1 i| 1 2

Eumida sp. n

Mysta sp. II

He si one reticulata オト匕メコ'、カイ 1 !

Kefersteinia sp. オトヒメコ''カイ科 1

Ophiodromus angustifrons モク''1)オト匕メ 1

0. sp. オトヒメコ、、カイ科

Pilargis berkeleyae カキ'、ナシコ、'カイ

Sigambra tentaculata カキ、、コ、、カイ科 2 1

S y l l i n a e  g en.  sp. シリス科 1

Nectoneanthes latipoda オウキ、、コ、、カイ

Nereis sp. (cf. surugaense) コ'、カ イ 科 （c f . スル力、，コ、、カイ）

Aglaophamus sinensis トウヨウシロカ'、ネコ、、カイ 1

A. sp. シロカ、'ネコ、、カイ科

Micronephtys sphaerocirrata orientalis コフ'、シ卩力、、ネコ’、カイ

Nephtys caeca ハヤテシロカ、、ネコ、、カイ 1

N. californi ensi s コクチョウシロカ、'ネコ、、カイ 2 2

N. oligobranchia コノハシn力、’ネコ、'カイ 1 0 8 1

N. polybranchia ミナミシ卩力、'ネコ、、カイ 1

N. spp. シロカ、、ネコ、、カイ科

Spha erodori di um minuta アワコフ、'コ、'カイ

Glycera alba チロリ科 … — C

G. capi ta ta キタチロリ 1

G. chirori チロリ 1

G. convoluta チロリ科 1

G. decipiens イソチロ!） 1 1

G. sp. チロリ科 1 2 3 1 1

Glycinde sp. ニカイチロ1)科 1 1 1 1

Goniada sp. a 2 1

Paralacydonia paradoxa L a c y d o n i i d a e 1 1 1 1 2

Onuphis sp. ナナテイソメ科 4

Eunice indica ヤリフ、'スマ 2

E. sp. イソメ科

Lumbrineri des dayi キ、、ホ、、シイソメ科 1

Lumbrineris japonica キ、、ホ、、シイソメ

L. latreilli キ、、ホ'ンイソメ科 1 2

Ninoe japonica n

N. palmata エラキ、'ホ、、シイソメ

N. sp. キ、、ホ、、シイソメ科

Drilonereis sp. セク、、ロイソメ科

Protodorvilea sp. ノリコイソメ科 2

Schis tomeringos sp. it

Naineris sp. ホコサキコ、、カイ科

Phylo nudus 〃

P. sp. n 1

Scoloplos armiger ヨロイホコムシ 1 1 1

Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ、'カイ科

Aricidea neosuecia nipponica P a r a o n i d a e 11

A. wassi n 1 1 1

A. sp. )i 1

Paraonides lyra ti 2

Paraonis gracilis japonica n

Apistobranchus tullbergi A p i s t o b r a n c h i d a e

Laonice sp. (cf. japonica) ス匕。オ 科

L. sp. ti

Paraprionospio sp. ( t y p e  A) ヨツハ、'ネ ス ピ オ （A 型 ） 2 3

Polydora sp. スピ オ 科 1 6

Prionospio caspersi ミミスピオ 1 6 4 5 6

P. depauperata ソデナカ、、スピオ

P. dubia 才力スヒ。オ 3 1 5

P. elegantula ナカ、、エラス匕。オ

P. mul tibranchia ta マ力、'タマス匕。才



表 6 ベントス調査結果（10月）その2 個体数/全量

出 現 動 物 B C - 1 C - 2 D - 1 D - 2 I J K - 2 K - 3 M - 1 M - 2

P. ehiersi ス匕。才科 3 8

P. spp. ス ピ 才 科 1

Pseudopolydora sp. ii
Scolelepis sp. ii
Spiophanes bombyx エラナシスヒ。才 1 6 4 9 9

S. kroeyeri スス、、エラナシスビオ 2 1

S. japonicum ニホンエラナシス匕。才

Mage Iona japonica モロテコ、、カイ 5 3

M. sp. モロテコ、、カイ科 1

Chaetozone setosa ミス'、ヒキコ、、カイ科 1 9 1 3 3 1 1 1 3

C. sp. II
Tharyx sp. )1 1 5 1 2 1

Brada villosa チロリハホ''ウキ 1

Pherusa sp. ハホ、'ウキコ、、カイ科 1

Sealibregma inf la turn トノサマコ、'カイ 1

Ophelina aulogaster オフエリアコ、'カイ科

Sternaspis scutata タ、'ルマコ、、カイ 1 1

Leiochrides sp. イトコ、、カイ科 3

Neohe teromas tus sp. (cf. leneata) // 1 1

Notomastus sp. n 1

Mediomastus sp. II 1

Clymenura japonica ニホンタテタケフシコ、、カイ 2

Nichomache sp. タケフシコ'、カイ科

Clymenella collaris エリタケフシコ、、カイ 1

C. enshuense エンシュウタケフシコ、、カイ 1 1

Praxillella pacifica ナカ、、オタケフシコ、、カイ 1 3 1

P. praetermissa ウリf ' ネタケフシコ、'カイ 1 1 • 2

A sych i s di spari dent a ta クツカ'、タタケフシデカイ 1

Maldane cristata ホソタケフシコ、、カイ 2 6

M. pigmentata 匕ヨウモンタケフシコ''カイ 1

Galathowenia oculata チマキコ''カイ科 1

G. wilsoni II 1

Owenia fusiiormis チマキコ、、カイ

Melinna cristata カサ、' リコ、、カイ科

Ampharete sp. II 1

Lysippe sp. II 2

Sosane sp. I) 1

T e r e b e l l i d a e フサコ、、カイ科 1

Artacama proboscides II
Loimia medusa チンチロフサコ、'カイ

Nicolea sp. フサコ、、カイ科

Pista cristata ツクシフサコ、、カイ 1 2 3

P. sp. フサコ'、カイ科

Amaena sp. II
Polycirrus sp. n
T h e l e p i n a e  gen.  sp. II
Streblosoma sp. II 3 1

Thelepus sp. 〃 1

Terebellides horikoshii タマク''シフサコ、'カイ 1

Trichobranchus bibranchiatus II
Laonome sp. ケヤリ科 1

Chone sp. n 2 4 3

Euchone sp. 〃

E c h i u r i d a e キタユムシ科 1

M O L L U S C A 軟体動物

C h a e t o d e r m a t i d a e ケハタ''ウミヒモ科 1 2

Umbonium costatum キサコ、、 1

E u l i m i d a e ハナコ、、ウナ科

Neverita didyma ツメタカ、'イ 1

Oliva mustelina マクラ力、'イ

Phiiina argentata キセワタカ''イ 1

Saccella sematensis アラスシ、' ソテ' 力' イ 1 5

Glycymeris vestita タマキ力'、イ 1

H E T E R O D O N T A 異歯目

U n g u l i n i d a e フタハ、'シラカソ科 1

Felaniella usta ウソシシ、' ミカ、、イ

Thyasira tokunagai ハナシカ、、イ

M o n t a c u t i d a e フ'、ンフ''クヤト''リカ'、イ科

Placamen tiara ハナ力、、イ

Veremolpa mi era 匕メカノコアサリ 9 1 1

Raeta pulchellus チヨノハナ力''イ

Moerella jedoensis モモノハナカ、、イ 1

M. nishimurai ニシムラサ''クラ力''イ 1 2

Nitidotellina nitidula サクラ力'、イ

Macoma praetexta オオモモノハナ力、、イ 1

Siliqua pulchella ミソ'、力、、イ 2

C u s p i d a r i i d a e シャクシ力''イ科

A R T H R O P O D A 節足動物

C y p r i d i n i d a e ウミホタル科 1

Vargula hilgendorfii ウミホタル 1 8 1 6

Philomedes japonica ウミホタルモト''キ 2 0 4 17 7 2 3 1

Nebalia japonensis コノハエ匕、、

M y s i d a e アミ科



表 6 ベントス調査結果（10月）その3 個体数/全量

出 現 動 物 B C-1 C-2 D-1 D-2 I J K-2 K-3 M-1 M-2
Siriella sp. n

Ni pponomysis toriumii トリウミモアミ 1 1
Bodotria sp. ホ、、卜、、トリア科 1
Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ 1 3
Eocuma spiniferum ツノナカ、、ハリタ、、シク-マ

Iphinoe sagamiensis ホソナキ、'サク-マ

Sympodomma sp. ホ''ト''トリア科

Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモト''キ 2

Campylaspis angularis スへ、、スへ、、サイツ、、チク-マ

Hemilamprops japonica ラムフ。uフ。ス科 3 2
Dimorphostylis coronata コンへ。イトウササ、、ナミク-マ 1
D. sp. テ、、ィアスティリス科
Leptochelia sp. ハ。ラタナイス科 1 1

Apseudidae アフ。セウテ、、ス科 1 2

Paranthura sp. ウミナナフシ科 1

Cirolana japonensis ヤマトスナホ!)ムシ 1

Synidotea sp. ヘラムシ科

Lysianassidae フト匕グソコェビ科

Anonyx sp. n 2

Orchomene pinguis フト匕ケ、、ソコェビ 2
0. sp. フト匕グソコェビ科

Ampelisca brevicornis クビナグス力、'メ 2

A. cyclops 匕トツメス力''メ 2

A. misakiensis ミサキス力''メ 3 4 17

A. naikaiensis フクロス力''メ

A. sp. スr パコェヒ、、科 3 1 1

Byblis japonicus ニッホ。ンス力'' メ 3 1 1

Urothoe spp. ツノ匕グソコヱヒ''科 2 1 4 2

Harpiniopsis sp. 匕サシソコェビ科

Giatanopsis japonica ニ本ンチビマルヨコエビ

Liljeborgia japonica ホソトケ、、ヨコエ匕、'

L. serrta コソト、、卩トグヨコェビ

Perioculodes sp. クチハ''シソコェビ科 2 1 1

Synchelidium spp. 1 2 1 1 1

Synopidae Synopidae

Pleustidae テンク、、ョコェビ科

Melphidippe sp. サカサヨ3 1 ビ 科

Pontogeneia rostrata アコ、、ナカ、'ヨコェビ

Melita sp. ヨコェビ科

Aoroides sp. Aoridae

Pareurystheus amakusaensis ケナ力、、オオアシソコェビ

Phot is sp. クタ''オソコェ匕''科

Corophium kitamorii タイ力'、- ドロクタ、、ムシ

C. spp. ト'、ロクタ'、ムシ科 2

Podoceridae ト、，ロ バ 科

Caprella spp. ワレカラ科

Protogeton inflatus イトアシワレカラ

Me tapenaeopsis dalei キシエピ 1

Leptochela syaniensis マルソコシラェビ 1

Ogyrides orientalis ツノメェヒ、、 1

Crangon affinis ェ匕、、シ、、ャコ

Callianassa petalura スナモク'' リ

C. sp. スナモク、' ！)科 1

Paradorippe granulata サメハタ、’ヘイケ力、、ニ 1

Philyra syndactyla ヒラコフ、、シ 1

Portunus hastatoides 匕メカ、、サ'、ミ

Typhlocarcinus villosus メクラ力、、ニ

Pinnixa tumida シロナマコカ、、ニ

P. sp. カクレカ、、ニ 科

ECHINODERMATA 棘皮動物

Amphiuridae スナクモヒトテ''科 1

Amphipholis sp. it 1

Amphioplus sp. ;/ 1

Ophiuridae クモヒトテ''科

Ophiura kinbergi クシノハクモ匕トテ、、 1

Holothuroidea ナマコ網

Synaptidae イカ！)ナマコ科

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸鰓目

Molgulidae モルク、、ラ科

Eugyra sp. n

VERTEBRATA 脊椎動物

Bregmaceros nectabanus トヤマサイウ才 1



表 6 ベントス調査結果（10月）その4 個体数/全量

出 現 動 物 M - 3 N - 1 N - 2 N - 3 P - 1 P - 2 P - 3 Q - 1 Q - 2 Q - 3 R - 1 R - 2

C O E L E N T E R A T A 腔 腸 動 物
A C T I N I A R I A イソキ''ンチャク目 1 1

E d w a r d s i i d a e ムシモト''キキ''ンチャク科

C e r i a n t h i d a e ハナキ'' ンチャク科 1

Ceriantnus sp. ))

N E M E R T I N E A 紐 形 動 物

N E M E R T I N E A 紐 形 動 物 門 1 1 1 3 3 1

H E T E R O N E M E R T I N I 異 紐 虫 目
S I P U N C U L O I D E A 星 ロ 動 物

Golfingia sp. フクロホシムシ科

Apionsoma sp. サメハタ'、ホシムシ科 1

A s p i d o s i p h o n i d a e タテホシムシ科 1

A N N E L I D A 環 形 動 物
Lepidonotus spiculus フサツキウロコムシ

Harmothoe sp. ウロコムシ科 1

Ehlersi leanira sp. ノラリウロコムシ科 1 1

Pholoe sp. 1!

Sigalion sp. 1) 1 1

Sthenelais sp. 〃 1

E u l e p e t h i d a e E u l e p e t h i d a e 1

Pareulepis wyvillei ナカ、、クホ、、ウロコ

Anai tides spp. サシハ、'コ'、カイ科 1

Eumida sp. ;/ 1

Mysta sp. // 1

Hesione reticulata オト匕メコ、'カイ

Kefersteinia sp. オトヒメコ''カイ科

Ophiodromus angustifrons モク''1)オトヒメ

0. sp. オトヒメコ、'カイ科

Pilargis berkeleyae カキ、、ナシコ、、カイ

Sigambra tentaculata 力キ、、コ、、カイ科 2

S y l l i n a e  gen. sp. シリス科
Nectoneanthes latipoda オウキ'、コ、、カイ 2 1

Nereis sp. (cf. surugaense) コ、、カ イ 科 ( c f . スル力’、コ、'カイ) 1

Aglaophamus sinensis トウョウシP力''ネコ''カイ 1 1 1

A  sp. シロカ、'ネコ、'カイ科 1

Micronephtys sphaerocirrata orientalis コフ、'シD力、'ネコ、'カイ

Nephtys caeca ハヤテシロカ、、ネコ、、カイ

K  cali forniensis コクチョウシ卩力、、ネコ、、カイ 1 1

N. oligobranchi a コノハシロカ、、ネゴ、カイ 1 18 2 8 10

N. polybranchia ミナミシ卩力、、ネコ'、カイ
N. spp. シロカ'、ネコ’、カイ科

Sphaerodori di um minuta アワコフ''コ、'カイ

Glycera alba チロ!)科 2 1

G. capi tat a キタチロ!） 1

G. chirori チロリ
G. convoluta チロリ科

G. decipiens イソチロ1) 3 1 1 1

G. sp. チロリ科 2 1 2

Glycinde sp. ニカイチロリ科 4 1 1 1

Goniada sp. a 1 1 1

Paralacydonia paradoxa L a c y d o n i i d a e 2 1

Onuphis sp. ナナテイソメ科 4 4

Eunice indica ヤリフ'、スマ 1 1

E. sp. イソメ科 1

L umbrinerides dayi キ、、ホ'ンイソメ科

Lumbrineri s japoni ca キ、'ホ'、シイソメ 1

L  latreilli キ、、本、、シイソメ科 1

Ninoe japonica a 2

K  palmata エラキ、、ホ、、シイソメ 1

K  sp. キ、、ホ、、シイソメ科 1

Drilonereis sp. セク、、ロイソメ科
Protodorvilea sp. ノリコイソメ科
Schistomeringos sp. a

Naineris sp. ホコサキコ''カイ科

Phylo nudus a 2

P. sp. n

Scoloplos armiger ヨロイホコムシ 1 1

Scoloplos {Leodanas) sp. ホコサキコ、、カイ科
Aricidea neosuecia nipponica P a r a o n i d a e 4

A. wassi li 1 1

A. sp. li 2

Paraonides lyra li

Paraonis gracilis japonica 1) 3

Apistobranchus tullbergi A p i s t o b r a n c h i d a e 1

Laonice sp. (cf. japonica) スピオ科

L  sp. 1)

Paraprionospio sp. ( t y p e  A) ョツハ、'ネ ス ピ オ （A 型 ） 7 1 2 1

Polydora sp. スピオ科 17 6 9

Prionospio caspersi ミミスピオ 18 2 7 1 9 2

P. depauperata ソテ、'ナカ、'スピオ

P. dubia 才力スピ才 18 2 3

P. elegantula ナカ、'エラスピオ 1

P. mul ti oranchia ta マ力'’タマスピ才



表 6 ベントス調査結果（10月）その5 個体数，全量

出 現 動 物 M-3 N-1 N-2 N-3 P-1 P-2 P-3 Q-1 Q-2 Q-3 R-1 R-2

P. ehiersi ス匕。オ 科 4 1 8 1

P. spp. ス ピ オ 科

Pseudopolyaora sp. ii
Scolelepis sp. ii 1 1

Spiophanes bombyx エラナシス匕。オ 1 1 2 1

S. kroeyeri スス、、エラナシスピオ 1

S. japonicum ニホンエラナシス匕。オ

Mage Iona japonica モロテコ、、カイ 2 1 2

M. sp. モロテコ、、カイ科

Chaetozone setosa ミス、' ヒキコ、'カイ科 55 1 2 1 5

C. sp. n
Tharyx sp. 〃 1 1 35 1

Brada villosa チロリハホ''ウキ

Pherusa sp. ハホ'、ウキコ、'カイ科 1

Sealibregma inf la turn トノサマコ、、カイ

Ophelina aulogaster オフエリアコ、、カイ科 2

Sternaspis scutata タ、、ゾけコ、、カイ 3 1 2

Leiochrides sp. イトコ、、カイ科 2 1 1

Neohe teromas tus sp. (cf. leneata) ii 2
Notomastus sp. ii 1 5

Mediomastus sp. n 1 3 3

Clymenura japonica ニホンタテタケフシコ''カイ

Nichomache sp. タケフシコ、、カイ科 1

Clymenella collaris エリタケフシコ、、カイ 2

C. enshuense エンシュウタケフシコ、、カイ 2 1

Praxillella pacifica ナカ、、オタケフシコ、、カイ 1 1

P. praetermissa ウリサ、、ネタケフシコ、、カイ 2 1

Asychis di sparidentata クツ力、、タタケフシコ、、カイ

Maldane cristata ホソタケフシコ、、カイ 1

M. pigmentata ヒョウモンタケフシコ''カイ

Galathowenia oculata チマキコ、'カイ科 1 1 4

G. wilsoni ii
Owenia fusiformis チマキコ'、カイ 3

Melinna cristata カサ、、リコ、、カイ科

Ampharete sp. ii 1

Lysippe sp. 〃

Sosane sp. ii 1

Terebellidae フサコ、、カイ科 ;

Artacama proboscides ii 1 3

Loimia medusa チンチロフサコ、、カイ 1

Nicolea sp. フサコ、、カイ科 1

Pista cristata ツクシフサコ、、カイ 1

P. sp. フサコ'、カイ科

Amaena sp. 〃 1

Polycirrus sp. 〃 1

Thelepinae gen. sp. 〃 2

Streblosoma sp. ii 2

Thelepus sp. ii
Terebellides horikoshii タマク、'シフサコ''カイ 1 1

Trichobranchus bibranchiatus n 1

Laonome sp. ケヤリ科

Chone sp. 〃 4 3 1

Euchone sp. 〃

Echiuridae キタユムシ科

MOLLUSCA 軟体動物

Chaetodermatidae ケハタ、'ウミヒモ科 9 1 8

Umbonium costatum キサコ、、

Eulimidae ハナコ、、ウナ科

Neverita didyma ツメタカ'、イ

Oliva mustelina マクラ力、、イ

Phiiina argent ata キセワタカ''イ 1 3 1

Saccella sematensis アラスシ''ソテ''力''イ 3

Glycymeris vestita タマキ力、、イ

HETERODONTA 異歯目

Ungulinidae フタハ'、シラ力、、イ科

Felaniella usta ウソシシ、、ミカ'、イ

Thyasira tokunagai ハナシカ、'イ 1 2

Montacutidae フ、、ンフ、、クヤト、、リカ ソ科

Placamen tiara ハナr イ

Veremolpa mi era 匕メカノコアサ1j

Raeta pulchellus チヨノハナ力''イ

Moerella jedoensis モモノハナカ''イ 1

M. nishimurai ニシムラサ、'クラ力'、イ

Nitidotellina nitidula サクラ力、、イ

Macoma praetexta オオモモノハナ力'、イ

Siliqua pulchella ミソ、、力、、イ 1

Cuspidariidae シャクシ力''イ科

ARTHROPODA 節足動物

Cypridinidae ウミホタル科

Vargula hilgendorfii ウミホタル 1 3

Philomedes japonica ウミホタルモト''キ 5

Nebalia japonensis コノハエビ

Mysidae アミ科



表 6 ベントス調査結果（10月）その6 個体数/全量

出 現 動 物 M-3 N-1 N-2 N-3 P-1 P-2 P-3 Q-1 Q-2 Q-3 R-1 R-2

Siriella sp. ii

Nipponomysis toriumii トリウミモァミ

Bodotria sp. ホ、、ドトリァ科

Cyclaspis bidens フタハアサセク-マ

Eocuma spiniferum ツノナカ、、ハリタ、、シク-マ

Iphinoe sagamiensis ホソナキ''サク-マ 1

Sympodomma sp. ホ、、ト、、トリァ科

Pseudoleucon japonicus キタシロクーマモドキ

Campylaspis angularis スへ、、スへ、、サイ'T チク-マ

Hemilamprops japonica ラムフ。ロフ。ス科 3

Dimorphostylis coronata コンへ。イトウササ、、ナミク-マ

D. sp. テ'、ィァスティリス科

Leptochelia sp. ハ。ラタナイス科

Apseudidae ァフ。セウテ、、ス科

Paranthura sp. ウミナナフシ科 1

Cirolana japonensis ヤマトスナホリムシ 1

Synidotea sp. ヘラムシ科

Lysianassidae フトヒケ'、ソコエビ科

Anonyx sp. 〃

Orchomene pinguis フト匕ケ、、ソコエ匕、、 1

0. sp. フトヒケ、、ソコヱビ科

Ampelisca brevicornis クビナカ''ス力''メ 1 2

A. cyclops 匕トツバカ、、メ 4 3 1 1

A. misakiensis ミサキス力''メ 3 1

A. naikaiensis フクロス力''メ 1 1 1

A. sp. ス力、'メソコエビ科

Byblis japonicus ニッホ。ンス力'' メ 2 2 1

Urothoe spp. ツノ匕ケ、'ソコエビ科 1 3 1 1 1 1

Harpiniopsis sp. 匕サシソコエヒ、' 科 1 1

Giatanopsis japonica . ニホンチビマルヨコエビ

Liljeborgia japonica ホソトケ'' ョコエビ

L. serrta コソト、'卩トケ'、ョコエビ

Perioculodes sp. クチハ、'シソコエ匕、、科 1 1

Synchelidium spp. /; 2 1

Synopidae synopidae

Pleustidae テンク'、ヨコ工ビ科

Melphidippe sp. サカサョコX ビ 科

Pontogeneia rostrata アコ、、ナカ'、ヨコエビ

Melita sp. ョコエビ科 3

Aoroides sp. Aoridae

Pareurystheus amakusaensis ケナカ、、才オアシソコエビ

Phot is sp. クグォソコエビ科

Corophium kitamorii タイ力、、- ト、、ロクタ'、ムシ

C. spp. ト、、ロクタ、'ムシ科 1

Podoceridae ト、、ロ バ科

Caprella spp. ワレカラ科

Protogeton inflatus イトアシワレカラ

Me tapenaeopsis dalei キシエピ

Leptochela sydniensis マルソコシラエビ

Ogyrides orientalis ツノメエビ

Crangon affinis エビシ、'ヤコ

Callianassa petalura スナモク'' リ 1

C. sp. スナモク、、リ科

Paradorippe granulata サメハタ''ヘイケ力''ニ

Philyra syndactyla 匕ラコフ''シ

Portunus hastatoides 匕メカ、、r ミ

Typhlocarcinus villosus メクラ力、、ニ

Pinnixa tumida シ卩ナマコ力、'ニ

P. sp. カクレカ、、ニ科

ECHINODERMATA 棘皮動物

Amphiuridae スナクモヒトテ、'科 1 2

Amphipholis sp. a

Amphioplus sp. n

Ophiuridae クモヒトテ''科

Ophiura kinbergi クシノハクモ匕トテ'、

Holothuroidea ナマコ綱

Synaptidae イカリナマコ科 1

PROTOCHORDATA 原索動物

ENTEROPNEUSTA 腸總目

Molgulidae モルク、、ラ科

Eugyra sp. a

VERTEBRATA 脊椎動物

Bregmaceros nectabanus トヤマサイウ才



表 7 プランクトン調査結果（6 月） 個体数/ m3
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表 8 プランクトン調査結果（10月） 個体数/ m3
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水産資源保護対策事業（漁場保全対策推進事業• 海面)

【目 的 】

水質調査及び生物モニタリング調査（藻場調査、底生 

生物調査、底質調査を含む。）を実施することにより 

「漁獲対象生物にとって良好な漁場環境」の維持、達成 

を図った。

なお、この事業は水産庁の補助事業としてその指針に 

従い実施した。

【方 法 】】

1 水質調査

平成15年 4 月から平成16年 3 月まで原則的に各月1 

回、計12回の調査を図1 に示す4海域16定点で行った。

分析項目及び分析方法は次のとおりである。

⑴ 水温 ：水銀棒状温度計又はS T D で測定した。

⑵ 塩分 :サリノ メーター又はS T D で測定した。

⑶ D O ：ウィンクラ一法により測定した。

⑷ pH :p H  メーター（ガラス電極法）により

測定した。

(5) 透明度：セッキ一板により測定した。

(6) 水深 ：音響探知法により測定した。

奥山忍• 渡辺寿•中林信康

2 生物モニタリング調査

⑴藻場調査

平成16年 3月23日の1回、図 2 に示す男鹿市北 

浦地先定点で調査した。調査水域は多年生ホンダ 

ワラ類を主体とするガラモ場であり、ここに幅100 

m X 沖出し100mの調査区を設定した。調査区は 

幅5 0 m X 沖出し2 0 mの10区画に細分し、各小区画 

の藻類の被度（5段階評価；最高5点）を、船上 

から箱メガネ観察により判定した。

一 190 —



(2) 底生生物調査

平成15年 6 月 2 日、 4 日及び10月17日に図3 に 

示す8 定 点 （図 1 の St.5〜12と同一定点）で小 

型スミス• マッキンタイヤー型採泥器（採泥面積 

0.05 m2) により各2回採泥した。

採取した泥の一部は底質分析用として持ち帰り、 

粒度組成、強 熱 減 量 （IL)、 C O D 、全硫化物 

( T S )などの分析に用いた。また、残りの泥は底 

生生物調査用とし、ステンレス製ふるい（lirnn目） 

にかけ、ホルマリン溶液で固定した後、生物の同 

定と計数、湿重量を計測した。

【結果及び考察】 

1 水質調査

明確な季節変動パタ一ンが見られるものは水温と 

D O であり、水温は最高値が8及び9 月、最低値は2 

及び3 月であるのに対し、D O はその逆の傾向を示し 

た。また、塩分、p H 及び透明度については明確な季 

節変動パターンは示さず、そのうち塩分については表 

層は底層に比べ相対的に変動が大きかった。なお、定 

点別に本年度の値と過去の値（平成8 〜14年度）を比 

較した一覧表を表1 に示した。

このうち、水産用水基準のあるD O  (6rag/L以上） 

及び pH (7.8〜8.4)に注目し、以下の結果となった。

( 1 ) D O

平成8 〜15年度までの定点別水深別の合計5701 

件のデータのうち、水産用水基準外のデータは17 

件であった。これらの値について年度別、定点別、 

月別及び水深別に集計し、以下の結果を得た。

年度別：平成9及び10年度では14件であり、全 

体の8 2 %であった。

定点別：最も件数が多かったのはSt.14の10件、 

次いでSt.16の 3 件であり、戸賀湾海域で全体の 

7 6 %であった。St.14については、平成9 及び10 

年度の夏期から秋期にかけて各水深で特にD O  

の落ち込みが大きかったが、その後このような現 

象は見られなかった。

月別：10及び11月で13件であり、全体の76% で 

あった。

水深別：底層が6件で最も件数が多かったが、 

全体の3 2 %であり、特定の水深帯に基準値外の値 

が集中する傾向は見られなかった。

(2) p H

平成8 〜15年度までの定点別水深別の合計5705 

件のデータのうち、水産用水基準外のデータは135 

件であった。これらの値について年度別、定点別、 

月別及び水深別に集計し、以下の結果を得た。

年度別：9、10及び12年度が特に件数が多く 35

〜44件であった。その他の年度は10件以下であっ 

た。

定点別：最も件数が多かったのはSt.7、8 及び 

9 の12件、最も少なかったのはSt.4の 4件であっ 

た。10件以上の定点は天王町及び秋田市海域に集 

中しており、 8定点中7定点であった。

月別：6 、 7 及び8 月で116件であり、全体の 

8 6 %であった。

水深別：深くなるほど件数が少なくなる傾向が 

あり、 0 m で64件、B - lmで13件であった。

以上、D O 及びp H ともに本年度も水産用水基準 

外の数値が測定されているが（D O  : 642件中 1件 

(5.7mg/L). pH: 646件中 2 件 (7.7 及び 8.6))ヽ過去 

に比べその件数が特に多い傾向は見られず、また、 

翌月には基準内に戻った。これらのことから本年度 

の漁場環境は、汚染などが進行している徴候は見ら 

れず平常な状態であると判断された。

2 生物モニタリング調査 

⑴藻場調査

結果を表2 に示した。平均被度は2.9点であり、 

昨年同様スギモク、ヤツマ夕モク、マメタワラなど 

が確認された。平成8 〜14年度の平均密度2.9点と 

比較しても平年並みと判断され、藻場の著しい消失 

や衰退の傾向は見られなかった。

(2) 底生生物調査

底質分析の定点別測定値を図4 に、底生生物の定 

点別分布図を図5 に、汚染指標種の分布も同様に図 

6 に示した。

1) 底質分析

水産用水基準の観点から見たC O D  (20mg/g 

乾泥以下）及び全硫化物（0.2mg/g乾泥以下）の 

過去の値との比較は以下のとおりであった。 

a C O D

春期調査（6 月の調査）：平成8年度以降最 

も高い数値を示したのは平成8 年度の St.7 

(天王町海域）の9.8mg/g乾泥、次いで平成10年 

度のSt.8 ( " ) の8.5mg/g乾泥であったが、水 

産用水基準（20mg/g乾泥以下）内であった。 

本年度の海域別の平均値は、天王町海域（St.5 

〜8 ) で2.3mg/g乾 泥 （平成8 〜14年度 ：3.1 

m g / g乾泥）、秋田市海域（St.9〜1 2 )では1.4 

mg / g乾 泥 （"2.2mg/g乾泥）であり、すべて 

基準内であった。

秋期調査（10月の調査）：同様に今まで最も 

高かった値は平成10年度のSt.7 (天王町海域） 

の18.6mg/g乾泥、次いで平成8 年度のSt.10 

(秋田市海域）の12.2mg/g乾泥であったが、水 

産用水基準内であった。本年度の海域別の平均

一 191一



表 1 定点別水深別測定値一覧

31.95 33.49 33.52 33.78
26.88 30.81 31.75 32.35
29.74 32.04 32.70 33.29

1.82 0.90 0.62 0.51

ecHRiiEHCiiiesiiinBEm
EtiESeiBaEI^BEl
RH^IKn^Kn^B^RH

3.04 1-21 0-84 0.52

24.8 23.8 23.8 24
6.6 7.4 6 6

16.2 16.1 15.7 15.6
6.53 6.37 6.54 6.43
0.40 0.40 0.42 0.41

I 28.7 26.8 26.4 26.4
j 6.1 7.25 7.4 7.5
I 16.0 16.2 16.1 15.9

6.58 6.36 6.25 6.17
! 0.41 0.39 0.39 0.39

H15

H8-14 I;

m m m
WESMM
EaESlHHI
隠 圖
m m m
m atm
m m m

23.1 24 24 23.8
6.6 7.1 7 7.2

14.9 15.2 15.0 15.0
6.40 6.31 6.36 6.03
0.43 0.42 0.42 0.40
28.5 27.6 27.3 26.8
4.3 6.4 6.5 6.7

15.6 15.8 15.8 15.8
7.08 6.50 6.35 6.25
0.45 0.41 0.40 0.40

St.4
H15

H8-14

EiSBHH

EHlf^
m m m
f^ a m i
E i m B

厂 24.8 23.9 24.1 24
m m 7.1 5.2 6

16.4 16.0 15.8 15.6
6.55 6.46 6.69 6.57

■EKE 0.40 0.42 0.42
29.7 26.4 26.6 26.6
6.5 6.97 7.38 7.3

16.2 16.2 16.1 15.7
6.50 6.40 6.27 6.06
0.40 0.40 0.39 0.39

St.5

St-6
H15

E^nSHH

m m a
H 8 -14 [

mmMM

厂 23 24.2 24 23.9
m m 7.1 7.1 8.5

14.8 15.2 15.0 15.0
6.44 6.17 6.01 5.98
0.43 0.41 0.40 0.40
28.4 27.6 27.1 27
4.6 6.6 7.2 7.2

15.6 15.9 15.9 15.8
7.08 6.52 6.35 6.11
0.46 0.41 0.40 0.39

水岑(°c)
0m 5m 10m B-1

23.5 23.9 23.8
5.7 6 6

15.2 15.8 15.9
6.58 6.72 6.51
0.43 0.43 0.41
27.4 26.8 26.5
5.7 6.94 7.26

15.1 16.2 16.0
6.39 6.38 6.24

I 0.42 0.39 0.39

I 24.2 23.8 23.8 24
; 6 . 4 7.4 6 5.8

15.8 15.9 15.7 15.7
6.62 6.40 6.48 6.57
0.42 0.40 0.41 0.42
28.3 26.8 26.4 26.4
5.9 7.2 7.43 7.43

15.7 16.2 16.2 16.0
6.53 6.40 6.24 6.24
0.42 0.40 0.39 0.39

DOCmg /L)
0m 5m 10m B-1

12.3 10.6 10.6
8.5 7.2 7.2
9.9 9.0 8.9

1.55 1.22 1.24
0.16 0.14 0.14
11.6 10.9 10.5
7.2 6.6 6.4
9.1 8.5 8.3

1.28 1.19 1.20
0.14 0.14 0.14

11.6 11 11.2 10.6
8.3 7.5 7.3 7
9.5 9.0 9.0 8.8

1.48 1.19 1.29 1.22
0.16 0.13 0.14 0.14
11.8 10.9 10.9 11.2
6.7 6.5 6.5 6.4
8.9 8.4 8.4 8.3

1.27 1.18 1.20 1.20
0.14 0.14 0.14 0.14

11.5 11.1 10.6 10.5
8.2 7.6 7.1 7.3
9.5 9.0 8.8 8.8

1.34 1.24 1.18 1.13
0.14 0.14 0.13 0.13
11.5 10.8 10.8 11.2
6.8 5.5 6.6 6
8.8 8.4 8.4 8.3

1.23 1.19 1.18 1.20
0.14 0.14 0.14 0.15

11.3 11.1 10.3 10.4
8 7.5 7.3 7

9.1 9.0 8.9 8.7
1.33 1.24 1.15 1.27
0.15 0.14 0.13 0.15
11.4 10.9 10.9 10.1
6.7 6.3 6.6 6.6
8.7 8.4 8.4 8.2

1.20 1.20 1.19 1.07
0.14 0.14 0.14 0.13

11 10.4 10.5 10.6
7.9 5.7 6.2 6.5
9.4 8.8 8.8 8.7

1.19 1.36 1.30 1.29
0.13 0.15 0.15 0.15
11.4 11 10.8 10.6

6 6.5 6.3 6
8.9 8.6 8.4 8.1

1.15 1.05 1.10 1.12
0.13 0.12 0.13 0.14

11 10.3 10.4 10
7.7 6.7 6.4 6.6
9.2 8.9 8.9 8.6

1.10 1.12 1.20 1.05
0.12 0.13 0.14 0.12
11.1 10.9 10.9 10.3
6.7 5.6 6 5.9
8.9 8.5 8.4 8.0

1.12 1.13 1.11 1.09
0.13 0.13 0.13 0.14

10.5 10.5 10.2 9.7
7.9 7 6.3 6.5
9.3 8.9 8.9 8.7

0.95 1.09 1.27 1.06
0.10 0.12 0.14 0.12
11.4 10.8 11.1 10.3
6.6 6.6 6.3 6
8.8 8.6 8.4 8.0

1.13 1.07 1.09 1.04
0.13 0.13 0.13 0.13

11 10.5 10.6 10.2
8.1 7 6 6.2
9.4 9.0 8.9 8.6

1.01 1.17 1.52 1.52
0.11 0.13 0.17 0.18
11.7 11.3 10.7 10.7
6.5 6.4 6.3 6.1
8.9 8.6 8.3 8.2

1.13 1.13 1.15 1.09
0.13 0.13 0.14 0.13

32.65 33.16 33.37 33.54
26.02 30.04 30.94 32.51
30.39 32.27 32.64 33.01
2.29 0.89 0.69 0.35
0.08 0.03 0.02 0.01

33.81 33.82 33.81 33.90
14.53 30.50 30.73 31.58
30.02 32.66 32.96 33.23
4.04 0.76 0.63 0.45
0.13 0.02 0.02 0.01

8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.1

0.03 0.04 0.04 0.05
0.00 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.4
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.09 0.08 0.09 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

8.2 8.2 8.2 8.2
8.0 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.1 8.1

0.07 0.05 0.05 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.7 8.5 8.5 8.5
7.5 8 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.15 0.09 0.08 0.08
0.02 0.01 0.01 0.01

32.03 33.30 33.62 33.71
21.23 30.04 30.99 32.16
29.18 31.65 32.70 32.97
2.92 1.07 0.80 0.57
0.10 0.03 0.02 0.02

33.45 33.70 33.80 33.90
15.16 27.49 30.00 30.00
28.76 31.90 32.51 32.76
3.64 1.25 0.83 0.69
0.13 0.04 0.03 0.02

8.2 8.3 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.2

0.05 0.06 0.05 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.5
7.9 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.11 0.08 0.08 0.09
0.01 0.01 0.01 0.01

8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.1 8.2

0.05 0.05 0.05 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.7 8.5 8.5 8.5
7.7 8.1 8.1 8.1
8.2 8.3 8.3 8.3

0.14 0.09 0.08 0.08
0.02 0.01 0.01 0.01

31.99 33.74 33.73 33.75
24.24 30.80 30.91 32.24
29.31 31.94 32.58 33.09
2.57 0.96 0.79 0.55
0.09 0.03 0.02 0.02

32.77 33.80 33.77 33.90
15.75 27.44 29.56 31.15
28.39 31.88 32.48 32.93
3.77 1.21 0.84 0.59
0.13 0.04 0.03 0.02

8.2 8.2 8.2 8.2
8 8.1 8.1 8.1

8.2 8.2 8.2 8.2
0.07 0.05 0.03 0.05
0.01 0.01 0.00 0.01
8.7 8.5 8.5 8.4
7.6 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.14 0.08 0.08 0.08
0.02 0.01 0.01 0.01

31.97 33.77 33.79 33.69
27.13 30.82 31.00 32.22
29.86 32.04 32.61 33.13
1.59 0.96 0.79 0.50
0.05 0.03 0.02 0.01

32.93 33.80 33.70 33.93
16.85 21.84 29.66 31.12
29.34 31.80 32.51 33.12
3.37 1.60 0.83 0.55
0.11 0.05 0.03 0.02

32.20 33.24 33.37 33.41
27.21 29.99 31.18 32.25
30.45 32.32 32.65 32.90
1.62 0.94 0.65 0.40
0.05 0.03 0.02 0.01

33.60 33.81 33.84 33.90
12.70 30.34 30.62 30.96
29.10 32.63 32.93 33.10
4.51 0.79 0.68 0.54
0.15 0.02 0.02 0.02

8.4 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.1

0.08 0.04 0.05 0.05
0.01 0.00 0.01 0.01
8.6 8.5 8.5 8.5
7.9 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.12 0.09 0.08 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

PH
0m 5m 10m B-1
8.3 8.2 8.2
7.7 8.1 8.1
8.1 8.2 8.2

0.17 0.05 0.05
0.02 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5
7.7 8 8.1
8.2 8.3 8.3

0.17 0.09 0.08
0.02 0.01 0.01

32.54 33.34 33.44 33.40
26.09 29.94 31.14 31.87
30.25 32.36 32.64 32.76
2.24 1.00 0.67 0.52
0.07 0.03 0.02 0.02

33.45 33.77 33.84 33.92
6.90 30.45 30.70 30.87

27.78 32.68 32.93 32.99
5.68 0.77 0.62 0.62
0.20 0.02 0.02 0.02

8.6 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.2

0.14 0.04 0.05 0.05
0.02 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.5
7.8 8.1 8.1 8.1
8.2 8.3 8.3 8.3

0.14 0.08 0.09 0.09
0.02 0.01 0.01 0.01

塩分
0m 5m 10m B-1

32.71 33.34 33.40
18.32 30.16 30.86
29.07 32.38 32.63
4.20 0.94 0.73
0.14 0.03 0.02

33.46 33.75 33.96
4.60 30.55 30.67

26.94 32.74 32.93
6.79 0.74 0.68
0.25 0.02 0.02
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表 1 定点別水深別測定値一覧（つづき)

H8-14

I 水温(°C) I
0m 5m 10m B-1

23.2 24.3 24.0 24.0
7.8 8 7.8 8

15.6 15.4 15.4 15.6
6.17 6.14 6.10 6.12
0.40 0.40 0.40 0.39

28 27.6 27 27
6.4 6.8 6.9 6.8

15.7 15.9 16.2 15.9
6.61 6.41 6.21 6.31
0.42 0.40 0.38 0.40

E3SHB

23.3 24.1 24.1 23.8
7.9 7.9 7.8 7.9

15.5 15.4 15.4 15.3
6.13 6.11 6.15 6.16
0.39 0.40 0.40 0.40
28.3 27.5 27 27
6.5 6.9 6.9 7

15.8 16.0 15.9 15.9
6.58 6.41 6.27 6.14
0.42 0.40 0.39 0.39

St.11
H15

St.12 
H15

l

l

l

l

s

H
HE3既
段 

E
I
E1
E1

 ̂
^

23.3 24.2 24 23.7
7.9 7.9 7.8 7.9

15.5 15.4 15.4 15.4
6.21 6.18 6.16 6.24
0.40 0.40 0.40 0.41
28.3 27.5 27 27.1
6.4 7 7.1 7.2

15.8 15.9 16.0 15.8
6.59 6.43 6.27 6.03
0.42 0.40 0.39 0.38

23.3 24.2 24 23.5
7.1 7.5 7.8 7.9

15.1 15.3 15.4 15.2
6.39 6.24 6.16 6.04
0.42 0.41 0.40 0.40
28.1 27.6 27 27.1
6.4 7.2 7.3 7.3

15.8 15.9 16.0 15.8
6.61 6.44 6.26 5.84
0.42 0.40 0.39 0.37

23.5 23.3 23.1 23.0
8.9 8.9 9 9.1

17.7 17.3 17.1 16.7
4.78 4.76 4.50 4.66
0.27 0.28 0.26 0.28
27.8 27.4 26.5 26.1

7 6.9 6.7 6.6
16.7 16.4 16.1 15.9
6.25 6.17 6.03 5.91
0.38 0.38 0.38 0.37

m m m
23.3 23.4 23.4 23
9.1 9 9.1 9.1

17.6 17.4 17.4 17.0
4.64 4.78 4.45 4.44
0.26 0.28 0.26 0.26
27.9 27.2 26.6 25.9
7.2 7 7 6.5

16.7 16.5 16.1 15.8
6.16 6.07 5.97 5.79
0.37 0.37 0.37 0.37

L^a^m
EU9IH

mpmm

23.4 23.3 23.3 22.2
9 9.1 9.3 9.3

17.8 17.7 17.5 16.9
4.56 4.56 4.43 4.42
0.26 0.26 0.25 0.26
27.8 27.7 26.5 26.2
7.1 7.4 7.4 7

16.8 16.7 16.5 15.8
6.17 6.13 5.98 5.57
0.37 0.37 0.36 0.35

23.4 23.5 23.5 22.7
9.3 9.3 9.2 9.2

18.3 17.8 17.6 17.0
4.68 4.62 4.58 4.56
0.26 0.26 0.26 0.27
28.2 27.9 27 26.1
7.5 7.4 6.5 6.5

16.9 16.9 16.8 15.9
6.16 6.08 6.00 5.46
0.36 0.36 0.36 0.34

塩分
0m 10m B-1

33.30 33.32 33.37 33.65
25.19 30.78 31.76 31.75
30.15 32.15 32.78 32.84
2.79 0.84 0.56 0.60
0.09 0.03 0.02 0.02

36.93 33.80 33.90 33.90
9.39 27.94 30.84 29.42

29.06 32.26 32.74 32.77
4.70 1.05 0.71 0.74
0.16 0.03 0.02 0.02

33.27 33.32 33.34 33.60
25.77 30.80 31.77 31.81
30.31 32.11 32.75 32.90
2.39 0.80 0.51 0.54
0.08 0.02 0.02 0.02

33.80 33.80 33.90 33.90
14.25 27.60 29.37 29.43
29.11 32.27 32.72 32.92
4.03 1.07 0.76 0.66
0.14 0.03 0.02 0.02

33.27 33.31 33.34 33.48
26.01 30.93 31.83 32.36
30.66 32.19 32.70 33.03
2.32 0.77 0.52 0.36
0.08 0.02 0.02 0.01

33.35 33.80 33.90 33.93
15.73 27.91 29.32 31.31
29.21 32.25 32.68 33.07
3.78 1.03 0.77 0.53
0.13 0.03 0.02 0.02

32.41 33.25 33.59 33.54
26.89 30.94 31.85 32.53
30.59 32.34 32.83 33.23
2.10 0.76 0.52 0.31
0.07 0.02 0.02 0.01

33.55 33.70 33.90 34.08
19.60 27.99 29.32 31.57
29.67 32.27 32.72 33.20
2.94 0.99 0.77 0.51
0.10 0.03 0.02 0.02

32.87 33.05 33.33 33.55
29.80 30.74 31.95 32.79
31.96 32.35 32.86 33.17
1.08 0.71 0.40 0.29
0.03 0.02 0.01 0.01

33.85 34.00 34.05 34.13
21.83 30.07 30.42 30.92
32.15 32.63 32.89 33.07
1.68 0.85 0.74 0.64
0.05 0.03 0.02 0.02

32.97 33.07 33.49 33.60
29.68 30.72 32.12 32.65
32.03 32.37 32.99 33.23
1.08 0.74 0.40 0.33
0.03 0.02 0.01 0.01

33.93 33.92 33.95 34.11
21.83 30.10 30.35 30.86
32.16 32.59 32.91 33.20
1.72 0.89 0.71 0.54
0.05 0.03 0.02 0.02

33.08 33.19 33.43 33.73
30.75 29.82 30.75 32.39
32.27 32.42 32.81 33.25
0.82 1.06 0.86 0.38
0.03 0.03 0.03 0.01

33.93 33.95 34.04 34.21
28.34 29.54 30.33 31.47
32.35 32.60 32.83 33.34
1.19 1.00 0.81 0.53
0.04 0.03 0.02 0.02

33.37 33.40 33.35 33.80
28.95 30.11 30.93 32.91
32.10 32.49 32.83 33.32
1.30 0.97 0.76 0.28
0.04 0.03 0.02 0.01

34.00 34.00 34.04 34.23
28.29 29.37 29.57 32.44
32.27 32.49 32.79 33.54
1.32 1.14 0.91 0.43
0.04 0.04 0.03 0.01

DO(mg/L)
0m 5m 10m B-1

10.7 10.1 10.1 10.1
8.0 6.5 6.7 6.7
9.0 8.8 8.8 8.6

0.92 1.14 1.08 1.23
0.10 0.13 0.12 0.14
10.8 11 10.8 10.6
6.7 6.7 6.4 6
8.7 8.5 8.3 8.3

1.12 1.07 1.09 1.11
0.13 0.13 0.13 0.13

10.5 10.2 10.1 10.2
7.7 6.3 6.8 6.8
9.0 8.7 8.6 8.5

1.01 1.25 1.10 1.16
0.11 0.14 0.13 0.14
10.9 11 10.4 10.3
6.5 6.5 6.6 6.3
8.6 8.4 8.3 8.2

1.09 1.07 1.05 1.03
0.13 0.13 0.13 0.13

10.6 10.2 10.1 9.9
7.7 6.9 6.7 6.6
9.0 8.9 8.7 8.6

1.01 1.10 1.18 1.07
0.11 0.12 0.14 0.12

11 11 10.4 10.3
6.7 6.5 6.6 6.3
8.7 8.5 8.3 8.2

1.09 1.08 1.03 1.03
0.13 0.13 0.12 0.13

10.7 10.3 10.2 9.7
7.6 6.5 6.4 6.5
9.1 8.8 8.7 8.5

1.08 1.20 1.20 0.99
0.12 0.14 0.14 0.12
10.8 10.8 10.2 10.3
6.4 6.6 6.4 6.4
8.7 8.4 8.3 8.2

1.07 1.06 1.02 0.97
0.12 0.13 0.12 0.12

9.9 10.3 10.2 9.9
7.1 7.2 6.7 6.5
8.4 8.5 8.4 8.5

0.99 1.10 1.11 1.16
0.12 0.13 0.13 0.14
10.5 10.7 10.8 10.6
6.1 6.7 6.5 6.1
8.3 8.4 8.3 8.3

1.10 1.08 1.10 1.18
0.13 0.13 0.13 0.14

10.5 10.2 9.8 9.8
7.2 7.1 6.6 6.5
8.5 8.3 8.2 8.3

1.12 1.19 1.08 1.22
0.13 0.14 0.13 0.15
10.3 10.3 10.3 10.3
4.3 3.8 3.9 3.8
8.2 8.2 8.2 8.1

1.19 1.22 1.23 1.30
0.14 0.15 0.15 0.16

10.5 10.4 10.2 9.9
7.1 7.1 6.9 7.3
8.5 8.5 8.3 8.4

1.14 1.14 1.16 0.96
0.13 0.13 0.14 0.11
10.2 10.2 10.3 10.3
6.5 6.4 6.2 6.6
8.2 8.2 8.2 8.2

1.03 1.08 1.08 0.96
0.13 0.13 0.13 0.12

10.5 10.4 10.1 9.9
7.4 7.3 6.8 7
8.6 8.5 8.2 8.3

1.15 1.13 1.18 1.17
0.13 0.13 0.14 0.14
10.5 10.4 10.2 10.1
6.2 6.2 4.4 3.9
8.2 8.1 8.0 8.0

1.03 1.05 1.17 1.03
0.13 0.13 0.15 0.13

0m 5m 10m B-1
8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.2

0.04 0.04 0.05 0.05
0.00 0.00 0.01 0.01
8.6 8.5 8.5 8.5
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.10 0.09 0.08 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

8.3 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.2

0.05 0.04 0.04 0.05
0.01 0.00 0.00 0.01
8.6 8.5 8.5 8.5
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.11 0.09 0.08 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

8.3 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.2

0.06 0.04 0.05 0.05
0.01 0.00 0.01 0.01
8.6 8.5 8.5 8.5
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.09 0.09 0.09 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

8.4 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.2

0.08 0.05 0.05 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.5
8.1 7.3 7.3 7.3
8.3 8.3 8.3 8.2

0.09 0.14 0.13 0.13
0.01 0.02 0.02 0.02

8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.1

0.05 0.05 0.05 0.04
0.01 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.5
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.2

0.09 0.08 0.08 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.1

0.05 0.05 0.05 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.4
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.09 0.09 0.08 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.1

0.05 0.05 0.04 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.4
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.3

0.09 0.08 0.09 0.09
0.01 0.01 0.01 0.01

8.2 8.2 8.2 8.2
8.1 8.1 8.1 8.1
8.2 8.2 8.2 8.1

0.04 0.05 0.05 0.05
0.01 0.01 0.01 0.01
8.5 8.5 8.5 8.4
8.1 8.1 8.1 8.1
8.3 8.3 8.3 8.2

0.09 0.08 0.08 0.08
0.01 0.01 0.01 0.01

透明度
_(m)

0.7
~52
2.6!

6.2
>.04

0.8
5.8

15.0 
6.5彳

11.0

2.6：
0.3(

0.3：

10.5
4.11



表 2 藻場調査原票

観測年月 

平成 16年3月

都道府県名

秋田県

海域名•測線名

男鹿市北浦地先ガラモ場

調査担当者 (所属 ■ 氏名） 

秋田県水産振興センタ一 

資 源 増 殖 部 中 林 信 康

観測月日 2004年3月2 4日 備 考

観測時刻(開始〜終了） 9 :0 0  〜 10:00 海洋環境観測機器名■規格 

水温 .棒状水銀温度計天候 F

気温 ( °c ) 7.3

風 向 （ NNE等） N

気象観測高度(海面からの高さ）：

気象観測機器名•規格  

温 度計：

風向風速計：

風 速 (m /s ) -

風力 1

表層水温 (° c ) 7.6

表層塩分

藻場面積 調 査 面 積 100m X 100m = 1  ha

生息水深  

①最沖縁側 6.0

潮 汐 （ 港）

観測日における干•満 

時刻、潮位 (m )②測線上の  

最浅部 1.8

③最岸側縁

②に同じ

特記事項

構成 種 :ヤツマタモク、フシス 

ジモク、スギモク等生息密度

目 視 点 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0  

生 息 密 度 3 3 2 2 4 4 3 2 3 3

平 均 点 2.  9

値は、天王町海域で1.8mg/g乾 泥 （平成8 〜14 

年度：4.2mg/g乾泥)、秋田市海域では0.9mg/g 

乾 泥 （"2.7mg/g乾泥）であり、すべて基準内 

であった。 

b 全硫化物

春期調査：平成8年度以降水産用水基準（0.2 

mg/ g乾泥以下）外だったのは、平成9年度の 

St.12の0.90mg/g乾泥であったが、その他は基 

準内であった。本年度の海域別の平均値は、天 

王町海域（St.5〜8 ) で<0.02mg/g乾 泥 （平成 

8 〜14年度 ：<0.02mg/g乾泥）、秋田市海域 

(St.9〜12 )では<0.02mg/g乾 泥 （"0.05mg/g 

乾泥）であり、すべて基準内であった。

秋期調査••同様に平成8 年度のSt.10で0.55 

mg/ g 乾泥となり水産用水基準外であったが、 

その他は基準内であった。本年度の海域別の平 

均値は、天王町海域で<0.02mg/g乾 泥 （平成

8 〜14年度：0.03mg/g乾泥)、秋田市海域では 

<0.02mg/g乾 泥 （"0.03mg/g乾泥）であり、 

すべて基準内であった。

2) 底生生物

生息密度、種類数及び多様度についての過去の 

値との比較は以下のとおりであった。

生育密度：本年度の値（14030〜370個体/ m2) 

は、秋期調査のSt.7 (7980個体/ m2) を除き、他 

のすベての定点で過去の値（平成8〜14年度の平 

均値：7601〜1255個体/ m2) を下回った。

種類数：本年度の値（15.5〜 9種）は、春期及 

び秋期調査の全ての定点で過去の値（"22.1〜 

13.7種）を下回った。

多様度••本年度の値（3.5〜0.2)は、春期調査 

の St.12 (3.4)、秋期調査のSt.5 (3.2)及び11 

(3.5)を除き過去の値（"3.7〜2.0)を下回った。 

本年度のマクロベントスの分析結果からは、過
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去の値に比べ生物の密度及び種類数も相対的に低 

く、多様度についてもそれらを反映した結果となっ 

た。また、汚染指標種の出現頻度については、春 

期調査のSt.5でヨツバネスピオA 型が平成8 〜 

15年度の8 力年中6 力年、春期及び秋期のSt.9 

で同様に7 力年及び5 力年出現しており、経年的 

に見て高い傾向にあった。

平成15年 6 月 2, 4 日

図 4 - 1

以上、マクロベントスについては多様度の落ち 

込み、高い頻度の汚染指標種の出現など不安材料 

はあるものの、水質及び底質の分析結果からは特 

に異常な傾向は見られなかったことから、本県沿 

岸域の漁場環境は特に悪化しているとは判断され 

なかった。

平成15年 10月 1 7 日

平 成 1 5年 1 0月 1 7 日

図 4 _  2 底泥C ODの分布



平成 15年 6 月 2, 4 日

図 4 一 3 底泥T Sの分布

平成 15年 6 月 2, 4 日 平成 15年 10月 1 7 日

図 4 _  4 底泥 I Lの分布



図 5 — 1 マクロベントス（湿重量1 g 未満）の分布（平成15年 6 月 2 、 4 日）

生 息 密 度 （個体数/ m2)

図 5 - 2 マクロベントス（湿重量1 g 未満）の分布（平成15年10月17日）

- 1 9 7 -



チヨノハナガイ ヨツハ、、ネスピオA 型

(個体数/ m2)

図 6 _ 1 汚染指標種の分布（平成15年 6 月 2 、 4 日）

(個体数/ m2)

チヨノハナ力''イ ヨツバネスピオA 型

(個体数/ m2) (個体数/ m2)

図 6 —  2 汚染指標種の分布（平成15年10月17日）



水産資源保護対策事業（貝毒成分等モニタリング事業)

【目 的 】

本県沿岸に生息するイガイMytilus coruscusは漁獲 

対象種であるが、季節的に毒化する場合があり、毒化し 

た場合には出荷自主規制の措置がとられている。そのた 

め、毒 化 原 因 プ ラ ン ク 卜 ン で あ る 属 の 出 現  

状況及び水温•水質などに関する調査やイガイの毒量検 

查を継続して実施し、貝毒が発生しやすい、すなわち、 

毒化原因プランクトンが多く出現しやすい環境要因の究 

明に関する基礎データを収集するとともに、出現時期• 

出現量などの予知の可能性を検討し、イガイの貝毒によ 

る事故の未然防止と出荷体制の確立を図った。また、貝 

毒調査とともに赤潮監視調査も実施した。

【方 法 】

1 プランクトン調査

平成15年 4 月 1 日から平成15年 8 月18日まで原則的 

に毎週1回、計21回、男鹿市戸賀湾口定点（図 1 ) で 

実施した。調查水深はO m 、5 m 、10m、20m及びB —  

l m で、 5 m 以深の各層からはバンドーン採水器を用 

いて採水した。試料のうち1 € を2 5 %グルタールアル 

デヒド20r^で固定し、24時間沈殿法により5mf ( 2 日 

目：1 f — 100m 人 — 3 日目：lOOmf— lOmf、 4 日目： 

I0m£ —  5 m ^ )まで濃縮した後に、Dinophysis属を対 

象に同定、計数した。

2 水質調査

試料はプランク卜ン調査と同時に採水し、各層水温 

及び塩分を測定した。 5 m 及び1 0 mの各層ではp H、 

C O D、P〇4-P、N H 4-N、N 〇2-N、N 〇3-N、ク ロロフィ 

ル a(chl-a)の測定も行った。

図 1 調査定点

佐 藤 時 好 • 渡 辺 寿

分析方法は次のとおりである。

⑴ 水 温 ：水銀棒状温度計

⑵ 塩 分 : サリノ メーター

⑶ p H ：ガラス電極法

⑷ C O D ：アル力リ性過マンガン酸力リウム酸化法

(5) P 0 4-P ：モリブテン酸青（アスコルビン酸）法

(6) N H 4-N : インドフエノー ル法

(7) N 〇2-N ：スルファニルアミド• ナフ夕ルエチ

レンデアミン法

(8) N O 3-N :カドミウム•銅カラム法

(9) chl-a : 9 0 %アセ卜ン抽出法

3 毒量検査

男鹿市戸賀湾地先長床定点（図 1 ) で採集した検体 

を用いて下痢性貝毒の毒量検査を行った。検査は平成 

15年 5 月 9 日から平成15年 8 月22日まで原則として毎 

週 1回、計16回行った。検体は秋田県衛生科学研究所 

に搬送し、同所でマウス腹腔内投与法により毒畺分析 

した。

4 赤潮調査

当センターでは赤潮発生の通報がありしだい、現場 

確認と出現状況の聞き取り調査を行うとともに、試料 

を採集して赤潮原因種の同定と出現数の計測を行うこ 

ととなっている。また、当調査により赤潮の発生が確 

認された場合は、その都度、県水産漁港課から水産庁 

へ報告することになっている。

【結果及び考察】

1 プランクトン調査

調査結果を表1 及び表2 に示した。Dinophysis属 

のうち出現した主なものは、 /orぬの他、 D. 

acum inata、D. m itr aなどで、このうち毒化原因種 

D. fo r t i iは4 月 1 日から6 月18日の間に認められた。 

最高出現数は5 月29日の2 0 m層で837.5 cells/fであ 

り、最高出現数は昨年度と比較して大幅に増加した 

(昨年の最高出現数は42.5 cells/f)。また、水深別に 

見ると出現初期には5 m 層及び10m 層に、 5 月 6 日以 

降は10m 層及び20m 層に、さらに、 6 月以降はB -1 

m 層に多くなる傾向が認められ、徐々に下層に中心が 

移行して行く傾向が認められた。

D. acum in ataは調査開始時から終了時まで散発的 

に見られたが、 ほとんど10cells/€前 後 （2.5〜30 

cells/ d ) の低い値であった。

D. m k m は7 月22日以降、調査終了時まで出現し
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たが、22.5 cells/f以下の低い値であった。

2 水質調査

各調査項目の値の範囲（D./orぬが出現した範囲） 

は次のとおりであった。

(1 )水 温 ：9.2〜23.9°C (9.2〜22.3°C)

⑵ 塩 分 ：28.95〜34.48 (30.06〜34.19)

(3) p H  ： 8.09〜8.28 (8.09〜8.28)

(4) C O D  ： <0.5〜0.7mg/f (<0.5〜0.7)

(5) P 0  4 —  P : く 0.01〜0.08 " g-at/ £

(<0.01〜0.08)

(6) N  H  4 —  N  : く 0.20〜0.94 n g-at/ £

(<0.20 〜0.94)

(7) N  0  2 -  N  ： 0.01〜0.07 / / g - a t (0.01〜0.07)

(8) N 0 3- N  ： <0.05 〜0.93//g-at

(<0.05 〜0.93)

(9) chl-a : <0.5〜2.7"g/f (く0.5〜2.7)

同時に測定した毒化原因プランクトンとの関連では、

D. /ortiiの出現した水温は9.2〜22.3°C、塩分は30.06 

〜34.19の範囲であったが、D. fo r t i iが50cells/ £ 以上 

認められたのは水温9.9〜16.8で、塩分30.16〜33.76 

であった。以上のことから、水温は10°C〜16°C台、塩 

分は30〜33台で特に多いことが判明した。

栄養塩と毒化原因プランクトンとの関連においては、 

D. fo r t i iは5 月 6 日以降に急激に出現数が増加した 

が、4月22日から5月13日までに、N 〇2 — N 、P 〇4 —  

P 、N H 4 — N 、 N 0 3 — N 、p H、chl-a、 C O D の順 

に次々と調査全期間における最高値を示した。このこ 

とから、 /orti’iの増殖とこれら栄養塩類との関連 

を検討する必要があると考えられた。

3 毒量検査

調査結果を表1 に示した。

毒量は5月15日以降に採取されたイガイから中腸腺、 

可食部ともに規制値を超えたため、 5 月23日から8 月 

21日まで約3 力月間、イガイの出荷自主規制が実施さ 

れた。

底層での水温が21°C以上に昇温した8 月中旬以降に 

なって、ようやくイガイの出荷自主規制が解除となっ 

た。

例年、水温上昇（17QC以上）とともに、毒量の減少 

傾向が見られるものの、今年度においては戸賀湾での 

水温上昇（特に中、底層）が冷夏により緩慢となった 

ため、それに伴って、イガイの新陳代謝が低いレベル 

のままで推移し、出荷自主規制が長期化したものと考 

えられた。

4 赤潮調査

本年度は調査期間における水温が例年より低く経過 

し、赤潮はまったく発生しなかった。



表 1 — 1 平成15年度毒量検査及びブランク卜ン調査結果

採 集 月 日 中 W~( 採集月日

6月5日

6月13日

5 月 29 日 3.6 0.28 5 月 29 日 b 2 SE 23.0 12 5 0
5

4月 22 日 b 3 SSW 16.5 12

4月15 日 b 3 NNW 16.0

4月1日 b 1 NNE 10.4 16

ノフンワ卜ン（cells/l) 
環分 D_ D. D. D.

for. acu. mit. spp

6 月19 日 9.6 0.71 6 月18 日 be

6 月 27 日 5.4 0.37 6 月 26 日 c

0 0 0 0
5.0 0 0 0
10.0 0 0 0
127.5 0 0 0
262.5 0 0 2.5

22.5 0 0 0
30.0 2.5 0 100.0
70.0 0 0 10.0
837.5 0 0 2.5
225.0 0 0 0

5月 7 日 <0.3 <0.02 5月 6 日 o 1 SSW 18.5

5 月15 日 1.8 0.11 5 月13 日 be 3 S 20.4

5月 22 日 1.2 0.07 5月 20 日 c 3 SW 18.1

A量検査結裏  原 因 ブ ラ ン ク ト ン 採 集 結 果

5月2日 b 4 S 16.5 12 0 11.4 30.06 20.0 0 0 2.5
5 11.5 30.51 30 0 0 0

10 11.4 31.64 12.5 0 0 0
20 10.2 33.26 7.5 0 0 0

B-1 10.3 33.58 0 0 0 0
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表 1 — 2 平成15年度毒量検査及びブランク卜ン調査結果

採 集 月 日 ^  採集月日
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表 2 — 1 平成15年度水質調査結果
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表 2 -  2 平成15年度水質調査結果
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表 3 貝毒発生による出荷自主規制状況
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6/18〜7/9 
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0.6 4/22,5/5

0.9 6/5,12

9.6 6/19

0.06 6/5,12

0.71 6/19

7月14日 

8月22日

規制解除
中 腸 腺 （月日）

最咼母畺（MU/g)

可 食 部 （月日）
最高出現数(cells/K ) 
D.fortii _(月日-水深)

20 5/11-Om
80 5/10 - 0m
175 5/23-5m
270 5/28-5m
460 5/29-0m
670 5/2-5m
300 4/26-B-1m
140 5/27-10,20m
45 4/30-1Om
120 4/27-20m
95 5/10-1 Om
395 5/23-20m
250 5/9-20m
42.5 5/29-B-1m
837.5 5/29-20m

規制開始

6月1日 
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H2 

He 
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ェ チ ゼ ン ク ラ ゲ の 大 量 出 現 と そ の 対 策 に つ い て

佐藤時好•佐藤繁•石黒常雄•ェ藤裕紀•船木栄ー

【目 的 】

本年度は日本海側をはじめ太平洋側の沿岸にまで巨大 

なヱチゼンクラゲ（以下クラゲという）が大量に出現し、 

本県においても出現の量•範囲は驚異的なものとなり、 

定置網、底びき網を主体に多くの漁業に甚大な影響をも 

たらした。しかし、クラゲに関する生物学的知見がほと 

んどなかったため、発生原因の解明や出現予測が不可能 

な状況であり、全国的にみても防除対策がほとんど出来 

ていないのが現状であった。このことから、本年度は出 

現状況とその影響調査、調査船による分布量調査と漁具 

改良試験、クラゲの自己分解に関する試験や最新情報の 

収集を行い、今後の大量出現時における漁業被害の軽減 

やクラゲの利活用を図るための基礎資料とすることを目 

的とした。

【方 法 】

1 日本沿岸での出現経過

日本海区（山口県〜青森県）の水産関係研究機関が 

参画して、日本海における特異現象についての情報交 

換を行っている「日本海フロック海洋特異現象メー リ 

ングリス卜情報」などからクラゲの出現伏況について 

整理した。

2 本県での出現状況と漁業への影響に関する調査

県内の漁業種類ごとに選定した各代表者からの聞き 

取り調査により、本県での出現状況と漁業への影響に 

ついて把握した。

3 クラゲの分布調査及び漁具改良試験

調査指導船千秋丸搭載のR  O  V  (自走式水中カメラ） 

を使用し、底びき漁場におけるクラゲの沈下個体の分 

布状況を調査した。

漁具改良試験は底びき網魚捕部の破網被害を減少さ 

せるため、魚捕部直前部に大目（1尺目）の仕切網を 

後方が下となるよう斜めに、しかも角目となるように 

取り付け、仕切網に誘導されたクラゲが漁具の下側へ 

排出されるように漁具の改造を行った。さらに、有用 

漁獲物の排出割合を把握するため、クラゲ排出部にも 

う一つの魚捕部を設けて、千秋丸で試験操業を行った。 

4 クラゲの自己分解に関する試験

冷凍処理後のクラゲブロック（約15〜20cm四方程度 

の大きさ）を海水中に収容し、溶出などによる重量変 

化を記録し、どのくらいの日数（時間）で分解が進む 

のかを調べた。また、力ニ類がクラゲを餌として利用 

するかについても調べた。

【結果及び考察】

1 日本沿岸での出現経過（図 1)

• 日本の沿岸においては、 8 月上旬の対馬諸島の定置 

網への入網が最初であった。

•その後各地に出現し、 9月上旬に石川県、 9 月中旬 

本県、 9 月下旬青森県の日本海側まで北上し、その 

出現範囲を拡げていった。

•10月には、北海道西岸を北上するものと、津軽海峡 

を越え、岩手•宮城県と南下するものとの2群に分 

かれ、太平洋沿岸を南下したものは、12月に千葉県 

の定置網での入網が確認されている。

図1 平成15年 （2003年）のエチゼンクラゲ大量出現の経過 

(国際ワークショップ資料より）

2 本県での出現状況と漁業への影響

(1) 最初の出現状況

• 9 月中旬、県南部底びき網で1隻当たり、 1 〜 2 

個体入網したという報告（傘径50〜80cm) が最初 

であった。

(2) 底びき網漁業への影響

• 10月上旬から下旬までの約1 力月間、水深100〜 

150m帯において1曳網当たり、 3 〜10個体入網 

するようになり、曳網開始直後の入網数が多いと 

曳き網が浮き揚がる伏態になり、漁獲物がほとん 

ど入らなくなることから漁獲量の減少に繋がるこ 

とが多かった。

• 11月上旬からは250m以深のハタハタ漁場で操業 

するなどの漁場回避を行うことにより、あまり大 

きな被害が出なかった。

•12月中旬以降、水温の低下とともに死亡したクラ 

ゲが海底に沈下し、本県全域の底びきき漁場にお

—  206 —



いてこのクラゲの大量入網による破網などの被害 

が頻繁に発生し、操業の見合わせなど、甚大な影
表1 平成15年度に大幅な漁獲減となった魚種の漁獲状況について

一 （単位：トン）

図 2 1 0 〜 1月漁獲量の比較（ハタハタを除く）

平成14年と比較して、本年はマダラ、アンコウ、夕 

コ、ホッコクアカエビなどにおいて大幅な漁獲量の減 

少があった（表 1 )。

響が見られた。

• 3 月上旬以降、どの漁場を曳いてもクラゲが入網 

しなくなり、操業へ影響が全く見られなくなった。

(3) 定置網漁業への影響

•10月上旬、男鹿北部の定置網に500〜1，000個体/  

統/ 日と大量に入網するようになった。

• 11月中旬〜12月上旬、2,000個体/ 統/ 日とさら 

に増加し、漁にならない状態になり、網が破損す 

る定置網も見られ、地区によっては一時的に網揚 

げを実施するなどの甚大な漁業被害が生じるよう 

になった。

• 12月中旬以降徐々に減少したものの、 2 月下旬の 

30〜50個体/ 統/ 日まで長期に渡って入網による 

影響が続いた。

(4) 漁業種別の影響

•10〜 1月の漁獲量（ハタハタを除く）の平年比は、 

底曳き網91 %、定置網70 %、刺し網63% と網漁具 

で大きく減少し、釣り、はえ縄は平年並みかそれ 

を上回っており、漁獲量減少の主要因はクラゲの 

来遊によるものと推察された（図 2)0

任 ^  15年漁期 14年漁期
m  ®  (10〜 1月） （10〜 1月）

マダラ 42.9(37.3%) 115.0

アンコウ 21.6(44.0%) 49.1

夕コ 21.8(60.7%) 35.9

ホッコクアカエビ  8.4(64.5%)  13.0 ■

( % は14年比）

漁獲量減少以外の主な被害としては、漁具の破損、 

漁獲物の品質低下による魚価の安値、入網後のクラゲ 

排除に要する作業時間増加による身体疲労、剌胞毒に 

よる皮膚や目などの健康被害などであった。

3 クラゲの分布調査及び底びき網の漁具改良試験 

(1) クラゲの分布調査

千秋丸搭載のR O V  (自走式水中カメラ）を使用 

し、16年 1月 7 日、29日の2 日間に計5測 線 （900 

〜2,200 m)を調査し、次のような結果が得られた 

(表 2、別表1 一1、 1 —  2 )。

1月 7 日には100〜150m水深地点に多く分布して 

し、たが、 1月29日の同一■水深帯では相対的に少なく、 

調査地点により分布密度が大きく異なることが推察 

された。

表 2 R O V によるエチゼンクラゲの分布量調査

調査月日IS if n e 航tf難水 温 個 体 数 (it/h!)備考

H16.1.7 1 1 0 0  39:41.37 139:48.16 2,200 11.4°C 20 30.3 2/3は生存個体

2 150 39:42.61 139:41.90 2,000 10.1°C 8 13.3 1/4〃

_____________ 3 200 39:43.07 139:38.35 1,000 9.3°C _ 1_ 3.3 へい死個体

H16.1.29 4 100 39:35.27 139:50.90 1,500 11.5°C 3 4.0 1/3 は生存個体

5 150 39:36.10 139:47.23 900 10.7°C 1 2.2 へい死個体 _

⑵漁具改良試験

底びき網魚捕部の破網被害を減少させるため、魚 

捕部の直前部に大目（一尺目）の仕切網を後方が下 

となるよう斜めに、さらに角目となるように取り付 

け、仕切り網に誘導されたクラゲが漁具の下側へ排 

出されるように漁具の改善を行った（図 3 )。分離 

効率を把握するため、排出部にもう一つの魚捕り部 

を設けた。



36.3%スケトウ、ハタハタクラゲなし 
40.4% "  _ クラゲなし
81.8%ホッケ、ハ タ ハ タ クラゲなし 
43.6%アブラッノザメ、 クラゲなし 

ホッケ
75.0% _ クラゲなし

140.2
48.0

H16.3.15 1 279 39
2 280 39

41.67 139:37.30
41.17 139:38.08

H16.3.23 1 282 39 41.45 139:37.64
2 278 39:40.05 139:38.92

3 291 39:40.16 139:38.57
合計^ 291.3 179.2 38.1%

※入網重量にクラゲ、ゴミ類は含まない。

ハタハタ漁場での調査だったためクラゲの沈下個体 

が少なく、実際にクラゲが入網したのは1回だけであっ 

たが、仕切網によるクラゲの誘導•排出を確認した。 

しかし、クラゲとともに排出される漁獲物の割合は、 

試験操業5 回の平均で3 8 %と高率であり、仕切網の取 

り付け角度、目合、排出部の位置（上部あるいは下部)、 

大きさなど多くの改良を要すると考えられた（表 3、 

別表 2 —  1、 2 —  2 )。

上記の千秋丸での試験結果について底びき網漁業者 

に伝え、それに対する意見を聞いたところ、「底びき 

網にクラゲが50個以上入網すれば、この仕切網による 

漁具改良対策で破網を防ぐことは不可能と考えられる」、 

「仕切網の目合いをあまり大きくすると仕切網による 

クラゲの切断の可能性があり、そうなれば、その破片

が網尻に張り付いて目を塞いで網が揚がらなくなって 

しまうのではないか」、「対象魚種によってはクラゲを 

網の上側から排出した方がよいのではないか」、「漁具 

改良による物理的なクラゲ排除は有用漁獲物の減少と 

いうリスクを伴うので、場所や時間帯など時空間的に 

クラゲの少ないところ（一般的にクラゲが多ければ魚 

が少なく、魚の多いところにはクラゲが少ない傾向が 

ある）を選択して操業した方がより現実的である」な 

どの意見が出された。このことから、クラゲを分離• 

排出する選択漁具を完全なものにするには、漁獲対象 

種、クラゲの量と生死、漁場の海底地形、曳網時間帯、 

漁具の規模など、それぞれの条件ごとに試験する必要 

があるものと考えられた。また、定置網漁業者に対し 

ては富山県の事例などを参考として、手網の一部の網

が仕立を撕” グ分布寒に改良的用） 

♦ 魚はf t B  U 尺目）を# け，W 細 に 入 る  
9 W  W b A B にf t 尊され下麁政部时目に入る

図 3 ェチゼンクラゲ防除（分離）網の模式図 

(仕切網方式の改良網）

表 3 ェチゼンクラゲ防除（分離）に関する漁具改良試験（仕切網方式の改良網）

調査月日
1 1 l

(m
)

位 置 入網重量ルふ※ 

魚捕部排出部

IS
S

主な漁獲物 備考

H16.2.19 238
210

39:41.95 139:38.18 46.5 20.0 30_1% マダラ、スケトウクラゲ1
39:41.66 _ 139:39.24 „  46.2 24.9 一—  35.0% "  ______________ クラゲなし

3.6
6.6

0.：

79.8
32.6
6.
5.
a
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目を大きくしクラゲが身網に入り難くする方法や揚網 

時に逃がしロからクラゲを排除する方法について、水 

産業改良普及員などを通じて紹介に努めた。それに対 

する考え方を聞いたところ、「魚捕部である袋網の近 

くまでクラゲが数多く入ってしまうと対処方法がない 

ので、網の入口にスクリーン（大目網）を入れてクラ 

ゲの入網を阻止するような方法がよい」という意見が 

多かった。いずれにせよ、クラゲの遊泳水深の日変化• 

季節変化など基礎的な行動特性を把握することが必要 

なものと考えられる。

4 クラゲの自己分解に関する試験

3 月 1 日に542g、428 g, 3 3 3 gの 塊 （ブロック） 

に分け、それぞれを海水容器に収容し、日数（時間） 

経過を原因とする溶出による重量変化について調査し 

た。結果を表4 に示した。300 g 程度のブロックは10 

日間で約1 / 1 0程度の重量まで減少しており、ブロッ 

クの大きさ（重量）が小さいほど減少割合いが大きかっ 

た。また、収容水温が5.1〜7.5°Cと比較的低い水温で 

あったにもかかわらず、日数経過とともに確実に重量 

が減少した。これらのことから、底びき網や定置網な 

どにおいては、できる限りクラゲを裁断後に投棄する 

ことが、漁場でのクラゲによる影響期間を短縮する方 

法として有効であることが示唆された。

表 4 ェチゼンクラゲの自己分解による重量変化

■ 肖 日 ■ . 3.1 3.4 3.5
当初比(％) 当初比(％ ) 前回比(％ )

時間
経過日数

15:00 10:00
3

16:00
4

経過時間(開始から） 67 97
" " (前回から） 30

水温 6.3 6.6 5.1
重量(No.1) 542 403 74.4 384 70.8 95.3
重量(No.2) 428 253 59.1 237 55.4 93.7
重量(No.3) 333 169 50.8 146 43.8 86.4
備考________________解凍

月日 3.6 3.1
当初比(％ ) 前回比(％) 当初比(％ ) 前回比(％)

時間
経過日数
経過時間(開始から） 

" " (前回から）
水温

10:00
5

115
18

10:00
9

211
112
7.5

重量 (No.1) 361 66.6 94.0 208 38.4 57.6
重量(No.2) 
重量 (No.3)

224 52.3 94.5 103 24.1 46.0
120 36.0 82.2 28 8.4 23.3

備考

振興センターの実験棟で飼育しているガザミとズワ 

イガニにクラゲのブロックを投餌したところ、ガザミ 

はよく食べたが、ズワイガニは反応しなかった。ズワ 

イガニについては、生息場所の状況から判断して、暗 

くするなど飼育環境条件を変えて試験を行う必要があ 

るものと考えられた。

ズワイガニ竜漁業の餌として冷凍サバを使用するこ 

とが多いが、代替餌料としてのクラゲの活用が可能に 

なれば、現在、邪魔もの扱いされているクラゲの有効 

利用を図ることが可能と思われた。

5 新たな情報と知見の収集

(1) クラゲ異常発生の要因

中国や韓国における発生海域での2003年の異常な 

水温上昇がクラゲの異常発生を引き起こした最大の 

要因と推察されている。

⑵来遊量や来遊経路の変動要因

日本海沿岸へのヱチゼンクラゲの来遊量及び来遊 

経路の変動を引き起こす要因としては、第 1 に中国 

や韓国の発生水域でのクラゲ発生量の変動、第 2 に 

対馬暖流の流況の違いなどによる発生海域からのク 

ラゲの流出量及び輸送経路の変動、第 3 に日本の沖 

合から沿岸へのクラゲの輸送経路の変動などが上げ 

られている（図4)0

図 4 ェチゼンクラゲの来遊量及び来遊経路の変動要因 

(国際ワークショップ資料よリ）

(3) 過去におけるクラゲの出現記録

日本海では1920年 （大正9年）以来約20回の大量 

出現記録があるが、本県における大量出現は、1958 

年 （昭和33年）の大発生以来のことで、今回の2003 

年 （平成15年）と1958年 （昭和33年）のクラゲの分 

布状況が非常に似ていることがわかった（図5 )。

図 5 平成15年 （2003年）及び大正9 年 （1958年) 
の エ チ ゼンクラゲ大量出現の経過



受精卵、プラヌラ幼生（0.2〜0.3imn、 2°Cでも正 

常に活動）、ポリプ、ストロビラ（黄分体)、エフニ 

ラをえて、クラゲの形態になる（図 6 ) が、ポリプ 

からストロビラに変わる（温度条件によってはポリ 

プのまま、数年を経過する場合がある）条件として、 

高水温が関与していることが判明している。

(4) エ チ ゼ ン ク ラ ゲ の 生 活 史 な ど に つ い て

[)1 *
锇分沭（ス卜a ビラ〉

(e) %J03 m m

図6 エチゼンクラゲの生活史（安田 2003)

(5) エチゼンクラゲの水分及びタンパク含有量

エチゼンクラゲの傘部の全体の水分は約97% とさ 

れているが、表皮などの体表には中膠（表層の内側 

の寒天質部分）の約10倍ものタンパク質を保有して 

いることから、この部分の利用価値が高いことがわ 

かった。

【参考文献】

独立行政法人水産総合研究センター（2004)：平成15年 

度エチゼンクラゲの大量発生に関する緊急実態調査報 

告書 「国際ワープショップ2004/ 2 /24J 
安田徹，他 .海の U F O クラゲ. 発生，生態，対策. 

恒星社恒生閣，東京. 2003 ；1-177

定置網への大量入網の状況 

(男鹿市平川漁業部提供）

チャックを開いて大量のクラゲを排出中 
(男鹿市平川漁業部提供）

千秋丸でのクラゲ防除（分離）網による 
底びき網試験操業



別 表 1 一 1 ェチゼンクラゲの分布調査（千秋丸のR O V による）

調 査 地 点 緯度 経度 水中カメラの移動距離(m) 水中カメラでの 調査時刻 調査時間 水温 クラゲ確認個体数_うち生個体数丨 うち死個体数，生存個体の割合
( 新 礁 沖 ）

1 (北緯) (東経 [視野幅(m)] 確認面積(m2) (時:分) (分間) (°C) (個体)! (個体）! (個体)!! ( % )

100m水深帯 開始39° 41' 37" 開始139° 48, 16" 2,200m [ 3m ] 6,600m 13:48 〜14:40 52 11.4°C 20 13 7 65
終了 39° 42' 07" 終了 139° 47' 10"

〇2/3程度が生存していて、活力及び遊泳力のあるものが多くみられた。
(注）: カメラを着底させるまでの約10分間に8〜10個体(水深60〜80m)が確認された。

150m水深帯 開始39° 42, 61" 開始139° 41, 90，' 2,000m [ 3m ] 6,000m 11:57-12:50 53 10.1°C 8 2 6 25
終了 39。43' 30" 終了 139。40' 87"

〇3/4程度死滅していて、生存個体も活力がほとんどなく、底に横たわっていて動けない状況であった。

200m水深帯 開始39° 43, 07" 開始139° 38, 35" 1,000m [ 3m ] 3,000m 10:36〜11:08 32 9.3°C 1 0 1 0
終了 39° 43' 33" 終了 139。37/ 11"

〇生存個体は全く見られず、へい死個体が1個体確認されただけであった。

※ 1 月7日の調査で次のような結果が得られた。
•水深100m帯では底層の水温がまだ11。4°Cであり、活力及び遊泳力のあるものが多く見られた。
■水深150m帯は水温10.1°Cでほとんど死滅していて、生存個体でも活力が殆どない状況であった。
■水深200m帯の底層水温は9.3°Cまで低下しており、へい死個体が1個体確認されただけであった。
■このように、地点(水深帯)別に分布状況が異なることが確認されたものの、ェチゼンクラゲの分布量が一番多い水深100m帯においても、海底にクラゲが敷き詰められているような光景は認められなかった。

別 表 1 一 2 ェチゼンクラゲの分布調査（千秋丸のR O V による）

調査地点 |緯度  丨経度 
( 松ヶ崎沖）！ （北緯） ！ （東経）

水中カメラの移動距離(m) 
[視野幅(m)]

水中カメラでの 
確認面積(nrf)

調査時刻
(時:分)

調査時間
(分間)

水温
(°C)

クラゲ確認個体数|
(個体）!

100m 水深帯開始  39° 35̂  2 7 " 開始139° 50, 90" 1,500m [5m] 7,500m 11:15-12:50 95 11.5 3

(個体 (個体) (%)

終了 39° 35，11" 終了 139° 51，93"
1 2 33

底層で3個体確認され、11:40〜11:50に死亡2個体(1個体は足有り、もう1個体はバラバラ)が、12時35分には生きているものが1個体見られた。

1月7日の調査では、中層の水深60〜80mにおいて浮遊(生きていて活力有り）しているものが10個体ほどが見られたものの、今回の調査では中)*においては全く確認されなかった 

エチゼンクラゲ以外としては、アジ、力ナガシラ、タイ類、カワハギ、シロギス、ヤリイカなどを確認することができた。

~900m [ 5m ] 4,500m 13:33〜14:53 80 10?7 — 1 0 1

〇調査終了間際に、ゴミの集まっているところのすぐ近くで、死骸1個体のみを確認した。

〇カメラで確認された魚類は、ニギスとフグ類の2種類で、上記の100m水深帯と比較して出現種類が少なかった。

150m 水深帯開始  39° 36，10〃 開始139° 47，23" 
終了 39° 36' 53" 終了 139° 47' 44"

※ 1 月29日の調査で次のような結果が得られた。
■100水深帯では底層の水温が11.5°Cで、生きているエチゼンクラゲが1個体、へい死しているもの2個体の計3個体が確認された。
_1月7日調査時の100m水深帯の底層と比較すると、エチゼンクラゲが少なく、魚類が多い傾向がみられた。
■1月7日調査と異なってクラゲの浮遊個体が確認されていないことなどから、今回調査の水深100m地点では徐々にクラゲは減少しつつあると推察された。
•一方、150m水深帯では底層の水温が10/7°Cで、へい死1個体だけが確認されたが、その場所にはゴミのようなものが集積している特徴が見られた。
_また、この場所はエチゼンクラゲがほとんど見られないものの、有用魚類もかなり少ないことから、この時期においてはあまり良い漁場とはなっていないことが推察された。



別表2 ェチゼンクラゲ防除（分離）に関する漁具改良試験の操業結果

操業年月日 
回数

平成16年 2月19日 
1回目 2回目

3月15日 
1回目 2回目 3回目

3月23日 
1回目 2回目

魚種
魚取網
重量(kg)

クラゲ網 
重量(kg)

魚取網 
重量(kg)

クラゲ網 
重量(kg)

魚取網
重量(kg)

クラゲ網 
重量(kg)

魚取網
重量(kg)

クラゲ網 
重量(kg)

魚取網
重！ : (kg)

クラゲ網 
重量(kg)

魚取網
重量(kg)

クラゲ網 
重量(kg)

魚取網
重量(kg)

クラゲ網 
重量(kg)

ハタハタ 3.4 - 1.8 - 43.0 19.5 18.0 4.5 1.3 1.3 1.4 1.1 0.1 0.1

マダラ 17.3 19.4 12.8 19.5 1.5 0.2 1.4 1.7 - - - - - 0.2

スヶ卜ウダラ 15.0 4.0 20.0 4.0 80.0 40.0 19.0 11.0 - - - - - -

アカガレイ 0.7 1.7 0.1 - 1.0 2.6 0.8 9.0 0.2 1.4 0.3 1.7 - -

ヒレグロ 0.4 0.2 0.4 - 1.0 10.6 1.5 2.7 0.7 2.5 0.2 0.7 - -

アブラツノザメ 1.2 1.0 1.1 - 10.5 6.5 6.0 0.5 - - 3.5 - - -

ホッケ 8.5 0.3 7.0 - 3.0 - 1.2 2.5 1.3 4.0 2.4 0.7 - 0.2

ズワイカニ - - - - 0.1 - 0.1 0.7 0.1 0.5 0.2 0.9 0.1 0.1

ホッコクアカエビ - 0.4 - - 0.1 0.4 0 0 - - - - - -

その他 3.0 0.3 - 6.5

エチゼンクラゲ - 20.0 - - - - - - - - - - - -

計 140.2 27 48.0 32.6 140.2 79.8 48.0 32.6 3.6 16.2 6.6 5.1 0.2 0.6

漁獲物の

有効 入網 率 （％ ) 63.6 65.0 63.7 59.6 18. 2 56.4 33.3



マ リ ノ べ ー シ ョ ン 推 進 事 業 （間 伐 材 魚 礁 調 査 )

【目 的 】
秋田スギ間伐材を魚礁の部材として利用することによ 

る未利用資源の利活用や間伐材使用により魚礁漁場整備 

事業の経費節減の可能性を検討した。この調査は平成15 

年度から3 力年間で、設置魚礁の安定性、間伐材の耐久 

性、間伐材ならではの付加価値、費用対効果、事業展開 

方法などについてとりまとめる。

【方 法 】

秋田スギ間伐材を組み込んだ魚礁パネルを試作し、コ 

ンクリート製のF P 3.25型魚礁に取り付け、平成15年 9 

月17日に西目地先の水深3 2 mの地点に設置した（図 1 )。

図 1 魚礁設置地点

調査船千秋丸及び第二千秋丸で、海底地形探査装置 

(マルチビーム測深器 ：Seabat 8101)などにより設置 

位置や間伐材魚礁とその近隣の間伐材を取り付ない対照 

魚 礁 （FP3. 25型魚礁単独）の設置後の形状などにつ 

いて確認するとともに、 R O V  ( E X P E R T  N O V A )、 

魚群探知機（FCV10、F C V 1 4 0 )及び潜水調査により集 

魚状況を確認した。また、間伐材魚礁に取り付けておい 

たテス卜ピース（75X 9 X 9 cmの角材）の回収や潜水調

佐 籐 時 好

查を行い、餌料生物の付着状況や間伐材の耐久性につい 

て調査した。なお、平成15年度の調査実施状況を表1 に 

示した。

【結果及び考察】

1 予備調査

間伐材魚礁設置前の西目海域における漁獲状況を把 

握するため、平成14年及び平成15年 （平成15年 9月に 

魚礁設置）の両年の西目地区の水揚げ状況について整 

理した（表 2 )。

この調査から、魚礁との関連性が低いハタハタを除 

く魚種のうち、平成14、15年の両年において占有率が 

高い魚種は、マダイ• チ ダ イ （15.7% ) 、カレイ類 

(13.0%),マア ジ （11.4% )ヽ ヒラメ （9.0% ) の順で 

あることがわかった。

表 2 西目漁港管内における水揚げ量（H14、15年属地)

魚 種 • 平成14年 平成15年 両年の平均
占有率（%)水播げ量(トン） 占有率(％) 水揚げ量（トン） 占有率(％)

マアジ 15 15.0 8 7.8 11.4
シロギス 8 8.0 4 3.9 5.9
スズキ 1 1.0 1 1.0 1.0
メバル類 1 1.0 3 3.0 2.0
マダイ■チダイ 13 13.0 19 18.4 15.7
ヒラメ 8 8.0 10 10.0 9.0
カレイ類 10 10.0 16 16.0 13.0
ハタハタ 9 9.0 15 14.6 11.8
マダラ 2 2.0 0 0.0 1.0
ェビ類 5 5.0 4 4.0 4.5
力ニ類 2 2.0 2 1.9 2.0
タコ類 10 10.0 8 8.0 9.0
その他 16 16.0 13 13.0 14.5
総計 100 103

(西目町役場調べ)

2 間伐材魚礁の構造と設置状況

間伐材魚礁は、 F P3.25型魚礁に秋田スギ間伐材を組 

み込んだパネルを取り付けた構造で、樹皮を残した丸太 

夕イプと樹皮を剥がした太鼓落としタイプの2種類を各 

3基ずつ試作し、西目漁港から約3 km沖合、水深3 2 mの 

海域に対象魚礁に隣接して設置した。（図 2 〜図4 )。

表 1 間伐材魚礁調査の実施状況

項目 調査日 船名
調査
回数

位置
確認

潜水
海底地 
形探査

R O V 魚探

設置 H15.9.17 第二千秋丸 1 〇 (概略）

調査 H15.10.22 千秋丸 1 〇（詳細） 〇 〇

II H15.12.11 " // 1 〇

// H16.3.24 第二千秋丸 

及び船外機船

1 〇



平 面 図 I

正 面 図 s

上段パネル

間 伐 材 0 2 0

間 伐 材 0 2 0

図2 間伐材パネル付きF P魚礁の構造図

3 間伐材魚礁の設置位置の確認

9 月17日に第二千秋丸（18トン）で間伐材魚礁の沈 

設位置の確認を試みたが、沈設作業中の魚礁位置の確 

認は危険を伴うことから、詳細位置までは把握できな 

かった。そこで、第二千秋丸で得られた概略の位置デ一 

夕に基づき、12月11日に千秋丸の海底地形探査装置に 

よって、間伐材魚礁（6基）及びその周辺の対照魚礁 

のそれぞれの位置関係を明らかにした（図5 —  1、 2 、 

図 6 ヽ 表 3 )。

図3 丸太タイプ（原木)

- 2 1 4 -



図6 水深差による間伐材魚礁の確認 
(白く見える6基の魚礁が間伐材魚礁）

表 3 間伐材魚礁の番号と種類

魚.礁 番 号 .間伐 ...技 の 種 :K  
— F P = 2 5  ~ 太鼓落としタイプ 

F P — 2 6 太鼓落としタイプ
F P --38 丸 太 タ イ プ
F P —一 3 9 丸 太 タ イ プ
F P —一 5 0 丸 太 タ イ プ
F P — 51 太 a i 5客としタイプ

[ 設置後の魚礁の状況

10月22日のR O V 調査においては、間伐材魚礁及び 

周辺の対照魚礁において、横転及び傾きや埋没してい 

る状況は見られなかった（図 7 —  1、 2 、図 8 )。

また、12月11日の千秋丸による海底地形探查装置よ 

る調査により、設置水深がほぼ3 2 mとほぼ一定である 

この魚礁設置帯においては、対照魚礁より約80cm高い 

間伐材魚礁と対照魚礁との区別が可能であることがわ 

かった（図 6 )。

図 7 — 2 魚類の蜻集状況（H 15.10.22)



5 魚類の蜻集状況

( 1 ) R O V 及び魚群探知機による調査

平成15年10月22日に千秋丸で実施したR  0  V 調査 

で、間伐材魚礁付近で数百尾程度のアジやイナダの 

群を確認したが、間伐材魚礁の周りの6 〜 7個の対 

照魚礁では、魚群探知機及びR O V による調査にお 

いて、全く魚群が確認されなかった。千秋丸（187 

卜ン）では極く沿岸域での小回りが利かないことか 

ら、魚礁内部及び底の状況については確認できなかっ 

た。

⑵潜水調査

平成16年 3月24日に潜水による間伐材魚礁（調査 

魚礁はF P 50及びF P  51の 2魚礁）への魚類の蜻集 

状況調査を実施した。 この日は10月22日における 

R O  V 調査で見られたような魚の群れも確認されず、 

イシダイが数十尾見られたにすぎなかったが、これ 

は調査の時期が影響していると考えられた。

6 付着生物及びテ ス卜ピースの腐食状況調査

3 月24日の潜水調査時に、テストピースの回収と付 

着物の潜水による目視調査も併せて行い、潜水による 

目視観察で丸太タイプの間伐材や魚礁のコンクリート 

面にはほとんど付着物が付いていないことが判明した。 

また、 F P 5 1の間伐材魚礁に取り付けた、テストピー 

ス （樹皮無し） 1本を回収したところ、上側を主体に 

フナクイムシなど95.4 g の付着生物が付いていて、樹 

皮の無い間伐材への早期の生物付着が推測された（表 

4、図 9)0

このことから、間伐材にできる限り早期に生物を付 

着させるためには太鼓落としタイプの間伐材を、耐久 

性を考えた場合には丸太タイプの間伐材を使用した方 

が良いと考えられた。また、間伐材魚礁の耐久性を見 

るため、テストピースの腐食状況を観察したところ、 

設置後6力月では腐食はほとんど進んでいなかったも 

のの、今後の定期的な観察が必要と考えられた（図10)。

今回のR O V 調査や潜水調査で、魚類の蜻集状況や 

付着生物の発生状況から間伐材魚礁は対照魚礁と比較 

して、効果の発現が早まる傾向は見られたものの、そ 

の蜻集要因について、付着生物が影響しているとは判 

断できなかった。

表 4 回収したテ ス 卜ピースの付着生物の重量組成

種類 付着重量 (g) 重量割合 ( ％ )

フナクイムシ 20.7 21.7
キクイムシ 17.3 18.1
フジツホ'類 45.8 48.0
その他 11.6 12.2

総重量 95.4

図 9 テ ス 卜ピースの生物付着状況

図1 0 テストピースの腐食状況



公共用水域水質測定

佐 藤 時 好 • 渡 辺 寿  

【目 的 】
この調査は水質汚濁防止法（昭和45年法律第138号）

第16条第1項の規定に基づいて県内の公共用水域の水質 

汚濁状況を常時監視するために行っている。なお、当セ 

ン夕一では環境政策課からの依頼により、海面の水質を 

測定した。

【方 法 】

平成15年 4 月から平成16年 3 月まで図1 に示す各定点 

で観測•採水を行った。調査定点は各月により変わるた 

め、表 1 に詳細を不す。

当センタ一担当分の分析項目及び分析方法は次のとお 

りである。

1 水温：水銀棒状温度計又はS T D で測定した。

2 塩分：サリノ メーター又はS T D で測定した。

3 p H  :ガラス電極法で測定した。

4 D O  : ウィンクラ一法で測定した。

5 SS : メンブランフィルター重量法で測定した。

表 1 測定地点等一覧表

St. 水 域 名 測定地点名 地点統一番号 測定月 採水水深

1 戸賀避難港 戸賀湾中央 601-01 4 〜10月 0 m, 3 m

2 北部海域 八森沖2 km 608-01 4 〜10月 0 m ， 3 m

3 米代川河口沖2 km 618-51 4 〜10月 0 m

5 釜谷沖2 km 608-02 4 〜10月 0 m, 3 m

6 男鹿海域 北浦沖2 km 609-51 4 ， 6， 8，10月 Om

7 戸賀沖2 km 609-01 4 〜10月 0 m, 3 m

8 加茂沖2 km 609-52 4 〜10月 0 m

9 塩瀬崎沖2 km 609 -  02 4 〜 3 月 0 m, 3 m

10 秋田湾海域 船越水道沖2 km 610-01 12〜 3 月 0 m, 3 m

12 出戸沖2 km 610 —  02 12〜 3 月 0 m, 3 m

13 秋田•天王境界沖 610-52 12〜 3 月 0 m, 3 m

23 會泛代港 能代港内 613-01 4 〜10月 0 m, 3 m

25 船 川 港 船川生鼻崎沖 615-01 12〜 3 月 0 m, 3 m

26 船川沖2 km 615-02 12〜 3 月 0 m, 3 m

40 船川港内 618-01 12〜 3 月 0 m, 3 m

【結果及び考察】

各定点で第二千秋丸及び用船（戸賀湾中央）により採 

水 •観測を行い、試料の一部を㈱秋田県分析化学センター 

に搬送した。また、当センター担当分の分析結果も毎月、 

同所に送付した。

【発 表 】

㈱秋田県分析化学センターを経由して環境政策課に報 

告され、その後環境白書として公表される予定である。
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内水面水産資源調査（八郎湖水産資源調査 • 漁場環境調査)

【目 的 】
八郎湖における生息魚介類の生態や動向に影響を及ぼ 

す水質環境、生物環境の状態を検討するための基礎資料 

を得ることを目的に、水質、プランク卜ン及びベン卜ス 

を調査した。

【調査方法】

1 調査項目

水質、プランク卜ン及びベン卜ス

(1) 水質

調査•分析項目は透明度、水温、p H、SS、D O 、 

B〇D 、C O D、C f 、クロ ロ フイル-a、T-N、T-P な 

ど17項目で、その分析方法は表1 に示した。

(2) プランク卜ン

北原式定量ネッ卜（N X X  — 13、口径25cm) を用 

いて、水深2 m から鉛直びきを行い、プランクトン 

を採集した。得られた試料は5 % のホルマリン溶液 

で固定して、24時間沈澱量を測定するとともに検鏡 

して分類と計数を行った。動物プランク卜ンについ 

ては単位濾水量当たりの出現個体数の計数を、植物 

プランク卜ンについてはC —  R 法による相対豊度の 

評価をそれぞれ行った。

(3 )ベントス

ベントスはヱクマンバ一ジ型採泥器（採泥面積 

0.0225m2) を用い、底質ごと採集した。採集した試 

料は0.5mm目合いの篩にかけ、篩上の残留物を10% 

ホルマリン水溶液で固定してすべてのベン卜スを取

表 1 調査•分析項目及び分析方法

調査•分析項目 調 査 • 分 析 方 法

透明度 透明度板法
水温 ぺッテンコ一へル水温計

p H ガラス電極法

電気伝導度 電気伝導度法
S S ガラスフィルタ一 ペーパー法

D O ウィンクラーアジ化ナ卜リウム変法
B O D 20°C、 5 日間ウィンクラーアジ化ナトリウム変法
C O D 酸性過マンガン酸力リウム酸化法（100°C)
C d 硝酸銀滴定法
S i 0 2 モリブデン黄法
n h 4- n インドフュノー ル青吸光光度法
n o 2- n ナフチルヱチレンジアミン吸光光度法

N O s - N 銅 • カドミウム力ラム還元•ナフチルヱチレンジアミン吸光光度法
T - N 紫外線吸光光度法
P 0 4- P モリブデン青吸光光度法
T - P ペル才キソニ硫酸力リウム分解法
クロ ロフイル 一 a 85% アセ卜ン抽出法

渡 辺 寿 • 高 田 芳 博

り上げたo ベントスは実態顕微鏡下で同定し、個体 

数と湿重量を計測した。

2 調査定点（図 1)

水質はSt.l〜St.7の 7定点の表層とSt.2の 5 m 層で、 

プランク卜ン及びべン卜スはSt.2、St.3、St.5の 3 定



点において実施した。 

3 調査時期

な見地に立って行う必要があるが、ここでは平成15年度 

の調査結果とその特徴を示す。
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平成15年 4 〜12月の毎月1回行った。

【結果及び考察】

水質環境と生物環境の伏態を把握し、生息魚介類の生 

態や動向を検討するには、単年度ごとの水質、プランク 

トン及びベントスの調査結果を蓄積して解析し、長期的

水 質

平成15年度における調査•分析各項目の測定結果を 

表 2 に示した。また、調査地点、測定月によって測定 

値に変化がみられたpH、SS、BOD、COD、T-N、 

T-P及びクロロフィル- aについて、調査地点、測定月 

別の変化を図2 に示した。なお、月別測定結果は別表

表 2 平成15年度の八郎潟水質調査結果
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地点番号

図 2 調査地点及び月別変化
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1〜 9 に示した。

透明度は4 〜12月までの平均値でSt.2、S t.4を除 

く定点で1.0m未満と低く、特に 5 月にSt.l、St.6、 
St.7で、0.1mと低くなっているが、これは水田の代 

搔きによる農業排水が流人したためと考えられる。ま 

た、St.l、St.6、St.7は、最大値で1.0mを超えること 

がなく、平均でも0.5m以下となっている。

pHは水産用水基準で6.7〜7.5となっているが、全定 

点で超えることが多く、特にSt.2、St.7でpH8を超え 

ることが多くなっている。なお、平均値でもSt.4を除 

く定点で基準を超えている。

SSは昨年と同様にSt.l、St.6、St.7で高く、水田の 

代搔き時期である5 月はS t .1で246mg/U St.6で163mg 
/1ヽSt.7で100mg/lと特に高くなっている。

C〇D もS t.l、St.6、St.7で高い傾向を示し、特に 

St.l、St.7は平均で9.Omg/1を超えている。St.4は全体 

的に低く、平均で3.5mg/ lと水産用水基準（4 mg/1以 

下）内であった。なお、環境基準の類型A (3 mg/1) 
をクリアしているところはなかった。

D〇は 8 月に全体的に低く、水産用水基準（6mg/l 
以上）に達しない定点もあるが、平均値では各定点と 

も9 mg/1前後で、生息する魚介類にとって十分な溶 

存酸素が常に存在することが言える。

T-NはS SとCODと同様、St.l、St.6、St.7が高く平 

均で1.Omg/1を超えている。また、変動も大きくなっ 

ている。昨年と比較すると、St.5を除く地点で若干低 

くなっている。なお、平均値で水産用水基準0.6mg/l 
以 下 （ワカサギを対象）をクリアしている定点は、昨 

年はSt.4のみであったが、今年はSt.2、St.2-5、St.3、 
St.4であった。

T-Pは昨年と比較するとほぼ同じとみられるが、昨 

年と同様に農業排水の影響でSt.lが局くなっている。 

なお、T-Nと同様にSt.l、St.6、St.7で変動が大きく

表 3 淡水域（湖沼）の水産用水基準（2000年版）

水質項目

透明度 

水温 

pH 
S S 
DO 
COD 
T - N H 3
N  O  2 - N  

N 〇 3 - N

T - N  
T - P

なっている。

NH4-Nは 8 月に全定点で高くなり、河川や排水路 

が流入しているSt.1、St.6で0.20mg/lを超えている。

N〇2-Nは全体的に低濃度で、水産用水基準（0.03 
mg/1以下）を超えている地点はなかった。

N〇3-Nは4 月〜5 月と12月にかけてほとんどの地 

点で高くなる傾向がみられた。特にSt.7が 5 月に0.50 
mg/1と高く、平均値でもSt.7が高くなっている。

B〇DはSt.l、St.7が平均で2 mg/1を超えており、特 

にSt.7は9 月に4.0mg/lと高くなっている。全体的に昨 

年と比較するとやや低い傾向にある。

C € はS t.lが通年で最も高く、平均で95mg/l、最大 

で188mg/lであった。次に高いのはSt.7で平均値で50 
mg/1となっている。St.4を除く定点で平均値が40mg/l 
を超えている。

Si〇2は昨年みられた5 月に低い傾向は、今年は代 

搔き時期と重なったこともあり、農業排水が影響して 

いる地点（St.l、St.6、S t .7 )では、高い傾向にある。 

平均値は昨年と比較してSt.5、St.7を除き、やや低く 

なっている。

今年は昨年と同様にア才コの発生がほとんどみられ 

なかったので、クロロフィル- a は各定点とも昨年と 

比較して平均ではほぼ同様な値になっている。また、 

ほとんどの定点で7〜 9 月にかけて最大になる傾向が 

みられる。

次に、淡水域（湖沼）の水産用水基準に定められて 

いる水質項目のうち、季節によって物理的に変化する 

水温を除く10項目について、 4 〜12月までの各定点の 

平均値、最大値及び最小値と水産用水基準（表 3 ) を 

比較し図3 に示した。なお、図中でスクリ一ンをして 

いる部分が、水産用水基準内であることを示す。 

N〇2-N、N〇3-Nは水産用水基準値内であったが、透 

明度、D〇、pH、SS、C〇D、NH4-N、T-N及びT-P

__________________________________ 水産用水基準

1.0m以 上 （温水性魚類の自然繫殖及び生育条件）

水産生物に悪影響を及ぼすほどの水温変化がないこと 

6.7 〜7.5
3 mg/1以 下 （温水性魚類の自然繫殖及び生育条件）

6 mg/1以上

4 mg/1以 下 （自然繁殖条件）

0.2mg/l以下

0.03mg/ 1以下 

10mg/1以下

0.6mg/l以 下 （ワカサギ） 1.0mg/l以 下 （コイ、フナ） 

0.05mg/1以 下 （ワカサギ） O .lm g/l以 下 （コイ、フナ）



では水産用水基準を超える調査定点があった。

2 プランクトン

定点別の調査結果を表4 に示した。St.2では、 5 月 

にワムシ類のテマリワムシ科C O N O C H I L I D A Eが非 

常に高いレベルで出現したほか、カイアシ類C O P E P O D A  

も比較的多く認められ、沈殿量は極めて高い値を示し 

た。また、 9 月にはツリガネワムシ属Vorticella spp. 

が、 10月には枝角類のゾウミジンコ Bosmina 

longirostrisが比較的多く出現した。

St.3ではSt.2と同様、 5 月にワムシ類のテマリワム 

シ科 C O N O C H I L I D A Eやカイアシ類 C O P E P O D A  

が多数出現しており、沈殿量も極大値を示した。 9 月 

から10月にかけてはユードリナ属Eudorina spp.が 

比較的多く出現した。また、植物プランクトンでは、 

他の定点でも多数確認された珪藻類のメ ロシラ属 

Melosira spp.に加えて、ノヽリケイソウ属Synedora 

spp.が多数認められた。

St.5においても他の定点と同様に沈殿量のピークは 

5 月で、そのほとんどがカイアシ類C O P E P O D A で 

占められていた。しかし、ほかの2定点で優占してい 

たワムシ類のテマリワムシ科C O N O C H I L I D A Eは、 

ここでは全く認められなかった。

なお、 7月には小規模ながらァオコの発生が認めら 

れ、その原因となるランソウ類のアナべナ属Anabena 

spp .も多い傾向を示していた。 しかし、 8 月以降は 

ア才コは認められず、発生の規模は昨年と同様小さかっ 

たと考えられた。

3 ベントス

定点別の調査結果を表5 に示した。例年の傾向と同 

様、いずれの定点においてもイトミミズが優占的に出 

現し、才才ユスリ力を主体としたユスリ力科の幼虫が 

これに次いでみられた。このほかには、St.3とSt.5で 

巻貝類のヒメタニシがみられたほか、St.2で等脚類の 

ヤマトウミナナフシが確認された。



表 4 プランクトン調査結果（St. 2 )
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表 4 プランク卜ン調査結果（St. 3 )
個体/ 7

採集月日 4/14 5/13 6/9 7/9 8/4 9/3 10/1 11/4 12/2

沈殿量 (cc/m3) 10.07 52.84 12.58 11.32 3.77 6.29 15.10 7.55 1.26

ZooplanKton

P R O T O Z O A

Ceratium spp. 
Eudorina spp. 0.25 1.01 3.02

2.01

292.90 152.24 0.01

Volvox spp. 0.25 1.51
Vorticella spp. 34.73 93.61 6.79 26.17

DMugia spp. 0.25 0.38

R O T A T O R I A

Polyarthra vulgaris 48.06 1.76 2.26 0.25 8.05 47.81 6.04 0.01

Trichocerca spp. 1.76 1.01 8.18

Asplanchna spp. 0.25 0.13 24.41 2.52 15.60 7.55

Brachionus angularis 2.77 30.45 4.03 1.26 0.01

Brachionus calyciflorus 
Brachionus forficula

1.01
0.50

39.63

Brachionus urceolaris 0.01
Brachionus spp. 0.50 1.26

Schizocerca diversicornis 0.75
Keratella cochlearis 0.25
Keratella quadrata 
Eucnianis spp.

0.50 0.25
2.52 0.63

Filinia longiseta 23.65 0.25 0.25 0.03
Synchaeta spp. 
Testudinella patina

1.76

12.08 1.76 3.52 1.26

Hexarthra mira 2.52 4.28 2.52 1.89 1.13

Ploesoma spp. 1.26 1.01
C O N O C H I L I D A E 289.88 4.53
R O T A T O R I A 0.50 0.50 0.03
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Diaphanosoma brachyurum 
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3.02
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52.84 4.53 0.24
C O P E P O D A

C A L A N O I D A 1.76 211.37 1.26 4.78 6.79 5.03 27.68 33.97 1.77

C Y C L O P O I D A 1.26 3.02 7.05 0.75 0.75 3.15 1.13 0.18

P O E C I L O S T O M A T O I D A 0.75 0.63 0.03
larvae 17.11 96.63 23.15 7.05 3.02 7.05 27.68 65.30 1.50
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rr

c c
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C H しO R O P H Y T A
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Tetraedron spp. c rr

Scenedesmus spp. rr



表 4 プランクトン調査結果（St. 5 )
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表 5 ベントス調査結果

(St.2)
採集月日 

環形動物

4/14 5/13 6 / 9 . 7 / 9 . 8 / 4 . 9 /  3 10/ 1 1 1 /4 12/ 2
個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量

イトミミズ類 125 107 36 33 85 72 46 25 11 7 160 89 21 23 48 29 25 23
エラミミズ 1 1 2

節足動物
ヤマトウミナナフシ 1 3

ュスリカ科幼虫
Tanypus sp. 4 6 1 5 2 7 2 15
カユスリカ属 1 3
才才ユスリカ 3 113 3 114 1 30 2 38 6 87 5 40 8 214
ュスリカ属 1 2 1 1 1 2
Parachironomus sp. 2 1
アカムシュスリカ 14 309 2 33 4 88 6 129 1 26 1 36 2 28 4 93

(St.3)
採集月日 4/14 5/13 6/ 9 7 /  9 8/ 4 9 /  3 10/ 1 11/ 4 12/ 2

個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量
環形動物
イトミミズ類 107 91 103 104 19 12 20 19 53 37 30 14 210 119 75 72 12 8

軟体動物
ヒメタニシ 1 4064 1 36 3 8517 5 11323

節足動物
ュスリカ科幼虫

janypus sp. 1 2 2 3
カュスリカ属 1 1
才才ュスリカ 1 +
ュスリカ属 2 7
Parachironomus sp. 3 2

(St.5)
採集月日 4/14 5/13 6/  9 7 / 9 8/  4 9 / 3 10/ 1 11/ 4 12/ 2

個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量個体数湿重量 

7 9 21 2 1 1 5  9 4 3 8 5 46 44 6 9 13 21 1 +
環形動物 
イトミミズ類 
エラミミズ

軟体動物
ヒメタニシ

節足動物 
ュスリカ科幼虫 

fanypus sp.
ヒラアシュスリカ属 
モンュスリカ亜科 
オオュスリカ

Parachironomus so.

302

25 75 34 34
2

個体数:個体/ 0.0225m2、湿重量:m g/0.0225m



別表 1 4 月14日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST. 3 ST.4 ST. 5 ST. 6 ST. 7

採水時刻 9 :55 10 :08 10 :13 11 :26 11 :13 10 :56 13 :16 12:53

天候 曇 曇 曇 曇 暴 曇 曇 暴

透明度 (m) 0. 7 1 .0 — 1.2 0 .8 0 .7 0 .8 0 .8

水温 (°C) 11.1 9 .5 9 .6 10.6 7 .2 11.0 10.9 1 1 .5

p H 9 .0 7 .7 7 .6 7. 7 7 .3 7 .6 7 .5 8 . 1

電気伝導率（iiS/cm) 794 181 171 209 78 176 149 261

S  S  (mg/1) 36 7 8 6 15 13 14 13

D O (mg/1) 13 11 11 11 12 11 11 12

D O 飽和度(%) 125 103 103 106 105 105 105 113

B O D  (mg/1) 3 .8 1.6 2 .0 1 .9 く 0 .5 1.9 1.5 3 .0

C O D  (mg/1) 9 .5 4 .0 4 .1 4 .5 2 .3 4 .6 4 .4 7 .0

C 1 (mg/1) 188 29 29 38 10 33 24 47

S i 〇2(mg/l) 8 10 10 10 9 13 17 6

N H 4 -N (m g /1 ) <0. 05 <0. 05 <0. 05 く0. 05 く0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05

N 0 2 - N ( m g /1 ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

N 〇3-N(m g /1) <0.05 0 .10 0 .10 <0. 05 0. 32 0 . 17 0. 24 0. 40

T - N  (mg/1) 1.0 0. 45 0. 56 0. 47 0. 55 0. 64 0. 70 1 . 1

P 〇4 -P  (mg/1) 0.21 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0.41 0. 038 0. 038 0. 040 0. 027 0. 058 0. 050 0. 054

クロロフイル- a  ( #  g /1) 50 14 14 14 1.4 24 20 27



別表2 5 月13日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST. 4 ST.5 ST. 6 ST.7

採水時刻 10 :22 10:21 10 :26 11 :20 11 :07 10 :56 13 :13 12:53

天候 曇 暴 曇 曇 曇 曇 曇 曇

透明度(m) 0.1 0 .4 — 0 .6 0 .6 0.3 0 . 1 0 . 1

水温 (°C) 17. 3 15 .8 15 .7 15 .6 1 1 .5 16 .2 17.2 17.9

p H 7.1 8 .0 7 .9 7 .9 7 .0 7 .6 7. 3 7 .5

電 気 伝 導 率 S/cm) 371 176 174 165 72 281 336 309

S  S  (mg/1) 246 16 15 13 11 15 163 100

D O  (mg/1) 6 .9 10 10 10 10 9 .8 7.2 8 .7

D O 飽和度(%) 74 109 110 112 99 103 77 95

B O D  (mg/1) 2 .0 1 .4 2 .0 1.9 <0.5 1.2 2 .6 2 .3

C O D  (mg/1) 17 4 .7 5 .2 5 .1 2 .4 6 .2 14 12

C 1 (mg/1) 69 30 30 27 9 53 63 57

S  i 〇2(mg/l) 18 9 .9 9 .9 9 .8 8 .5 13 16 17

N H 4 -N (m g /1 ) 0. 20 <0. 05 〈0. 05 く0. 05 <0. 05 〈0. 05 0 . 15 0 . 13

N 〇2_N (m g /l) 0. 03 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 0. 02 0. 02

N 〇3_N (m g / l) 0. 24 <0. 05 く0. 05 <0. 05 0 . 19 0. 39 0.21 0. 50

T - N  (mg/1) 2 .1 0. 49 0. 56 0. 48 0.41 1.0 1.8 1.8

P 0 4 - P  (mg/1) 0.13 <0.01 <0.01 く 0.01 0.01 0. 02 0. 07 0. 06

T - P  (mg/1) 0. 54 0. 079 0. 063 0. 066 0. 040 0. 088 0. 35 0. 27

クロロフィル- a( /z g /1) 31 31 18 36 2 . 1 25 20 32



別表3 6 月 9 日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST.6 ST. 7

採水時刻 9 :54 10 :08 10 :16 10 :56 10:43 10 :33 11 :56 12:16

天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴

透明度 (m) 0. 5 1.4 — 1.0 1.1 1.1 0 .4 0 .6

水温 (°C) 22 .7 23.5 20. 7 22 .5 24 .0 23.5 25 .0 25 .5

p H 7.9 7 .8 7 .4 7. 7 7 .6 7 .5 7 .9 8. 7

電気伝導率（ii S/cm) 339 240 234 216 182 213 477 396

S  S  (mg/1) 22 3 8 9 6 6 26 15

D O  (mg/1) 9 .4 8 .9 7 .0 8. 7 8 .8 8 .3 9 .6 10

D O 飽和度(%) 112 108 81 103 108 100 120 130

B O D  (mg/1) 1.8 0. 8 0 .9 1.2 2 .0 1.7 2 .8 2 .9

C O D  (mg/1) 8. 7 4 .4 4 .9 5 .1 6 .2 5 .3 11 11

C 1 (mg/1) 63 43 42 40 23 35 94 73

S  i 〇2(mg/l) 10 10 10 10 10 10 10 9

N H 4 - N (m g /1 ) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05

N 0 2 - N ( m g / 1 ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

N O s - N ( m g / l ) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05

T - N  (mg/1) 0. 72 0. 34 0. 45 0. 39 0. 48 0. 48 1.0 0. 93

P 〇4_P (mg/1) 0. 03 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0 .13 0. 034 0. 049 0. 050 0. 042 0. 048 0.13 0. 082

クロロフィル-a  (/z g /1) 23 4 .4 9 .6 6 .8 9 .0 10 26 24



別表4 7月 9 日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST. 6 ST. 7

採水時刻 9:46 9:56 10:02 10:46 10:32 10:19 11:45 12:02

天候 暴 曇 曇 曇 曇 暴 曇 暴

透明度(m) 0.5 1.5 — 1.4 1.6 1.1 0.6 0.6

水温 (°C) 22.6 22. 7 22.5 23.5 22.6 23.4 24.1 24.0

p H 7.6 8.3 7.9 7.8 7.4 8.1 8.3 7.6

電気伝導率（MS/cm) 437 296 299 244 114 275 329 463

S S (mg/1) 21 3 4 5 3 4 13 18

DO (mg/1) 8.0 9.1 8.1 7.8 8.6 9.4 9.4 6.8

D O 飽和度(%) 95 108 97 94 103 114 116 84

B O D  (mg/1) 2.3 1.7 1.2 1.4 1.5 1.4 3.0 1.9

C O D  (mg/1) 10 6.7 6.8 5.8 4.7 8.5 10 11

C 1 (mg/1) 89 55 57 43 10 47 62 93

S i 〇2(mg/l) 12 10 11 11 11 9 8 11

N H 4-N(mg/1) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 0. 09

N 〇2—N(mg/1) 0.01 <0.01 く 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01

N 〇3-N(mg/1) 0. 05 <0. 05 〈0. 05 <0. 05 0. 07 <0. 05 <0. 05 0.10

T - N  (mg/1) 1.1 0. 65 0. 59 0.51 0. 44 1.0 0. 98 1.2

P 0 4 - P  (mg/1) 0. 07 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0. 02

T — P (mg/1) 0.21 0. 061 0. 054 0. 044 0. 050 0. 069 0. 074 0.12

クロロフイル-a (m g/1) 35 32 16 28 25 38 49 34



別表 5 8 月 4 日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST. 4 ST.5 ST. 6 ST. 7

採水時刻 9:52 10:04 10:09 10:58 10:41 10:28 12:11 11:49

天候 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇

透明度(m) 0.3 1.3 — 1.3 1.7 1.1 0.7 0. 7

水温 (°C) 23.5 24.0 23.9 24.3 22.6 23.9 23.7 24.0

p H 7.2 7. 7 7.7 7.4 7.1 7.4 7.4 7.5

電気伝導率(iiS/cm) 463 324 317 296 126 243 290 262

S S (mg/1) 96 6 6 6 3 8 12 13

D O  (mg/1) 5.8 7.8 7. 7 5.7 7.5 6.6 5. 7 6.2

D O 飽和度(%) 70 96 95 71 89 81 70 76

B O D  (mg/1) 1.8 1.3 1.3 0.9 く 0.5 1.2 0.9 1.5

C O D  (mg/1) 10 6.9 6.7 6.7 3.8 6.8 7.4 8.7

C  1 (mg/1) 93 58 57 53 12 42 54 44

S i 〇2(mg/l) 14 8 7 9 12 10 10 9

NH4-N(mg/1) 0. 28 0. 09 0. 08 0.15 0. 07 0.14 0.21 0.12

N02-N(mg/1) 0. 02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

N O s - N  (mg/1) 0.14 <0. 05 <0. 05 く0. 05 0. 08 <0. 05 0. 06 <0. 05

T - N  (mg/1) 1.4 0. 68 0. 68 0. 68 0. 40 0. 68 0.91 0.91

P 〇 4-P (mg/1) 0. 06 0.01 <0.01 0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0. 33 0. 064 0. 058 0. 061 0. 036 0. 060 0. 055 0. 066

クロロフィル-a (/z g/1) 29 31 31 17 8 21 18 37



別表 6 9 月 3 日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST.6 ST.7

採水時刻 10:05 10:16 10:21 11:03 10:50 10:38 12:14 11:56

天候 曇 曇 曇 曇 暴 曇 暴 曇

透明度(m) 0.7 1.1 — 0.9 1.4 0.3 0.2 0.3

水温 (°C) 23.7 23.8 23.5 24.5 20.3 24.0 24.9 25.7

p H 7.6 8.7 8.4 8.1 7.4 7.3 7.3 8.7

電気伝導率（/iS/cm) 565 203 192 240 85 147 111 269

S S (mg/1) 22 9 14 13 5 23 86 23

D O  (mg/1) 10 9.9 9.0 9.2 8.6 7.6 8.0 10

D O 飽和度(%) 132 121 109 113 99 93 100 134

B O D  (mg/1) 3.6 1.6 1.8 2.8 0.6 0.9 1.1 4.0

C O D  (mg/1) 9.7 6.9 6.9 8.3 2.9 6.2 7.9 11

C 1 (mg/1) 108 31 30 40 8 23 16 46

S i 〇2(mg/l) 18 6 6 7 11 15 22 8

NH4-N(mg/1) <0. 05 <0. 05 <0. 05 く0. 05 <0. 05 く0. 05 0. 05 <0. 05

N 〇2-N(mg/1) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0. 02 0. 02 <0.01

NOs-N(mg/l) <0. 05 <0. 05 <0. 05 く0. 05 0.12 0. 25 0. 28 <0. 05

T - N  (mg/1) 1.0 0. 60 0. 59 0. 67 0. 33 0.91 1.2 1.1

P 〇 4-P (mg/1) 0. 04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0. 02 0. 03 <0.01

T - P  (mg/1) 0.21 0. 051 0. 054 0. 074 0. 021 0. 075 0 .11 0. 094

クロロフイル- a  (W g/1) 58 61 55 51 3.4 20 22 90



別表 7 1 0 月 1 日測定結果

ST.1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST. 3 ST. 4 ST. 5 ST. 6 ST. 7

採水時刻 9:55 10:12 10:18 11:02 10:48 10:36 11:57 12:16

天候 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇

透明度(m) 0.4 0.9 — 0.8 1.5 0.5 0.3 0.5

水温 (°C) 17.6 18.5 18.6 18.0 14.5 18.1 18.3 17.9

p H 7.8 7.8 7.7 7.7 7.5 7.8 7.6 7.9

電気伝導率（id S/cm) 329 256 235 246 104 177 285 169

S S (mg/1) 34 12 15 15 4 19 41 22

DO (mg/1) 9.5 8.6 8.4 8.6 8.9 8.8 8.0 9.6

D O 飽和度(%) 102 95 93 94 90 96 88 104

B O D  (mg/1) 3.6 1.3 1.5 1.3 1.0 1.5 2 . 1 2.5

C O D  (mg/1) 8.8 5.7 5.7 5.6 3.0 5.8 7.4 8.3

C 1 (mg/1) 64 48 42 45 10 27 53 25

S i 〇2(mg/l) 8 4 5 4 10 13 14 12

NH4-N(mg/1) く0. 05 く0. 05 <0. 05 く0. 05 <0. 05 く0. 05 0 .10 く0. 05

N 〇2-N(mg/1) <0.01 〈0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0. 02 0.01 <0.01

N 〇3-N(mg/1) く0. 05 <0. 05 く0. 05 <0. 05 0. 08 0. 20 0 .12 <0. 05

T - N  (mg/1) 1.3 0. 58 0.61 0. 49 0. 32 0. 86 1.0 0. 93

P 0 4 - P  (mg/1) 0. 02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0.16 0. 066 0. 063 0. 062 0. 028 0. 084 0 .11 0. 081

クロロフイル-a g/1) 56 34 24 20 3.4 25 31 49



別表 8 1 1 月 4 日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST. 4 ST.5 ST. 6 ST.7

採水時刻 9:53 10:07 10:12 11:05 10:47 10:34 11:56 12:23

天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴

透明度(m) 0.6 0.8 — 0.6 1.7 0.7 0. 3 0.3

水温(°C) 13.8 13.3 13.1 13.6 12.1 13.8 13.7 14

p H 7.7 7.6 7.6 7.5 7.2 7.7 7.5 7.7

電気伝導率（[i S/cm) 434 259 252 253 90 414 204 183

S  S  (mg/1) 19 12 16 23 5 16 35 29

D O  (mg/1) 9.6 9.6 9.5 9.7 9.9 9.8 9.8 10

D O 飽和度(%) 95 94 93 96 94 98 97 101

B O D  (mg/1) 1.7 0.7 0.9 1.2 <0.5 1.0 0.9 1.8

C O D  (mg/1) 7.2 5.2 5.2 6.4 3.0 6. 6 7.3 7.9

C  1 (mg/1) 84 47 46 45 9 79 40 28

S  i 〇2(mg/l) 13 10 10 12 10 14 15 15.0

N H 4 - N ( m g / 1 ) <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05 <0. 05

N 〇2— N(mg/1) 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

N  〇 3 - N  (mg/1) 0.13 <0. 05 0. 05 0. 07 0. 09 0.14 0. 09 0. 20

T - N  (mg/1) 0. 86 0. 53 0. 56 0. 66 0. 30 0. 70 0. 78 1.0

P 0 4 - P  (mg/1) 0. 05 0.01 0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0.15 0. 063 0. 064 0. 087 0. 021 0. 055 0. 094 0. 079

クロロフイル-a (V g/1) 31 18 17 20 3.8 24 35 40



別表 9 1 2 月 2 日測定結果

S T .1 ST. 2-0 ST. 2-5 ST.3 ST.4 ST.5 ST.6 ST. 7

採水時刻 9:42 9:55 10:00 10:42 10:30 10:20 11:35 11:50

天候 雲 曇 曇 晴 曇 曇 曇 暴

透明度(m) 0.4 0.7 — 0.5 >1.9 0.4 0.4 0.6

水温 (°C) 8.5 8.1 8.2 9.0 8.0 8.0 7. 7 9.1

p H 7.6 7.7 7. 7 7.5 7.3 7.4 7.4 7. 7

電気伝導率（liS/cm) 463 315 315 256 92 236 188 208

S S (mg/1) 21 9 10 13 2 15 16 10

D 〇 (mg/1) 10 11 11 10 11 11 11 12

D O 飽和度(%) 88 101 100 95 98 96 99 107

B O D  (mg/1) 1.3 0.7 1.0 0.9 <0.5 1.1 0.9 2.4

C O D  (mg/1) 8.5 5.5 5.7 6.4 2.8 6. 7 6.3 7.4

C 1 (mg/1) 95 63 63 45 11 42 31 35

S i 〇 2(mg/l) 15 12 11 16 10 16 17 14

NH4-N(mg/1) 0. 09 く0. 05 <0. 05 く0. 05 <0. 05 0. 05 〈0. 05 <0. 05

N 〇2_N(mg/l) 〈0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

N 〇3-N(mg/1) 0. 28 0.10 0.10 0. 23 0.14 0.31 0. 27 0. 40

T - N  (mg/1) 0. 99 0. 52 0. 54 0. 73 0.31 0. 86 0. 85 1.1

P 0 4 - P (mg/1) 0. 06 0.01 0.01 0. 02 <0.01 0. 02 0.01 <0.01

T - P  (mg/1) 0.14 0. 056 0. 060 0. 086 0.014 0. 076 0. 069 0. 052

クロロフイ/レ-a ( "  g/1) 12 19 17 15 1.7 12 13 35



内水面水産資源調査（八郎湖水産資源調査 • 水産資源調査)

【目 的 】
八郎湖における主要魚類について、生態、資源変動及

び生息環境などを把握し、水産資源の維持•増大を図る

ための基礎資料とした。

【方 法 】

1 船越水道における地びき網調査

魚類の遡上時期に当たる4 月から6 月まで旬1回、 

船越水道防潮水門直下右岸側において、地びき網を用 

いて魚類を採集した。得られた魚類は分類し、各魚種 

について全長と体重を測定した。

2 わかさぎ建網試験操業

6 月から11月まで毎月1回わかさぎ建網を設置し、 

魚類を採集した。得られた漁獲物は分類し、各魚種ご 

とに漁獲重量を計量するとともに水産資源として重要 

と思われるワカサギ、ハゼ類などについて全長と体重 

を測定した。

3 ワカサギ人工受精卵の発眼率

八郎湖増殖漁業協同組合では、八郎湖産のワカサギ 

から採卵、人工受精を行うとともに網走湖産の受精卵 

を購入し、ふ化放流事業を実施している。卵は付着材 

(シュロ枠 やプラスチック製のマット） に付着させた 

ものをコンクリー卜池に収容する止水式、 もしくは箱 

型ふ化槽に付着材を収容して水を循環させる流水式で 

管理されている。 これらの卵について、流水式は水槽 

の上段と下段から、止水式は付着材の束の中から外側 

及び内側に位置する付着材をそれぞれ任意に10枚ずつ 

選び出し、発眼率を調べた。調査卵数は付着材1枚に 

つき、100粒以上とした。

4 セタシジミの生息状況

八郎湖東部承水路の新屋敷川付近において、最近セ 

夕シジミが増加傾向にあると言われていることから、 

その生息状況を4 月22日に調査した。まず、漁具のま 

が 手 （ジョレン） を用いてセタシジミを採集した。ま 

た、この漁具では漁獲されない小型個体の生息状況を 

調べるために、任意に選んだ10地点でエクマンバージ 

型採泥器（採泥面積0.0225m2) により底質ごとの採集 

を行った。得られた底質は0.5mm目合のふるいでふるっ 

た後、セタシジミを選別した。得られたセタシジミは、 

殼長と殻高を測定した。

5 ヤマトシジミの種苗生産

八郎湖では平成5年以降、種苗生産した稚貝の放流 

を継続して実施してきたが、着底直後の稚貝を放流す 

る方法では翌年夏季までの減耗が大きく、資源添加す

高 田 芳 博

るまでは至っていない。 このため、14年度以降は種苗 

放流を中断し、基礎的な知見収集のための室内実験を 

実施している。本年は主として産卵生態について把握 

するため、小型のプラスチック製水槽（16X 31X 21cm) 

を用いて小規模な種苗生産を実施した。親貝の飼育に 

は2 0 %海水を使用し、餌料として市販のキートセラス 

を 1 日数回与えた。

【結果と考察】

1 船越水道における地びき網調査

調査期間中に防潮水門で工事が行われていたため、 

調査は例年と若干異なる場所となっている。 4 月上旬 

から 6 月上旬まで延べ7 回の調査を行った結果、合計 

13種の魚類が確認された（表 1 )。主な魚種の出現時 

期は、サケが4 月中旬から下旬、ワカサギが4 月中旬 

から 6 月上旬、アユが4 月上旬から中旬、 シラウ才が 

4 月上旬から5 月上旬、スズキが5 月上旬から6 月上 

旬であった。また、ハゼ科魚類のうち、ウキゴリは5 

月中旬以降から出現した。これらのなかで、例年、 5 

月以降も比較的多数確認されているアユが今年の5 月 

には全く見られなかった。さらに、 4 月の採捕尾数も 

2 回の調査でそれぞれ4 尾と 5尾であり、最盛期に数 

十尾単位でみられる例年と比較すると非常に少なI 値ヽ 

となっていた。一方、量的に優占したのはシラウ才で、 

ピーク時の966尾は2001年の1，761尾には及ばないもの 

の、高い値を示した。

2 わかさぎ建網試験操業

わかさぎ建網で漁獲された魚種とその測定結果を表 

2 に示す。ワカサギは、サイズによって異なる2 つの 

年級群に分離することができたため、ここでは0歳魚 

と 1歳魚に分けて記載した。 6 月から11月までの操業 

で魚類17種、甲殼類2種が確認された。漁獲量は一袋 

当たり2.3〜16.8kgで、 7 月が最大となっていた。漁 

獲物の多くを占めるワカサギは7 月にピークを示した 

が、 8 月と 9 月の漁獲量は2002年及び2001年と比較し 

て明らかに少なかった（図 1)。後述のとおり、今年 

のワカサギのサイズが過去2年間と比較して決して小 

さくはないことから、この漁獲量の少なさは個体数の 

少なさを反映したものと考えられる。2003年 8 月の八 

郎湖の水温は23.5〜24.3°Cで （漁場環境調査、参照） 

2002年や2001年よりも2°C以上低く、これがワカサギ 

の生残あるいは分布に影響を及ぼしたのかも知れなし、。 

ワカサギ以外の魚類では、 6 月に才才クチバス、 7 月 

にヌマチチブ、 8 月にスズキ、 9 月にスズキと才才ク
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チバス、10月にコイとギンブナ、11月にウグイが比較 

的高い割合を占めた。

3 ワカサギとシラウオの成長

わかさぎ建網で漁獲されたワカサギ0歳魚の月別体 

長組成を図2 に示した。 6 月には32麵をモードとした 

組成を示していたものが、 8 月までに44mm前後に成長 

した。 8 月から9 月までの間は明瞭な成長がみられな 

いが、以後は時間の経過とともに成長し、11月にはモー 

ドで58腿、最大で72mmに達した。次に、ワカサギの成 

長を最近3 力年について比較すると（図 3 )、今年の 

成長は2001年と非常によく似た傾向を示していたこと 

が分かる。すなわち、 6 月から7 月にかけて比較的良 

い成長を示した2002年に対し、2001年及び2003年は 7 

月から8 月に成長量が大きかった。また、 9 月以降に 

ついても違いがみられ、2001年及び2003年の方が成長 

量が大きくサイズも大型であった。

10月にしらうお機船船びき網によって漁獲されたシ 

ラウ才の標本が得られたので、その測定結果を表3、 

図 4 に示す。10月11日に平均体長56mmであったシラウ 

才は10月25日には60麵まで成長し、10月31日には最大 

の個体で72mmに達した。

4 ワカサギ人工受精卵の発眼率

4 月17日に八郎湖産の卵について調べた結果、発眼 

率は最高でも4 % と著しく低かった。この発眼率の低 

さは、卵質や受精後の管理方法などが影響していると 

考えられるものの、原因を特定することはできなかっ 

た。網走湖産については5 月 2 日に調査した（表 4 )。 

発眼率は流水式の方がやや高い傾向を示し、全体で 

25.5%であった。

5 セタシジミの生息状況

ジョレンで漁獲された貝類のほとんどはイシガイや 

ヒメ夕ニシで占められており、 シジミ類は死貝も含め 

てこくわずかに認められる程度であった。セ夕シジミ 

の測定結果を表5 に示す。 5 回の操業で計14個 体 （う 

ち、ヤマトシジミ1個体）が漁獲され、その大きさは 

殼長で24.0-37.9mmであった。小川原湖では、水温が低 

下する冬季間中にヤマ卜シジミが底質中に深く潜る習 

性があるため、漁具による漁獲効率が低下することが 

知られている（Goshima et al.，1999)0 従って、八郎 

湖のセ タ シジミにおいても同様に漁獲効率の低さから 

採集個体数が少なくなった可能性があるが、これを考 

慮しても、採集されたシジミの個体数からは漁獲対象 

となるほどの資源量があったとは考えにくい。また、 

採泥器で採集した底質中にセタシジミの稚貝は全く確 

認されず、調査水域内で昨年生まれの稚貝及び若齢個 

体が数多く定着している様子はみられなかった。

6 ヤマトシジミの種苗生産試験

ヤマトシジミを八郎湖で採集することができなかっ

たため、 9 月 5 日に船越水道から採集された個体の中 

から産卵可能と思われる大型のャマ卜シジミ52個体を 

選び出し、種苗生産に供した。ャマトシジミの性成熟 

サイズについて、網走湖では殼長15mm以上の個体はす 

ベて生殖能力を有するとされており（丸、1981)、今 

回使用した50個体についてもその殻長からすべて産卵 

可能な大きさに達していると判断された（表 6 )。産 

卵を誘発するために、一定期間淡水で飼育した後に海 

水を注入する従来の方法のほか、琵琶湖のセタシジミ 

の産卵誘発方法として知られる温度刺激（橋本 •井戸 

本、 1996)を実施したが（表 7 )、産卵個体は全く見 

られなかった。八郎湖産のヤマトシジミを用いたこれ 

までの種苗生産では、最近は 9 月以降においてもかな 

り産卵が認められていた。船越水道は地理的に八郎湖 

とつながってはいるものの、汽水域であるという点で 

は環境が異なっている。 このような環境の違いから船 

越水道のャマトシジミは試験を開始した時点ですでに 

産卵期が過ぎてI、た可能性もあり、産卵誘発の時期や 

方法についてさらに検討する必要がある。
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図 1 ワカサギ漁獲量の推移
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表 1 船越水道で採捕された魚類

0. 6 35 37 一 60 0. 3 - 1 . 7

1.0
12 58 - 8 1 0. 9 - 2 . 4

0. 8 359 57 - 9 0 0. 4 - 1 . 2

-0. 8

1 56 1.
3 44 -  52 0. 3 - 0 . 4

0.8 - 1.2 
0. 2 - 1 . 5

0 . 1 - 0 . 7  

0.8 -2.2

56 0 . 5

44 - 4 9  0 . 8  - 1 . 3

20 - 2 9

- 1 . 5

-0.9

-4.4
-0.1

魚種 — 6 / 1 ( 2回)_________
  一  個体薮 TL (mm) BW (g)

魚種 _ 一 5 /8 _ ( 2 0 ) _  _ 5 /15  (2回） — _  5 / 2 L (  2 0 ) —
___________  個体数 TL (mm) BW (g) 個体数 TL (mm) BW (g) 個体数 TL (mm) BW (g)

魚種 一  _ 4 / 4  (2回） 4 /17  (3回） 4 /  23 ( 3回）
個体数 TL (irm) BW (g) —個体数 TL ( _ )  BW (g) 個体数 _TL ( _ )  BW (g)
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表 2 わかさぎ建網による試験操業結果

- 108 
- 149

- 228 
- 193 
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- 74
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218.0 3
322.0 4
46.1 0
4.8 0

37 55
93

197 - 219

流水式 
水槽上段 
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止水式
外側
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ワカサギ(0歳） 4,188.0
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アユ
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=1イ
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備考

ヤマ卜シジミ

N ：採集個体数

全 体 — 25.5 ± 9.3 _ 9.0 - 46.0

表 4 網走湖産ワカサギ卵の発眼率 （ ％ )

発眼率（付着材1枚当たり） 
平均土  SD 範囲
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9 100 110 89
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145 126 ±10 102 - 141 2, 250. 0 32 186 ±14 157
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表 3 シラウオの測定結果 表 5 セタシジミの測定結果
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内水面水産資源調査（河川水産資源調査•天然アユ調査)

【目 的 】

アユは秋田県における内水面漁業•遊漁の最重要魚種 

として位置づけられ、古くから種苗放流などの増殖事業 

が行われ、釣りや投網などにより多く漁獲されている。

河)11に生息するアユの由来は、 種苗による放流了 

ユと天然海産アユからなるが、天然アユの遡上量は年変 

動が激しく、河川内におけるアユの生残•成育 •産卵状 

況は気象の状況及び河川環境など多くの要因に強く影響 

を受けていると考えられる。また、釣獲•漁獲実態など 

についても不明な点が多く、きめ細かな増殖技術は確立 

されていない。

本事業では、アユの生産量を決定する主な要因である 

河川環境及び仔アユの流下•稚魚の遡上状況並びに遡上• 

放流後の成育、釣獲状況などを調査し、アユ資源の維持• 

増大を図るための基礎資料を得ることを目的とした。

【方 法 】

1 調査対象河川

県内の三大河川の一つである米代川水系を対象とし、 

遡上稚魚の調査はその支流である常盤川、小阿仁川及 

び阿仁川を対象とした（図 1 )。

2 種苗の放流状況

種苗放流状況を把握するため、秋田県内水面漁連の 

資料を整理した。

3 天然稚魚の遡上状況

天然稚魚の遡上状況を把握するため、 5 月14日と28 

日に常盤川で、同じく 28日に小阿仁川において投網で 

稚魚を採捕し、標準体長（以下、体長と記す）を測定 

した。また、阿仁川の根小屋頭首エ左岸の魚道におい 

て、 6 月中旬以降、遡上するアユを目視により計数し 

た。

4 成育、釣獲、漁獲状況など

インターネッ卜のホームページで掲載されている阿 

仁川のアユの釣獲状況（http://www.kumagera.ne. 

jp/kiKuti/tunjyouho/tunhome.html)をもとに、 

各月ごとの釣獲サイズと一人当たりの釣獲尾数につい 

て検討した。ホームページ上では、ある遊漁者が釣り 

上げたすべてのアユの中から外見上、最小と最大のも 

のについて全長を0.5cm単位で測定したデ一夕が、 1 

日ごとに掲載されている。 これら最小サイズと最大サ 

イズの平均値を過去の値と比較することで釣獲サイズ 

を検討した。なお、測定部位は他の調査と同じく体長 

( B L )で統一するため、森山 •松 宮 （1998)によるア 

ュの魚体測定換算式に基づいて、全長を体長に変換し 

た。

水 谷 寿 • 高 田 芳 博

5 流下仔魚調査

ニツ井町富根地区の米代川左岸において、流下する 

アユの仔魚を採集した。1997〜1999年までの調査結果 

によると、流下仔魚のほとんどが10月上旬から11月下 

旬までの期間中に出現している。そこで、10月と11月 

の 2 力月間、原則として旬1回、岸の近くと川の中心 

部付近の計2定点において仔魚を採集した。調査時刻 

は20時に設定し、丸型稚魚ネッ卜（口径40cm、長さ230 

on、メッシュG G 5 4 )を 5分間設置して仔魚を採集す 

ると同時に、流速と水温を測定した。得られた試料は 

5 % のホルマリン水溶液で固定した後実験室に持ち帰 

り、仔魚の数を数えた。また、流下数が特に多い夜間 

の状況を明らかにするため、10月と11月にそれぞれ1 

回ずつ、20時から2 時までの時間帯を対象として2 時 

間ごとに同様に採集した。

流下量の推定にあたっては、まず、採集した2定点 

の平均尾数を河川流量で河川全体の流下量として引き 

延ばした。 ここで、1997年の調査結果から1 日に流下 

する仔魚の6 5 %が20時から2 時までの夜間に出現する 

ものとし、20時の値を夜間調査の結果をもとに比例配 

分を行い、 1 日当たりの流下量を求めた。また、仔魚 

の出現数はある調査時から次の調査時まで直線的に変 

化するものと仮定し、流下総数を推定した。

6 環境調査

仔魚調査の実施場所に最も近い鷹巣地区の気温、降 

水量、日照時間について、秋田地方気象台の観測デ一 

夕をもとに検討した。また、米代川の河川流量につい 

て、国土交通省能代工事事務所が観測しているニツ井 

地区のデータを用い検討した。また、河川水温の検討 

には、秋田県水産振興センター内水面試験池が、米代 

川水系阿仁川支流の打当内沢川で10 ： 00に観測してい 

るデータを、沿岸域の海水温については、当センター 

で観測している男鹿半島台島のデータを用いた。 

【結果と考察】

1 種苗の放流状況

種苗放流は主に5 月下旬から6 月上旬にかけて行わ 

れ、米代川水系全体で昨年を若干下回る2,285kgのア 

ユが放流された（表 1)。種苗の由来別にみると、阿 

仁川漁協で放流された中新田産150kg以外は、すべて 

県内産種苗で占められていた。琵琶湖産種苗は1998年 

以降放流されていないが、米代川水系以外の河川でも 

極めて少なく、わずかに1漁協が200kgを放流してい 

るにすぎない。

一  244 —

http://www.kumagera.ne


2 天然稚アユの遡上状況

常盤川におけるアユの採捕結果を表2 に、その測定 

結果を表 3 に示した。 アユは5 月14日に体長6.1cmの 

個体が 1尾採捕されたのみであった。アユの採捕と合 

わせて調査地点付近の流域を目視により観察したが、 

アユの群れは認められなかった。また、小阿仁川にお 

いても3地点で調査したが、アユは全くみられなかっ 

た （表 4)。一方、対象河川外となるが、八郎湖水産 

資源調査で実施している地びき網により、船越水道に 

おいて毎年アユが採捕されている。今年の結果をみる 

と、 4 月上旬に4尾、中旬に5尾が採捕されたのみで、 

これ以後はまったく採捕されなかった（表 5 )。 これ 

は、1997年以降明らかに少ない値で、常盤川や小阿仁 

川の採捕結果も合わせて考えると、アユの遡上量が非 

常に少なかった様子がうかがえる。

6 月12日から阿仁11丨の根小屋頭首エ魚道で遡上する 

アユを観察したが、遡上数が極めて少なく計数は困難 

であった（表 6)0 この計数と合わせ、頭首エ直下で 

投網によってアユを採捕した。例年の遡上最盛期に当 

たる6月中旬から下旬までの採捕尾数は、いずれも100 

尾未満であり、2000年や2002年のように1 日に10万尾 

以上も遡上するような大きな群れが存在したとは考え 

にくい。採捕尾数が最も多かったのは7 月12日の369 

尾であるが、これが遡上のピークであったとすると時 

期的にかなり遅い。また、この前後の7 月11日及び15 

日には遡上するアユは確認されておらず（11日は漁協 

職員の観察による）、遡上がわずか3 日間で終了した 

ことになる。遡上というよりはむしろ増水に伴った、 

一時的な上流域への移動であった可能性も考えられる。 

いずれにしても、アユがこれまでのように大きな群れ 

をなして根小屋頭首エを越えた様子はうかがえず、阿 

仁川においても遡上量はかなり少なかったと言えるだ 

ろぅ。

3 成育、釣獲、漁獲状況など

阿仁川におけるアユの釣獲状況を表7 に示した。 1 

人 1 日当たりの釣獲尾数は、 7 月が10.5尾、 8 月が4.8 

尾といずれもこれまでの年と比べて明らかに少なかっ 

た。特に、 8 月は昨年のわずか1 / 4 と極めて低い値 

であり、これらの状況からも阿仁川へ遡上したアユは 

少なかった様子がうかがえた。一方、 シーズンを通じ 

た釣獲サイズは15.4〜18.7cmと、近年最も大きかった 

1998年以上に大型の傾向が認められた。

4 流下仔魚調査

流下仔魚の調査結果を表8 に示した。10月から11月 

まで計5 回にわたり調査を実施した。仔魚の採捕結果 

と流量から米代〗丨丨における仔魚の総流下数は40.7億尾 

と推定され、平年値61.1億尾を下回った（表 9 )。

5 環境調査

鷹巣地区における気温、降水量及び日照時間につい 

て図 2 に示した。気温は釣獲期に当たる7月から8 月 

にかけて低めで推移した。降水量は遡上期の5 月に少 

なく、釣獲期である8 月に多かった。日照時間につい 

ては釣獲期の8月に少ない傾向を示した。また、米代 

川における河川流量についてみると、遡上期に当たる 

4 月に多く、成育期である6 月から7 月にかけては少 

なかった（図 3)。河川水温は、釣獲期である7 月と 

8 月は低めで推移していたものの、 9 月は高めであっ 

た （図 4)。一方、沿岸域の水温は沿岸滞泳期である 

11月から12月にかけて高めで推移した（図 5 )。

以上から本年のアユの状況をまとめると、まず第一 

に天然稚アユの遡上量が非常に少なかったことが挙げ 

られる。前年の秋、すなわち2002年における流下仔魚 

数は51.1億尾で平年よりはやや少ないが、遡上量を反 

映するほどの極端な少なさではない（表 9)。従って、 

この遡上量の少なさの要因は産卵量が少なかったこと 

よりも、仔魚が海域へ流下した以降の減耗が大きかっ 

たためと推察される。海域での生残にはさまざまな環 

境条件や餌の量、捕食圧など多くの要因が関係すると 

考えられる。この中で水温に関して、我が国周辺漁業 

資源評価調査で実施している沖合海域海洋観測結果を 

みると、沿岸滞泳期に当たる2002年10月から12月にか 

けて極端に低い値を示した海域があり、これが仔魚の 

生残に影響を及ぼした可能性がある。

二つ目の特徴として、遡上量が極端に少なかった影 

響から、釣獲尾数がかなり落ち込んだことが挙げられ 

る。釣獲期における河川の状況は、低水温と例年を上 

回る降水量に加え日照時間も少ないなど、アユの成育 

上、決して良くはなかった。 しかしながら、釣獲尾数 

の少なさからも分かるように、生息密度は極端に低かっ 

たことが予想され、アユは近年としてはかなり大型に 

成長したものと考えられた。

参考として、県内の各漁協に対して行ったアンケー 

卜調査の結果を表10及び図6、図 7 に示す。アンケー 

卜項目は天然アユの遡上状況、遊漁者数、釣獲状況、 

河川の状況、魚病についてで、計21漁協から回答が得 

られた。天然アユの遡上状況はほとんどの漁協が平年 

以下と回答しており、水温やコケの状態など河川の状 

況についても、多くの河川で悪かった様子がうかがえ 

る。遊漁者数についても、平年を下回った漁協が約半 

数を占めた。釣獲尾数については具体的な数値が多く 

の漁協で明確ではないが、 5尾未満という極端に少な 

い河川があり、天然遡上に対する依存度が高い漁協で 

は特に大きな打撃を受けたと考えられる。



表 1 アユの種苗放流実績（秋田県内水面漁連資料)
(単位:kg)

年 団体 自主放流 県費放流
合計

琵琶湖産 中新田産 岩出山産 県内産 計 県内産

1997 年 (米代川水系） 100 0 0 2,925 3,025 70 3,095

(米代川水系以外） 4,010 860 200 1,930 7,000 980 7,980

合計 4,110 860 200 4,855 10,025 1,050 11,075

1998 年 (米代川水系） 0 0 0 2,590 2,590 70 2,660

(米代川水系以外） 3,460 900 200 2,553 7,113 1,169 8,282

合計 3,460 900 200 5,143 9,703 1,239 10,942

1999 年 (米代川水系） 0 0 400 2,050 2,450 70 2,520

(米代川水系以外） 2,760 1,200 1,212 1,874 7,046 980 8,026

合計 2,760 1,200 1,612 3,924 9,496 1,050 10,546

2000 年 (米代川水系） 0 200 0 2,607 2,807 35 2,842

(米代川水系以外） 1,400 1,200 1,000 3,440 7,040 1,015 8,055

合計 1,400 1,400 1,000 6,047 9,847 1,050 10,897

2001年 (米代川水系） 0 100 0 2,854 2,954 70 3,024

(米代川水系以外） 1,060 1,300 820 3,715 6,895 980 7,875

合計 1,060 1,400 820 6,569 9,849 1,050 10,899

2002 年 (米代川水系） 0 0 0 2,420 2,420 70 2,490

(米代川水系以外） 350 1,900 1,200 3,724 7,174 980 8,154

合計 350 1,900 1,200 6,144 9,594 1,050 10,644

2003 年 鹿角市河川漁協 150 150 150.0

比内町漁協 100 100 100.0

阿仁川漁協 150 450 600 600.0

鹰巣町漁協 200 200 80.5 280.5

大館市漁協 100 100 100.0

田代町漁協 250 250 250.0

粕毛漁協 400 400 400.0

能代市常盤川漁協 50 50 50.0

上小阿仁村 75 75 75.0

ニッ井町 95 95 95.0

峰浜村 65 65 65.0

藤里町 120 120 120.0

(米代川水系計） 0 150 0 2,055 2,205 80.5 2285.5

米代川水系以外計 200 1,025 400 4,330 5,955 1179.5 7134.5

合計 200 1,175 400 6,385 8,160 1260.0 9420.0



表 2 常盤川におけるアユの採捕結果

年 月日 採捕尾数 そ の 他 採 捕 魚 類

1995 5. 25 46

6. 08 20

6. 23 19

1996 5. 30 0

6. 13 13

1997 5. 20 17

6. 03 30

1998 5. 29 21

6 . 11 31

6 . 16 37

1999 6. 07 40

6. 13 21

2000 6. 06 22

6. 16 37

2001 5. 29 43

6. 04 21

6. 14 41

2002 5. 14 16

5. 21 13

5. 28 14

6 . 06 38

6. 10 36

6. 15 27

2003 5. 14 1 ヤマメ、 ドジョ ウ、才才ヨシノボリ、モクズガニ

5. 28 0 ヤマメ、 シマヨシノボリ、才才ヨシノボリ、モクズガニ

表 3 常盤川におけるアユの測定結果

年 体 長 （cm) 測定数

平 均 土 標準偏差 (範囲）

1996 8.8 ± 1.0 7.2-10.7 13

1997 7.5 土 1.0 6.2—  9.9 47

1998 7.4 土 2.0 5.3-12.1 89

1999 8.6 土 1.7 5.1-12.7 61

2000 8.8 土 1.9 5.4-14.1 56

2001 8.1 ± 1.6 5.2-12.3 105

2002 7.9 土 1.5 5.0-12.6 126

2003 6.1 1

表 4 小阿仁川におけるアユの採捕調査結果

月日 調査地点 水 温 （°C) 採捕尾数 その他採捕魚類

5 . 28 南沢 17.0 0 ヤマメ、ウグイ、カジ力、 トウヨシノボリ

芹沢上流の堰堤 18.6 0 ウグイ、コイ、 トウヨシノボリ

芹沢下流の堰堤 19.6 0 才イカワ、ウグイ、 トウヨシノボリ、カジ力



表 5 船越水道で採捕されたアユの測定結果

年 月日
体 反 (cm)

梳域臣粉

平 均 ± 標準偏差 範囲
ナ木佣矩戮

1997 4. 23 0

5. 12 6.1 ± 0.5 5.0-7.6 82

6. 05 0

1998 4. 21 5.0 土 2.9 4.4-5.7 27

5. 11 5.7 ± 3.5 4.5-6.3 66

1999 4. 21 4.9 ± 0.6 3.9 —  5.9 50

2000 5. 18 5.9 + 0.5 4.7-7.0 93

5. 22 5.8 ± 0.3 5.1-6.2 16

2001 4. 17 5.2 ± 0.4 4.5-6.4 35

5. 15 6.2 土 0.5 4.9 一 8.1 117

5. 23 6.1 + 0.7 5.3-7.0 7

5. 30 5.6 土 0.1 5.5-5.7 3

2002 4. 10 0

4. 22 5.5 土 0.7 4.7-6.0 3

5. 01 4.6 土 0.4 3.6 -  6.1 41

5. 10 5.6 + 0.5 4.1-6.4 31

5. 17 6.2 士 0.4 5.4-6.8 17

5. 27 5.9 士 0.5 5.5 —  6.5 5

2003 4. 04 5.2 土 0.3 4.9-5.4 4

4. 17 4.8 士 0.1 4.6 —  4.9 5

4. 23 0

5. 08 0

5. 15 0

5. 21 0

6. 01 0

表 6 阿仁川根小屋頭首エにおけるアユの遡上調査結果

^ 投網による 目視によるアユの遡上尾数

ハ " 採 捕 尾 数 調 査 時 刻 計 数 時 間 尾 数  

6 / 1 2  

6 / 1 4  

6 / 1 8  

6 / 2 0  

6 / 2 1  

6 / 2 2  

6 / 2 3  

6 / 2 4  

6 / 2 6  

6 / 3 0  

7 / 3  

7 / 5  

7 / 1 2  

7 / 1 5

0

0

0

6

8

1

4

9

1

6

6

4

9

 

3
 

5
 

4
 

8
 

8
 

8
 

4
 

63

12 ： 35-13 ： 35

12 ： 30-13 ： 00

60分 

30分

10 ：：30-10 ：：45 15分 0

1 1：：3 0 - 1 1：：45 15分 0

12 ：：30-12 ：：45 15分 0

13 ：：30 — 13 ：：45 15分 0



表 7 阿仁川におけるアユの釣獲状況 表 9 米代川における総流下仔魚数

釣獲サイズの 

範 囲 (BL cm)*

釣獲尾数（尾/ 人/ 日） 

平 均 土 標 準 偏 差

1998年 7月 15.2 一 18.0 20.9 ± 10.8

8 月 15.9 — 18.9 13.1 土 9.3

9 月 16.8 — 18.6 11.4 + 7.9

7 —  9 月 15.8 一 18.5 16.0 土 10.5

1999年 7月 13.9 一 16.3 22.3 土 14.7

8 月 15.4 一 18.8 16.4 土 10.8

9 月 15.0 一 18.3 8.1 ± 5.1

7 —  9 月 14.6 - 17.5 18.6 士 13.2

2000年 7 月 13.9 - 16.4 24.5 + 14.7

8 月 15.1一 18.2 21.7 ± 11.1

9 月 14.5 - 17.5 21.5 土 9.5

7 -  9 月 14.5 — 17.3 23.0 土 12.6

2001年 7月 13.3 - 16.3 25.2 士 15.4

8 月 14.2 - 17.2 21.6 ± 11.8

9 月 14.8 - 18.4 16.5 ± 9.7

7 -  9 月 14.0 - 17.1 21.9 土 13.0

2002 年 7月 13.9 17.1 18.9 ± 8.8

8 月 14.2 - 18.1 19.2 土 7.8

9 月 14.6 - 18.6 17.6 土 6.3

7 - 9 月 14.1一 17.7 18.7 ± 8.0

2003年 7月 15.0 - 18.5 10.5 土 8.0

8 月 16.9 一 19.4 4.8 ± 4.4

9 月 (ほとんど釣獲されず）

7 —  9 月 15.4 一 18.7 8.6 ± 7.4

* 換算式を用いてT L を B L に変換した 

表 8 流下仔魚調査結果

推定尾数（億尾）

1996 年 9.8

1997 年 80.9

1998 年 63.8

1999 年 128.3

2000 年 34.5

2001年 59.1

2002 年 51.1

2003 年 40.7

平 均 （’96- ’02年） 61.1

月日 採集時刻
水温

(°C)

流 速 （m/s) ろ水量（m3) 採集尾数（尾） 流下尾数（尾/ m3)
ULj

中央 岸 中央 中央
UL-I

中央 平均

10. 07 20 00 12.4 0.489 0.655 18.4 24.7 110 12 6.0 0.5 6.0

10.17 20 00 12.8 0.640 0.404 24.1 15.2 803 1,229 33.3 80.7 57.0

22 00 12.7 0.797 0.180 30.0 6.8 247 133 8.2 19.6 13.9

10.18 0 00 12.5 0.799 0.247 30.1 9.3 98 13 3.3 1.4 2.3

2 00 12.1 0.662 0.161 24.9 6.1 97 77 3.9 12.7 8.3

10. 27 20 00 10.6 0.336 0.172 12.7 6.5 1,422 1,259 112.3 194.3 153.3

11.10 20 00 8.7 0.336 0.097 12.7 3.7 23 5 1.8 1.4 1.6

22 00 8.4 0.191 0.178 7.2 6.7 7 11 1.0 1.6 1.3

11.11 0 00 8.3 0.231 0.088 8.7 3.3 0 1 0.0 0.3 0.2

2 00 8.1 0.292 0.095 11.0 3.6 0 4 0.0 1.1 0.6

11.26 20 00 6.4 0.181 0.563 6.8 21.2 5 5 0.7 0.2 0.5



表 1 0 平成 15年度の各漁協からのアユに関する情報

漁 協 名 天然魚遡上状況 遊 漁 者 数 釣 獲 状 況 河 川 の 状 況 魚 病 そ の 他

鹿角市河川 皆無に近い 昨年比、日券1 / 1 3、年券1 / 3 2 〜 3尾、魚体は大型、 0尾の人も多かった 水量少なく低水温、コケの生育 
も悪かった

見られず アユ以外の魚は例年並み

阿 仁 川 6月下旬から7 月上旬（前 
年の1 か月遅れ）、8.5万尾 
で前年の1 / 2 0、15〜18cm 
(例年よりも大）

シーズン通して低調、1,817枚で前年の一 
2,400枚、H11〜13年の— 5,500〜5,900枚、 
下流に集中

0 〜 5尾、魚体は太っていた 6 月は雨量少 傷のあるものが目立っ 
た、網解禁後情報寄 
せられた

サクラマスは前年から遡上多、アユ漁 
は過去最低

鹰 巣 町 まったく見られず 解禁当初は多、その後減少 解禁当初20〜30尾、 7月下旬はばらつき多く 
0 〜80尾、 8 月中旬以降は20cm以上20尾前後 
で持ち直す

解禁当初平年並み、 7 月中旬か 
ら8月中旬増水

ほとんど見られず イワナ•ヤマメ小型化、サクラマス
昨年の3倍

大 館 市 大変少ない 下流に集中 低水温が何日も続き、コケも悪 
かった

傷のあるアユは2 〜
3 %

大館市 No. 2 6 月中旬から下旬、昨年並 
みの量で14〜15cmとまずま 
ずの大きさ

解禁後3 〜 4 日はよかったがその後悪く 
なり、 7 月は前年の50〜60 %、 8 月は30 
% 位の遊漁者数、長木川は昨年より多

解禁当初は小型で20尾前後、 8 月以降は18〜 
21cml0尾前後、長木川は大型の傾向

水量は平年並みから少し多、水 

温は低かった（20°C以下の日が 
多)、コケ生育悪い

見られず サクラマス遡上少、ウグイ、イワナ、 
ヤマメは1丨頃調

田 代 町 まったく見られず 鹿角市から移ってきた遊漁者あるも釣果 
悪く引き返す、遊漁券は前年より多

10尾前後、例年より小型 水量は平年並み 見られず サクラマス少なかった

萩 形 ダ ム 15cm位1，000尾、昨年の半 
分以下

遊漁券販売なし 10尾程度、20cm前後、昨年と同程度 水量•水温平年並み、コケ生育 
不良

放流後、成育不良、 
変形魚見られた

八 森 町  
真 瀬 川

最盛期5 月中旬、 3万尾、
5 〜 8 cmで大きさは平年並 
み

解禁当初は多、 8 月以降減少、589枚 前半20〜23cmが20〜30尾/ 人、後半20〜25cm 
が 5 〜10尾

水量はほぼ平年並み 見られず サクラマスの遡上なし

能 代 市  
常 盤 川

前年の1 / 3 以下、10〜13 
cm

8 月以降多、前年の1 / 2 8 月中旬〜10月中旬が良、10〜30尾、22〜27 
cm、例年より一回り大型

平年並み 見られず 11月中旬にもいろんなところでアユ 
が見られた

岩 見 川 7 月上旬に1，000尾 （昨年 
の 1 / 1 0 )、 5 cmほ ど （平 
年並み）

(無回答） 10〜20尾/ 人、20cm以上が多 水量は平年よりも少、水温、コ 
ケは平年並み

解禁後、日増しに死 
んで流れていくアユ 
が多くなった

春からの水量が少なくサクラマス、 
ヤマメの遡上が少ない

矢 島 町 例年の約1 / 2 だんだん減少、例年より極端に少なかっ 
た

例年より小型で少なめ 水量少なく、水温低かった、昨 
年の豪雨から石の伏態変わりコ 
ケ発育不良

気にならない程度の 
傷のあるアユあり

サクラマス遊漁者増加、河川の状況 
に関する問い合わせ増加、全県的な 
情報提供をしては

北 仙 ほとんど皆無 解禁当初はある程度、 8 月中旬から遊漁 
者数増加

解禁当初20cm (昨年より一回り大型）前後20 
〜30尾/ 人、 7 月下旬から8 月上旬までは 
0尾の人も多、 8 月中旬以降25cm以上釣れだ 
し遊漁者増、20〜30尾だが0尾の人もいた

雨量少なく水量例年より少、曇 
りがちだが水温は高く（22〜23 
°C)増水なし、コケは上流良、 
下流の緩流部悪

特に見られず、原因 
不明の奇形魚を若干 
確認

初めて県内産アユを全量放流、成育 
順調で成功、ただし群れアユ多く今 
後の課題、梁漁は大型でやや良

仙 北 西 部 少、魚体は大 遊漁券売れず 魚影ほとんど見られず 水温低い、コケ少ない 放流魚が10日位で流 
された

8 月初•中旬特別成育調査実施、コ 
ケ少なく、アユもほとんど見えず

田 沢 湖 町 な し （もともと） 遊漁券年々増加 20cm以上10〜20尾、 0尾はいない 水不足 7 月中旬死んだアユ 
流れる（傷あり）

イワナ•ヤマメが主

仙 北 中 央 群での遡上は未確認、 5 〜 
6 cm

835人、例年の1 /  2 解禁当初17〜18cm (例年は14〜15cm)、大型 
見られるが数伸びず、不漁

水量は平年並み、水温低下、コ 
ケの発育不良

見られず サクラマス例年より悪い

横 手 川 ほとんど遡上しなかった 600人ほど、前年よりかなり増加 7 月は15〜20尾/ 人、 8 月は釣れる場所が限 
られた

ダムからの濁水がほとんどなかつ 

た、釣り人にはよい河川状況
特に見られず 梁にサクラマスが1尾

県 南 6 月中旬から3,000尾、例 
年の1 /  3 、15cmとやや大 
型

遊漁券は昨年並み 5 〜10尾20cm前後と昨年より大型、100尾の 
人もいた

水量平年並み、水温低くコケ生 
育不良

見られず

成 瀬 川 ほとんどなし 年券21枚 （前年35枚)、日券78枚 （前年 
600枚）

0 〜 5尾，人で0尾の人が多、魚体は20〜23 
cmで例年並み

曇りの日が多、水温低、コケの 
生育悪

上流に放流したアユ 
が流されていた

成瀬頭首エ上流の寒バヤが3年前か 
ら全然釣れなくなった

雄物川上流 まったく見られず 遊漁券は前年の87% 10〜15尾、15cm前後 水量は十分、水温は低く餌不足 見られず サクラマス、 トミヨ、力ジ力、夕ナ
ゴ増加、河床低下進行

雄 勝 確認せず 解禁当初は多、その後減少、昨年よりは 
多

解禁当初20on前後40〜50尾、 7 月後半から8 
月ばらつき大、10月初めまで友釣りできた 
(珍しいこと）

放流時は水温高コケの生育良、 
8 月から天候不順

遊漁者から斃死情報 
あり

皆 瀬 川 筋 ほとんど見られず、昨年、 
一昨年の1.3%

解禁当初多、 8 月中旬以降少、昨年の6 
割

18cm前後15尾、前年の1， 2 水量平年並み、天候不順で低水 
温、コケも不良

見られず 遡上なく遊漁者から苦情、サクラマ 
ス20尾皆瀬頭首エからのぼれず
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図 6 漁協情報とりまとめ結果一1 
(川の状況など）
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水産資源保護対策事業（漁場環境保全推進事業• 内水面)

【目 的 】

八郎湖の水質、底質及び生物相の現状を調査し、漁獲 

対象生物に対して良好な漁場環境の保全を図るため、長 

期的な漁場環境の変化を監視することを目的とした。

なお、この事業は水産庁の捕助事業としてその指針に 

従い実施した。

【方 法 】

1 水質調査

( 1 )調査•分析項目と分析方法

①透明度：セッキ一盤

② 水 温 ：ぺッテンコ一へル水温計

③ p H  : ガラス電極法

④ 水 深 ：音響探知法

⑤ D 〇 ：ウィンクラーアジ化ナトリウム変法 

⑵ 調 査 定 点

図 1 に示す4 定点

• St.l：表面とB - 1 (湖底から1 m  ：以下同じ）

• St.2 :表面、2.5m、 5 m 、B-1

• St.3 ：表面とB-1

• St.4 ：表面とB-1 

⑶調査時期

平成15年 4 〜12月までの各月1回、計 9 回 

2 生物モニタリング調査（底生動物調査）

平成15年 6 月 9 日及び10月 1 日の2 回、図 1 に示し 

た調査定点（水質定点と同一）において、ヱクマンバ一 

ジ型採泥器（採泥面積0.0225m2) を用い、ベントスを 

底質ごと採集した。採集した資料は、0.5mm目合いの 

篩にかけ、篩上の残留物を10% ホルマリン水溶液で固 

定して、すべてのベントスを取り上げた。ベントスは 

実体顕微鏡下で同定し、個体数と湿重量を計測した。

【結果及び考察】

1 水質調査

各定点の調査•分析結果を表1〜 4 に示した。

⑴ 透 明 度

湖内全体では0.1〜1.5mの範囲となっており、特 

にSt.lでは 5 月に0.1mとかなり低くなっている。

5 月は他の定点も低くなっており、採水が代搔き後 

であったため、その農業排水が流入したためと考え 

られる。

St.lは平均でも0.5mと他の定点より低くなって 

いる。他の定点は0.3〜1.5mの範囲で推移しており、 

5 月を除いては例年と比較して、大きな変化はみら

渡 辺 寿 • 高 田 芳 博

れなかった。

⑵ 水 温 （図 2 〜 5)

湖内全体では7.8〜24.5 °Cの範囲となっており、

6 〜 9 月にかけては気温の上昇に伴い全調査定点で 

20°Cを超えているが、冷夏により今年は25°Cを越え 

る地点がなかった。表面とB-1で差がみられたのは、 

St.2では 6 月、St.4では 6 月、 9 月で、その差は、 

最大約 3°C (St.2)の差がみられたが、昨年より差 

がなかった。

(3) p H  (図 6 〜10)

湖内全体では7.1〜9.0の範囲となっており、St.l 

は 4 月に9.0と高くなっている。 また、他の定点で 

は 7 〜 9 月にかけて表面で8以上になり、特に深さ 

が 8 〜 9 m あるSt.2では表面とB-1との差がみられ 

た。

⑷ D O  (図11〜15)

湖内全体では5.4〜13.4mg/lの範囲で、 8 月は 5 

〜 6 mg/1となる地点が多く、全定点で最も低くなつ
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ている。表面とB-1で差がみられたのは、St.lが 6 

月、St.2が 6 〜 9 月、St.4が 7 月で、その差は2 

mg/1前後で、底層での著しいD O の低下はみられ 

なかった。

今年は、ァオコの発生が昨年以上にみられなかっ 

たため底層での著しい低下と表面での過飽和状態は 

みられなかった。

(5) D O 飽 和 度 （図16〜20)

D O 飽和度が低いのは、St.lでは 5 月、 8 月の全 

層で、St.2では 6 〜 8 月の 5 m 以深で、St.3では 8 

月の全層、St.4では 8 月の全層と9 月のB-1であっ 

た。特に8月においては、全定^^の底層部で低くなっ 

ている。ただ、昨年St.2でみられた顕著な低酸素状 

態はなかった。

D O 飽和度が高いのは、St.4を除く 9 月の表面で 

あった。

2 生物モニタリング調査

調査結果を表5 〜 6 に示した。全定点でィ卜ミミズ 

類が優占し、特にSt.3では昨年と同様、10月に多くの 

個体数が出現した。 このほかにはユスリ力類がいくつ 

かの定点で出現したほか、St.3でヒメタニシが若干数 

みられた。全体的な出現傾向は、例年と同様であった。 

3 八郎湖における漁場特性

調査対象水域における気象の状況をみると、気温は 

7 〜 9 月にかけて30.0°Cを超えることが少なく、この 

時期の調査日でも気温が25.0°C前後となっている日が 

多くなっている。そのため、水温も25.0°Cを超えるこ 

とがなかった。

この調査においては、 7 月にSt.4でア才コの発生が 

確認されたが、その後他の地点も含め、ァ才コの発生 

は水温が上昇しないこともあり、確認されなかった。

【発 表 】

調査結果は、平成15年度漁場環境保全推進事業報告書 

としてまとめる予定である。



表 1 平成15年度の八郎湖における各調査定点の観測•分析結果（St.1)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日 14日 13日 9日 9日 4日 3日 1日 4日 2日

時刻 9:55 10:22 9:54 9:46 9:52 10:05 9:55 9:52 9:42

天候 C C F C C C C F C

気温(°c) 14.8 20.4 25.5 20.7 25.5 28.5 19.8 12.9 9.9

風向 W SSW ESE ENE SSW WNW WSW NW SW

風速(m/s) 3 4 2 2 3 2 2 4 1

水深(m) 2.2 2.0 2.2 2.3 1.7 2.4 2.1 2.0 1.9

透明度(m) 0.7 0.1 0.5 0.5 0.3 0.7 0.4 0.6 0.4

水温(°c) 0 m(表面） 11.1 17.3 22.7 22.6 23.5 23.7 17.6 13.8 8.5

2.5

5

一

_
一

： ：

—
： ： ：

B-1 11.1 16.9 21.8 22.2 23.5 23.5 17.5 13.5 8.6

DO 0 m(表面） 13.4 6.9 9.4 8.0 5.8 10.0 9.5 9.6 10.0

(mg/l) 2.5 - - - - 一 - - 一 -

D

B-1 13.4 6.9 7.0 7.3 6.2 10.0 9.2 9.6 10.0

pH 0 m(表面） 9.0 7.1 7.9 7.6 7.2 7.6 7.8 7.7 7.6

2.5

5

一

： ： ： ：

一 一 一

B-1 9.0 7.2 7.8 7.6 7.3 7.6 7.8 7.7 7.6



表 2 平成15年度の八郎湖における各調査定点の観測•分析結果（St.2)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日 14日 13日 9日 9日 4日 3日 1日 4日 2日

時刻 10:08 10:41 10:08 9:56 10:04 10:16 10:12 10:07 9:55

天候 C C F C C C C F C

気温(°c) 11.3 18.0 26.6 22.0 25.5 25.2 19.5 12.0 10.8

風向 W SSW SSE ENE SW WNW WSW WNW SW

風速(m /s ) 3 4 1 2 3 2 4 4 1

水深(m ) 9.0 8.7 8.5 8.3 8.5 8.3 8.6 8.2 8.7

透明度(m ) 1.0 0.4 1.4 1.5 1.3 1.1 0.9 0.8 0.7

水温(°c) 0 m (表面） 9.5 15.8 23.5 22.7 24.0 23.8 18.5 13.3 8.1

2.5 9.5 15.6 21.3 22.6 24.0 23.6 18.6 13.2 8.0

5 9.6 15.7 20.7 22.5 23.9 23.5 18.6 13.1 8.2

B-1 9.4 15.3 20.5 22.4 23.6 22.6 18.5 13.2 8.0

DO 0 m (表面） 11.4 10.5 8.9 9.1 7.8 9.9 8.6 9.6 11.6

(m g /l) 2.5 11.4 10.6 9.2 8.9 7.7 10.0 8.3 9.4 11.5

5 11.4 10.6 7.0 8.1 7.7 9.0 8.4 9.5 11.5

B-1 11.3 10.0 6.8 7.2 5.6 7.8 8.2 9.4 11.3

pH 0 m (表面） 7.7 8.0 7.8 8.3 7.7 8.7 7.8 7.6 7.7

2.5 7.6 8.0 7.8 8.1 7.8 8.7 7.7 7.6 7.7

5 7.6 7.9 7.4 7.9 7.7 8.4 7.7 7.6 7.7

B-1 7.5 7.7 7.4 7.7 7.5 7.7 7.8 7.6 7.7



表 3 平成15年度の八郎湖における各調査定点の観測•分析結果（St.3)

月

日

時刻

4月 

14日 

11:26

5月 

13日 

11:20

6月 

9 日 

10:56

7月 

9日 

10:46

8月 

4日

10:58

9月 

3日 

11:03

10月 

1日 

11:02

11月 

4日 

11:05

12月 

• 2日 

10:42

天候 

気温(°c) 

風向

風速(m /s )  

水深(m ) 

透明度(m )

C

11.5

WNW

3

3.1

1.2

C

18.2

SSW

5

3.2

0.6

F

23.0

SSE

1

2.9

1.0

C

24.3

ENE

3

3.0

1.4

C

24.2

SW

3

3.4

1.3

C

23.3

NW

2

3.0

0.9

C

19.2

W

4

2.8

0.8

F

10.5

NW

4

2.9

0.6

F

9.0

SE

1

2.2

0.5

水温(°C) 0 m (表面） 

2.5 

5

B-1

10.6

10.5

15.6

15.7

22.5

22.2

23.5

23.2

24.3

24.2

24.5

23.7

18.0

18.0

13.6

13.5

9.0

9.0

DO

(m g /l)

0 m (表面） 

2.5

11.5 10.8 8.7 7.8 5.7 9.2 8.6 9.7 10.7

U

B-1 11.5 10.6 8.4 7.9 5.4 8.6 8.6 9.5 10.7

pH 0 m (表面） 

2.5 

5

B-1

7.7

7.7

7.9

7.8

7.7

7.6

7.8

7.7

7.4

7.4

8.1

8.0

7.7

7.8

7.5

7.5

7.5

7.5



表 4 平成15年度の八郎湖における各調査定点の観測•分析結果（St.4)

月

日

時刻

4月 

14日

10:56

5月 

13日 

10:56

6月 

9日 

10:33

7月 

9日 

10:19

8月 

4日 

10:28

9月 

3日 

10:38

10月 

1日 

10:36

11月 

4日 

10:34

12月 

2日 

10:20

天候 C C F C C C C F C

気温(°c) 11.0 18.5 25.8 24.8 24.0 25.2 20.9 9.9 10.5

風向 WNW SSW SSE ENE SW WNW WSW WNW SE

風速(m /s ) 3 4 1 3 3 2 4 4 1

水深(m ) 3.8 4.0 3.7 3.8 4.0 4.0 3.1 2.9 3.1

透明度(m) 0.7 0.3 1.1 1.1 1.1 0.3 0.5 0.7 0.4

水温(°C) 0 m (表面） 11.0 16.2 23.5 23.4 23.9 24.0 18.1 13.8 8.0

2.5

5

B-1 10.8 16.1 22.0 23.5 23.8 21.4 18.1 13.7 7.8

DO 0 m (表面） 11.3 9.8 8.3 9.4 6.6 7.6 8.8 9.8 11.1

(m g /l)  2.5

o

B-1 11.2 9.2 7.4 7.7 6.4 6.6 8.8 9.6 10.8

pH 0 m (表面） 7.6 7.6 7.5 8.1 7.4 7.3 7.8 7.7 7.4

2.5

5

B-1 7.5 7.5 7.4 7.6 7.5 7.3 7.6 7.9 7.5
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表 5 底生生物調査結果（6 月）

観測年月 

15年 6月

都道府県名 

秋田県

特定地点名及び調査対象水域名 

八 郎 湖

調査担当者名（所属•氏名）

秋田県水産振興センター 内水面利用部

高田芳博

定点 St.1 St.2 St.3 St.4
観測月日 6月9日 6月9日 6月9日 6月9日
観測時刻(開始〜終了） 9:54 〜10:02 10:08 〜10:22 10:56〜11:05 10:33 〜10:40
天候 F F F F
気温 (°c ) 25.5 26.6 23.0 25.8
風向（NNE等） ESE SSE SSE SSE
風速(m/s) 2 1 1 1
水深(m) 2.2 8.5 2.9 3.7
表面水温(°c ) 22.7 23.5 22.5 23.5
選択項目

COD(mg/l)
表面流速(cm/s)
表面流向

底 質 粒 度 砂泥 砂泥 泥 泥

臭い 無臭 無臭 無臭 無臭

色 灰褐色 灰I t1色 灰褐色 灰褐色 合 計  平 均

ベントス現存量 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量 個体数 湿重量

扁形動物ブラナリア類

環形動物仆ミミで類 30 0.06 85 0.07 19 0.01 15 0.01 149 0.15 37.25 0.04
ゴカイ類

貝 類 二 枚 貝 類

巻貝類

甲殻類エビ類

力ニ類

昆虫類トビゲラ類

甲虫類

ユスリカ類 6 0.12 2 0.08 8 0.20 2 0.05
その他

その他ケヤリ科

等脚類

備 考

環境観測機器名■規格 

水温：

その他

気象観測高度(水面からの高さ）： m
気象観測機器名■規格

温度計：

風向風速計：

秋田県気象月報大潟地域気象 

観測所の記録より抜粋

特記事項



表 6 底生生物調査結果（10月）

観測年月 

1 4年 1 0 月

都道府県名 

秋田県

特定地点名及び調査対象水域名 

八 郎 湖

調査担当者名（所属■ 氏名）

秋田県水産振興センター 内水面利用部

高田芳博

定点 St_1 St.2 St.3 St.4
観測月日 10月1日 10月1日 10月1日 10月1日

観測時刻(開始〜終了） 9:55 〜10:05 10:12 〜10:25 11:02 〜11:13 10:36 〜10:44
天候 C C C C
気温(°c) 19.8 19.5 19.2 20.9
風向（NNE等） WSW WSW W WSW
風速(m/s) 2 4 4 4
水深(m) 2.1 8.6 2.8 3.1
表面水温(°c ) 17.6 18.5 18.0 18.1
選択項目

COD(mg/l)
表面流速(cm/s)
表面流向

底 質 粒 度 泥 泥 砂泥 泥

臭い 無臭 無臭 無臭 微臭

色 灰褐色 灰色 灰褐色 灰色 合 計  平 均

ベントス現存量 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量(g) 個体数 湿重量 個体数 湿重量

扁形動物ブラナリア類

環形動物仆ミミで類 16 0.02 21 0.02 210 0.12 6 0.01 253 0.17 63.3 0.04
ヒル類

貝 類 二 枚 貝 類

巻貝類 3 8.52 3 8.52 0.8 2.13
甲殼類エビ類

力ニ類

昆虫類卜ビゲラ類

甲虫類

ユスリカ類 3 0.01 8 0.13 1 0.01 12 0.14 3.0 0.04
その他

その他ケヤリ科

等脚類

備 考

環境観測機器名•規格 

水温：

その他

気象観測高度(水面からの高さ）： m
気象観測機器名•規格

温度計：

風向風速計：

秋田県気象月報大潟地域気象 

観測所の記録より抜粋

特記事項



十和田湖の魚類相

杉 山 秀 樹 • 水 谷 寿  

1 十和田湖の魚類相

(1) 魚類相

十和田湖の魚類相に関して、ある程度まとまった報 

告としては、疋 田 •谷 ロ （1959)、頼 （1981) 及び水 

谷 （2000)があるだけである。断片的なものとして、

青森県の淡水魚類相（竹内ほか1985)、秋田県の淡水 

魚 類 相 （杉山1985)、田沢湖の放流記録（杉山2000)

などに関連して記載しているものがある程度である。

このほか、明治時代の中葉以降現在に至るまで青森県 

及び秋田県の両県で実施している十和田湖に関する各 

種の調査においても、若干ではあるが報告されている。

これら資料及び最近の現地調査に基づき得られた知 

見に基づき、十和田湖における魚類相を表1 に示す。

十和田湖における魚類相は、これまでに放流記録があ 

る魚種及び確認が1回限りのものを含め10科22属30種 

(亜種を含む） となる。 このうち、現在も十和田湖に 

おいて確実に生息が確認されている魚種は10科10属12 

種 （亜種を含む）である。

現在、第 5種共同漁業権の内容魚種として種苗が放

流されている魚種は、サクラマス、 ヒメマス、コイ、

ギンブナの4種である。このほか、ワカサギ、イワナ、

表 1 十和田湖における魚類相類

■■丨W 名 標 準 ^ _ ¥  名 十相田湖における!#称 再生産の有無

ウナギ科 ウナギ Anguiha [aDonica ______k _______
キュウリウオ科 ワカサギ Hypomesus transpacificus niponnensis わ; き# 有

アユ Plecoglossus altivilis altivilis あゆ 無
サケ科 イ卜ウ Hucho perryi いとう 無

イワナ Salvelinus leucomaenis いわな，あめます 有
カワマス Salvelinus fontinalis 無
ブラウン卜ラウ卜 Sa/mo trutta 無
ニジマス Oncorhynchus mykiss 無
サクラマス（ヤマメ） Oncorhynchus masou masou さくらます，かわます 有
ビワマス(アマゴ） Oncorhynchus masou sp. にっこうます 無
サケ Oncorhynchus keta 無
ヒメマス Oncorhynchus nerka nerka ひめます，ひめ，きら，おやま1 有
シロマス(コクチマス） Coregonus dpeafomis
シロマス(コクチマス） Coregonus lavaretus mareana 無
ウグイ Tribolodon hakonensis 無
アブラハヤ Phoxinus lagowski 無
コイ Cyprinus carpio こい 有
ゲンゴロウブナ Carasisius auratus cuvieri 無
ギンブナ Carasisius auratus /angsdorfii ふな 有
タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus 無

ドジョウ科 ドジョウ Mis反urnus anguillicaudatus どじよう 有
ナマズ科 ナマズ SHurus asotus 無
卜ゲウオ科 イ卜ヨ Gasterosteus aculeatus どずうお(総称） 宥

イバラ卜ミヨ Punsituisoun^itius ( 戀 _)■_____________ ____  #  ■
T < m 才才クチバス Micropterus salmofdes salmoides _____ _ i ______
ハゼ科 ヨシノボリ類 Rhinogobius sp. 無

ヌマチチブ Tridentiger brevispinis はぜ(総称) ，かじか(総称） 有
ウキゴリ Chaenogobius urotaenia はぜ(総称) ，かじか(総称） 有
ジュズ力ケハゼ Chaenogobius laevis はぜ(総称)，かじか(総称） 有

* 5 * 1 4 カジ力 Cottus pollux かじか W

ドジョウ、イトヨ、イノマラ卜ミヨ、ヌマチチブ、ウキ 

ゴリ、 ジュズ力ケハゼについては、漁業者のふくべ網 

や両県の調查により普通に採捕されている。

すなわち、現在の十和田湖における常在種は上記の 

12種であり、それ以外の魚種は偶発的に認められた種 

か、すでに絶滅した種であると推察される。

⑵十和田湖には在来魚はいたか

十和田湖には、魚類が生息していたのだろうか。 こ 

こでは、放流事業が記録として残っている明治年間以 

前について考察する。

秋田県水産試験場（1906)では、r (跳子の瀧があ 

る故に）魚類の遡上を妨げ、昔時より湖中、魚介を産 

せず」と言己している。

徳 井 （1984)は、1933年頃に完成したと考えられる 

法奥澤漁業組合長太田寛造著「十和田湖及蔦沼養魚沿 

革小記」を再録しており、その中に以下の文章がある 

(一部、読みやすいように書き直した）。

「铫子ノ瀧• •中略 • •があるから、如何なる魚類 

も上ることが出来なかったので、そのため幾万年前の 

大昔から周囲10余里のこの大湖に1尾の小魚さえも生 

息していなかったのである。これに移殖しようとすれ



ば、イワナの如き沢水にすむ魚類の移殖はさほど困難 

でなかったと思われるのであるが、往事は. • •中略. •

•敬虔な信仰心から、その神罰を恐れ誰ひとりとして、 

魚類の移殖を企てる者がなかった。」

実際、魚類の遡上を妨げる铫子大滝の存在、あるい 

は、現在の姿になってから1000年から2000年程度しか 

経過していないことなどを考慮すると、基本的には湖 

内には魚類が存在していなかったと考えるのが妥当と 

推察される。

これらのことから推察すると、十和田湖には在来魚 

は存在せず、現在生息が認められているすべての魚種 

が移入種ということになる。

2 生息魚種の一般生態、出現状況

(1) ゥナギ

日本全国に分布するが、東北地方及び北海道では少 

ない。1955年に l m 、19n年に1.03mの個体が採捕さ 

れた記録がある（頼1981)。疋 田 •谷 ロ （1959)は、 

「かつて放流したことがある」とし、1958年 6 月に103 

cmの個体が採捕されたことを報告している。本魚種は 

湖内での再生産は不可能であり、単に放流された個体 

が採捕されたり、偶発的に出現した程度と考えられる。

( 2 )ワカサギ（写真 1)

国内では、日本海側は島根県、太平洋側は利根川以 

北の本州と北海道に分布。国外では、アリューシャン 

列島から北米大陸の力リフォルニアにかけて広く分布 

する。沿岸域に生息し、産卵期に河川や海に注ぐ湖沼 

に遡上するのが本来の生活であるが、そのまま湖沼に 

残留するものもいる。陸封が容易であることから、人 

の手によって内陸の湖沼やダム湖などに受精卵が運ば 

れ、そこで定着している例も多い。

十和田湖に生息しているものについては、1982年10 

月23日に初確認され、翌83年 3 月までに19個体が採捕 

された。その後漁獲対象となり、1984年には4 トン、 

85年8 4卜ンと急増し、91年には142トンと最大漁獲量 

を記録した。最近は20〜30卜ン程度が漁獲されている。 

漁獲は主として4 月から8 月にかけて認められている 

が、産卵のために接岸移動する5 月及び6 月にその過 

半が漁獲されている。

現在、十和田湖に生息しているワカサギの起源につ 

いては不明の点が多く、水族館飼育魚の逃亡、放流魚 

の混入、釣り餌搬入などいくつかの説もあるが、1925 

年及び第二次世界大戦前に放流の記録がある。疋田 • 

谷 ロ （1959)は、霞ヶ浦から終戦前に放流したが失敗 

に終わっている、と記載している。

このような中で、天 野 （2003)は、1982年に突然ワ 

力サギが出現したように見えるがそれ以前から少数の 

ワ力サギが生息しており、1982年に湖水の水温が大き

く下降しヒメマス放流稚魚の大部分が減耗したため、 

これが占めていた生態的地位にワカサギが入り込めた 

ことによると推察しており興味深い。

写真 1 ワカサギ（2004年 7 月 2 日 体 長 87.5mm)

⑶ ァ ュ

北海道日本海側から南のほぼ日本全国、朝鮮半島、 

中国大陸沿岸などに分布する。最近、沖縄に生息して 

いるものは別亜種であることが明らかになった。琵琶 

湖に生息するものは陸封型として知られており、形態 

的、遺伝的に異なる。十和田湖には1945年に琵琶湖産 

稚アユの放流記録があるが、その後の採捕記録は無い。

(4) イ卜ウ

本種は国内では北海道、国外では南千島、サハリン、 

沿海州などに分布する（細谷1993)ほか、以前は青森 

県小)I丨原湖や岩手県北部にも生息していたが、現在は 

絶滅した（宮地ほか1978)。本種は、 1991年に遊漁者 

による釣獲記録があるほか、2000年にはさし網による 

2個体の採捕記録があるだけである。いずれも大型の 

成魚であり、十和田湖に定着していないと推察される。 

なお、1990年前後には湖畔で飼育されていたほか、現 

在、十和田湖周辺の釣り堀では本種も釣りの対象となっ 

ており、その入手は比較的容易である。

( 5 )イワナ（写真 2)

イワナ属の分類については、研究者により意見が分 

かれ統一した見解が出されてL、なL、のが現状である。 

関東以北及び本州日本海側に分布し、体側に小型の薄 

い有色斑を有しているものをニッコウイワナ、北海道 

及び東北地方の一部に分布し、体側に有色斑を持たな 

いものをアメマスとすることもある。 しかし、一般に 

イワナ属魚類は広い水面に出ると降湖型と呼ばれ、大 

型になるとともに白斑が大きくなるなど斑紋も変化す 

ることが知られている。さらに、斑紋の大きさ及びそ 

の色調には、地理的勾配が認められるとの意見も出さ 

れている。これらのことから、ここではこの両者を含 

めイワナとして扱うことにする。

秋田県水産試験場（1906)は、イワナを1888年に270 

尾、1891年に61尾放流したとしており、その後の放流 

記録は記載していない。疋田•谷ロ (1959)は、1855 

年頃及び1877年頃に放流を行っているとし、頼 （1981)
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は、1890年に放流されたとしている。また、頼 （1981) 

はァメマスとして「放流記録がある」、「最近は全然漁 

獲されていない」と記載している。

現在、イワナは湖内に生息はしているが、その個体 

数は少ない。

写真 2 イ ワ ナ （2004年 9 月10日 体 長 244mm)

(6) カワマス

本種は北米大陸の東部原産で、日本へは1902年に日 

光湯の湖へ移植されたのが最初である（細谷1993)。 

十和田湖においては、1900年及び1909年に放流記録が 

あ る （疋田 •谷ロ1959)。その後の採捕記録はなく、 

定着しなかったと推察される。なお、東北地方で川鱒 

(カワマス） と呼称される魚種は、イワナ属の本種で 

はなく、サクラマスであることが多いので、注意が必 

要である。

( 7 )ブラウン卜ラウ卜

ヨーロッパ原産で、日本へは昭和初期にアメリカ経 

由で移植されている（細谷1933)。十和田湖において 

は、2000年10月31日にさし網により全長52cm、体重 

1970 g の 1個体の採捕記録があるだけである（原子 

2002)。その後の採捕記録はなく、湖内には生息して 

いないと推察される。なお、十和田湖周辺の釣り堀で 

は本種も約りの対象となっており、その入手は比較的 

容易である。

(8) ニジマス

疋田 •谷 ロ （1959)は、1900年に中禅寺湖から十和 

田湖岸の子ノロのふ化場に移植し放流され、その後、 

1919年にも放流されており、「現在も時々獲られて」 

いる、としている。また、1920〜30年代には、北米産 

の発眼卵を導入したり、青森県及び秋田県により本種 

が放流されていた。頼 （1981)は、1973年に本種のア 

ルビノ個体を確認している。最近は本種の採捕記録は 

なく、十和田湖には定着していないと推察される。

( 9 )サクラマス（写真 3及び 4)

本種は、北海道及び本州の日本海側と神奈川県以北、 

九州の一部に分布し、降海型をサクラマス、河川残留 

型 （陸封型とも呼ばれる）をャマメと呼んでいる。

本種について、疋田 •谷 ロ （1959) は次のとおり記 

載している。「1904年に本鱒として移植したものは恐

らくこの魚種であろう。これ以前に奥入瀬川に遡上し 

たこの種を铫子大滝より魚道を作って湖中に遡上させ 

て繁殖したのであるが、その後この魚種がヒメマスの 

稚魚を捕食するため、 ヒメマス繁殖上有害であるとい 

うので、魚道を破壊してしまったので、それから奥入 

瀬川のマスは湖に遡上しなくなったと思われる。現在 

湖中で大型の成魚が時々捕獲され、宇樽部川にも遡上 

することが知られている。これは当時湖に入ったもの 

が残存繁殖しているものである」（一部簡略化した

頼 (1981)は、1904年に放流記録があること、1977 

年にヤマメが初めて放流され、その後も毎年2 〜 3万 

尾が放流されていることを報告している。

本種の漁獲量の記録は1974年からあり、同年から79 

年までは1.5トン前後で、その後、91年の1.3トンを除 

き、80年以降は0.5トン程度となっている。 1980年代 

には8 kg程度の大型個体の採捕もあり、最近において 

も60cm、 3 kgを超えるものも珍しくない。最近は、本 

種を対象とした遊漁者も少なくない。

一方、湖内でサクラマス親魚を採捕し、これからの 

採卵、ふ化 •放流が行われており、最近は毎年1万尾 

の稚魚が放流されている。サクラマス親魚は、秋季に 

採卵用ヒメマス親魚と同時に採捕されており、その採 

捕尾数は最近は2000尾前後となっている。

写真 3 サクラマス未成魚（2004年 7 月 2 日 体 長 53.6mm)

写真 4 サクラマス（2003年 8 月28日 体 長 484mm)

(10) ビワマス

ビヮマスは琵琶湖特産で、中禅寺湖、木崎湖などに 

も移植されている（細谷 1993)。秋田県水産試験場 

(1906)は、本魚種の放流記録として、1900年に日光 

より卵にて購入したものを5000尾放流したと記載して 

いるが、その後の放流記録はない。また、本種の採捕



記録はなく、定着しなかったと推察される。

(11)ヒメマス（写真 5及び 6)

ヒメマスは、ベニザケの陸 封 型 （湖沼残留型とも呼 

称する）で両者は同一種である。降海型であるべニザ 

ケは北米力リフォルニア以北、アジア側ではエ卜ロフ 

島以北に分布し、陸封型であるヒメマスの分布は基本 

的にはベニザケのそれと同一であるが、その周辺部に 

も生息している湖沼がある。 ヒメマスの自然分布は、 

国内では阿寒湖及びチミヶップ湖（網走川水系）だけ 

であるが、現在は、移殖により支笏湖、中禅寺湖、西 

湖などにも生息している。

十和田湖については、疋田•谷ロ (1959)は、「1902 

年に北海道支笏湖より魚卵を湖畔子ノ ロの簡易な人工 

ふ化場に移殖収容し、翌1903年 4 月に放流したのが最 

初である」としている。

一方、秋田県水産試験場（1930)は、「紅鱒」卵を 

1929年 1月23日に択捉島ウロモべッふ 化 場 （一'般には 

ウルモべッと呼称されるが、ここでは記載どおりとす 

る）より620,000粒購入し、そのうち、十和田湖ふ化 

場に327,500粒を搬入し、302,614尾のふ化稚魚を得た 

と報告している。また同報告書において、86,832尾を 

飼育池、熊沢川及び夜明川に放流したとしている。前 

述のとおり、 ヒメマスは本種と同一であるが、個体群 

ごとの遺伝的特性を考慮する必要があることから、こ 

の放流記録を再掲する。

写真 5 ヒメマス未成魚（2000年 7 月13日 体 長 78.8mm)
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写真 6 ヒメマス親魚（2000年 7 月13日 体 長 78.8mm)

(12) サケ

北太平洋、日本海及び北極海の一部に分布する。国 

内では、日本海側は九州北部以北、太平洋側は利根川

以北に分布する。十和田湖への本種の放流記録は1905 

年にあるが、増殖に失敗したとされている（疋田•谷 

ロ1959)。本種については、天然水域で淡水に陸封 

(残留）された個体群は知られていない。試験的には 

4年間の淡水飼育が可能であるが、生残率が極端に低 

くなる。

(13)シロマス属

Coregonus属は、 ヨーロッパからロシア、北米大 

陸に分布しており、 シロマス、コクチマスなどの和名 

が付けられている。十和田湖に放流されたCoregonus 

属は種は不明であるが、疋 田 •谷 ロ （1959)は C. 

chadary、C . ussunensis、C . albus、し.clpeaformis、 

のいずれかであるとしており、1929年及び1930年に放 

流記録があるとしている。

丸 山 ほ か （1 9 8 7 )は、 ホワイトフィッシュ C. 

clpeaform isが1929年に北米ミシガン湖産発眼卵が秋 

田県に50万粒配分されたことを記載している。秋田県 

(1930)においても、「農林省より米国産原卵50万粒の 

無償交付を受けたるを以て• • • 中略• • •孵化し魚 

児32,4336尾を田沢湖、十和田湖、及びその他県内適 

当湖沼に放流したり」と記載しており、同年に十和田 

湖に導入された魚種はC. dpea/o/Tnisである可能性 

が強い。

一方、秋田県水産試験場（1931)は、「農林省の斡 

旋により欧露湖水産白鱒（C. m a ra e n a )原卵」を購 

入したとし、同書において、1930年 2 月22日に才ホル 

フスキ一第一国立孵化場から白鱒卵25万粒を購入し、 

その内、十和田湖に8 万粒を搬入し63,680尾を放流し 

たと記載している。

丸山ほか (1987)によれば、1930年 2 月17日に農林 

省の斡旋で敦賀港にソ連邦テエドスコエ湖産及びゥ才 

ルフォブ河産のC. lauaretus baeri及び C. lauaretus 

m a ra e n a ^の発眼卵が導人されている。 これらの記 

載から、この時に十和田湖に導入された魚種はC. la 

varetus m araen aであったと推察される。

これらのことから、 Cor ^om/s属魚類については 

2種が放流されたと考えられるが、放流後の採捕記録 

はなく、両種とも再生産せずに終わったと推察される。

(14) ゥグイ

琉球列島を除き、ほぼ全国に広く分布する。十和田 

湖には「移植された記録があるが、現在発見されてい 

ない」 （疋 田 •谷ロ1 9 5 9 )とされている。一方、頼 

(1981)は1975年に体長30cmの個体を確認しており、 

さし網でたまに漁獲されるとしている。 しかし、最近 

の採捕記録はなく、定着していないと推察される。

(15) アブラハヤ

国内では本州のみに分布する。湖内では、2000年10 

月にふくベ網で1個体が採捕されている。この他に採
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捕記録はなく、定着していないと推察される。

(16)コ イ （写真 7 )

ヨーロッパからアジアにかけて広く分布し、国内で 

も多くの水域に生息している。十和田湖において最初 

に放流された魚種はコイであり、1884年に600尾が放 

流されている（秋田県水産試験場1930)。その後も、 

断続的に放流が続けられており、近年においても漁業 

権の内容魚種であることから継続して放流が行われて 

いる。十和田湖のコイは泥臭くないと言われており、 

食用として人気があり、夏季には湖岸でコイ釣りの遊 

漁者を見ることができる。

写真 7 コ イ （2004年 9 月10日 体 長 394mm)

(17)ギンブナ（写真 8)

国内のほぼすベての水域に生息しており、形態や色 

彩は変異に富む。十和田湖には1892年に1，000尾が放 

流されたのが最初で、以降、断続的に放流されている 

(秋田県水産試験場1930)。疋 田 •谷 ロ （1959)は、 

「最近フナはかなり漁獲されている」 としており、現 

在でも、休屋周辺では普通に認めらており、ふくべ網 

でも漁獲されている。

写真 8 ギンブナ（2003年 8 月18日 体 長 48.0mm)

(18)ゲンゴロゥブナ（写真 9)

琵琶湖特産であるが、大阪周辺で生産されたものは 

ヘラブナと称され、全国に放流されている。十和田湖 

では、2003年 8 月にふくベ網で採捕された1個体が確 

認されている。本魚種の由来については不明であるが、 

十和田湖では毎年、フナ類を購入し放流していること 

から、これに混入していた可能性が強い。 しかし、偶 

発的に確認されたものと推察され、定着していないと 

推察される。

写真 9 ゲンゴロウブナ（2003年 8 月18日 体 長 183mm)

(19)夕イリクバラタナゴ

揚子江などアジア大陸東部が原産で、国内には1940 

年台初頭にハクレン、ソウギョなどの種苗に混入して 

入ったと考えられている。現在は、北海道から九州ま 

で広く定着している。湖内では1996年 6 月にふくべ網 

で複数個体が採捕されている。本種はイシガイ等の淡 

水性二枚貝に産卵をするが、湖内にはこれらの貝類は 

生息していないことから、偶発的に採捕されたもので 

あり、湖内では繁殖•定着していないと推察される。

(20) ドジョウ

国内に広く分布しているが、特に、水田やその周辺 

の水路に多い。湖内では、頼 （1981)が1971年に確認 

しており、その起源について「十和田湖水族館の展示 

用として搬入されたものが逃逸したものか、遊漁者の 

持ち込みによるもの」と推定している。最近において 

も、ワカサギを対象としたふくべ網により、わずかな 

がら採捕されている。

(21) ナマズ

国内に広く分布しているが、東北地方や北海道に生 

息するようになったのは明治時代以降と考えられてい 

る。湖内の生息状況について、疋田 •谷 ロ （1959)は、 

「放流記録はあるが現在発見されていないので失敗し 

たのだろう」としている。採捕記録は無く、生息して 

いないと推察される。

© イトヨ（写真10)

北海道、本州の日本海側及び太平洋側では利根〗11ま 

で分布する。湖内においては、頼 （1981)が1979年に 

確認している。現在、湖内における本種の生息数は比 

較的多く、ふくべ網によりワカサギとともに混獲され 

ている。

最近、本種の形態や遺伝的特性などから、日本列島 

周辺に生息するイトヨは日本海型と太平洋型に種の段 

階で分けられ、前者はすべて遡河回遊性個体群であり、 

後者はこれと淡水性個体群の2生活型が存在すること 

が明らかとなった（Higuchi and Goto 1996) 0 その 

後、高 村 （2001) は十和田湖産のものの遺伝的解析を 

行い、十和田市相坂青森県内水面水産試験場に生息し 

ている個体群と遺伝的組成がきわめて近いことを報告 

しているとともに、イトヨ太平洋型に属するものと判
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断している。森 （1999)は、十和田湖産ィトヨについ 

て、本邦では最も局い標局(400m) に生息している 

こと、体形の大型化が著しいこと、条虫の寄生状況な 

どを報告し、営巣を鉛山浅瀬、和井内の桟橋付近、宇 

樽部)I丨下流などで確認している。

写真1 0 イ ト ヨ （2001年 7 月 9 日 体 長 85_9mm)

(23)イバラ卜ミヨ（写真11)

日本海側では新潟県以北、太平洋側では青森県以北 

に分布する。湖内においては、頼 （1981)が1978年に 

確認している。なお、 頼 （1981)は、 卜ミヨも生息 

リス卜に示しており、1975年に確認したとしている。

イバラトミヨと卜ミヨの相違は、鱗板の配列が前者は 

連続しており、後者は不連続であることであるが（細 

谷1993)、最近の遺伝学的研究によれば、両種はトミ 

ヨ属淡水型1種にまとめられるものである（高田1987)。 

最近においても本種は普通に認められており、その鱗 

板はすべて不連続タイプである。

疋田 •谷 ロ （1959)は、「卜ゲゥ才の一種Gasteros- 

teidaej (卜ゲゥ才科魚類をさす）として報告し、「現 

在は生息していないと思う」としている。また、青森 

県相坂及び秋田県柴平からコイの稚魚を移植する際に 

混入したと推察していることから、本記載は現在もこ 

の両地域に生息している卜ミヨ属魚類をさしていると 

推察される。なお、秋田県柴平に生息しているものは 

鱗板連続タイプが主体で、わずかに鱗板が欠けた夕イ 

プが混じる程度であるが、青森県相坂に生息している 

ものはすべて鱗板不連続タイプである（杉山未発表)。 

このことから、現在、十和田湖に生息しているものの 

起源は、青森県相坂産である可能性が強い。森 （1999) 

は、本種の営巣を宇樽部川下流域及び宇樽部地区南部 

の湖岸のヨシ帯で確認している。

写真1 1 イバラトミヨ（2001年 7月 9 日 体 長 64.3mm)

m 才才クチバス

北米原産で、日本には1925年に神奈川県芦ノ湖に移 

殖されたのが最初であるが、最近は全国で生息が認め 

られるようになった。湖内では1997年11月11日に、目 

合い 3寸のさし網により採捕されている。この個体は 

全長32.2cm、体重552 g の才スで、胃内容物としてス 

ジエビ1個体が認められた（長崎 •沢目1999) 。その 

後、本魚種が採捕された記録はなく、生息していない 

と推察される。

(25) ヨシノボリ属

ヨシノボリ属はほぼ我が国全土に分布している。疋 

田 •谷 ロ （1959)は、「終戦前、大湊海軍要港部で、 

琵琶湖のフナを放流した際、この魚種卵が水草に付着 

して運ばれて、それが繁殖したものである。現在も相 

当採取されている。」と記載している。 しかし、疋田 • 

谷 ロ （1959) の魚類相リストにおいてハゼ科魚類はヨ 

シノボリだけで、現在、普通に生息が認められている 

ヌマチチブ、ジュズ力ケハゼなどの他のハゼ科魚類は 

認めていない。このことから、他のハゼ科魚類の誤認 

である可能性も否定できない。また、本種は産卵に際 

して水草を基質として利用することはなく、礫の下面 

に卵を産み付けることから、この記載内容に関しても 

疑問がある。

なお、最近、 ヨシノボリ属はトウヨシノボリヽ才才 

ヨシノボリなど10種前後に分類されているが、かつて 

生息していたとされる本属魚類の種名は不明である。 

現在、本属魚類は認められていない。

(26)ヌマチチブ（写真12)

北海道から九州まで広く分布している。現在、湖内 

において本種は普通に認められており、個体数も少な 

くない。頼 （1981)は1978年にチチブを確認したとし 

ているが、これはヌマチチブに該当するものと推察さ 

れる。

写真1 2 ヌマチチブ（2004年 7 月29日 体 長 51.2mm)

(27)ゥキゴリ（写真13)

北海道から九州まで広く分布している。頼 （1981) 

は、1978年に本種を確認している。最近は、湖序にお 

いて大型のものを含め、各サイズのものがごく普通に 

認められる。



写真1 3 ウキゴリ（2003年 6 月10日 体 長 82.9mm)

(28)ジュズ力ケハゼ（写真14)

国内では北海道から九州まで分布している。 頼 

(1981)は、「おそらくコイ、フナの放流種苗に混入し 

てきたものと思われるが、 2 〜 3年の間に異常なほど 

繁殖し」と報告している。最近は湖岸において認めら 

れるが、その生息量はふくべ網で少量が混獲される程 

度で、特に多いという状況ではない。

写真1 4 ジュズ力ケハゼ（2001年 7 月 9 日 体 長 65.2mm)

(29) カジ力

本州、四国及び九州の一部に分布する。河川の礫底 

などに生息し、一生を淡水で過ごす。湖内における本 

種の生息状況について疋田•谷 ロ （1959)は、「現在 

も普通に発見される」としている。また、十和田湖ふ 

イ匕場にも本種の標本があった（この標本は、最近になっ 

て廃棄されたという）。 しかし、最近は本種の確認事 

例は無く、常在種ではないと考えられる。

当時、実際に本種が多く生息していたとすると、何 

らかの理由によりその後絶滅したことになり、興味深 

いことと考えられる。ただし、地元ではハゼ科魚類を 

カジ力と呼称しており、これが混同されていた可能性 

も否定できない。

(30) その他

頼 （1981)によれば、1968年に当時の組合長の要望 

によって、青森県相坂養魚場で奥入瀬川産サヶ（竿） 

に十和田湖産ヒメマス.（，）を交配して得られた稚魚 

約600尾放流し、1971年に初めて漁獲されたと報告し 

ている。金魚が1978年に休屋の沖で夏季に行われた地 

びき網により2尾が採捕されている。魚類以外では、 

疋田 •谷 ロ （1959)が、スジヱビが八郎潟から移植さ 

れたと記載している。

3 外来魚問題

外 来 種 （alien species)とは、過去あるいは現在の自然 

分布域外に導入（人為によって直接的•間接的に自然分 

布域外に移動させること）された種、亜種、あるいはそ 

れ以下の分類群を指し、生存し繁殖することができるあ 

らゆる器官、配偶子、種子、卵、無性的繁殖子を含むも 

のをいい、外来種はその起源によって国外外来種と国内 

外来種に分けられる（村上 •鷲谷2002)。

近年、外来種問題が大きく取り上げられるようになっ 

てきたのは、「国外または国内の他地域から、野生生物 

の本来の移動能力を越えて、人為によって意図的•非意 

図的に導入された種である移入種（外来種）が、地域固 

有の生物相や生態系に対する大きな脅威」 （環境省、 

2002)となってきているからである。

これら移入種（外来種）は、魚類においては「外来魚」 

と呼ばれ、特に、才才クチバス、ブルーギル、コクチバ 

スなどの外国産外来魚は、在来魚に対する影響や漁業被 

害と関連して取り上げられる機会が多い。

このような観点から、現在、十和田湖に生息している 

魚類について考察する。

結論から言えば、十和田湖に生息している魚種はすべ 

て外来魚ということになる。すなわち、魚類が生息して 

I、なかった十和田湖に現在生息が認められている魚種は、 

すべて意図的あるいは非意図的に人間が移動させたもの 

であると推察される。

しかし、これら外来魚の導入の目的、経緯や時期につ 

いて不明なものが多いことも特徴の一つとしてあげられ 

る。また、導 入 （放流）後、湖内で天然繁殖しなかった 

と考えられる魚種も少なくない。さらに、最近になって 

才才クチバスやブラウン卜ラウ卜など、他水域で在来魚 

に大きな影響を与えているとして駆除などが行われてい 

る魚種が湖内で確認され、地元では危機感を募らせてい 

るのも事実である。

一方、ここで留意しなくてはいけないことは、外来魚 

だからすベて問題であるということではなく、 ヒメマス 

のように地元の漁業や観光などの地場産業と密接な関わ 

りを持ち、地元にとってきわめて重要な魚種も存在して 

いるということである。

現在、十和田湖に生息しているヒメマスは、ほぼその 

すべてが十和田湖増殖漁協による増殖（人工種苗生産、 

放流）に由来している。すなわち、十和田湖においてヒ 

メマスは管理されており、 ヒメマスが他の湖沼に密かに 

持ち出され、そこで繁殖して被害をもたらした事例はな 

いO このことには、 ヒメマスという魚種の持つ生理的特 

徴や繁殖特性も大きく関与している。

このことから、魚類が生息していなかった十和田湖に 

おいて意図的にヒメマスを導入し、漁業権を有している 

とともにヒメマスを管理している同漁協にとって、 ヒメ
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マスの生息に影響を与える（与える可能性のある）魚種

は排除の対象となるのは当然のことである。

実際、ワカサギは同漁協の漁業権の内容魚種とはなっ

ていないが、 ヒメマス資源に大きな影響を与えることか

ら積極的に駆除を行っている。同様に、才才クチバス、

コクチバス、ブルーギルなどヒメマス資源に影響を与え

る可能性のある魚種については、今後とも湖内に放流さ

れないよう注意する必要がある。
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十和田湖資源対策調査

水 谷 寿 • 鷲 尾 達

I 標識放流試験  

1 目的

放流魚の一部に標識を施し漁獲魚の年齢を正確に把 

握することにより、資源評価、成長などの検討資料と 

することを目的とした。

2 内容

放流用に生産したヒメマス稚魚に脂鰭及び左腹鰭を 

切除する標識を施した。標識作業は2003年 5 月19〜25 

日に行い、 6 月11日及び同20日には55,000尾の標識魚 

を含むヒメマス212,000尾が放流された。 2003年放流 

群の標識率は25.9%であった。

n 餌 料 生 物 調 査 （プランク卜ン調査）

1 目的

ヒメマス及び1984年以降急増したワカサギの主要餌 

料はブランクトンであることから、その出現種と出現 

量の消長を調査し、湖内の生産力の把握及び資源評価 

の基礎資料とするとともに、環境変化の検討資料とす 

ることを目的とした。

2 方法

図 1 に示す10定点でプランクトンの1 6m鉛直びき採 

集を、また、 7 0 m鉛直びき採集をSt. 5 、St.6、St. 

10の 3定点で行った。調査は、2003年 6月17日を春季、 

8月27日を夏季、10月20日を秋季として計3回実施し、 

あわせて表面水温と透明度（セッキ一板使用）の観測 

も実施した。プランク卜ンの採集には、北原式定量ネツ 

卜 （N X X  — 1 3 )を用い、得られた試料は、約 5 % の 

ホルマリンで固定した0 固定した試料は、沈澱管に入 

れて24時間沈澱量を測定後、適度に希釈し生物顕微鏡 

を用いてプランクトンの分類と計数を行った。動物プ 

ランク卜ンについては、出現種ごとに個体数を計数し、 

植物プランク卜ンについては優占種の出現状況を観察 

した。また、秋田県環境センターが4 月21日、 5 月19 

日、 7月 1 日、 9 月 1 日の水質調査時に採集したブラ 

ンクトンについても分析を実施した。なお、プランク 

卜ンの分類は、主 に 「日本淡水プランク卜ン図鑑」 

(保育社、1964)、「日本淡水動物プランク卜ン検索図 

説」（東海大学出版会、1991)及 び 「日本淡水藻類図 

鑑」（内田老鶴圃新社、1977)に従った。

なお、単位濾水量当たりのプランク卜ン出現量は、 

北原式ネッ卜の開口面積を500cm2、濾過係数を1.0とし 

て算出した。

N

図 1 調査定点図

3 結果及び考察

プランク卜ンの調査結果を表1に示した。以下に主 

要な種の出現状況について記述する。

(1) コシブ卜カメノコウワムシ

Keratella quadrata (図 2 )

1980年以前には少ない個体数で推移していた。年 

により大幅な増減は認められるものの、主として春 

季または夏季に年間の極大値を示すが2001年を除く 

'99年以降は秋季が最も多かった。また、’90年代前 

半に比べて近年は減少する傾向にある。今期は、’81 

年以降で最も低い出現水準を示し、’86年以来17年 

ぶりに年間を通じて1 リッ卜ル当たりの出現個体数 

が 1 を超えなかった。

year

図 2 コシブ卜カメノコウワムシ出現量の推移

(2) その他のワムシ綱プランクトン

ミッゥデヮムシFilinia  te rm in alisは'92年以前 

は主に夏季から秋季にかけて、’93年以降は春季か 

ら夏季にかけて比較的多く出現する傾向が認められ 

ていた。’99年の夏季と'00年の春季においては、湖 

内全域で著しく多い個体数を確認し、特に深い層で
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年

図 5 ヤマヒゲナガケンミジンコ出現個体数の推移

年

図 3 ハリナガミジンコ出現個体数の推移

年

図 4 ゾゥミジンコ出現個体数の推移

( 5 )ヤマヒゲナガケンミジンコ

Acanthodiaptomus pacificus (図 5 ノ 

ノ、リナガミジンコと同様、 ヒメマスの餌料として 

重要なプランクトンとされる。’80年以降漸減傾向 

を示し、’86年以降は'89年と'94年を除いてほとんど 

出現が認められない状態で推移した。’97年秋季か 

ら38年夏季までは一時的に高い水準を示したもの 

の、秋季には再び平年値を下回る水準にまで減少し 

た。そして、’99年春季に少数ながらほぼ全点で確 

認された後、今期までほとんど出現しない状況が続 

いている。

また、従来、本調査で確認されるカイァシ類のほ 

とんどは本種であったが、’96年秋季と'97年春季に 

は才ナガケンミジンコCyclops vicinus (図 6 ) が 

比較的多く確認され、定点によってはャマヒゲナガ 

ケンミジンコよりも多数出現した。その後はヤマヒ 

ゲナガケンミジンコの増加と共に少なくなり、'98 

年以降はごく稀に認められる程度となっていたが、 

’01年秋季以降本種としては高い出現水準が続いて 

いる。

〜'01年は秋季に最も多く出現するというパターン 

に変わった。’02年以降は再び夏季に極大値を示す 

パ タ ー ン となったが、’02年は平年値を大きく超え 

る出現量であったのに対して、今期は平年値の約半 

分ほどの低い出現水準であつた。

( 4 )ゾウミジンコ

Bosmina longirostris (図 4 )

ヒメマスの餌料としてはほとんど利用されること 

のない小型の枝角類で、’86年以降に急増した種で 

あるが、別年をピークに増減を繰り返しながらも 

年間の合計としてはほぼ横ばいの傾向を示している。 

ほとんどの年では夏季に卓越してみられるが、’98

この傾向が顕著であった。’01年の春季、’02年の夏 

季にもほぼ全定点で比較的多くの出現が確認された 

が、今期はまったく出現を確認できなかった。

また、前述したコシブ卜カメノコウワムシと同属 

のカメノコウワムシK.cochl-earisは、 これまでコ 

シブトカメノコウワムシに混じってごく少数確認さ 

れることがほとんどであったが、今期は夏季及び秋 

季にコシブ卜カメ ノコウワムシよりも多く確認され 

た。

これらの他には、ハネウデワムシPol-yarthra 

vulgaris、 ミジンコワムシHex-arthra m ir a など 

数種のワムシ類を確認したが、いずれもごく少数で 

あった。

⑶ ノ 、リナガミジンコ

Daphma longispina (1K1 3 )

本種は比較的大型のプランクトンで、特に夏季か 

ら秋季にかけてヒメマスの主要な餌料であり、後述 

するヤマヒゲナガケンミジンコの出現水準が低い近 

年では、 ヒメマスの資源状況を左右する重要な種と 

なっている。その出現個体数は'81年をピークに激減 

し、’89年に一旦回復してからは低水準で増減を繰 

り返す不安定な出現状況を示し、’92年以降は、春 

季及び夏季にはほとんど確認されず、出現するのは 

秋季だけという状態が続いていた。 ’96年と別年の 

秋季には、湖内全域で比較的高I、水準で出現が確認 

されたが、それ以降減少し、’99年以降は全季を通 

じてほとんど確認できない状態が続しヽていた。’02 

年秋季には、同期としては'81年以降最大の出現値 

を示し、今期も秋季に近年の平均値を超える出現個 

体数を示した。
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図 8 沈殿量の推移

参考として、春季及び夏季のプランク卜ン採集日 

の St. 5 及 び S U 0 における水深別水温測定結果を 

図 9、10に示す（秋季は観測機器の故障により欠測)。 

水温は、春季には1 0 m以浅では'93年以降の平均値 

に比較して1〜 2°C程度高め、10m以深5 0 mまでは 

0.6〜1.0°C程度低めであった。夏季にはごく表層を 

除く 2 0 m以浅ではほぼ平年並みであったが、その下 

層水深5 0 mまでは0.5〜0.9°C程度低めであった。

季別の、各定点の透明度の平均値は、春季が12.0 

m と高く、夏季には9.1mと低下したが、秋季には 

10.4mと再び1 0 m台に回復し、調査期間を通じては 

近年としては高めで推移した。

水温（°c)
0 5 10 15 20

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03
年

図 6 オナガケンミジンコ出現個体数の推移

( 6 )カイァシ類の幼生（図 7 )

'83年をピ一クとして'86年まで急激に減少し、そ 

以降は極めて低水準で推移していた。’96年秋季に 

は、同季としては’81年以降最も高い出現量を示し、 

'98年夏季には近年では'83年に次いで高い出現量を 

示した。その後ほぼ湖内全域で確認されるものの個 

体数は減少に転じたが、说年と'03年の秋季にはい 

ずれも平年値を上回る個体数を示した。

図 9 6 月の各層水温

(10)月別主要ブランク卜ン出現状況（図11)

秋田県環境センターが採集した4 、 5、 7、 9月 

のプランク卜ンの分析結果と前述の調査結果を合わ 

せて、月別に主要プランク卜ンの出現状況を見ると、 

ゾゥミジンコは6 月から8 月まで徐々に増加し、 8 

〜 9月にかけて若干減少し、その後急激に少なくなっ

81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 01 03

年

図 7 カイアシ類幼生出現個体数の推移

(7) 24時間沈澱量（図 8)

植物ブランクトンのトリボネマ属

Tribonema s p .が優占していた'92年〜’95年には、 

沈澱量の極大値は春季に示され、沈澱量の絶対量も 

多い傾向にあった。1998年には再び春季に沈澱量が 

極大値を示し、その量は'81年以降で最も多いもの 

であった。 この原因はウログレナ属Urogl-ena sp. 

と思われる植物ブランク卜ンが多かったことによる 

ものと考えられた。夏季または秋季に極大値を示す 

のはハリナガミジンコに代表される大型動物ブラン 

ク卜ンの出現量が多い場合であり、’02年及び今期 

もこの要因により秋季の沈澱量が多かった。

(8) その他

植物ブランク卜ンについては、'96年以降同様の 

傾向で、春季にハリケイソウ属Synedra spp.、ホ 

シガ夕ケイソウ属Ast-erionella sp.、才ビケイソ 

ウ属Fragil-laria  s p p .などが多く出現した。
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図10 8 月の各層水温

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
(月）

図1 1 月別主要プランクトンの平均出現個体数

た様子がうかがえた。また、ノヽリナガミジンコは8 

〜 9 月に若干増加し、その後急増した様子で、ゾゥ 

ミジンコとまったく逆の傾向となっていた。

m 消化管内容物調査 

1 目的

餌料の種類や量は、生物の成長及び生残に直接関与 

する重要な資源変動要因である。そこで、 ヒメマス、 

ワカサギ、その他魚類の消化管内容物を調査し、摂食耳 

生態や餌料環境について把握することを目的とした。

2 方法

主として、青森県水産総合研究センター内水面研究 

所が資源調査のためさし網などで採捕したヒメマス、 

ワカサギなどの魚類の中から、本調査用としてホルマ 

リン固定した消化管（主に胃部）を試料とし、胃内容 

物の重量と出現種について調べた。試料は、2003年 1 

月から'03年12月までの期間に採集されたものである。 

また、十和田湖増殖漁業協同組合理事の相川氏らが'02 

年 11月から’03年 7 月にさし網やふくべ網などで漁獲

水温（°C)

5 10 15 20 25
1 '-----
► OOOO <b Od> oo

5
◊ St.5

?? ♦ St_5AVG
1 ° St.10
j • St.lOAVG

したヒメマス、ワカサギなど（以下、漁獲魚とする） 

の一部についても調査した。

胃内容重量は、未処理の胃重量と内容物を取り出し 

た後の空胃重量との差から求め、摂 餌 率 （胃内容重量 

/ 体重X 1 0 0 )を算出した。胃内容物組成については、 

それぞれの個体の胃内容物重量に各餌料生物ごとの容 

積比を乗じて、各調査区（魚種、採捕日、体重などで 

区分）ごとに合計したものを百分率で表した。

i 結果

(1) ヒメマス

表 2 に各体重区分ごとの胃内容物集計結果を、胃 

内容物組成を図12-1 〜12-5 にそれぞれ示した。以 

下に各体重区ごとの結果を記す。

< 体重3 0 g未満>

7 月に流入河川において投網で採捕した2尾を含 

み 3調査回分、合計13尾の試料を得て、そのすベて 

が摂餌個体であった。 7月の 2尾はいずれも陸生昆 

虫を主体として、水生昆虫ゃユスリ力類のさなぎ及 

び幼虫を捕食していた。 9 月は 1尾のみで陸生昆虫 

のみを捕食していた。10月の10尾については、陸生 

昆虫のみが2 尾、ハリナガミジンコのみが3尾、そ 

の他の5尾はこれらの両方を捕食していたが、それ 

ぞれの比率は個体により様々であった。

100%

80%
60%
40%
20%

0%
03.7.17 03.9.25 03.10.21

図12— 1 ヒメマスの胃内容物組成（3 0 g 未満）

< 体重3 0 g以上6 0 g未満>

5 月から10月まで各月の、 7調査回分の試料を得 

たが、計22尾と各回の調査個体数は少なかった。ま 

た、 5 月26日及び7 月31日の各1尾はふくべ網で採 

捕されたものである。 9月までに採捕された個体は、 

いずれも摂餌率が0.002〜0.739と低く、陸生昆虫、 

ユスリカ類のさなぎ、ワカサギ仔魚など、個体によっ 

て様々なものを摂餌しており、この体重区分では比 

較的サンプル数が多かった8 月の 6尾についても、 

胃内容物は多様であった。一方、10月も 1尾が陸生 

昆虫のみを、 1尾がハリナガミジンコを主体に陸生 

昆虫も捕食するというように、多様であるという傾 

向は変わりなかったが、特にハリナガミジンコを主
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図1 2 - 2 ヒメマスの胃内容物組成（3 0 g 以上6 0 g 未満）

< 体重6 0 g以上150g未満>

メインとなるヒメマスの漁獲対象資源（体重約100 

g 以上）はこの体重区分に属し、漁業者による漁獲 

魚やふくべ網により採捕された個体を含み’02年12 

月から'03年12月までの13調査回分、計102尾の多様 

な試料を得た。

’02年12月から'03年 3 月までの前年度冬季と、同 

9 月から12月までの今年度秋•冬季の試料はほぼす 

ベての摂餌個体でハリナガミジンコが卓越するとい 

う同様の傾向が認められたが、前年度冬季の方が明 

らかに摂餌率が低かった。その間の春•夏季の胃内 

容物は、陸生昆虫、ワカサギ未成魚、ュスリカ類、 

少量のヤマヒゲナガケンミジンコなど、個体あるい 

は時期により様々で、概して量は少なく、空胃率も 

高めであった。 7月にふくべ網で漁獲した18尾につ 

いては、空胃が 1尾のみで、ほとんどがユスリカ類 

の成虫を含む陸生昆虫を捕食していたがその量は少 

なく、ワカサギの卵や鱗などが混じっていた。

図1 2 - 3 ヒメマスの胃内容物組成（6 0 g 以上1 5 0 g未満)

く150 g 以上300 g 未満>

8、 9及び12月の、計17尾の試料を得た。 8 月は 

3尾が卜ゲオヨコエビを大量に摂餌しており、他の 

2尾はユスリ力類のさなぎのみを摂餌していたが空 

胃に近い状態であった。 9月は、ハリナガミジンコ 

のみ、陸生昆虫のみ、これらの両方を摂餌していた 

個体が各1尾いたが、陸生昆虫は少量であった。12
図1 3 ワカサギの胃内容物組成

03.8.28 03.9.25 03.12.25

4 ヒメマスの胃内容物組成（15 0 g 以上300g 未満)

体に摂餌していた個体で、摂餌率が咼かった。

03.8.28 03.9.25

図12 —  5 ヒメマスの胃内容物組成（3 0 0 g以上）

月は 7尾すべてがハリナガミジンコを摂餌していた。 

く 300g以上>

得られた試料は8 月及び9月の合計9尾で、 8 月 

は42.9%、 9 月は1 0 0 %と空胃率が高かった。摂館 

していた8 月の 4尾の胃内容物はほとんどが卜ゲ才 

ヨコエビで、その量も多かった。

⑵ワカ サギ

表 3 に胃内容物集計結果を、図13に胃内容物組成 

をそれぞれ示す。’02年11月から'03年10月までの期 

間で12調査回分、延べ115尾分の試料を得た。 この 

うち、 1月に試験刺し網で採捕した5尾、 7月に流 

入河J丨丨において投網で採捕した1尾は空胃であった。 

'02年11、 12月及び'03年 9 、10月には、ほとんどす 

ベての個体でハリナガミジンコが卓越しており摂食耳 

率も他の月に比較して高めの傾向が見られた。ただ 

し、10月については、21尾中空胃率が14.3%と、摂 

餌個体が多かったにもかかわらず、胃内容物重量は 

少ない個体がほとんどであった。
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ロその他 

B 陸生昆虫 

□ユスリカ幼虫 

■ハリナがミデンコ

03.1.24 03.2.26 03.4.25 03.8.28 03.9.25 

図 1 5 イトヨの胃内容物組成

( 4 )イトヨ

表 5 に胃内容物集計結果を、図15に胃内容物組成 

をそれぞれ示す。調査した個体は少ないが、時期や 

個体により摂餌傾向が様々なのが特徴で、 1 月はハ 

リナガミジンコ、 4 月はユスリカ類の幼虫、 8 月は 

貝形類などの消化物、 9 月はユスリカ類の幼虫、陸 

生昆虫などを捕食していた。なお、 1月の 7尾につ 

いては胃部が損壊していたため定量的な分析はでき 

なかったが、これらもハリナガミジンコが優占して 

おり、この時期にはハリナガミジンコが多くの個体 

の主餌料となっていることが示唆された。ただし、 

餌料生物に乏しい冬季の状況であり、選択的に捕食 

したものかどうかは不明である。

( 3 )サクラマス

表 4 に胃内容物集計結果を、図14に胃内容物組成 

をそれぞれ示す。 3 月の 1尾は小型魚で、ワカサギ 

と卜ゲ才ヨコエビをほぼ同量ずつ捕食していた。 4 

月の 1尾は 3 月のものよりも小型であったが、ユス 

リカのさなぎをほぼ専食しており、捕食率もかなり 

高かった。 8、 9、10月のサンプルは大型魚が主体 

で、いずれも魚類が卓越していたが、 9、10月はワ 

力サギのみを捕食していたのに対し、 8 月は 2尾が 

ヒメマスを捕食していた。そのうちの1尾は、体長 

約160腿ほどのヒメマスを3 尾捕食しており、その 

合計重量は100 g を超えていた。

総じて、小型魚は陸生昆虫ゃユスリカなどの水生 

昆虫を、大型魚は魚類を捕食する傾向は例年と同様 

であった。

ヨコエビ類 

ワカサギ 

ヒメマス 

ユスリカさなぎ 

水生昆虫 

陸生昆虫

I V 魚病対策

放流用のヒメマス未成魚、回帰親魚60尾及びサクラマ 

ス回帰親魚8尾について、改変サイ卜ファーガ培地によ 

る冷水病原因細菌の分離（腎臓組織を塗沫)、腎臓組織 

塗沫標本の間接蛍光抗体法による細菌性腎臓病（BKD) 

検査、 R T G - 2 細 胞 （腎臓組織接種） の細胞病変効果 

(CPE) 観察によるへルぺスウイルスなどの検査をそれ 

ぞれ実施した。放流用種苗、回帰親魚ともに、検査を実 

施したすべての魚病について陰性であった。

V 考 察

昨年度から今年度にかけての十和田湖におけるヒメマ 

スの餌料環境に関する大きな特徴は、プランク卜ン調査 

結果に示したとおり、秋季のハリナガミジンコの出現水 

準が高かったことである。これに伴い、 ヒメマス及びワ 

力サギの胃内容物もこれらの時期にはハリナガミジンコ 

が卓越し、従来からの知見どおり両魚種のハリナガミジ 

ンコに対する選択性の高さを裏付ける結果となったほか、 

透明度も高水準で推移した。また、ルーティ一ンによる 

プランクトン調査では6、 8、10月の伏況しか把握でき 

ていないが、胃内容物調査結果から2002年10月以降 )̂3 

年 3 月までの冬期間も、ハリナガミジンコが高水準で出 

現していたと推察された。さらに、秋田県環境センター 

が採集したプランクトンサンプルの解析結果から、ゾウ 

ミジンコは8 月をピークとして6 月から10月の 4 〜 5 か 

月をかけて個体数を増加、減少させたのに対し、ハリナ 

ガミジンコは9 月以降に一気に増加したことが確認でき 

たo

このほか、調査期間を通じてコシブ卜カメノコウワム 

シを始めとしたワムシ類、ゾウミジンコなどの小型動物 

プランクトンの出現水準が低かったこと、特にミツウデ 

ワムシが皆無の状態であったことなど、特異的とも思え 

る状況が散見される。ここで得られたデータからその原 

因について明らかにすることはできないが、今期は冷夏 

で気温が低めで日照時間も短かったことから、植物ブラ 

ンク卜ンや原生動物といった生産者のレベルにおいて何 

らかの変わった状況があり、動物プランクトン組成に影 

響を与えた可能性はある。 しかし、湖内のヒメマスゃワ 

力サギによる捕食圧の影響も大きな要因と考えられるた 

め、今期のハリナガミジンコなどの出現状況について多 

面的に検討したいと考える。
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表 1 一 2 プランクトン調査結果（平成15年 8 月27日採集分)
16m

St.1
13:07
20.0
9.3

0.50

St.8 _ St.9 _St.10
14:03 13:52 13:21
20.3 20.7 19.9
8.0 8.5 9.0

0.88 0.88 1.00

關
水温(0C)
透明度(m)

盖 霖 卜  >(個体数/丨)
イケツノ才ビムシ 
被甲を持たないワムシ類 
コシブ卜カメノコウワムシ 
カメノコウワムシ 
ミツウテ•ワムシ 
ハネウT ワ厶シ 
その他のワムシ類 
ハリナがミy ンコ 
同卵及び仔虫 
同休眠卵 
ゾウミシ♦ンコ 
同卵及び仔虫 
ヤマヒゲナカ•ケンミy ンコ 
才ナカ•ケンミデンコ 
カイアシ類幼生

植物プランクトン 
藍藻綱 
ユレモ属 
黄緑色藻綱 
卜リボネマ属 
渦鞭毛藻綱 
ギムノディニウム属 

珪藻綱 
メロシラ属 
ディア卜マ属 
才ビケイソウ属 
ホシガタケイソウ属 
ハリケイソウ属 
アクナンテス属 
ハネケイソウ属 
フナガタケイソウ属 
クサビゲイソウ属 
クチビルケイソウ属 
ロパロディア属 
イチモンジケイソウ属 
クサリケイソウ属 
ニッチア属 
コバンケイソウ属 
緑藻綱 
パンドリナ属 
ウロスリックス属 
ミカジキモ属

time
water temperature 
transparency

Zoo Plankton
Ceratium hirundinella 
soft bodied Rotifer 
Keratella quadrata 
Keratella cochlearis 
Filinia terminalis 
Polyarthra vulgaris 
other Rotifer 
Daphnia longispina 
eggs and larvae 
resting eggs 
Bosmina longirostris 
eggs and larvae 
Acanthodiaptomus pacmcus 
Cyclops vicmus 
cope larvae 

Phyto Plankton
CYANOPHYCEAE 
Oscillatoria sp. 
XANTHOPHYCEAE 
Tribonema sp. 
DINOPHYCEAE 
Gymnodinium sp. 
BACILLARIOPHYCEAE 
Merosira spp.
Diatoma sp.
Fragillaria spp.
Asterionella sp.
Synedra spp.
Achnanthes spp.
Pinnullaria spp.
Naviculla spp.
Gomphonema  spp.
Cymbella spp.
Rhopalodia sp.
Eunotia sp.
Bacilaria sp.
Nitzschia spp.
Surirella spp. 
CHLOROPHYCEAE 
Pandorina sp.
Ulothrix sp.
Closterium sp.

70m
—St.5 _ St.6 St.10 平均
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表 1 _ 3 プランクトン調査結果（平成15年10月20日採集分)

10.24
1.06
0.76

12:54 12:46 14:45 14:38 14:19
14.0 13.9 14.2 14.0 13.8
10.2 11.0 10.6 10.5 9.8
2.50 1.38 3.75 5.00 5.00

14:10 13:57 13:50 13:42 13:04
14.0 14.2 14.2 14.3 14.3 14.1
10.3 10.8 11.3 8.8 10.9 10.4
5.00 2.38 1.13 2.50 3.38 3.20

SIlJ
水温(で） 
透明度(m)
沈趣量(ml/m3)

time
water temperature 
transparency

t；l g (
動0 ランクトン(個体数/ 1) 

イケツノ才ビムシ 
被甲を持たないヮムシ類 
コシブ卜カメノコウワムシ 
カメノコウワムシ 
ミツウデワムシ 
ハネウデワムシ 
その他のワムシ類 
ハリナ力、y ンコ 
同卵及び仔虫 
同休眠卵 
ゾウミゾンコ
ヤマヒゲナがケンミy ンコ 
才ナがケンミゾンコ 
カイアシ勉生yjn ,

1 1 プランクトン 

藍藻綱
ユレモ属
黄緑色藻綱 
卜リボネマ属 
珪藻綱 
メロシラ属 
ディア卜マ属 
才ビゲイソウ属 
ホシガタケイソウ属 
ハリケイソウ属 
アクナンテス属 
ハネケイソウ属 
フナガタケイソウ属 
クサビケイソウ属 
クチビルケイソウ属 
ロパロディア属 
イチモンジケイソウ属 
クサリケイソウ属 
ニッチア属 
コバンケイソウ属 

緑藻綱 
パンドリナ属

Zoo Plankton
Ceratium hirundinella 
soft bodied Rotirer 
Keratella quadrata 
Keratella cochlearis 
Filinia terminalis 
Poiyarthra vulgaris 
other Rotifer 
Daphnia longispina 
eggs and larvae 
resting eggs 
Bosmina longirostris 
Acanthodiaptomus pacificus 
Cyclops vicinus 
coqe larvae

Phyto Plankton 
CYANOPHYCEAE 
Oscillatoria sp. 
XANTHOPHYCEAE 
Tribonema sp. 
BACILLARIOPHYCEAE 
Merosira spp.
Diatoma sp.
Fragillaria spp. 
Asterioneiia sp. 
Synedra spp. 
Achnanthes spp. 
Pinnullaria spp.
Naviculla spp. 
Gomphonema spp. 
Cymbella spp. 
Rhopa/odia sp.
Eunotia sp.
Bacilaria sp.
Nitzschia spp.
Surirella spp. 
CHLOROPHYCEAE 
Pandorina sp.
Ulothrix sp.ウロスリックス属 u/otnnx sp.

ミカツ十モ_  Closterium sp.
※ ■ ヲランクトンについては出現種の確認にとa

16m 
_  St_1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 ■ St.7 St.8 St.9 St.10 平均_

70m 
—St.5 St.6 _ St.10 平均

2.06
0.19
0.19

.31

.94

3.69
0.88
0.81

8.19
0.69
0.81

2.13 
0.56
1.13

0.00
0.81

0 

9 

4 

5 

1

9

8.
o
-
 

o
_

9 

8 

0 

1
8

 

5 

9

.
o.
o
_

0 

5 

1 

5 

7 

3

o 

1 

o

9 

3 

9 

6 

1

1 

7 

0 

0

oi
o

oi
9

7

1
3'
c
^

1

3 

0

0

0

4 

1

-

0

0

0

0
2.
1

0

0

0

8

4

3

9

0

3

3

 

0

0

0

8

4

1

1

5

1

1

 

0

0.
0

3

1

0

0

0

0

1

0

0

0

5

1

0

1

0

3

6

 

0

0

0

7

8

0

3

5

1

5

 

d

o

-o.
z 

o
_
 

o
.
 

o
_
 

o
_
 

o
.
 

3
.

0

0

0

0

0

0

9

6

6

9

0

0

0

5

0

0

1

0

0

1

o
_
 

o

o.
o

o.
o

o.
o.
o
_
 

2
_

0

0

0

9

0

0

9

9

9

4

0

0

0

1

0

0

1

1

1

4

0.
0.
0.
2.
1 

.o.
o.
o.
0.
2.

0

0

0

3

3

3

3

0

5

 

3 

0

0

0

6

6

1

1

5

2

 

6
1

o.
o.
o

_
9.
2.
o.
o
_
 

o
_
 

o

-
2.

0

0

0

5

8

1

1

4

1

0

 

0

0

0

7

3

3

3

4

3

0

 

o
.
 

o
.
 

o
.
 

7

.
2.
0.
0.
0.
0.
2.

0

0

0

0 

1

8

4

4

1
 

7
1
 

0

0

0

1

4

0

0

0

0

2

0

0

0

6

0

9

8

1

0

4

 

0

0

0

5

0

1

3

3

0

9

 

0.
0.
0.
3.
1

.

o

_0.
0.
0.
2.

0

3

0

6

6

0

4

5

0

 

9 

0

1

0

5

5

0

4

2

0

 

6

一
 

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

4

0

9

8

5

3

8

0

0

0

9

5

1

8

2

1

8

o
-
 

o

o.
6.
3.
o
_
 

0

0.
o

.1

.

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

 

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

 

〇〇〇

〇〇〇〇〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
 

〇〇

〇〇〇〇〇
 

〇
〇

〇〇〇〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

I
t o

T

•64

6

4

1

0

0

9

0

6

1

6

3

9

2

 

5 

1

2

3

3

0

0

0

2

1

2

3

0

4

 

6

一 

9

0

0

0

0

0

0

4

1

0

0

0

0

 

1

一

•8,77.3

r
v
 

r
v
 

r
v
 

-
)
 

/■
*

、

/■
_

、

 

r
c
 

0.
0.
0.
0.
0.
0.
0.
6.
1.
0.
0.
0.
0.
1.

1

6

3

6

0

9

0

0

9

4

4

9

1

3

0

2

4

3

0

0

0

3

8

1

2

0

4

8

1

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

1

6

0

3

3

0

9

0

0

0

0

3

1

0

0

 

4

2

2

2

0

0

0

8

5

1

3

0

2

4

 

6

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

 

0

-

0

1

〇〇〇〇〇〇〇〇〇

 

〇
〇
〇
〇
〇
〇

 

〇〇〇〇〇〇〇

 

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

 

〇〇〇〇

 

〇〇〇



表 1 一4 プランクトン調査結果（秋田県環境センター採集分)

採集月日 date 4月21日 4月21日 4月21日 4月21日 4月21日 4月21日 4月21日 4月21日 4月21日 4月平均 5月19日 7月1日 9月1日 7月1日 9月1日
定点 station St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 湖心 湖心 湖心 湖心 湖心
採集水深(m) transparency — 16m — 16m — 16m 一16m — 16m — 16m — 16m —16m — 16m —16m — 16m — 16m —70m — 70m
沈澱霉(ml/m3) 0.125> 0.125> 0.125 0.125> 0.125 0.125> 0.125> 0.125 0.250 一 0.125> 0.750 i 1.000 0.970 0.570
動物: /ランクトン(個体数/ 1) Zoo Plankton

被甲を持たないワムシ類 soft bodied Rotifer 0.03 0.09 0.06 0.09 0.06 0.09 0.06 0.07 0.06 0.11 0.13
ハネウデワムシ Polyarthra vulgaris 0.03 0.03 0.06 0.09 0.05 0.19 0.06 0.01
ハリナがミシ•ンコ Daphnia longispina 0.81 0.16
ゾウミシ•ンコ Bosmina longirostris 0.03 0.00 0.00 0.06 0.00 0.03 0.09 0.03 0.03 6.00 11.44 3.76 4.54
同卵及び仔虫 eggs and larvae 0.06 1.13 0.69 0.90 0.57
ヤマヒゲナがケンミy ンコ Acanthodiaptomus pacificus 0.19 0.06 0.01
オナがケンミy ンコ Cyclops vicinus 0.00 0.13 0.06 0.09 0.06 0.06 0.06 0.06 0.03 0.06 0.06 0.13 0.11 0.37
カイアシ類幼生 cope larvae 0.41 0.06 0.19 0.13 0.22 0.25 0.03 0.09 0.16 0.17 0.22 0.19 0.63 0.23 0.71

表 2 — 1 ヒメマスの胃内容物調査結果（3 0 g 未満)

採捕年月日 漁法 尾数 空胃率(％ )
体長(mm) 体重(g) 胃内容物重量(mg) 摂餌率1̂ 胃内容物組成(％ )

備考平均土榡準偏差 
範 囲

平均土棵準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 

範 囲

平均土棟準偏差 

範 囲
ハリナ力> ：/ンコカイアシ類 ョコェ1：•類 ュスリカ幼虫 ユスリカさなぎ ュスリカ成虫 水生昆虫 陸生昆虫 ワカサキ' その他

2003年7月17日 投網 (川）
摂餌個体 2 95 土 5 

91 ~  98
9.3 土 0.1 
9.2 〜 9_4

165 土 107 
89 〜 240

1.778 土 1.175 
0.947 〜 2.609

1.3 3.2 29.3 66.2

空胃個体 0 0.0
2003年9月25日 試験刺し網 摂餌個体 1 127 26.4 96 0.364 100.0

空胃個体 0 0.0
2003年10月21日 試験刺し網

摂餌個体 10 112 土 3 
91 ~  132

18.0 土 6.7
10.0 〜 28.3

219 土 148 
20 〜 468

1.490 土 1.266 
0 .141〜 3.563

47.2 52.8

0 0.0

表 2 —  2 ヒメマスの胃内容物調査結果（3 0 g 以上6 0 g 未満）

採捕年月日 漁法 ■

綱 _  
闘

尾数 空胃率(％ )
体長(mm) 体重を） 胃内容物重量(mg) 摂餌率※ | 胄内容物組成(％ ) |

備考平均土棵準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均土棵準偏差 
範 囲

平均±棵準偏差 

範 囲
ハリナ力> ：/ンコカイアシ類 ヨコェビ類 ュスリカ幼虫 ユスリカさなぎ ュスリカ成虫 水生昆虫 陸生昆虫 ワカサキ* その他

2003年5月26日 ふくべ網 1 164 53.9 93 0.173 95.0 5.0
0 0.0

2003年5月27日 試験刺し網 1 150 土 39.0 52 0.133 100.0
1 50.0 154 ± 41.5

2003年6月26日 試験刺し網
隨

1 147 34.6 21 0.061 97.0 3.0
0 0.0

2003年7月31日 ふくべ網 1 166 51.0 42 0.082 24.0 76.0
1 50.0 172 53.3

2003年8月28日 試験刺し網

B E K I

6 155 土 14 
136 ~  172

44.3 土 12.0 
31.2 〜 59.4

179 土 154 
1 〜 439

0.392 土 0.273 
0.002 〜 0.739

22.3 23.8 9.1 44.8

5 45.5 167 土 8 
154 ~  174

53.6 土 5.5
45.6 〜 59.0

2003年9月25日 試験刺し網
隨 i i f l i

1 156 48.6 27 0.056 100.0
1 50.0 163 54.0

2003年10月21日 試験刺し網 2 140 土 3 
138 〜 142

34.6 土 6.2 
30.3 〜 39.0

610 土 388 
335 〜 884

1.888 ± 1.456 
0.859 〜 2_917

63.8 36.2

1 33.3 152 44.1



表 2 -  3 ヒメマスの 胃内容物調査結果（60g以上150g未満）
体長(mm) 体重(g) 胃内容物重量(mg) 摂餌率& 胃内容物組成 (％ )

備考採捕年月日 漁法 尾数 空胃率(％ ) 平均土標準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

ハリナがミy ンコカイアシ類 ヨコェビ類 ュスリカ幼虫 ユスリカさなぎ ュスリカ成虫 水生昆虫 陸生昆虫 ワカサギ その他

2002年12月18日 刺し網
摂餌個体 7 200 土 8

190 〜 210
101.9 ±  11.8 
8 8 .1〜 120.6

113 土 127 
18 〜 315

0.111 土 0.126
0.016 〜 0.346

99.5 0.5

2002年12月19日
空胃個体

2 22.2 203 土 4 
200 〜 205

105.1 土 4.2 
102 .1〜 108.0

2003年1月24日 試験刺し網
摂餌個体 9 201 土 6

193 〜 208
104.5 土 8.1 
94.5 〜 120.0

280 土 164 
50 〜 596

0.275 土 0.175 
0.047 〜 0_631

99.1 0.9

空胃個体 0 0.0
2003年1月25日 刺し網 摄餌倜生 1 196 95.5 137 0.143 100.0

空胃個体
3 75.0 194 土 6 

187 〜 199
97.8 土 11.1 
8 6 .1〜 108.1

2003年2月26日 刺し網 摂餌個体 1 198 110.6 64 0.058 100.0
空胃個体 0 0.0

2003年3月25日 刺し網
摂餌個体 4 197 土 9 

186 〜 206
97.8 土 14.7 
80.3 〜 113.2

45 士 20 
28 〜 72

0.045 土 0.018 
0.029 〜 0.063

97.4 2.6

空胃個体
3 42.9 202 土 10

196 〜 213
107.1 土 18.2 
92.3 〜 127_4

2003年5月26日 ふくべ網 摄餌循依_ 0
空胃個体 1 100.0 174 64.6

2003年5月27日 試験刺し網
摂餌個体 4 209 土 24 

179 ~  237
108.0 土 34.1 
64.2 〜 146.9

276 土 155 
120 〜 491

0.288 土 0.176 
0.082 〜 0.464

0.2 55.4 44.4

箜胥¥ 保 0 0.0
2003年6月26日 試験刺し網

摂餌個体 8 192 土 6 
186 〜 203

80.2 土 7.2 
72.9 〜 93.3

94 土 58 
54 〜 223

0.120 土 0.082
0.070 〜 0.301

35.4 25.2 0.8 38.6

空胃個体
2 20.0 190 土 13 

181〜 199
73.8 土 9.8
66.9 〜 80_7

2003年7月31日 ふくべ網
摂餌個体 17 192 土 8 

179 〜 207
76.3 土 9.7 
61.2 〜 96.6

196 ±  170 
0 〜 603

0.256 土 0.215 
0.000 〜 0.726

25.1 54.5 20.4

空胃個体 1 5.6 187 68.0
2003年8月28日 試験刺し網

摂餌個体 4 191 土 20 
164 〜 213

95.8 土 36.9 
6 0 .1〜 146.6

615 土 830 
37 〜 1812

0.565 土 0.595 
0.004 〜 1.236

2.9 1.5 92.2 2.3 1.1

空胃個体
7 63.6 196 土 9 92.4 土 17.3

185 〜 208 70.0 〜 114.8
2003年9月25日 試験刺し網

摂餌個体 7 214 土 7 
204 〜 224

129.3 土 10.1 
113.0 〜 138.0

367 土 305 
29 〜 922

0.275 ± 0.221 
0.023 〜 0.683

87.7 0.4 11.9

空胃個体
3 30.0 209 土 7 

201〜 214
119.4 土 9.2 
109.6 〜 127.7

2003年10月21日 試験刺し網
摂餌個体 9 198 土 10 

185 〜 219
92.7 土 7.9
83.7 〜 109.9

854 土 587 
122 〜 1736

0.951 ±  0.678 
0 .111〜 2.074

86.7 13.3

空胃個体 1 10.0 209 98.1
2003年12月25日 試験刺し網

摂餌個体 7 216 土 10
198 〜 224

133.2 土 17.0 
102.7 〜 147_3

826 土 703 
37 〜 1844

0.586 土 0.474 
0.032 〜 1_252

99.1 0.1

1 12.5 220 138.6

表 2 — 4 ヒメマスの胃内容物調査結果（15 0 g 以上300g 未満）

採捕年月日 漁法 尾数 空胃率(0/6)
体長(mm) 体重 (g) 胃内容物重量(mg) 摂餌率※ 胃内容物組成 (％ )

備考平均土標準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均±標準偏差 
範 囲

平均±標準偏差 
範 囲

ハリナ力•ミy ンコカイァシ類 ヨコェヒ•類 ユスリカ幼虫 ユスリカさなぎ ュスリカ成虫 水生昆虫 陸生昆虫 ワカサゲ その他

2003年8月28日 試験刺し網
摂餌個体 5 240 土 13 

221〜 256
204.0 土 31.7 
154.6 〜 237.3

1780 土 2135 
3 〜 4511

0.857 士 0.990 
0 .001〜 2.178

98.6 1.4

空胃個体 6 54.5 245 土 14 
225 〜 256

212.6 土 36.2 
154.8 〜 239.7

2003年9月25日 試験刺し網
摂餌個体 3 236 土 10 

225 ~  245
174.8 土 15.6 
161.5 〜 192.0

656 土 508 
70 〜 958

0.393 土 0.309 
0.004 〜 0.583

93.0 7.0

空胃個体 0 0.0
2003年12月25日 試験刺し網

摂餌個体 3 234 土 6 
228 〜 239

168.1 土 15.2 
154.4 〜 184.5

1213 土 1081 
240 〜 2377

0.743 ±  0.657 
0.130 〜 1.437

97.0 3.0

空胃個体 0 0.0



表 3 ワカサギの胃内容物調査結果

表 2 — 5 ヒメマスの胃内容物調査結果（300g 以上)

採捕年月日 漁法 尾数 空胃率(％ )
体長 (mm) 体重(g) 胃内容物重量(mg) 摂餌率& 胃内容物組成(％ )

備考平均±標準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均士棵準偏差 

範 囲
平均±摞準偏差 

範 囲
ハリナがミシ’ンコカイアシ類 ヨコェビ類 ュスリカ幼虫 ュスリカさなぎ ユスリカ成虫 水生昆虫 陸生昆虫 ワカサキ‘ その他

2003年8月28日 試験刺し網
摂餌個体 4 277 土 8 

267 〜 285
334.2 土 25.5 
304.7 ~  366.7

3962 ±  2317 
1463 〜 6278

1.155 土 0.620 
0.480 〜 1.712

99.5 0.5

空胃個体 3 42.9 294 土 18 
283 ~  315

373.0 土 78.6 
325 .1〜 464.0

2003年9月25日 試験刺し網 .摄锂個依_ 
空胃個体

0
2 100 290 土 8 

284 〜 296
344.4 土 13.5 
334.8 〜 353.9

採捕年月日 漁法 尾数 空胃率 (％ )
体長 (mm) 体重 (g) 胃内容物重量 (mg) 摂餌率※ 胃内容物組成 (％ )

備考尹均土標準偏差 

範 囲

平均± 檫 _偏 差  

範 囲

平均± 檫 _偏 差  

範 囲

平均±檫準偏差 

範 囲
枝角類 カイアシ類 ュスリカ幼虫1スリカさなきュスリカ成虫 水生昆虫 陸生昆虫 魚類 その他

2002年11月19日 

2002年11月27日

刺し網
摂餌個体 8 70 土 4 

65 〜 115
4.5 土 0.9
3.6 〜 16.2,

53 土 35 
15 〜 254

1.116 土 0.666
0.395 〜 4.205

99.5 0.5

空胃個体 0 0.0
2002年12月5日 刺し網

摂餌個体 9 71 土 3 
67 〜 77

4.5 土 0.7
3.6 〜 5.4

36 土 25 
6 〜 83

0.827 土 0.624 
0.120 〜 2.075

99.7 0.3

空胃個体 0 0.0
2003年1月24日 試験刺し網 摂餌個体 0

空胃個体 5 100.0 105 土 2 
103 〜 109

12.7 土 0.8 
11.6 〜 13.7

2003年2月26日 刺し網 摂餌個体 1 107 13.7 17 0.124 1.0 99.0

空胃個体 3 75.0 105 ±  1 
105 〜 106

13.2 土 0.7 
12.6 〜 13_9

2003年3月25日 刺し網 摂餌個体 1 102 11.1 15 0.135 100.0

空胃個体 3 75.0 107 土 7 
101 ~  114

13.7 土 3_3 
11.0 ~  17.3

2003年4月25日 試験刺し網
摂餌個体 9 108 土 5 

1 01〜 115
13.4 土 1.8 
11.3 〜 16_2

20 土 10
6 〜 37

0.150 士 0.076 
0.040 〜 0.302

51.8 2.6 3.0 42.6

空胃個体 11 55.0 107 土 3 
103 〜 112

13.4 土 1.0 
11.9 〜 15.3

2003年5月27日 試験刺し網
摂餌個体 8 100 土 9 

79 〜 109
11.1 土 3.0 
4.9 〜 14.5

43 土 48 
5 〜 151

0.441 土 0.474 
0.035 〜 1.438

4.9 40.5 54.6

空胃個体 11 57.9 94 ±  16 
72 〜 111

10.0 土 4.6 
3.7 〜 15_2

2003年7月31日 ふくべ網
摂餌個体 7 83 土 15 

66 〜 105
6.2 土 3.4
2.2 〜 11.8

66 土 86
9 〜 254

0.882 ±  0.640 
0.209 〜 2.153

4.5 1.1 1.0 1.0 1.3 4.1 87.0

空胃個体 2 22.2 82 土 16
70 〜 93

5.9 土 4.0 
3.0 〜 8.7

2003年7月31日 投網 摂餌個体 0
空胃個体 1 100.0 103 11.8

2003年8月28日 試験刺し網
摂餌個体 4 99 土 10 

84 〜 106
6.7 土 1.3 
5 .1 〜 7.8

67 土 46 
1 1〜 108

1.067 土 0.803 
0 .1 4 1〜 2_000

37.9 1.4 1.3 2.4 16.5 18.3 22.3

空胃個体 2 33.3 101 土 8
95 〜 107

7.5 土 1.6 
6.3 〜 8.6

2003年9月25日 試験刺し網
摂餌個体 9 75 土 3 

72 ~  81
4.4 土 0_4 
3.9 〜 5.2

110 土 53 
39 〜 185

2.525 土 1.264 
0.867 〜 4.205

94.5 5.5

空胃個体 0 0.0
2003年10月21日 試験刺し網

摂餌個体 18 81 土 13 
71 ~  128

5.5 土 1_1 
4.0 〜 8_4

26 士 25 
0 〜 77

0.479 土 0.482 
0.000 〜 0.482

98.7 1.3

空胃個体 3 14.3 99 土 21 
75 〜 112

10.5 土 5.1 
4.6 〜 13.4

I

I
I



表 4 サクラマスの胃内容物調査結果

採捕年月日 漁法 尾数 空胃率(％)
体長(mm) 体重(g) 胃内容物重量(mg) 摂餌率“ 胃内容物組成(％)

備考平均土檫準偏差 
範 囲

平均土檫準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均士檫準搞差 
範 囲

陸生昆虫 水生昆虫 ュスリカさなぎ ヒメマス ワカサギ ヨコェビ類

2003年3月25日刺し網 摂餌個体 1 186 83.6 559 0.669 51.0 49.0
空胃個体 0 0.0

2003年4月25日試験刺し網 摂餌個体 1 153 41.0 1817 4.435 1.0 99.0
空胃個体 0 0.0

2003年8月28日試験刺し網
摂餌個体 4 341 土 153 

129 〜 484
1027.7 ±  901.7 

32.6 〜 2062.0
26613 士 49770 

254 〜 101230
1.535 土 2.265 
0.178 〜 4.909

12.7 84.4 2.9

空胃個体 4 50 400 土 39 
362 〜 454

1069.0 土 381.5 
740.0 〜 1620.0

2003年9月25日試験刺し網
摂餌個体 5 243 土 72 

164 〜 344
266.6 土 231.1 
65.7 〜 638.0

1438 土 1604 
188 〜 3310

0.895 土 1.341 
0.057 〜 3.263

1.1 98.9

空胃個体 3 37.5 397 土 52 
360 〜 457

979.3 土 468.0 
634.0 〜 1512.0

2003年10月21日試験刺し網 摂餌個体 1 227 186.8 3907 2.092 100.0
ま胃侧本 0 0.0

表 5 イトヨの胃内容物調査結果

採捕年月日 漁法 尾数 空胃率(％)
体長(mm) 体重(g) 胃内容物重量(mg) 摂餌率“ 胃内容物組成(％ )

備考平均土標準偏差 
範 囲

平均土標準偏差 
範 囲

平均土標拿偏差 
範 囲

平均土檫準偏差 
範 囲

\リナがミy ン:ュスリカ幼虫 陸生昆虫 消化物 その他

2003年1月24日 試験刺し網
摂餌個体 3 82 土 10

73 〜 92
8.2 土 2.3
6.3 〜 10_7

43 土 14 
3 1〜 59

0.547 土 0.207 
0.374 〜 0.776

100.0

空胃個体 0 0.0
2003年2月26日 刺し網 摂餌個体 0

空胃個体 2 100 77 土 3 
75 〜 79

14.7 土 2.1 
13.2 〜 16.1

2003年4月25日 試験刺し網 摂餌個体 
空胃個体

1 91 9.8 105 1.070 100.0
0 0.0

2003年8月28日 試験刺し網 摂輯個体 
空胃個体

1
1 50"o"

73 (TL) 
63 (TL)

3.0
2.9

___ 22_________ __0.733_________ 100.0

2003年9月25日 試験刺し網
摂餌個体 4 66 土 3 

63 〜 71
5.9 土 0.3 
5.6 〜 6_3

44 土 35 
13 〜 93

0.751 土 0.639 
0.224 〜 1.661

29.3 3.7 22.7 44.2

部 面 本 0 0.0



内水面総合技術開発試験

(新魚種開発試験• 力ジ力の種苗生産と養成)

【目 的 】

カ ジ 力 LCottus p o l lu x )は日本固有種で、北海道南 

部の日本海側から九州の北西部まで分布しており、河川 

陸封型の大卵型と両側回遊型の小卵型に区分されている。 

本県では大卵型を対象に増殖事業が行われているものの、 

近年の治山、治水、農業利用などによる河川工作物の造 

成、河川の直線化、河床の平坦化などによる影響により、 

その資源量は減少傾向にあるものと推定される。

また、本種は古くから中山間地域の食料として利用さ 

れているばかりでなく、美味なことから地域特産的な食 

材として需要が見込まれており、漁業者、養殖業者から 

の増養殖技術の確立に対する要望が強い魚種である。

以上の現状を踏まえ、本調査ではカジカ大卵型を対象 

に種苗生産技術及び増殖技術開発のための基礎的知見の 

集積を目的として、本種の種苗生産及び中間育成試験を 

実施した。

【材料及び方法】

1 種苗生産試験

( 1 )養成雄の二次性徴、精子の活性

養成雄の繁殖能力を確認するため、養 成 雄 （平成 

10年生産群（F D ) の二次性徴、精液、精子の運動 

能の確認について調査した。調査項目については、 

荒木 •桂 （1998)を一部改変し、二次性徴は第一背 

鰭の外縁の色が橙色、白色、変化無しの3 タイプに 

分類した。精液の確認については、雄の腹部を押し 

放精する個体を計数した後で、精巣を摘出し、精液 

を飼育用水で希釈したうえで運動性を確認した。

(2) 雄親魚の由来と採卵成績

雄親魚の養成期間による繁殖能力の差と、生殖腺 

刺激ホルモン接種の効果を確認するため、養成雄 

( F D 、天然雄を1年間養成したもの、養成雄 ( F O  

に生殖腺剌激ホルモン（ゴナ卜ロピン：H C G ) を 

200 I U 接種したものをそれぞれ養成した雌親魚と 

ともに採卵水槽に収容し、得られた卵塊の発眼率を 

比較した（表 1、以下養成区、養成 1年区、ホルモ 

ン処理区)。

採卵水槽には30m3 F R P 製円形水槽内に配置した 

幅80cmX 長さ80cmのナイロン製容器を使用し、容器 

内の水深が10cm、流速は30cm/sになるよう設定し 

た。産卵基質には屋根瓦1枚を開口部の片側が水流 

と直角方向の壁面に押しつけるよう設置した。収容 

尾数については、各区とも雄1尾、雌 5尾収容し、

佐 藤 正 人

採卵後、受精卵を卵管理水槽（幅10cmX 高さ15cm程 

度） に収容し、発眼まで101/minの流量で管理し 

た。

表 1 採卵親魚の概要

試験区 養成1年 区 IIホルモン接種区II 蓥成区
試験回数 各8回
収容尾数 雄 1 : 雌 5
雄親魚の由来 天然雄1年養成

ゴナ卜ロピン接種
養成5年魚

雄親魚の体長(cm) 10.9 ±0.6 10.8±1.1 10.8 ±0.8
雌親魚の由来 養成親魚
雌親魚の体長(cm) 10.4±0.8 |I 9.4±1.0 |I 9.3±1_1
※ 体長(平均体長土捐i準偏差）

⑶流速と採卵成績

採卵時における流速の影響を把握するため、採卵 

水槽内の流速を、 1 cm/s (止水)、 6 cm/s (緩流)、 

30cm/s (流水）の 3 区に設定し採卵した（表 2)0 

採卵水槽には前述のナイロン製容器のほか、 1 m3、 

0.7m3 F R P 製角形水槽を使用した。産卵基質として 

は、屋根瓦を使用し、雄 1尾にっき1枚の割合で、 

開口部の片側が水流と直角方向の壁面に押しっける 

よう設置した。収容尾数にっいては各区とも雄1尾 

に対し雌5尾の割合で収容し、採卵後、受精卵を卵 

管理水槽に収容し、発眼まで101/minの流量で管 

理した。

表 2 採卵親魚の概要

試験区（流速(cm/s)) 1 6 30
試験回数 3 9 8
収容尾数 雄 1 : 雌 5
雄親魚の由来 天然雄1年養成
雄親魚の体長(cm) 11.0±1.3 |1 11.3±0.7 |I 10.9±0.6
雌親魚の由来 養成親魚
雌親魚の体長(cm) 8_8±0.7 |I 8.1 ±0.7 |I 10.4±0.8
※ 体長(平均体長±福1準偏差）

⑷ふ化水槽と生残率

砂利やネッ卜リングなどを用い、蜻集を防ぎ、ふ 

化水槽全体に均一な流れを作る必要性を確認するた 

め、従来の増収型ふ化槽（2 間槽）と、このふ化槽 

の底面に直径3 〜 4 cmの砂利を敷いたものの2水槽 

を用意し、発眼からふ化完了10日後の生残率を比較 

し た （以下無処理区、砂利区)。試験期間中の飼育 

環境について、水槽の水深が5 cm、流量が101/min 

となるように設定したほか、ふ化後、仔魚が水槽内 

に沈下できる程度の目合いの笊を上流側に配置し、 

発眼卵を収容した。餌料については、タマミジンコ 

をふ化開始.3 日以降に飽食童与えた。



(5) 産卵期の水温

産卵時期を把握するため、昨年と同様、採卵期間 

中の水温を測定した。

(6) 繁殖形質

カジ力の繁殖形質を把握するため、採卵前の雌親 

魚を1 0 %ホルマリンで固定し、成熟卵の平均卵重、 

平均卵径及び孕卵数を測定した。

2 中間育成試験

中間育成時の適正な飼育環境を把握するため、飼育 

水槽内の流量を101/min、 201/minの 2 区に設定し 

た増収型ふ化槽（1 間槽）に、体長1.0±0.1cm (平均 

士標準偏差）の当歳魚を収容し中間育成した。試験期 

間中は水深が5 cmとなるよう設定したほか、給餌につ 

いては、ウナギクロコ用配合飼料を体重の5 % 、 1 日 

2 回与えた。なお、収容密度については460尾/ m2を 

目安に収容し、寄生虫症などの予防のため、 1週間に 

1回 1 % 食塩浴を実施した。

3 親魚養成

養 成 魚 （1歳魚）の飼料効率

1歳魚の飼料効率を把握するため、試験開始•終 

了時の体重、給 餌 量 （ウナギクロコ用配合飼料を体 

重の 3 % 、 1 日 2 回与えた）及びへい死重量を測定 

し、成長倍率及び飼料効率を算出した。

4 その他

鰭切除標識魚の再生状況

鰭切除標識の有効性を検討するため、養成魚の右 

腹鰭を基部から切除し、 6 力月後の再生状況につい 

て調査した。

【結果及び考察】

1 種苗生産試験

( 1 )養成雄の二次性徴、精子の活性

採卵日15日前、 2 日前である4 月17日、 4 月30日 

の調査結果を表3 に示した。第一背鰭の外縁の色に 

ついて、 4 月17日は10尾中 3尾が橙色、 7尾が白色 

を呈しており、 4 月30日は橙色及び白色ともに各5 

尾となった。放精は4 月17日は6尾で、 4 月30日は 

全ての個体で確認されたほか、精巣内の精子の運動 

は 4 月17日、 4 月30日とも全ての個体で運動が確認 

された。このことから、養成雄でも、二次性徴、精 

子形成が正常に進んでいると考えられる。精巣内の 

精子の運動時間は1分41秒から2分57秒であつた。

表 3 養成 5 年魚の二次性徴、精子活性

調査月E 調 査 体長(cm) 体重(g) ※ 生殖腺指数作: 二次性1致 放 精 精子の 運動時間

尾 数 (最小〜最大) (最小〜最大) (最小〜最大） 橙色 白色 無し 個体数 運 動 (最小〜最大)
4/17 10 10.0 

(8.4 〜11.2)
22.0 

(14.8 〜29_4)
2.1 

(1_6 〜2.5)
3 7 0 6 10 2’17 

(1’41〜2’48)
4/30 10 97

(8.5 〜11.0)
21.8 

(11_7 〜31.6)
2.1 

(1.5 〜2_6)
5 5 0 10 10 2’12 

(1’56 〜2’57)

⑵雄親魚の由来と採卵成績

5 月 2 日から5 月13日までの採卵結果を表4 に示 

した。試験は各8 回行1った。

受精卵塊は養成1年区、ホルモン接種区で各4卵 

塊、養成区で5卵塊の計13卵塊回収した。また、卵 

塊の平均発眼率は養成1年区で34.3% 、ホルモン接 

種区で40.1%、養成区で37.0%となったものの、採 

取卵塊数が少ないうえに、卵塊ごとの発眼率が同一 

試験区内でも大きくばらついたため、雄親魚の養成 

期間による発眼率の差と生殖腺刺激ホルモン接種の 

効果を確認するまでに至らなかった。

表 4 雄親魚の由来の違、による採卵試験結果

(採卵期間：5 / 2 〜 5 / 1 3 )

試験区 養成1年 区 II ホルモン接種区II 養成区
水槽内の流速 各 30cm/s
試験回数 各8回
受精卵塊採取数 

/卵塊採取数
4/7 4/7 5/7

平均発眼率(％) 
(最小〜最大）

34.3 
(6.9 〜60.1)

40.1 
(3.9 〜93.1)

37.0 
(0.1〜52_1)

⑶流速と採卵成績

5 月 2 日から5 月13日までの採卵結果を表5 に示 

した。試験は 1 cm/s区 3 回、 6 cm/s区 9 回、30 

cm/s区 8 回の計20回行った。

受精卵塊は1 cm/s区 3 卵塊、 6 cm/s区 8 卵塊、 

30cm/s区 4 卵塊の計15卵塊回収された。 1 cm/s区 

と6 cm/s区、30cm/s区では試験回数が大きく異なっ 

たため比較できなかったものの、 6 cm/s区と30cm/s 

区では、 6 cm/s区の方が受精卵塊率（受精卵塊採 

取数/ 卵塊採取数）が1.5倍以上高い結果となった。 

受精卵塊の平均発眼率は1 cm/s区で37.7%、 6 cm/s 

区で40.6%、30cm/s区で34.3%となった。 しかし、 

試験開始段階で収容密度について考慮していなかっ 

たほか、卵塊ごとの発眼率が同一試験区内で大きく 

ばらついたため、流速と発眼率の関係を把握するま 

でには至らなかった。

表 5 流速の違いによる採卵試験結果

(採卵期間：5 / 2 〜 5 / 1 3 )

流速(cm/s) 1 6 30
試験回数 3 9 8
受精卵塊採取数 

/卵塊採取数
3/3 8/9 4/7

平均発眼率(％) 
(最小〜最大）

37.7 
(23.5 〜57.7)

40.6 
(19.5 〜90.9)

34.3 
(6.9 〜60.1)
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体長 (cm)

体長と平均卵径の関係（n = 2 9 )

10.0
5 6 7 8 9 10 1 1 1 2

体長 (cm)

図 2 体長と平均卵重の関係（n = 2 8 )

報告した体長と孕卵数の相関式で算出された孕卵数 

は初回産卵数であるものと考えられる。

0
5 6 7 8 9 10 1 1 1 2

体長 (cm)

図 4 体長と孕卵数の関係（n = 3 0 )

2 中間育成試験

8 月21日から11月20日までの中間育成試験結果を表 

7 に、生残率の推移を図5 に示した。

収容後15日までに、ギロダクチルスなどの寄生虫症 

により、 101/min区で全体の31.8%、 201/min区で 

24.1%がへい死したものの、それ以降は比較的安定し 

て推移する傾向が認められた。試験終了時の生残率は、 

101/min 区で47.1%、201/min 区で58.1% となり、収 

容後15日から終了時までの日間へい死率は101/min 

区で0.28%、201/min区で0.24%とほぼ同じであった。 

また、終了時の体長は2 区とも1.8土0.2cmと昨年度に 

比べ成長がかなり低い結果となった。このことについ 

て、松 田 （1999) が初期餌料であるミジンコを十分に 

与えた後に配合飼料を餌付けした群はへい死も少なく、 

その後の成長も良く、不足のまま配合飼料を餌付けし

⑷ふ化水槽と生残率

ふ化完了10日後の2水槽の生残率を表6 に示した。 

無処理区の収容卵数は7,989粒で、ふ化完了10日後 

の生残尾数は1，972尾、生残率は24.7%となった。 

砂利区の収容卵数は6,865粒で、ふ化完了10日後の 

生残尾数は3,676尾、生残率は53.5% と無処理区に 

比べて、 2倍以上高い結果となった。

表 6 ふ化槽ごとの生残率（流量1 0 1 /m i n、水深 5 cm)

試験区 収容月日 収容発眼 ふ化月日 ふ化完了10日後の 備 考
卵数 生残尾数 生残率(%)

無処理区 
砂利区

5/4〜5/30 
5/9~シ13

7,989
6,865

5/30〜6/20 
6/2〜6/9

1,972
3,676

24.7
53.5

(5) 産卵期の水温

飼育用水である打当内沢川の河川水温を図1 に示 

した。採卵は5 月 2 日から5 月31日に行い、産卵は 

5 月 4 日から5 月31日に確認された。水温について 

は、年間 1°Cから18°Cで推移し、採卵期間中の水温 

は昨年度と同様、 7 °Cで開始し、10°Cで終了したこ 

とから、産卵適水温の下限は7°C、上限は10°Cであ 

るものと考えられた。

4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2  1 2 3 (月）

図 1 河川水温（打当内沢川）の推移

(6) 繁殖形質

体長と卵重、卵径及び孕卵数の関係について、そ 

れぞれ図2、図 3、図 4 に示した。

体長5.3cmから10.6cmまでの個体の平均卵重、平 

均卵径及び孕卵数について測定した結果、平均卵重 

は13.1mgから17.6mg、平均卵径は2.7mmから3.0mm、 

孕卵数は88粒から521粒となり、体長と卵重及び孕 

卵数に正の相関が認められた。

また、今回報告しなかったが、卵巣内には発育段 

階が異なる卵径の小さい未熟卵が多く存在し、初回 

産卵後の個体には成熟卵が認められず、未熟卵のみ 

が確認された。 この未熟卵について、石川県内水面 

水産試験場（1979)の報告によれば、未成熟卵の約 

半数が初回産卵後の約20日後に成熟し再び産卵に至 

り、 2 回目産卵後も産卵適水温上限以下の水温条件 

が継続すれば、さらに成熟し3 回目の産卵すると報 

告 している。このことから、本種は多回産卵であり、
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♦ 101/min 
■署 --201/min

0 15 30 45 60 75 90 (日)
図 5 生存率の推移

た群は、へい死率が高く成長が悪いことを報告してい 

ることから、試験前のミジンコの給餌期間が1 力月と 

短かったことが原因しているものと考えられた。

結果、右腹鰭の再生が認められたものが2尾で、 

残り18尾は全く再生していなかった。また、右腹鰭 

の再生が認められた個体でも再生率は20% 以下であっ 

た。 このことから、養成個体、放流個体を識別する 

際の標識手法として有効であると考えられる。

表 9 鰭切除標識魚の再生状況

開始時(4/2)
標識尾数 標識部位 体長(cm) 体重⑷ 備考

52 右腹鰭 12.3±0.7 49.8 ±7.9

終了時（10/20(203日間飼育））
体長(cm) 体重を) I 測定尾数 右腹鰭の再生尾数
12.7±0.7 52.7±9.9 I 20 2

再生個体2尾の再生率:9.1%、14.3% 
※ 体長■体重(平均土標準偏差(測定尾数)）

表 7 カジ力の生残状況（育成期間：8 / 2 1 〜1 1 /2 0 )

流量 収容水槽 水深 換水率 開 女台時 終了時
の大きさ 尾数 体長(cm) 生残尾数| 体長(cm)

101/min
201/min 33x90cm 5cm 40回転/hr 

80Mfe/hr
1,364
1,378 1.0±0.1 642 I 1.8 ±0.2 

8 0 1 1 1.8 ±0.2
※ 体長(平均体長土標準偏差(測定J笔数:開始時32個体、終了時各20個体測定)）

流量 生残率
( % )

101/min 47.1
~20l/min' 58.1

3 親魚養成

養 成 魚 （1歳魚）の飼料効率

7月21日から11月20日までの69日間育成した1歳 

魚の成長倍率、飼料効率を表8 に示した。

7 月21日に体重0.37gの個体58尾を増収型ふ化槽 

( 1間槽）に収容し、69日間育成した。調査終了時 

には体重1.70g、生残尾数56尾、飼料効率は52.8% 、 

増重倍率は458.5%となった。 この飼料効率の値は、 

ニジマスの飼料効率（6 0 %か80% (立川、1974))

と比較して低いことから、今後、養成飼料を検討、 

または栄養強化するなどし成長促進を図る必要があ 

るものと考えられる。

表 8 カジ力 1 歳魚の飼料効率

開始時(7/9)
収容尾数 体重^) 総重量(g) 備 考

58 0.37 21.83

終了時(9/16(69日間飼育)）
収容尾数 体重(S) I|総重量(s) へい死(g) 給餌量(g) 備 考

56 1.70 II 95.00 0.74 140
増重倍率 飼料効率

458.5% 52.8%

4 その他

鰭切除標識魚の再生状況 ，

4 月2日から10月20日まで右腹鰭切除標識魚52尾 

を育成し、20尾について切除した鰭の再生率（右腹 

鰭長/ 左腹鰭長X 100)を調査した（表 9 )。

【参考文献】

1)荒木康男•桂 和 彦 （1998) ：力ジカ類の完全養殖に関 
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告書，66-69

2)石川県内水面水産試験場（1979) ：カジ力の種苗生産 

試験一I V .昭和51年度石川県内水面水産試験場報告， 

39-61

3)松田繁雄 (1999)：カジ力類の養殖技術（野村稔監修). 
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内水面総合技術開発試験（新魚種開発試験• モクズガニの種苗生産と中間育成)

水 谷 5#

【目 的 】

モクズガニ Eriocheir ja p o n ic aは、全国各地に分布 

し、淡水域に生息する甲殼類としては最大に達すること 

から、各地で地域の特産物として伝統的に利用されてい 

る。秋田県内においても、特に県南部の中山間地域にお 

Iヽて商品価値が高いため、増殖手法の確立が望まれてい 

る。従って、種苗生産•中間育成技術について検討する 

ことを目的として試験を実施した。

【方法及び結果】

1 種苗生産試験

平成15年 5 月13日に八郎湖において建網によって漁 

獲された甲幅60〜70腿程度のモクズガニの雌7個体を、 

親ガニ候補として水産振興センター実験水槽棟に収容 

した。収容直後に1個体が逃逸し、 3個体は 1個体ず 

つをプラスティック製のかごに入れて海水中（かけ流 

し）で飼育して抱卵を待った。残りは 3個体を1個の 

プラスティック製のかごに入れ予備として淡水中で飼 

育した。それぞれ、魚肉、スルメイ力の細片などを適 

茸餌料として与えた。

前年のふ化時期（7 月13日）、前々年のふ化時期 

( 6 月23日）を過ぎても海水飼育群に抱卵個体が現れ 

なかったため、 7 月17日に予備の3個体も海水飼育に 

切り替えたが、いずれも今期中に抱卵することはなく、 

9 月下旬から11月下旬の間に全数が斃死した。なお、 

淡水飼育から馴致せずに全海水飼育に切り替えても、 

斃死個体や弱った個体などは見受けられなかった。

従って、以後の種苗生産試験は行えなかった。

2 中間育成試験

平成14年 5 月27日にふ化した稚ガニを、500個体、 

1，000個体、 1，500個体と飼育密度を変えて1 卜ンノヽ 。ン 

ライト水槽に収容して飼育し、生残率、成長などにつ 

いて検討した。給餌量は甲殻類用配合飼料をそれぞれ 

1 g 、 2 g 、 3 g とし、基本的に1 日 1回給餌した。 

また、水槽には隠れ場所としてキンランを適宜入れた。

8 月 4 日に測定した後は、大きさ別に3群に分けて 

それぞれ1 トンパンライト水槽に収容し、平成16年 5 

月19日まで飼育した。

8 月 4 日の生残個体数は、500個体収容群が151個体 

(30.2%)、1，000個体収容群が277個 体 （27.7%)、1,500 

個体収容群が377個 体 （2 5 . 1 %)で、生残率は収容個 

体数の少ない群ほど高い傾向が認められた。

生残個体の大きさにはどの水槽においてもかなりの

ばらつきが見られたため、それぞれの群についてさら 

に大、中、小の群に分類し、その 9群について最大60 

個体まで甲幅を測定した。その測定結果から各甲幅区 

分ごとの個体数の比率を算出し、群全体の個体数に引 

き延ばした甲幅組成を図1、別表 1 に示す。甲幅測定 

結果では、 1，500個体収容群は12im台にモードのある 

単峰形であったが、500個体収容群ではlOnrni台と12麵 

台、 1,000個体収谷群では9 im台、 13im台並びに15im 

台と、それぞれ複数のモードが認められた。甲殼類は 

脱皮により成長するため、個体レベルで見た場合、甲 

幅は階段伏に増加する。測定時に観察した結果では、 

脱皮直後と思われる個体は1，000個体収容群の中に1 

個体認められただけであったため、この頃が集中して 

脱皮する時期とは考えにくい。従って、 1，500個体群 

は比較的均一に脱皮•成長しているのに対して、 1，00 

0個体群は脱皮•成長にばらつきがあることが推察さ 

れ、これについては収容密度の違いによる傾向は見い 

だせなかった。

これらの稚ガニは測定後、甲幅ごとに概ね大及び中 

型、中型、小型の群（以 下 「大 •中群」、「中群」、「小 

群」とする）に分けて、それぞれ134 (推定重量193g)、 

507 (同521g)、164個 体 （同6 8 g ) を 1 トンパンライ 

卜水槽に収容し、飼育を継続した。平成16年 5 月19日 

に取り上げて、計数及び精密測定を実施した結果、そ 

れぞれの生残個体数は、大 • 中群が65個 体 （生残率 

48.5%、推定重量185 g )、中群が356個 体 （同70.2% 、 

712g)、小群は94個 体 （同57.3%、 138g ) で、収容 

個体数が多い群ほど生残率が高いという前年とは逆の 

傾向となった（図 2 、別表 2)。また、自然の状態で 

あれば小型個体ほど生残率は低くなるものと考えられ 

るが、飼育結果からはそのような大きさの違いによる 

傾向も認められなかった。ただし、収容時の推定合計 

重量と取り上げ時の重量の比較では、小型の群ほど増 

重した割合が高くなるという結果になった。それぞれ

5oom m
1000««^

1500{i^

5 6 7 8 9 1011 1213 141516 171819 20 21 22 23 
甲幅mm)

図 1 密度変更飼育群別甲幅組成
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5 7 9 1 1 1 3  15 17 19 21 23 25 27 29 31 33

小群
30

25

20

a 開始時 (N=90)
平均甲幅9.3±1.5mm

■終了時（N=60)
平均甲幅13.7±2.7mm

7 9 1 1 1 3  15 17 19 21 23 25 27 29 31 33
甲幅 (mm)

図 2 各試験区における甲幅組成の推移

開始時:2003年8月5日 
終了時:2004年5月19日

EI開始時（N=120)
平均甲幅12.9±1.7mm

■ 終了時（N=60)
平均甲幅15.4±3.2mm

(月日)
図 3 飼育水温の推移

の群から無作為に60個体抽出して測定した結果では、 

平均甲幅を見る限りすベての群で前回測定時の平均値 

を上回っていたものの、甲幅組成を見るとほとんど成 

長していない個体もいるように見受けられた。

中間育成試験時の午前10時前後に観測した気温及び 

水温を図3 に示すが、それぞれの水槽の水温差は最大 

でも0.3°Cとごくわずかなものであった。

【考 察 】

平成12年から14年まで3年間の調査で種苗生産試験に 

供した親ガニ（表 1 ) は、11個体中9個体が男鹿市增川

大•中群

- ■終了玲

; □ ; □ 平均E

擺 i l t k エ ■

a開始時(N=89)
平均甲幅14.5±2.6mm

■終了時（N=60)
平均甲幅16_5±4.9mm

17 19 21 23 25 27 29 31 33

中群

表 1 平成12〜14年度の試験で使用した親ガニの情報

年度 採集地 卵の状態 産卵回数採集日
孵

1回目
化 

2回目
B

備考
3回目

12年度 

12年度

米代川（河川内）

男鹿市增川地先(海面）

未抱卵 

抱卵

1 5 月2 5日 

1 5 月29日

6月25日 

6月2 3日

6月2日抱卵確認

13年度 男鹿市增川地先(海面） 抱卵 3 5月18日 5月27日 5月31日 6月29 
n

13年度男鹿市增川地先(海面） 抱卵

13年度男鹿市增川地先(海面） 抱卵

13年度男鹿市增川地先(海面） 抱卵 

13年度男鹿市增川地先(海面） 抱卵

5月18日 6月4日

5月18日 6月10日

5月18日 6月11日 

5月18日 6月12日 7月13日

14年度八郎湖(湖内） 抱卵

14年度男鹿市增川地先(海面） 抱卵

14年度男鹿市增川地先(海面） 抱卵 

14年度男鹿市壜川地先(海面） 抱卵

不明 5月14日

不明 5月19日 7月6日

不明 5月20日 

不明 7月10日 7月12日

地先の海域で採捕したもので、残る 2個体はそれぞれ八 

郎湖産と米代川産であった。また、米代川産の1個体を 

除いては、水槽に収容する時点で既に抱卵している個体 

であった。一方、今年度の試験については、抱卵から孵 

化までの日数など、孵化に至る諸条件を確認したかった 

ため、未抱卵個体から種苗生産することを試みた。

森 田 (1994)は河川感潮域でのみ、小 林 (1999) は外 

海に面した海域で、それぞれモクズガニの交尾を観察し 

ており、浜 野 （私信） も飼育試験結果から淡水中での交 

尾 •産卵は行わないとしている。さらに小林は、時間に 

関する定量的なデータをとってはいないとしながらも、 

交尾後雄ガニは抱卵を終えるまで雌の背甲に覆い被さる 

ガードの姿勢をとり、このガード行動は10時間程度であっ 

たと報告している。なお、小 林 （1999)は 1回の交尾で 

3 回の受精卵の産卵が可能であるとも報告している。

これらのことから、収容から8 日後に抱卵した平成12 

年度の米代川産の場合は、 2 回目または3 回目の産卵で 

あった可能性が高いと考えられる。また、今年度の親ガ 

ニ候補が抱卵しなかったことについては、八郎湖で採捕 

された個体を使用したことが原因と推察される。すなわ 

ち、本種の交尾及びそれに続く抱卵が感潮域若しくは海 

域で行われるとされていること（森 田 1994、小 林 1999) 

から、ノ\郎湖産の未抱卵個体はまだ交尾を行っていなかっ 

た可能性が高いと考えられる。 しかし、平成14年度に使 

用した親ガニは八郎湖産の抱卵個体であった。また、八 

郎湖の漁業者からの聞き取りによるとモクズガニが比較 

的多く漁獲されるのは10月下旬から12月及び4 月から5 

月とのことで、 5月頃には抱卵個体も多く混じるという。 

漁獲時期については、産卵のための降河回遊と考えて矛 

厝はないが、八郎湖内の塩素濃度は通常10〜200mg/l 

(例えば渡辺2004など）で海水の2000分の 1 から高くて 

も100分の 1程度に過ぎず、 このような塩分濃度の極め 

て低い八郎湖内で交尾•抱卵が行われているという事実 

は、これまで観察されていなかった珍しい例である可能
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性が高い。ただし、交尾•産卵を行う塩分濃度の下限と 

いった報告はなく、湖内でも地点により塩素濃度は異な 

るわけだが、主としてどこで交尾•産卵が行われている 

のかといった詳細な情報もないため、この例が淡水域に 

おける交尾•産卵と言い切れるかという疑念は残る。ま 

た、ふ化後のゾエァ幼生は塩分濃度が低いと生残率が低 

い （石 田 1976) ことから湖内でふ化した幼生が正常に 

発育できる可能性は低く、抱卵後は海に下って孵化する 

ものと推察され、平成14年度の八郎湖産親ガニの例はこ 

れを再現したことになろう。または、孵化までに海に下 

れなかった場合、再生産に寄与できずに死滅してしまう 

卵が存在することも考えられる。なお、平成14年度の八 

郎湖産親ガニの例から、卵の状態では塩分濃度が低くて 

も発生に問題はないことが示唆される。

従って、種苗生産に供する親ガニについては、未抱卵 

個体の場合は2 回目以降の産卵を期待することになり、 

確実性の点で大きく劣るため、産地がどこであれ抱卵個 

体を確保するのが確実であろう。

ともあれ、八郎湖における本種の繁殖生態については、

抱卵したまま防潮水門を越えるか、防潮水門を越えた後 

抱卵したもののみ再生産に寄与するといった、いずれに 

しても効率の悪い様式と考えられ、湖内における抱卵個 

体の出現率や湖内での胚の発生状況、実験的な交尾を行 

いうる塩素濃度の検証、付近の海域での繁殖状況などを 

詳細に検討するべきかも知れない。

中間育成試験については、少なくとも密度の違いと生 

残率の間に明らかな関係は見られない結果となった。ま 

た、浜 野 （2004)が報告していることと同様に、個体に 

より成長にはかなりのばらつきがあることが明らかとなっ 

た。

さらには、今回の給餌量はかなり控えめなものと考え 

られるほか、加温などの措置も講じていなかったものの、 

成長は遅く、ふ化幼生から飼育した場合、 2年を経過し

別表 1 中間育成試験に供した稚ガニの測定結果（収容密度別）

ても出荷サイズ（甲幅50nmi以上と考える）に達する個体 

はなく、養殖対象種としての可能性は低いと言わざるを 

得ない。

なお、本試験では極力逃亡を防止できるよう留意をし、 

生残個体の計数に際しても逃亡個体は考慮しなかったが、 

水面に触れているひもなどといったわずかな足がかりさ 

えあれば容易に逃亡する様子が観察され、少数ではある 

が水槽の外にt、る個体が確認される場合があった。
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別表2 中間育成試験に供した稚ガニの測定結果（大きさ別)
開紿時 終了時

個体数
(測定個体数)

甲幅(mm) 体重を）
個体数 

(測定個体数）

甲幅(mm) 体重を）
平均 

±標準偏差
範囲

平均 
±標準偏差

範囲
総重量(g) 平均 

±標準偏差
範囲

平均 
±標準偏差

範囲
総重量(g)

大•中群 134( 89) 14.5 ±2.6 10_1〜23.0 1.6±1.0 0_5 〜5.9 193.1 65(60) 16.5±4.9 11.3〜33_4 2.8±3.3 0.7-20.2 184.6
中群 507(120) 12.9±1_7 9.0-17.2 1.1 ±0.4 0.2 〜2.4 521.0 356(60) 15.4±3.2 9.7-25.1 2.0±1.3 0_4〜 6.6 712.0

_ 小 164( 90) 9.3 ±1.5 5_3 〜13.8 0.4±0.2 0.0 〜1_2 68.3 94(60) 13.7±2.7 8.4-27.2 1.5±1.4 0.3-10.7 138.2



内水面総合技術開発試験

(秋田固有遺伝資源増大開発試験•米代川水系阿仁川に遡上した天然アユの親魚養成と採卵）

鷲 尾 達

【目 的 】

友釣りでの追いの良さや引きの強さ、あるいは大型ア 

ユに成長するなどの優良形質の保持が想定される秋田県 

固有の天然遡上アユを採捕し、親魚養成、種苗生産を行 

い、放流用、養殖用種苗として活用する技術の確立を図 

る。

【方 法 】

1 対象魚の採捕と搬入

2003年 6 月20日から7 月12日までの期間、森吉町根 

小屋頭首エ直下（米代川河口から約50km) の阿仁川に 

おいて、投網及びたも網によりアユを採捕し内水面試 

験池に搬入した。

2 親魚養成

搬入したアユを10トンF R  P 製円形水槽に収容し、 

河川水で流水飼育した。アユ用配合飼料を自動給餌機 

で 1 日4 回給餌し、成長、へい死、生残状況などを調 

查した。

なお、飼育期間は10月 8 日までとした。

3 採卵

9 月 9 日から終日、水槽を寒冷紗で覆って成熟を促 

した。

採卵に供するため、2003年10月上旬から成熟個体を 

選別し、森吉町米内沢のアユセンターに搬入した。

【結果及び考察】

1 対象魚の採捕と搬入

阿仁川（根小屋頭首エ）におけるアユの採捕状況を 

表 1 に示した。

今年度は遡上盛期が明確ではなく、 5 月の採捕は皆 

無であった。 6 月20日にようやく遡上魚が確認され、

7 月12日までに計10回の採捕を試み、810尾の遡上魚 

を採捕した。採捕時の平均体重は49.4g で、昨年度と 

比較して30 g以上も大きく、また、一昨年と比べても 

20 g 以上大きかった。

今年度は米代川のアユの遡上量が少なく、また、遡 

上時期も盛期が特定できないほど不明瞭であった。根 

小屋頭首エにおいても同様であり、例年視認される6 

月に入っても遡上魚はほとんど確認できなかった。

遡上が遅くなったものの、魚体重は例年よりも大き 

いものが採捕される結果となった。

2 親魚養成

月別飼育状況を表2 に示した。

⑴搬入直後の状況

採捕•搬入作業による減耗は総採捕数810尾のう 

ち 4 尾で減耗率は0.5%であった。今年度の採捕魚 

の大きさであれば採捕•搬入時の減耗はほとんどな 

いものと考えられる。

⑵成 長 •生 残

採捕直後の6 月下旬は減耗が少なかったが、 7 月 

中旬に細菌性鰓病によるへ^、死が確認されたため、

1 % 食塩水浴を実施した。また、その後も8 月下旬 

にかけて細菌性疾病の発生が続いたため、その間合 

成抗菌剤を3回 （1回当たり5 日間）経口投与した。

その後、へい死は少なくなったが、飼育完了まで 

に606尾がへい死した。

3 採卵

9 月 9 日から寒冷紗で終日水槽を覆って成熟を促進 

した結果、10月上旬から採卵可能となったため、10月 

6 日及び8 日に親魚の鑑別を行い、採卵可能な親魚を 

森吉町のアユセンターに搬入した。

しかし、10月の鑑別では雌6尾の成熟が確認される 

に留まり、採卵時期が同調せず未熟魚が多いことから、 

10月 8 日で親魚養成を終了した。

これらの親魚候補魚はその後水生菌の付着が顕著に 

なり、採卵不可能な状態ですベて斃死した。

採卵時期の同調を進めるため、遡上•採捕時期など 

を比較しながら寒冷紗の設置時期を検討する必要があ 

る。
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表 1 阿 仁 川 （根小屋頭首エ）におけるアユ採捕•収容状況

採捕年月日生残数(尾）生残魚総重量(g) 生 残 魚
平均体重(g/尾）

搬入直後の 
へい死数(尾）

同 同 へ い 死 魚  
へい死魚総重量( g ) 平均体重 (g /尾）

総採捕数(尾） 総採捕重量(g) 総平均体重(g/尾）

6/20 36 1,680 46.67 0 0 - 36 1,680 46.67

6/21 8 360 45.00 0 0 - 8 360 45.00

6/22 51 2,080 40.78 0 0 - 51 2,080 40.78

6/23 40 1,845 46.13 4 180 45.00 44 2,025 46.02

6/24 89 3,865 43.43 0 0 - 89 3,865 43.43

6/26 1 40 40.00 0 0 - 1 40 40.00

6/30 86 4,275 49.71 0 0 - 86 4,275 49.71

7/3 86 3,955 45.99 0 0 - 86 3,955 45.99

7/5 44 2,800 63.64 0 0 - 44 2,800 63.64

7/12 369 19,135 51.86 0 0 - 369 19,135 51.86

計 810 40,035 49.43 4 180 - 814 40,215 49.40

表 2 月別飼育状況

年月 飼育水槽
飼育水温
平均 (°c)

飼育水温 
最低 (°c)

飼育水温 
最高 (°c) 投餌量(g)

搬入翌日からの 
へい死数(尾）

同
へい死魚体重

(g)

同 へ い 死 魚  
平均体重 (g /尾）

備 考

6 10-8 13.3 10.3 15.3 - 24 1,054 43.92

7 // 15.3 14.7 17.0 10,600 353 18,435 52.22

8 // 16.8 15.6 17.9 15,000 76 5,038 66.29

9 // 14.1 11.6 16.4 13,500 108 10,333 95.68

10 // 9.8 8.9 11.6 - 45 4,748 105.51

計 39,100 606 38,554 63.62



内水面総合技術開発試験（秋田固有遺伝資源• アユ • 旭川)

【目 的 】

秋田市旭川のアユの天然遡上のない区域において、米 

代)11水系阿仁)11の天然遡上魚を親魚として人工種苗生産 

を行った継代数の異なるアユを放流し、放流後の釣獲状 

況や成長などを把握することによりそれぞれの放流種苗 

としての特性を把握することを目的とした。

【方 法 】

1 標識放流

阿仁)丨丨において2002年 6 月に採捕したアユを親魚と 

して採卵•授精し、水産振興センター（海水飼育）及 

び森吉町のあゆセンター（淡水飼育）で育成した種苗 

(以下F t とする）に、水産振興センター内水面試験池 

で脂鰭切除による標識を施し、2003年 5 月30日、図 1 

に示したSt.1及びSt. 3並びにSt. 5 の 3 か所にほぼ 

等量ずつ、有用河川増殖対策事業により放流した。

また、対照となる「旭川清流友の会」の自主放流分 

は、阿仁川で採捕したアユを元々の親魚として5代に 

渡って継代し、水産振興センター（海水飼育）及び昭 

和町の石川養魚場（淡水飼育）で育成した種苗（以下 

F 5とする）で、2003年 5 月24日、St.1 からSt. 5 の 

5 か所にほぼ等量ずつ標識を付けずに放流した。

2 追跡調査

「旭川清流友の会」の事務局を通じて調査票を配布 

し、釣行回ごと、図 1 に示す各区間ごとの、標識魚と 

無標識魚の釣獲尾数の記入を依頼した。漁期終了後に 

回収した調査票のデータを整理し、釣獲尾数、釣獲率 

(釣獲尾数/放流尾数x 100)などを算出した。

また、 7月20日に行われた同会の釣り大会において、 

釣獲されたアユを測定した。

【結 果 】

1 放流魚測定結果（表 1、図 2 )

F iの合計尾数は約3,200尾で、測定結果は平均体長 

が7.8±1.0cm (範囲5.9〜10.6cm)、平均体重が6.1±2.9 

g (範囲2.1〜15.7 g ) であった。一方、 F 5は合計約 

9,700尾で、測定結果は平均体長が9.2±0.9cm (範囲7. 

6〜12.0cm)、平均体重が10.3±3.1g (範囲5.3〜24.8g) 

と、 F iに比較して有意に大きかった。

2 調査票の集計結果（表 2 、図 3 )

調査票については5人から回答があり、 7 月から9 

月までの延べ86回の釣行に関する釣獲状況のデータを

水 谷 寿

図 1 調査河川図

I
一

1 P7Z
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体長 (cm )

図 2 放流魚の体長組成

得た。

月別の状況では、釣行回数、約獲尾数ともに最も多 

かったのは7月で、全釣獲尾数のうち約7割は7月に 

釣られたものであった。その後、釣行回数と釣獲尾数 

は減少したが、一人一日当たりの平均釣獲尾数も15.9 

尾、9.3尾、5.3尾と大幅に減っていることから、漁期 

の後半に近づくほどアユが釣れにく くなる状況であっ 

たことが推察された。ただし、釣れにく くなる状況と 

しては、成長不良により釣りに適したサイズのアユが 

少なくなる場合、生残率の低下によりアユの絶対数が 

少なくなる場合、アユはいても増水などにより釣りが 

できる日が少なくなる場合、付着藻類の発育あるいは 

更新が悪く縄張りを持つアユが減り釣れなくなる場合、 

またはこれらの条件が複合した場合など、様々な要因 

が想定される。

区別で最も釣獲尾数が多かったのは2 区の520尾で、 

合計尾数の約48 %がこの区で釣獲されていた。次いで 

1区が305尾 （28%)、 4 区が101尾 （9 % )、 3 区が82
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尾 （8 % ) と、ほとんどが4 区よりも上流域で釣獲さ 

れていた。

釣獲魚に占めるF !の比率は7月が3.3%、 8 月が5.0 

% 、 9 月が4.8%で、放流魚の標識率24.8% よりも明 

らかに低かつた。

3 釣り大会による釣獲魚の測定結果（図4)
1 区から4 区までの区間から合計154尾のアユが釣 

獲された。58尾と最も多くのアユが釣獲されたのは1 

区であったが、平均体長は15.2cm (モードも15cm台） 

で他の区間よりも小型であった。平均体長が最も大き 

かったのは3 区で16.6cm (モードは17cm台）で、 2 区 

及び4 区の平均体長はともに15.9cm (モードは2 区16 

cm台、4 区15cm台）であった。 1〜4 区の平均体重は、 

49.1 g 、58.3 g. 64.4 g 、58.8 g で、2002年 7 月 27 日 

の大会時の釣獲魚の体重（F W 5 4 . 0 g、 F 4̂ 56.3g) 

と比べて、成長は悪くなかったと思われる。

釣獲魚に占めるF iの比率は、 1 区が5.2%、 2 区が 

4.0%、 3 区が3.3%、 4 区が9.8%で、 4 区は比較的高 

目であったものの、調査票の集計結果と同様に放流魚 

の標識率24.8%よりも明らかに低かった。また、 Fi 

の体長組成はF 5に比べて明らかに小型の方に偏って 

いた。

41998年以降の釣獲状況（表 3)
放流魚の合計尾数は12,900尾で1998年の9,500に次

体長（cm)

図4 釣り大会における各区の釣獲魚の体長組成

いで少なく、体長は1998年以降の10群の平均値8.6cm 

と比較してF iが小型、 F 5は大型であった。

一人一日当たりのF ! とF 5を合わせた平均釣獲尾数 

は12.6尾で、1998年以降では2001年の23.3尾、2000年 

の13.0尾に次いで高い数値となった。 しかし、このう 

ち12.0尾はF 5の数値であり、 F iの釣獲尾数だけを見 

ると2001年の同じく阿仁川産F :の0.1尾に次いで低い 

数値であった。

【考 察 】

今期の旭川におけるアユの釣獲状況として特徴的であっ 

たのは、 7月が好況であったのに対し漁期後半は釣獲尾 

数が大幅に減少したことと、 F iの割合がかなり低かっ 

たことである。

漁期後半の状況に関しては、放流種苗の特質というよ 

りも冷夏となった今期の気象条件を反映した結果である 

ことが推察される。また、 F iが少なかったことについ 

ては、この群がF 5に比較して小型であったことと、前 

述のように8 〜 9月の天候が不順であったことから、釣 

獲資源として添加される前に漁期が終わったという可能 

性が示唆される。すなわち、放流時にすでに大型で、早 

めに放流されたF 5が 5 〜 7 月の好天にも助けられ順調 

に分散•成長し釣獲されたのに対し、遅れて小型で放流
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されたF :は釣りに適したサイズに達するのが遅めであっ 

たことが推察され、漁期中に適正なサイズに達しなかっ 

たか、あるいは適正なサイズになった時には気象条件な 

どにより釣りにくい状況となってしまっていたことが考 

えられる。このことは、わずかではあるが8 、 9 月に 

F iの占める割合が高くなっていることからも推察でき 

る。従って、この結果は種苗の質による差とは考えにく 

く、継代数の違いによる放流種苗の優劣を考察できる資 

料とはならなかった。仮に、漁期全般を通じてアユの成 

長や縄張り形成、釣りに適した気象条件であったならは、 

漁期後半にはF iの比率が高くなり、漁期を通じて好況 

となった可能性も否定できない。

ちなみに、県内の他の河川を見ても、今期は天然遡上 

魚の数が少なく遡上時期も遅めであったこと、夏季の天 

候不順により水温が低めで付着藻類の発育も思わしくな 

かったことなどにより、例年よりも大幅に遊漁者数、釣 

獲量ともに少ない河川がほとんどであった模様である。

表 1 平成15年度旭川放流アユの測定結果

以上のように、アユは一年と寿命が短いこと、漁期が 

夏季の3 〜 4 か月と短いこと、付着藻類を主餌料にする 

という特殊な摂餌生態を有することなどから、その年の 

気象条件により漁獲量が大幅に変動するという現象が一 

般的にも認められる。また、そのため放流時期、放流種 

苗の質などのわずかな違いが、放流効果の大きな差となっ 

て発現されることも考えられる。今回の調査では、数値 

だけを見ると継代数の多い種苗の方が効果が高いという 

結果に見えるが、これまで記述したように、継代数以外 

の多くの要因が影響していた可能性が極めて高い。そこ 

で、今期に得られた結果についてさらに詳細な解析を行 

うとともに、今後の調査については、できる限り放流に 

関する由来以外の諸条件を均一にすること、漁獲状況や 

成長に関与する環境条件などの様々な細かな情報を収集 

することと、釣獲状況に関するデータをなるべく多くす 

ることに留意して調査を進めたい。

放 流 日 平成15年 5 月24日 平成15年 5 月30日

由 来

( F 5)

平成10年に阿仁j 11で採捕した天然遡上アユを 

親として、 5代にわたって人工的に継代飼育 

したアユ（昭和町石川養魚場産）

( F O

平成14年に阿仁;丨丨で採捕した天然遡上アユを 

親として種苗生産したアユ（森吉町あゆセン 

夕一産）

放 流 尾 数 9,700® (75%) 3,200® (25%)

体 長

平均土標準偏差 9.2 土 0.9cm 7.8 土 1.0cm

最 大 12.0cm 10.6cm

最 小 7.6cm 5.9cm

体 重

平均±標準偏差 10.3 土 3.1 g 6.1 土 2.9 g

最 大 24.8 g 15.7 g

最 小 5.3 g 2.1 g

標 識 部 位 標識なし 脂 鰭 （あぶらびれ）切除



表 2 調査票集計結果
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表 3 旭川におけるアユ放流調査結果のとりまとめ

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987
種苗の分類 人工大 人工小 計 人工馴致 人工 計 人工 八郎湖 計 人工 計 人工 琵琶湖 計 人工小 人工大 琵琶湖 計

親魚の由来 秋田県天然 秋田県天然 群馬県天然 群馬県天然 秋田県天然 天然産 宮崎県陸封養成 宮崎県随養成

種苗生産地 温水セン夕一 温水セン夕ー 栽培セン夕ー 栽培センター 栽培センタ一 栽培セ ンタ ー 振興セン夕ー 振興セン夕一 振興セン夕ー

中間育成地 西目川飼育池 西目川飼育池 西目川飼育池 水産指導所 川袋川飼育池 川袋川飼育池 八郎湖 川袋川飼育池 川袋川飼育池

放流月日 5 月17日 5 月17日 5月23日 5月23日 5 月30日 6 月 3 日 5 月23日 5 月21日 6 月16日 5月27日 5 月27日 6月 9 日

標識部位 インク（識別不能） A D 無 A D 無 無 A D 無 A D  + R V A D 無

放流尾数 4,694 5,322 10,016 10,050 30,708 40,758 10,200 5,100 15,300 43,250 43,250 7,871 24,038 31,909 8,734 21,228 14,000 43,962
平均体長（cm) 8.2 7.5 6.8 5.9 6.2 7.6 6.8 5.9 8.4 6.3 7.0 7.6
平均体重（g ) 7.0 5.3 4.1 2.5 3.1 5.4 4.0 2.7 6.2 2.9 3.8 5.0
放 流 量 （kg) 32.9 28.2 61.1 41.2 76.8 118.0 31.6 27.5 59.1 173.0 173.0 21.3 149.0 170.3 25.3 80.7 70.0 176.0
調査 票回 答者 数 0 0

延べ日数 90 0 76 76 76 152 152 152 359 0 247 247 247 225 225 225 225
约獲尾数 1,261 1,261 472 854 1,326 578 771 1,349 5,030 5,030 250 3,194 3,444 505 2,202 1,971 4,678
単純约獲率 12.6 12.6 4.7 2.8 3.3 5.7 15.1 8.8 11.6 11.6 3.2 13.3 10.8 5.8 10.4 14.1 10.6
一人一日当たり妁獲尾数 14.0 14.0 6.2 11.2 17.4 3.8 5.1 8.9 14.0 14.0 1.0 12.9 13.9 2.2 9.8 8.8 20.8
一人一日当たり約獲率(%) 0.140 0.140 0.062 0.037 0.043 0.037 0.099 0.058 0.032 0.032 0.013 0.054 0.044 0.026 0.046 0.063 f 0.047

全体推定採捕率（％ ) 15.0 15.0 22.6 13.4 15.7 16.2 43.2 15.7 33.2 33.2 13.5 54.1 44.1 20.2 35.6 66.6 42.4
会員率 0.469 0.469 0.5 0.5 0.5
調査票回収率 0.444 0.444 0.7 0.7 0.7

K 氏のデ一夕一人一日当たり约獲尾数 15.7 15.7 5.5 12.8 18.3 5.6 7 12.6 21.5 21.5 1.9 20.4 22.3 2.9 12.5 15.4 30.8
-人-日当たり_ 率(%) 0.157 0.157 0.055 0.042 0.045 0.055 0.137 0.082 0.050 0.050 0.024 0.085 0.070 0.033 0.059 0.110 0.070

年 1998 1999 2000 2001 2002 2003
種苗の分類 人工 人工 計 人工 人工 計 人工 人工 計 人工 人工 計 人工 人工 計 人工 人工 計

親魚の由来 阿仁川産F , 信濃川 阿仁川産f 2 信濃川 阿仁川産 阿仁川産F 2 阿仁川産F , 阿仁川産F 3 阿仁川産F , 阿仁川産F 4 阿仁川産F , 阿仁川産F 5
種苗生産地 振 興 セ ン タ ー 振 興 セ ン タ 一 振 興 セ ン タ ー 振 興 セ ン タ ー 振 興 セ ン タ ー 振 興 セ ン 夕 一 振 興 セ ン タ 一 振 興 セ ン 夕 ー 振興セ ン タ ー 振興セ ン 夕 ー 振興セ ン 夕 一 振興セ ン 夕 ー

中間育成地 あ ゆ セ ン タ ー あ ゆ セ ン タ ー あ ゆ セ ン 夕 ー 石川養魚場 あ ゆ セ ン タ ー 石川養魚場 あ ゆ セ ン タ ー 石川養魚場 あ ゆ セ ン タ ー 石川養魚場 あ ゆ セ ン 夕 一 石川養魚場

放流月日 5 月21日 5 月26日 5 月25日 5 月29日 5 月24日 5月27日 6 月 1 日 5月26日 5 月31日 5月19日 5月30日 5月24日
標識部位 A D 無 A D 無 A D 無 A D 無 A D 無 A D 無

放流尾数 3,600 5,900 9,500 3,470 18,358 21,828 2,864 13,600 16,464 3,200 18,460 21,660 2,500 13,300 15,800 3,200 9,700 12,900
平均体長（cm) 9.6 10.0 10.3 7.8 9.4 8.6 5.9 7.5 8.6 8.3 7.8 9.2
平均体重（g ) 15.5 16.9 14.3 5.5 11.8 7.5 2.1 5.4 9.4 7.5 6.1 10.3
放 流 量 （kg) 55.8 99.7 155.5 49.7 100.1 149.8 33.8 102.0 135.8 11.4 100.0 111.4 23.5 100.0 123.5 100.0 20.0 120.0
調 査票回 答者数 15 15 15 11 11 11 9 9 9 3 3 3 12 12 12 5 5 5

延べ日数 94 94 94 153 153 153 144 144 144 23 23 23 140 140 140 86 86 86
約獲尾数 399 517 916 540 1,130 1,670 528 1,344 1,872 3 533 536 368 1,350 1,718 49 1,034 1,083
単純約獲率 11.1 8.8 9.6 15.6 6.2 7.7 18.4 9.9 11.4 0.1 2.9 2.5 14.7 10.2 10.9 1.5 10.7 8.4
一人一日当たり釣獲尾数 4.2 5.5 9.7 3.5 7.4 10.9 3.7 9.3 13.0 0.1 23.2 23.3 2.6 9.6 12.3 0.6 12.0 12.6
一人一日当たり约獲率(%) 0.118 0.093 0.103 0.102 0.040 0.050 0.128 0.069 0.079 0.004 0.126 0.108 0.105 0.073 0.078 0.018 0.124 0.098

全体推定値※採捕尾数 1,330 1,723 3,053 2,455 5,136 7,591 2,933 7,467 10,400 50 8,883 8,933 1,533 5,625 7,158 490 10,340 10,830
採捕率 37.0 29.3 32.1 70.9 28.2 34.8 102.2 55.0 63.2 1.7 48.3 41.2 61.3 42.5 45.3 15.0 107.0 84.0

K 氏のデ一夕一人一日当たり約獲尾数 6.1 9.1 15.2 4.8 10.2 15.0 9.2 8.4 17.6 - - 0.0 1.4 10.8 12.2 1.6 6.8 8.4
-人-日当たり约獲率(%) 0.169 0.155 0.160 0.137 0.056 0.069 0.319 0.061 0.107 - - 0.000 0.041 0.059 0.077 0.050 0.070 0.065

※ 全体推定値：会員数を50名、回答者の平均値を会員の平均的な釣果と仮定したときの推定値



内水面総合技術開発試験（希少種資源増殖技術確立試験• イワナ)

【目 的 】

県内に生息する在来イワナの増養殖技術を確立し、資 

源保護と増殖を図ることを目的とした。

【方 法 】

1994年に県内の河川から採捕し、秋田県水産振興セン 

ター内水面試験池（以 下 「試験池」と略称する。）で継 

代飼育したイワナを用いて、仔稚魚養成•親魚養成•種 

苗生産を実施した。1 仔稚魚養成

⑴養成対象魚

2002年秋に採卵し、湧水で卵管理及びふ化仔魚飼 

育管理を行い、2003年 4 月28日に円形1 トンF R P  

水槽に収容した平均体重0.17gのF 2 ( F 1 親魚か 

ら得られた）稚魚1，682尾。

⑵飼育方法

ろ過しない河川水を掛け流しで使用した。給餌率 

はライトリッツ表一部改変（大渡1978)に基づき、 

完全に餌付くまで1 日8 回程度、ます類稚魚用配合 

飼料を給餌した。

2 親魚養成

⑴養成対象魚

試験池で飼育中のF 1 • F 2 未成魚及び親魚。

⑵飼育方法

ろ過しない河川水を掛け流しで使用した。給餌率 

はライ卜リッツ表に基づき、育成用又は採卵親魚用 

配合飼料を給餌した。また、由来•年齢ごとに適宜 

分槽した。

3 種苗生産

(1) 採卵用親魚

採卵親魚には、10卜ン円形水槽及び30卜ン巡流水 

槽で継代飼育されているF 1及び F 2 の大型個体 

を用いた。

(2) 卵管理

用水はろ過しない河川水を使用した。水生菌の付 

着防止のため、一部の卵は採卵日から3 日後にマラ 

カイ卜グリーン（以 下 「M G 」 と略す。）2.5ppm 

溶液で60分間薬浴した。M G 使用後の用水は活性炭 

吸着処理を行った後排水した。

また、他の一部の卵は発眼まで河川水のシャワー 

連続処理（プラスチック製アトキンスふ化盆に卵を 

収容し、その上部に空のふ化盆を5枚重ねた）又は

鷲 尾 達

60分間水道水浴を実施した。

(3) 発眼卵埋設予備試験

発眼卵の河川内埋設の可能性を検討するため、300 

ml標本瓶に発眼卵を収容して埋設し、河川内におけ 

る発眼率を調査した。

【結果と考察】1 仔稚魚養成

⑴成長と歩留まり

2003年 4 月16日に平均体重0.17 g であったF 2 仔 

魚1，682尾は、11月26日の計数時には平均体重11.0 

g に成長し、358尾生残しており、生残率は21.3% 

となった（表一1)。なお、これらの尾数は重量法で 

算出した。

⑵飼育状況

この群は5月から7月にかけて細菌性鰓病により 

1，200尾余りがへい死したため、対策として食塩浴 

を行った。

⑶飼育水温

飼育水である河川水温の測定結果を図1 に示した。 

最低は1 月中旬の0.4°C、最高は8 月上旬の17.9°C 

で、平年に比べ7月から10月にかけては低水温であっ 

た。

2 親魚養成

⑴飼育状況

2004年 3月現在における飼育状況は表2 のとおり 

である。

3 種苗生産

⑴採卵用親魚

10トン円形水槽及び30卜ン巡流水槽2面で飼育し 

たF 1 雌10尾と雄1尾、 F 2 雌169尾と雄52尾を使 

用し、搾出法により採卵、採精した。

(2 )採卵•卵管理

吸水後の卵径及び卵重は、10卜ン円形水槽（2 +  

F 2 ) が0.46〜0.51cm、0.06〜0.08g、30 卜ン巡流 

水 槽 （3 + F  2 ) が0.51cm、0.09〜0.10g 、30 卜ン 

巡流水槽（3 + F 1 ) が0.51cm、0.09gであり、年 

齢が高い親魚の卵が大きい傾向にあった（表 3 )。

M G 薬浴を実施した卵の発眼率は、86.4〜87.1% 

であった。また、シャワー連続処理を実施した卵の 

発眼率は16.8〜54.0%、M G 薬浴後にシャワー連続
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図 1 内水面試験池における河川水温の推移 

表 2 養成親魚•未成魚の飼育状況

測 定 月 日 内 訳 収 容 水 槽 名 容 量 •形 状 •材 質 収 容 尾 数  

(尾 ）

平 均 体 重  

( g )

備 考

1 1 . 2 6 2  +  F 2 3 - 4 3 トン円形F R P 3 5 1 0 2 . 0

1 1 . 2 6 3  +  F 2 1 0 - 1 0 1 0 トン円形F R P 7 3 2 9 6 . 0

1 1 . 2 6 4  +  F 2 1 0 - 9 1 0 トン円形F R P 2 8 5 7 3 . 0

1 1 . 2 6 4  +  F 1 3 - 8 3 トン円形F R P 1 8 5 4 3 . 9

注 ） 2  +  F 1 : 2 0 0 1 年 秋 採 卵

F 1 : 天 然 親 魚 か ら 採 卵 し 、 そ の ふ 化 仔 魚 を 養 成 し た 第 一 代  

表 3 採卵と検卵状況

採 卵 親 魚 の 収 容 採 卵 尾 数 使 用 雄 採 卵 数 卵 径 卵 重 発 眼 卵 数 発 眼 率 卵 管 理 の

月 日 由 来 水 槽 (尾 ） 尾 数 (尾 ) (粒 ） ( c m； (g) (粒 ） ( % ) 種 類

10. 2 0 3 + F 2 J - 1 5 4 3, 7 6 4 0 . 5 1 0 . 1 0 3 , 2 7 7 8 7 . 1 M Gii2  +  F 2 1 0 - 5 2 7 7 1 9 , 4 3 3 0. 4 6 0. 0 6 1 6 , 7 9 9 8 6 . 4 M G

3, 8 9 6 6 5 6 1 6 . 8 シャヮ-

10. 2 3 2 +  F 2 1 0 - 5 8 5 8, 6 6 4 0 . 5 1 0. 0 8 7 , 1 5 9 8 2 . 6 M G + シャワ-

2, 4 4 8 1 , 9 7 9 8 0 . 8 水 道 水

10. 2 8 2  +  F 2 1 0 - 5 3 9 1 0 26, 2 6 4 0. 4 6 0. 0 6 1 6 , 6 2 4 63. 3if2  +  F 2 1 0 - 5 3 2 1 0 2 3 , 5 7 7 0. 4 5 0. 0 6 1 2 , 3 1 2 5 2 . 2 シャワ-

〃 2  +  F 2 1 0 - 5 4 0 1 0 2 9 , 0 1 5 0. 4 5 0. 0 6 8 , 5 8 3 2 9 . 6

1 0 . 3 0  3  +  F 1  J - 5  1 0  1 8 , 9 2 4  0 . 5 1  0 . 0 9  4 , 6 6 6  5 2 . 3if 3 +  F 2  T - 1 1 8  6  1 9 , 2 1 2  0 . 5 1  0 . 0 9  1 0 , 3 7 0  5 4 . 0  シャワ-

処理を実施した卵の発眼率は82.6% 、水道水浴を実 

施した卵の発眼率は80.8%であった。

一方、M G 薬浴などの処理を全く実施しなかっ 

た卵の発眼率は29.6〜63.3%であった。

水道水浴はM G 薬浴に比べ発眼率は7 ポイント 

ほど劣るものの8 0 %を越えており、水生菌付着•発 

育防止の効果は十分認められるものと考えられる。

(3) 発眼卵埋設予備試験

標本瓶に直径3 mmの穴を開け、これに10月20日採

表 1 養成仔稚魚の成長•歩留まり

卵の発眼卵各200粒を収容後、2004年 1月 9 日に八 

森町真瀬川の第1支川のうち3箇所に埋設した。放 

流時の積算水温は280.0°Cであった。河川水温は3.1 

〜3.8°Cであった。

このうち2箇所について2 月10日にふ化率を確認 

したところ、死卵はそれぞれ14粒、20粒で、ふ化率 

は93 %、9 0 %であり、発眼卵埋設による放流効果の 

可能性があるものと考えられた。この時の水温は1.8 

〜2.4°Cであった。

測 定 月 日 収 容 水 槽 名 容 量 •形 状 •材 質 収 容 尾 数 歩 留 ま り 平 均 体 重

(尾 ） ( % ) ( g )

4 . 1 6 1 - 4 竪 型 ふ 化 槽 1 , 6 8 2 1 0 0 . 0 0 . 1 7

8 . 1 5 同 上 1 トンF R P 水 槽 4 6 2 2 7 . 5 1 . 7 0

1 1 . 2 6 同 上 同 上 3 5 8 2 1 . 3 1 1 . 0 0

20.0
■平 年 (’9 7 〜 0 2 年 度 の 平 均 値 ） 

2 0 0 3 年 度

合 計 （2 0 0 4 . 2 . 9 ) 179 53 145,197 82, 425 56. 8



渓流魚の増殖と渓畔林の機能に関する研究

佐 藤 正 人

【目 的 】

渓流魚にとって渓畔林は餌料供給や待避場提供など多 

くの機能を有することで知られている。しかし、近年の 

森林伐採や河川工作物造成に伴い河川環境が変化し、渓 

流魚にとって好適な環境が年々消失してきている状況に 

あり、多くの河川でその資源量が減少しているものと予 

想される。

本研究では渓流魚であるイワナと渓畔林の相互関係を 

把握し、渓畔林の植林、伐採などの管理に反映させると 

ともに、今後の渓流域における渓流魚の増殖手法を提示 

することを目的とした。

【方 法 】

1 調査河川

調査河川は、他の河川からの移植及び種苗放流が行 

われていない八森町真瀬川支流（禁漁区）とした。ま 

た、渓畔林を構成する植生の違いがイワナの生息に与 

える影響を把握するため、調査場所として河岸周辺に 

サワグルミ、ヤナギ類などの広葉樹が植生しているA  

沢及び一部渓畔林の伐採またはスギの植林が行われて 

いるB 沢を選定した（図 1、表 1)。調査はA 沢、 B 

沢の合流点から上流の堰堤にかけて行い、 B 沢につい 

ては渓畔林を構成する植生、勾配などの違いから、下 

流側をa 区、上流側をb 区に区別して扱った（表 2 )。 

調査魚の採捕には、手網もしくは電気ショッカー（フ 

ロンティアエレク卜リック社fish s h o c k e r m )

を用いた。

図 1 調査河川

表 1 調査区間の概要

A沢 B沢 備考
調査区間 (m) 814.0 763.9
川幅 (m) 4.8 1.9
丨最小〜最大 2_5 〜9_2 1.1〜2_4

調査面積 (nrt) 3,907.2 1,451.4
摞高 (m) 272_7 〜300.3 272_7 〜302.0
河川勾配 1/29 1/26

表 2 B 沢 （a 区、 b 区）の概要

a区 b区
調査区間 (m) 546.6 217.3
調査面積 (m4) 1038.5 412.9
標高 (m) 272.7 〜287.9 287.9 〜302.0
河川勾配 1/36 1/16
主な河畔植生 スキ’ (人工林）、 

サワグルミ(流路沿）

スキ•(右岸斜面）

ブナ、ミス•ナラ等の広葉樹 
(左岸斜面）
サワゲルミ、オノXヤナキ* 
(谷底面）

2 生息密度調査

⑴生息尾数及び生息密度の推定

B 沢のイワナの生息尾数、生息密度を推定するた 

め、調査水域内において7月23日に採捕した個体全 

てに右腹鰭切除標識を施したうえで放流し、翌日に 

再捕した。資源量はピーターセン法により推定した。

推定の際には標識魚は採捕地点付近に放流し、再 

捕は翌日に行うため、死亡、移動、標識•非標識魚 

間で捕られやすさに差はないものとした。

(2) 渓畔林の植生とイワナの分布について

B 沢において、渓畔林の植生とイワナの分布状況 

の関係について検討するため、 5月29日、 7月24日、 

8 月27日、11月13日の採捕場所を地図上にプロッ卜 

しa 区、 b 区に分け計数した。

3 生態調査

⑴ 成 長

B 沢におけるイワナの成長を把握するため、 5 月 

29日、 8 月27日、11月13日に採捕した個体の体長を 

計測し、成長を解析した。

(2) 稚魚の生息状況

6月18日、 7月 4 日にA 沢及びB 沢において稚魚 

の生息状況を把握するため、手網によって採捕した。 

採捕した稚魚は体長、体重を測定し、採捕場所の水 

深、流量及びカバーの有無などについて確認した。

(3) イワナの食性

食性を把握するため、 5月29日、 8 月27日、11月 

13日にB 沢で採捕したイワナの胃から胃内容物を摘
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図 2 底生生物の調査定点 

丨産卵場調査

産卵実態と渓畔林との関係について把握するため、 

10月28日• 29日、11月 5 日• 6 日にA 沢及びB 沢にお 

いて産卵床を確認した。発見した産卵床は図3 のとお 

り大きさ（R w  :産卵床全幅、R 1：産卵床全長、P 1： 

窪み全長、Tch ：塚の高さ）、流速及び水深（Pf ：産 

卵床上流端、Pb ：産卵床窪み、Tc ：塚、Rtc ：塚後端 

部)、底質などを測定したほか、ぺアリングやカバー 

(高さl m 未満）の有無などについて確認した。

水流

/ 嫌速

出し、陸生昆虫、水生昆虫、水生昆虫成虫などに分 

類し、 1個体あたりの胃内容物における湿重量を当 

歳 魚 （便宜上、11月13日の1歳魚については当歳魚 

として取り扱った）と1歳魚以上の個体に分け分類 

した。また、摂餌選択性を把握するため、餌料生物 

の種別重量の測定と個体数の計数を行い、Pinkas 

et al. (1971)の方法を一部変更した式（木曾•熊 

谷、1989)に基づき、餌料出現率（％F )、餌料個 

体数比（％N )、餌料重量比（％W ) を求め、その 

値をもとに餌料重要度指数（I R I )を算出した。

% F = ある生物を補食していた尾数/

摂餌尾数x 100

% N = ある生物の胃内における個体数/

被食生物の総個体数X 100

% W = ある生物の胃内での重量/

胃内容物重量X 100 

IRI= ( % N  +  % W )  x % F

分類の際には、消化されて原形を留めていないも 

のや植物片、砂及び寄生虫と考えられる双器綱につ 

いては、計数の際には除外した。

餌料環境調査

(1) 底生生物の現存量

渓畔林の植生の違いがイワナの餌料となる底生生 

物の種類や現存量に与える影響を把握するため、 B 

沢において10月28日にa 区、b 区の各3箇 所 （図2) 

で、50X 50cmコドラー卜内の礫中の底生生物を全て 

採取し、種別重量の測定と個体数の計数を行った。

(2) 落葉の重量変化

水中に落下した落葉は底生生物の餌料及び生息場 

所となることから、A 沢及びB 沢の優占種であるス 

ギ、ヤナギ属、ブナ、サワグルミの落葉を採取し、 

水中での重量変化並びに底生生物の生息状況につい 

て調査した。採取した落葉は室内で乾燥後、種別に 

各10 g を29X 29X 1 cm、目合い0.3X 2 cmの董に詰 

め、 9月 2 日に内水面試験池の人工河川に沈め、12 

月 2 日に回収した。回収後、砂泥、有機物などを洗 

い流し、室内で乾燥後、重暈を測定した。調査開始 

時 •終了時の重量差は底生生物による摂食や他の物 

理的、科学的、生物学的作用による減少と考えられ 

るが、本調査では全て分解とした。なお、落葉に付 

着している底生生物は、目別に分類し個体数を計数 

した。

図 3 産卵床の測定箇所



6 その他

(1) 倒流木により形成された淵の大きさ

7月 4 日にB 沢において、イワナの主な生息場所 

である淵の大きさを計測した。淵は最深部が30cm以 

上のものを対象に、倒流木によって形成されたもの、 

河川の蛇行や岩などにより形成されたもの（その他 

の淵）の2種類に分け、その面積を求めた。

【結果及び考察】1 生息密度調査

⑴生息尾数及び生息密度の推定

小型魚への標識の影響による死亡を考慮し、推定 

の際には体長8 cm未満の個体を除外して扱った。 B 

沢における生息尾数は31尾、生息密度は0.02尾/ m2 

と昨年（0.09尾/ m2) と比較してかなり低い結果と 

なった。原因として、本年度の調査時にB 沢の下流 

部 （a 区の下半分）が渴水で河床が露出し、生息可 

能な水域が大きく減少していたため、露出のない上 

流部及びA 沢へ移動したことのほか、露出した水域 

に取り残され、へい死したことで、調査区域内の生 

息尾数及び密度が減少したものと考えられる（表 3 )。

表 3 B 沢におけるイワナの資源量推定結果

標識放流尾数 22
採捕尾数 7
うち標識魚再捕尾数 5
生息尾数 31(95%信頼限界） 21〜 59
調査面積 (m2) _____ _1l451__
生息密度 (尾/m2) 0.02

(2) 渓畔林の植生とイワナの分布について

5 月に38尾、 7月に38尾、 8 月に27尾、11月に43 

尾のイワナを採捕した（図 4)0 5 月、 7 月には渴 

水によりa 区の下流部の河床が露出した。分布につ 

いては、河床の露出が認められた5 月、 7月にはb 

区に集中して確認された。 8月には河川全域に確認 

され、11月には10月29日及び11月 5 日に産卵床を確 

認した地点の周辺に集中し、特に産卵場の多く確認 

されたb 区で確認された。このことから、 B 沢のイ 

ワナは渴水といった環境変化や成熟などにより、 B 

沢を大きく移動するものと考えられる。

図 4 一 1 B 沢におけるイワナの分布（5 / 2 9 、 n =38) 図 4 — 2 B 沢におけるイワナの分布（7 /2 4 、 n =38)



一 3 B 沢におけるイワナの分布（8 /2 7 、 n =27) 図 4 一 4 B 沢におけるイワナの分布（11/13、 n=43)

5 10 15 20 25 30
体長(cm)

5 10 15 20 25 30
体長(cm)

5 10 15 20 25 30
体長(cm)

生態調査

(1) 成長

5 月から11月に採捕されたィヮナの体長組成を図 

5 に示した。 5 月、 8月、11月ともに3峰型または 

4 峰型の分布を示した。 5 月の個体を鱗により年齢 

査定した結果から、最初のモードを当歳魚、 2番目 

のモードを1歳魚、 3番目以降のモードを2歳魚以 

上とし、年齢別の体長組成について調査した結果、 

当歳魚について、 5月では3 cm、8 月では5 • 6 cm、 

1歳魚となる11月では8 cmとなった。 1歳魚につい 

ては、 5 月で10cmとなったものの、それ以降のモー 

ドが不明瞭であったため、成長を解析することがで 

きなかった。このことから、 5 月に3cmであった当 

歳魚が、 1歳魚となる11月には8 cmに、翌 5 月には 

10cmまで成長するものと考えられる。

なお、平成14,15年にB 沢で採捕された個体の体 

長、体重をとりまとめた結果、体長、体重間に正の 

相関が認められた（図 6 )。
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図 5 B 沢におけるイワナの体長組成



5月 8月 11月
イワナ胃内容物の湿重量（1 十〜 )

ロ水生昆虫 ロ陸生昆虫(水生昆虫成虫)
B 陸生昆虫(陸生由来） B 魚類■魚卵

y = 0.0208x28636 (r= 0.9951)(y:体重、x:体長) 表 4 A沢及びB沢の稚魚採捕場所の概要
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o 

o 

o

 

o 

o 

o

3
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y = 0.0208x^ 
r = 0.9951

10 30 4020

体長(cm)
図 6 イワナの体長•体重

⑵稚魚の生息状況

6 • 7 月の調査中、陸上からの目視では1尾も確 

認することができなかった。手網による採捕により 

A 沢で5尾、A 沢の小支流で3尾、 B 沢のb 区で2 

尾の計10尾の稚魚が確認された（図 7、表 4 )。稚 

魚は水深13cm程度の岸辺で、かつ、水中が草木の茎 

や根などの力バーで入り組んだ場所で採捕された。 

また、採捕場所の流速は4 c m/秒程度と、周辺と比 

較して流速がかなり遅いことから、水中内のカバー 

には流速を遅くする水制効果（稚魚のエネルギー消 

費を低く抑えられる）があるものと考えられる。

稚魚の採捕場所の状況
調査場所 No. 体長

(cm)
水深
(cm)

流速
(cm/s)

川幅
(cm)

A沢 1 4.6 8 5.1 525
2 4.6 11 0.1 517
3 4.6 6 0.4 462
4 5.0 8 5.2 730
5 4.0 18 2.6 330

A沢支流 6 3.2 13 2.7 114
7 3.0 15 0.8 292
8 4.1 10 9.9 110

B沢 9 5.0 20 1.3 180
(b区) 10 4.0 18 9.4 232

No. 川岸からの 
距離(cm)

流心からの 
距離(cm)

カバ一の有無(水中）

1 52 200 植物の枝（146 x 52cm)
2 42 330 広葉樹の根（140 x 42cm)
3 40 192 倒流木(枝）（50 x40cm)
4 32 172 倒流木(枝）（60 x 52cm)
5 83 203 石（24 x  20cm)
6 34 49 植物の根(50X20)
7 22 172 石(37x11cm)
8 10 147 広葉樹の根(35X18 )
9 45 40 石（28 x  23cm)
10 22 112 広葉樹の根(40 x  27cm)

(3) イワナの食性

当歳魚及び1歳魚以上の個体の胃内容物における 

湿重量を図8、図 9 に示した。湿重量は当歳魚で5 

月から11月にかけて成長とともに増加する傾向が認 

められ、 1歳魚以上の個体では5月、11月に比較し、 

8 月に多くなる傾向が認められた。また、胃内容物 

中に占める水生昆虫の割合は当歳魚では5 月から11 

月に増加する傾向が認められたのに対し、 1歳魚以 

上の個体では減少する傾向が認められた。陸生昆虫 

は当歳魚、 1歳魚以上の個体とも、 8 月に多く確認 

されたほか、 1歳魚以上では11月に魚卵（イワナの

ロ水生昆虫 ロ陸生昆虫(水生昆虫成d
B陸生昆虫(陸生由来） B 魚類■魚卵

図 8 イワナ胃内容物の湿重置（0 + )

図 7 八沢，B沢のイワナ稚魚の採集場所 (6/18、 7/4、 n=10)
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表 5 B 沢におけるイワナの餌料出現率（％ F ) 、餌料個体数比（％N )、餌料重量比（％W ) 及び餌料重要度指数（IRI)

湿重量は1.37g/m 2から2 .17g/m2までで、 a 区 

に比べb 区の方が多い結果となったほか、全体的に 

下流になるにつれ、湿重量が少なくなる傾向が見ら 

れた。出現した底生生物についてはa 区ではハエ目、 

トビケラ目、カゲロウ目、力ワゲラ目が多く、 b 区 

ではヨコエビ目、カゲロウ目、力ワゲラ目が多い結 

果となった。なかでもヨコエビ目については、上流 

側ほど多く、ハエ目については、下流側ほど多くな 

る傾向が認められた。この結果から、渓畔林の林相 

により底生生物の湿重量、出現割合が変化するもの 

と考えられるが、 5 月、 7 月には渴水により河川内 

の水量が大きく減少し、 a 区の下流側の河床が長期 

間露出していたことから、底生生物の湿重量、出現 

種に影響したとも考えられるため、月別に調査を行 

い、出現状況を把握する必要があるものと考えられ 

るo

0.0
1 2 3 4 5 6 (st)

一  a区 — —  b区 —

図1 0 底生生物の湿重量

卵）が多く確認された。

次に当歳魚及び1歳魚以上の個体の餌料出現率 

( % F )、餌料個体数比（％N )、餌料重量比（％W)  

及び餌料重要度指数（I R I )を表5 に示した。その 

結果、当歳魚では5 月にはハエ目が多く摂餌される 

傾向が認められた。 8月には陸生昆虫、カゲロウ目、

ハエ目、11月にはカゲロウ目、 トビケラ目、ハエ目

の順で多く摂餌される傾向が認められた。 1歳魚以 

上の個体では5 月にはトビケラ目、カゲロウ目、 8 

月には陸生昆虫、 トビケラ目、ハエ目、11月には魚 

卵 （イワナの卵）、 卜ピケラ目、陸生昆虫の順で多 

く摂餌される傾向が認められた。また、摂餌された 

餌料について1歳魚以上の個体は当歳魚に比べサイ 

ズが大きいものを捕食している傾向が伺われた。

このことから、当歳魚、 1歳魚以上の個体とも5 

月、11月に比べ、陸生昆虫が多く出現する8 月には 

河畔から河川内に落下し、流下する陸生昆虫を摂餅 

する割合が高くなるものと考えられる。また、当歳 

魚は1歳魚以上の個体に比べ、体サイズが小型であ 

り、流速、水深が小さい場所に生息していることか 

ら摂餌する餌料の種類、大きさが異なるものと考え 

られる。

3 餌料環境調査

(1) 底生生物の現存量

底生生物の湿重量を図10に、底生生物の出現割合 

を図11に示した。
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図11底生生物の出現割合（個体数割合）

⑵落葉の重量変化

落葉の種別の残存率を図12に、落葉に付着してい 

た水生昆虫の個体数を図13に示した。

落葉はブナ、スギ、ヤナギ類、サワグルミの順で 

残存していた。落葉中に確認された水生昆虫につい 

てはカゲロウ目、力ワゲラ目、ハエ目、 卜ピケラ目 

の4 目で、 B 沢と比較するとカゲロウ目 （マダラ力 

ゲロウ科）の個体数が卓越して多い結果となった。 

また、70% 近く残存したブナとスギについて個体数 

を比較すると、ブナが6倍以上も多く、その中でも 

カゲロウ目が卓越して多い結果となった。また、ヤ 

ナギ類については他より力ワゲラ目（草食性が主体) 

が多い結果となった。このことから、樹種により分 

解速度が異なることが考えられるほか、餌料として 

利用する水生昆虫の種類が異なるものと考えられる。

100
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»
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0
スギ サ ワ グ ル ミ ヤ ナ ギ 類

図12落葉の残存率
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]ハエ目

□卜ピケラ目 

B 力ワゲラ目 

B カゲロウ目

ロ
ブナ ス ギ サ ワ グ ル ミ ヤ ナ ギ 類

図13水生昆虫の個体数

4 産卵場調査

10 • 11月にA 沢及びB 沢において産卵床の確認を行っ 

た結果、A 沢で1 力所、A 沢の小支流で4 力所、 B 沢

図14 A沢 • B沢におけるイワナ産卵床の分布 (10/28-11/6、n=14)
のb 区で8 力所、 a 区で1 力所の計14力所確認された 

(図14、表 6 )。

産卵床は、長軸が上下流方向ではなく流れの方向に 

一致した長円形で、先端部から末端部にかけて浅くな 

るもの、深くなるものの2種類が確認された。各産卵 

床の計測部位の平均は長さ40cm (うち窪みの長さ17cm)、 

幅22cm程度、水深11cm、流速7.5cm/秒程度で、底質 

が長径50nmi以下の礫で構成される緩流域及び淵で認め 

られた。確認された産卵床の殆どは岸際のものであり、 

約半数が渓畔林の根や枝などのカバーに覆われ、上か 

らは見えにく くなっていたことから、岸際のカバーは 

鳥類などの外敵から見えにく くする効果があるものと 

考えられる。

B 沢において、 a 区に比べ、 b 区で多く確認された 

ことについて、 a 区の河床には土砂や有機物の堆積が 

かなり多く見られたことから、卵が窒息する影響の少 

ない環境を選択して産卵していることが考えられ、渓 

畔林を構成する植生の違いや河川勾配が河岸の土砂流 

出や有機物の堆積にも影響するものと考えられる。
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表 6 産卵場測定結果

河川 No.
産卵場i所 産卵床の状況
形態 川幅

(cm )
流心 
(cm )

川岸
(cm )

大きさ（cm) 水深 (cm ) 流速 (c m /s )
R w Rl PI ① P f ② P b ③ T c ④ R tc 平均 ① P f (2 )P b

B 沢 ( a 区） 1 P し 1 66 115 28 25 52 2 4 7 9 8 17 10 4 .0 2 .3
B 沢 ( b 区） 2 S U 2 2 0 8 9 5 4 2 4 4 4 16 13 14 7 6 10 1 .8 0 .5

3 S U A 2 5 6 129 22 18 36 - 10 - 一 - 一 13 .4 -

4 S L A 156 9 4 2 3 2 8 51 21 6 11 5 5 7 13 .3 12 .9
5 S U A 2 4 0 162 27 22 41 14 5 7 4 5 5 1 0 .0 7 .4
6 S L A 2 3 4 158 33 23 4 0 13 7 7 6 7 7 7 .7 14 .0
7 S U A 2 5 2 6 0 4 0 2 0 35 11 10 11 8 9 10 15 .8 9 .0
8 S U A 2 5 0 86 23 22 37 16 5 6 3 6 5 0 .7 0 .3
9 S L A 151 7 0 2 0 21 37 18 5 8 4 6 6 2 .5 2 .6

A 沢 10 S L A 5 5 0 161 52 16 36 15 15 16 12 15 15 11 .4 7 .2
A 沢小支流 11 P U A 1 88 47 25 2 5 42 15 2 2 2 4 2 4 27 2 4 10 .7 15 .6

12 P しE 67 0 28 19 3 5 13 8 10 5 2 6 3 .5 3 .9
13 P L 1 6 0 52 4 3 14 20 一 21 - - 一 - 2.1 一

14 P しE 1 8 0 0 4 0 3 0 5 0 23 29 29 23 21 26 1 .7 1 .3
平均 - - 一 22 4 0 17 12 13 9 11 11 7 .0 6 .4

河川 No.
産卵床の状況
流速（c m /s ) T c h

(cm )
親魚 カバー ( 備考）

③ T c 平均

B 沢 ( a 区） 1 3 .7 3 .3 2 〇 スギの幹 152  x  62cm
B 沢 ( b 区） 2 4 .0 2.1 4 - 無し

3 一 13 .4 一 - 樹 木 の 根 9 2 x 1 2cm
4 18.7 15 .0 5 一 倒 流 木 5 6 5 X  13cm
5 8 .3 8.6 2 - 樹 木 の 根 1 1 0  x  20cm
6 15 .2 12 .3 3 〇 無し
7 17 .7 14 .2 4 〇 サ サ 1 7 0  x  57cm
8 0 .5 0 .5 4 一 サ サ 1 7 0 X  127cm
9 4 .7 3 .3 5 〇 無し

A 沢 10 11 .7 10.1 4 - 無し
A 沢小支流 11 16 .4 14 .2 2 〇 無し

12 5.1 4 .2 4 - 植物  6 5  x  67cm
13 - 2.1 - - 無し
14 2 .3 1 .8 4 〇 樹 木 の 根 1 2 0 x 1 6cm

平均 9 .0 7 .5 4

河川 No.
産卵床の状況

礫径 (JS 径 : mm ( 重量 ％ ) )
1 - 1 0 1 0 - 2 0 2 0 - 3 0 3 0 - 4 0 5 0 -

B 沢 ( a 区） 1 12.5% 35 .1% 34 .8% 14.1% -

B 沢 ( b 区） 2 31 .4% 38.0% 20 .4% 10.2% -

3 38.3% 11.2% 24 .1% 10 .4% 6.1%
4 12.6% 7.4% 8.5% 25 .4% 15.7%
5 42 .8% 1 7.9% 14.9% 14.9% -

6 24 .3% 24 .7% 16.5% 28.5% -

7 25 .7% 58.2% 16.0% - 一

8 24 .7% 29.7% 15.8% 6.3% -

9 11.8% 16.2% 15.7% 17 .0% 10.5%
A 沢 10 8.7% 33 .2% 31 .5% 11.0% -

A 沢小支流 11 20 .6% 30 .5% 23 .8% 25 .2% 一

12 9.2% 13 .1% 12.7% 31 .4% 8.4%
13 15.7% 45 .5% 20 .6% 18.3% 一

14 11.0% 25.1% 25 .8% 23 .5% 5.5%
平均 20 .7% 27 .6% 20 .1% 16 .9% 3.3%

可^ 態
P : 渕、S :緩流域、U : 上流側、L :下流側、P L E :測と瀬の境界部(溯長の 1 5 % 以下）、A : 川岸（川幅の 1 5 % 以下）

-:小支流
②大きさ • 水深•流速など
R w iR ed d  w id th (産卵床全幅)、R I:R edd  le n g th (産卵床全長)、P I : P i t丨e n g th (窪み全長)、P f:P it  f ro n t (産卵床上流端)、 

P b :p it  b o tto m (産卵床窪み)、T c :T a ils p ill c r e s t (塚)、T c h :T a ils p ill c re s t  h e ig h t(塚の高さ )
R tc :R e a r  o f  T a ilsp ill c re s t (塚後部）



5 その他

(1) 倒流木により形成された淵の大きさ

イワナの主な生息場所である淵は、倒流木によっ 

て形成されたものが6 力所、その他の淵が7箇所の 

計13力所確認された。その面積を計測したところ倒 

流木によって形成された淵の平均面積は6.15m2、そ 

の他の淵で4.28m2となり、倒流木によって形成され 

た淵はその他の淵により形成された淵より1.4倍程 

度大きい結果となった。このことから、渓畔林から 

供給される倒流木は、イワナの生息場所の提供に大 

きく貢献しているものと考えられる（表 7)0

表 7 倒流木によって形成された淵の大きさ

淵の種類1 力所数 水深(m) 面積(rrf) 備考
倒流木由来 6 0.39±0.1 6.15±3.5 スギ倒木により形成された淵：2箇所

そ の 他 1 7 0.36 ±0.1 4.28 ±2.9
※ 水深、面積:平均土標準偏差
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サケ• マス資源増大対策事業（サケ• マス資源管理推進事業• サケ)

【目 的 】

本事業は水産庁の補助事業として、サケ• マス資源の 

効率的な増殖方法及び来遊予測方法の確立を目的に実施 

したものである。結果の詳細については「平成15年度水 

産資源増殖ブランド•ニッポン推進対策事業（サケ•マ 

ス • ブランド推進型）報告書：秋田県」として報告する 

ため、ここではその概要を述べる。

【要 約 】1 回帰資源調査

⑴年齢組成調査

1) 回帰状況

沿岸の漁獲状況及び捕獲を行っ ている11河川の 

遡上状況を「捕獲•採卵速報」により調べた。沿 

岸域における漁獲尾数は86,906尾で、前年比92% 

と昨年を若干下回った。一方、河川での捕獲尾数 

は46,362尾で前年比11 8 %と昨年を上回った。特 

に、川袋川では好調だった昨年をさらに上回り、 

過去最高の24,715尾を記録した。このほか、君ヶ 

野川と石沢川においてもこれまでで最も多くのサ 

ケが採捕された。

2) 親魚特性

県内11河川に回帰したサケについて、年齢を調 

ベるとともに尾叉長と体重を測定した。年齢組成 

は、 4歳魚が主体となる例年とは異なり、 3歳魚 

が全体の4 5 %と最も多かった。この傾向は特に川 

袋川で顕著であり、 3歳魚の割合が60 %を超えた。

3) 標識魚の回帰

放流時期の違いによるサケの回帰状況について 

検討するため、川袋川で生産された稚魚17万 8千 

尾に鰭切除を施し、前期放流群（3 月中旬放流）

と後期放流群（4 月上旬放流）に分けて標識放流 

した。

過去に標識放流された稚魚の回帰状況を把握す 

るため、河川で採捕されたサケについて標識魚の 

再捕状況を調べた。来遊の主群である1999年級群 

の再捕結果を見ると、後期放流群の回帰率が最も 

良く、前期群と中期群では大きな差はなかった。 

しかしながら、標識部位や放流サイズの違いによ 

る影響も予想されることから、データをさらに蓄 

積したうえで解析を行う必要がある。

(2) 沿岸環境調査

平成15年 9 月〜12月までの沿岸水温について、当

センターが漁海況予報事業で実施している沿岸定線

高 田 芳 博

観測結果及び漁場環境調査で実施している水温観測 

結果を整理した。10月に行われた沿岸定線観測では 

水温がかなり低い傾向がうかがわれた。

2 生産技術調査

(1) 管理技術向上調査

県内におけるサケふ化場の飼育管理状況について 

把握するため、各ふ化場ごとに調査表を配付し、採 

卵から放流までの状況を調べた。採卵数は県全体で 

38,065千粒であり、 2 月上旬から4 月中旬にかけて 

昨年をやや上回る33,433千尾の稚魚が放流された。 

また、稚魚の健苗性を評価するため、放流前の稚魚 

を海水で飼育してそのへい死率を調べる、海水適応 

試験を行った。試験を実施した12ふ化場のうち、へ 

い死が見られたのは6 ふ化場で、このうち2 ふ化場 

では比較的高いへい死率を示す飼育群が認められた。 

⑵ふ化場の技術指導

10月から3月にかけて県内の各ふ化場を対象とし、 

卵管理や稚魚の飼育及び放流など関する技術指導を 

行った。



サケ• マス資源増大対策試験

(サ ケ • マス資源管理推進事業 . サクラマス） 

鷲 尾 達 • 佐 藤 正 人

【目 的 】

サクラマスは春先の重要な漁獲対象であり、沿岸にお 

いては定置網漁業、釣り漁業、さし網漁業など受益の範 

囲が広く、内水面においては漁業としての価値ばかりで 

なく、地域の食文化や観光などとも密接に関連した重要 

魚種である。また、本種は、一定程度の種苗生産技術が 

確立しているほか、海面生活期が1年と短いことから、 

放流効果の早期発現が期待されており、増殖事業による 

資源造成を通じた漁獲量の安定、増大が強く望まれてい 

るo

しかしながら、現段階では安定的な種苗量産技術は未 

確立であり、河川内における資源動態や降海後の回遊経 

路、漁業実態、放流魚の減耗要因など未解明部分が少な 

くない。これらのことから、増殖手法や管理に関する調 

查 •検討を通じて、効率的かつ持続的に利用可能なサク 

ラマス資源の造成を図ることを目的に事業を実施した。

なお、本事業は水産庁の補助事業であり、詳細につい 

ては「平成15年度サケ• マスリバイバル事業報告書」に 

報告予定であるため、ここでは概要のみを報告する。

【方 法 】1 河川生態系評価事業

河川におけるサクラマスの分布、移動、成長などの

生活様式と生息環境との関係を把握し、最適な資源培

養方法を検討した。

⑴スモル卜幼魚の降下状況

阿仁川におけるスモル卜幼魚の出現、降下状況な 

どを把握するため、 3月 6 日から5月29日まで旬別 

に採捕調査した。採捕については、採捕場所を森吉 

町阿仁前田八幡橋上流1箇所に設定し、採捕時間及 

び採捕方法を限定したうえで実施した。また、降下 

時の水温を把握するため、調査場所付近に記録式水 

温 計 （Onset社 StowAway Tidbit)を設置し、観 

測した。

⑵天然再生産状況の把握

産卵床の分布状況及び産卵床の構成要素の把握を 

目的に調査した。調査は、 9 月27日から10月17日に 

かけて森吉町、阿仁町の阿仁川本支流を対象に行っ 

た。確認した産卵床については、地点及び周辺環境 

を記録すると同時に、産卵床の大きさ、水深、流速、 

産卵基質などについても測定した。

2 生物多様性保全型資源回復事業

地場系群由来の健苗量産技術の確立を図るとともに、 

河川生態系に適合し、高い放流効果を得るための放流 

手法を検討した。

⑴最適放流手法の検討

阿仁川漁業協同組合（以下「阿仁川漁協」という。） 

及び秋田県が放流したサクラマスの放流の時期•場 

所 •方法•数量、標識内容を把握した。

(2) 地場産由来種苗による増殖の推進

1 ) 健苗量産技術の開発（幼魚の育成）

① 稚 魚 •幼魚の育成

阿仁川に遡上したサクラマス親魚由来の稚魚 

及び幼魚を育成した。種苗は次の2群とした。 

a 阿仁川漁協さけますふ化場で生産された稚 

魚

b 内水面試験池において採卵育成した稚魚

②育成魚の選別

③成熟雄の出現動向の把握

2) スモル卜への移行実態調査

放流魚の一部を内水面試験池で継続飼育し、ス 

モル卜の出現•移行の実態を把握した。

3) 親魚養成

①遡上親魚

阿仁川漁協が北秋田郡森吉町根小屋地先米内 

沢頭首エで採捕した遡上親魚の採捕•蓄養の実 

態、生残状況、採卵状況について把握した。

② 池 産 親 魚 （F 1 • F 2)

阿仁川に遡上した親魚に由来する次の3群を 

秋田県水産振興センター内水面試験池（以下 

「内水面試験池」という。）で養成した成熟親魚 

の成長、生残率、成熟時期、卵径•卵重•抱卵 

数 •発眼率•ふ化率について把握した。 

a 1 + 魚 （F 1:2001年級群） 

b 2 + 魚 （F 1:2000年級群） 

c 2 + 魚 （F 2 : 2000年級群）

3 資源動態等モニタリング調査

降海後の分布回遊伏況や生態などを把握するととも 

に、沿岸、河川に回帰したサクラマスの数量、年齢組 

成、繁殖形質などに関する調査を行い、資源変動要因 

の解明と効率的な放流手法確立のための基礎資料とし 

た。

⑴幼魚回遊調査、回帰資源調査

—  311 —



上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬  3月 4月 5月
図 1 降下スモル卜の推移

03/3/5 3/20 4/4 4/19 5/4 5/19 6/3

図 2 調査場所の水温

T L

ロ天然魚

放流魚 (1+春スモル卜放流） 

放流魚 (0+秋放流）

也

の阿仁川を降下するものと考えられる。天然魚の採 

捕結果から、降下するスモル卜幼魚の体サイズは一 

定範囲内にあり、ある程度の体サイズになるとスモ 

ル卜の進行が進み降下することが考えられる。この 

ことから、スモルトへの変態には個体の成長が密接 

に関わるものと考えられる。また、天然魚と放流魚 

の体サイズの差については、飼育環境下、特に秋以 

降の成長に起因するものと考えられ、 1 +春スモル 

ト放流魚の降下が4 月上旬に特異的に多いことにつ 

いては、放流時のスモル卜の進行度合いによるもの 

であると考えられる。

北 上 （4 月から7月） •南 下 （8 月から回帰）回 

遊期の移動、成長などを把握するため、平成7年度 

から平成13年度放流群（平成6年級群から平成12年 

級群）のリボンタグ標識魚の再捕状況について取り 

まとめた。

(2) 放流効果調査

放流魚の混獲状況及び回収率を推定するため、 1 

月27日から5 月18日にかけて県内市場に水揚げされ 

た成魚を対象に標識魚の再捕状況調査を行った。回 

収率の推定にあたっては、海洋で1回の越冬後に成 

熟する報告があるほか、後述の回帰親魚調査の結果 

でも、河川で2 回、海洋で1回の越冬後に成熟する 

ものが多いことから、 1 +春スモルト放流年に全て 

が放流河川を降下し、その翌年に成熟するものとし 

たうえで、確認した標識魚のうち秋田県放流魚と同 

一標識のものを抽出し算出した。

(3) 回帰親魚調査

阿仁川に遡上した回帰親魚の尾叉長組成及び成熟 

年齢などを把握するため、森吉町米内沢地区で採卵 

親魚として採捕した個体などを対象に調査した。

(4) 資源状況調査

サ ク ラ マスの資源状況につ い て 把握する た め、沿 

岸漁獲量及び阿仁川における回帰親魚の採捕状況を 

取りまとめた。

【結果及び考察】1 河川生態系評価事業

(1) スモルト幼魚の降下状況

本調査で59尾のスモル卜幼魚を採捕した。採捕し 

たスモルト幼魚には放流（標識）個体が含まれてお 

り、その混獲尾数は29尾、混獲率は49.1%であった。 

スモルト幼魚の出現は、調査場所の水温が3 °Cを超 

える3月下旬以降に確認され、10°C以上となった5 

月下旬以降には確認されなくなった（図 1、図 2 )。 

出現状況を旬別にみると、天然魚は3 月下旬から5 

月中旬、放流魚は4 月上旬から5月上旬といずれも 

1 力月以上の期間に渡って確認した。その中でも、 

1+春スモルト放流魚（平成15年 3 月27日放流）は 

4 月上•中旬に27尾出現し、特に4 月上旬は25尾と 

特異的に多く確認された。スモル卜幼魚の尾叉長は、 

天然魚で9 cmから14cm、放流魚で13cmから17cmと、 

放流魚の方が大型であったほか（図 3 )、天然魚で 

はモードが12cmまたは13cmと調査期間を通じて変動 

しない傾向が認められた。スモル卜の進行度合につ 

いては、天然魚では前期、中期スモルトが、放流魚 

では中期ス モ ルトが多かった。

このことから、スモルト幼魚は水温が3 °Cから10 

°Cとなる3月下旬から5 月中旬頃に、阿仁前田地区

6

4
2

0
8
6

4
2 

G
。

)

喃
长

5
 

0
 

5
 

0
 
1

 

2 

2 

1

1
(

_)

淼
拄
犖

- 3 1 2 -



[3月下旬（3 /2 6 ) ! -----  ---------- -----------------f l J天k 魚

_ , ___ ,____,___   HL.,  ,___ ,____ ,___ ___
8 9 10 1 1 1 2  13 14 15 16 17 18

尾叉長(cm)

10

4月上旬(4/7)し

j d _

魚
魚
 

然

流

：

天

放

1 

ロ 
I
 i

j

 

1

-
I
I
I

 

—

I
I
I
)

-

i 

一一
 

I

;

-

t

i

I 

I 

i 

i 

I 

I 

I 

i 

I

I 

J

I
I
I
:

 

—

I 

I 

I 

i 

一

8 9 10 1 1 1 2  13 14 15 16 17 18
尾叉長（cm)

ロ天然魚 

■放流魚4月中旬(4/16)

8 9 10 1 1 1 2  13 14 15 16 17 18
尾叉長(cm)

5月上旬（5 /7 )1 ________________________________ 天然魚

----------------------------------------------------------- ■放流魚

J E M  ,

5月中旬(5 /1 3 )1 __________

： r  ： n

イロ天然魚

8 9 10 1 1 1 2  13 14 15 16 17 18
尾叉長(cm)

図 3 スモル卜の尾叉長組成

(2) 天然再生産状況の把握

森吉町、阿仁町の阿仁川本支流で、19箇所の産卵 

床を確認した（図 4 、図 5)。産卵床は、長軸が流 

れの方向に一致した長円形であり、上流側が窪み、 

下流側が塚となっている。産卵床の大きさは幅70cm、 

長さ160cm (うち窪みの長さ50cm)程度で、水深が 

深く、面積が広い淵の淵尻の、水深30cm、流速30cm 

/ 秒程度、径が30〜60mmの礫により構成される地点 

で多く確認された。木などの遮へい物は11箇所中6 

箇所で確認できたものの、その高さが全て2 m 以上 

のものであったこと、産卵床付近で発見した親魚は 

全て淵の深みに逃避したことから、逃避場所として 

は、遮へい物よりも淵の存在の方が重要性が高いこ 

とが推察された。

これらのことから、サクラマスは流速や底質など 

を選択したうえで、産卵していることが考えられ、 

サクラマス資源の造成•保全には淵の保全が大変重

要であると考えられる。しかし、小又川流域につい 

ては、今後、森吉山ダム建設•完成の影響により、 

本種の産卵が阻害されるため、サクラマス資源の大 

幅な減少が懸念される。

なお、放流河川（打当川）で産卵後衰弱している 

標識魚を確認した（図 6 )。

図4 サクラマスの産卵床

図5 産卵床の確認場所

図 6 確認された標識魚（右腹鰭+脂鰭切除)
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16.06
11,739

188.554
60.1

1.60 5.39
75,362 48,219
120.92 259.93

82.8 100.0

1.65
38,199
62.95
70.7

1.38
54.000 
74.34
100.0 
1.45

91.000 
132.31
100.0

平均体重(g)鉍重査(kg)収容水；j
0.724 4.85 3-9
0.673 4.29 3-10
0.673 4.26 3-7
0.654 3.09 3-2
0.654 3.05 3-3
0.604 3.06 3-4
0.604 3.16 3-5

1.57
37.000 
57.97
100.0

2.14
37,163
57.97
100.4

5.84
28,689
167.47
100.0

14.30
13,415

201.94
46.8

サイズ

尾薮(尾） 平均床量(g) ̂ M(kg)取容豕蒱
18,100 2.140 38.91 30-2
19,900 1.170 23.31 10-7
16,000 0.750 12.12 10-6

F 1 平均体重(g) 
生残尾数(尾) 
総重flt(kg) 
生残率(%)

F 2 平均体重(g) 
生残尾数(尾) 
総重量(kg) 
生残率(%)

計 平 均 体 重 (g) 
生残尾数(尾) 
総重量(kg) 
生残率(%)

1.900 37.86 30-1 河川水
1.390 13.04 10-4 河川水
0.900 7.07 10-1 河川水

合計— _ 39,068________0.659 25.76_____________________

表 6 搬入したサクラマスの成長•生残

TP------------椒入時 ’ __

合計 37,000 1.567 57.97

表4 遡上系第2代 稚 魚 （F2) の収容

2 生物多様性保全型資源回復事業

(1) 最適放流手法の検討 

1) 輸送放流 

①阿仁川漁協放流

阿仁川漁協のサクラマス生産•放流状況を表 

1 に示した。2004年 4 月現在でF 1 • F 2 合わ 

せて206千尾生産し、阿仁川漁協の自主放流分 

として115千尾の稚魚が阿仁川の本支流に放流 

された。放流はすべて活魚輸送により行われた。

表 1 平成15年阿仁川漁協サクラマス生産状況

■出插先 feSfe河川 放流*娇 由籴 麾数
放流 2003/4/23

2003/4/24

2003/4/25
2003/5/15

阿仁川合川町新田目 
阿仁川森吉町前田 
阿仁川森吉町米内沢 
小阿仁川ふるさと広場 
阿仁川阿仁町河川公園 
小又川太平湖

ro 
ro 

ro 
ro 

r
o
 

ai 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o 

o 
o

小計 115,000
出椅 2003/4/14内水面 

試験池

2003/4/15内水面 
試験池

F1 37000 

F2 54000

F1大 
F1中 
F1小 
F2大 
F2中 
F2小

19.900 
9,300 
7,800

18,100
19.900 
16,000

小 S f 91,000

②秋田県放流(標識放流）

サケマス資源増大対策事業による放流状況を 

表 2 に示した。県は合計約62千尾を阿仁川に放 

流した。放流はすべて活魚輸送により行った。

表 2 平成15年度サクラマス幼稚魚放流結果

放流河川 
(地点）

年級放流年月日
嫌嫌駿=播類

標嫌魚
放流数

( 尾 ）

平 均 平 均  
尾叉長魚体重系群等
(cm) («)

阿仁川 
阿仁川 
阿仁川 
阿仁川 
阿仁川 
阿仁川

2002
2002
2002
2002
2002
2002

03/07/10脂鳕切
03/11/11左腹鳍切■脂鶬切•白リ本•ン(秋） 
03/11/11左腹鶬切•脂鶬切 
04/03/22右腹鳍切•脂I I 切•白リ扩ン(RCAK: 
04/03/22右腹鰭切•脂鰌切_黄リギン(秋） 
04/03/22右膻鳍切•脂饈切

21,422
9,546

10,000
10,000
9,739
2,000

5.7
7.8 
7.7

13.0
14.0
10.0

1.2通上系F2 
5.1通上系F2 
4.5遡上系F2 

16.3遡上系F1 
17.8遡上系F2 
7.6通上系F2

小針 62.707

a 0 +夏期放流

7月10日に2002年級群F 2標識魚（脂鰭切) 

21,422尾を放流した。 

b 秋期放流

11月11日に2002年級群F 2標識魚（左腹鰭 

切 •脂鰭切• 白リボンタダ、左腹鰭切•脂鰭 

切）19,546尾を放流した。 

c 1 +春期放流

3 月22日に2002年級群F 1標識魚（右腹鰭 

切 •脂鰭切• 白リボンタグ）10,000尾、2002 

年級群F 2 標識魚（右腹鰭切•脂鰭切•黄リ 

ボンタグ）11，739尾、合計21,739尾を放流し 

た。

⑵地場産由来種苗による増殖の推進 

1) 健苗量産技術の開発 

①稚魚•幼魚の育成

a 阿仁川漁協が生産した遡上親魚由来2002年 

級群F 1稚魚を内水面試験池に搬入•飼育し

た （表 3 )。

また、遡上親魚由来2002年級群F 2稚魚を 

併せて搬入•飼育した（表 4)0 このF 2 稚 

魚は内水面試験池で生産したF 1 親魚由来 

2002年級群発眼卵を移入•ふ化させたもので 

ある。

表 3 遡上系第1代 稚 魚 （F1) の収容

尾数(尾） 平均体重な）総重量(k£)収容水槽

遡上系第2代稚魚（F 2 ) では、搬入収容 

時からの推定生残率は64.7%となった。また、 

越冬後の推定生残率は60.1%となった。この 

群の一部は7月10日に夏期放流した。

内水面試験池において生産したサクラマス 

稚魚の成長•生残状況を表7 に示した。 4 月 

28日から秋期標識放流した11月11日までの生

__ 合-計— ■ 54,000 1.377 74.34___________  —

b 内水面試験池において生産したF 1親魚由 

来2002年級群F 2稚魚を継続飼育した（表 5 )。

阿a 丨丨ふ化場から搬入したサクラマス稚魚 

の成長と生残状況を表6 に示した。遡上系第 

1代稚魚（F 1 ) では、搬入収容時からの推 

定生残率は35.5%となった。また、越冬後の 

推定生残率は46.8%となった。

表 5 内水面試験池遡上系第2代 稚 魚 （F 2) の収容

s
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表 7
残率は72.7%であった。

試験池産サクラマスの成長•生残

m w 搬入時~ w m 標識時
F2 平均体重(g) 0.66 3.79 4.91

生残尾数(尾） 39,068 38,275 28,385
総重量(kg) 25.76 51.29 139.37

 生残率( % ) 1 0 0 . 0  98.0 72.7

②育成魚の選別

阿仁川漁協から搬入時に遡上親魚由来2002年 

級群F 1稚魚を大中小のサイズ別に選別を行い 

収容した。

③成熟雄の出現動向の把握

秋期の標識時（平成15年11月10日）における 

成熟雄は遡上系第2代稚魚で出現し、内水面試 

験池で保有していた群では1.2% 、阿仁川漁協 

から搬入•収容した群では15.2%であった。

2) スモル卜への移行実態調査

春期1 + 放流魚群の2004年 3 月31日現在のスモ

ノレ卜率は F 1 で89.1%、 F 2 で68.4%であった。

3) 親魚養成

①遡上親魚

阿仁川漁協では平成15年 5 月〜6 月に52尾の 

親魚を採捕した。 8 月18日まで32尾が生残し 

(生残率61.5%)、採卵時の最終生残数は23尾 

(生残率44.2%)であった。

総採卵数は86,439粒、卵重量は0.08〜0.13&， 

粒、卵径は0.47〜0.59cm/粒であった。

②池産親魚

内水面試験池の2003年秋期の親魚の熟度選別 

結果を表8 に示した。選別は3 回実施し、養成 

親魚の主群である2000年級群F 1 については、

9月19日から10月10日の間に合計8回採卵した。

表 8 養成親魚の選別結果

58別月日 9.19 9.30
選別水槽名 30-4 10-6.7
年級群

成熟難
2000年級榉(F1、: 
成熟雄非成熟

2+)
計 収容時

2000年敍群(F1 2+)
成 熟 雌 未 熟 雌 計 収 容 時

尾数(尾)
割合(％)
総重量(kg )  
平均体重(g) 
再収容水槽

25
6.2
7.0

387.0

0 378 
93.8

J-3  10-6-7

403
100.0
7.0

498

124.5
498.0

103 139 242 378
42.6 57.4 100.0 
9.8
94.7

10-6-7

10.10
10-6-7

2000年級群(F2 2+)
成熟雌 未熟雌 計 収 容 時

31 15 46 118
67.4 67.4
2.7 2.7

333.8
10-6-7

333.8

採卵時期は例年より1週間ほど早くなってお 

り、採卵盛期も同様に早く 9 月末であった。

内水面試験池の養成親魚の採卵状況を表9 に 

示した。

採卵は9 月19日から10月24日まで行い、403

尾の親魚から約284千粒を採卵した。 1尾当た 

りの採卵数は705粒となり、前年及び前々年を 

下回った。 1尾当たりの採卵数が他の時期に比 

ベて多かったのは9月下旬で、千粒を越えてい 

る個体もあった。

採卵は麻酔後撲殺して行い、採卵後の継続飼 

育は行わなかった。卵消毒は採卵後及び検卵後、 

卵移出先（阿仁川ふ化場）で行った。

今年度は約224千粒の発眼卵が得られ、発眼 

率は79.0%であった。このうちF 2 親魚由来の 

約62千粒は内水面試験池で継続管理し、 F 1 親 

魚由来の約162千粒は阿仁川ふ化場に移植した。

内水面試験池で継続管理した発眼卵はふ化後 

も飼育管理し、2004年 3月26日現在で、平均体 

重0.77gのF 3 約 5 万尾が生残し、発眼卵から 

の生残率は約8 1 %となった。ふ化から浮上まで 

は砂利を養魚床に使用し、湧水で管理した。

3 資源動態等モニタリング調査

⑴幼魚回遊調査、回帰資源調査

平成7年度から平成13年度放流群について、 これ 

までの調査により北上回遊期に119尾、南下回遊期 

に226尾の計345尾のリボンタグ標識魚が再捕された 

(図 7、図 8)0

※北上回遊期:4月〜7月、» 表示:秋降下幼魚

図 7 リボン夕グ標識魚の再捕地点（北上回遊期） 
(1994〜2000年級群）

※南下回遊期:8月〜母川回帰

図 8 リボン夕グ標識魚の再捕地点（南下回遊期） 
(1994〜2000年級群）
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北上回遊個体は、男鹿半島北部•南部海域で4 月 

上旬から5 月下旬に24尾確認された。秋田県北部及 

び青森県日本海沿岸で4 月中旬から5 月中旬に10尾 

確認され、北海道•青森県の津軽海峡で4 月下旬か 

ら6月中旬に54尾確認された。 6 月上旬から下旬に 

は北海道襟裳岬沖で19尾確認され、 7 月上•下旬に 

は少数ながら北海道日本海沿岸、オホーツク海沿岸 

で確認された。

南下回遊個体は、9月に北海道日本海沿岸で1尾、 

10月 • 11月にはオホーツク沿岸で2尾、12月には富 

山県沿岸で1尾、 1月から5 月には、北海道才ホ一 

ツク沿岸、兵庫県以北の日本海沿岸、宮城県以北の 

太平洋沿岸及び津軽海峡沿岸で195尾確認されたが、 

明確な移動の傾向は見られなかった。そのうち、 1 

月から3 月には北海道太平洋沿岸西部及び津軽海峡 

沿岸東部で、 4 月から5 月には秋田県及び新潟県沿 

岸で多く確認された。 6 月中旬以降は河川からの確 

認のみで、県内では母川である阿仁川、県外では山 

形県赤川、温海川、新潟県大川及び三面川で確認さ 

れた。

これらのことから、年による海水温の局低により、 

移動時期の変動は多少あるものの、阿仁川上流域に 

放流した幼魚は阿仁川•米代川を降下し、男鹿半島 

周辺海域で5 月下旬頃まで滞留した後日本海を北上 

し、その後、多くは6 月上旬から下旬頃には津軽海 

峡を通過し、北海道太平洋岸を東行する経路で移動 

する。そして、12月には南下を始め、北海道太平洋 

沿岸西部、津軽海峡東部で越冬し、翌年の4 月から 

5 月に秋田県から新潟県にかけての沿岸域へ移動し 

た後に、米代川を遡上し、母川である阿仁川へ回帰 

するものと考えられる。

また、北上回遊については、水温の上昇する6 月 

以降には秋田県沿岸、青森県日本海沿岸で標識魚が 

全く確認されなかったこと、 6 月上旬から下旬に津 

軽海峡で多く確認されたことから、北上回遊は沿岸 

水温、すなわち対馬暖流の流況と密接に関連するも 

のと考えられた。南下回遊については、日本海沿岸 

を南下、太平洋沿岸を南下する個体も確認されたた 

め、少なくとも3通りの回遊経路があるものと考え 

られたほか、 9 月から11月には、北海道周辺海域で 

しか再捕されなかったことから、南下回遊も水温 

(海流）による影響と密接に関連するものと考えら 

れた。そのほか、 1月から3 月の北海道太平洋沿岸 

西部、津軽海峡東部で集中して確認されたことから、 

この海域が本種にとって重要な越冬場となること、 

山形県赤川、温海川、新潟県大川及び三面川で確認 

されたことから、一部が迷入することが考えられた。

⑵放流効果調査

1月27日から5 月18日にかけ延べ53回、海面で漁 

獲されたサクラマスを調査した結果、調査個体2,209 

尾のうち42尾の鰭切除標識魚、リボンタグ標識魚が 

確認された。そのうち、秋田県放流魚と同一標識の 

ものは35尾で、推定された平成13年度放流魚の回収 

尾数は466尾、回収率は0.52%と、調査を開始した 

平成7年度以降低い状態が続いている（表 9 )。

表 9 市場調査結果から推定した放流効果 

(秋田県放流魚と同一標識のもの）

放流 再 捕

放流
年度

放流数 

a

回帰年 調査尾数 

b

標識魚 
尾数

C

混獲率

d=c /b

漁獲量
(kg)

e

漁獲物の 
平均重量 

(kg) 
f

H7 31,910 H9 2,911 30 0.01 36,959 1.35
H8 77,400 H10 5,377 24 0.004 69,731 0.88
H9 109,192 H11 1,105 26 0.024 29,477 1.16
H10 56,219 H12 1,636 19 0.012 26,916 1.26
H11 90,803 H13 1,388 16 0.012 28,730 1.09
H12 115,012 H14 1,775 23 0.013 39,718 0.85
H13 90,284 H15 2,209 35 0.016 41,016 1.4

放流 再 捕
放流
年度

漁獲尾数

S=e/f

推定回収 
尾数

回収率 
(% )  

I=h /a*100
H7 27,377 282 0.88
H8 79,692 356 0.46
H9 25,455 599 0.55
H10 21,362 248 0.44
H11 26,358 304 0.33
H12 46,727 605 0.53
H13 29,381 466 0.52

⑶回帰親魚調査

森吉町米内沢地区で採捕した雄17尾、雌61尾につ 

いて、尾叉長、年齢などを調査した。尾叉長は雄 

44.8±10.3cm (平均士標準偏差）、雌52.6±6.2cmで、 

雌の方が大型であった。このうち74尾について年齢 

査定した結果、 1歳 魚 （1.0 :(淡水年齢. 海洋年齢） 

が 6 尾 （8.1%)、 2 歳 魚 (1.1)が65尾 (87.8%).

3 歳 魚 （2.1)が 3尾 （4 . 1 % )となり、 1歳魚は全 

てが40cm未満の小型個体であった（図 9、図10)。

また、昭和57年 （1982年）以降の回帰親魚の体重 

測定結果（尾叉長40cm以上の個体）について年別に 

比較した結果、最大値は昭和58年 （1983年）の3.44 

±0.91kg、最小値は平成14年 （2002年）の1.73±0.49 

kgであった（図11)。また、昭和57年 （1982年）か 

ら昭和61年 （1986年）の平均値と平成10年 （1998年） 

から平成15年 (2003年) の平均値は、2.67kg、2.01 

kgとなり、年を追うごとに魚体が小型化している傾 

向が認められた。なお、尾叉長についても同様の傾 

向が認められた。



1982 84 86 88 90 92 94 96 98 00 02 (泊

図1 1 回帰親魚の体重の年別推移

⑷漁獲状況調査

沿岸漁獲量は農林水産統計を、阿仁川における回 

帰親魚の採捕状況は阿仁川漁協の親魚採捕デ一夕を 

用いた。

沿岸漁獲量は、平成14年 （2002年）は51卜ンと、 

昭和60年 （1985年 ：299トン）の1 7 %となっており、 

近年の資源状況は極めて厳しいものと考えられる 

(図12)。

回帰親魚は、平成15年 （2003年）は87尾と、ピー 

クであった昭和61年(1986年 •• 582尾）の15% 程度と 

なっている（図13)。

25 30 35 40 45 50 55 60 65
尾叉長(cm)

図 9 回帰親魚の尾叉長組成

------------------- 65---------------------

2(1.1) 

年齢(歳魚）

図1 0 回帰親魚の年齢組成

(ニンハ)

図1 2 サクラマス沿岸漁獲量の推移（農林統計：属人)

図1 3 阿仁川におけるサクラマス採捕尾数の推移
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外 来 魚 被 害 緊 急 対 策 調 査

【目 的 】

ブラックバス（才才クチバス、 コクチバス）、 ブルー 

ギルなどの外来魚は無秩序な放流により、 ほぼ全国的に 

分布域を広げている。 これらの外来魚は繁殖力に優れ、 

適応力が強いことから、在来生物の捕食や生息環境の競 

合により、有用魚種や在来生態系への影響が生じている 

ほか、コクチバスの分布の拡大により、 アユ、渓流魚と 

いった内水面漁業の最重要魚種への影響も懸念されてい 

る。このため、本県においてブラックバス、 ブルーギル 

などの外来魚の駆除を実施することにより、分布域の拡 

大を防止するとともに漁業や在来生態系への影響を軽減 

させることを目的とした。

また、2003年 4 月から秋田県内水面漁場管理委員会に 

おいて外来魚の再放流禁止の指示が発動されたことを踏 

まえ、本県における才オクチバスの最大の釣り場となっ 

ている八郎湖において、才才クチバスの生態、影響、指 

示の効果などに関する調査を実施した。

さらに、天然における才オクチバスの摂餌生態につい 

ては知見が集積しつつあるが、調査事例によって場所、 

時期、水温、被食生物の分布状況などの条件が異なって 

いることから、一定の条件下における基礎的知見を得る 

ために、水産振興センター内において飼育による各種の 

摂餌試験を行った。

【方 法 】

1 外来魚駆除調査

県内における外来魚駆除は、県の委託による駆除事 

業、内水面漁協や土地改良区の独自事業、国土交通省 

による調査の一環として、あるいはボランティア団体 

などにより実施されている。これら各種の取り組みに 

対して、積極的に現地での駆除作業に参加して調査を 

実施した。

外来魚の捕獲は、ため池においては基本的に「水抜 

き」により行ったが、干出が不可能な箇所においては 

さし網、釣り、地びき網などを使用した。河川におい 

ては、さし網を主体に定置網、地びき網、投網などを 

使用した。

捕獲したオ才クチバスは、大型魚は現地で体長、体 

重を測定するとともに開腹し、性の確認、生殖腺重量 

及び胃内容物重量の測定を行った。小型魚については、 

一部を現場でそのままホルマリン固定し、センターに 

持ち帰り、後日測定した。捕獲個体数が多量であった 

時は、体長のみを測定あるいは個体数のみを確認した。

杉 山 秀 樹

2 八郎湖におけるオオクチバスの動向

八郎湖増殖漁業協同組合がとりまとめている漁獲実 

績報告書を整理するとともに、同組合員に依頼し、八 

郎潟町大潟橋周辺で雑さし網による定期調査を実施し 

た。採捕魚はセンターに持ち帰り、精密測定を行った。

3 オオクチバス再放流禁止後の動向

再放流禁止による効果及び影響を把握するため、漁 

獲実績報告書に基づき資源動向を解析した。また、前 

述の八郎湖における雑さし網調査による採捕魚につい 

て、ロ部周辺の傷に着目し、その出現割合から再放流 

禁止の遵守状況を推察した。

4 摂餌生態調査

試験は2003年 8 月 1 日から12月20日まで、室内調温 

水槽及び屋外実験水槽で実施した。供試魚は、前年度 

に八郎湖で定置網によって採捕されたものをセンター 

に運び、継続飼育していたものである。被食魚のうち 

ドジョウ、コイ （大型と小型の2群）、ゲンゴロウブ 

ナ （大型と小型の2群）は県内の養殖業者から購入し、 

タイリクバラ夕ナゴは天然から採捕したものである。

供試魚は屋外に設置した黒色のポリカーボネイト製 

円形水槽（直径153cmX 高さ80 cm )と室内の調温ガラ 

ス水槽（長さ180cmX 幅60cmX 局さ50cm)に収谷した。 

実験時以外は冷凍のワカサギを投与した。各水槽には 

1個体を収容し、実験開始前は4 日以上無投餌の伏態 

とした。投餌量は、各実験とも供試魚体重の1 5 %を目 

安に放養した。

本調査を実施するに当たり、秋田大学学生戸板義也 

さ ん （所属は当時)、菅野文美さんに協力をいただい 

た。

【結果及び考察】

1 外来魚駆除調査

今年度、外来魚駆除を実施した地点を表1 に、その 

体長組成を表2 に示した。次に、今年度の調査におい 

て認められた特徴的な点について述べる。

(1) 千畑町仏沢ため池

仙北郡千畑町に位置する仏沢ため池は水面積約8 

haの灌漑用ため池で、完全落水が可能である（写真

l)o 土地改良区では、1999年10月25〜26日に本種 

の駆除を行い、約150kg (聞き取りによれば、30cm 

以上約120尾、15cm以下約800尾）を取り上げた。そ 

の後、再び本種の姿を見るようになったことから、

- 3 1 8 -



表 1 平成15年度外来魚駆除実施概要

市町村 溜池名称等 実施日 駆除尾数 状況 漁法 備考

藤里町 藤琴川 H15.7.18 1 尾 さし網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

河辺町 岩見川 H15.7.26 〜27 0 尾 さし網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

五城目町 馬場目川 H15.7.27 1 7 尾 釣り、さし網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

西仙北町 雄物川 H 15.8.8 0 尾 さし網、追い込み漁 県 (漁協に駆除作業委託）

大館市 道目木ため池 H15.8.9 〜12 4 5 7尾 溜池落水(完全） 梁、たも網 県 (道目木部落自治会に駆除作業委託）

角館町 桧木内川 H15.8.10 7 尾 さし網、まき網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

森吉町 阿仁川 H15.8.22 〜10.28 4 2 尾 さし網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

仙南村 厨川 H15.9.8 3 4 尾 さし網、まき網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

大曲市 雄物川 H15.9.13 5 尾 さし網、まき網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

本荘市 本荘大堤 H15.10.12 約 3 0 0尾 溜池落水(完全） 梁、たも網 県 (本荘市子吉土地改良区に駆除作業委託）

千畑町 仏沢ため池 H15.10.17 2 尾 溜池落水(完全） 梁、たも網 県 (七滝土地改良区に駆除作業委託）

雄勝町 院内川 H15.10.27 0 尾 さし網、まき網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

大森町 杉ノ沢ため池 H15.10.31 約 6 5 0尾 溜池落水(完全） 梁、たも網 県（山城水系土地改良区に駆除作業委託）

大曲市 雄物川 H15.11.1 1 5 尾 さし網、まき網、投網 県 (漁協に駆除作業委託）

河辺町 五郎谷地ため池 H15.11.8 〜9 4 3 2尾 溜池落水 さし網、まき網、投網 県 (五郎谷地地区水利組合に駆除作業委託）

横手市 助堤_んッコ沼 H15.11.15 2 1 3尾 溜池落水(完全） まき網、投網、たも網 県 (横手市金沢旧前郷土地改良区に駆除作業委託）

八森町 茶の澤ため池 H15.12.22 〜26 1 0 6尾 さし網、まき網、投網 県 (茶の澤ため池管理団体に駆除作業委託）

大曲市 雄物川(ワンn H16.3.3 3 尾 さし網、追い込み漁 県 (漁協に駆除作業委託）

本荘市 子吉川 H16.2.1+11+14 0 尾 さし網、追い込み漁 県 (漁協に駆除作業委託）

秋田市 雄物川(ワンn H16.3.13 〜14 5 尾 さし網 県 (漁協に駆除作業委託）

八郎潟町 八郎湖 H16.3.19 〜 約 2 0 0尾 113kg 建網 県 (漁協に駆除作業委託）：準備中

秋田市 古川浄化池 H15.4.19 約 9 0 尾 ブルーキ•ル2尾 さし網、ひき網、投網 ボランティア団体+漁協+国土交通省秋田工事事務所

秋田市 雄物川(ワンn H15.6.7 1 7 6尾 さし網、ひき網、投網 国土交通省秋田工事事務所

山内村 鶴ケ池 H15.6.29 2 5 尾 釣り 町

横手市 西沼 H15.9.18 3 4 8尾 さし網、網受け 土地改良区+ 漁協

羽後町 足田堤 H15.9.24 〜25 9 9 3尾 網受け 土地改良区

大館市 手代沼 H15.11.10 1 5 0尾 刺し網、ひき網、投網 漁協+ ヘラ鲋釣同好会

約 4 ,2 71尾

表 2 駆除したオオクチバスの体長組成

H15.7.27 H 15.8.9 H15.10.31 H15.11.8 H15.11.15 H15.4.19 H15.12.22
T -タ区間 馬場目川 道目木ため池 杉ノ沢ため池 五郎谷地ため池 バッコ沼 古川浄化池 茶の澤ため池

0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 269 1 0 0 0 0
40 0 67 0 39 0 0 2
60 0 0 0 72 0 13 0
80 0 6 8 17 0 13 0
100 0 33 8 62 2 6 0
120 0 3 24 100 18 7 0
140 0 10 61 69 36 9 0
160 0 3 59 10 56 9 0
180 0 26 32 0 29 2 0
200 0 2 15 2 11 7 31
220 0 4 6 8 10 6 40
240 2 1 11 1 1 4 8
260 2 3 7 19 3 3 5
280 1 0 8 16 4 6 0
300 2 0 1 7 2 3 0
320 4 0 1 4 0 1 1
340 5 0 3 3 2 1 0
360 1 0 2 0 4 0 0
380 0 0 0 0 1 0 0
400 0 0 1 0 0 0 0
420 0 0 0 0 1 0 0
440 0 0 0 1 0 0 0
460 0 0 0 1 0 0 0
480 0 0 0 0 0 0 0
500 0 0 0 0 0 0
計 17 427 248 431 180 90 87
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01年10月13日 
01年11月01日 
02年05月09日 
02年06月27日 
02年12月17日 
03年03月30日 
03年06月07日 
03年10月28日 
03年12月16日 
04年03月14日

経過日数採捕尾数10cm以上20cm以上 
日 も お

へび沼は、雄物川下流に位置し、新屋水門から旧 

雄物川への導水路にある水面積1 ha弱のワンドであ 

る （写真2)。本沼においては、2001年から04年に 

10回の駆除を行っている。これまでの結果は表3及 

び図2 に示すとおりで、採捕尾数に大きな変動があ 

るように見受けられる。しかし、生殖能力を有する 

と推察される体長20cm以上の採捕尾数及び総重量で 

見た場合、いくつかの特徴が認められる（図 2 )。 

まず、調査回次ごとの変動が大きいことであるが、 

これは、ワンドが閉鎖的環境ではなく、周囲からの 

移出入があることによると考えられる。また、この 

変動は越冬期及び産卵期の時期的移動を反映してい 

る可能性がある。特に重要なことは、この3年間を

表 3 へび沼におけるオ才クチバス駆除経過

図 1 千畑町仏沢ため池における駆除実績

図 2 へび沼における採捕結果推移（20cm以上の個体)

2002年10月28日に約60kg (体長30cm以上は5尾、全 

部で2,950尾）を取り上げた。引き続き、2003年10 

月25日には0.9kg (体長282麵及び249画1の 2 尾）を 

取り上げた（図 1)。今回の結果から、落水が可能 

なため池においては3 回程度の駆除を行うことによ 

り、ほぼ完全に駆除が可能であると推察された。な 

お、2003年に採捕された個体は雌雄各1個体であり、 

そのサイズから、2004年には繁殖が可能だったと推 

察される。このことからも、連続した駆除は大きな 

効果があったと考えられた。さらに、2003年の駆除 

作業において、2002年にはごく少量しか認められな 

かった在来魚のトウヨシノボリ当歳魚やスジヱビが 

多く出現したことは、本種の駆除による成果と推察 

される。

⑵ へ び 沼 （雄物川のワンド）

ワンドは本川と連続した河川の湾入部で、静穏域 

となっており、抽水性の水生植物が成育していたり、 

湧泉が存在し冬季でも水温が高い場所があったりす 

る。このため、才才クチバスが周年生息していたり、 

越冬期や産卵期に本川から移動してくるものがいた 

りする。この習性を利用して、ワンドにおける駆除 

がさし網、定置網などを用いて行われている。

写真1 仏 沢 識  p r t
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図 3 五郎谷地における体長組成
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図 4 五郎谷地ため池における体長と体重の関係

図 5 八郎湖におけるオオクチバス漁獲量の推移

合員に漁獲実績報告を求めるようになった。その漁 

獲量の推移は図5 に示すとおりで、1990年460kg、 

91年50kgであったが、翌92年には5.1t と急増し、 

95年には22.4 t と最大を記録した。その後、若干減 

少したものの再び増加に転じ、2001年は20 t となり、 

02年16.9 t、03年11.7 t と漸減している。その漁獲 

は6漁業種類と多岐にわたっているが、わかさぎ建 

網、雑建網、雑さし網の3漁業種類で相互に拮抗し 

ながらも過半を占めている。

なお、八郎湖増殖漁協においては漁獲された才才 

クチバスの一部について蓄養し、本種が漁業権の内 

容魚種となっている河口湖、芦ノ湖のほか、民間の 

釣り堀などに販売している。その販売量は、2002年

通じて変動はあるものの、2003年 3月以降、20cm以 

上の個体が10尾以上採捕されることがなくなったこ 

とである。このことは、周辺水域に生息している本 

種をワンドが集め、それを継続的に駆除することに 

より、周辺全体の生息数を減少させたことを示唆し 

ており、今後とも継続した調査が必要であると考え 

られる。

なお、大型魚の採捕漁具は、冬季はさし網、産卵 

期は岸寄りの投辋が効果的であったが、各季節を通 

じて、大•小の定置網及び地びき網による採捕個体 

は少なかった。

⑶五郎谷地ため池

本池は、過去に干出させたことは無く、今回は約 

1週間かけて落水したが、底に軟泥が堆積していた 

り、一部に水域が残ったりして、すべての魚類は採 

捕できなかった（写真3)。また、今回が初めての 

駆除となるため、各サイズの才才クチバスが採捕さ 

れ （図 3)、最大個体は、全長540mm、体長461mm、 

体重2,539 g であり、そのモードから、60mmが 0歳、 

120mmが 1歳に相当し、最大個体の年齢は7 〜 8歳 

以上と推察された。さらに、採捕されたものの雌雄 

別の体長と体重の関係は図4 に示すとおりで、矢島 

町鶴田池で認められた（杉山、2003)と同様、30cm 

を超えるあたりから体長に対する体重は指数関数的 

に増大するとともに、40cmを超えるものはいずれも 

雌であった。今回の駆除を通じ特徴的であったこと 

は、県のレッドデ一夕ブック記載積であるアカヒレ 

夕ビラ1個体、ギバチ約30個体が採捕されたことと、 

体長342mm、体重849 g の才才クチバスの胃から同様 

にレッドデ一 夕ブック記載種のスナヤツメが確認さ 

れたことである。

写真3 五郎谷地ため池

2 八郎湖におけるオオクチバスの動向

(1) 漁獲量の推移

八郎湖では1983年に才才クチバスの生息が確認さ 

れ、86年 8月21日には稚魚が現認されている（杉山、 

2003)。その後、本魚種の混獲が広範囲に認められ 

るようになり、八郎湖増殖漁協では1990年から各組
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表 4 八郎湖における定点調査による才オクチバスの体長組成 

体 長 区 間 4月28日 5月2日 5月15日 5月26日 6月16日 6月30日 7月28日 8月29日 9fl24日 10月27日 11A30日 12月24日

12.3 t と最大を記録したが、03年は8.1tとなって 

いる。販売用の漁獲は主として雑建網によるもので、 

その平均体重は500g程度となっており、200g以下 

の小型魚は処分されている。

⑵定点漁獲調査

東部承水路大潟橋周辺で、 4 月から12月まで雑さ 

し網による試験漁獲を延べ12回行った。 1月以降は 

結氷のため実施できなかった。使用した雑さし網は 

各回とも3 か統で、期間を通じて八郎湖増殖漁協所 

属の同一の組合員に依頼した。

①体長組成、性比

採捕魚の体長組成は表4 に示すとおりで、各月 

を通じて体長が240mmから280mmのものが主体となっ 

た。これは、漁具の選択性を反映した結果と推察 

された。

漁獲尾数は5 〜 6 月に多く、夏季に減少し、秋 

に漸増する傾向を示し、性比は4 〜 5 月は雄の方 

が若干多く、以降は、ほぼ同数となった（図 6 )。 

これらの変動は、後述のとおり、産卵期の移動に 

伴う漁獲契機の増大などによると推察された。

②生殖腺指数

雌雄別の生殖腺指数の推移は、雌では調査を開 

始した4 月下旬からすでに高い値を示し、 5月中 

旬にピークとなり、 6 月下旬には急減し、 7月下 

旬以降はきわめて低い値が継続した（図 7 )。一 

方、 5 月上•中 •下旬に3 回行った体長と体内大 

型卵数の関係は図8 に示すとおりで、上旬に比較 

し中•下旬は体内卵数が減少する傾向が認められ 

た。これは、本種が多回産卵するとともに、産卵 

期を通じて体内大型卵のすべてを産卵しない可能

m m B i l i l i
4 /28  5 /2  5 /15  5/26 6/16 6/30 7/28 8/29 9/24  10/27 11/30 12/24

図 6 雑さし網定点調査（大潟橘）におけるオオクチバス漁獲 

尾数の推移

図 7 八郎湖におけるオオクチバス生殖腺指数の推移

性を示唆していると推察される。

③摂餌状況

各月ごとの摂餌個体出現率（摂餌個体/調査個 

体）は、 4 〜 6 月にかけて漸減するが、 7 月に68 

% と最高値を示し、その後は再び漸減して行き、 

11月及び12月はきわめて低い値となる（図 9)0 

この変動は、産卵に伴う摂餌不良及び水温の低下

-
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図 9 オ才クチバスの摂餌個体出現率の推移

を反映したものであると推察される。

④胃内容物

各調査を通じて出現した胃内容物は表5 に示す 

(点数法）とおりで、その出現種類（無生物を含 

む）及び出現点数は時期による変動が大きい。ガ 

ムシ、才才コオイムシ、 トンボ類幼生（ヤゴ）な 

どは、4 〜 5月にだけ出現するのに対して、魚類、

ァメリカザリガニ、スジエビなどは各時期を通じ

表 5 八郎湖定点調査におけるオオクチバスの胃内容（点数法)

 I__  i  L_. _llB U _ 」 _ I I

て認められた。これらの状況から、本種は周囲に 

ある餌料を無選択に摂餌対象としていると推察さ 

れた。また、胃内容物としてルアー（ワームと呼 

ばれるソフトルアー）が認められており、中には、 

ルアー2個14.8g が体長266im、体重485g の個体 

から出現し、この胃部は膨満し余地が無い状態で 

あった例も観察された。

3 オ才クチバス再放流禁止後の動向

⑴再放流禁止後に想定される変化

再放流禁止が行われた後に八郎湖において起きる 

変化を想定すると図10に示すとおりとなる。再放流 

禁止が才才クチバス資源に与える影響は、与えるィ 

ンパク卜の大きさによって決まり、このインパクト 

は遊漁者数の変化、再放流禁止の遵守の程度などに 

より大きく変化すると考えられる。遊漁者数に変化 

がなく、全員が再放流禁止を遵守すれば、才才クチ 

バスの駆除効果は増大し、漁業者が操業している定 

置網に乗網する才才クチバスの個体数の減少、大型 

個体の割合の低下、他魚種の増加、そして変形魚の 

割合の減少など、実際的な変化が起きることが推察 

される。しかし、遊漁者数に変化がなくても、再放 

流禁止を守る者がいなければ現在と変わりはないこ 

とになる。遊漁者数が減少した場合も、再放流禁止 

を遵守するか否かで、現れる変化は異なることが想 

定される。すなわち、再放流禁止というィンプッ卜 

に対して、アウトプットとして出てくる事象を把握 

することにより、遊漁者数の変化や規制の遵守の程 

度はブラックボックスであっても、再放流禁止の効 

果を評価できると推察される。

____
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指 示 の 対 応 バ ス 資 源 量 体 長 組 成 他 魚 種 変 形 魚

変 化 す る 増 加 減

反  変 化 な し 変 化 な し 減 少 変 化 な し

若 干 減 少 若 干 変 化 若 干 増 加 若 干 減 少

若 干 増 加 若 干 変 化 減 少 若 干 減 少

減 少 大 変 化 大 増 加 大 減 少 大

図1 0 オオクチバス再放流禁止により予想される変化

(2) 釣りによる変形魚の出現状況

変形魚の出現割合を把握すれば、再放流禁止の遵 

守の程度が把握できると推察される。すなわち、釣 

り上げられた才才クチバスがすべて除去されれば、 

釣りによる変形魚の出現割合は低下していき、最終 

的には0 に近づくはずである。しかし、再放流が今 

までと同様に行われていれば、変形魚の出現割合は 

変化しないことになる。八郎湖の雑さし網定点調查 

における採捕魚を精査した結果、次のとおりの変形 

魚が出現した。

①主上顎骨の膨隆（写真4 ) ：比較的多く出現す 

る例で、頭部を上から見ると主上顎骨が膨らみ出っ 

張っており、ここに引っかかった針をはずしたと 

きに変形し、そのまま膨隆した伏態で治癒したも 

のと推察される。

写真4 主上顎骨膨隆

② 歯 骨 変 形 （写真5 ) :歯 骨 （下顎の歯が生えて 

いる骨）が外側にめくれ、下の歯が外に出ていた 

り短くなったりしているもので、無理に針をはず 

したことによるものと推察される。

③主上顎骨の末端欠損（写真6 ) ：変形ではなく、 

針をはずすときに一部が切れてしまい、そのまま 

治癒したと推察される。

写真6 右主上顎骨末端欠損

④前上顎骨の裂傷（写真7 ) :針が前上顎骨にか 

かり裂け、その後に変形したまま治癒したと推察 

される。裂けた部分に穴のあいている状態のもの 

も認められる。

写真7 右上顎穴

⑤前鰓蓋骨に治癒痕（写真8 ) ：この部分に針が 

かかり表皮がはがれ、治癒した痕跡と推察される。

写真8 右鰓蓋下方治癒痕

⑥主上顎骨の変形及び治癒痕（写真9 ) ：この部 

分にかかった針により変形するとともに穴があき、 

治癒の過程で色素が沈着したと推察される。

写真9 左上顎傷治癒

⑦上主上顎骨に治癒痕（写真10) ：この部分に針 

がかかり、治癒する過程で色素が沈着したと推察 

される。

写真 5 歯骨変形

- 3 2 4 -



写真1 0 左上顎後方治癒痕色素沈着

⑧下顎末端部の欠損（写真11) : この部分に針が 

かかり、はずす時に切除されたと推察される。

写真1 1 左下顎欠損

⑨ 下 顎 変 形 （写真12) ：下顎全体が大きく側湾し 

そのまま変形している。右側のおとがいが膨隆し 

ており、この部分に外側から針がかかったと推察 

される。

写真1 2 下顎変形

⑩ 上 顎 、下顎欠損（写真13)：前上顎骨、主上顎 

骨、下顎などが大きく欠損しており、針をはずす 

ときに大きく欠損したと推察される。

写真1 3 右上•下顎骨欠損 6Q%
⑪顎周辺部欠損、潰 瘍 （写真14)：前上顎骨欠損、

下顎欠損及び潰瘍などが認められ、大 き く 欠 損 し 娜  

ているがそのままの状態でほとんど治癒している 

がー部に潰瘍が認められ、針をはずすときに大き 

く傷ついたと推察される。 。%

写真1 4 左上下顎欠損•潰瘍

⑫ 下 顎 裂 傷 （写真15)：下顎先端部が大きく裂け、 

そのまま治癒しており、針をはずすときに大きく 

裂けたものと推察される。

写真1 5 下顎裂傷

⑬ 鰓 条 骨 の 分 離 （写真16) ：鰓条骨の末端が切断 

され、遊離した状態で治癒しており、針をはずす 

時に切れたものと推察される。

写真1 6 鰓条骨分離

このほか、針により主上顎骨に穴が開いたものな 

ど、針がかりによる可能性がきわめて高いものも確 

I忍される。

これら変形魚の出現率は図11に示すとおりで、 4 

月の14 %から10月の53% まで月により大きな変動が

■傷有り 
■傷無レ

5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 1 2月

図1 1 ロ部周辺に傷を有している個体の割合推移



年 漁 獲 量 人 数 操 業 月 kg/人
87.1 
100.8
68.6
76.4
84.0
92.7

112.4
84.2

認められる。しかし、全体では、640尾のうち166尾、 

2 6 %にロ部の変形が認められており、今後継続して 

調査することにより、再放流禁止の遵守状況が把握 

できると推察される。

(3) ワカサギ建網による資源評価

八郎湖における才オクチバスの資源量を把握する 

ことは、再放流禁止の効果を検討する上で重要であ 

る。このことから、資源量指数としてC P U E が使 

用可能か検討した。八郎湖増殖漁協組合員が毎年提 

出する漁獲実績報告書を精査し、継続して操業して 

いる者及び漁獲量が比較的多い者の中から、各操業 

地区に対応して漁業種類ごとに10人前後を選択した。 

次いで、各人の漁獲量、操業月数を整理してC P U  

E を算出した。結果は表6及び図12に示すとおりで、 

雑建網によるものは他の2漁業種類と比較して変動 

傾向が異なるとともに、総漁獲量の変動とも大きく 

相違した。これは、前述のとおり、雑建網による本 

種の乗網魚は販売のため積極的に漁獲が行われるよ 

うになったため、これによる漁獲量が資源量を反映 

していないことによると推察される。雑さし網につ 

いては、操業月を単位としたC P U E は変動がきわ 

めて小さい結果となった。これは、本漁法は簡単に 

移動できることから、才才クチバスを避けて操業す 

ることによると推察される。これらのことから、八 

郎湖におけるオ才クチバスの資源量指数としては、 

毎年、ほぼ同一場所に設置されるとともに、受動的 

漁法であるわかさぎ建網のC P U E を用いるのが適

-ワカサギ建網 
-雑建網 
-雑さし網

20

1996 97 98 99 0 0  01 0 2  0 3

図1 2 漁法別CPUE推移

当と推察された。

丨摂餌生態調査

⑴飽食量

餌となる魚類（被食魚）として、コイ、ゲンゴロ 

ウブナ、タイリクバラ夕ナゴ、 ドジョウ、ヌマチチ 

ブを準備し、延べ32回の試験を行った。各被食魚と 

も、飽食重量（食べられるだけ食べた重量）は捕食 

魚 （才オクチバス）の重量が600g程度までは、捕 

食魚が大きくなるほどその重量が増加する傾向が認 

められた（図13)。 しかし、同一*サイズであっても 

飽食重量のばらつきは大きく、また、被食魚種によっ 

ても相違した。飽食重量の最大は、970g の才才ク 

チバスがドジョウ53g (18尾）を食べた事例であっ 

た。

一'般的には、捕食魚が大きいほと食べる童か多い 

ことが予想される。このため、摂餌率（被食魚重量 

/ 捕食魚重量x 100)で見ると、捕食魚の個体間の 

ばらつきは大きいが、捕食個体が小型であるほど高 

い値を示し、大型になるに従い低下する傾向が認め 

られた（図14)。最も局い摂19率をtkしたのは357g 

の才才クチバスで、ゲンゴロウブナに対して10.9% 

の値を示した。

次に、才才クチバスが1 日に食べる尾数であるが、 

これは当然のことながら、捕食魚と被食魚のサイズ 

によって異なる。最も多く食べられたのはゲンゴロ 

ウブナ（平均体重1.6 g ) で、体長275mmの才才クチ 

バスが36尾を捕食した（図15)。

これらのことを、逆に、被食魚種から見ると、夕 

イリクバラタナゴ（平均体重1.5 g ) では6 回の試 

験を行い、最大飽食量は20g (捕食魚501g 、以下 

同様)、最大摂餌率は5.1% (68g )、最多被食尾数 

は12尾 （472 g ) であった。ゲンゴロウブナ（平均 

体重1.65 g ) では9 回の試験を行い、最大飽食量は 

50 g (501g )、最大摂餌率は10.9% (357 g )、最多 

被食尾数は36尾 （501g ) であった。 ドジョウ（平 

均体重2.7g ) では9 回の試験を行い、最大飽食量 

は53g (970g ) . 最大摂餌率は10.1% (505g ) . 最

表 6 オオクチバスの漁業種類別CPUE 
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捕食魚体長

図1 5 被食魚種別被食個体数

多被食尾数は25尾 （505g ) であった。コ イ （平均 

体重10.5g)では7 回の試験を行ったが、そのサイ 

ズが大きかったためか、被食されたのは3 回で、最 

大飽食量は37g (500g)、最大摂餌率は7.9% (353 

g )、最多被食尾数はいずれも3尾であった。ヌマ 

チチブ（平均体重1.1g ) では67 g の捕食魚に対し 

て 1 回の試験を行い、飽食量は6 g 、摂I耳率は9.0 

% 、被食尾数は5尾であった。

⑵摂餌選択性

同時に数種類の餌がある時、その中からどの餌を 

選ぶか、ということを摂餌選択性と呼ぶ。今回は、

ゲンゴロウブナとタイリクバラタナゴについて3回、

ゲンゴロウブナとコイの組み合わせで2回試験した。 

ゲンゴロウブナと夕イリクバラ夕ナゴについては、

600 800 1000 1200 
BW(g)

図1 4 体重•被食魚種別摂餌率

►フ ナ □タイリクバラ▲コイ A ヌマチチブO ドジョウ

200 400 600 800 1000 1200
BW(g)

図1 3 体重•被食魚種別飽食重童

A ヌ マ チ チ ブ OKジョウ 

▲3イ ロタイ1Jク/《ラ

被食サイズが類似していたため、収容尾数を一定に 

して試験した（図16)0体長275mm、体重505 g の才 

才クチバスに、この2魚種を同時に各25尾を入れて 

1 日後に取り上げた場合、その被食状況は、ゲンゴ 

ロウブナは17尾、49 g 及びタイリクバラタナゴは23 

尾、43gであった。この試験では両魚種で食べられ 

やすさには明瞭な相違は認められず、ほぼ似た重量 

の別の個体で行った2 回の調査においても同様の結 

果となった。すなわち、才才クチバスから見れば、 

ゲンゴロウブナとタイリクバラタナゴのどちらかの 

魚種を選択するという傾向は認められず、被食魚か 

らは、この2魚種では食べられ易さに相違は認めら 

れなかった。

収容尾数 被 食 尾 数 収 容 重 量 g 被食重量g

図16 2魚種間の摂餌選択性（収容尾数一定）

コイとゲンゴロウブナの2種については、平均重 

量が大きく相違していたため、収容重量を同一にし 

て試験を行った（図17)。体長360mm、体重l，130g

の才才クチバスに対して、コイ180 g ( 9尾）とゲ 

ンゴロウブナ180g (124尾）を同時に入れて1 日後 

に取り上げた。その被食状況は、コイ1尾、28 g及 

びゲンゴロウブナは19尾、29 gであった。この試験 

では、2魚種間に被食尾数では大きな差があったが、 

重量においてはほぼ同様であった。一方、これより 

小型の体長265mm、体重350 g の才才クチバスに対し 

てほぼ同重量の2魚種を放養した場合は、コイ18g 

( 1尾）とゲンゴロウブナ42g (38尾）が被食され、 

ゲンゴロウブナの方をより強く選択したように見受 

けられた。
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図1 9 障害物の有無による被食試験（夕イリクバラタナゴ)

すいという特徴を持った魚種であることが影響した 

と推察される。また、今回設置した障害物の形状は 

ドジョウが逃避、隠蔽するためには効果がなかった 

こともあげられるだろう。

タイリクバラタナゴについては、体長265mm、体 

重315g及び体長187mm、体重130g•の才才クチバス 

に対して同様の試験を行った（図19)。前者の場合、 

障害物を設置してタイリクバラタナゴ32尾 （50g)、 

障害物が無い状態で31尾 （4 8 g )を放養した。24時 

間後の被食尾数及び被食率（被食尾数/ 放養尾数） 

は、それぞれ、19尾 （32g0、5 9 %及び29尾 （45g)、 

9 4 %となり、障害物が無い方が被食個体数、被食重 

童ともに多かった。後者の事例においても同様に、 

障害物が無い状態の方が多く被食された。タイリク 

バラタナゴの場合は障害物の有無により被食状況が 

明らかに異なっており、これは、タイリクバラ夕ナ 

ゴが障害物として設置した人工海藻周辺に集まった 

結果、才オクチバスにとって食べにくい状況となっ 

たことによると推察された。

最近、才オクチバスにより在来魚が被食されるの 

は、河川や湖岸が改修され隠れ場所が無くなったこ 

とによるという意見を聞くことが少なくない。しか 

し、今回の試験結果が示すように、オ才クチバスの 

捕食の程度は、そのサイズ、水温などのほか、被食 

魚種の生態や逃避場所の形状などにより相違してい
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図17 2 魚種間の摂餌選択性（収容重量一定）

これらの結果からは、捕食する才オクチバスのサ 

イズによって摂餌の選択性が認められるが、それは 

「好き、嫌い」ではなく、単に、「食べ易いか否か」 

という被食魚のサイズに起因したものであると推察 

された。

なお、興味深いことに、ゲンゴロウブナとタイリ 

ク バ ラ タ ナゴによる合計の摂餌率は最大で18.2% と 

きわめて高い値を示し（捕食個体の重量505g )、そ 

れぞれ単独の最大値の合計を上回った。同様に、コ 

イとゲンゴロウブナの組み合わせにおいても合計の 

最大摂餌率は17.1%を示し（捕食個体の重量350g )、 

それぞれ単独の最大摂餌率の合計に近い値を示した。

このことは、擬人化して言えば、「1種類では飽 

きるが、Sijの種類があるとつい食べてしまう」、「別 

の泳ぎ方をしているものがいると、そちらにも興味 

が出てしまう」という才才クチバスの摂餌生態を反 

映しているように見受けられ、多種多様な餌がある 

天然での摂餌状況を考える上で示唆的である。

(3) 隠れ場所の有無による影響

サイズの異なる才才クチバスを使用して、 ドジョ 

ウ及びタイリクバラタナゴに対して障害物の有無に 

よる被食状況の相違について試験した。

ドジョウについては、体長267腿、体重390g及び 

体長211腿、体重140 g の才才クチバスに対して、計 

4 回の試験を行った。前者の個体について、障害物 

を設置してドジョウ22尾 （6 0 g )、障害物が無い状 

態で27尾 （5 8 g )を放養した。24時間後に取り上げ 

たところ、それぞれ、 5尾 （8 g ) 及び6尾 （8 g) 

が被食されており、摂餌率においては2.1% と同様 

の値を示した。後者の個体についても障害物の有無 

による明瞭な相違は認められず、ほぼ同様の結果と 

なった（図18)。

すなわち、 ドジョウが被食魚の場合、障害物の有 

無により被食状況に相違は認められないという結果 

であった。これは、 ドジョウは腸呼吸のために頻繁 

に上下動を行うことから、捕食魚にとって視認しや
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ることに留意すべきであると考えられる。

⑷増肉係数

体長243mm、体重356gの才才クチバスに、 ドジョ 

ゥ、ワカサギ、ヌマチチブなどを投餌し、 5 月12日 

から8 月29日まで、ほぼ10日ごとに体長及び体重を 

測定した（図20)。この才才クチバスについては、 

全期間を通じて926.4 g の餌を食べ、魚体重が127.2 

g 増加したことから、増肉係数は7.3となった。 し 

かし、10日ごとに見た場合は大きく変動し、餌を食 

ベたにもかかわらず体重が減少したり、17.8という 

高い値を示したこともあった。

図2 0 増肉係数の推移

同様にして、体長336mm、体重790gの才才クチバ 

スの増肉係数を1 か月ごとに調べたところ、 9 月 

7.9、10月13.5、この2 か月を通じて9.4という結果 

が得られた。

増肉係数は、餌のタンパク質含有量やその質、試 

験に使用した魚のサイズや成熟などの生理状態、水 

温などの物理環境などにより変動すると考えられ、 

今回得られた値についても絶対的なものではないと 

推察される。

今後とも野外における調査と並行して様々な室内 

試験を行い、才オクチバスのより詳細な摂餌生態や 

環境要因との関係を把握することにより、オ才クチ 

バスが在来生態系に及ぼす影響を的確に把握する必 

要がある。

【参考文献】

杉山秀樹. 2003.オ才クチバス駆除の現場から.広報な 

いすいめん. 32，3 - 9 . 全国内水面漁業協同組合連合会.

杉山秀樹. 2004.秋田県におけるオオクチバス及びブル一 

ギルの侵入と定着.平成14年度秋田県水産振興センター事 

業報告書，335 -  338.



魚 類 防 疫 対 策 事 業

【目 的 】

養殖業における魚病発生は、種苗輸入などに伴う海外 

からの魚病侵入、国内種苗移動の広域化などにより、大 

規模化、広域化、複雑化する傾向にあり、国内の防疫体 

制の確立が必要となっている。

また、魚病対策としての医薬品投与が食品の安全性確 

保の観点から適正に行われることを目的とした。

1 魚類防疫推進事業 

⑴疾病検査

定期的な疾病検査による養殖場の防疫監視、魚病 

被害•水産用医薬品使用状況把握、養殖漁家などへ 

の疾病についての適切な予防•治療方法などに関す 

る防疫対策指導の一環として特定の病原体をもたな 

い種苗を放流•流通させるための検査•防疫対策を 

実施した。

⑵水産動物防疫会議

1) 防疫対策会議

国内防疫体制推進のため中央防疫会議に、近県 

防疫体制検討のため地域合同検討会に参加し、県 

内においては県内防疫対策会議を開催した。

2) 水産動物防疫講習会

県内養殖業者を対象に魚病関係情報を提供し、 

魚病被害の軽減を図った。

(3) 魚病診断技術対策 

1) 魚病診断技術研修

持続的養殖生産確保法にある特定疾病などの診 

断技術を研修した。

(4) 緊急魚病発生対策

疾病被害が懸念される場合及び他への感染により 

重大な被害が予想される疾病のまん延が懸念される 

場合、届け出るよう指導し、疾病検査及び診断を行 

うとともに、必要な防疫対策を講じ、疾病の伝播防 

止に努めた。なお、特定疾病の発生が疑われた場合 

は、速やかに確定診断を担当機関に依頼するととも 

に、種苗などの移動状況、池ごとの放養数、死亡数、 

管理状況及び発生が疑われた養殖場周辺における養 

殖の現況などの把握に努め、必要に応じて周辺養殖 

場を対象とした疾病検査を行った。その概要につい 

ては農林水産省消費安全局へ通報し、特別対策の実 

施についてあらかじめ協議することにした。

2 養殖生産物安全対策

魚病の発生•伝播の防止、魚病被害の軽減を図るた 

め及び養殖物の食品としての安全性を確保するため、

水 谷 寿 • 鷲 尾 達

医薬品適正使用指導、医薬品適正使用実態調査を実施

した。

3 魚類防疫対策機器整備

アユ冷水病などの魚類防疫対策に必要な機器などの

整備を図った。

【方 法 】

本事業は養殖衛生管理体制整備事業（国庫）実施要領 

に基づいて実施した。

なお、疾病検査は次の方法により行った。

巡回した養殖場において病魚•種苗を採集し、氷冷し 

活魚輸送した。病死魚は氷冷して輸送した。 I H N *  I 

P N  • ヘルベスウイルス検査は培養細胞を使用し10°Cで 

約 2週間培養した後、 C P E を観察した。冷水病は改変 

サイトファーガ寒天培地などを使用し、鰓は4°C10日間、 

賢臓は15°Cで4〜 7 日間培養した後出現した黄色コロニー 

を採取し、スライド凝集試験、検鏡又は蛍光抗体法によ 

り同定した。セッソウ病はT S  A 寒天培地を、ビブリオ 

病はビブリオ寒天培地を、その他疾病原因細菌は普通寒 

天培地を使用して釣菌•培養した後、その性状などによ 

り同定した。 B K D は腎臓の組織塗沫標本を作製し、間 

接蛍光抗体法により検査した。また、K H V 病及びP A  

V については、定められた手法によりP C R 検査を実施 

した。

【結果及び考察】

1 魚類防疫推進事業

⑴疾病検査

養殖場などにおける疾病検査の結果は表1 のとお 

りである。下線部は陽性個体が出現したことを示し 

ており、検査結果に基づき投薬•処置防疫対策を伝 

達した。

15年度の診断件数は29件で、うち海面1件、内水 

面28件であった。

魚種別ではコイ•ニシキゴイのK H V 関連が13件、 

イワナが 3件、次いでアユ• ヤマメ • ヒメマスなど 

がそれぞれ 2 件ずつであった。

疾病別では病原体を確認したものが2件で、海面 

はクロソイの白点病、内水面はヤマメの冷水病が各 

1件であった。本年度は診断件数、疾病発生件数と 

も例年より少なかった（表 2参照)。
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⑵水産動物防疫会議

1) 防疫対策会議

①養殖衛生管理推進会議

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

15.10. 東京都 農林省消費安全局 

水産研究所 

魚類防疫センター 

各道県魚病担当者

魚病関連事業 

魚病部会

16. 3 .20 東京都 同上 魚病対策センター事業 

魚病被害など調査 

魚介類疾病調査 

魚類防疫センター事業 

地域合同検討会 

魚病関係予算要求

②県内防疫対策会議

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

15. 7 .28 秋田市 内水面養殖業者 

水産漁港課 

水産振興センター

水産用医薬品使用上 

の注意点

③地域合同検討会

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

15.10.16 
〜17

秋田市 北海道•新潟 

東北6県
各道県の魚病発生状況 

各道県の魚病関連事 

業の取り組み 

各道県の魚病研究の 

紹介

16. 3 .26 秋田市 北部日本海ブロック 同上

④アユ冷水病対策協議会

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

15.11.25

(部会)
東京都 水産庁、水研 

各県担当者

これまでの成果 

取組状況

今後の課題、計画

⑷緊急魚病発生対策

1) 緊急魚病発生対策

①緊急魚病発生対策の内容

養殖者から連絡があり、被害が懸念される疾 

病について緊急に検討し、投薬などの処置や蔓 

延防止対策を講じた。内容は1 ー⑴疾病検査の 

項に合わせて記載した。

2 ) 特別対策

実施しなかった。

2 養殖生産物安全対策

⑴医薬品適正使用指導

魚病発生時などに魚病検査•薬剤感受性試験を実 

施し有効な薬剤の投与を指導した。

⑵医薬品適正使用指導実態調査

平成16年 3月10日に内水面養殖者90経営体に了ン 

ケート調査を実施した。

3 魚類防疫対策機器整備

魚病検査に必要な器材として、超純水製造機1台及 

び1 mg坪量電子天秤1台を購入し、設置した。

また、K H V の P C R 検査に必要なブロックインキュ 

ベータ 一、メディカルフリーザ一、卓上遠心分離器、 

ミニシヱ一力一を購入し、設置した。

2) 水産動物防疫講習会 

①魚類防疫講習会

年月日 開催場所対象者 (人数） 内 容

15.10. 3 男鹿市マス類•アユ養殖者 マラカイ卜グリーン 

他医薬品使用上の注 

意点など

(3) 魚病対策技術開発

1) 魚病対策研究連絡協議会

年月日 開 催 場 所 参 加 人 数 内 容

15.11.20 伊勢市 1人 K H V対策検査法研修



表 1 疾病検査結果

2003/4/1ゲンゴロウブサ0+? 6 冷水病、せっそう病 能代市■寒堤
2003/4/3クロソイ 9 1 白点病 戸賀産
2003/4/4 ヤマメ 1 + 3 冷水病、せっそう病、ビブリオ病、IHN、IPN 秋田土建

2003/5/13 アユ 0+ 5 冷水病、ビブリオ病、シュードモナス病 石川_大清水
2003/5/19イワナ 0+ 1 冷水病 山内村_三ツ又温泉
2003/5/20イワナ 0+ 8 冷水病、せっそう病、ビブリオ病、IHN、IPN 山内村■三ツ又温泉
2003/6/10 ヒメマス 0+ 12 IHN，IPN，BKD 十和田
2003/7/16 アユ 0+ 1 冷水病、せっそう病、ビブリオ病 内水面試験池
2003/7/16カジ力 0+ 1 冷水病、せっそう病、ビブリオ病 内水面試験池
2003/7/31カジ力 8+? 2 冷水病、せっそう病、ビブリオ病 内水面試験池
2003/10/8ゲンゴロウブサ? 4 冷水病 能代市■寒堤
2003/10/8ギンブナ 9 4 冷水病 能代市•寒堤

2003/10/22 ヒメマス 9 12 IHN，IPN，BKD 十和田
2003/10/22サクラマス 9 1 IHN,IPN,BKD 十和田
2003/10/23 イワナ 1 + 2 ビブリオ病、せっそう病、冷水病、細菌性鰓病増田町
2003/10/23 ヤマメ 1 + 1 ビブリオ病、せっそう病、冷水病、細菌性鰓病増田町
2003/12/3 ニシキゴイ 2 5 KHV 雄勝町
2003/12/3マゴイ 1,2 5 KHV 八竜町
2003/12/3マゴイ 0 5 KHV 上小阿仁村
2003/12/3 ニシキゴイ 2 5 KHV 仙北町
2003/12/3マゴイ 1 5 KHV 秋田市
2003/12/6マゴイ 2 5 KHV 平鹿町
2003/12/6 ニシキゴイ 2 5 KHV 仙北町
2003/12/6 ニシキゴイ 1,2 5 KHV 八竜町

2003/12/25 マゴイ 2 3 KHV 雄勝町
2003/12/25 ニシキゴイ 0 5 KHV 秋田市
2004/1/14マゴイ 2 4 KHV 雄勝町
2004/1/14 ニシキゴイ 1 1 KHV 八竜町
2004/3/31ニシキゴイ 0 5 KHV 雄和町

番 号 1 查碍期対象魚種形態尾数対象疾病  場所

表 2 魚種別疾病別診断件数（平成15年 4月〜平成16年 3月現在)

_____________________ 内 _________ 水 _________ 面__________________________海面_

ニ ジ マ ス イ ワ ナ ヤ マ メ シ ロ サ ケ ア ユ ニ シ キ ゴ イ カ ジ 力 才 才 ク チ バ ス ク ロ ソ イ

I H N 0

せっそう病•冷水病 0

せ っ そ 9 病 0

細 菌 性 鰓 病 0

冷 水 病 1 1

ビ ブ 丨J 才 病 0

白 点 病 1 1

卜 U コ ジ ナ 症 0

テトラ 才ン クス 症 0

繊 毛 虫寄 生 症 0

合 計  0 0 1 0 0 0 0 0 1 2
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天然水域におけるアユ及び常在魚の冷水病原因菌の疫学的調査

水 谷 寿 • 鷲 尾 達

【目 的 】

県内主要河川のアユ及び常在魚の冷水病原因菌の保菌 

検査を実施し、天然水域における冷水病の感染源につい 

て検討した。

【方 法 】

調 査 期 間 2003年 4 月〜2004年 3月 

調査実施箇所

1 アユ種苗の放流がない小河川 

2 アユ種苗の放流がある河川 

3 八郎湖防潮水門（水門直下流）及び八郎湖内 

(防潮水門上流側）

調 査 対 象 アユ及び常在魚

検体採集方法：河川及び八郎湖防潮水門では釣、投網、 

たも網、曳網又はかごで、八郎湖内では建網によりそ 

れぞれ漁獲されたものから採集した。

保菌検査方法：各検体の鰓、腎臓、肝臓、脳、筋肉の組 

織又は魚体全体を磨砕したものを用いて改変サイ卜ファ一 

ガ培地に塗沫•培養して冷水病原因菌の分離を行い、 

スライド凝集法及び検鏡により保菌の有無を確認した。

検体の中で冷水病に特徴的な症状が認められたときは 

その個体数を記録した。

【結 果 】

1 アユ種苗の放流がない小河川（表 1)

ウグイは陰性であった。

2 アユ種苗の放流がある河川（表 1)

アユはすべて陰性であった。

常在魚はすべて陰性であった。

3 八郎湖防潮水門及び八郎湖内（表 1)

アユは防潮水門（海側）及び八郎湖内ですベて陰性 

であった。

常在魚は同様に陰性であった。

【考 察 】

1 アユ種苗の放流がなI、小河J11 

2 アユ種苗の放流がある河川

今年度は冷水病原因菌を保有している検体は見つか 

らなかったが、さらに調査を継続し感染環を把握して 

いく必要がある。

表 1 天然水域のアユ及び常在魚などの冷水病原因菌保有調査結果

番 号 検査時期 対象魚種 年齢 尾 数 場 所

M1 2003/4/6 ウグイ ? 1 男鹿市増川

M2 2003/4/17 アユ 0+ 5 船越水道

M3 2003/4/17 ワカサギ 0+ 1 船越水道

M4 2003/4/18 サケ 0+ 9 船越水道

M5 2003/4/18 シラウ才 0+ 60 船越水道

M6 2003/4/18 アシシロハゼ ? 14 船越水道

M7 2003/4/18 シロウ才 0+ 1 船越水道

M8 2003/5/8 ワカサギ 0+ 1 船越水道

M9 2003/5/8 ウグイ ? 1 船越水道

M10 2003/5/8 才イカワ ? 5 船越水道

M11 2003/5/8 メナダ ? 4 船越水道

M12 2003/6/12 アユ 0+ 10 八郎湖

M13 2003/7/18 アユ 0+ 2 八郎湖

M14 2003/9/12 ビワヒガイ ? 1 八郎湖

M15 2003/9/12 ワカサギ 0+ 5 八郎湖

M16 2003/10/8 アユ 0+ 1 ニッ井町 • 富根

M17 2003/10/8 ウグイ ? 1 ニッ井町 • 富根

M18 2003/10/8 才イカワ ? 1 ニッ井町 • 富根

M19 2003/10/8 ヌマチチブ ? 1 ニッ井町 • 富根

M22 2003/10/18 アユ 0+ 3 ニッ井町 • 富根

H1 2003/5/29 アユ 0+ ? センター

H2 2003/6/6 アユ 0+ 60 中新田産（阿仁川）

H3 2003/6/9 アユ 0+ 60 琵琶湖産（成瀬川）

H4 2004/1/6 アユ 0+ 12 セン夕一

H5 2004/1/9 アユ 0+ 12 セン夕一

H6 2004/1/13 アユ 0+ 12 センター

H7 2004/1/16 アユ 0+ 12 センター

H8 2004/1/19 アユ 0+ 12 セン夕一

H9 2004/1/21 アユ 0+ 12 センター

H10 2004/2/5 アユ 0+ 12 センター

H11 2004/2/10 アユ 0+ 12 センター
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種 苗 生 産 事 業 （餌料培養 )

【目 的 】

魚類、甲殻類の初期餌料として、シオミズツボワムシ 

(以 下 「ワムシ」 という。）の生産及びそれに用いるため 

に、ナンノクロ ロ ブ シ ス（以 下 「ナンクロ」 という。） 

を培養した。

【方 法 】

1 ナンクロの生産

ナンクロの培養•生産は、40m3コンクリー卜水槽4 

面、80m3コンクリ一卜水槽4面、28m3キャンバス水槽 

3面の計11面を、順次間引いて用いた。

施肥の配合は、 4 月から6月末、11月から翌年3月 

末までは、 1 m3当たり硫安60 g、尿素15g、過リン酸 

石灰60 g 、クレワット32を 5 g とした。 8 月から10月 

末の高水温期は1 m3当たり硫安100g、尿素30 g、過 

リン酸石灰15 g 、クレワット32を 5 g の割合とした。 

施肥量は、注水量に保有量の半分を加えたm3数として 

適宜添加した。なお、同時にp H  (10.0以上）も参考 

にした。

また、培養期間中に原生動物（以 下 「プロ卜ゾア」 

という。）の出現により、ナンクロの密度の低下が見 

られるため、高度サラシ粉カルシウム粉末0.6〜 1 

m g / € を適宜添加し駆除した。

2 ワムシの生産

ワムシの生産は、20m3コンクリー卜水槽6面、 5 m3 

コンクリー卜水槽3面を用いた。

植え継ぎ培養したワムシには、収容した翌日から100 

万個に対し0.5〜1.5 g の範囲でパン酵母を1 日2 回に 

分け溶解して給餌した。生クロレラV1 2は、主要生産 

期にワムシの収容密度を高く維持するために定期的に 

添加し、主要生産期以外ではワムシの培養日数が延び 

て密度が低下したとき、適宜添加した。また、粗放連 

続培養によるワムシには、生クロレラV12を定量ボン 

プで給餌した。

また、栄養強化のための二次培養は5 m3水槽で（2.2 

m  x 2 . 1 m深さ1 . 1 m )行った。 ヒラメ • トラフグ* 

マダイ• アユは、栄養強化剤として、生クロレラ⑴3 

を添加した。ガザミ、クロソイには栄養強化を行わず、 

培養水槽から濾して給餌した。また、マダイとアユで 

は、ワムシを多く給餌するため、培養水槽へ生クロレ 

ラスーパーV12を添加し栄養強化していないものも給 

餌した。

水槽内にはワムシの排泄物などを除去するため、簡

秋 山 将

易濾過槽を20m3水槽には2 力所、 5 m3水槽には1 力所 

設置した。また、通気は培養水が十分撹拌されるよう 

に強くした。

回収は、手作業によるものと、ワムシ回収機（ネッ 

卜目合い57ミクロン）を併用した。

【結果及び考察】

1 ナンクロの生産

ワムシ培養に用いた数量と施肥量、市販濃縮クロレ 

ラなどの使用量を表1 に示した。

ナンクロの総使用量はl，828.0m3で、主な使用期間 

は4 〜 6月、10月であった。使用量はほぼ、前年並み 

であった。

また、ナンクロを生産するために用いた肥料は硫安 

175.74kg、尿素174.54kg、過燐酸石灰42.36kg、クレワッ 

卜3 2 1,472.0 g であった。使用量は、主要生産期以外 

で抑えたため大幅に削減できた。

表 1 ナンノクロロブシス月別使用量及び施肥量の状況

項 目 ワムシ培養 施 肥 量

年 月

及び二次培 
養 用 ( m 3)

硫 安  
(kg)

尿 素  
(kg)

過リン酸石灰 
(kg)

クレワッ卜32 

(g)

H15. 4 256.5 24.54 24.54 6.135 204.5

5 212.0 24.60 23.40 6.150 205.0

6 469.0 34.80 34.80 8.700 290.0

7 123.0 10.20 10.20 2.550 85.0

8 128.0 15.30 15.30 3.825 135.0

9 128.0 15.90 15.90 3.975 132.5

10 287.5 34.20 34.20 4.275 285.0

11 106.0 9.60 9.60 2.400 80.0

12 44.0 5.40 5.40 1.350 45.0

H 1 6 . 1 36.0 1.20 1.20 3.000 10.0

2 8.0 0.00 0.00 0.000 0.0

3 30.0 0.00 0.00 0.000 0.0

計 1,828.0 175.74 174.54 42.36 1,472.0

前年度計 1,873.5 266.64 266.64 65.54 2,209.5

2 ワムシの生産

ワムシの生産状況を表2 に示した。

ワムシの生産に用いた、生クロレラV12の使用量は

574.5 € で、昨年より増加した。パン酵母の使用量は 

l，369.5kgで、昨年より減少した。 これは、冬期間粗 

放連続培養でワムシの維持培養したため、V 12を使用 

しパン酵母を使用しなかったためである。

総供給量は3,222.7億個体で、魚類仔魚育成用に2,943.2 

億個体、甲殼類育成用に279.5億個体を供給した。廃 

棄個体数は4,424.0億個体で、 6 〜11月にかけて多かっ 

た。これは、マダイでの生ワムシの給餌量が減少した 

こと、給餌予定であったモクズガニとクルマエビで使 

用しなかったことと、アユの採卵が遅れたことなどに



よる。

ワムシの二次培養に用いた生ク ロ レ ラ は （ヒラ 

メ、 トラフグ、マダイ、アユ）108.0€ でほぼ昨年度 

と同量であった。生クロレラスーパーV1 2は （マダイ• 

アユ）188.5 € で減少した。これは、アユの給餌期間 

が短かったため、使用量が減少したためである。

魚種別の供給状況を表3 に示した。

魚種別の供給量はマダイが31日間で1，266.7億個体 

(二次培養で1,240.7億個体、生で26.0億個体)、次いで 

アュが32日間992.0億 個体（二次培養で334.億個体、

生で658.0億個体)、ヒラメ 560.5億個体（30日間）、ガ 

ザミ279.5億 個 体 （24日間）、 トラフグ102.0億個体 

(22日間）、クロソイ6.0億個体（5 日間）の順であつ 

た。なお、 1 日当たりの供給数はマダイで9.0〜57.0 

億個体、アユで1.0〜57.0億個体、 ヒラメで5.0〜31.0 

億個体、ガザミで1.0〜25.0億個体、 トラフダで2.0〜 

8.0億個体、クロソイで1.0〜2.0億個体の範囲であつ た。 

以上の結果から本年度のナンクロ、ワムシ培養事業は 

計画どおり達成したものと考えている。

表 2 ワムシ生産状況

項 巨 ワムシ 魚 種 別 ワ ム シ 供 給 数 （億個） 給 餌 量 二次培養

年 月

供給数 

(億個)
ヒラメ 卜ラフグ マダイ ガザミ

モクズ 
ガ ニ

ク ル マ 下  
ェ ビ ’

ュ クD ソイ 廃 棄
パン酵母 

(kg)

V12

⑴

生クロレラw3ス-パ-V12 

⑷ ⑷

H15. 4 560.5 560.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 148.0 144.00 69.0 34.6 0.0

5 104.5 0.0 102.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 331.3 163.00 46.0 12.0 2.0

6 1,334.5 0.0 0.0 1,067.5 267.0 0.0 0.0 0.0 0.0 404.0 349.50 162.5 37.8 68.0

7 183.2 0.0 0.0 173.2 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 637.0 110.00 36.5 6.9 10.0

8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 441.0 70.00 37.5 0.0 0.0

9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 579.0 67.00 15.0 0.0 0.0

10 581.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 581.0 0.0 410.0 168.00 48.0 14.3 68.0

11 411.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 411.0 0.0 571.0 135.00 52.5 2.4 40.5

12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 294.0 72.00 27.0 0.0 0.0

H16. 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 364.0 72.00 20.5 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 126.4 13.00 29.0 0.0 0.0

3 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 118.3 6.00 31.0 0.0 0.0

計 3,180.7 560.5 102.0 1240.7 279.5 0.0 0.0 992.0 6.0 4,424.0 1,369.50 574.5 108.00 188.50

前年度計 3,240.8 383.0 249.9 1517.5 170.0 36.4 86.0 792.0 6.0 3,864.8 1,598.50 512.5 106.40 223.00

表 4 魚種別のヮムシ供給状況

魚 種 供 給 期 間
供給日数 

(日）

総供給数 

(億個）

平均供給数 

(億個)

m m 〜m a x /日 

(億個）

ヒラメ H15. 4 . 1〜 4 . 30 30 560.5 18.7 5.0 〜31.0

卜ラフグ 丨5. 4 〜 5 . 25 22 102.0 4.6 2.0〜 8.0

ガザミ 5 . 31〜 6 . 11 6 _ 20〜 7 • 2 24 279.5 11.6 1.0 〜25.0

マダィ 6. 5 - 7 .  5 31 1,240.7 40.0 9.0 〜57.0

ア ュ 10.12 〜11.12 32 1,008.0 31.5 1.0 〜57.0

クo ソイ 3 . 20〜 3 • 24 5 6.0 1.2 1.0〜 2.0

計 3,196.7
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【目 的 】

健康な稚魚を生産し、人為的に種苗を添加することに 

より、安定した資源を造成して漁業生産の増大を図るこ 

とを目的とした。

【方 法 】

1 親魚養成及び卵採集

親魚は屋内100m3角形コンクリー卜水槽（以 下 「100 

m3水槽」という。）で周年飼育（冬期間はボイラーを 

用いて加温し、水温を8 °C以上に設定） している242 

尾を用いた。卵は親魚水槽内で自然産卵し、排水と共 

に流下したものを40目合いのネッ卜を付設した集卵槽 

( 1 m3ポリカーボネイト水槽）に翌日採集した後、卵 

を分離器（50€ ) に収容して浮上卵と沈下卵に分けて 

計量した。なお、種苗生産に未使用の浮上卵は冷凍保 

存、沈下卵は廃棄した。

2 飼 育

浮上卵を1 m3ポリカーボネイ卜水槽に収容、微通気 

して翌日に再浮上卵及び一部ふ化仔魚を屋内20m3角形 

コンクリー卜水槽（以下「20m3 水槽」という。）と100 

m3水槽に収容した。

水量は容量20m3水槽では18m3、容量100m3水槽では 

50m3から開始した。ふ化後（以 下 「日齢」という。）

3 日目から45日目までは夜間主体の流水とし、換水率 

は 1 日当たり30〜210%の範囲であった。日齢46日目 

から取り揚げまでは流水として、注水量は20m3水槽で 

15〜30 £ /min、100m3水槽は80〜170 £ /minの範囲で 

育成日数が経過するにしたがい増加した。

S 及びL 型シオミズツボワムシ（以 下 「S 、 L 型 

ムシ」という。）の給餌期間中はナンノクロ ロブシス 

を各水槽に、 1 日当たり0.5〜 2 m3添加した。

稚魚の移動は1、2生産回次（以下「回次」という。） 

は20m3水槽へ収容後、 1回次は6 月28日の日齢25日目 

と7月 5 日の日齢32日目に各20m3水槽に、 2 回次は6 

月27日の日齢24日目に100m3水槽へ移動した。 3、 4、 

5 、 7 回次は100m3水槽へ収容後、 3 回次は6 月27日 

の日齢25日目、 4、 5 回次は7月 1 日の日齢29日目、

7 回次は6 月30日の日齢27日目に100m3水槽へ移動し 

た。なお、 6 回次は100m3水槽へ収容後、取り揚げま 

で継続した。

仔魚の形態異常の発生を防ぐための開鰾対策は、日 

齢 5 〜22日目まで日中（9 : 00〜18 : 00)、水槽内の 

通気を停止及び微弱にし、夕方、通常に戻すことを繰

古 仲 博

り返し行うとともに、飼育水槽の表面に浮く油膜をエ 

アレーションにより集め除去する方法を取った。

餌料はS 及びL 型ワムシ、アルテミアノ一プリウス 

(以下「アルテミア」という。）、魚 卵 （マダイ冷凍卵)、 

配合飼料を給餌した。ワムシは前年までS 型を用いて 

いたが、給餌期間の後半に不足したので、本年度はL 

型ワムシを導入した。 1回次にL 型ワムシ、 2 回次に 

S 型ワムシの区を設定して比較を行い、 3回次以降は 

従来のS 型ワムシを主体にして、L型ワムシに余剰が 

出た場合に均等に供給した。ふ化仔魚は開口してもロ 

が小さくすぐには、 L 型ワムシを捕食することができ 

ないので、 1回次は日齢10日目まではS 型ワムシを給 

餌し、11、12日はS 及びL 型ワムシを、その後はL 型 

ワムシに切り替えた。給餌量は1 回次でS 型ワムシ

23.5億個体、 L 型ワムシは64.9億個体、 2 回次でS 型 

ワムシ168.9億個体、 L 型ワムシは13.0億個体であっ 

た。 L 型ワムシとS 型ワムシを湿重量で比べるとL 型 

ワムシはS 型ワムシの約2倍で、 S 型ワムシに換算す 

ると1回次は153.3億個体、 2回次は194.9億個体であっ 

た。なお、 1回次のワムシの給餌期間は2回次に比べ 

て 5 日間短かった。また、 L 型ワムシは日本栽培漁業 

協会能登島事業場から宅配便にて送付してもらい、培 

養は粗放連続培養で行った。

S 及びL 型ワムシ、アルテミア、魚卵、配合飼料の 

給餌時間を表1、回次別の栄養強化、給餌量を表2 に 

示した。
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回 日 齢 3〜16日目 日 齢 17へ32日目 日 齢 33〜45日目 日 齢 46〜58日目

数 時 間 餌 料 種 類  時 間 餌 料 ，飼料種類 時 間 餌 料 ，飼料種類 時 間 飼 料 種 類
《 4:30〜 配 合 _______________ 4 : 3 0 配 合 ____________

1 一 —  8 : 3 0 配 合 （20日〜） § : 3 0 配 合 ____________________ 8 : 3 0 配 合 ________
2 9:30 S 、L型 ワ ム シ 9 : 3 0 配 合 （20日〜） 9 : 3 0 配 鱼____________________ 9 : 3 0 配 合 ________
3 — 一 9:50 S 、L型ワムシ 9:50 m  SP(32日〜）___________-  —___________
4 — 一 1 0 : 3 0 配 合 （20日〜） 1 0 : 3 0 配 合 ____________1 0 : 3 0 配 合 ________
5 — 一 11:30 配 合 （20日〜） 21 :30__配— ^ __________________ 11:30 配 合 ________

_ 6  -  —  一 ______ 13 :̂00 配 合 （20日~  ) 13: 00 配 合 __________________ 13:00 配 合
7 -  一 ____ 13:30 S 、L型ヮみシ _ 1 4 :0 0  配— 食_________________ 14:00 配 合 ________
8 — 一 14:00 配 合  0 0 日〜） 一 - _______________________-  ~ ___________
9 1 5 : 3 0  S 、L型 ワ ム シ 15:0 0 配 合 （20日〜 ) _____1 5 : 0 0 配 合 __________________ 1 5 : 0 0 配 合 ________
10 一 -  16:00 配 合 （20日〜） 16:00 配 合 _________ _________16:00 配 合 ________
1 1 - -  1 6 : 3 0 アルテミア 1 6 : 3 0 アルテミア _________~  ~ ___________

〜 配 合  《17:00〜 配 合

※ 自動給餌器 1

表 2 生産回次別の給餌量

生 産 ワ ム シ 旧 型 ） ワムシ（L型） 2次培養 (生クロレラCU3) アルテミア 2次培養 (ス- ハ。- か7°セルA -1 ) 配 合 飼 料  マ ダ イ 卵

表 1 日別の給餌時間_______________________________________________

回次給餌日齡 給餌量 給餌日齡 給餌量 添加日齢 添加量 給餌日齢 給餌量 添加日齡 添加量 給餌日齡 給餌置 給餌日齡 給餌量

日 億個 日 億個 日 ml 日 億個 日 ml 0 Kg 日 Kg
1 3〜12 23.5 11〜27 60.3 3〜27 6,140 17 〜44 2.8 17 〜44 522 2 0 -5 8 45.9 3 4 -4 4 10.4
1， 32 〜44 1.4 32 〜44 260 36 〜58 42.0 34 〜44 9.7
r 25 〜27 4.6 25 〜27 410 25 〜44 2.4 25 〜44 447 26~51 24.9 34 〜44 10.1
2 3〜32 168.9 2 6 -3 1 13.0 3〜32 7,110 1 7 -4 4 5.6 17 〜44 1,043 20 〜51 47.5 32 〜44 21.7
3 3〜32 196.6 12 〜32 48.4 3〜32 11,200 18 〜45 6.2 18 〜45 1,155 20 〜49 37.4 34〜44 18.8
3’ 25 〜32 25.1 25 〜32 14.4 25 〜32 2,160 25 〜45 4.6 25 〜45 857 28 〜51 44.6 33 〜44 19.1
4 3〜32 196.6 1 2 -3 2 46.5 3〜32 11,040 18〜45 6.2 18〜45 1,155 20~51 47.0 33 〜44 19.6

4,5’ 29 〜32 18.3 29 〜32 9.8 29 〜32 1,510 29 〜45 4.3 29 〜45 801 31〜52 48.6 33 〜44 19.2
5 3〜32 196.6 12 〜32 46.5 3〜32 11,040 18 〜45 6.2 18~45 1,155 20 〜50 42.3 33 〜44 19.6
6 3〜32 196.6 12 〜32 53.7 3〜32 11,670 18〜45 6.7 18 〜45 1,248 20 〜50 47.2 33 〜45 23.9
7 3〜32 196.6 11〜31 48.6 3〜32 11,220 1 7 -4 4 6.2 17 〜44 1,155 2 0 -5 1 47.1 32 〜44 21.1
7， 2 7 -3 2 21.9 27 〜31 11.6 27 〜32 1,800 27 〜44 4.3 27 〜44 801 28 〜57 75.3 32 〜44 21.3
計 3〜32 1,240.7 11〜32 357.4 3〜32 75,300 17 〜45 56.9 17 〜45 10,600 20 〜58 549.8 32 〜45 214.5

S 型ワムシは日齢3 日目から32日目、 L 型ワムシは日齢 

11日目から32日目まで1 日2 回、アルテミアは日齢17日 

目から45日目まで1 日1回、 S 及びL 型ワムシ、アルテミ 

アは市販の栄養強化剤（ワムシは生クロレラco3、アルテ 

ミアはスーパーカプセルA - 1 ) で強化後給餌した。魚卵 

は日齢32日目から45日目まで1 日1回、配合飼料は日齢20 

日目から58日目まで手まきで給餌したが、33日目以降は作 

業の都合により自動給餌器に入れることもあった。給餌回 

数は日齢20〜58日目は8 回であった。なお、日齢33日目か 

ら58日目まで早朝と夕方（4 :30〜7 :00、17: 00〜19: 

0 0 )に給餅した。

給餌量はS 型ワムシ1，240.7億個体、 L 型ワムシ357.4億 

個体、アルテミア56.9億個体、魚卵214.5kg、配合飼料549.8

kgであつた。

【結果及び考察】 

1 親魚養成

親魚の周年飼育水温（A M  : 9 : 00、P M  : 2 : 00)、 

p H、比重の推移を図1、 2、 3 に示した。 図 1 水温の推移
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図 2 p H の推移

1 5
4/1 5/8 6/14 7/21 8/27 10/3 11/9 12/16 t/22 2/28

図 3 比重の推移

水温はA M  9 : 00とP M  2 : 00の 2 回計測し、A M  

9 : 00は8.4〜24.3°C (平均15.9°C)、 P M  2 : 00は7.8 

〜24.8°C (平均16.0°C)、p H は7.9〜8.5 (平均8.2)、比 

重は1.0190〜1.0264 (平均1.0238) ( 6 15)の範囲であっ 

た。冬期間の水温は概ね8 °C以上を維持できた。

給餌は1回 （15 : 30〜）で、配合飼料と冷凍イ力は 

周年、冷凍魚肉ミンチは4 月 1 日から9月30日まで与 

えた。給餌量は配合飼料477.3kg、冷凍イカl，250.8kg、 

冷凍魚肉ミンチ235.2kgで、総給餌量はl，963.3kg (前 

年比93.2% )であった。死亡魚は年間45尾と、親魚水 

槽を年1回掃除するために親魚を移動する際に体表が 

黒ずみ遊泳力の緩慢な親魚を5尾取り揚げたので計50 

尾となった。また、天然魚6 尾 （2,000g以上）を親 

魚候補とし追加した。なお、今年度は親魚の死亡魚が 

多く見られた。これは、親魚の高齢化と飼育水の一時 

的な不足により、飼育環境悪化をまねき寄生虫（ビバ 

ギナ症）の発生によるものである。今後は親魚候補の 

補充を多くすることが必要である。

2 産 卵

日別の産卵量推移を図4、浮上卵、沈下卵量を表3、 

比率を図5 に示した。

産卵は5月 1 日から始まり7月 2 日までの63日間で 

終了した。期間中の産卵量の傾向は日数が経過すると 

ともに増加傾向を示し、最大は5 月27日14,650 g で、

6月10日以降は減少傾向を示した。期間中の産卵量は、 

浮上卵が221，930 g 、沈下卵が94，155 g の計316,085 g 

で、対前年比75.8%と大幅に減少した。これは前述し 

たとおり、親魚の死亡と飼育環境の悪化により、産卵

5/1 5/11 5/21 5/31 6/10 6/20 6/30

図 4 日別の産卵量の推移

表 3 日別の浮上、沈下卵量

月日浮上卵 (g) 沈下卵(g) 産卵量(g) 月日 浮上卵(g) 沈下卵(g) 産卵量(g)
5/1 50 250 300 6/1 9,400 1,800 11,200
5/2 80 230 310 6 /2 8,900 2,000 10,900
5/3 180 350 530 6 /3 8,480 2,500 10,980
5 /4 0 0 0 6 /4 5,500 1,380 6,880
5/5 300 0 300 6 /5 3,000 1,050 4,050
5/6 300 1,200 1,500 6 /6 7,750 2,800 10,550
5/7 480 1,300 1,780 6 /7 6,000 1,900 7,900
5/8 1,300 1,200 2,500 6 /8 5,860 1,800 7,660
5/9 2,230 780 3,010 6 /9 5,170 2,160 7,330

5/10 1,770 480 2,250 6 /10 6,000 2,300 8,300
5/11 900 1,200 2,100 6/11 6,850 2,300 9,150
5/12 0 260 260 6 /12 5,800 2,560 8,360
5/13 450 500 950 6/13 6,060 3,150 9,210
5/14 1,400 1,400 2,800 6 /14 4,000 1,400 5,400
5/15 1,960 1,900 3,860 6/15 2,000 3,640 5,640
5/16 3,000 1,800 4,800 6/16 3,550 1,700 5,250
5/17 3,900 2,600 6,500 6/17 1,400 1,100 2,500
5/18 7,350 2,300 9,650 6/18 2,350 520 2,870
5/19 8,100 3,050 11,150 6/19 3,800 1,800 5,600
5/20 5,100 2,100 7,200 6 /20 1,000 1,900 2,900
5/21 7,100 3,700 10,800 6/21 1,300 1,300 2,600
5/22 5,300 2,600 7,900 6/22 0 500 500
5/23 5,300 2,400 7,700 6/23 0 240 240
5/24 4,550 2,100 6,650 6 /24 800 550 1,350
5/25 4,500 1,100 5,600 6 /25 620 390 1,010
5/26 10,000 2,250 12,250 6/26 300 730 1,030
5/27 11,600 3,050 14,650 6/27 240 130 370
5/28 9,300 2,500 11,800 6/28 0 80 80
5/29 7,800 2,700 10,500 6/29 0 80 80
5/30 6,000 2,100 8,100 6 /30 0 70 70
5/31 5,500 2,900 8,400 7/1 0 10 10

7/2  0 15 15
計 221,930 94,155 316,085

5/1 5/9 5/17 5/25 6/2 6/10 6/18 6/26

図 5 浮上卵と沈下卵の比率



量が減少したものと考えている。浮上卵率は平均70.2 

% であった。 1 日当たりの平均産卵量は5,017gとなっ 

た。

3 飼 育

回次別の採卵日、ふ化率及び飼育結果を表4 に示し

た。

卵収容は6 月 1、 2 日に7回行い、20m3水槽2面、 

100m3水槽5面に分離浮上卵を808.9万粒収容し、567.9 

万尾のふ化仔魚を得た。全数ふ化するまでに2 日間を 

要し、ふ化率は58.3〜86.4%で平均70.2%であつ た。

表 4 生産回次別、採卵日、ふ化率及び飼育結果

生産 親 魚 管 理 卵 管 理

回次 親 魚 年 齡 全長 体 重 雌 雄 飼 育 採卵 ふ化 浮 上 収 容 卵 数 ふ化水槽形状 水槽 収容水量収容密度 ふ化率 水温 水の管理

尾 歳 cm K g 比 水槽 m3 月日 月日 卵率％ 万粒 ■サイズ 数 m3 万粒/ m3 % °C
1 6 /2 6 /3 76.5 96.3 角形 4.5m x  3.8m 1 18 5.4 67.5 19_4止水..微通気

1，
1"

~ ~ 2 ~ 6 /2 6 /3 93.0 117.1 角形 4.5m x  3.8m 1 18 6.5 71.9 19.3 //
242 3〜 13 未 未 不 明 100 6/1 6 /2 92.3 135.0 角形11.4m x  5.0m 1 50 2.7 58.3 20.1 〃

4 6 /1 6 /2 75.7 122.7 角形11_4m x  5.0m 1 50 2.5 66.0 19.6 //

5 6/1 6 /2 63.8 103.4 角形11.4m x  5.0m 1 50 2.1 72.5 19.8 //
~ 6 ~ 6/1 6 /2 60.8 98.4 // 1 50 2.0 86.4 19.7 〃

7 6/1 6 /2 91.7 136.0 n 1 50 2.7 72.8 17.8 //
~ 7 ~ //

計 242 6 /1 〜 2 6 /2  〜 3 78.8 808.9 7 286 2.8 70.2
17.8 

〜20.1
水•微通氖

生産 飼 育 開 始 時 飼 育 中 取 り 揚 げ 結 果

回次水槽水槽形状•サイズ 収容 収容 収容 移送日 水槽形状■サイズ 収容 飼育水温 水槽 取り揚げ 日齢平均 平均 生産尾数 生残率

数 水量 尾数 密度 水量 範囲 数 月日 全長 体重

m3 万尾万尾 / m3 m3 °C 日目 mm g 万尾 %
1 1 角开多4.5m x3_8m 18(20) 65.0 3.6 角形 4.5m x  3.8m 20 19.4 〜21.9 1 8/1 59 36.9 0.73 9.6
1， 6月25日移動 角形 4.5m x  3.8m 20 20.2〜21.9 1 7/31 58 36.9 0.73 8.6 41.5

7月 5日移動 角开多4.5m x  3.8m 20 20_1〜21.9 1 7/25 52 32.1 0.44 8.8
2 1 角形4.5m x  3.8m 18(20) 84.2 4.6 6月27日移動 角形 7.4m x  6.4m 100 19.3 〜21.9 1 7/25 52 32.6 0.48 17.9 21.3
3 1 角形11.4m x  5.0m 50(100) 78.7 1.6 角开多11.4m x  5.0m 100 19.9 〜21.6 1 7/22 50 30.5 0.40 15.1 38.4
3， 6月25日移動 角形 7.4m x  6.4m 100 19.8 〜21.9 1 7/24 52 32.0 0.43 15.1
4 1 〃 // 81.0 1.6 角形11.4m x  5.0m 100 19.6 〜21.7 1 7/24 52 33.5 0.54 14.5

4,5’ 7月 1 日移動 角开多7.4m x  6.4m 100 199 〜21.8 1 7/25 53 31.3 0.46 16.4 27.6
5 1 〃 〃 75.0 1.5 角形11_4m x  5.0m 100 19.8 〜21.8 1 7/23 51 33.7 0.59 12.2
6 1 〃 〃 85.0 1.7 移送なし 角开多11_4m x  5.0m 100 19.7 〜21_8 1 7/23 51 30.7 0.42 20.2 23.8
7 1 〃 // 99.0 2.0 角形11.4m x  5.0m 100 19.9 〜21_7 1 7/25 52 35.5 0.67 11.6 25.6
7 6月30日移動 角开多7.4m x  6.4m 100 19.9 〜21.8 1 7/31 58 37.7 0.82 13.7

7/22 50 30.5 0.40
計 7 286 567.9 1.9 960 19_3 〜21.9 12 〜8ハ 〜 59 〜37.7 〜0.82 163.7 28.8
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図 7 7 回次p H の推移
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卵収容時の水温は17.8〜20.1°Cであった。

育成環境は100m3水槽の7 回次の水温、p H、比重を 

図 6、 7、 8 に示した。

水槽に収容後の6 月 2 日〜7月21日までのA M  9 ： 

00水温は19.9〜21.6°Cで平均20.6°C、 P M  2 : 00水温 

は19.9〜21.9°Cで平均20.8°C、p Hは7.9〜8.5で平均8.2、 

比重は1.0230〜1.0244 (ろ15) で平均1.0237であった。 

他の回次における水温、p H、比重について大きな変 

化はなかった。なお、期間中の最高水温は21.9°Cと昨 

年より4.6°Cと大幅に低かった。

回次別、日齢別の開鰾率を表5 に示した。

開鰾率は開鰾対策を開始した日齢5 日目は4.8〜88.2 

% と大きな差はあったが、翌日の日齢6 日目は58.3〜 

90.7%と大幅に上昇し、終了時の日齢22日目は97.2〜 

1 0 0 %とほぼ全数が開鰾した。仔魚の開鰾行動は主に 

夕方で、水槽表面において活発な空気吸いが観察され

表 5 回次別、日齢別の開鰾率

日齢 1回次 2回次

月日 開 閉 計 率 開 閉 計 率

日巨 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 %
6 /7 4
6 /8 5 1 20 21 4.8 4 14 18 22.2
6 /9 6 9 3 12 75.0 55 6 61 90.2

6 /1 0 7 78 3 81 96.3 117 3 120 97.5
6 /11 8 84 3 87 96.6 71 3 74 95.9
6 /12 9 99 6 105 94.3 136 5 141 96.5
6 /1 4 11 32 18 50 64.0 52 7 59 88.1
6 /17 14
6 /18 15 77 17 94 81.9 92 11 103 89.3
6 /19 16 97 17 114 85.1 92 11 103 89.3
6 /20 17 61 1 62 98.4 78 4 82 95.1
6/21 18
6 /22 19
6 /2 3 20 55 0 55 100.0 29 1 30 96.7

日齢 3回次 4回次

月日 開 閉 計 率 開 閉 計 率

日巨 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 %
6 /7 5 15 2 17 88.2 8 2 10 80.0
6 /8 6 28 12 40 70.0 49 5 54 90.7
6 /9 7 45 0 45 100.0 43 0 43 100.0

6 /10 8 25 0 25 100.0 46 1 47 97.9
6/11 9 46 0 46 100.0 39 0 39 100.0
6 /1 2 10 36 0 36 100.0 35 0 35 100.0
6 /1 4 12 10 0 10 100.0 29 6 35 82.9
6 /17 15 47 1 48 97.9 53 1 54 98.1
6 /18 16 15 2 17 88.2 - - - -
6 /19 17 57 1 58 98.3 54 1 55 98.2
6 /20 18 15 2 17 88.2 - - - -
6/21 19 15 2 17 88.2 - - - -
6 /2 2 20 15 2 17 88.2 - - - -
6 /2 3 21 51 1 52 98.1 43 0 43 100.0

日齢 5回次 6回次 7回次

月日 開 閉 計 率 開 閉 計 率 開 閉 計 率

日S 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 % 尾 尾 尾 %
6 /8 6 7 5 12 58.3 - 28 20 48 58.3
6 /9 7 71 3 74 95.9 52 8 60 86.7 40 4 44 90.9

6 /10 8 5 0 5 100.0 125 6 131 95.4 90 11 101 89.1
6/11 9 63 1 64 98.4 65 4 69 94.2 31 3 34 91.2
6 /12 10 45 0 45 100.0 44 0 44 100.0 30 4 34 88.2
6 /14 12 42 0 42 100.0 46 2 48 95.8 28 4 32 87.5
6 /18 16 28 11 39 71.8 14 4 18 77.8 92 6 98 93.9
6 /20 18 77 1 78 98.7 42 0 42 100.0 52 1 53 98.1
6 /23 21 29 1 30 96.7
6 /24 22 35 1 36 97.2 38 0 38 100.0 - - ~ -
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図 9 回次別成長の推移

図1 0 1 、 2 回次の成長（日齢40日目）

ている。

4 成 長

回次別成長の推移を図9 に、 1、 2 回次の日齢40日 

目までの成長を図10に示した。

ふ化直後の仔魚は全長2.5〜2.6mm、日齢10日目では 

全長4.4〜5.6mm (平均4.8mm)、日齢15日目では全長5.4 

〜6.4nmi(平均5.9mm)、日齢17日目では全長6.3〜7.0mm 

(平均6.6mm)、日齢22日目では全長7.3〜8.7mm (平均 

7.8mm)、日齢25日目では全長8.3〜9.2mm (平均8.7mm)、 

日齢30日目では全長9.3〜12.2mm (平均10.5mm)、日齢 

35日目では全長12.9〜16.1mm (平均14.6mm)、日齢40日 

目では全長13.1〜19.8mm (平均16.4mm)、日齢45日目で 

は全長22.3〜26.5mm (平均24.6mm)、日齢50〜52日目で 

は平均全長30.5〜35.5imn (平均33.0讓）となり、中間 

育成に供給した。成長は各回次とも大きな相違はなかっ 

た。なお、 1回次と2 回次の成長の比較では、日齢25 

日目まではほぼ同様であったが、日齢30日目に1.0顏、 

日齢35日目3.2mm、日齢40日目2.0mm、 1回次の成長が 

良かった。この要因は、 L 型ワムシを給餌することに 

より成長が良好で、ワムシから配合飼料への餌の切り 

替えがスムーズに行ったことによると推察される。

回次別の稚魚の全長組成を図11に示した。

各回次における取り揚げ時の全長30麵以上の比率は 

6 回次47.6%から5回次88.9%の範囲であつ た。
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5 生 残

生残率は1 回次41.5%、 2 回次21.3%、 3 回次38.4 

% 、 4 、 5 回次27.6%、 6 回次23.8%、 7 回次25.6% 

で平均28.8%と過去5年間では最高であった。特に1 

回次は41.5 % と最も高い値を示した。これは、本年度 

からL 型ワムシを導入したことにより、前述のとおり 

餌の切り替えがスムーズに行われたことが生残率向上 

に繋がったものと推察される。

6 魚病発生

各回次で疾病の発生は特に認められなかった。

7 取り揚げ、放流

7 月22日から稚魚の取り揚げを開始し、 8 月 1 日ま 

でに平均全長30.5〜37.7mm、平均体重0.40〜0.82gの稚 

魚163.7万尾を生産した。中間育成用（パイロッ卜事 

業）種苗として平均全長30.5〜33.7腫、平均体重0.40 

〜0.59 g の稚魚114.3万尾を供給した。放流用として 

船川地先へ24.8万尾、北浦地先へ7.1万尾、秋田地先 

へ1.1万尾の計33.0万尾であった。なお、松ヶ崎地先 

の幼稚仔保育場へは中間育成後の8 月 9 日に平均全長 

55.0mm、平均体重2.2 g の稚魚8.8万尾を放流した。
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【結果及び考察】

種苗生産結果を表1、表 2、及び表3 に不した。

3 月24日から生産を開始し、 4 回次生産をした。

3 月24日から4 月 5 日までに飼育水槽へ分離浮上卵を 

総計421万粒を収容して260.2万尾のふ化仔魚を得た。

ふ化率は、 1回次生産78.6%、以降54.0%、66.6% 、 

47.7%で平均61.8%となり、前年度のふ化率（平均51.5 

% ) と比較して高かった。 1回次生産のふ化仔魚が予定 

を上回ったため、一部を日齢7〜10日に3回次生産水槽 

に移し1〜 3回次生産についてはふ化仔魚の収容数を平 

均化した。 4 回次生産については、ふ化仔魚の約半数を 

廃棄し、低密度で飼育した。

生残率については、 1回次生産71.0%、以降63.7% 、 

56.4%、56.9%で平均63.4%となり、前年度の生残率 

(38.8%)と比較して高くなった。特に1 回次生産で生 

残率が高かった。図 1〜 4 に過去10年間の当センターに 

おけるヒラメの浮上卵率とふ化率の関係、浮上卵率•ふ 

化率•収容密度と生残率との関係（年平均）を示したが、 

これらの相関は低かった。しかし、今年度については、

【目 的 】

回遊性資源増大パイロッ卜事業などの放流用種苗と養

殖用種苗としての需要に供するための種苗を生産した。

【方 法 】

1 親魚養成

親魚養成は、屋内角型コンクリー卜50m3水 槽 （5 X 

5 x 2 m ) 1面を使用し、112尾 （雄26尾、雌24尾、 

不明62尾）を収容して11月から開始した。産卵を促進 

するために1月上旬から加温飼育を開始し、徐々に上 

昇させ1月下旬には15°Cとし、 3 月下旬には15.5°Cと 

した。また、 1 月上旬から4 0 W 蛍光灯4 本による12 

時 間 （6 : 00〜18: 00) の照明により日長処理も併用 

した。養成期間中の餌料は、冷凍魚（イカナゴ）に栄 

養剤を添加し、週 3 回夕方に投与し、翌朝残餌を取り 

除いた。

2 集卵及び飼育水槽への卵収容

夜間に親魚飼育水槽内で自然産卵した卵を排水とと 

もに集卵槽（l m 3水槽に40目のネットを付設）で受け、 

翌日午前中に取り揚げた。この卵を卵分離器に収容し 

て浮上卵と沈下卵に分離した。この浮上卵を夕方まで 

l m 3水槽に収容して再分離後、飼育水槽50m3水 槽 （5 

X 5 X 2 m ) に収容した。 なお、卵収容前に水量を 

18 m3 (ナンノクロ ロブシスを0.5〜1.0m3添加）として 

水温を15〜16°Cに設定した。

3 仔稚魚の飼育

飼育水は、卵収容時の水量18m3を4 〜 5 日で水槽容 

量の48m3まで徐々に注水し、10日目からは日中に10〜 

3 0 %の換水を行うとともに、夜間は流水とした。注水 

方法は注水ロを水槽上部2 力所の対角線上に設けて飼 

育水が回流するようにした。排水は水槽中央底にアン 

ドンを設置し、サイフォンで行った。通気については、 

水槽の4 隅から行い、当初は微通気とし、成長ととも 

に通気量を増加させた。また、環境浄化のため、底掃 

除をふ化後5 日目から毎日実施した。なお、飼育水に 

はナンノクロ ロプシスを水槽の底が見えない程度にワ 

ムシ投与終了時まで添加した。餌料は、 ワムシを2 

回/日、アルテミアを1回/日、配合飼料を3〜 6回/日 

投与した。ワムシ、アルテミアについては2次培養後 

に投与した。 仔魚期の飼育尾数の計数については柱 

状サンプリング法で仔魚を採取し、容積法で算出した。
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図 8 収容密度と生残率（H15)

各回次ごとの関係を図5 〜 8 に示したように浮上卵率と 

ふ化率及びふ化率と生残率にやや高い相関が認められた 

ことから、ふ化率の高い良質な卵を採取できたことが、 

高生残率に結びついた要因の一つと推察された。なお、 

低密度飼育を行った4 回次生産では、生残•成長•体色 

とも他の生産回次と比較して大きな相違は認められなかっ 

た。

飼育期間は41〜59日間で、全長20.7〜29.9mmの種苗 

147.1万尾を取り揚げた。

ヒラメ種苗生産で問題とされている体色異常魚などの 

出現状況については、（財)秋田県栽培漁業協会で実施して 

いる回遊性資源増大パイロット事業での放流用稚魚（90 

mmサイズ）調査結果で表4 に示した。

今年度は有眼側の体色異常魚（黒化個体）の縁側部の 

黒化の被覆面積が50 %以上の個体が60.8% 以上と多く出 

現した。また、頭部が正常であるものの縁側部がほぼ全 

面黒化した個体が多t、など、ここ数年の傾向とは異なっ 

た黒化パターンを示した。これらの原因としては、昨年 

に比べ初期の飼育密度を低くしたものの、生残率が高かっ 

たため、飼育初期の仔稚魚に対する生物餌料が相対的に 

減少したこと、また、変態の前後の約10日間については 

昨年と異なったメ ー カ ー の配合飼料を使用したことなど 

が考えられるため、今後は飼育初期の生物餌料の適正な
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投与方法を把握するとともに、生物餌料の栄養強化、配 

合飼料の適正な使用方法についても検討する必要がある。

表 4 体色異常等出現状況n=214

黒化部位 黒化程度区分 平成 14年度 平成 1 5 年度

出現率 (％ ) 出現率 (％ )

緑側部 着色全面 0.0 42.9

着色 50% 以上 39.3 17.9

着色 50% 未満 38.8 20.0

着色軽度 18.2 19.2

体中央部 線 状 3.7 0

点 状 7.9 0

頭胸部 頭 部 75.2 66.5

胸鰭基底部周辺 72.9 85.9

腹鰭基底部周辺 71.5 92.6

尾柄部 縁 側 •軽 16.8 10.3

内部 51.9 56.5

縁 側 •重 67.3 84.7

黒化率 97.7 100.0

白化率 1.4 1.8

奇形魚出現率 2.3 0.9

調 査 日 齢 • 115 〜 120 112 〜 121

平均全長 (mm) 91.5 94.3



表 1 親魚及び卵管理

生産
親 魚 管 理 卵 管 理

回次 使用尾数 
(尾 ）

年齡
(歳 ）

全長
(cm)

体重
(kg)

雌雄比

早 : ゴ1
飼育水槽

(kl)
採卵月日 ふ化月日 浮上卵率 

(%)

収容卵 

(万粒）
ふ化水槽 

形状サイズ
水槽数 収容水槽 

(kl)
収容密度 
(粒パ ）

ふ化仔魚 

数 （万 尾 ）

ふ化 

率

水温

( V )

水の管理

1 112 不明 48〜 89 1〜 11

早 24 

c? 26 

不 明 62

48(1槽 ）
3月 2 4 日 
〜 2 6 日

3月 2 6 日 
〜 2 8 日 37. 6 150 角 5 X 5 X  2 m 1

18
83 118 78. 6 14. 8〜 15.8 止水

2 〃 〃 〃 ；； i i
3月2 7 日 
〜 2 9 日

3月 2 9 日 
〜 3 1 日 18. 5 135 " 1

i i

75 73 54. 0 15. 3〜 16.0 "

3 // 〃 // a II 3月 2 9 日 25. 6 24 〃 1

i i

13 16 66. 6 15. 3〜 15. 4 i i

4 〃 // 〃 a n
4月 1 日 

〜 5 日
4月 3 日 
〜 7 日 20. 9 112 〃 1

i i

62 53 47. 7 15. 8〜 16.1 i i

合計 112 // 48 〜 89 1〜 ii

孚 24 

d  26
不明

n
3月 2 4 日 
〜4月 5 日

3月 2 6 日 

〜4月 7 日 23. 6 421 〃 4

72

58 2 6 0 61.8 14. 8〜 16.1 i i

前年度計 105 不明 45 〜 80 2〜 8
早 45 

cf1 60 48(1槽 )
3月 2 4 日 
〜 4月 1 日

3月 2 6 日 
〜 4月 3 日 32. 8 598 〃 3

54

111 3 0 8 51.5 15. 3〜 16. 6 i i

表 2 仔稚魚飼育

GO
仏—3

表 3 給餌結果

生産
ワ ム シ （S，L混 合 ） 二 次 培 養 （生クD レラCO 3) ア ル テ ミ ア 二 次 培 養 (ス- ハ。-カフ。t M - 1 ) 配合飼料

回次 給餌日令 

(日）

給餌量 

(億 個 ）

添加日令 

(日）

添加量 

(1)

給餌日令 

(0 )

給餌量 

(億 個 ）

添加日令 

(日）

添加量 

(1)

給餌日令 

(日）

給 餌量 

(kg)

1 1〜 30 159 1〜 30 11.9
12 〜 41 

12 〜 51 13. 8

12 〜 41

2. 5

16 〜 41 

16 〜 51 2 9 . 1

2 i i 155 i i 11.6

12 〜 53 
12 〜 59 13. 9

12 〜 53 
12 〜 59 2. 5

16〜 53 
16〜 59 52. 3

3 i i 151 i i 11.3

12 〜 49 

12 〜 52 13. 4
12 〜 49 

12〜 52 2. 5

16 〜 49 
16〜 52 3 5. 1

4 i i 124 i i 9. 3 12 〜 54 6. 8 12 〜 54 1.3 16〜 54 19. 2

合計 1〜 30 589 卜 30 4 4 . 1 12 〜 59 47. 9 12 〜 59 8. 8 16〜 59 135. 7

前年度計 1〜30 384 1〜 30 37. 2 12 〜 48 47. 6 12 〜 48 9. 5 16 〜 48 151.5

生産 飼 育 開 始 時 飼育中 取 り 上 げ 結 果

回次 水槽数 水 槽 形 状 • サイズ 

( « )

収容水量 

a i / 槽 ）

収容尾数 

(万 尾 ）

収容密度 

(万尾 /槽 ）k 1

水温範囲

(t：)

水槽数 

(槽 ）

取り上げ月日 日令 

(日目）

平均全長 

(mm)

平均体重

(K)

尾数 

(万尾）

生残率

1 1 角 形 5 m  X  5 m  X  2 m 20 67 3. 4 16. 4〜 19.1 2 5月 9 日. 1 5日 41 51 20. 7 22. 8 0 . 10 0 . 12 48 71.0

2 1 // ii 73 3. 7 16. 0〜 19. 0 2 5月 2 0 日. 2 6 日 53 59 22. 3 29. 9 0 . 12 0. 25 46. 5 63. 7

3 1 // i i 66 3. 3 16 .1〜 19. 2 2 5月 1 6日. 1 9日 49 52 21.3 28.5 0 . 10 0.23 37. 5 56. 4

4 1 // 1! 26 1.3 15. 8〜 19.1 1 5月 2 6 日 54 28. 6 0. 23 15.1 56. 9

合計 4 // 80 232 2. 9 15. 8〜 19. 2 7 5月 9 日〜2 6日 41〜 59 20. 7〜 29. 9 0 . 10 0. 25 147.1 63. 4

前年度計 3 // 60 307 5 . 1 16 .1〜 19. 4 6 5月 9 日〜2 0 日 45 〜 49 20. 0〜 22. 0 0 . 10 0 . 14 119. 2 38. 8



種苗生産事業（クロソイ )

【目 的 】

クロソイは、成長が速く養殖対象種として需要がある

ことから、養殖用種苗を生産した。

【方 法 】

1 親魚養成

親魚は、屋内角型50m3 (5 X 5 X 2 m ) 水槽及び円 

形15m3水槽においてろ過海水で周年飼育した。餌料と 

しては、栄養剤を添加した冷凍魚（イカナゴ）を、週 

3 回夕方に投与し、翌朝残餌を取り除いた。なお、12 

月から産仔までは、栄養剤を規定の倍量添加した。

2 産仔用親魚の選別及び管理

2 月上旬に養成親魚150尾から腹部の膨満した雌個 

体20尾を選別し、産仔水槽（F R P 3 m 3) に収容して 

流水通気で飼育し、産仔を促進するため、水温を徐々 

に上昇させ、 3 月上旬には12.5°Cとした。また、 2 月 

中旬からは日長処理も併用して飼育し、40 w蛍光灯1 

本により6 : 00〜18 : 00まで照明を行った。

3 産仔魚の収集及び飼育水槽への収容

産仔水槽の上部排水ロに塩ビパイプ（50mm) を取り 

付け、 l m 3水槽と連結して産仔魚はこの水槽に流下す 

るようにした。

産仔魚は、計数後にサイフォン（径30imn) を用いて 

飼育水槽に収容した。

4 飼育管理

屋内角型50m3 (5 X 5 X 2 m ) 水槽を使用してボイ 

ラー加温により飼育した。仔魚収容時の水量は18m3と 

し、徐々に注水し、 6 日間で40m3として飼育した。ま 

た、 7 日目以降は日中25〜37.5%の換水を行い、夜間 

の注水は微流水から徐々に増加させた。注水方法は、 

注水ロを水槽上部2 か所の対角線上に設けて飼育水が 

回流するようにした。排水は水槽中央底にアンドンを 

設置し、サイフォンで行った。通気については、水槽 

4 隅から行った。飼育開始時は微通気とし、成長に合 

わせて通気量を増加させた。また、飼育環境を良好に 

保っため、仔魚収容6 日目から毎日底掃除を行った。 

飼育水へのナンノクロ ロプシスの添加は、仔魚収容時 

から24日目まで水槽の底が見える程度にした。餌料は、 

ワムシ、アルテミア、配合飼料を投与し、ワムシは1 

〜 5 日目、アルテミアは3 〜58日目、配合飼料は11日 

目〜取り上げ前日までとした。なお、ワムシ、アルテ

三 浦 信 昭

ミアについては、栄養強化剤などにより二次培養後に

投与した。

【結果及び考察】

種苗生産結果について表1、表 2及び表3 に示した。

本年度も前年度同様に加温飼育などにより早期種苗生 

産を実施し、自然水温による親魚飼育より20日程度早い 

3 月24日に産仔魚を得た。種苗には、親魚1尾からの産 

仔魚200千尾を用いた。

飼育期間は66〜81日で、TL37、45mmの稚魚76千尾を 

生産し、生残率は38.0%であった。

前年度（66〜83日間の飼育）と比較すると成長は同程 

度であったが、生残率がやや低かった。飼育期間中に疾 

病の発生は認められず、大量へい死もなかったことから、 

生残率の低下については、産仔魚の計数の精度の低さや 

共食いなどが要因として考えられた。
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表 1 親魚及び卵管理

生産 親 魚 管 理

回次 使用尾数 年 齢 全 長 体 重 雌 雄 比 飼育水槽 産仔月日

1
尾

1
才

6
cm

50
kg

1.7 1 :1
k l

50 3月24日

合計 1 6 50 1 .7 1 :1 50 3月24日

前年度計 1 5 45 1.5 1 :1 50 3月27日

表 2 仔稚魚飼育

生産 飼 育 開 始 時 飼 育 中 取 り 上 げ 結 果

回次 水 槽数 水槽形状•サイス'' 平均収容水量 平均収容尾数 平均収容密度 総収容尾数 飼育水温範囲 水 槽 数 取り上げ月日 日 令 平均全長 平均体重 尾 数 生 残 率

槽 kl/槽 万尾 /槽 万尾/kl 万尾 °C 槽 日回 mm g 万尾 %

1 1 角形5 X 5 X 2 m 18 20. 0 1.1 20.0 12. 6〜18. 6 2 5月28日 

6月12日

66

81

36. 5 

44.9

0. 58 

1.37

3.9 

3. 7

38.0

合§十 1 角形5 X 5 X  2 m 18 20.0 1.1 20.0 12. 6〜18. 6 2 5月28日 

6月12日

66

81

36. 5 

44.9

0. 58 

1.37

3.9 

3. 7

38.0

前年 

度計 1 角形5 X  5 X  2 m 18 18.0 1.0 18.0 12. 6〜17. 5 2 5月31日 

6月17日

66

83

35

50

0.5

1.5

8.5 47.2

表 3 給館結果

生産 

回次

ワ ム シ （SL混） 二次培4|(生クロレラco3) ア ル テ ミ ア 二次培養(ス-ハ。-カフ。セルA-1) 配 合 飼 料 備 考

給餌日令 給 1耳量 添加日令 添 加 量 給餌日令 給 餌 量 添加日令 添 加 量 給餌日令 給 餌 量

1

日

1〜5

億個 

6.0 4〜5

1

0. 9

日

3〜58

億個 

13.0

日

3〜58

1

2.4

日

11〜80

kg

60.6

合計 卜 5 6.0 4〜5 0.9 3〜58 13.0 3〜58 2.4 11〜80 60.6

前年 

度計 1〜5 6.0 2〜5 2.0 2〜56 9.6 2〜56 1.9 9〜82 64.8



種 苗 生 産 事 業 ( ア ユ ）

【目 的 】

県内有用河川への放流用及び養殖用種苗の生産を目的 

とした。

【方 法 】

1 実 施 期 間 平成15年 9 月〜平成16年 5 月 

2 実 施 場 所 水産振興センター（種苗生産)、阿仁 

川あゆセンター（採卵、卵管理及び中間 

育成）

3 実施方法

⑴親魚及び卵管理

採卵に供した親魚は、阿仁川に遡上してきた天然 

アユを採捕して内水面試験池で養成したもの（以下 

「天然魚」という。）と、平成13年に阿仁川に遡上し 

てきた天然アユから採卵し継代を重ねたもの（以下 

「F 2」という。）、平成10年に阿仁川に遡上してきた 

天然アユから採卵し継代を重ねたもの（以 下 「F 5」 

という。）の 3 系統を用いた。採卵は搾出法で授精 

は乾導法で行い、卵を付着材に付着させ、小型水槽 

に収容して引き続き現地で管理した。なお、天然魚 

及び F 2は各々同系の雄を使用し、 F 5は F 2の雄を 

使用した。水生菌防除のため2 〜 3 日に1回薬浴を 

実施した。薬浴後の廃液は、回収し活性炭により吸 

着した。発眼を確認後、水産振興センターに搬入し 

て100 m3水 槽 （淡水水量30 m3)、50 m3水 槽 （淡水水量 

20m3)、20m3水 槽 （淡水水量10m3) に垂下して微通 

気で管理した。

また、水生菌防除試験のため、薬浴を実施しない 

試験区を設け、付着材 •卵密度の比較、発眼後に2 

回、空気圧による死卵の除去を実施し、水産振興セ 

ン夕一に搬入して、20rrf水 槽 （淡水水量10m3) にS  

下して微通気で管理し、ふ化率の算定を行った。

⑵ 飼 育 管 理

100m3、50m3、20m3、いずれの水槽においても、 

ふ化後から徐々に海水を注水して3 日もしくは4 日 

目に満水とした。満水となった時点から毎日換水を 

行い、ふ化後8 日もしくは11日から流水飼育を実施 

した。海水注水と同時に、生クロレラV 1 2を0.5〜 

1 K / 日もしくはナンノクロ ロブシスを0〜3m3/ 日

飼育槽に添加し、底掃除を実施した。また、卵収容 

時からボイラ ー に よる加温を実施した。

(3) 餌料

ワムシは、二次培養を行い生クロレラ w 3で栄養 

強化したものと、二次培養を行わず、拡大培養中の

秋 山 将

水槽へ生クロレラスーパー V 12で栄養強化したもの 

を用いた。アルテミア幼生については、スーパー A  

1 で栄養強化したものを用いた。配合飼料について 

は、成長にあわせてサイズを変えて給餌した。

【結果及び考察】

1 親魚及び卵管理

親魚及び採卵結果を表1 に示した。

採卵は、天然魚では9 月30日に1回実施し、 5尾の 

雌を使用して198千粒を採卵した。 F 2は 9 月25日、26 

日の2 回実施し、167尾の雌を使用して7,436千粒を採 

卵した。 F 5は、 9 月25日、28日、30日の3 回実施し、 

151尾の雌を使用して10,930千粒を採卵した。合わせ 

て18,563千粒を採卵し、 このうち10,630千粒を種苗生 

産に使用した。

親魚の雌は、天然魚では平均全長22.7cmで、 1尾当 

たりの採卵数は40千粒であった。F 2では平均全長20.9、 

21.2cmで、 1 尾当たりの採卵数は45千粒であった。

F 5では平均全長25.9〜26.5cmで、 1 尾当たりの採卵 

数も72千粒と多かった。天然魚は、 F 2より平均全長 

が大きかったものの採卵数では少なくなった。これは、 

天然魚では採卵した際、卵の状態が悪く腹腔内の卵が 

十分搾出されなかったためと考えられる。 F 5は、管 

理している親魚の尾数、管理場所、飼育方法にF 2と 

大きな差がないため、大型魚を選抜育種して継代を重 

ねたことによりF 5はF 2より大型になり、採卵数につ 

いても多くなったと考えられる。

表 1 親魚及び採卵結果

採卵 

回次

採卵 

月日

採卵 

尾数

平均全長

(cm)

採精

尾数

平均全長

(cm)

採卵重量

( D

採卵数

(千粒)

親魚由来

1 9/25 76 20.9 23 22.0 1,445 3,323.5 阿仁川f2

2 9/25 36 25.9 13 25.7 1,302 2,994.6 阿仁川f5雌、f2(雄）

3 9/26 91 21.2 31 22.7 1,788 4,112.4 阿仁川f2

4 9/28 85 26.2 30 24.2 2.539 5,839.7 阿仁川f5雌、f2(雄）

5 9/30 5 22.7 5 22.2 86 197.8 天然魚
6 9/30 30 26.5 19 25.0 911 2,095.3 阿仁川F5雌、F2(雄）

合計 9/25 

〜9/30

323 20.9 

〜26.5

121 22.0 

〜25.7

8,071 18,563.3

種苗生産に使用した卵のふ化状況を表2 に示した。 

卵管理は阿仁川あゆセンターで行い、ふ化直前に水 

産振興センタ一-^搬入してふ化を待った。卵管理時の 

水温は13.9〜15.0°Cで推移した。搬入後の水温は、18.5 

〜20.5°Cで推移し、積算水温234.3〜239.1°Cでふ化が 

確認された。

ふ化率は23.5〜72.2% (平均4 2 .0 %)で、4,470千尾 

のふ化仔魚を得た。昨年のふ化率の平均は25.8% であっ
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たが、今年度は大幅に高くなった。これは、採卵時、 

こまめに授精•付着させたため、時間経過による卵質 

低下が少なかったと考えられる。

表 2 種苗生産に使用した卵のふ化状況

生産 
回次

採卵 
月日

使用卵数付着材一枚の 
(千粒） 卵数(千粒）

ふ化日 ふ化数ふ化率ふ化積算水温卵管理水温親魚由来
(千尾） (%) (°C) (°C)

1 9/25 1,809 27 10/10 425 23.5 239.1 13.9--15.0 阿仁川f2

2 9/25 2,340 26 10/10 873 37.3 237.0 13.9 〜15_0 阿仁川f5

3 9/26 1,160 29 10/11 478 41.2 236.2 13.9--14.8 阿仁川f2

4 9/28 1,485 27 10/13 687 46.3 236.1 13.9 〜14.6 阿仁川f5

5 9/28 2,295 27 10/13 1,114 48.5 235.0 13.9--14.6 阿仁川f5

6 9/28 810 27 10/13 476 58.8 238.3 13.9--14.6 阿仁川f5

7 9/28 540 27 10/13 274 50.7 238.0 13.9--14.6 阿仁川f5

8 9/30 198 31 10/15 143 72.2 234.3 13.9-一14.4 天然魚
合計 9/25 

〜9/30
10,637 26 〜31 10/10 

〜10/15
4,470 42.0

(平均）
234.3 
〜239.1

13 
〜1

：.9
5.0

水性菌防除試験に使用した卵のふ化状況を表3 に示 

した。

ふ化率は、マッ卜へ付着させたものでは、卵密度27 

千粒で両面へ付着させたものが高く、次いで卵密度11 

千粒で両面へ付着させたもの、卵密度10千粒で片面に 

付着させたものの順であった。卵密度3千粒でもじ網 

の両面に付着させたものではふ化は見られなかった。 

これは、水性菌が卵数に対して一定の割合で影響する 

のではなく、付着材に対して一定の割合で影響するも 

のと考えられた。このため、薬浴を行わない場合は、 

マット両面へ卵を付着させ、ある程度密度を高くする 

ことが有効であると考えられる。 もじ網は、目合いに 

もよるが付着材には適していないと考えられる。

表 3 水性菌防除試験に使用した卵のふ化状況

試験 
回次

採卵 
月日

使用卵数付着材一枚の 
(千粒） 卵数(千粒）

ふ化日 ふ化数ふ化率
(千尾） (%)

付着材 付着面

1 9/25 810 27 10/10 244 30.1 マツ卜 両面
2 9/25 324 11 10/10 45 13.9 マツ卜 両面
3 9/25 292 10 10/10 33 11.3 マツ卜 片面
4 9/25 108 3 10/10 0 0.0 両面

2 飼育管理

仔稚魚飼育結果を表4 に示した。

4,470千尾のふ化仔魚から、計1，405千 尾 （平均全長 

48.1〜67.3腿 •平均体重0.34〜1.131：ラ）の種苗を生産 

した。生残率は17.8〜46.4% (平均31.4%)であった。

昨年度より使用した卵数が減ったが、ふ化率が大幅 

に向上したため、ふ化仔魚尾数は昨年度の約1.5倍に 

増加した。 このため、高密度での飼育となり、30日齢 

以降に高密度である水槽から大量に斃死したため、生 

残率は昨年度の52.2%より下がり、31.4%となった。

3 餌料

給食耳結果を表5 に不した。

ワムシは栄養強化の手法により2系統を使用し、 1 

〜 2 回/ 日、ふ化後3 日目から28日間継続して投餌し 

た。アルテミア幼生はふ化後18、20日目から27〜30日 

間継続して投餌し、配合飼料はふ化後14日目から73〜 

108日間継続して投餌した。ワムシ992億個体、アルテ

ミア幼生57.4億個体、配合飼料539.9kgであった。

ワムシの給餌期間はほぼ前年と同様であったが、ふ 

化仔魚数が多かったため給餌量が増加した。アルテミ 

ア幼生については、投餌期間を昨年度より延長したた 

め使用量が増加した。配合餌料は、出荷の間隔を短く 

し分槽を行わず短期間に出荷したため、給餌期間が短 

くなった。給餌量については、水温低下時に、給餌量 

を抑えなかったため増加した。

ワムシの栄養強化については、平成14年度も二次培 

養を行わなかったが、生産された種苗については、馬川 

致能力不足や形態異常は認めらなかった。平成15年度 

はその種苗を親魚に養成したF 5のほかF 2から採卵し 

たが、採卵やふ化についても異常は認められなかった。 

しかし、今年度は、栄養強化について2 系統で比較を 

行ってみたところ、生産された種苗については、馴致 

能力不足や形態異常は認められなかった。このため、 

アユでは、二次培養による栄養強化は不必要であると 

考えられた。

4 中間育成

中間育成結果を表6 に示した。

水産振興センターで生産した種苗315千 尾 （T 丄.59.5 

〜67.3mm • B.W.0.79〜1.132ラ）を用いて、平成15年 2 

月上旬から5 月下旬まで約4 力月間、阿仁川あゆセン 

タ ー に おいて中間育成し、300千 尾 （3.5ミフ/尾換算） 

を県内有用河川へ放流した。放流サイズは、平均体長 

で9.1〜9.9cm、平均体重で12.1〜14.0ミラと、昨年度の 

平均体重の6 〜9.9乞ラより大幅に大きくなった。 これ 

は、配合飼料に集まった大型個体を採取•測定したた 

めと考えられた。
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表 4 仔稚魚飼育結果
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5 魚3 2 x 5 x 1 0 m  30

6 ¥ 1 0 _  2 x  5 x  5m 20
7 申 § 2 x  5 x  5m 20
8 94 "1 ,2 X 4 x4m  10

1 魚8 2 x 5 x 1 0 m  
2 魚7 2 x 5 x 1 0 m

3~ 魚 昼 x iO m  
4 魚4 2 X 5 X  10m

30 425 14.2
30 873 29.1
3 0 " _ 478 _ " "~1_579"
30 687 22.9

魚3 大量斃死により廃棄 
魚2 8 1/9 87
魚 3 -  2/10 119

■魚2 -  "  2 /5  114
魚 5 -  2/13 120

一 一 一 一 17.3 〜19.1
48.1 0.34 198.3 17.8 10.2 〜19.1
67.2 1.13 98.8 20.8 8 .2-19.1
67.3 1.01 107.3 39.2 7.9 〜20.6
59.5 0.79 42.0 29.4 8 .8 -19 .5

飼育開始時 飼育結果

合 計 8面 200 4,470 22.4 8 1/6 87 48.1 0.34 1,405.2 31.4 4 .9 -20 .6
一 28 〜2/13  〜 122 〜67.3 〜1.13

前年 7面 2 x 5 x 1 0 m  190 2,958 15.6 26 12/20 76 44.1 0.24 1,543.8 52.2 7_2 〜20_7
-135 _〜5/29 1̂.31

表 5 給餌結果

生産 ワムシ

回 次 給 餌 期 間

給餌量 (億個） 
二 次 培 養 生

1 1 0 /12〜 11/8 2.0
2 10/12〜 11/8 72.0
3 10/13〜11/9 86.0
4 10/15〜11/11

10/15 〜11/11 58.0
6 — 10/15 〜11/11 — 58.0
7 一  10/15 〜11/11 58.0
8 —10/16〜11/12

合 計 28日間 334.0
前 年 _25,28日間

123.0
127.0
34.0
127.0
137.0
42.0
42.0
26.0

658.0
787.0

アルテミア 配合飼料

給 餌 期 間 給 餌 量 (億個） 給 餌 期 間 給 餌 量 (kg)
10/31〜11/29
10/31〜11/29
11/1〜11/29
11/3〜12/1
11/3〜12/1
11/3〜12/1
11/3〜12/1
11/5〜12/1
27〜30日間

21,26日間

7.1
12.5
6.5
10.0
7.1
5.6
5.5
3.1

57.4
40.1

10/25〜1ハ 1
10/25〜1/15
10/26〜1/18
10/28〜2/12
10/28〜1/8
10/28〜2 /9
10/28〜2 /4

10/30〜2/12
73〜108日間

67〜 189日間

52.3
97.2
55.0
88.3
42.0
98.7
77.9
28.3

539.9
486.6

表 6 中間育成結果

中間育成開始時 中間育成終了時
開始月日 2/5〜 13 取り上げ月日 5/25〜 27
収容数 315千尾 取 り 上 げ 尾 数 300千尾(3 .5P/尾換算）
飼育水槽 4 5トンx 4面 取り上げ重量 1,050kg

収容サイズ(全長） 59.5 〜67.3mm 取り上げサイズ(体長） 9 .1〜 9.9cm
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収
水
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生産水槽 
回次

収容サイズ(体重） 0_79〜1.13P 取り上げサイズ(体重） 12_1〜14.0P



種苗生産事業（ガザミ）

【目 的 】

本県沿岸のガザミ資源の増大を図るため、漁業協同組 

合などが行う放流事業に供するための種苗を生産した。

【方 法 】

平成15年 5 月 2 日〜5 月19日に4 回秋田市地先で剌 

し網により漁獲された未抱卵個体33尾を搬入した。搬 

入は発泡スチロール箱に収容し、無水で輸送した。

搬入した親ガニは、砂を15cm程度敷いた二重底構造 

の 5 m3及び 3 m3水 槽 （円形 FRP) 2面ずつ計4 面に 

収容して、稚ガニ飼育水槽に収容するまでろ過海水を 

注 水 （6 〜 7 回転/日） して飼育した。

餌料としては、冷凍イカナゴを1 回/日夕刻に投与 

し、翌日残餌を取り除いた。

なお、 5 m3水槽 2面及び 3 m3水槽 1面での飼育は自 

然水温、 3 m3水槽 1面での飼育は搬入5 日目からボイ 

ラ一加温により、水温を徐々に上げて最高21°Cで飼育 

した。

2 ふ化

抱卵個体の腹肢付着卵を観察し、 2 〜 4 日後にふ化 

すると判断した個体を飼育水槽から取り上げ、 カゴ 

(55X 39x 2 7 c m )に 1尾ずつ収容し、飼育水槽に垂下 

した。

なお、飼育水槽の水量は16m3とし、ワムシ5 個体/ 

mlとナンノクロ ロブシスを添加した。

また、親ガニを収容した翌朝からカゴごと親ガニを 

取り上げてふ化を確認した。

3 計数

幼生の計数は、Z 1 期に柱状サンプリング法（40mm 

塩ビパイプ使用）で幼生を採取し、容積法で算出した。

4 飼育管理

飼育水槽は、屋内50m3 (5 X 5 X 2 m ) 角形水槽を 

使用した。

親ガニ収容時から6 〜12€/分の注水とし、ふ化後 

3 〜 4 日で満水（48m3) になるようにした。

満水後は、ナンノクロ ロブシス又は濃縮淡水クロレ 

ラ （V 1 2 クロレラ工業株式会社製）の添加と、 10〜 

3 0 % /日の換水及び昼夜12〜60 f /分の注水とし、流 

水飼育を行った。

また、水槽内の浄化を目的に、Z 1 期から取り上げ

三 浦 信 昭

前日まで毎日底掃除を実施した。

5 餌料

Z 1 〜Z 3期までワムシを5 〜10個体/m/になるよう

に 2 回/ 日給館し、Z 3 期から取り上げ前日までアル

テミア幼生を0.3〜0.6個体/!^になるように1 回/日給

餌した。

また、Z 1 期から取り上げ前日まで配合飼料を4 〜

6 回/日給館した。

【結果及び考察】

親ガニの飼育結果については表1 に示した。 5 月 2 日 

から 5 月19日までに33尾搬入して生産には8尾使用し、 

飼育途中に2尾へい死した。

5 月 2 日に搬入した親ガニはボイラーにより加温飼育 

し、その他の親ガニは自然水温で飼育した。加温飼育で 

の積算水温については、抱卵を確認してからふ化まで 

482.4°Cであった。前年度は541.9°C、前々年度は498.3°C 

であったことから、抱卵後、積算水温500°C程度でふ化 

することが推察された。

生産に使用した親ガニとふ化の状況については表2 に 

示した。今年度の親ガニ搬入は、例年より時期が遅れた 

ものの、数量としては充分であったことから、すべての 

生産回次で1番仔を用いての生産が可能であった。

基準とした餌料系列と1 日の給餌量及び飼育水量と換 

水率について表3 に、種苗生産結果を表4 に示した。 8 

回次の生産を行い、ふ化幼生16,043千尾を用いてC 1 〜 

C 3 稚ガニ1，952千尾を生産した。 1回次から5 回次生産 

は、加温飼育した親ガニのふ化幼生を用い、 6 回次生産 

以降については、自然水温で飼育した親ガニのふ化幼生 

を用いた。また、計画的な生産及び飼育日数の短縮を図 

るため、幼生の飼育水温を22.0〜27.8°Cに調整し、C 1  

までの飼育日数が17〜19日目となるようにした。

4 回次は、原因不明の水質悪化によりZ 4 期に大量へ 

い死した。 4 日後に水質は回復し、へい死も見られなく 

なった。

また、 3 〜 5 回次については、取り上げ予定日が悪天 

候であったため放流を見合わせることとし、 3 〜 4 日遅 

れて取り上げを実施した。 このため、稚ガニはC 2 へ移 

行し、生残率もやや低下した。

6 、 7 回次に生産したC 1 稚ガニの一部608千尾を、 

50m3水槽 2基に214千尾、394千尾収容した。この異なる 

密度、4.5千尾/ m3、8.2千尾/m3で行った生産を6 * 7 - 1、 

6 . 7 - 2回次とし、C 3 まで育成した。その結果取り上

—— oo3——



げ尾数は、 6 * 7 - 1回次22千尾、 6 • 7 - 2 回次38千尾で、 3 まで継続して飼育を実施してみた。最終的に、取り上 

C 1 からの生残率は10.3%、9.6%となり、密度による差 げ尾数は62千尾となり、ふ化幼生からの生残率は2.8%

はI忍められなかった。 となった。

8 回次については、本来C 1 で取り上げるところ、C

表 1 親ガニ飼育結果

搬 入 月 日 搬 入 尾 数 甲 幅 範 囲 （cm) 重 量 範 囲 （g) 使 用 尾 数 へ い 死 尾 数

H15. 5. 2 9 18. 4 〜 22. 2 3 8 0〜 620 5 0

H15. 5. 7 8 18. 7〜 23. 0 3 9 0〜 770 1 1

H15. 5 . 12 8 19. 7〜 22. 8 4 3 0〜 660 0 1

H15. 5 . 19 8 18. 5〜 23. 2 3 8 0〜 750 2 0

計 33 8 2

表 2 生産に使用した親ガニとふ化の状況

生 産 回 次 親 ガ ニ 甲 幅  

(cm)

搬 入 時 重 量  

(g)

ふ 化 前 重 量  

(g)

ふ 化 後 重 量  

(g)

幼 生 数  

(千 尾 ）

番 仔

1 No. 8 20. 5 600 — — 1，626 1

2 No. 4 21. 5 380 — — 1,625 1

3 No. 7 20. 5 500 — — 1,560 1

4 No. 5 21. 0 570 — — 3, 272 1

5 No. 2 21. 0 500 — — 1,435 1

6 No. 28 20. 0 460 610 470 1,857 1

7 No. 33 20. 0 510 710 500 2, 414 1

8 No. 13 20. 0 520 670 540 2, 254 1

表 3 基準とした餌料系列と1 日の給餌量及び飼育水量と換水率

齢 期 Z1 Z2 Z3 Z4 M C1 C2 C3

ワ ム シ （個 体 / m l ) -----------------------

0. 4 0.8 0.6
ア ル テ ミ ア （個 体 / ml) ---------------------------------------

0. 25 3.5 5.5 1 1 . 5 15. 5
配 合 飼 料 （g / k l )  ---------------------------------------------------------

水 量 （kl) 1 6 —— 4 8 ---------------------------------------------

換 水 率 （回 転 / 日） （常 時 注 水 ）0 . 5 ----- 1 . 0 —— 2. 0 -------------------

注 水 量 （k l /時 ） 0 . 2 - —— 1 . 0  3. 6

(換 水 と 流 水 を 併 用 ）



表 4 生産結果

生産 飼育期間 飼育 飼育 ふ化 取り上 取り上げ 生残率 給 餌 里 ナンノクロロ'7°シス 蘇 育 環 境

回次 日数 水槽 幼生数 げ尾数 ステージ ワムシ アルテミア 配合飼料 添加量 水温範囲 p H範囲 比重範囲

日 m 3 千尾 千尾 % 億個体 億個体 kg m 3 °C

1 6月 2 日 

〜 6月 1 9日

17 50 1,626 480 C1 29.5 34.5 2.8 3.2 6.0 (V12 7 M ) 22.3 〜 27.8 7.8 〜 8.3 20.8 〜 23.2

2 6月 2 日 

〜 6月 19日

17 50 1,625 350 C1 21.5 34.5 2.8 2.8 12.5 (V12 4.1fi) 22.1〜 27.6 7.9 〜 8.4 21.2 〜 23.2

3 6月 2 日 

〜 6月 2 2日

20 50 1,560 275 C2 17.6 34.5 3.3 5.2 9.5 (V12 7】 ） 22.2 〜 27.1 7.9 〜 8.3 20.6 〜 22.8

4 6月 2 日 

〜6月 2 2日

20 50 3,272 198 C2 6.1 34.5 3.1 4.6 13.5 (V12 5.7fi) 22.3 〜 26.9 8.0 〜 8.3 20.4 〜 23.8

5 6月 3 日 

〜 6月 2 3日

20 50 1,435 284 C2 ， 19.8 39.5 2.7 5.5 9.5 (V12 7 M ) 22.4 〜 27.5 8.0 〜 8.3 20.0 〜 23.2

6 6月 2 1日 

〜 7月 9 日

18 50 1,857 437 C1 23.5 29.5 2.9 3.8 29.0 21.8 〜 27.0 8.1〜 8.3 21.2 〜 22.6

7 6月 2 2日 

〜 7月 9 日

17 50 2,414 487 C1 20.2 34.5 2.7 3.6 28.5 22.2 〜 27.7 8.1〜 8.3 20.8 〜 22.0

8 6月 2 4日 

〜 7月 1 7日

23 50 2,254 62 C3 2.8 35.0 2.9 7.6 46.0 22.5 〜 27.3 8.0 〜 8.4 20.4 〜 22.6

6.7-1 7月 9 日 

〜 7月 17日

8 50 (C1 214) 22 C3 3.0 20.0 24.9 〜 25.3 8.1〜 8.3 21.4 〜 22.4

6.7-2 7月 9 日 

〜 7月 17日

8 50 (C1 394) 38 C3
L 9i L

5.3 20.0 25.0 〜 25.1 8.1〜 8.2 21.2 〜 22.0

a
計 16,043 1,952 16.4 276.5 23.2 44.6 194.5 

(V12 3 2 M )
前年度計 14,959 2,236 14.9 258.0 28.5 26.6 154.5

※ 1 6 月 2 2 日に 4 回 次 よ り 7.3万尾添加したため、生 残 率 は 19.8 % 以 下 ※ 2 (合 計 2,633) —  ( 4回 次 か ら 5 回 次 に 添 加 分 73)— (中 間 育 成 分 608)=1,952



ハタハタ種苗生産放流事業

(放流基礎調査事業）

古 仲 博

【目 的 】

本事業は水産庁の補助事業として、海域の特性を勘案 

しつつ、独立法人水産研究センター栽培漁業部能登島栽 

培漁業センターの技術開発の成果を受け、ハタハタ種苗 

生産技術と、効率的な中間育成手法を開発することを目 

的として実施したものである。「平成15年度放流基礎調 

查事業報告書」で報告済みであるので、ここでは要約の 

みを記載する。なお、海上小割網生簀育成技術開発は平 

成15年 1〜 4 月まで、種苗量産技術開発は平成15年12月 

〜16年 1月までのものである。また、放流魚への標識手 

法の確立、放流追跡調査及び効果の検討は海洋資源部を 

参照のこと。

【要 約 】

1 1 4 年度事業実績

⑴海上小割網生簀育成技術開発

•飼育は椿漁港内に筏6基を設置し、小割網生簀24 

面 （4.8mx4.8mx 3 m ) を用いて行った。

•発眼卵を小割網生簀に収容し、ふ化から稚魚生産 

までの飼育が可能となるとともに、飼育技術の平 

準化が図られつつある。

•ふ化は平成15年 1月11日から始まり、21日で終了 

した。仔魚は5,154千尾であった。

•仔 •稚魚の成長は1月中旬から3 月下旬までは低 

い値で推移したが、その後は順調で、特に 4 月 1 

日以降は急激に伸びている。

•椿地区での小割網生簀飼育期間中の水温は6.0〜 

9.8°Cで、期間中10°Cには達しなかった。

•稚魚の生産数は3,800千尾、体長19.2〜37.4mm (平 

均25.8mm)であった。

• ふ化仔魚から放流までの生残率は56.4〜82.6% 

(平均73.7%)であった。

•椿から北浦への稚魚の移送は3 月31日〜4 月 7 日 

まで行い、一時蓄養した。移送、蓄養による死亡 

は14,000尾であった。

•放流は県北、男鹿、県南の3地区で行った。県北 

は八森地区で4 月 9 日に128千尾、体長19.2〜37.4 

醒 （平均25.9mm)、県南は金浦地区で10日に134千 

尾、体長21.1〜36.2mm (平均28.6mm)、男鹿は椿地 

区で 8 日に2,089千尾、体長19.2〜34.4麵 （平均 

25.9mm)、北浦地区で7 日に1,361千尾、体長19.2 

〜34.2imn (平均25.2mm)の計3,712千尾を放流した。

• 日本栽培漁業協会能登島事業場で生産した稚魚は

208千尾で、 4 月 8 日に活魚輸送し、翌日、男鹿 

市戸賀地区の小割網生簀に収容後、一時蓄養を行 

い、 4 月28日に156千尾、体長26.5〜41.2im (平 

均34.9imn)を放流した。

2 1 5 年度事業実績 

(1) 種苗量産技術開発

•親魚の搬入は平成15年12月10日から14日まで行い、 

北浦各地区定置網に乗網した接岸親魚、雌7,260 

尾、雄3,170尾の計10,430尾を確保した。

•採卵は12月11日から15日まで行い、雌7，153尾か 

ら7,500千粒を採卵するとともに、海藻付着卵ほ 

か75,000千粒の計82,500千粒を確保した。

•発眼率は人工採卵で52.9〜96.4% (平均85.3% ) 、 

海藻付着卵で73.1〜98.0% (平均88.0% ) であっ 

た。

•卵管理に、天然海水が10°C以下となった1月 7 日 

から17日まで、加 温 水 （10°C設定）を併用した半 

循環方式を採用した。

•平成16年 1月16日に発眼卵をアリザリンコンプレ 

キソン（ALC) 400ppm液に24時間浸漬すること 

により標識付けを行った

•独立行政法人水産総合研究センタ一能登島栽培漁 

業センターとの共同研究のため、平成16年 1月13 

日に卵塊684千 粒 （発眼卵606千粒）を宅配便で移 

送した。

•海上網生簀育成技術開発試験に7,500千粒を供し

た。

⑵海上小割網生簀育成技術開発 

次年度に報告する。

- 3 5 6 -



トラフグ種苗生産技術開発試験

秋 山 将

【目 的 】

秋田県における卜ラフダは平成4年から多く漁獲され 

るようになり、平成 5年には21トン、 1億 1千万円の水揚 

げがみられたが、その後年々減少しており、このままで 

は資源の枯渴を招く恐れが高い。資源の維持•増大を図 

るため、本種の生態の解明、増殖技術の開発を目的とし 

た。

なお、詳細については、「平成15年度資源増大技術開 

発事業報告書回帰型回遊性種（卜ラフダ)」で報告済み 

であるため要約を記載する。

【要 約 】

1 採卵

養成魚を加温による催熟を行い、L H R H a の投与に 

より、雌 6尾から投与後96〜1120時間後に、294〜582 

千粒を採卵した。ふ化率は0.0〜98.0%であった。ふ化 

率が0.0%となった親魚は、平成14年のふ化率も0.8% と 

低かったことから、親魚が原因と考えられた。その他 

の親魚からのふ化率は、66.0〜98.0%であり、採卵ま 

での経過時間は96、97時間であった。

養成親魚の飼育水温の調節により、早期採卵•種苗 

生産が可能となった。また、効率的に良質な卵を確保 

することができた。

2 種苗生産

L H R H a 投与で得られたふ化仔魚688千尾を使用し 

て種苗生産した。

5 月 1 日から58、 59日間飼育し、平均全長22.8、 

24.5imnの種苗を54千尾生産した（生残率7.8%)。滑走 

細菌症の発生により生残率が低下した。

3 中間育成

種苗生産により得られた平均全長22.8mmの種苗40,000 

尾を使用して、密度試験と水中ポンプを使用した飼育 

試験を行った。

中間育成により平均全長73.8〜82.3mmの種苗19,450 

尾を生産した。生残率は41.0〜55.3% (平均48.696)、 

日間成長は1.02〜1.19mi、尾鰭欠損率は57.7〜71.096で 

あった。種苗生産時に発生した滑走細菌症による斃死 

が、中間育成開始後も続いたため、生残率が低下した。 

また、平成14年度に有効と考えた水中ポンプ使用によ 

る流速を速めた飼育方法は、今年度では、生残率• 日 

間成長 •尾鰭欠損•鼻腔隔皮欠損のいずれにも、明瞭 

な傾向は認められなかった。また、収容密度によって

も明瞭な傾向は認められなかった。 これは、滑走細菌 

症にともなう斃死により、収容時の密度が変化したた 

め、試験区の密度設定と水中ポンプ使用による有効性 

が反映しなかったと考えられた。

中間育成により得られた種苗に右胸鰭力ッ卜を行い、 

8 月18日に秋田市秋田マリーナで15,000尾 （平均全長 

73.8〜82.3mm)放流した。

4 漁獲実態調査

県内主要地域及び北日本（青森県、秋田県、石川県、 

岩手県）の漁獲量を集計した。また、県内での主たる 

水揚げ漁協支所である天王町支所、北部総括支所管内 

において市場調査をして、胸 鰭 （胸鰭カッ卜魚）並び 

に尾鰭変形、鼻腔隔皮欠損（変形魚）を指標とし、水 

揚げ魚に対する放流魚の混獲率を推定した。

県内の漁獲量は5,655kgと、昨年度に較べて倍増し 

た。 これは、北部並びに南部総括支所で、延縄での漁 

獲量が増加したためである。特に、南部総括支所での 

増加が著しかった。 しかし、産卵魚が漁獲される天王 

町支所では若干減少しており、資源量が低水準である 

と考えられる。

北日本での漁獲量は14,466kgと昨年に比べほぼ横ば 

いであった。県別では秋田•岩手県で増加し、青森 • 

石川県では減少し、昨年度と逆の傾向を示した。特に 

秋田県での増加と、石川県での減少が著しい。

天王町支所では、 4 〜 6 月にかけては体長190〜610 

mmまで、10、11月には190〜36Chnmが出現した。 4 月に 

は260〜280mmに、 5月には370mmに、 6月には310〜330 

丽に、10、11月には260醒にモードが見られた。北部 

総括支所管内では体長310〜565mmまで出現した。380 

麵にモードが見られた。

放流魚の混獲率は、天王町支所では、 4 月に41.4%、 

5 月に27.596、 6 月に50.0%、10月に87.5%、11月に84.6 

%であった。 これは、 4 〜 6 月は越冬した放流魚が多 

く混獲されるが、 5 月には天然魚を主体とする産卵魚 

の加入で混獲率が下がると考えられる。北部総括支所 

管内では10月に14.7%、11月に17.0%であり、天王町支 

所での混獲率に比べると低い。これは天王町支所での 

5 月の310腿以上の混獲率も低くなることと同様に、 

混獲率が高I、小型魚が荷受け制限により水揚げされな 

いことと、大型魚は天王町支所や北部総括支所管内で 

も、他地域での天然魚が来遊している可能性が高L、た 

めと考えられる。



新技術養殖業普及対策事業

H15/ 5/ 9 21 mm 0 .10 g 87, 000尾
H15/ 7/25 — — 一

H15/ 8/25 142 mm 25.4 g 26,000尾
H15/11/25 — ram 127.5 g 12,080尾

収 容 巡 流 水 槽  

分 槽 〃 
選 別 分 槽 "  
選 別 分 槽 円 形 FRP

【目 的 】

冬期の波浪、低水温など厳しい自然環境下にある北部 

日本海海域において、これまでの試験で基礎技術を開発 

した中層式浮沈生簀網による養殖技術の実用化を進める 

とともに、本技術の普及と定着を図ることとした。本事 

業は平成7年から継続しているが、今年度は次の項目に 

重点を置いて事業を実施した。

①陸上水槽での中間育成における成長促進•低コス 

卜化

②海面での中間育成における初期減耗の防止

③養殖試験における生残率の向上と安定

④品質向上のための体色の改善

【方 法 】

水産振興セ ンタ ー で 生産したヒ ラ メ 種苗を使用して中 

間育成試験及び養殖試験並びに品質向上に関する試験を 

行った。

試験実施場所と試験施設については表1 に、試験に使 

用した養殖施設については図1〜 3 に示した。中間育成 

試験は陸上水槽と海面での改良型浮沈生簀網で行い、養 

殖試験は海面で中層式浮沈生簀網と改良型浮沈生簀網を 

使用して行った。なお、中層式浮沈生簀網1、2〉は波浪に 

よる影響を軽減する目的で本県が独自に開発（平成 8年 

特許取得） したもので、改良型浮沈生簀網は給餌ホース

表 1 試験項目と試験施設

試 験 項 目 地 区 試 験 施 設

中間育成試験 センタ一 陸 上 ( 巡 流 水 槽 • 円 形 水 槽 ）

戸 賀 海 面 ( 改 良 型 浮 沈 生 簀 網 ）

養 殖 試 験 皇 海 面 改 良 型 浮 沈 生 簀 網 （水 深 5m)
戸 賀 II 中 層 式 浮 沈 生 簀 網 （ 〃 13m)
戸 賀 // 改 良 型 浮 沈 生 簀 網 （ 〃 5m)

椿 II 改 良 型 浮 沈 生 簀 網 （ 〃 8m)
金 浦 1) 改 良 型 浮 沈 生 簀 網 （ 〃 5m)

品質向上試験 センタ _ 陸 上 ( 角 FRP水 槽 • ハ。ンライト水槽)

山田潤一•船木栄ー•石谷良栄• 白幡義広

と天井網を外して浅海用に改良したものである。品質向

上に関する試験は陸上水槽を使用した。

1 ヒラメ中間育成試験 

(1) 陸上水槽方式

5 月 9 日に水産振興センター内にあるF R P 製の 

巡流水槽（長さ10 m、幅 2 m 、深さ 1 m) 2基に、 

全長21mmの稚魚87千尾を収容して飼育を開始した 

(表 2)。 7 月25日に5基に分槽し、 8 月25日に選別 

を行い、26千尾を7基に分槽した。11月25日にF R P  

製の15 t 円形水槽（直径4.5m、深さ 1 改良型浮沈 

生 簀 網 （畠 •椿地区)） 8 基に移槽した。なお、 8 

基の水槽のうち2基については飼育密度と配合飼料 

の試験区を設定した（表 3 —  1、 2 )。飼育密度に 

ついては通常の対照区（1，600尾）と低密度区（800 

尾）を設定し、配合飼料については、対 照 区 （〇社 

製ヒラメ用） に比べ価格が1/2と安価なマダイ用 

配合飼料（N 社製）投与区を設定した。

表 2 ヒラメ供試魚の飼育状況

調 査 月 日 全 長 体 重 収 容 尾 数 水 槽 数 備  考

基
基
基
基 

2 

5 

7 

8



HI 5.6.10 
H15.6.10 
H15.6.10 
H15.6.11 
H15.6.11 
H15.6.17 
H15.6.17 
H15.6.4 
HI 5.6.4 
H15.6.5

1 畠1 
2 畠2 
3 畠3 
4 戸貲1 
5 戸® 2 
6 戸賀3 
7 戸贺4 
8 椿1 
9 椿2 

10 金浦
合計•平均

3 ヒラメの品質向上に関する試験

(1) 背地適応を利用したヒラメ体色の改善に関する基 

礎試験

当事業で生産したヒラメは有眼側の体色が黒ずみ

表 3 - 1 飼育密度別飼育試験の設定状況

試 験 区 平均体重 収容尾数 備 考

低密度試験区 
対 照 区

138. 9 
127. 5

800尾 
1,600尾

0社製配合 
0社製配合

(匕ラメ用） 
(ヒラメ用）

表 3 — 2 配合飼料別飼育試験の設定状況

試 験 区 平均体重 収容尾数 備 考

マタ''ィ用配合飼料区 
対 照 区

126. 6 
127.5

1，600尾 
1，600尾

N社製配合 
0社製配合

(マタ' 'イ用) 
(ヒラメ用）

⑵改良型浮沈生簀網方式

戸賀漁港内の海上に設置した筏に、 5 x 5 X 3 m 、 

目合い60mniの改良型浮沈生簀網を2 ヵ統設置し、 9 

月26日と11月13日に稚魚を各々2,400尾収容した。

卜ラックから船及び船から生簀への搬送作業には塩 

ビパイプ（径200mm) を利用しハンドリングの影響 

を少なくするよう心がけた。飼育は翌年6 月上旬ま 

で行った（表 4 )0 

表 4 ヒラメ中間育成試験（改良型浮沈生簀網• 戸賀地区)

試験区 収容月日 平均全長 平均体重 肥満度 収容尾数

9 月収容区 H15/ 9/26 167 土 15mra 49. 4±12. 3g 10. 3±0 . 6 2, 400尾

11月収容区 H15/11/13 212±15mm 101. 7 ± 2 3 . lg 10. 4±0 . 6 2, 400尾

合 計 4, 800尾

2 ヒラメ養殖試験

6 月 4 日から6 月17日に 1 + ヒラメ 9,990尾と 2 + ヒラ 

メ 440尾の合計10,430尾を 4 地区10力統の生簀に収容し 

て試験を開始した（表 5)。 2 +ヒラメは戸賀4 の生簀の 

みに収容した。試験開始時のサイズは、 1+が全長234〜 

269mm、体重139〜256 g 、 2 + が全長297mm、体重335 g 、 

収 容 密 度 （尾数） は 1+が36〜53尾/ m2、 2+が18尾/ m2 

で、収容密度（重量）は 1+が5.0〜11.3kg/m2、 2+が5.9 

kg/m2であった。

飼育期間中の各生簀において各月1回程度潜水を実施 

し、生育状況の把握と斃死個体の回収を行うとともに、 

各網から20〜30尾を取り上げて全長と体重を測定した。 

また、全長と体重の関係から肥満度（B W .g /T L ， id x  

106) を算出した。

表5 浮沈生け簧網によるヒラメの収容状況

H  底面f t 網目合— 収 容 月 日 i l Wm ~ s i -

商品価値が低下する懸念があり、体色の改善による 

品質の向上が求められている。 ヒラメは背地適応に 

よる体色の変化が顕著である3 また、飼育密度が 

高くなると有眼側の体色が黒化する傾向を示すこと 

が報告されているため4、5)、背地色に対するヒラメ 

の飼育密度と体色変化の関係を把握するため試験を 

した。

試験は、天然ヒラメの体色に似た黄色のプラスチッ 

ク 籠 （40X65x25cm) 7個に表6 に示したように2 

尾から20尾までのヒラメを収容し体色の変化を調べ 

た。試験に用いたヒラメは全長24.7〜30.0cm、体重 

130〜290g (平均2 0 7 g )で、底面積に対するヒラ 

メの占有率は10〜8 5 %の範囲であった。試験は9 月 

23日〜12月 4 日までの72日間実施し、尾鰭切除によ 

り個体識別したヒラメ各2尾について1週間ごとに 

体色の変化を調査した。体色はヒラメ中央部の体色 

の濃い部分と薄い部分の1 力所について日本色研事 

業株式会社製の修正マンセル色立体チャ一卜に基づ 

いて明度を比色法により測定した。

表 6 背地効果を利用した体色の改善に関する基礎試験設定状況

試 験 区 1 2 3 4 5 6 7

収容尾数 2 尾 4 尾 6 尾 8 尾 11尾 15尾 20尾

収容重量 500 g 830 g l ，220 g 1，600g 2, 250g 3, 060g 4, 280g

底面占有率 10% 20% 30% 40% 50% 70% 85%

⑵新型飼料を用いた体色の改善に関する基礎試験 

ヒラメの有眼側体色の改善を図るため、 2種の配 

合飼料によって飼育試験をした。試験は屋外に設置 

した500 1パンライ卜水槽2 基を使用し、各水槽に 

平均体重201、226 g のヒラメを45尾ずつ収容した。 

使用した配合飼料は、 N 社製の新型配合飼料で、対 

照区として0 社製の配合飼料を使用した。なお、N  

社製の配合飼料はグアバ葉ポリフエノ一 ルを含有し 

メラニン色素の沈着軽減効果を有するとともに、ア 

スタキサンチンの蓄積による体色の改善効果がある 

とされる。試験は9 月29日から11月26日までの58日 

間行った。

表 7 新型飼料を用いた体色の改善に関する基礎試験の設定状況

試 験 区 収容月日 平均全長 平均体重 肥 満 度 収 容 尾 数

新型飼料区 
対 照 区

H15/9/29
H15/9/29

268 土 18mm 
279± 17mm

201±38g
226±31g

10. 3±0 . 8 45尾 
10. 3±0 . 8 45尾

【結果及び考察】

1 ヒラメ中間育成試験

⑴陸上水槽方式

平成15年 5月から16年 4月までの飼育は順調であっ 

た。平成16年 5 月下旬にトリコディナ症が発生し約 

1,000尾が斃死したものの、 6 月 6 日に10,789尾を

0

0

0

0

5

0

0

5

0

0

9

9
7

9

7

7

7

7
6

7

5

5

5

5

5

5

5

5

0

9

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

角
角
角
角
角
角
角
角
角
角

5

5

5
5.
5.
5

5
S.
4.
7

6

6

6
4

4
6

8
2

3

3

9

3

3

3
4

4
3

1

4
5

4

3

0

4

5

0

3

0

94

8

5 

6

6

6
8.
1

5

5
7

0

7

6

7

1

1

6

9

5

7

5

7

6

7

8

8

5

3

37

0

7

1111213121

8

9

1

2

9

4

7

6

1

9

4

4
5

5

6

3

94

6

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

0

0

0

0

0

04

5

5

9

3

9 

9 

9 

I
f 

I
f 

9 

4 
o
r
,0
o

»
,4

- 3 5 9 -



取り上げた（表 8)。取り上げ時の平均体重は187.1 

g で、11月25日からの生残率は89.3%であった。供 

試魚の平均体重の推移を表9 に示したが、水温が10 

°C以下に低下した1〜 4 月には体重は停滞もしくは 

減少した。

平成15年 12月 2 日から平成16年 5 月27日までに 

F R P 製の15 t 円形水槽（直径4.5m、深さ 1 m ) で 

行った飼育密度と配合飼料別の試験区における体重 

の変化を表10— 1、 2 に示した。

飼育密度別試験では、飼育密度が1，600尾の対照 

区では33.9 g 増重し 5 月27日には161.4 g に成長し 

たのに対し、飼育密度が800尾の低密度試験区では 

成長が良好で、 79.2 g 増重し 218.1g に成長した 

(表10— 1)。 このことから飼育密度を現在の1/2 

程度に減らした場合、成長の良い海面生簀と同様の 

成長が期待できるものと推察された。今後、生産尾 

数と生産コス卜を含めた最も効果的な収容密度を把 

握する必要がある。

配合飼料の種類別試験では、 0 社製のヒラメ用配 

合飼料を投与した対照区では33.9 g 増重し161.4 g 

に成長したのに対し、 N 社製のマダイ用配合飼料投 

与区では30.6g増重し157.2gであり、両区の成長 

差は小さかった（表10— 2 )。 この結果から価格が 

1/2と安価なマダイ用配合飼料の利用によるコス卜 

の低減は可能と考えられた。

表 8 ヒラメ中間育成試験結果（陸上水槽方式)

調査月日 全長 体重 尾数 水 槽 数 備 考

H15/ 5/ 9 21 mm 0.10 g 87, 000尾 2基 収 容 巡 流 水 槽
H15/ 7/25 — — — 5基 分 槽 〃
H15/ 8/25 142 mm 25.4 g 26, 000尾 7基 選 別 分 槽 ”
H15/11/25 — mm 49.4 g 12, 080尾 8基 選 別 分 槽 円 形 FRP
H16/ 6/ 6 249 mm 187.1 g 10, 789尾 8基 取 上 げ 生 残 率 89. 3 %

表 9 中間育成ヒラメの体重の推移（陸上水槽方式)

調査月日 9/10 10/3 11/13 12/2 1/9 2/12 3/17 4/13 5/27 6/6

水温  CC) 23.6 20.1 15.6 13.1 9 .2 7.7  7.2 10. 3 16.1 18.5

体 重 (g ) 38.3 58.2 105.7 127.5 136.5 132.0 128.2 128.6 161.4 187.1

表10—  1 飼育密度別ヒラメの体重の推移 （g)

調 査 月 日 12/2 1/9 2/12 3/17 4/13 5/27 備 考

低 密 度 区 138.9 141.9 145.1 143.3 151.8 218.1 800尾収容

対 照 区 127.5 136.5 132.0 128.2 128.6 161.4 1,600尾収容

表10—  2 配合飼料別ヒラメの体重の推移 （g)

調 査 月 日 12/2 1/9 2/12 3/17 4/13 5/27 備 考

マタ、' イ用配合区 126. 6 143.9 134.9 131.8 122.7 157.2 N社マグイ用

対 照 区 127.5 136.5 132.0 128.2 128.6 161.4 0社ヒラメ用

⑵海面での改良型浮沈生簀網方式

これまでの海面生簀での試験では、稚魚の収容直 

後に大量に斃死する例が多く、昨年も稚魚収容の4

〜 5 日目頃から滑走細菌症が発生し、 2週間以内に 

約 4割が斃死した。今年は9 月収容区での収容5 日 

後の観察では、斃死個体は4尾と少なく、その後の 

状態も良好であった。収容直後に大量斃死が発生し 

なかった要因としては、搬送作業にパイプを利用し 

ハ ン ドリン グ の 影響を少なくしたことが考えられる。

平成16年 4 月26日時点での生残率は9 月収容区で 

は65.3%、 11月収容区では88.4%で、いずれもこれ 

までで最も高い値であった（表11)。特に11月収容 

区の生残率88.4%は陸上水槽での生残率89.3% とほ 

ぼ同等の値であった。体重は 9 月収容区と11月収容 

区とも3 月17日まではほぼ同様に推移したが、それ 

以降は成長に差が生じ6 月 6 日における平均体重は 

9 月収容区の146.4 g に対し、11月収容区では156.8 

g と大型であった（表12)。 このように11月収容区 

の成長が良かったのは3 月下旬から館を配合飼料か 

ら小型のイ カ ナ ゴ （冷凍）に切り替えたためと推察 

される。これらの結果から搬入方法の改善と生餌の 

適正な利用により、生残率の向上と成長の促進が可 

能と考えられた。

表1 1 ヒラメ中間育成試験の経過（改良浮沈生箦網方式)

容月日 収容尾数 収容サイス'' 回収月日 回収尾数回収サイス'' 生残率

12/ 9/22 5, 800尾 34. 6 g H13/4/19 2, 532尾 129.6 g 43. 7 %

13/ 9/10 5, 480尾 46. 6 g H14/4/25 3,165 尾 221.4 g 57. 7 %

14/ 9/13 3, 910 尾 50. 4 g H15/5/ 8 1，146 尾 206.2 g 29. 3 %
14/11/29 1，500尾 144. 4 g H15/5/ 8 253尾 208.0 g 16. 8 %

15/ 9/26 2, 400尾 49. 4 g H16/4/26 1，567尾 146.4 g 65. 3 %
15/11/13 2, 400尾 101.7 g H16/4/22 2,122 尾 156.8 g 88. 4 %

表1 2 ヒラメ中間育成試験• 体重の推移（改良型浮沈方式） （g )

試験区  9/26 11/13 12/2 1/9 2/12 3/17 4/26 6/6

9月収容区  49.4 109.5 122.3 139.4 133.8 127.4 146.4 180 .4
11月 収 容 区 一 101.7 113.4 138.4 131.0 128.8 156.8 218.0

2 ヒラメ養殖試験

飼育期間中の各生簀におけるヒラメの全長•体重 • 

肥満度 •斃死数の推移について表13〜16に示した。

飼育開始から3 力月間は、各生簀とも生育は順調で 

あり、例年発生する夏期の斃死もごくわずかであった。 

しかし、 9月14日に沖合を通過した台風14号の影響で、 

戸賀湾地区（戸賀 1、 2 ) と畠地区（1、 2、 3 ) で 

は、 シケによる網ズレなどで30〜70% のヒラメが斃死 

した。畠地区では生残したヒラメを一度取り上げた後、 

1網にまとめて飼育を継続した。台風14号通過時の波 

高は 1/3有義波波高が9.17m、1/10最大波波高が10.15 

m であり、過去に例のない規模であった。台風の影響 

は戸賀地区（3 、 4 )、金浦地区ではほとんでなかっ 

たが、椿地区では底枠のフ レ ー ム が 破損し一部が斃死 

したほか、一部が網から逃散したものと推察された。
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3 ヒラメの品質向上に関する試験

(1) 背地適応を利用したヒラメ体色の改善に関する基 

礎試験

黄色の籠で飼育したヒラメの有眼側における飼育 

密度別の体色の明度変化を体色の薄色部と濃色部に 

分け図4 、 5 に示した。薄色部では飼育密度が2 〜 

6尾 区 （底面占有率10〜3 0 % ) では 5週間前後で明 

度が 6 〜6.5で最も高くなるとともに黄色を呈した 

が、飼育密度が8、11尾 区 （底面占有率40〜50%) 

では明度の変化は少なく、飼育密度が15、20尾区 

(底面占有率70〜8 5 % ) では 7 週目以降は明度は低 

下する傾向を示した。濃色部では飼育密度が2 〜 8 

尾 区 （底面占有率10〜40% ) では明度は徐々に上昇 

したが、11〜20尾 区 （底面占有率50〜8 5 % ) では 2 

〜 3週目以降には明度の変化は少なかった。

これらの試験結果から、黄色を背地色として1 力 

月程度飼育することにより体色が改善する可能性は 

あるものの、これには飼育密度を底面占有率の40% 

以内とする必要があると考えられる。 このように低 

密度飼育が必要であることや水槽が大型化するとヒ 

ラメが部分的に重なり均一に分散し難い傾向にある 

ことなどを考慮すると、背地適応を利用したヒラメ 

体色の改善を大規模水槽で実施することは難しいも 

のと考えられる。

で減耗したためと推察された。大型の 2 +ヒラメを使 

用した戸賀（4 ) の生簀では成長が早く、飼育 4 力月 

後の10月には平均体重が838g となって出荷サイズに 

達し、生残率も98.6%と高かった。 これは飼育開始時 

のサイズが大きかったことと、飼育密度が低かったた 

めと考えられるが、 2 +ヒラメ利用については、育成 

コス卜の低減が課題である。

養殖ヒラメの成長•生残につ い て は 、 施設設置場所 

ごとの水質環境、飼育開始時のサイズ、収容尾数（飼 

育密度)、給餌方法などが関係するものと推察される 

が、台風の影響により地区ごとの比較は困難であった。

表1 7 浮沈生け簧網によるヒラメの飼育結果

生 簧 収 容 数 収 容 月 日 回 収 月 日 _________________ 回 収 時 ________________鋦育日 6 日間成長_

合 計 10.430 5 49 64 16 3.182 93 14 2 3.425

畠地区につ い て は 、 生簀の周辺にスクリーン付きの消 

波用ブロックを設置した。今後、消波効果につ い て 把 

握する予定である。

飼育結果について表17に示した。台風の被害の大き 

かった戸賀（1、 2 ) については、飼育開始96日目の 

9 月15日に回収したが、他の生簀については飼育開始 

から139〜193日後の10月21日〜12月20日に回収した。 

生残率は大型個体を低密度で収容した戸賀（4 ) と台 

風の影響の少なかった金浦では80% 以上と高かったも 

のの、台風被害の大きかった畠（1〜 3) •戸 賀 （1、 

2)、椿 （1、 2 ) の生簀では27.2〜66.3%と低く、 

全体の生残率は52.5%であった。なお、戸 賀 （3 ) の 

生簀では台風の影響が少なかったにもかかわらず生残 

率が6 0 %と低かったが、これは収容時のサイズが88〜 

210g (平均1 3 9 g ) と小さく、 120g程度以下の個体 

は配合から生ヱサ（冷凍アジ）への切り替えが不十分

表1 6 養殖ヒラメの斃死数の推移 （尾)

表1 5 養殖ヒラメの肥満度の推移 （BW /TL3x 106)

表1 3 養殖ヒラメの全長の推移 (mm)

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1 畠 1 248 276 306 350 364 373 398
2 畠 2 
3 畠 3

249 270 305 338 361 377 384
251 264 305 335 - - -

4 戸賀1 252 259 296 324 - - -
5 戸賀2 269 302 323 368 - - -
6 戸賀3 234 245 270 324 357 393 392
7_F|C_4 297 304 341 382 406 - -
8 椿 1 246 277 320 357 374 - -
9 椿 2 261 289 324 354 374 394 -

1 0 金浦 249 280 308 336 383 396 -

表1 4 養殖ヒラメの体重の推移 （g )

I2.7 13.3
I2.5 12.8
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級遏日数(遇）

5 6 7
経遏日数(遇）

ヒラメ体色变化の推移(薄色部）

図 4 ヒラメ体色の推移（薄色部)

ヒラメ休色裒化の推移(濃色部）

経遏日数(遅）

ヒラメ体色麦化の推移(薄ft部）

5 6
級遇日数(遇)

図 5 ヒラメ体色の推移（濃色部)

⑵新型飼料を用いた体色の改善に関する基礎試験

ヒラメの有眼側体色の改善を図るため、 N 社製の 

グ ァ バ葉ポリフヱノールとアスタキサンチンを含有  

した新型配合飼料を用いたヒラメの飼育結果を表18 

に示した。成長はN 社製の新型配合飼料がやや良い 

傾向が認められたが、有眼側の体色の明度は新型飼 

料区では薄色部で3.6土0.4、濃色部で1.2±0.4であ 

り対照区とほぼ同様であり、体色の改善に効果は認 

められなかった。

ヒラメの体色の変化には、色素細胞である黄色素 

胞と黒色素胞の短期的な運動性によって生じる（生 

理学的）体色の変化と色素細胞の量や数の増減によっ 

て生じる（形態学的）長期的な体色の変化が関係し、 

これらにはホルモン•神経 •食餌の成分などが関与 

していることが知られている3 このため、今後は 

中間育成期のみならず稚魚期の体色の状況（黒色素 

胞、黄色素胞のサイズ•数サイズ）についても把握 

し検討する必要があると考えられる。

表1 8 新型飼料を用いたヒラメ体色の改善に関する試験結果

試 験 区 調査項目 H15/9/29 H15/12/4

新型飼料区 平均全長 268± 18mm 284. 2 ±32. 2mm
(N社製配合） 平均体重 201 ±38 g 258. 8±88. 6 g
(配合1 % / 日） 肥満度 10. 3±0 . 8 10 .9± 1 .2

体色明度 (薄色部） - 3. 6 ± 0 .4
体色明度 (濃色部） - 1 .2±0_ 4

対 照 区 平均全長 279土 17mm 289. 1±27. 8mm
(0社製配合） 平均体重 226±31 g 260. 6 ± 7 7 .1 g
(配合1 % / 日） 肥満度 10. 3 ± 0 .8 10. 5±0 . 8

体色明度 (薄色部） - 3 .1±1_4
体色明度 (濃色部） - 1 .4± 0 . 5

【文 献 】

1 ) 安 村 明 •佐々木攻：養殖施設の改善（沖合化のた 

めの一手法紹介 ).平成5 年度水産養殖研究推進全国 

会議議事録，水産養殖研究所，1993; 31-33.

2 ) 佐々木攻：新技術養殖業普及対策事業.平成7年度 

秋田県水産振興センタ一事業報告書、1996 ；13-17.

3 ) 藤井良三：色素細胞. U P  B I O L O G Y , 東京大学出 

版会.

4 ) 井口雅陽：平成 7年度〜11年度放流技術開発事業総 

括報告書，異体類，種苗性グループ，1〜5.

5 ) 井口雅陽：体色によるヒラメ種苗の質の評価，養殖， 

8, 2001；110-113.
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アワヒ放流効果調査

12(85.7)
40(93.0)
51(83.6)
30(81.1)

128 26(20.3) 102(79.7)
128 79(61.7) 49(38.3)

256 105(41.0) 151(59.0)

167 29(17.4) 138(82.6)
150 53(35.3) 97(64.7)
82 7(8.5) 75(91.5)

399 89(22.3) 310(77.7)

125 68(54.4) 57(45.6)
301 72(23.9) 229(76.1)
300 132(44.0) 168(56.0)
109 33(30.3) 76(69.7)
835 305(36.5) 530(63.5)

179 43(24.0) 136(76.0)
232 34(14.7) 198(85.3)
329 131(39.8) 198(60.2)
231 53(22.9) 178(77.1)
971 261(26.9) 710(73.1)

304 111(36.5) 193(63.5) 
828 161(19.4) 667(80.6) 
907 395(43.6) 512(56.4) 
422 93(22.0) 329(78.0)

2,461 760(30.9)1,701(69.1)

-  0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 1(100.0) 1 0 1(100.0)
0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 2 0 2(100.0) 2 0 2(100.0)

- - - -  - 0 0 0 3 0 3(100.0) 3 0 3(100.0)
0 0 0 1 0 1(100.0) 4 0 4(100.0) 7 0 7(100.0) 12 0 12(100.0)
1 1(100.0) 0 4 0 4(100.0) 5 0 5(100.0) 9 0 9(100.0) 19 1(5.3) 18(94.7)

-  -  -  -  -  0 0 0 8 0 8( 100.0 ) 8 0 8 ( 100.0 )

120〜 129 平沢  - - - _ _ _ 3 2(66.7) 1(33.3) 11 0 11(100.0)
金浦  1 0 1(100_0) 12 0 12(100.0) 13 2(15.4) 11(84.6) 17 1(5.9) 16(94.1)
象潟  10 3(30.0) 7(70.0) 10 2(20.0) 8(80.0) 21 3(14.3) 18(85.7) 20 2(10.0) 18(90.0)
上浜  - - - 4 4(100.0) 0 4 0 4(100.0) 29 3(10.3) 26(89.7)

79 16(20.3) 63(79.4)
70 51(72.9) 19(27.1)

108 22(20.4) 86(79.6)
84 31(36.9) 53(63.1)
52 0 52(100.0)

73 39(53.4) 34(46.6)
200 48(24.0) 152(76.0)
179 89(49.7) 90(50.3)
63 24(38.1) 39(61.9)

97 31(32.0) 66(68.0)
139 23(16.5) 116(83.5)
207 95(45.9) 112(54.1)
119 37(31.1) 82(68.9)

170 70(41.2) 100(58.8)
526 109(20.7) 417(79.3) 
540 266(49.3) 274(50.7) 
234 61(26.1) 173(73.9)

〈注> ( ) 内は出現割合 (％ )

110〜 119 平沢  - - - _ _ _ 四 17(58.6) 12(41.4) 66 11(16.7) 55(83.3) 95 28(29.5) 67(70.5)
金浦  4 0 4(100.0) 31 3(9.7) 28(90.3) 38 5(13.2) 33(86.8) 68 10(14.7) 58(85.3) 1 4 1 18(12.8) 123(87.2)
象潟  30 9(30.0) 21(70.0) 5 1 19(37.3) 32(62.7) 62 20(32.3) 42(67.7) 88 33(37.5) 55(62.5) 231 81(35.1) 150(64.9)
上浜  - - - 17 3(17.6) 14(82.4) 30 6(20.0) 24(80.0) 70 12(17.1) 58(82.9) 117 21(17.9) 96(82.1)

【目 的 】

現在行われているアワビ種苗放流事業の効果を調べ、 

アワビ資源の維持及び増大手法検討のための基礎資料と 

した。

【方 法 】

調査は秋田県漁業協同組合南部総括支所管内で実施し、 

アワビ漁業の操業期間である7月から8月にかけて、計 

3 回の調査を実施した。

なお、漁期開始前に禁漁区をロ開けした際の調査結果 

も参考とした（表 1 )。

表 1 調査日

エ籐裕紀•山田潤一•中林信康•三浦信昭•秋山将

種苗放流事業の効果について把握するため、今期に 

漁獲された人工貝がすべて4年前に放流されたと仮定 

し、その漁獲割合、平均体重及び総漁獲量、漁獲金額 

並びに放流経費から投資効果指数を求めた。

2 肥満度

近年、外観的に軟体部の薄い「痩せアワビ」の出現 

が問題視されており、餌料海藻との関連も想定される 

ことから、地区別、漁獲時期別に肥満度に相違がある 

かを調べた。

击 祖 灰
7 月 8 月

1 日 ※1 1 4 日 2  9 日 3  0 日 2  7 日 2  8 日

平 沢 〇 〇 * 2

金 浦 〇 〇 〇 〇 〇 〇

象 潟 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上 浜 〇 〇 〇 〇

※ ェ 禁 漁 区 ロ 開 け 調 査
※ 之 平 沢 と 金 浦 の 区 分 が で き な か っ た も の

放流経済効果

漁獲物の一部について殻長と体重を測定するととも 

に、全漁獲アワビに対する放流アワビ（以下、人工貝 

という。）の漁獲割合を把握するため、貝殼の螺頂部 

をブラシで削り、人工貝に特徴的なグリーンマークの 

有無を調べた。

表 2 市場別殻長別放流貝の出現割合

【結果及び考察】

1 放流経済効果

調査個体に占める放流貝の割合を表2、図 1、 2 に 

示した。また、漁期間のァヮビ漁獲量及び漁獲金額を 

表 3 に示した。

総漁獲量に占める調査個体の全重量を調査率とする 

と調査率は2.1%であった。

放流貝の割合は象潟地区で4 0 %、金浦地区で20% 程 

度で推移し、1990年代と比較すると低下しているが、 

近年は横ばい傾向にある。2001年の象潟地区、2002年 

の金浦地区を除くと例年8 月には放流貝の割合が低下 

するが、今年は両地区とも若干低下した程度であった。 

これは、 8 月以降の入り会い操業時には、従来は象潟 

から金浦への入り会いが多かったものが、昨年以降は

殻長 (mm) 市場名
7 月中旬 7 月 下 旬 _ 8 月下旬 合計

調 査 個 体 数 放 流 天然 調 査 個 体 数 放 流 天然 調 査 個 体 数 放 流 調査個体数_ 放 流 _ 調査個体数_ 放流

卿
i 44 10(22.7) 34(77.3)

17 15(88.2) 2(11.8)
15 4(26.7) 11(73.3)
1 1(100.0)- 
9 0 9(100.0)

20 10(50.0) 10(50.0)
46 17(37.0) 29(63.0)
33 20(60.6) 13(39.4)
12 3(25.0) 9(75.0)

1(50.0) 1(50.0) 22 11(50.0) 11(50.0)
0 0 105 31(29.5) 74(70.5)

1(20.0) 4(80.0) 56 37(66.1) 19(33.9)
1(33.3) 2(66.7) 24 4(16.7) 20(83.3)

3 
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図 1 地区別年別放流貝の比率
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図 2 殻長別放流貝の比率

表 3 2003年漁期の各市場におけるアワビの漁獲量と金額

市場名-
7 ,月 8,月 合計

漁獲量 漁獲金額 漁獲量 漁獲金額 漁獲量 漁獲金額

平沢 229.4 1,547 201.2 1,683 430.6 3, 230

金浦 1,611.6 10, 328 1,357.5 10, 752 2, 969.1 21,080

象潟 7, 080. 6 46, 420 4, 330. 9 34, 382 11,411.5 80,803

上浜 1，046. 2 6, 605 618.2 4, 688 1，664. 4 11,293

合計 9, 967. 8 64, 900 6, 507. 8 51，505 16, 475. 6 116,406

単位：kg、千円

逆転していることによる影響も想定される。禁漁区に 

おける放流貝の割合は、象潟地区では一般漁場よりか 

なり高かったが、金浦地区では同程度であった。象潟 

地区においては、放流貝が放流場所に定着している反 

面、金浦地区では放流場所から他漁場に逸散している 

ものと想定され、金浦地区での放流場所、禁漁区の見 

直しが必要と考えられる。象潟、金浦両地区における 

殼長別の放流貝の割合では、両地区とも小型個体ほど 

放流貝の割合が高くなっており、天然貝よりも放流貝 

が漁獲されやすいことが想定される。

8 月からは入り会い操業となるため、 7 月の放流貝 

の漁獲割合を、漁期を通した南部総括支所全体におけ 

る放流貝の漁獲割合とみなした。次いで、 7 月の各市 

場の放流貝の出現割合と漁獲量から加重平均によって、 

漁期を通した南部総括支所全体における放流貝の漁獲

割合を求めた。 これによれば、放流貝の漁獲割合は 

36.1% (表 4 ) と推定され、最近10年間では最も低い 

値であった。

総漁獲量 (16,475.6kg).平均体重 (158g ) 並びに 

放流貝の漁獲割合（36.1%)から、総漁獲個体数と放 

流貝個体数を求めると、 104,278個体及び37,645個体 

と推定された。 これらの放流貝が、すべて 4 年前の 

1999年に放流されたものとみなせば、回収率は6.9%  

が得られた。総漁獲金額116,406千円で、 うち放流貝 

の漁獲金額は42,203千円と推定された。その値を4年 

前の放流経費で除して得られる投資効果指数は1.47で 

平均単価の向上により昨年の1.07は上回ったものの、 

最近10年間では1997年に並ぶ低い値であった（表 4、

5)0

なお、放流貝の漁獲割合を7 月のみでなく全漁期通 

算とした場合の試算では、投資効果指数は1.42と若干 

低下したが、年度ごとの変動傾向はほぼ同様であった。

— «3t)4 —



表 4 南部総括支所管内におけるアワビ漁獲量•金額の推移

※は仮の数値

表 5 南部総括支所管内における放流の履歴と回収

W~ 1  0 ~

年 放 流 数 放 流 経 費 回 収 串 投 資 効 果  
(千個） （千円） （％ ) 指数 
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年 漁 獲 量 漁 獲 金 額 平 均 単 価 平 均 重 量 漁 獲 個 数 混 獲 率 漁 獲 個 数 漁 獲 金 額  
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2 肥満度

地区別、時期別、由来別の肥満度の推移を図3 に示 

した。象 潟 •金浦地区における肥満度については、 

1978年 7 月下旬に0.125、 8 月下旬に0.1288、 9 月中 

旬に0.1177という調査結果が出ているが、今回の 7 

月の値はそれを上回っているものの、 8 月下旬の値は 

大きく下回っており、 9 月中旬の水準となっている。 

その要因としては、摂餌量の低下や産卵の影響が考え 

られ、水温の変動、生殖腺指数の把握などの調査が必 

要である。天然貝と放流貝の比較ではすべてにおいて 

放流貝が上回っており、生息場所、生態の相異などの

影響を把握する必要がある。地区別では象潟地区が金 

浦地区よりも高い傾向を示しており、両地区の餌料環 

境が異なっていることが推定される。特に、禁漁区に 

おける差が顕著であり、前述の放流貝の割合が異なっ 

ていることも含め、金浦地区における種苗放流方法の 

見直しが必要である。

【文 献 】

1 ) 大規模増殖場開発事業調査結果報告書象潟地区秋 

田 県 (1978)

南部潍

资一 — 

^  -

禁漁区 7月中 7月下 8月下

図 3 肥満度の推移



イワガキ資源の持続的利用に関する研究

【目 的 】

イワガキは、本県沿岸における重要産業種であるが、 

成長が遅いことと再生産性の低さから資源の減少が危惧 

されている。このため、イワガキの漁獲実態の把握と資 

源生態を解明し、資源を持続的に利用するための手法と 

資源の維持•増大に関する技術を開発することを目的と 

した。

【方 法 】

1 実施期間

平成15年 4 月〜平成16年 3 月 

2 実施場所

八森町、能代市、男鹿市、西目町、仁賀保町、金浦 

町、象潟町の地先海域 

3 調査方法

(1) 漁獲実態の把握

農林水産統計資料、秋田県水産振興センタ一資料、 

秋田県漁協資料からイワガキ漁獲量の推移について、 

年別 •地区別に集計した。

岩館 •戸賀 •椿 •船川 •脇本 •金浦 •象潟 •小砂 

川の各地先で漁獲されたイワガキの銘柄別重量につ 

いて測定した。

八森町（岩館 •八森)、男鹿市（椿 •船川 •脇本)、 

西 目 町 （西目）、金 浦 町 （金浦)、象 潟 町 （象潟•小 

砂川）のイワガキ漁業者109人を対象にアンケート 

調査を実施し、漁獲場所の基質種類、漁獲量、漁獲 

時間について調査した。

⑵資源 •生態調査

7 月と 8 月に、八 森 町 （岩 館 •八森）、能代市 

(能代)、男 鹿 市 （戸賀 •平 沢 •脇本)、西 目 町 （出 

戸）、仁 賀 保 町 （平沢）、金 浦 町 （金浦）、象潟町 

(象 潟 •小砂川）の11力所、39地点でスキューバ潜 

水を実施し、各地点における水深、底質、植性、イ 

ワガキの生息密度• サイズ、底生生物について調査 

した。イワガキの生息密度については、0.5m角の 

コドラー卜（0.25m2) 20力所の平均値を用い、イワ 

ガキのサイズについては調査地点周辺から20〜30個 

体をランダムに採取した個体の全高•殻高•殻 長 • 

殻幅 •重量を測定した。

( 3 )資源の維持•増大手法の開発

1) 既存コンクリー卜ブロックの再利用に関する試 

験

①岩盤清掃による既存コンクリー卜ブロックの 

再利用

山 田 潤 一

8月28日に象潟地先水深3 m の既存コンクリー 

卜ブロック（1980〜1981年設置• 23〜24年経過） 

の表面の一部（50x90cm)をスクレパー（ステ 

ンレス製のへラ）で削った。削った後のブロッ 

クの表面は、小型直立海藻と有節サンゴモが除 

去され、無節サンゴモが優占した状態であった。

②天日乾燥による既存コンクリートブロックの 

再利用

8 月29日に象潟地先水深3 m の地点から回収 

したコンクリー卜製の小型平板ブロック（40 x 

5 0 X 9  cm、1995年設置 • 8年経過） 2基を屋外 

で天日乾燥し、20日後の9 月18日に男鹿市•脇 

本地先の水深3 m の地点に再投入した。投入時 

の ブロッ クの表面は、有節サンゴモ•無節サン 

ゴモ• フジツボが乾燥した状態で付着していた。

③植食動物を利用した既存基質の再利用に関す 

る試験

8 月29日に象潟地先水深3 m の地点から回 

収した投入石（1980〜1981年設置 • 23〜24年 

経過） 2個と小型U 字ブロック（1995年設置• 

8年経過） 2個を屋外水槽に設置したプラス 

チック籠 (40X 60X 35cm)に各々収容し、キ 

タムラサキウニ10個 体 （合計1,000 g ) とサ 

ザエ 6 個 体 （合計300g) を放養し無給餌で 

飼育した。これらの基質を収容から20日後の 

9 月18 • 19日に男鹿市脇本地先の水深3 m の 

地点と象潟地先の水深4 m 地点に各々1個再 

投入した。投入時のブロックの表面は、小型 

直立海藻と有節サンゴモは除去され、無節サ 

ンゴモが優占した状態であった。

2) 小型ブロッ クを利用した既存増殖場の再利用に 

関する試験

9月18 • 19日に男鹿市脇本地先の投石漁場(1991 

年設置、12年経過）と象潟地先の既存増殖場に2 

種類の小型ブロック（30X 18x15cm、30x18x10 

c m )と小型平板ブロック（30X30X 6 c m )を各10 

個、合計60個を投入した。

3) 稚貝の人為添加による増殖試験

イワガキ稚貝を既存のブロックに人為的に添加 

する手法を検討するため、ホタテ殻を使用した採 

苗 器 （1連75枚）を 9 月25〜28日に金浦地先に10 

連、戸賀地先に20連の合計30連投入し、天然採苗 

を実施した。
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【結果及び考察】

1 漁獲実態の把握

(1) イワガキの操業状況

図 1 に示したとおり、県内の主なイワガキ漁場は 

県北部の岩館•八森 •能代、県中央の戸賀•船川 • 

脇本 •秋田、県南部の金浦•象潟•小砂川と広く分 

布し、水深は 1〜15m程度である。イワガキの漁獲 

状況を表1 に示したが、漁法はウヱッ卜スーツを着 

用した素潜りが主体である。漁期は県中央部では5 

〜 9 月、県北部と県南部は7 〜 8 月である。平成15 

年の着業者は184人で、県南部が7 2 %を占めた。各 

地区とも漁獲量の制限をしており、一人一日当たり 

の漁獲制限量は、県北部で100〜120kg、県中央部で 

80〜220kg、県南部で50〜90kgであった。

(2) イワガキ漁獲量の推移

本県におけるイワガキの漁獲量を図2 に示した。 

昭和50年代の後半は県南部地区を主体として100卜 

ン程度の漁獲量であったが、徐々に増加し平成2年 

には400トンを超えた。その後は減少傾向を示し平 

成 7年には190トンまで減少したが、再び増加傾向 

を示して平成15年には過去最高の422トンとなった。 

平成 8年以降の増加は県北部と県中央部の漁獲が本 

格化したことによるものである。

(3) 地区別イワガキ漁獲量の推移

地区別の漁獲量を図3 〜 5 に示した。県北部地区 

では平成7年から漁獲を開始し、平成12年に100卜 

ン弱まで増加したが、その後は停滞•漸減傾向にあ 

るo

県中央部では平成元年から漁獲を開始し、船川 • 

脇本地区を主体に増加して平成12年には160トンを 

越えた。平成13年に140トン弱に減少したものの、 

14年以降は180トン台を維持している。畠地区では 

平成 6年に漁獲を開始したものの8年後の平成14年 

以降には漁獲が無くなった。戸賀地区については平 

成 6年以降20卜ン前後で安定している。

県南部は平成2年には過去最大の360トンを漁獲 

した。その後は減少して平成10年には9 2トンまで減 

少したが、それ以降は100〜150トンの範囲で安定ま 

たは微増の傾向にある。

(4) イワガキの漁獲金額と単価の推移

県内のイワガキの漁獲金額と単価の推移を図6 に 

示した。漁獲金額は平成2 年〜10年までは1.1億円 

から1.4億の範囲であったが、平成11年以降増加傾 

向にあり、平成15年には2億円を超えた。単価は昭 

和62年の189円/kgから上昇し、平 成 7 • 9 年には 

600円/kgを超えたが、平成11年以降は450〜500円A g  

の範囲で比較的安定している。

(5) 漁獲物の銘柄別重量

岩館、能代、戸賀、船川、脇本、金浦、象潟、小 

砂川で漁獲されたイワガキの銘柄別の平均個体重量 

(殼付）を表 2 に示した。生食用では岩館、船川、 

金浦では400〜600g 程度の比較的大型のイワガキが 

出荷されているのに対し、脇本、象潟では100〜200 

g の小型個体も出荷されていた。最大は船川の15個 

入れの693g で、最小は象潟の50個入れの116g であっ 

た。むき身用は小砂川の45g であった。

(6) イワガキ漁獲物の付着基質

回答のあった75人のアンケート結果と各漁協の資 

料からイワガキを漁獲した基質別の割合について推 

定して図7 に示した。県全体では防波堤（及び周辺 

ブロックを含む）が4 4 %と最も多く、次いで天然礁 

が3 8 %、ブロック（増殖礁 •投石 •離岸堤•潜堤を 

含む）が1 8 %であり、防波堤とブロックを合わせた 

人工構造物から漁獲した割合が62% と過半数を占め 

た。地区別では県北部と県中央部が人工構造物への 

• 依存度が87〜8 9 %を占めたのに対し、県南部では人 

エ構造物の割合は1 4 %と低く、天然礁への依存度が 

8 6 %と高かった。

2 資源•生態調査

表 3 に県内11力所、39地点で実施したイワガキの生 

息状況の調査結果を示した。調査した地点は水深は1.5 

〜12.8m、底質は岩盤、転石、投石、ブロック（潜堤 

を含む)、防波堤であった。イワガキは能代地区のSt4 

を除いた全ての地点で出現した。出現したイワガキの 

生息密度は2.0〜1，600個/ m2、全高は11〜227腿、重量 

は0.2〜838g の範囲であった。優占海藻は県北部と中 

央部の戸賀•男鹿平沢では無節サンゴモ、有節サンゴ 

モが主体で、一部にアミジグサ科や小型の紅藻類が出 

現した。県中央部の脇本ではマクサ、ツノマタなどの 

小型紅藻類、県南部ではホンダワラ類、アミジグサ類、 

ツノマ夕などが主体であった。

主な底生生物は県北部ではキタムラサキウニ、イ卜 

マキヒトデ、 ヒトデ、マボヤなど、県中央部ではキタ 

ムラサキウニ、 レイシガイ、イトマキヒトデ、マボヤ、 

コケゴロモガキなど、県南部ではレイシガイ、イトマ 

キヒトデ、 ヒトデ、フジツボなどであった。

イワガキの稚ガキ（1、 2齢貝）は調査した39地点 

中の能代、戸賀、脇本、金浦、象潟、小砂川の16地点 

で出現した。 このうち稚ガキが50個/ m2以上の高密度 

で出現したのは、能代 st6、脇本 st4、象潟 stl、小砂 

川 st2、小砂川st4の 5地点であった。県北部の岩館• 

八森では稚ガキが認められなかったが、能代では米代 

川河口周辺の既存の投石（st6) と既存のブロック 

(st5)の 2 力所で8 〜76個/ m2の稚ガキが認められた。 

男鹿半島突端の戸賀では天然礁の多くの箇所から0.4 

〜21.6個/ m2の密度で稚ガキが認められた。男鹿平沢

- 3 6 8 -



では若干の稚ガキが認められたが、イワガキの殻の上 

に着生したもので既存の基質では認められなかった。 

脇本では新たな投石（st4)で1，600個/ m2と高密度で 

出現したが、漁獲済みの投石（stl)でも14.8個/ m2の 

稚ガキが認められた。県南部では金浦•象潟 •小砂川 

の天然礁の多くの地点で稚ガキが認められた。特に小 

砂川では砂質帯に隣接した岩盤の一部で高密度の稚ガ 

キが認められた。

イワガキ稚ガキの着生密度を基質別にみると、新た 

に投入した自然石などの基質には384〜1，600個 m2と高 

密度で着生するが、既存のコンクリー卜ブロックでの 

着生密度は0 〜0.8個/ m2 (平均0.7個/ m2) と少なく、 

天然礁では0 〜468個/ m2で場所により着生密度の差 

が大きい傾向が認められた。

I 資源の維持•増大手法の開発

(1) 既存コンクリー卜ブロックの再利用に関する試験

①岩盤清掃による既存コンクリー卜ブロックの再 

利用

②天日乾燥による既存コンクリー卜ブロックの再 

利用

③食植動物を利用した既存基質の再利用

標記項目については、 1年経過後の平成16年 8 

〜 9 月に基質の一部を回収してイワガキの着生状 

況を調査する予定である。

(2) 小型ブロックを利用した既存増殖場の再利用に関 

する試験

平成16年 8 〜 9 月に基質の移動•分散状況を把握 

するとともに、一部を回収してイワガキの着生状況 

を調査する予定である。

⑶稚貝の人為添加による増殖試験

平成16年 6 〜 7 月に採苗器を回収し、イワガキ稚 

貝の既存ブロックへの接着による増殖試験を行う予 

定である。

表 1 イワガキの漁獲状況と資源管理

秋田市

小砂川

地区 漁場 漁法 操業者数 漁期 漁獲制限量 (kg換算)
北部 岩館 素潜り 10 7〜8 月 7 〜8 k g 15箱 100〜120kg

八森 素潜り 10 7〜8 月 7 〜8kg 15箱 100〜120kg
能代 潜水器 3 7〜8 月 7 〜8kg 15箱 100〜120kg

中部 戸賀 素潜り 10 5 〜9 月丨0〜11kg 8箱 80〜90kg
椿 素潜り 3 5 〜9 月 10〜11kg 20箱 200〜220kg
船川 素潜り 14 5 〜9 月 10〜11kg 20箱 200〜220kg
脇本 素潜り 7 5 〜9 月 10〜11kg 20箱 200〜220kg
天王 素潜り 3 5 〜9 月 なし なし なし

南部 西目•仁賀保素潜り 5 7〜8 月 200個 50〜80kg
金浦 素潜り 36 7〜8 月 200個 50〜80kg
象潟 素潜り 80 7〜8 月 200個 50〜80kg
小砂川 磯見 5 〜6 月 30kg 3 箱 90kg

// 素潜り 12 7〜8 月 200個 50〜80kg
合計 193

図 1 イワガキ漁場
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図 2 イワガキ漁獲量の推移（秋田県）
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図 4 イワガキ漁獲量の推移（県南部地区） 図 6 イワガキ漁獲金額と単価の推移

表 2 イワガキ漁獲物の銘柄別個体重量

銘 柄 岩館 八森 能代 戸賀 船川 脇本 金浦 象潟 小砂川

生食用 15個入れ 460 693
〃 20個入れ 350 533
// 25個入れ 236 381 391 394 436
// 30個入れ 303 312 240 283 325 240
// 35個入れ 236 226
// 40個入れ 236 199 182
" 50個入れ 160 116

むき身用(30kg入れ） 45

県合計 県北部地区 県中央地区
■ブロック

( J 3 ，.

県南部地区

図 7 イワガキ漁獲物の基質別比率
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表 3 イワガキ生息状況調査結果

地 区 水深

m
底 質 イワガキ密度 

個 / m2
イワがキ全長 

mm
イワがキ重量

g
イワがキ稚貝 

密 度 個 / rtf
優占海藻 主要生物 備 考

1 岩 館 St1 10.8 岩盤■転石 4.6 78〜 154 9 0 -  461 0.0 無節•有節石灰藻 ササ1 、キタムラサキウこ、マホ*ヤ

2 岩 館 st2 6.8 平坦な岩盤 12.0 104〜 160 220〜 464 0.0 無節石灰藻 (80%) キタムラサキウニ

3 岩 館 st3 7.3 平坦な岩盤 9.6 95〜 148 132〜 441 0.0 無節石灰藻 (50〜60o/o) キタムラサキゥニ

4 岩 館 st4 6.0 テ卜ラポット 70.6 113〜 162 195〜 462 0.0 (イワガキ密生）

5 八 森 st1 1.5 ブロック 41.0 91〜 150 108〜 305 0.0 アナアオサ■小型紅藻類 (80〜100%)
6 八 森 st2 4.3 大型転石 2.0 83〜 173 277〜 486 0.0 小型紅藻類 (50〜60o/o) 仆マキヒトデ、ヒ卜T
7 八 森 st3 3.7 岩盤 15.8 98〜 136 17 卜  321 0.0 ェゾャハス* 仆マキヒトデ、ヒ卜T
8 八 森 st4 4.6 大型転石■岩盤 10.4 127〜 148 256〜 735 0.0 有節石灰藻 ササ*エ、マホ*ヤ

9 能 代 St1 6.5 ブロック 3.4 99〜 145 159〜 346 0.0 無節石灰藻 (80〜900/0)、アカモク幼体 キタムラサキゥニ

10 能 代 st2 6.4 ブロック 51.8 69〜 145 3 卜  481 0.0 無節石灰藻 (80〜90%) 仆マキヒトデ、マホ々、コケゴロモがキ

11 能 代 st3 7.3 ブロック 10.6 88〜 136 95〜 224 0.0 無節石灰藻 (80〜90%) キタムラサキゥニ、マホ*ヤ、フシW
12 能 代 st4 12.8 投石 0.0 〜 〜 0.0 フy ツ扩

13 能 代 st5 5.9 テ卜ラブロック 49.4 25〜 227 2 〜 838 8.0 米代川河口周辺

14 能 代 st6 2.4 投石 260.0 20〜 124 1〜 170 76.0 アナアオサ（10〜20 % )、小型紅藻類 (30%) レイシカ、、イ

15 戸賀 St1 4.6 岩盤 3.6 50 〜 109 1 7 -  263 0.0 無節石灰藻、ェゾヤハス'* レイシカV 、イカV 、キタムラサキウこ、コケゴロモがキ

16 戸賀 st2 6.8 岩盤 45.2 32〜 121 4 〜 267 21.6 無節石灰藻 キタムラサキウこ、イがイ、仆マキヒトデ、レイシがイ

17 戸賀 st3 9.1 岩盤 28.0 33〜 133 4 〜 304 2.2 無節石灰藻 (80〜100o/o) イがイ、キタムラサキウニ、コケゴロモカ、 キタムラサキ多し

18 戸賀 st4 5.2 岩盤 60.0 30〜 123 3 〜 277 15.8 無節石灰藻 (80%) キタムラサキウこ、イがイ、コシダカ力'、ンがラ、レイシがイ

19 戸賀 st5 9.1 岩盤 13.0 29〜 128 5 〜 400 2.0 無節石灰藻 (90〜100%) キタムラサキゥニ、仆マキヒトデ、マホ々、フy ツ扩

20 戸賀 st6 4.7 テ卜ラブロック 65.2 21〜 107 卜 172 0.4 無節石灰藻 (8 0% )、有節石灰藻（10%) イがイ、キタムラサキゥニ

21 男鹿平沢 St1 9.7 防波堤•垂直面 74.8 40〜 166 1 0 -  622 0.0 有節石灰藻、小型紅藻類 マホ'  エホ•ヤ、ヒメエがイ、V ニエカV 、フシ•ツホ* カキの上に稚がキ着生

22 男鹿平沢 st2 10.0 防波堤•垂直面 10.6 35 〜 80 8〜 57 0.0 有節石灰藻、小型紅藻類 マホ、、イカV 、ムラサキイがイ、コケ：T ロモがキ

23 男鹿平沢 st3 1.8 ブロック 19.2 89〜 151 116〜 436 0.0 有節石灰藻、小型紅藻類

24 脇 本 St1 3.3 投石 32.8 40〜 140 9 〜 364 14.8 マクサ、ツノマタ(70〜80%) レイシがイ、ナミマがシワがイ、コケゴロモがキ H3年設置、一部に 1齢稚がキ

25 脇 本 st2 3.9 投石 282.4 54 〜 86 1 5 -  75 0.0 (全面にイワがキ) レイシがイ、フシ•ツホ，、ムラサキイがイ H13年 設 置 _2年目

26 脇 本 st3 3.6 投石 109.0 39〜 192 10〜 290 0.0 マクサ、ツノマタ(20〜50%) フy ツホ# H9年 設 置 年 目 •今 年 漁 獲

27 脇 本 st4 3.9 投石 1,600.0 11〜 38 0 .2 -  5 1,600.0 アナア才サ(50〜60%) H14年 設置 _1年目

28 西目 st1 3.3 ブロック■投石 45.6 47〜 138 1 7 -  305 0.0 小型紅藻類 (20〜30%) フシ*ツホ、

29 仁 賀 保 St1 4.2 ブロック 26.0 93〜 144 103〜 410 0.0 ホンダワラ類■ッノマタ■ェゾワハで他(20〜30%) クモヒトデ 泥多し

30 金 浦 St1 10.5 転石•岩盤 45.2 38〜 134 3 〜 402 38.8 無節石灰藻 フシW カキ殻上にフジツボ

31 象 潟 St1 7.4 転石 55.6 24〜 124 2 〜 307 55.6 ホンタ•ワラ類（10〜20%) フシ，ホ* 1，2齢貝主体

32 象 潟 st2 8.7 転石 27.8 22〜 138 2 〜 432 26.0 ホンダワラ類■イシモス》■ェゾヤハス’ ■(10〜20% ) ササ1 、才才へビがイ、フv ツ‘
33 象 潟 st3 10.6 転石 34.0 42〜 160 9 〜 432 0.8 シワヤハス、イシモでク（2〜3%) 今年の漁獲中の漁場

34 象 潟 st4 6.1 転石 54.8 69〜 162 35〜 483 5.8 シワヤハで他(20〜300/0)、無摂石灰藻 レイシがイ、ァワビ、サデェ 禁漁区

35 小砂川 st1 3.3 投石 6.4 84〜 151 164〜 519 0.0 シワヤハス、ツノマタ（10%) ウス*マキ：Tカイ（80〜90% ) 、レイシがイ H7年 設 置 _6年後から漁獲

36 小砂川 st2 2.7 投石 384.0 22 〜 36 1〜 5 384.0 有節石灰藻、小型紅藻類 仆マキヒトデ、ヒトデ(小型） H14年 設 置 _1年目

37 小砂川 st3 2.3 転石 8.2 24〜 137 4 〜 270 1.0 ッノマタ_小型紅藻類 (10〜20%) レイシカV、仆マキヒトデ、ナミマがシワがイ 稚がキ、死殻多し

38 小砂川 st4 3.5 転石 468.0 65 〜 97 2卜 176 468.0 ツノマタ■小型紅藻類 (5〜10% ) レイシがイ、ヒトデ(小型） 大稚ガキ場■周辺は砂質帯

39 小砂川 st5 4.0 イワガキ樵 233.4 68〜 107 一 〜 — 0.0 礁の上部に着生、周辺は砂質帯



マリノベーション推進事業（鋼製イワガキ増殖礁の開発)

【目 的 】

天然岩礁及び増殖礁では、付着したイワガキを一度漁 

獲すると、再付着し難いことが明らかとなっている。そ 

こで、鋼材の特性である锖を利用し、採捕後に新しい基 

質を出現させることで、稚貝の再付着を促進させるため 

の試験を行い、鋼製イワガキ增殖礁（以 下 「試験礁」と 

いう。）の可能性を検討することとした。

試験礁の製作及び設置について日鐵建材工業株式会社 

が、試験礁の効果などの調査については水産振興セン夕ー 

が担当した。

【方 法 】

1 実 施 期 間 2003年 8 〜10月 

2 実施場所金浦町の地先海域 

3 調査方法

金浦地先の水深6 m の海域において、2000年 9 月13 

日に試験礁の設置を行った。試験礁の構造については 

図 1 に示した。表面処理を全く施さない鉄板をT Y P E  

1及び 2 とした。イワガキを漁獲した直後の基質の伏 

態を想定して、海水により請を進行させた後、表面の 

鋳を剥離した鉄板をT Y P E  3 とした。 イワガキを漁 

獲した後、 しばらく経過した基質の状態を想定して、 

海水により锖を進行させただけの鉄板をT Y P E  4 と 

した。

T Y P E 2 〜 4 については、海中に設置後、付着した 

イワガキは漁獲サイズになるまで放置し、成長、脱落、 

鋼材の腐食状況を調査する。T Y P E 1 については、上 

面を 6分割し、設置から1年経過するごとに1又は 2 

区画の表面剥離を行って、再付着の様子を調査するこ 

ととした。

なお、比較のため、同時期にイワガキ増殖事業によ 

り隣接設置されたコンクリ一卜製イワガキ増殖礁（以 

下 「A K  —  4 礁」（図 2 ) とする。）についても、最上 

面の0.1〜0.25m2を表面剥離することとした。

これまで表面剥離を、T Y P E 1 については、2001年 

8 月10日、2002年 8 月19日に、A K — 4礁については、 

2001年 8 月10日、10月 9 日、2002年 8 月19日に行って

いる。

本年度の表面剥離は、T Y P E 1 については、 8 月28 

日、10月 7 日に、A K —  4 礁については、10月 7 日に 

行った。 8 月28日については、T Y P E 1〜 4 の上面、 

支柱それぞれ5 か所について、25cmX 25cm方形枠内に 

生息するイワガキ数を計数した。また、T Y P E 1から 

剥離したイワガキ個体のサイズを測定した。さらに、

三 浦 信 昭

前年度までに表面剥離した部位へのイワガキの付着数

と全高を測定した。A K  —  4 礁についても同様に調査

した。ただし、サイズの測定は、剥離した個体でなく、

ランダムに採集した個体を用いた。

【結果及び考察】

8 月28日に調査した各区のイワガキの生息密度及び付 

着伏況について、表 1、図 3 に示した。

T Y P E 1 は、剥離した部位以外はイワガキが高密度で 

生息していた。T Y P E  3 の上面については、イワガキの 

付着面積が前年の調査時（97.7% ) から大きく減少して 

お り （60.8% ) 、波浪などにより基質表面ごと剥離され 

たものと推察された。T Y P E  2、 4 については、前年と 

ほぼ同様の付着面積であった。イワガキが付着していな 

い基質面は、鉄請が浮き出ており、その上に浮泥が堆積 

していた。

イワガキが付着している面については、生息密度に大 

きな差はなく、310〜480個/ m2であった。一方、A K  —  

4 礁は 0 〜550個/ m2とばらつきが大きく、上方ほど減 

耗が大きかった。

生息密度の経年変化については、2001年から2003年に 

かけて、試験礁が1，807個/ m2から377個/ m2へと20.9% に 

減少したのに対し、A K —  4 礁が2,553個/ m2から194個/ 

m2へと7.6%に減少しており、試験礁の方が高い生残で 

あった。

基質剥離試験は、前年同様イワガキの漁獲期である8 

月に、T Y P E 1 の上面6分の 1 の面積について、基質表 

面ごとスクレイパーで剥離した。剥離したイワガキのう 

ち、生存貝は50個であった。イワガキの形質については 

表 2 に示した。平均殼高は88.4mmで、A K — 4礁の75.8 

mmと比較して大きかった。平均全重量については、102.1 

ぎと、A K — 4 礁の69.7 g に比べ著しく大きいが、 これ 

は、下殻付着面に残った基質表面（酸化鉄）の重量が含 

まれているためと考えられた。

基質剥離した部位への再付着状況は表3 に示した。一 

昨 年 （2001年）に剥離した部位に昨年8個再付着を確認 

したが、本年において、その数は変わっておらず、平均 

全高は71.9mmとなっていた。昨年剥離した部位には、 3 

個付着しており、生息密度にすると26.2個/m2であった。 

A K - 4 礁において、昨年の同日に剥離した部位の生息 

密度が30.0個/ m2であったことから、試験礁に高い再付 

着効果は認められなかった。

これまでの調査から、イワガキの付着時期は9 〜10月 

であることが明らかとなっている。 しかし、イワガキの
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漁期が7 〜 8 月であることから、基質剥離試験は実用化 

を想定し、漁期内に実施してきた。つまり、剥離からイ 

ワガキの再付着まで1〜 2 か月が経過したこととなる。 

試験礁へのイワガキの再付着が少なかった要因の1つと 

して、この間に基質面から浮き出た鲭による付着阻害が 

考えられた。そこで、基質剥離をイワガキ付着期である 

10月においても行い、 8 月の剥離と再付着状況を比較す 

ることとした。 このとき、A K — 4 礁においても、上か 

ら 1及び 2段目の面0.25m2について表面剥離を行った。

また、当初の仮説が間違っており、鉄であっても古い基 

質にはィワガキが付着しにくいということも考えられる 

ことから、新しい鉄板を隣接設置して、付着状況を比較 

することにした。鉄板のサイズは45丽 X 45^X3.2mmで、 

海底から高さ約50cmの位置に水平に2枚、垂直に 2 枚設 

置した。

今後は、付着状況について、基質剥離時期別の比較や、 

剥離と新設での比較をするとともに、既に付着している 

個体の成長や生残を追跡調査していく。

T Y P E 1 • 2 ：表面処理を施さない鉄板 ※ a 〜 j は、イワガキ生息密度測定部位

T Y P E  3 :海水により锖を進行させた後、表面の鋳を剥 

離した鉄板 

T Y P E  4 :海水により鲭を進行させた鉄板

表 1 鏑製イワガキ増殖礁におけるイワガキ生息密度（個，m2)

2001年 8月 10日 2002年 8月 19日 2003年 8月 28日
試験区  ニ--------------------- ニ ---------------------- ニ -------------

X  土 SD N  X  土 SD N  X  土 SD N

TYPE 1 ( a ) 2, 000±361 3 662. 4±98. 4 5 403. 2±77. 1 5

TYPE 2 ( b ) 1，867±252 3 428. 8±42. 9 5 310. 4±44. 7 5

TYPE 3 ( c ) 1，900±200 3 604. 8± 34. 7 5 480. 0± 58. 8 5

TYPE 4 ( d ) 1，333±321 3 432. 0土 121.3 5 339. 2±71. 0 5

支 柱 （e ) 1，933±58 3 563. 2±59. 2 5 352. 0±77. 6 5

全平均 1，807±333 15 538. 2± 119. 5 25 377. 0±86. 3 25

最 上 段 （f ) 2, 600±400 3 51.2±20. 9 5 0. o±o. 0 5

2 段 （g) 3,167± 153 3 22. 4土 24. 3 5 12. 8±20. 9 5

3 段 （h) 2, 900±600 3 230. 4± 73. 8 5 224. 0± 77. 6 5

最 下 段 （i ) 2, 233±611 3 726. 4土 182. 3 5 550. 4±60. 5 5

側 面 （j ) 1，867±416 3 142. 4土 113. 8 10 184. 0± 159 .0 6

全平均 2, 553±621 15 219. 2± 259. 7 30 193. 8±215 .3 26

※ 人為的又は g 然に表面剥離した部位は測定の対象としていない。



最 上 段  
T Y P E 1

2 段 

T Y P E 2

3 段 

T Y P E 3

4 段 

T Y P E 4

図 3 鋼製イワガキ増殖礁におけるイワガキ付着状況（2002年 8 月19日調査)
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表 2 鋼製イワガキ増殖礁におけるイワガキのサイズ

調查月日 試験区
全 高  
X  土 SD 
(mm)

殼 尚  
X  土 SD 
(mm)

殻 長  
X  土 SD 
vmm)

殼 幅  
X  土 SD 
、mm)

全重量 
X  土 SD 
(g)

N

銅製増殖礁 29. 8± 6.1 27. 9± 6 . 1 22. 5± 6.1 8. 7± 2. 2 2.8± 1.4 120
2001/8/10

A  K  -  4 礁 27. 2± 7. 2 26. 2± 7. 0 22. 9± 7. 4 5. 3± 1.2 1.8± 1.3 60

2001/10/9 A  K  —  4 碟 27. 8±5. 8 27. 1±5. 6 22. 0± 6. 6 4. 6土 1.2 1• 3±0. 8 23

鋼製増殖礁 81. 1± 17. 4 69. 4土 13. 6 43. 0± 9. 8 26. 8± 6. 6 41.2 土 16. 8 67
2002/8/19

A  K  —  4 礁 67. 1± 11.3 61. 9± 11.0 46. 5 土 12. 4 21. 3± 5. 8 31 .6± 10. 8 40

鋼製増殖礁 108. 2± 17. 9 88. 4 土 12. 9 54. 9 ± 8. 6 36. 2± 7. 6 102 . 1±32. 3 50
2003/8/28

A  K  —  4 礁 84. 1± 14. 3 75. 8± 13. 0 50. 9±9. 2 31. 7± 7. 0 69 .7±27. 3 39

2003/10/7 鋼製増殖礁 107. 9± 13. 8 85. 1± 9. 4 56. 7土 10. 0 36. 3± 9. 2 104 .6± 33.1 32

※鋼 製 増 殖 礁 は 表 面 剥 離 試 験 で 除 去 し た 個 体 、 A K —  4 礁 は ラ ン ダ ム に 採 集 し た 個 体

表 3 鋼製イワガキ増殖礁における表面剥離後のイワガキ付着状況（2003年 8 月28日調査)

鋼製増殖礁 A  K  —  4 礁

剥 離 面 積 （m2) 0. 1144 0. 1

生 存 個 体 数 （個 ） 8 0

2001年 8月 1 0日剥離 生 息 密 度 （個 / m2) 69. 9 0

死 亡 個 体 数 （個 ） 0 6

全 高 （mm ) 叉土 SD 71.9± 9. 9

剥 離 面 積 （m2) 0. 1

生 存 個 体 数 （個 ） 0

2001年 10月 9 日剥離 生 息 密 度 （個 / m2) 0

死 亡 個 体 数 （個 ） 3

全 高 （mm) 又土 SD

剥 離 面 積 （m2) 0.1144 0.1

生 存 個 体 数 （個 ） 3 3

2002年 8月 1 9日剥離 生 息 密 度 （個 / m2) 26. 2 30. 0

死 亡 個 体 数 （個 ） 0 9

全 高 （mm) 又土 SD 31.0±5. 3 10. 0 土 1.7



クルマエビの標識放流• 市場調査

古 仲 博

【目 的 】

エビなどの甲殼類は脱皮を行うため、 これまで有効な 

標識方法はほとんど見られなかったが、尾肢カットによ 

る再生尾肢に見られる帯状の暗赤色色素の発現の違いを 

利用した標識の有効性が宮嶋他1〕(1996) により実証さ 

れたので、放流効果を把握するために稚エビの時期別標 

識を実施した。

【方 法 】

1 中間育成

2002年に秋田県栽培漁業協会で種苗生産されたクル 

マエビを水産振興セ ンタ ー で 中間育成したものを用い 

た。中間育成はlOnfFRP円形水槽2面を用い、 l m 2 

当たり1，000尾をめどに収容した。育成条件を同様に 

して時期別の生残率を比較するために設定した。底に 

は二重底プレー卜を全面に置き、上にマッ卜及び150 

//ネットを重ね、その上に砂を厚さ約5 cm敷いた。育 

成は第 1回目が8 月20日から9 月30日までの41日間、 

第 2 回目は9月12日から10月27日までの45日間行った。 

注水量は19〜22 f/min、給餌は朝 •夕方で、夕方主 

体で行った。

尾肢カット作業は第1 回目10月 1 日に稚エビ9,793 

尾の左尾肢を切除、第 2 回目は10月28日に稚エビ5,952 

尾の右尾肢を切除した。 切除後の稚エビは、 30m3 

F R P 円形水槽内にモジ網を張り、取り揚げを容易に 

した。

放流は翌日に予定していたが1回目はしけが3 日続 

いたことにより畜養した結果、 1,493尾の死亡があっ 

た。 10月 5 日に稚エビ8,300尾 （体長53.1mm)、2回目 

は10月29日に稚ヱビ5,900尾 （体長45.8mm) をそれぞ 

れ卜ラックに積み（1 m3キャンバス水槽1 基）合計 

14,200尾を天王地先に放流した。方法はキャンバス水 

槽からタモ網ですくいバケツに入れて、人の手で水深 

50〜60cmの砂辺域へ行った。

2 市場調査

2003年クルマエビ漁獲が開始された7 月 2 日から9 

月19日までの間に延べ21日間、秋田県漁業協同組合、 

船川総括支所天王町支所及び北浦総括支所戸賀支所、 

五里合支所で水揚げされた活魚親エビで確認した。標 

識エビ228尾を精密測定した。なお、現場測定は調査 

日ごとに雌、雄10尾で、合わせて341尾行った。

【結 果 及 び 考 察 】

1 中間育成

中間育成結果を表1、体長組成を図1 に示した。

表 1 中間育成結果

水 槽 1 2

育成期間 8/20〜9/30 9ハ 2〜10/27

育 尾 数 （尾） 12,310 10,000
成

開

始

密度 (尾/m2) 1,231 1,000

平均全長 (mm) 21.2 25.6
時 平均体重 (mg) 37 64

尾 数 （尾） 9,793 5,952

育 密度 (尾/m2) 979 595
成

終

了

全 長 （mm) 51_6〜71.7(avg 60.9) 41.0-67.0(avg 54.0)

体 長 （mm) 44.5-61.4(avg 53.1) 35.6-58.0(avg 45.8)
時 体 重 （mg) 880〜3,060 (avg 1,610) 550〜2,150 (avg 1,280)

生 残 率 （％ ) 79.6 59.5

棵 識 左尾肢カット 右尾肢カット
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%
_ 1 回 目 体 長 53.1 mm±4.3 
□  2回 目 体 長 45.8mm土 5.8

32 36 40 44 48 52 56 60 64

図 1 第 1、 2 回目体長組成

第 1回目は平均全長21.2mm、平均体重37mgの稚エビ 

12,310尾を収容し、取り揚げは9,793尾で生残率は79.6 

% 、サイズは平均全長60.9mm、平均体長53.1mm、平均 

体重l，610mgであった（左尾肢切除標識)。第 2 回目は 

平均全長25.6mm、平均体重64mgの稚エビ10,000尾を収 

容し、取り揚げは5,952尾で生残率は59.5% 、サイズ 

は平均全長54.0mm、平均体長45.8mm、平均体重l，280mg 

であった（右尾肢切除標識)。第 2 回目は第1 回目よ 

りも収容時のサイズが平均全長で4.4麵大きかったが 

取り揚げ時は平均全長で6.9mm、平均体長で7.3画小さ 

かった。これは、飼育時期の違いによる水温の影響に 

よるものと考えている。なお、第 2 回目の生残率が60 

% 弱と低い値を示したのは、水槽の整備に不備が生じ 

たものである。水槽の側壁とマットなどの隙間から砂 

が落ちて、その中に稚エビが入ったもので、取り揚げ 

時には数百尾が死亡し稚ヱビが赤くなっていた。 これ
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は、中間育成開始時に、詳細な点検整備することによ 

り改善できるものと考えている。

第 1、 2 回目水温を図2 、第 1 回目のp H、比重を 

図 3、 4 に示した。

9/4 9/11

図 2 第 1、 2 回目水温の推移

水温はA M  9 :00と？]\^16:00の 2 回測定した。第

1、 2 回目とも16 : 00時の水温が若干高い傾向を示し 

た。 ここでは、 9 : 00時の水温について述べる。第 1 

回目は期間中の水温は20.8〜25.8°Cで平均23.1°C、第 

2 回目は17.3〜23.2°Cで平均20.6°Cであった。第 1 回 

目は平均水温23.1°Cで飼育期間中に20°C以下になる日 

はなく、クルマヱビの成長維持水温の下限である20°C 

を確保できたことで成長が順調に推移したものと推察 

される。第 1回目水温の傾向は飼育後徐々に上昇して、 

9 月 2、 3 日に25.8°Cの最高に達して、その後飼育の 

経過とともに低下していった。それに比べて、第 2 回 

目は飼育開始の2 日後の9 月14日に23.2°Cの最高に達 

しその後、飼育経過とともに低下し、10月 9 日に水温 

が20°Cを割り、その後、10月27日までの19日間は20°C 

以下で推移したことが、成長に大きな影響を与えたと 

考えている。

第 1 回目 p H は8.0〜8.3の範囲で平均8.2、比重は 

(“ )1.0222〜1.0244の範囲で平均1.0234であった。 

第 2 回目は欠測した。

! 市場調査

調査日別、尾数及び標識尾数を表2 に示した。

親エビ8,686尾を調べ、そのうち228尾の標識ヱビが 

確認された。雌は65尾、内訳は右尾肢26尾、左尾肢39 

尾、雄は163尾、内訳は右尾肢82尾、左尾肢81尾で、

to
9

.................................... Wb
6 -------1-------1------r-
8/21 8/28 9/4 9/11 9/18 9/25

図 3 p H の推移

2

2

2

2

2

2

 ..

••月甘

8/21 8/28 9/4 9/t1 9/18 9/25

図 4 比重の推移 

表 2 調査日別、尾数及び標識数

調査日 隻数 調査数 標識数 標識率 早 d71

(尾） (尾） ( % ) 右尾肢

(尾）

左尾肢

(尾）

右尾肢

(尾）

左尾肢

(尾）

7/2 2 646 8 1.24 2 0 4 2
7/3 3 575 10 1.74 0 1 3 6
7/4 3 511 9 1.76 1 0 6 2
7/9 3 443 9 2.03 1 0 4 4

7/10 1 90 0 0.00 0 0 0 0
7/14 3 439 13 2.96 0 1 7 5
7/16 2 577 16 2.77 2 3 8 3
7/17 3 526 20 3.80 1 3 9 7
7/18 3 571 17 2.98 2 3 6 6
7/31 2 181 5 2.76 0 0 3 2
8/6 3 142 2 1.41 2 0 0 0

8/11 3 477 20 4.19 4 7 3 6
8/18 3 434 14 3.23 0 6 2 6
8/19 3 613 20 3.26 5 4 3 8
8/21 4 547 17 3.11 2 3 8 4
8/27 4 358 8 2.23 2 1 2 3
8/28 3 379 9 2.37 0 1 5 3

9/3 2 423 14 3.31 1 2 4 7
9/5 4 409 12 2.93 1 3 5 3

9/18 2 208 4 1.92 0 1 0 3
9/19 2 137 1 0.73 0 0 0 1
計 8,686 228 2.62 26 39 82 81

右 尾 肢 ：108尾 

左 尾 肢 ：120尾

右尾肢全体では108尾、左尾肢は120尾であった。 

雌 •雄の体長と体重の関係を図5 に示した。
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挪  □欏撖

■無標識

16 18 20 22 24

逆 ....f U 4   ロ欏撖

a 無欏職

cm1 \ I

12 14 16 18 20 22 24

7 月

1 一..* .0=1.58
□標黻

無標識

14 16 18 20 22 24

雄 .....n = 163

15 20 25 5 10 15 20 25

図 5 雌•雄体長と体重の関係

図 6 親ェビ体長組成の推移

標識エビの測定から、雌で y =0.0063x3229 

(R=0.9725)、雄でy=0.0097x3。578 (R=0.9669)

の式が得られた。

調査期間中の標識エビ及び現場で測定したエビの計 

569尾について、月、標識別の雄•雌の体長組成を図 

6 に示した。

月別の平均体長は雄が7 月13.8cmで標識87尾、無標 

識71尾、 8 月14.7cmで標識53尾、無標識71尾、 9 月 

15.4cmで標識23尾、無標識30尾、雌は 7 月15.4cmで標

識20尾、無標識71尾、 8 月16.5cmで標識37尾、無標識 

68尾、 9 月17.7cmで標識8尾、無標識30尾であった。

雌 •雄の標識エビは各階層に含まれており、稚エビ 

は放流後順調に天然群に混じったと推察された。

成長は雄が7 月から 8 月に平均0.9cm、 8 月から 9 

月に平均0.7cm、雌は 7 月から8 月に平均1.1cm、 8 月 

から 9 月に平均1.2cmで、雌が雄より良かった。

雄の比率を図7 に示した。
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図 9 五里合親ェビ体長組成

図8 戸賀親エビ体長組成 
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20 22 24

20 22 24

推察された。考えられることは、前述した放流時の稚 

エビが餌を充分に取れなかったことにより、放流直後 

の減耗が多かったものと推察される。なお、全体の有 

標識率、回収率とも前年よりも高い結果であったが、

これは放流時の平均体長が前年の33.9mmから今年は 

45.8mm、53.1mmと大型であったことが大きな要因と想 

定される。

天王町支所以外では、戸賀支所及び五里合支所で市 

場調査を実施した。

戸賀、五里合支所での体長組成を図8、 9 に示した。

戸賀支所は調査333尾中に測定したのが雄•雌合わ 

せて116尾で平均体長は雄が15.7cmで標識 3 尾、無標 

識53尾、雌は18.1cmで標識3尾、無標識57尾であった。

五里合支所は調査243尾中に測定したものが雄•雌 

合わせて97尾で平均体長は雄が15.9cmで標識0尾、無

図7 期間中の雄比率

7 月 2 日〜 9 月19日までの21日調べた結果、8,686 

尾中雄が6,431尾で平均74.0%であった。 7 月は70% 

以上を占めて推移し、 8月 6 日で49.3%と低下し、雄、 

雌の出現がほぼ同等の比率になった。その後は、また、 

徐々に雄の比率が上回り9 月19日の最終日は81.8% で 

あった。なお、前年も同様の傾向を示した。

放流と市場調査結果を表3 に示した。

表3 市場調査結果

項 巨 有 標 識 率 回 収 率

月 日 2002/10/5 2002/10/29

放 放流尾数（尾） 8, 300 5, 900

平均全長（ram) 60. 9 54. 0

平均体長（mm) 53.1 45. 8

流 左尾肢カット（尾） 8, 300

右尾肢カット（尾） 5,900

月 日 2003/7/2

市 2003/9/19

調査日 延 べ 21日

場 調査尾数 8,686 (罕 2, 255 W  6,431)

標識尾数 228 2. 62 1.60

調 罕左尾肢（尾） 39
1.38 1.44

o71左 尾 肢 （尾） 81

查 早右尾肢（尾） 26
1.24 1.83

W 右 尾 肢 （尾） 82

孚有標識率2.88% c?有標識率2.53%

有標識率は全体で2.62%、前年調査結果の1.66% を 

約 1 % 上回った。回収率は全体で1.60%であり、前年 

調査結果の1.19%を上回った。左尾肢の有標識率は 

1.38%、右尾肢が1.24%で左尾肢が0.14% 高い値を示 

した。

標識別では、第 1回 目 （左尾肢カッ卜）雌39尾、雄 

81尾の計120尾で回収率は1.44%、第 2 回 目 （右尾肢 

カット） は雌26尾、雄82尾の計108尾で回収率は1.83 

% で、第 2 回の放流群が0.39%高い値を示した。前年 

度までの結果では、早期に大型サイズの稚ヱビを放流 

すると有標識率、回収率とも向上する傾向を示した。 

しかし、本年度は第1回目10月 5 日 （体長53.1mm) と 

第 2 回目10月29日 （体長45.8mm) の放流群について比 

較した結果、有標識率は第1回目が0.14%上回ったが、 

回収率は第2 回目が体長で7.3讓小さく、放流時期も 

24日遅い条件にもかかわらず0.39% 高い値を示したこ 

とは、第 1回目の放流稚ェビに何らかの原因があると
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標識51尾、雌は17.6cmで標識 1尾、無標識45尾であっ 

た。また、戸賀支所の標識6尾のうち1歳は 5尾、 2 

歳は 1尾、五里合支所の標識1尾は 2歳であった。

戸賀、五里合で2歳の標識親エビが各1尾 （雌）確 

認された。これを、倉田2〕 (1979) のクルマエビ雌の 

推定成長曲線（図1 0 )に載せてみると、秋田県沿岸の 

年間水温、日照時間の条件の違いを勘案して推定した 

が、標識ヱビの成長曲線よりは大きく外れている。

この標識結果から天王地先で秋に放流した稚エビの 

北への移動は、翌年の秋には戸賀地先、男鹿半島（図 

1 1 急激に深くなっている）を通り過ぎて五里合地先 

に達するには、 2年を要することが推察された。

図1 1 男鹿半島付近の地形
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付録 1 2 0 0 3年天王町支所標識ェビ測定結果

月日 NO T.L B.L B.W 左外尾 右外尾 左内尾 右内尾 早c? 標 識 月日 NO T.L B.L B.W 左外尾 右外尾 左内尾右内尾孚 d 標 識

mm mm g mm mm mm mm 左 右 mm mm g mm mm mm mm 左 右

7/2 1 179.8 158.1 44.9 23.9 23.9 19.8 孚 右内 7/17 66 164.7 143.8 31.3 22.4 20.9 18.6 18.5 c? 右外

7/2 2 163.5 141.1 29.7 22.4 21.6 18.7 18.5 孑 右内 7/17 67 154.1 134.0 26.5 20.6 20.5 18.4 17.3 右内

7/2 3 188.4 163.9 50.3 24.7 20.3 18.3 孚 右内 7/17 68 154.3 136.5 28.2 21.3 19.4 17.6 16.7 右内

7/2 4 158.2 138.4 28.7 22.7 22.8 17.2 18.6 孑 左外 7/17 69 158.4 137.7 27.5 20.0 21.0 16.3 17.4 cf 左内

7/2 5 166.9 143.9 32.7 23.4 23.4 18.3 18.3 左内 7/17 70 165.7 145.3 34.8 21.2 22.2 17.9 18.0 c? 左外

7/2 6 152.0 132.1 25.5 21.2 17.2 16.9 15.9 cf 右外 7/17 71 151.5 127.8 26.7 18.4 21.4 17.5 16.9 cf 左外内

7/2 7 157.6 137.4 27.9 22.8 21.5 17.6 13.8 孑 右内 7/17 72 161.2 141.0 33.1 20.3 20.9 17.0 18.0 早 左外内

7/2 8 156.4 136.2 26.9 21.1 20.5 17.2 17.3 右外 7/17 73 170.3 147.4 35.3 23.1 欠 19.4 18.1 右内

7/3 9 148.4 129.4 24.4 19.7 20.4 15.3 16.6 左内 7/17 74 163.5 142.1 31.3 20.3 21.5 17.6 17.7 左外

7/3 10 170.3 151.6 38.0 22.4 22.5 17.1 18.7 子 左内 7/17 75 158.0 137.0 27.4 20.9 20.9 16.8 17.3 左内

7/3 11 154.4 134.7 27.6 19.2 19.8 17.3 16.2 d ' 左外 7/17 76 162.6 141.0 31.9 21.8 20.7 18.4 16.8 右内

7/3 12 163.1 141.2 32.7 22.5 20.4 17.6 17.3 孑 右外 7/17 77 155.5 134.9 25.7 20.1 20.8 15.6 17.2 孑 左内

7/3 13 160.1 142.0 31.2 21.2 21.6 17.1 16.2 孑 右内 7/17 78 168.7 146.8 34.2 22.5 21.6 18.4 17.9 cf 右外

7/3 14 141.6 123.1 21.0 18.2 19.1 15.1 15.4 左外 7/17 79 152.6 133.6 26.4 20.1 20.7 16.4 16.5 cf 左内

7 /3 15 161.1 142.9 33.4 19.9 20.7 17.2 17.6 孚 左外 7/17 80 157.6 137.0 27.9 21.4 20.8 17.8 17.0 c? 右内

7 /3 16 147.7 128.4 23.0 欠 19.0 16.6 14.6 孑 右内 7/17 81 158.2 138.0 28.7 21.2 21.0 17.5 17.3 c? 右内

7/3 17 136.7 121.6 19.9 16.2 17.7 13.5 15.6 左内 7/17 82 184.2 161.1 49.8 22.5 24.2 19.3 20.5 孚 左内

7/3 18 158.5 137.2 29.5 20.3 20.6 16.0 16.8 d 1 左外 7/17 83 欠 198.3 88.6 29.0 29.3 24.8 23.7 cf 右内

7 /4 19 154 135 24.7 21.5 20.5 16.8 16.7 cf 右外 7/17 84 165.2 144.5 36.8 21.5 21.3 18.9 19.0 孚 左内

7/4 20 156 136 26.4 21.4 21.3 17.9 17.8 c? 右内 7/17 85 163.7 143.9 34.8 21.5 21.1 18.1 18.0 孚 右内

7/4 21 149 132 24.7 19.9 20.2 16.6 17.2 d 1 左内 7/18 86 161.6 141.8 31.3 21.3 21.4 17.0 17.7 右内

7 /4 22 163 143 31.1 22.5 21.8 18.3 17.8 c? 右内 7/18 87 190.9 166.5 53.9 24.3 24.3 18.9 20.2 早 左内

7 /4 23 162 142 29.6 21.5 20.3 17 14.1 孚 右内 7/18 88 148.0 128.0 23.6 18.4 18.3 15.4 15.6 孑 左内

7/4 24 149 130 22.7 20.3 19.3 15.3 16.6 cf 左内 7/18 89 173.1 151.9 38.5 22.6 23.2 18.1 18.9 左内

7 /4 25 163 143 29.0 22.2 21.7 18.8 17.8 右内 7/18 90 162.5 141.8 33.3 21.6 17.2 17.5 17.4 c? 右外

7 /4 26 143 124 19.8 19.8 18.1 16.3 15.7 孑 右外 7/18 91 171.3 149.7 36.8 22.0 21.7 18.3 18.1 右外内

7/4 27 141 124 20.5 19.4 18.8 16.6 15.4 d 1 右内 7/18 92 175.2 153.8 38.8 23.9 23.0 17.1 18.4 左内

7/9 28 167.6 146.5 37.1 23.2 21.5 19.1 17.2 d 1 右内 7/18 93 168.5 146.5 36.0 22.1 20.9 18.3 14.3 孚 右内

7 /9 29 145.0 126.0 22.5 19.7 19.3 15.4 16.2 孑 左内 7/18 94 167.0 149.1 37.8 23.0 22.1 19.0 19.0 早 右内

7/9 30 166.3 144.1 32.8 22.1 22.3 15.3 18.1 孑 左内 7/18 95 155.3 134.2 27.7 20.6 21.2 18.0 17.9 左外

7/9 31 174.0 151.5 37.7 22.2 22.4 18.1 18.7 左内 7/18 96 149.0 129.2 22.8 19.2 17.6 16.1 15.1 ( f 右内

7/9 32 140.9 130.6 24.5 20.7 18.0 17.2 14.5 右外内 7/18 97 157.3 136.4 29.4 18.3 20.2 16.0 17.0 c? 左内

7/9 33 149.1 130.5 24.9 20.4 20.0 17.0 15.7 右内 7/18 98 145.3 125.5 22.4 19.6 19.0 16.9 15.0 c?> 右内

7/9 34 157.6 138.7 32.8 22.5 20.9 17.7 17.3 孚 右内 7/18 99 185.5 161.1 49.5 25.7 25.2 19.0 21.1 孚 左内

7/9 35 164.1 148.2 34.7 22.9 23.2 19.4 19.8 孑 左外 7/18 100 161.9 140.7 30.9 21.0 22.1 18.1 18.5 c? 左内

7/9 36 143.7 125.0 23.2 19.3 欠 15.3 14.7 <?• 右外内 7/18 101 172.5 150.7 40.4 22.1 23.0 18.7 19.6 孚 左外

7/14 37 167.9 147.4 37.2 22.4 22.4 18.3 18.6 孑 左内 7/18 102 183.0 160.4 45.0 23.5 24.3 19.4 19.2 右内

7/14 38 150.1 129.5 25.2 20.9 20.0 16.6 14.3 孑 右内 7/31 103 165.0 144.2 33.4 22.2 21.0 18.5 18.4 孑 右内

7/14 39 160.0 138.5 30.0 21.5 21.7 17.8 17.5 右内 7/31 104 162.1 141.8 34.0 20.3 20.3 17.5 18.2 左内

7/14 40 136.7 119.5 19.7 18.6 18.0 15.7 14.9 右内 7/31 105 167.1 145.7 32.9 21.3 21.7 18.0 18.2 孑 左内

7/14 41 151.6 131.8 26.2 20.9 20.8 17.1 16.6 右内 7/31 106 155.5 139.5 28.5 21.8 21.7 18.9 18.2 孑 右内

7/14 42 165.5 145.5 36.6 22.2 21.5 17.9 17.0 右外 7/31 107 214.0 186.9 73.4 27.6 27.5 21.9 19.5 右内

7/14 43 148.5 129.0 24.8 20.5 20.8 17.1 16.4 右内 8 /6 108 171.7 153.3 45.0 22.1 21.0 19.4 18.6 孚 右内

7/14 44 170 148 37.7 22.8 22.8 19.2 18.6 左外 8 /6 109 184.5 162.0 51.9 24.4 24.3 19.9 19.7 右外

7/14 45 160 138 27.8 20.1 21.0 17.8 18.3 c? 左内 8/11 110 175.1 151.8 39.3 23.3 22.8 19.3 18.6 左外

7/14 46 158 137 29.6 20.7 20.4 16.1 16.6 c? 左内 8/11 111 173.4 151.7 40.0 22.9 22.1 19.3 17.9 左内

7/14 47 150 130 25.5 19.4 17.9 16.8 16.8 孑 左外 8/11 112 164.8 145.4 36.7 22.4 22.1 18.6 17.3 孚 右内

7/14 48 158 139 26.2 21.0 20.7 17.4 17.1 孑 右外 8/11 113 157.9 137.8 30.5 21.2 21.3 16.4 17.1 c? 左内

7/14 49 178.0 155.2 42.8 21.7 23.5 17.5 19.7 孚 左外内 8/11 114 177.9 154.1 41.3 23.3 22.9 19.8 18.6 cf 右内

7/16 50 157.6 138.9 28.7 21.2 18.4 17.4 17.0 右外 8/11 115 194.8 172.1 62.0 25.5 24.3 21.4 20.5 孚 右内

7/16 51 157.9 137.3 28.8 20.6 20.6 17.0 16.9 c? 右内 8/11 116 180.2 158.1 48.5 19.6 22.7 16.4 18.8 孚 左外内

7/16 52 156.6 136.6 29.7 21.3 21.4 17.9 18.0 左内 8/11 117 184.7 161.8 51.2 24.1 23.6 19.8 19.9 孚 左内

7/16 53 160.5 141.2 30.8 21.4 21.9 18.2 14.5 孑 右内 8/11 118 162.2 140.7 30.9 21.4 21.4 18.6 18.0 c? 左外

7/16 54 154.7 136.1 27.9 21.3 21.2 17.3 16.7 cf 右内 8/11 119 176.3 154.1 42.4 23.3 23.5 18.3 19.6 c? 左内

7/16 55 167.8 145.9 36.2 21.0 22.5 17.7 18.2 孚 左内 8/11 120 177.6 154.4 44.6 23.6 23.7 18.9 19.8 孚 左内

7/16 56 156.1 136.1 28.3 21.2 21.0 17.1 16.4 c? 右内 8/11 121 184.7 163.5 53.2 22.7 23.6 18.6 19.4 孚 左外内

7/16 57 148.1 129.0 25.0 19.5 17.5 16.4 14.8 cf 右外内 8/11 122 171.5 151.0 41.9 22.1 22.2 18.1 18.5 早 左内

7/16 58 158.4 137.1 29.4 21.7 21.4 17.5 15.3 孑 右内 8/11 123 185.7 161.7 51.7 23.7 24.1 20.1 19.9 孚 右内

7/16 59 169.8 146.0 33.3 22.0 21.3 18.2 17.0 c? 右内 8/11 124 164.3 142.1 32.9 22.1 21.4 18.4 16.0 孑 右内

7/16 60 191.8 168.1 55.6 21.9 26.2 18.5 21.7 孚 左外内 8/11 125 190.8 174.1 58.3 26.4 26.2 21.5 21.2 孚 右外

7/16 61 140.3 122.0 20.7 18.6 19.2 15.8 16.0 cf 左内 8/11 126 165.5 143.5 34.2 19.4 21.6 15.8 18.7 cf 左外内

7/16 62 162.1 141.3 31.1 20.4 21.0 17.4 17.6 c? 左内 8/11 127 166.6 145.3 37.0 21.8 22.5 18.7 18.8 孚 左内

7/16 63 188.7 165.1 56.5 24.6 24.9 20.1 20.5 孚 左内 8/11 128 176.5 153.5 40.8 22.5 21.3 18.7 19.3 孑 右外

7/16 64 158.0 138.6 31.7 21.2 21.2 18.0 17.0 孚 右内 8/11 129 237.0 207.0 120.7 28.9 29.4 24.9 24.7 孚 左内

7/16 65 177.6 156.1 44.2 23.0 22.3 19.8 19.4 皁 右内 8 /18 130 186.2 163.2 48.0 24.1 23.9 20.0 20.0 右内



付録12003年天王町支所標識ェビ測定結果（続き)

月日 NO T.L B.L B.W 左外尾右外尾左内尾右内尾 標 識 月日 NO T.L B.L B.W 左外尾右外尾左内尾右内尾 辛 標 識

mm mm g mm mm mm mm 左 右 mm mm g mm mm mm mm 左 右

8 /18 131 158.4 138.2 31.6 17.4 21.6 15.7 18.2 cf 左外内 8/21 180 160.6 139.6 31.4 22.3 22.4 19.1 18.8 d 1 右内

8 /18 132 172.8 149.5 41.2 22.3 22.5 18.6 19.1 孚 左内 8 /27 181 176.4 152.2 41.5 23.1 21.3 19.5 18.6 右外内

8 /18 133 163.9 143.5 33.9 21.8 21.8 17.8 18.0 左内 8 /27 182 170.3 146.9 37.7 19.8 22.8 17.4 19.7 ^ 左外内

8 /18 134 154.3 135.5 29.7 20.6 20.8 17.6 17.4 cf 左内 8/27 183 159.6 139.0 30.7 20.7 20.6 17.6 17.0 左内

8 /18 135 179.9 156.1 43.1 24.1 24.1 19.4 21.3 cf 左内 8 /27 184 178.9 155.4 43.2 22.6 22.5 18.6 18.2 早 右内

8 /18 136 175.6 152.5 41.8 16.0 24.2 19.1 19.1 左外 8 /27 185 190.5 166.8 57.2 24.4 25.5 18.6 21.0 孚 左外内

8 /18 137 182.6 162.2 49.7 24.3 24.6 19.9 20.5 早 左内 8 /27 186 176.6 153.2 38.2 23.7 23.6 19.8 19.9 右内

8 /18 138 155.8 138.1 30.8 21.4 19.9 18.0 17.7 孑 右内 8 /27 187 160.8 139.8 32.8 22.2 21.9 17.7 17.5 右外内

8 /18 139 191.5 166.6 57.3 23.4 24.2 18.9 21.1 孚 左外内 8 /27 188 200.8 177.7 63.9 25.7 25.9 20.4 21.8 左内

8 /18 140 160.6 140.0 31.7 22.1 20.7 18.6 18.0 左外 8 /28 189 190.3 169.3 57.9 25.4 25.2 19.5 20.9 早 左内

8 /18 141 189.6 166.5 56.2 24.3 23.8 20.1 20.2 早 左内 8 /28 190 175.3 152.9 38.9 22.7 22.7 17.3 18.9 cf 左内

8 /18 142 168.2 149.5 41.7 21.1 23.0 17.0 20.8 孚 左外内 8 /28 191 164.1 142.4 33.3 21.8 21.7 18.3 17.9 cf 右外

8 /18 143 200.7 185.3 74.7 27.1 27.0 22.4 22.3 早 左外 8 /28 192 190.8 160.0 46.0 24.1 24.0 19.3 19.3 右外内

8 /19 144 186.2 163.8 56.7 23.9 24.1 19.9 19.5 孚 右内 8 /28 193 184.8 163.3 47.6 23.3 22.5 19.2 18.5 <? 右内

8 /19 145 183.9 162.2 48.2 23.3 20.4 19.5 19.0 早 右外内 8 /28 194 169.3 147.7 37.0 22.0 21.7 19.1 17.8 右外内

8 /19 146 169.1 146.0 36.8 23.2 23.4 19.1 19.6 d' 左内 8 /28 195 165.6 146.9 33.4 21.6 21.6 17.9 17.6 右外内

8 /19 147 174.2 156.0 43.2 23.1 23.4 18.8 19.3 孚 左内 8 /28 196 169.4 149.6 38.2 21.6 21.5 17.8 18.0 c? 左内

8 /19 148 178.2 154.3 42.2 23.8 23.4 19.1 19.7 左内 8 /28 197 168.1 147.1 35.0 20.9 22.1 18.5 18.5 c? 左内

8 /19 149 180.4 160.9 52.2 20.2 23.7 16.9 19.8 早 左外内 9 /3 198 158.7 138.6 29.9 20.4 20.4 12.7 16.7 <? 左内

8 /19 150 184.5 162.9 51.6 25.2 24.2 欠 19.7 早 右外 9 /3 199 179.4 155.4 45.2 23.7 24.6 17.1 19.2 左内

8 /19 151 184.8 163.2 47.0 23.9 24.4 19.0 19.5 孚 左外内 9 /3 200 171.4 148.5 38.0 21.8 22.8 17.8 17.4 ^ 左外内

8 /19 152 156.0 135.9 28.8 17.8 21.2 15.6 18.3 左外内 9 /3 201 159.2 138.4 28.8 21.7 16.8 18.5 14.1 孑 右外内

8 /19 153 154.0 134.0 28.0 18.1 20.2 14.6 17.2 左外内 9 /3 202 207.4 183.4 76.9 27.7 28.4 23.3 22.5 早 右内

8 /19 154 158.4 140.0 31.9 19.9 21.7 16.9 17.7 左外内 9 /3 203 170.3 149.8 38.4 20.4 23.2 17.6 18.9 左外内

8 /19 155 153.1 131.9 27.2 21.0 20.0 17.1 17.0 d 1 右内 9 /3 204 168.6 146.3 36.1 21.2 22.4 18.3 18.4 左内

8 /19 156 190.7 166.9 52.6 24.7 24.2 20.5 20.4 早 右外 9 /3 205 169.1 147.4 39.2 22.3 17.8 18.3 18.0 右外

8 /19 157 166.5 145.5 35.5 20.3 22.9 19.6 19.8 <?• 左外内 9 /3 206 185.3 161.9 51.6 24.0 22.9 19.0 19.7 早 左内

8 /19 158 178.6 156.6 46.6 23.4 23.4 19.7 18.7 孚 右内 9 /3 207 192.7 169.3 61.9 24.7 24.3 18.3 19.9 孚 左内

8 /19 159 182.1 160.5 46.8 24.1 24.2 18.8 19.1 孚 左内 9 /3 208 201.4 178.5 64.6 26.6 26.8 21.7 21.6 右内

8 /19 160 154.9 134.3 26.2 20.8 20.7 17.9 17.4 孑 右内 9 /3 209 161.8 141.9 34.0 20.8 21.1 17.2 17.5 左内

8 /19 161 164.1 142.5 32.0 22.5 19.1 18.1 18.0 右外内 9 /3 210 166.8 145.3 35.7 22.0 20.9 17.9 17.6 c? 右内

8 /19 162 161.3 140.6 29.9 20.7 20.9 17.7 17.8 左外内 9 /3 211 170.4 147.3 38.1 21.3 23.1 18.1 19.5 左外内

8 /19 163 171.4 148.1 35.7 22.1 22.1 17.9 18.3 d 1 左内 9 /5 212 173.4 150.8 39.9 20.7 22.1 16.4 19.4 C? 左外内

8/21 164 198.8 176.3 67.9 25.5 26.3 21.7 21.7 早 左外内 9 /5 213 185.6 164.9 56.4 21.4 23.6 17.4 19.0 左外内

8/21 165 189.5 165.8 53.6 24.9 23.4 20.2 19.5 孚 右内 9 /5 214 197.5 175.5 71.0 23.1 26.1 20.2 21.5 早 左外内

8/21 166 172.3 151.5 40.5 19.6 23.5 17.4 19.9 孚 左外内 9 /5 215 201.9 187.6 82.1 24.4 27.0 20.5 23.4 早 左外内

8/21 167 185.4 162.6 53.3 21.2 23.9 18.5 20.8 孚 左外内 9 /5 216 186.6 164.1 54.8 23.9 19.8 20.2 17.8 早 右外内

8/21 168 186.9 164.2 53.8 24.1 24.5 19.4 19.3 孚 右内 9 /5 217 173.9 150.7 41.5 20.8 23.4 16.8 19.7 ^左 外 内

8/21 169 167.3 145.7 35.5 21.7 21.2 18.2 17.4 右内 9 /5 218 172.3 149.8 39.0 23.0 23.2 19.2 17.8 C? 右内

8/21 170 165.0 144.6 34.6 19.7 21.2 15.9 18.0 孑 左外内 9 /5 219 171.5 149.5 37.9 23.5 17.8 19.1 15.9 右外内

8/21 171 163.2 142.3 32.8 22.1 21.9 18.6 17.6 cf 右内 9 /5 220 161.7 141.9 34.2 21.2 20.8 18.7 17.2 右内

8/21 172 158.5 137.3 29.2 22.6 21.8 18.1 18.2 c? 左内 9 /5 221 177.4 155.1 45.2 23.1 22.8 18.8 18.8 右外

8/21 173 165.8 143.3 33.7 21.9 19.4 18.3 16.5 右外内 9 /5 222 160.7 139.7 32.2 21.2 21.9 17.4 18.0 左内

8/21 174 156.4 136.0 29.1 18.6 21.4 15.8 18.1 孑 左外内 9 /5 223 165.7 144.5 37.6 21.9 20.8 17.5 16.3 右外内

8/21 175 174.9 151.6 39.5 22.9 21.8 16.6 18.5 左内 9 /18 224 168.9 147.9 39.7 19.3 22.6 17.4 18.6 ^左 外 内

8/21 176 156.3 137.5 29.2 21.3 21.4 18.0 16.8 右内 9 /18 225 184.5 159.8 46.8 20.3 24.0 17.1 19.9 C? 左外内

8/21 177 146.5 127.1 23.4 20.4 欠 16.7 15.8 d 1 右外内 9 /18 226 171.4 148.5 39.0 22.3 22.2 16.6 18.5 孑 左内

8/21 178 158.4 137.4 28.9 21.2 18.1 17.8 16.9 c? 右外内 9 /18 227 190.8 167.3 56.3 24.1 24.7 20.1 20.6 孚 左内

8 / 2 1 179 165.0 144.4 " 3 ^ 9 2^3  232  205 1 ^ 2 ^  W W ~  9 /19 228 182.6~ 158^9~ 4 4 6 22T  23.8 19；2 ~ 19.3 c ? 左外

付録2 2003年戸賀支所標識ェビ測定結果

月日 NO T.L B.L B.W 左外尾 右外尾 左内尾 右内尾 標 識

mm mm g mm mm mm mm 左 右

8/22 1 158.5 137.9 30.1 22.0 21.3 17.8 17.4 左内

8/27 2 169.0 148.3 41.8 23.0 22.5 18.3 18.9 孚 右外内

9/1 3 151.1 133.7 26.4 20.9 19.4 17.2 17.1 右内

4 162.8 142.7 30.3 20.7 20.7 17.4 17.6 右内

5 182.2 160.9 51.2 24.5 24.4 19.2 19.7 孚 右内

6 216.6 196.2 99.4 29.6 29.7 23.7 19.1 左内

付録3 2003年五里合支所標識ェビ測定結果

月 日 NO T.L B.L B.W 左外尾右外尾左内尾右内尾 W 標 識

mm mm g mm mm mm mm 左 右

9 /4  1 210.8 185.1 75.3 24.3 26.9 23.0 23.4 罕 左外

一 382 —



付録 4 2002年天王町支所標識ェビ測定結果

月日 NO T.L B.L B.W 左外尾右外尾左内尾右内尾孕 c? 標 識 月日 NO T.L B.L B.W 左外尾右外尾左内尾右内尾伞C? 標 識

mm mm g mm mm mm mm 左 右 mm mm g mm mm mm mm 左 右

6 /26 1 169.0 147.6 37.3 27.3 24.6 22.0 21.5 早 右外 8 /23 76 183.4 161.3 46.1 23.7 23.7 17.7 19.8 左内
6 /26 2 166.7 146.7 37.0 26.9 26.0 20.1 欠 右 8 /23 77 164.0 148.8 37.8 23.1 21.5 19.2 19.2 cf 右内
6 /28 3 169.4 148.3 37.1 23.7 22.5 欠 20.5 左欠 8 /23 78 167.8 145.5 34.0 23.3 21.0 欠 18.2 <f 左内欠
7/1 4 147.2 128.2 25.7 20.1 20.8 16.5 18.1 cf 左外 8 /23 79 179.0 157.7 46.1 23.4 24.6 18.2 19.7 cf 左外
7/1 5 154.5 135.4 28.7 20.6 19.9 18.1 17.3 孑 左内 8 /23 80 174.8 151.9 39.3 23.0 22.5 18.8 19.5 cf 右外
7/1 6 172.5 153.8 45.0 22.5 21.9 18.9 17.8 孚 右外 8 /23 81 178.6 158.1 45.7 22.8 22.2 16.7 19.4 cf 左内

7/5 7 159.0 143.2 31.5 19.7 17.4 17.6 17.3 右外 8 /23 82 168.7 144.9 36.2 21.6 21.1 16.9 19.4 cf 左外
7/5 8 157.7 143.6 31.8 17.8 21.0 17.6 17.6 左外 8 /23 83 167.9 147.1 38.1 22.4 21.3 17.8 17.6 cf 右内
7/5 9 164.2 148.7 32.4 22.3 21.9 19.8 18.0 孑 右内 8 /23 84 183.7 159.2 46.9 23.8 23.3 20.0 18.7 c? 右内

7/5 10 165.7 150.7 34.3 23.4 22.3 20.5 19.8 左外 8 /23 85 169.4 149.0 39.1 22.2 23.4 18.7 19.7 cf 左内

7/5 11 143.4 129.4 22.7 20.8 18.7 17.8 16.3 右外 8 /23 86 175.1 154.0 43.5 21.7 22.8 19.3 19.3 左内

7/10 12 163.9 146.9 35.3 23.0 22.1 19.1 16.6 孚 右内 8 /23 87 167.3 145.1 35.8 22.4 22.4 19.2 19.2 cf 左内

7/10 13 150.1 134.1 26.0 欠 20.4 17.9 16.6 孑 左外 8 /23 88 173.0 150.1 40.5 22.5 22.2 19.4 18.9 cf 右内

7/10 14 147.1 133.9 25.8 20.4 19.8 17.1 15.4 cf 右内 8 /23 89 187.3 162.5 50.1 24.5 24.6 20.5 20.8 c? 左内

7/10 15 194.9 175.4 56.6 24.8 25.2 22.4 22.6 孚 右外 8 /23 90 198.4 177.6 66.0 26.9 25.3 21.9 21.7 孚 右内

7/10 16 131.3 120.2 17.7 18.4 17.3 14.6 15.6 左内 8 /23 91 188.2 163.8 50.2 24.1 24.2 欠 20.6 cf 左内欠

7/10 17 160.1 142.7 31.6 21.4 20.7 17.8 15.1 孚 右内 8 /23 92 179.1 155.8 43.4 22.8 23.0 19.7 19.7 孑 左外

7/10 18 162.9 147.6 35.4 21.3 21.0 18.5 18.4 孚 左外 8 /23 93 172.9 150.7 40.7 22.3 22.7 19.0 18.9 左外

7/12 19 168.0 150.2 35.8 23.4 22.6 18.0 19.3 右外 8 /23 94 187.0 163.4 51.4 24.3 23.6 20.5 20.5 d71 右外
7/12 20 158.6 143.7 30.8 20.9 21.0 16.9 17.9 ^ 左外•内 8 /26 95 190.7 167.1 52.9 24.8 22.0 20.5 20.0 c? 右外

7/12 21 152.8 136.6 25.8 20.9 19.3 17.3 17.8 右外 8 /26 96 181.0 159.0 46.5 24.2 一部なL 20.4 20.6 左外

7/12 22 欠損 164.4 48.0 24.1 24.2 18.3 20.8 孚 左内 8 /26 97 196.6 171.3 56.5 22.4 25.4 21.8 21.7 孑 左外

7/12 23 178.6 164.9 47.0 23.5 22.3 19.3 18.0 右内 8 /26 98 203.8 181.9 74.8 27.1 25.1 23.2 21.8 孚 右内

7/12 24 156.8 142.3 30.9 20.7 20.3 17.0 16.4 孚 右内 8 /26 99 180.0 157.3 44.0 23.3 22.3 20.5 20.0 d 1 右外

7/29 25 161.3 147.4 31.5 21.1 20.9 16.7 17.2 cf 左内 8 /26 100 166.5 148.4 36.9 22.2 20.8 19.5 18.8 右外

7/29 26 162.0 145.6 33.2 20.6 21.4 16.3 17.8 左内 8 /26 101 198.7 175.4 66.2 24.7 20.2 21.4 20.3 孚 右外

7/29 27 147.9 136.3 28.1 20.5 18.3 16.8 17.8 cf 右外 8 /26 102 176.5 153.8 43.3 21.7 22.1 18.0 18.9 左内

7/29 28 175.8 158.3 40.1 22.9 23.2 19.0 17.9 cf 右内 8 /26 103 175.1 152.8 42.0 21.7 19.4 18.6 18.3 c? 右外

7/29 29 153.3 137.4 28.0 20.6 19.5 16.3 16.5 cf 右外 8 /26 104 178.8 155.1 44.7 22.6 22.6 19.3 19.1 右内

7/29 30 187.5 170.0 54.2 23.5 23.8 20.7 20.3 孚 左外 8 /26 105 171.3 149.6 39.1 23.0 22.9 19.2 19.0 cf 右外
7/29 31 170.3 147.6 38.8 23.1 22.4 18.1 18.7 孚 右外 8 /26 106 185.6 161.1 50.0 23.6 24.1 20.9 20.9 左外

7/29 32 頭部欠 - - 22.6 22.6 18.3 18.2 孚 右内 8 /26 107 208.3 183.3 75.8 26.5 26.4 22.3 21.9 早 右内

7/30 33 168.8 150.4 36.8 23.0 22.6 19.5 16.4 右内 8 /26 108 185.7 161.4 47.2 23.7 16.2 19.9 欠 cf 右外

7/30 34 169.0 158.5 39.4 23.4 23.1 18.3 18.8 cf 左内 8 /26 109 202.0 179.4 75.4 24.8 25.8 17.2 21.1 孚 左内

7/30 35 163.3 149.4 34.2 20.8 20.4 欠 17.5 cf 左内欠 8 /28 110 186.8 163.6 49.4 24.8 24.0 20.8 20.3 c? 右外

7/30 36 162.9 147.1 33.9 20.6 20.1 9.9 17.3 cf 左内 8 /28 111 199.1 174.1 69.9 25.0 24.9 21.7 21.6 孚 右内

7/30 37 165.2 149.8 35.6 21.2 21.3 18.5 17.9 cf 右内 8 /28 112 186.5 162.0 48.8 23.3 25.0 21.3 21.6 c? 左外

7/31 38 欠 150.7 35.7 21.9 22.0 17.6 19.2 孚 右内 8 /28 113 209.5 184.1 77.9 26.7 27.9 22.4 22.6 早 左内

7/31 39 155.8 138.3 26.4 20.1 20.4 16.5 16.2 右内 8 /28 114 191.6 167.0 57.8 23.3 25.4 20.7 21.9 孚 左外

7/31 40 153.5 137.8 29.5 19.6 19.7 16.1 16.5 早 左内 8 /28 115 175.2 153.6 45.5 21.5 20.7 18.5 17.7 右外

7/31 41 169.8 154.6 41.1 22.7 23.8 18.7 20.0 孚左外■内 8 /28 116 215.7 188.8 81.3 23.2 26.4 21.6 22.8 孚 左外

7/31 42 欠 161.5 48.1 23.2 23.8 欠 欠 早 右内欠 8 /28 117 177.4 154.3 42.4 22.0 22.3 18.3 19.2 c? 左外

8/1 43 152.1 134.5 28.0 16.2 19.8 16.1 16.9 左外■内 8 /28 118 210.9 186.7 76.7 25.7 25.4 22.3 22.2 孚 右内

8/1 44 179.2 157.2 49.0 23.3 22.4 19.3 17.6 右内 8 /28 119 172.4 152.3 37.5 21.5 21.8 17.9 18.7 左内

8/1 45 177.4 157.1 46.2 23.2 22.7 20.5 20.5 孚 左外 8 /28 120 170.5 149.5 41.5 21.6 21.3 18.7 18.0 cf 左内

8 /5 46 169.8 147.9 36.9 21.2 21.5 18.4 18.7 左外•内 8 /29 121 170.5 151.8 39.8 22.2 22.1 18.4 18.2 cf 右内

8 /5 47 152.9 132.7 26.5 19.7 19.9 15.8 16.6 孑 左内 8 /29 122 193.2 170.5 65.3 23.6 24.0 20.4 20.4 孚 右外

8 /19 48 195.6 172.5 63.0 24.0 25.2 19.2 22.1 早左外•内 8 /29 123 181.0 158.1 44.4 22.5 22.6 18.9 19.6 左内

8 /19 49 208.3 183.1 79.6 27.7 27.7 22.8 22.9 孚 左外 8 /29 124 186.6 163.9 53.2 22.5 24.8 20.3 20.2 左外

8 /19 50 183.4 163.5 50.4 23.3 23.6 19.2 20.6 cf 左内 8 /29 125 164.0 143.3 35.2 20.3 20.5 13.3 17.8 cf 左内

8 /19 51 165.5 144.7 35.6 21.3 21.9 16.4 18.1 cf 左内 8 /29 126 166.5 146.2 36.2 20.7 21.0 17.1 17.1 左外

8 /19 52 208.0 190.4 83.6 27.8 27.5 21.9 23.3 孚左外■内 8 /29 127 217.8 189.4 85.2 27.0 27.3 22.6 23.5 孚 左外

8 /19 53 168.9 147.0 36.0 21.3 20.5 17.4 17.2 右内 8 /29 128 203.9 187.3 80.2 25.2 24.8 21.2 21.0 早 右内

8 /19 54 171.3 148.4 39.1 22.5 21.7 18.3 18.6 左外 8 /29 129 184.6 164.1 49.9 23.8 21.8 20.3 20.2 cf 右外

8 /19 55 170.1 155.9 41.8 23.7 23.7 19.5 19.8 cf 左内 8 /29 130 210.2 181.4 76.8 25.4 24.8 22.0 21.6 孚 右外

8 /19 56 178.0 156.4 43.9 22.9 23.4 18.9 18.9 cf 右内 8 /29 131 208.6 182.6 80.5 27.3 26.6 21.6 22.7 左内

8 /19 57 155.9 137.3 30.5 19.9 20.5 16.3 欠 右内欠 8 /29 132 176.8 153.2 39.9 21.5 21.3 17.9 17.1 右外

8 /19 58 159.3 137.7 31.7 20.5 20.4 17.0 17.0 cf 左内 9 /2 133 157.2 139.7 33.5 20.2 20.5 17.1 16.9 d71 右内

8 /19 59 188.0 165.4 59.5 23.5 22.8 欠 一部欠 孚 左内欠 9 /4 134 205.0 181.1 73.1 24.8 25.8 19.7 22.0 孚 左内

8 /20 60 196.1 171.8 60.6 24.8 24.8 欠 20.8 孚 左内欠 9 /4 135 172.2 149.3 38.0 22.1 22.4 18.9 18.9 左内

8 /20 61 184.8 160.0 46.2 23.9 23.1 20.5 20.3 d 1 右内 9 /4 136 197.8 173.3 58.1 24.4 25.0 21.4 20.7 cf 左外

8 /20 62 171.7 149.8 39.8 22.9 22.0 欠 19.0 d ' 左内欠 9 /4 137 201.5 178.2 68.2 24.9 25.5 20.8 21.6 孚 左外

8 /20 63 186.9 164.7 50.9 24.0 24.6 19.9 21.3 ^ 左外■内 9 /4 138 193.4 172.5 60.9 26.1 25.0 21.2 20.2 孚 右内

8 /20 64 194.1 170.3 62.1 25.7 欠 22.3 21.6 孚 右外欠 9 /4 139 198.8 176.0 61.0 25.5 25.6 21.5 21.4 孚 左外

8 /20 65 189.9 167.1 58.3 23.2 24.0 20.5 20.7 早 左外 9 /4 140 219.1 194.6 89.4 27.7 27.0 22.6 22.4 孚 左外

8 /20 66 188.6 166.2 52.5 23.9 24.3 19.7 20.0 左外 9 /4 141 193.0 170.0 60.1 24.8 24.0 19.7 19.8 孚 左内

8 /20 67 201.7 177.4 68.6 25.1 26.8 20.3 22.7 孚 左内 9 /4 142 165.6 145.4 36.2 21.7 21.7 18.7 18.8 左内

8 /20 68 192.2 167.3 52.9 25.5 19.0 21.0 18.4 右外•内 9 /5 143 202.9 178.7 71.0 25.0 25.3 21.3 21.5 孚 左外

8 /20 69 182.6 160.2 46.5 23.8 23.5 18.6 20.1 cf 左内 9 /5 144 218.1 191.8 89.9 27.0 26.0 22.2 21.3 早 右外
8 /20 70 198.5 173.2 64.3 25.5 24.7 20.1 欠 孚 右内欠 9 /5 145 170.1 149.3 31.9 21.7 22.2 18.3 18.4 左外

8 /20 71 193.9 171.2 60.7 24.3 24.6 21.1 21.0 孚 左内 9 /5 146 213.3 188.2 83.1 26.5 26.8 22.3 22.6 早 左外

8 /20 72 193.0 170.0 60.9 24.4 24.5 19.5 20.7 早 左内 9 /5 147 203.3 178.5 70.1 24.9 24.9 21.2 21.5 孚 右外

8 /23 73 179.8 153.7 39.7 23.3 24.1 20.4 20.4 cf 左内 9 /5 148 188.4 165.5 57.3 23.5 23.4 19.7 18.9 孚 右内

8 /23 74 176.8 152.9 43.5 24.5 22.9 19.8 20.7 <? 左内 9 /5 149 177.8 157.6 43.0 23.2 23.3 19.5 18.0 C? 右内

8 /23 75 181.3 159.3 46.7 21.9 22.8 18.3 19.5 cf 左外 9 /5 150 185.5 160.4 44.1 23.8 24.1 19.8 20.2 孑 右内
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付録 4 2002年 天 王 町 支 所 標 識 ェ ビ 測 定 結 果 （続き)

月日 NO T.L B.L B.W 左外尾 右外尾 左内尾 右内尾早 3 標 識 月日 NO T.L B.L B.W 左 外 尾 右 外 尾 左 内 尾 右 内 尾 早 3 標 識

mm mm g mm mm mm mm 左 右 mm mm g mm mm mm mm 左 右

9/5 151 195.1 169.8 53.4 23.5 25.3 21.0 13.2 孑 右内 9/9 170 12.2 150.8 41.1 21.4 23.2 17.7 19.4 d1 左外欠

9/5 152 182.0 159.4 45.9 23.9 24.0 19.9 20.1 孑 左内 9/9 171 177.3 158.0 43.6 23.1 23.6 18.4 18.7 c? 左内

9/5 153 219.9 192.9 89.8 27.0 26.8 22.5 22.3 右外 9/9 172 207.3 181.6 74.2 27.7 26.8 22.5 21.7 孚 右内

9/5 154 195.9 171.9 58.9 25.2 24.8 20.9 19.7 早 右外•内 9/9 173 192.0 167.5 51.6 23.6 23.2 20.1 18.4 孑 右内

9/5 155 179.6 157.4 48.8 22.8 23.2 18.4 18.9 早 左外 9/9 174 210.2 186.5 75.0 27.0 22.7 22.3 18.1 早 右外■内

9/5 156 192.7 172.0 65.0 24.2 24.8 20.5 20.8 年 右内 9/20 175 206.2 184.6 78.0 26.1 27.1 20.4 21.6 孚 左内

9/5 157 192.4 168.2 54.2 23.6 24.3 20.0 20.3 左外 9/20 176 179.5 157.3 45.1 20.3 22.3 16.1 18.4 孑 左内

9/5 158 177.7 157.5 44.7 23.5 23.0 20.0 19.4 右内 9/20 177 182.8 159.2 45.3 25.1 23.9 19.5 18.0 右内

9/6 159 212.7 192.2 74.5 26.8 27.2 22.7 24.0 d1 左外 9/20 178 186.7 167.5 54.4 25.2 25.7 20.3 20.4 d* 左内

9/6 160 206.0 184.1 78.6 25.8 26.3 21.8 21.8 早 左外 9/20 179 182.8 160.2 46.4 23.1 23.9 19.7 19.9 左内

9/6 161 206.8 182.6 75.1 26.1 25.9 21.8 21.1 早 右外 9/20 180 186.3 162.7 49.8 23.4 24.6 19.4 20.1 c? 左内

9/6 162 203.3 177.9 72.9 25.6 26.5 21.3 21.7 早 左内 9/26 181 190.6 166.9 54.7 24.2 24.7 20.1 19.9 孑 右外

9/6 163 182.2 159.1 46.6 23.2 22.8 19.6 17.1 右内 9/26 182 192.0 169.3 58.5 24.9 24.5 20.4 19.9 d1 左内

9/6 164 174.3 152.0 39.8 21.4 22.1 18.3 18.4 孑 左外 9/26 183 225.3 198.1 94.0 28.5 28.5 20.2 23.9 早 左内

9/6 165 206.1 180.2 72.1 25.6 25.2 21.5 20.9 早 右外 9/26 184 181.5 157.5 46.3 22.6 22.4 19.6 17.5 右内

9/6 166 196.3 173.8 55.0 24.7 23.5 21.2 19.1 右内 9/27 185 191.3 167.7 53.7 25.3 24.3 19.7 19.1 右外

9/6 167 189.1 168.8 53.2 24.5 25.7 21.0 21.2 孑 左外 9/27 186 - 183.1 76.0 26.0 27.1 18.7 20.2 孚 左内

9/6 168 169.7 147.3 36.8 22.8 21.6 18.6 19.0 C? 右外 9/27 187 192.2 168.3 56.9 25.4 23.6 20.7 19.7 c? 右内

9/9 169 177.7 155.8 44.0 22.9 23.0 19.7 19.3 d1 左外欠 9/27 188 211.3 184.5 67.2 26.9 27.0 22.1 22.5 早 左外

付録5 2001年 天王町支所 標識ェビ測定結果

月日 NO T.L
mm

B.L
mm

B.W

g
左外尾 

mm
右外尾 

mm
左内尾 

mm
右内尾 

mm
半d 標識

8/6 1 169.0 一 38.8 20.8 22.2 17.5 18.9 左

8/8 2 186.0 117.0 59.1 21.8 25.9 19.2 21.9 孑 左

8/27 3 208.0 181.4 75.3 22.4 26.5 19.1 21.7 孚 左

8/27 4 162.0 139.6 32.1 18.5 21.1 16.4 18.5 左

8/27 5 170.0 150.0 39.0 20.5 21.7 17.8 18.6 左

8/27 6 178.0 154.0 42.6 19.2 22.6 17.4 19.2 左

8/27 7 172.0 152.0 41.0 20.0 21.8 17.8 19.7 左

8/27 8 175.0 154.0 42.9 19.3 22.1 17.7 19.7 左

8/28 9 180.0 158.0 45.6 19.9 22.8 17.6 20.2 孑 左

8/28 10 201.0 179.0 72.0 23.3 27.0 19.2 22.3 孚 左

8/29 11 188.0 164.9 55.7 21.0 24.9 19.0 20.4 孚 左

9/7 12 210.0 190.0 94.2 22.4 29.4 18.4 25.2 孚 左
9/21 13 185.0 163.0 51.3 24.4 25.0 欠 21.1 左



海の森健全化技術の確立事業I (スギモク群落の維持機構)
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B 区における年級群ごとの葉状体の個体数の変化 

説明は図1 に同じ

【目 的 】

ヒバマタ目大型多年生褐藻スギモクは、本県沿岸にお 

いてハ タ ハ タ の 主たる産卵場を構成する。スギモクの仮 

根部から発芽する葉状体は、秋季に発芽した後、 2年目 

の春季に成熟し、その年の秋季に枯死脱落する。また、 

年によってはさらに満2 歳へ越年すると考えられる1〉。 

しかし、満 2歳へ越年する葉状体数の年による相違及び 

その成熟がどのように群落の維持に関わっているかは明 

らかではない。また、群落を健全に管理するために重要 

な群落の維持機構は明らかではない。

そこで、男鹿半島北浦沿岸のスギモク群落において、 

永久方形枠を設置し、2002年 7 月から2004年 3 月まで、 

枠内の葉状体の年級群組成の変動を調べ、スギモク群落 

の維持機構を推定した。

【方 法 】

調査は2002年 7 月 3 日から2004年 3 月22日まで、秋田 

県男鹿市北浦地先水深1 m のスギモク群落で行った。 

2002年 7月に 1 m X 1 m の永久方形枠を群落の粗密の異 

なる2 か所に設置した。その後、2004年 3 月まで1 〜 4 

か月に 1回の割合で、各方形枠内の葉状体の個体数を仮 

根ごとに計数した。また、葉状体ごとに生殖器床の有無 

を記録した。葉状体2000年級群と2002年級群とには、ビー 

ズ型結束バンドにより標識し、年級群を識別した。また、 

2002年10月と約 1年後の2003年11月には株ごとに仮根の 

最大径を測定した。なお、便宜上、一つの仮根とその仮 

根上の葉状体の集まりを株として扱った。

【結果及び考察】

調査を開始した2002年 7月での、各区における株数は、 

A 区で28株、 B 区で12株であった。2004年 3 月までにA  

区では11株が仮根ごと消失し、 3株で仮根の一部が消失 

した。同様にB 区では2株が仮根ごと消失した。

各区における葉状体の年級群ごとの個体数の変化を図

1、 2 に示した。2002年 7月には、両区において紡錘状 

の気胞を持つ糸状葉を形成した2001年級群が最も多く、 

鱗片状の葉を持つ枝を形成した2000年級群が次いだ。年 

級群ごとの個体数は、 A 区では、2000年級群が215個体、 

2001年級群では548個体で、 B 区では、それぞれ38個体、 

121個体であった。

A 区において、2000年級群は2003年 4 月までに12個体 

へと減少し、10個体で生殖器床を認めた後、11月には1 

個体となり、翌2004年 3 月までに消失した。2001年級群 

は2003年 4 月までに330個体へと減少し、322個体で生殖

m

箱
牲
m

図

(

玫
犟)

親
拄
犟

図



2002年級群 

A 2001年級群

2000年級群

2002年級群 

B 2001年級群

2000年級群

0 50

B 区 .
200

2002年級群  y = 0.5226x - 3.0572 
R2 = 0.6568

2001年級群 =̂ °-2,553x - 25925
R2 = 0.6586
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図3 仮根の大きさと各年級群の個体数との関係

個体数は、 A 区で569.87±46.24個体、 B 区では263.37土 

38.26個体の範囲にあり、両区ともあまり変化しなかっ 

た。これらのことは、満 1歳あるいは満2歳での消失個 

体数が、当歳個体群の発芽によって速やかに補充されて 

いるものと考えられる。

そこで、株ごとに2002年10月に測定した仮根の大きさ 

と2003年 3 月における葉状体の各年級群の個体数との関 

係を整理し図3 に示した。これによれば、2002年級群と 

2001年級群の個体数は、A 及びB 区ともに仮根の大きい 

株ほど多い傾向があった。また、2002年 3 月と2004年 3 

月とで、それぞれ当歳に相当する2002年級群と2003年級 

群の個体数を比較すると、両区ともに傾きが1以下の一 

次回帰式が得られ、当年には前年の発芽数を上回る当歳 

群が発芽する傾向があった（図 4 )。

表 12003年 3月から2004年 3月までの1年間における年 
級群ごとの消失率

測 区 年 級 群 月 消( T

器床を認めた。翌2004年 3 月までに22個体となり20個体 

で再び生殖器床を認めた。2002年級群は2002年 8 月に発 

芽を確認した。個体数の計数は同年11月から行い、同月 

の495個体から2003年 3 月までに712個体へと増加した。 

その後、減少し、翌2004年 3 月に183個体となり175個体 

で生殖器床を認めた。2003年 6 月に発芽を確認し、同年 

8 月から個体数を計数した2003年級群は、同月の334個 

体から11月までに522個体へと増加した後、翌2004年 3 

月までに412個体へと減少した。

B 区において、2000年級群は2003年 4 月までに1個体 

へと減少し、同数に生殖器床を認めた後、 8 月までに消 

失した。2001年級群は2003年 4 月までに74個体へと減少 

し、73個体で生殖器床を認めた。翌2004年 3 月までに6 

個体となり、同数で再び生殖器床を認めた。2002年級群 

は、2002年11月の128個体から翌2003年 3 月までに201個 

体へと増加した。その後、翌2004年 3 月までに77個体へ 

と減少し、同数で生殖器床を認めた。2003年級群は2003 

年 8 月の74個体から11月までに170個体へと増加した後、 

翌2004年 3 月までに148個体へと減少した。

2004年 3 月には、2003年の春季に卵から発芽したと考 

えられるスギモクをA 区では1株、 B 区で 3株を認めた。 

それら株上の葉状体の個体数を合計すると、 A 区では4 

個体、 B 区で 5個体であった。

このように、株数及び仮根から発芽した葉伏体の個体 

数は、調査期間を通して、いずれの年級群ともB 区に比 

ベてA 区で多く推移した。2000年級群と2001年級群とで 

は、一部が満2歳へと越年し成熟した。2000年級群にお 

いて満3歳への越年は認められなかった。また、卵から 

の発芽は、両区とも極めて少なかった。

ここで、調査期間中に仮根部から発芽した2002年級群 

葉状体の個体数が最大であつた2003年 3 月から、満 1歳 

へ移行し成熟に至る2004年 3 月まで1年間における消失 

率及び2001年級群と2000年級群における同期間での消失 

率をそれぞれ株ごとに求めた。なお、消失率は、調査期 

間中に仮根のすべて及び一部が消失した株は除いて算出 

した。2002年級群が発芽から満1歳で成熟、2001年級群 

が満 1歳で成熟した後、満 2歳へと越年し再び成熟する 

過程とみなせば、 A 区の2002年級群で50.4±25.0% 、 

2001年級群では91.5±14.9%となった。同様に、 B 区で 

はそれぞれ52.8±26.5%、86.6±19.4%が得られた。2000 

年級群では両区とも100%で満 3 歳へと越年することは 

なかった。各年級群の消失率には、株によって偏りはあ 

るものの、群落全体として求めた消失率の傾向に似通っ 

て い た （表 1)。 このように、消失率は年齢の増加にと 

もなって上昇し、一定面積内における株数及び葉状体の 

個体数が異なっていても各年齢段階においてはほぼ同率 

であった。また、同期間において、仮根のすべてあるい 

は一部が消失した株を除いて全年級群を併せた葉状体の
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図 5 仮根最大径の変化

2004年3月における2003年級群の值体数（■体/ 株）

図 4 前年の当歳個体数と当年当歳個体数との関係

2002年10月から2003年11月まで約1年間における仮根 

最大径の成長を株ごとに図5 に示した。これから求めら 

れた約 1年間のスギモク仮根の平均成長量は、 A 区で 

12.11±10.58ram、B 区では13.94±8.65mm であった。なお、 

平均成長量の算出には、仮根の一部が消失したためか成 

長量が負の値を示した株は除いた。

これらのことから、スギモクは主に仮根から栄養繁殖 

で発芽する葉状体により群落を維持していると考えられ 

る。葉状体は、ほとんどが満1歳で成熟した後、脱落す 

るが、それらの脱落時期には、当歳群が満1歳群の発芽 

数を上回る個体数で発芽する。その結果、仮根は年を追っ 

て拡大し、仮根の大きさは卵で発芽した年からの期間に 

対応すると考えられる。仮根の年齢と大きさとの関係は 

明らかではないが、約 1年間における成長量（図 5 ) と 

現存する最大仮根径からすれば、一旦形成された群落は、 

安定した環境下においては人為的な管理を伴わずとも長 

期間維持される可能性がある。

一方、卵による定着は、ごくまれにしか起こらないと 

考えられるが、主に台風や時化による強い波動によって 

仮根ごと消失する株を補充する上で重要であり、その場 

合には個体数は少ないが満2歳で成熟する葉状体の存在 

も効果的に働くのかもしれない。また、新たな群落を造 

成するためには、卵が発芽し定着する条件を明らかにす 

ることが課題である。なお、栄養繁殖個体の発芽時期が

既往の報告1〕よりも早かったが、 これについては、別途 

行った茎長の測定結果と併せ、追って報告する。

【文 献 】

1 ) 中林信康•谷口和也：男鹿半島沿岸におけるスギモ 

ク群落の季節変化と生産力. 日水誌. 68、659-665、 
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海の森健全ィ_ の確立事業n  (アワビの成長と海藻群落)
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漁場

図 1 漁場別•生活形群別海藻現存量 
打点部は植食動物に対する摂食阻害物質を生産する種を示す

A 2003年9月2日
B 2002年9月5日
C 2003年9月2日
D 2003年10月7日
E 2003年8月7日
F 2003年7月29日
G 2000年6月30日

中 林 信 康

B 、 C 漁場では、大型多年生海藻がもっとも多く、それ 

ぞれ3.30kg湿重/ m2、0.67kg湿重/ m2、0.51kg湿重/ m2 

で優占した。 D 、 E 漁場では、小型多年生海藻がもっと 

も多く、それぞれ0.18kg湿重/ m2、1.22kg湿重/ m2で優 

占した。 F 漁場では、緑藻アナアオサと紅藻タオヤギソ 

ウが主体の小型1年生海藻がもっとも多く、1.26kg湿重 

/ m 2で優占した。なお、大型 1年生海藻が出現したのは、 

B 漁場の褐藻ホンダワラによる0.19kg湿重/ m2のみであっ 

たので、図 1 では省略した。放流貝では、放流年10月か 

ら 1年ごとに、天然貝では満1歳から 1年ごとの推定殼 

長をそれぞれ図2、 3 に示した。なお、放流貝はE 漁場 

で、天然貝はD 、 E 漁場を除いて採集されなかった。ま 

た、 G 漁場では海藻のデータがないが、 F 漁場と同じ投 

石漁場であるためか植生も似通っていた。

放流貝では、放流 3年目の10月での殼長が、A 漁場で 

D 漁場より有意に大きかった（Scheffeの方法による多 

重 比 較 検 定 P=0.0297)。また、放流 4 年目の10月での 

殼長は、 A 及び F 漁場でD 漁場より有意に大きかった 

(同 方 法 PS0.0017)。天然貝では、満 5歳での殼長が 

E 漁場でD 漁場より有意に大きかった（Mann-Whitney 

の方法によるU 検 定 P=0.0083)。

このように全ての生活形群を併せた現存量がもっとも 

少ないD 漁場において、放流貝及び天然貝ともに他の1 

あるいは2 漁場と比較して殻長が有意に小さい時期が認 

められた。 しかし、現存量の異なる同一生活形間、ある 

いは生活形の異なる同一現存量間での明瞭な相違は認め 

られなかった。今後、さらにデータの蓄積を通して、詳 

細に調べ結論する必要がある。

3 1- n 大型多年生海藻

【結果及び考察】

漁場ごとの生活形群別海藻現存量を図1 に示した。A 、

【目 的 】

キタムラサキウニとバフンウニの成長と生殖巣の発達 

は、漁場の海藻群落の遷移段階を明瞭に反映し、極相で 

良く始相で悪い1 重要水産資源であるアワビもウニ類 

と同様に海藻を主たる食物とする。従って、アワビの成 

長も漁場の遷移段階によって相違があると考えられる。 

この関係が明確になれば、アワビの放流適地選定が簡便 

になるほか、造成海中林の有効な利用ができると考えら 

れる。 しかし、海藻種ごとの餌料価値や漁場による成長 

の相違については多くの報告があるものの、漁場の海藻 

群落の遷移段階との比較は行われていない。そこで、今 

年度は、事則調査として、県内のアワビ漁場において、 

海藻群落の生活形分類を行い生息するアワビの成長との 

関係を調べた。また、それらの結果に2000年及び2002年 

に調べた資料を加え、県内の7漁場を比較した。

【方 法 】

各漁場において、海藻の採集は50cmX 50cm方形枠によっ 

て行い、種ごとの湿重量を測定した後、小型 1年生海藻、 

小型多年生海藻、大型 1年生海藻、大型多年生海藻の4 

生活形に分類し、 1 m2当たりの現存量を求めた。また、 

小型海藻は、植食動物に対する摂食阻害物質を生産する 

種 2〕か否かに区別した。アワビは海藻を採集した地点の 

周囲から無作為に採集し、グリーンマークの有無によっ 

て放流貝と天然貝とに区別した。アワビは藤井ら3〕の方 

法によって、年齢を査定するとともに、各輪紋形成時の 

殻長を測定し、成熟期を10月とする各年齢での殼長を求 

めた。放流貝については、グリーンマーク縁部から外側 

第一番目の輪紋を、放流年の10月に形成されたとみなし 

た。その後、天然、放流貝ごとにすべての個体を用いて 

各輪紋形成時の平均殻長を算出した。

各漁場における調査年、月日、水深、海藻採集方形枠 

数及び採集アワビの個体数は表1 に示した。

表 1 各漁場における調査の内容

澈 場 好 排 日 » 紹 海 藻 採 集 方 幽 放 数 貝 -

(

-E
/

V 

踊
^

) 

_
肋
描

3 6 N.D.
3 16 N.D.

16 11 12
9 N.D. 6
6 32 N.D.

N.D. 6 N.D.

2m
6m
2 m

，3 m

，3m
2m
2 m
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図 2 漁場別の放流後年数（各年10月）と成長との関係

1 2 3 4 5 6

年齢(满）

図 3 漁場別の天然アワビの年齢と成長との関係

【参考文献】

1 ) (相全国沿岸漁業振興開発協会. 磯焼け診断指針2002 ： 

1-74.

2 ) 谷口和也、蔵多一哉、鈴木稔.海藻のケミカルシグ 

ナル. 化学と生物 1994 ； 32 ： 434-442.

3 ) 藤井泰司、中原民男、小川嘉彦、角田信孝.沖合礁ー 

山口県見島沖八里ヶ瀬に生息するマダカの漁業生物学 

的特性. 水産増殖 1970 ；18(2) ： 69-80.
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この要因は、直近の天然産卵場における卵塊分布密度 

も同様に低下していることから、接岸親魚量に大きく影 

響されたと考えられる。また、当増殖場で主要な産卵基 

質となっているフシスジモク群落の伏態にも影響を受け 

ると考えられるが、これまで群落の伏態についての経年 

変化は詳細に調べていない。

今後の調査では、調査測線を固定しフシスジモクの生 

育状態を調べ、卵塊数の変化との対応を検討する必要が 

ある。

中 林 信 康

m2であった。これに増殖場面積を乗じた増殖場内の総卵 

塊数は193,200個と推定され、前年より著しく減少した 

(表 1)0

表 1 増殖場内における推定総卵塊数の推移

増 … 場 天然産兩場「
調査年月推定総卵塊数分布密度おける分布密度  

(個） （個 Z m 2) (個 Z  m)

【目 的 】
ハ 夕ハタの資源回復手段の一環として、1997年度から 

1999年度にかけて秋田県八森町岩館小人川地先に1.4ha 

の広域型増殖場（ハタハタ産卵場）が造成された。

本調査では、当増殖場を構成するコンクリー卜基質上 

の大型ヒバマ夕目褐藻類に産み付けられたハ夕ハタの卵 

塊数を計数し、増殖場の効果を把握する。

【方法】
調査は2004年 1月31日に行った。長さ6 0 mの測線を2 

本設定し、それぞれの基点から終点まで、左右 2 m 幅の 

範囲に出現した卵塊数を計数した（図 1 )。

増殖場内の推定総卵塊数は、次式により算出した。

推定総卵塊数ニ（調査範囲に出現した総卵塊数/調査 

範囲面積） x 増殖場面積

【結果及び考察】

2 つの調査範囲に出現した卵塊数は、合計で6,652個 

であつた。調査面積は計480m2で増殖場面積14,000m2の 

約3.4%に相当する。両調査範囲に出現した合計卵塊数 

を調査面積で除して得られた卵塊の分布密度は13.8個/

人工魚礁•増殖場等関連調査

(岩館小入川地区広域型増殖場効果調査• ハタハタ)

図 1 調査海域（破線は増殖場の範囲、— は測線を示す）
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男鹿市藻場回復事業（女川地区)

li40°E

40。 N

N

【目 的 】

秋田県男鹿市女川地先におけるエゾアワビ放流事業で 

は、 1997年以降6,000〜17,000個体の範囲で毎年、継続 

して行われている。 しかし、近年のアワビ漁獲量は1998 

年の87.7kgを最高とし年々減少し、2001年には23.2kgと 

なった。また、以前に造成された投石漁場は、アワビの 

餌料海藻の生育が極めて少ないことが指摘され、アワビ 

漁場としての機能回復が求められていた。

そこで、当該投石漁場において、早期の餌料場形成を 

期待し成長の速い大型1年生海藻アカモクのスポアバッ 

グによる移植試験を行った。また、投石漁場の機能回復 

後の利用、あるいは既存天然漁場の利用方法を検討する 

ため、海藻類の組成の異なる2 つの漁場に人工種苗アワ 

ビを放流し、その成長を比較した。

【方 法 】

1 アカモク移植試験

移植試験は、投石漁場内（図 1 : A ) の水深約3 m  

のl O m X l O mの範囲を実験区として、2002年 5 月22日 

から2003年 7 月23日まで行った。実験区をそれぞれ5 

m X l O m の 2 区画に区分し、それぞれ非剥削区及び剥 

削区とした。2002年 5 月22日に剥削区では投石表面の 

海藻類と動物類をナイフで剥削した。その後、各区に 

1本のチューンを敷設し、実験区周辺漁場において雌 

性生殖器上に卵の認められたアカモクを収容した網袋 

をそれぞれに5袋固定した。網袋には浮体として発泡 

ス チ ロ ー ル 片を入れた。剥削区を設けたのは、投石表

図 1 調 査 海 域

中 林 信 康

面上の小型海藻類や動物類が、大型海藻の入植と定着 

を妨害している可能性が地区漁業者から指摘されたた 

めである。2002年 6 月、同年 8 月、2003年 1月、同年 

3 月、 5 月、 7月の計6 回、各区において50cmX50cm 

方形枠を3 〜 5 か所に定め、内部の海藻類の被度をブ 

ラウン一ブランケの被度階級1〕によって種ごとに測定 

した。海藻は、殻状海藻、小型 1年生海藻、小型多年 

生海藻、大型 1年生海藻、大型多年生海藻の5生活形 

に分類し、生活形群別に被度の合計を求めた。アカモ 

クは2003年 3 月に全長と方形枠による密度を、同年 5 

月に全長を測定した。

2 海藻組成の異なる漁場におけるアワビ人工種苗の成 

長

2003年 5 月14日に、大型多年生ヒバマタ目褐藻が優 

占する水深3 m の極相域（図 1 : B ) と小型多年生海 

藻が優占する水深2 m の途中相域（図 1 •• C ) とに、 

平均殻長30.9±1.9腿の人工種苗アワビをそれぞれ1，956 

個体、2,000個体放流した。その後、2003年 7 月、同 

年 8 月、同年11月、2004年 3 月に、各漁場において、 

放流地点を中心に半径6 m の範囲に分布するアワビの 

個体数と殻長を測定した。殼長は、調査員2人が各30 

個体を目安に測定した。なお、2003年 6 月12日には、 

半径 5 m の範囲の個体数のみを測定した。また、2004 

年 3 月には時化のため個体数の測定範囲を設定するこ 

とが出来なかったので、個体数の測定は行わなかった。 

海藻類については、各漁場で50cm X 50cm方形枠4 枠を 

用いて採集し、種ごとの湿重量を測定して殼伏海藻を 

除く 4 生活形に整理した。さらに、植食動物に対する 

摂食阻害物質を生産する種23か否かを区別した。

【結果及び考察】

1 アカモク移植試験

調査期間中に出現した海藻は、種が不明の無節サン 

ゴモ類と有節サンゴモ類を除いて、小型 1年生海藻9 

種、小型多年生海藻5種、大型 1年生海藻3種で、季 

節的に出現する小型1年生海藻が最も多かった。大型 

多年生海藻は出現しなかった（表 1 )。

2002年 8 月には非剥削区及び剥削区ともにアカモク 

の発芽を認めた。2003年 3 月の全長と密度は、剥削区 

60.6mm、2.8個体/ m2、非剥削区68.7mm、2.4個体/ m2 

であった。同時期に測定した実験区周辺における天然 

アカモクの全長は336醒であり、それに比較して実験 

区のアカモクの成長は著しく緩慢であった。実験区で

- 3 9 1 -
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か型多年生海藻 

殼状海藻

図 2 アカモク移植試験における 

生活形群別海藻被度の変化

は同年5 月においても全長は剥削区277.3mm、非剥削 

区272画に留まった。 このため、アカモクの被度は、 

発芽後、両区においてほとんど上昇しなかった（図 2 )。 

2002年 5 月の試験開始時には両区とも小型1年生海藻 

モロイ卜ダサが最も優占し、剥削区ではそれらのほと 

んどが除去された。 しかし、非剥削区においても同年 

8 月までにモロイ卜ダサは消失し、その後の海藻類の 

被度は両区とも同様の変化を示した。すなわち、いず 

れの区ともモロイトグサが消失した後、2003年 1月ま 

では殻伏海藻無節サンゴモ類の被度が著しく上昇しナこ。 

また、同年 3 月には、モロイトダサが再び入植し5 月 

まで優占した。 7 月にはモロイトダサが消失し殼状海 

藻の被度が再び上昇した。大型 1年生海藻は3 月から 

5 月にかけて主にケウルシグサの入植により一時的に 

上昇した。調査期間を通して大型多年生海藻は入植し 

なかった。従って、同投石漁場の海藻群落は、遷移の 

途中相前期3,4)に留められ、殼状海藻と小型1年生海 

藻とが、季節的に交互に被度を上昇させていると考え 

られた。投石漁場周辺の岩礁が湾入した水深3 m 地点 

には、アカモクを含めて大型ヒバマタ目褐藻群落の开多

成が認められるので、実験区においてァカモク群落が 

形成されず、遷移が途中相前期に留められているのは 

主に波浪の影響によると考えられた。藻場を効率的に 

回復させるためには、回復の対象とする種が、海岸、 

海底地形ならびに波浪の影響度合に対応しどのように 

分布しているのかを明らかにする必要がある。

2 海藻組成の異なる漁場におけるアワビ人工種苗の成 

長

調査期間中に出現した海藻を、漁場ごとに表2 に示 

した。種が不明の有節サンゴモ類を除いて、極相漁場 

では、大型多年生海藻6種、大型 1年生海藻1種、小 

型多年生海藻13種、小型 1年生海藻14種が出現した。 

途中相漁場では、大型多年生海藻1種、大型 1年生海 

藻 3種、小型多年生海藻25種、小型 1年生海藻14種が 

出現した。なお、植食動物に対する摂食阻害物質を生 

産する種は、小型多年生海藻では、極相漁場で7種、 

途中相漁場では8種が出現した。同様に小型1年生海 

藻では、いずれの漁場も3種が出現し、摂食阻害物質 

を生産する種数には、漁場によって著しL、相違はなかっ 

た。

海藻現存量の季節的変化を漁場ごとに図3 に示した。 

極相漁場における大型多年生海藻の現存量は、夏枯れ 

期に相当すると考えられる2003年 8 月においても1.5 

kg湿重/ m2以上を示し、その後、2004年 3 月には5.7 

k g / m 2を越えた。途中相漁場での小型多年生海藻は、 

マクサやッノマタなど植食動物に対する摂食阻害物質 

を生産しない種が多くを占め、それらは2003年 5 月か 

ら7 月までに1.1kg/m2から1.7kg/m2まで増加した後、 

2004年 3 月までに0.8kg/m2へとゆるやかに減少した。 

それぞれの漁場における優占海藻でみるならば、極相 

漁場における大型多年生海藻の現存量は、途中相漁場 

における小型多年生海藻より常に多く1.2〜6.5倍の範 

囲で推移した。

2003年 5 月12日に放流した人工種苗ァヮビの分布密 

度の変化を、放流地点から半径5 m あるいは6 m の範 

囲に分布した個体数から算出し漁場ごとに図4 に示し 

た。密度は、いずれの漁場とも2003年 8 月までに著し

表 1 アカモク移植試験において出現した海藻

.殺状海藻 

.短命海藻 

1.小型海藻

無節サンゴモ類

アナアオサ 

シオグサ厲の一種 

フクロノリ 

アマノリ厲の一種 

ハネイギス 

カギノリ 

シマダジア 

イソハギ 

モロイ卜グサ

Crustose corallines

Ulva pertusa 
Cladophora spp. 
Colpomenia sinuosa 
Porphyra spp.
Ceramium japonicum 
Bonnemaisonia hamifera 
Hetemsiphonia japonica 
H. pulchra
Polysiphonia morrowii

2.大型海藻

II.畏命海藻 

1.小型海藻

ケウルシグサ 

ワカメ 

アカモク

シワヤハズ 

アミジグサ 

サナダグサ 

有節サンゴモ類 

力イノリ 

ハネソゾ

Desmarestia vindis 
Undaria pinnatifida 
Sargassum homeri

Dictyopteris undulata 
Dictyota dichotoma 
Pachydictyon coriaceum 
Articulated corallines 
Chondracanthus intermed 
Laurencia pinnata
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2 アワビ放流試験において出現した海藻（アンダーラインは植食動物に対する摂食阻害物質を生産する種を示す。)

I  .畏命海藻
1.大型海藻ジヨロモク 

フシスジモク 

卜ゲモク
タマハハキモク 

ヤツマタモク 
マメタワラ 
ヨレモク

2 .小型海藻

ア立ジ^：サ 
ア•§,ジグa _ = 種 
有節サンゴモ類 

マクサ
テングサ厲の一種 

才パクサ 
カイノリ 
スギノリ 
ツノマタ 
ムカデノリ 
キヨウノヒモ 

卜サカモドキ厲の一種 

オキツノリ 
ュカリ
ホソバナミノハナ 

カレキグサ 
ワツナギソウ 

フシツナギ 
コスジフシツナギ 
カギづスパノU 

/ M .!5 2 L d / y J i の：種

ソ: 一種 
イソム5 サキ 
ロ ■ザネ-モ 
ヒねザネ

n .短命海藻

1.大型海藻ケウルシグサ 
ワカメ

アカモク

2.小型海藻アオノリ属の一種 

アナアオサ 
ホソジュズモ 

シオグサ厲の一種 
クロモ

モズク 
ハバモドキ 

フクロノリ 

アマノリ厲の一種 
カギノリ 
ベニスナゴ 

タオヤギソウ 
マサゴシパリ 

エゴノリ 

イギス 
シマダジア

ササパヤナギノリ 
モロイ卜ヴサ 

イ卜グサ邐の一稀

Myagropsis myagrotdes
Sargassum confiisum
S.micracanthum
S.muticum
S.patens
S.pi/uliferum
S.siliquastrum

DiQtYQQt̂ risJiYmQ  ̂
Dictvota dichotoma 
Dictvotaceae s d d . 

Articulated corallines 
Gelidium e/egans 
Ge/idium sp.
Pterocladiella tenuis
Chondracanthus intermedius
C.tenellus
Chondrus ocellatus
Grateloupia fiHcina
G.okamurae
Callophyltis sp.
AhnfeMopsis flabellifbmis 
P.teifairiae

Champia parvu/a 
Lomentaria catenate 
Lhakodatensis 
AQmsmj.mxsnulQ9um 
Acrosorium  s d .

UutmQkMkmata
LQkmur^

SYamhYQdadid ktiu^Quk
S'MarQtmatiQisk在

SjienMts

Desmarestia v/ndis

Sargassum hom eri

Enteromorpha sp.
Utva pertusa 
Chaetomorpha crassa 
Cladophora sp. 
Papenfussiella kuromo 
Nemacystus decipiens 
Punctaria tat/fofis 
Coipomenia sinuosa 
Porphyra sp.
Bonnemaisonia hamifera 
Schizymenia dubyi 
Chrysymenia w rightii 
Rhodymenia intricata  
Campyiaephora hypnaeoides 
Ceramium kondoi 
Heterosiphonia pufchra 
Chondria crassicauffs 
QdmQifQlm
Potvs/phonia morrowii 
EsSSL

極 相 漁 場 途 中 相 漁 場
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アワビ放流試験における 
生活形群別海藻現存量の変化

+ 極相漁場 

- o 途中相漁場

5 6 7 8 9 10 1 1 1 2  1 2 3
2003年  2004年

♦極相漁場  
O 途中相漁場

7 8 9 10 1 1 1 2  1 2 3
2003年 2004年

図 5 アワビ放流試験における放流アワビの成長

たのは、極相漁場で15個体、途中相漁場では20個体で 

あったが、同月の平均殼長は、極相漁場で48.8mm、途 

中相漁場で56.4醒を示した。 このようにアワビ人工種 

苗の成長は、途中相漁場で良く、極相漁場で悪い傾向 

が伺えたが、放流地点周囲に限定したものであり、今 

後、漁場放流地点から早期に逸散したと考えられる個 

体をも含めて、漁場による成長及び生残の相違を調べ 

結論する必要がある。

【参考文献】

1 Braun-Blanquet J . Pflanzensoziologie 19り4 

Springer-Verlag、Wien.

2 谷口和也、蔵多一哉、鈴木稔.海藻のケミカルシグ 

ナル. 化学と生物 1994 ； 32 ： 434-442.

3 谷口和也.牡鹿半島沿岸における漸深帯海藻群落の 

一次遷移. 日水誌 1996 ； 62(5) ： 765-771.

4 中林信康、谷口和也.秋田県八森町沿岸における海 

藻群落の遷移と漂砂の影響. 水産増殖 2003 ； 51⑵ ： 

135-140.

6 7 8 9 10 11
2003年

図4 アワビ放流試験における生息密度の変化

く低下、その後はゆるやかに低下し、2003年11月には、 

極相漁場で0.39個体/ m2に、途中相漁場では0.59個体 

/ m 2となった。それらの個体から調査員2人がそれぞ 

れ30個体を目安に測定した人工種苗アワビの成長を図 

5 に示した。なお、測定個体数を合計60個体としたも 

のの、充足出来たのは2003年 7 月のみで、 7 月以降は 

密度の低下にともない減少し、11月では、極相漁場26 

個体、途中相漁場49個体の測定に留まった。人工種苗 

アワビの殼長は、途中相漁場では月を追って直線的に 

増加した。一方、極相漁場ではゆるやかに増加した。 

途中相漁場での平均殻長は、調査期間を通して常に極 

相漁場より大きかった。2004年 3 月に殻長を測定出来

■大型多年生海藻 昌大型1年生海藻

a 小型多年生海藻(摂食阻害なし） s 小型多年生海藻(摂食阻害あy )

□ 小型1年生海藻(摂食阻害なし） m 小型1年生海藻(摂食阻害あリ）
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男鹿市藻場回復事業（水島地区)

【目 的 】

秋田県男鹿市入道崎水島におけるェゾァヮビ放流事業 

では、 1984年以降、 1997年と1998年を除いて毎年7,000 

〜24,000個の人工種苗が放流されている。なお、1997年 

と1998年には、それぞれ80,000個と74,000個が放流され 

ている。 しかし、ァワビ類漁獲量は、メガイが多く占め 

ていたと考えられるが1987年のl，464kgを最高とし、1989 

年には387kgへと激減した。それ以降は、 179〜421kgの 

範囲で推移し、2002年には253kgであり、 1984年以降行 

われている放流事業の効果が明確ではない。そこで、水 

島漁場が放流漁場として適当か否かを調べ、放流事業の 

効果向上のためには、どのような方策が必要かを明らか 

にする。

【方 法 】

1 アワビの分布

2003年 7月 3 日及び7 日に、主たる放流漁場であっ 

た東側漁場においてァヮビの分布を調べた。なお、放 

流量は把握出来ないが、最近では南側漁場への放流も 

行われるようになっている。調査は、汀線付近から沖 

出し方向に5 0 mの調査線を5 本 設 け （図 1 )、各調査 

線上におL、て基点から5 m ごとに水深と底質を記録し 

た。了ワビは、各調査線上で基点から5 m ごとに幅2 

m の範囲ごとに出現した個体の殻長を測定した。

2 漁場によるァワビの成長と生殖巣指数の相違

2003年 8 月24日に、東側漁場と南側漁場とで区別し 

て漁獲されたァワビについて、殼長を調べた。また、 

それらの一部について、藤井ら1〕の方法に従い殼表面 

の輪紋数から年齢を査定した。また、各輪紋形成時の 

殻長を測定し、年齢と殼長との関係を調べた。また、 

生殖巣指数を求めた。

図 1 調 査 海 域

中 林 信 康

3 漁場による海藻群落の相違

各漁場の海藻群落の詳細を知るため、2003年 9 月 2 

日に、東側漁場ではSt.1、南側漁場ではSt. 2 の調 

查線を設け海藻群落の伏態を調べた（図 1)。海藻は、 

各調查線上の水深0.5m、 2 m 、以降1 0 m地点まで水 

深 2 m ごとに、各地点50cm X 50cm方形枠3枠によって 

採集した。海藻類は種ごとの湿重量を測定した後、小 

型 1年生海藻、小型多年生海藻、大型 1年生海藻、大 

型多年生海藻の4生活形群に分類した。

また、ウニ類の分布について各地点1 m x 1 m 方形 

枠 3枠を用いて種ごとに個体数を測定した。

4 漁獲物調査

2003年漁期の漁獲量を集計するとともに、操業日の 

うち2003年 7月18日、 8 月24日、同月29日の漁獲物に 

ついては、殻長と放流貝に特有のグリーンマークの有 

無を調べた。

【結果及び考察】

1 アワビの分布

2003年 7 月 3 日及び7 日に調べた東側漁場における 

調査線ごとのアワビの殻長組成を図2 に示した。沖出 

し5 0 m地点の水深は3 〜 5 m の範囲であった。2003年 

4 月に放流されたとみなされる成長30腿台の個体はL 

2 と 3 とではほとんど出現しなかった。それらの群を 

除くと、殻長80mmを越える大型群はL 1 とL 2 とで多 

く、殼長50腿から80丽までの群はL 3 とL 4 とで多かっ 

た。特に漁獲制限殻長lOOnrniを越える個体は、 L 1 と 

L 2 にしか出現しなかった。これに対してL 5 では殻 

長40麵台の小型群が多かった。このように今季放流群 

を除いた殼長組成は、 L 1からL 5 へと漁場の北側へ 

向かうに従い大型から小型へと移行し、殻長組成から 

みたアワビの分布には漁場内において偏りがみられた。 

5調査線を併せた殼長組成は、今季放流群がもっとも 

多かったが、殼長40mm以上の群間では、組成に著しい 

相違はなかった。

殼長組成を水深別にみると（図 3 )、個体数は水深 

1 m 以浅及び3 m 以深で少なく、水深 1 m から 3 m ま 

での範囲に多かった。殻長80mmを越える大型群は同水 

深帯で多かった。すべてのサイズを併せた調査線ごと 

の分布密度は、0.14〜0.43個体/ m2の範囲にあった。

2 漁場によるアワビの成長と生殖巣指数の相違

2003年 8 月24日に漁獲された東側漁場での19個体、

- 3 9 5 -



図 2
打点部は漁獲制限殻長100隱以上の個体を示す
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図 5 東側及び南側漁場における漁獲物アワビの生殖腺指数
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説明は図2 に同じ

o ----- 1----- 1----- 1----- 1
1999 2000 2001 2002 2003

図 6 東側及び南側漁場における放流アワビの放流後年数 
と成長との関係 

厶は1999年放流群、▲は2000年放流群を示す

南側漁場での20個体の殼長組成を図4 に示す。また、 

生殖巣指数の組成を図5 に示した。殼長組成は、いず 

れの漁場も殼長100〜110mmで多かったが、次いで東側 

漁場では90mm台、南側漁場では110mm台でそれぞれ多 

く、殼長の組成は漁場によって異なる傾向が認められ 

た。生殖腺指数にも漁場によって異なる傾向があり、 

東側漁場に比べて南側漁場で指数の高い個体が多かっ 

た。漁獲個体数の多かった1999年及び2000年放流群に 

ついて、放流から今季漁獲時までの成長を図6 に示し 

た。これによれば、放流後殻長100mmに達する期間は、
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南側漁場ではいずれの放流群も3年とみなされた。こ 

れに対し、東側漁場の1999年放流群では4年であった。

3 漁場による海藻群落の相違

2003年 9 月 2 日に調べた漁場ごとの水深別海藻現存 

量とウニ類の密度を図7、 8 に示した。これによれば、 

いずれの漁場とも大型多年生海藻の分布は、水深10m 

地点まで認められたが、量的には水深8 m までに多かっ 

た。いずれも大型多年生海藻が優占する極相漁場とみ 

なされたが、南側漁場St. 2 では東側漁場に比べてジョ 

ロモクの現存量が多いほか、群落の範囲も広かった。 

ウニ類は、ノくフンウニ、キタムラサキウニ並びにムラ 

サキウニが認められたが、密度は、一部の水深のバフ 

ンウニで高かったほかは、極めて低密度であった。

南側漁場において、東側漁場よりも大型群が多く成 

長も良かった。また、生殖腺指数の高い個体が多かっ 

たことは、大型多年生海藻の現存量の相違によるもの 

と考えられる。 しかし、「東側漁場から南側漁場ヘア 

ワビが移動している。」 との漁業者の観察もあり、東 

側漁場で放流された後、成長の良い個体から南側漁場

拒岸距離 (m)

図 7 東側漁場St. 1 における海藻現存量と 

ウニ類の垂直分布

7月18日 8月24日 8月29日 計 

操業月日

図 9 操業日ごとの放流アワビの混獲率 

5 総合考察

単純ではあるが、2003年に漁獲された放流貝がすベ 

て 4年前に放流された個体と仮定する。1999年の放流 

個数は63,000個である。漁獲物調査による平均体重 

143.6g と混獲率88.9%とから、漁獲量228.lkgに占め 

る放流貝の個数を算出すると、 2003年に漁獲された 

1999年放流群は、 1,412個体となる。 これらから推定 

された回収率は2.2%であった。 この値は、本県南部 

地区の1988年から1998年にかけての放流量から推定さ 

れた回収率4.2〜9.6%2)と比較して低い。 また、漁獲 

量は日を追って直線的に低下しているほか、ロ開けは 

地区漁業者全員による共同操業で行われているので、 

取り残しは少ないと考えられる。従って、水島地区で 

は放流からの生残が低いものとみなされる。今後、放 

流後の生残を調べ、適正な放流量及び放流方法を明ら 

かにする必要がある。

【参考文献】

1 藤井泰司、中原民男、小川嘉彦、角田信孝.沖合礁ー 

山ロ県見島沖八里ヶ瀬に生息するマダカの漁業生物学 

的特性. 水産増殖 1970 ；18(2) ： 69-80.

2 中林信康、三浦信明、秋山将. 人工魚礁•増殖場等 

関連調査（ァヮビ放流効果調査) . 平成14年度秋田県 

水産振興センタ一事業報告書2004 ： 217-218.

へ移動している可能性もある。

4 漁獲物調査

2003年の操業は計4 日行われ、操業日別漁獲量は、

7 月18日に106.1kg、 8 月 4 日に63.9kg、同月24日に 

41.9kg、同月29日に16.2kgで、合計228.1kgが漁獲さ 

れた。 8 月 4 日を除いて合計199個体の漁獲物を調べ 

た結果、いずれの操業日も漁獲物の87% 以上を放流貝 

が占めた（図 9 )。調査日を合計した放流貝の混獲率 

は88.9%であった。

50 100 150 200 250 300m

钜岸钜離（m)

図 8 東側漁場St. 2 における海藻現存量と 

ウニ類の垂直分布
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地域特産藻類増養殖技術開発研究（ホンダワラ • エゴノリ）

三 浦 信 昭 • 中 林 信 康

【目 的 】

本県男鹿半島周辺で漁獲されるホンダワラは、古くか 

ら食用海藻として珍重されてきた。また、ホンダワラ類 

に付着するエゴノリにおいても、天然の健康食品として、 

また医薬品•化粧品材料用として需要が増大している。 

しかしながら、これらの藻類は資源変動が大きく生産量 

が不安定である。このため、それら資源の増大と生産の 

安定を図るための増養殖手法を開発した。

【方 法 】

1 ホンダワラ

⑴ 種苗 生 産

1) 採苗

採苗から育成管理までの流れを図1 に示した。 

本年度は、 4 月 3 日に男鹿市双六地先から母藻 

を採集し、流水により育成した。成熟を促進させ

るため、 4 月 9 〜18日はヒーターを用いて11°Cに 

加温した。採苗は4 月24日〜5 月 9 日に行った。 

基質にはF R P板 a 4 0 0 m m X W 4 0 m m X H 5 i M ) 11 

枚を 1組として連結したものを使用した。

2 ) 育成

屋外の2.4 t角型水槽（内寸L 4 . 8 5 m X W l m x  

H0.5m) 3基を使用し、それぞれにF R P 基質を 

20基収容した。流水とし、エアレーションはせず、 

角型水槽の両脇から毎分30{ 注水した。また、照 

度を抑えるために、遮光率約9 0 %の遮光ネットを 

使用した。

珪藻の除去は、約 1週間に一回の割合で、海水 

噴射及び酸処理により行った。

(2) Stage別の光合成一光特性

ホンダワラ生長過程における区分を図2 に示した。 

採苗当年秋において、主群となるStagen-2の

始水
瘇光本ッ

方 _
4

基質は短冊状のFRP板の組み合わせ 

図 1 採苗から育成管理までの流れ

(平均長径267以m)

▼  荃が伸長
第2荃葉が形成 第1主枝が形成

第1茎葉が形成 第3〜4 荃葉が形成

主枝がやや伸長 

複数の主枝が形成

3〜4 荃葉か形成

I--------------------- c^tage I  1

( 幼体期）

S t a g e  I - 1 S t a g e  I - 2  S t a g e  I — 3  

全長
目 安 0-5〜1 m m 1〜5 m m  D〜15mm

-  S t a g e  H  -

(伸長期）

主枝が脱落

S t a g e  1 — 1 

15〜30mtt

S t a g e  II —  2  

30〜50mm

S t a g e  H  —  d  

50〜200_«

S t a g e  II —  4  

200mi«以 上

S t a g e  III 

( 成熟期）

50i«m程度

図 2 ホンダワラ生長過程における区分
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個体と、個体数はわずかであるが飛び抜けて生長の 

良 い StageII-4の個体が存在する（図 3) 0 これ 

までの調査から、ほとんどのホンダワラ個体は、成 

熟までに2年を要するが、ごく一部、当年秋にStage 

n - 4 となった個体は、 ほぼ確実に翌春成熟するこ 

とが明らかとなっている。

図 3 ホンダワラ2003年種苗（上 ：S ta g e II-4、 

下 ： Stage n-2 )

そこで、この2 タイプにおける光合成一光特性を 

比較することとした。試料は2003年種苗を育成水槽 

から11月 4 日に採集し、11月 5 〜 6 日に実験を行っ 

た。Stagell-2、StageII-4の個体、主枝先端の生 

長点からそれぞれ2 cm、 3 cmの部位を切断した。こ 

の切断による傷の影響を避けるために、葉を流海水 

中に一晩以上浸漬してから、実験に供した。

光合成と呼吸の測定には、差動式ガス検容計（プ 

ロダクトメーター、日光科学製）を用いた（横浜ら 

1986)。光合成一光特性の測定条件として、光源に 

スライドプロジェクター（C A B I N  CS-15) を用い 

て、照度を 0 〜15,000Luxの 7 または 8 段階とし

た。照度の変化は、スライドプロジヱクタ一への入 

力電圧を変圧器で調節して行い、照度測定には防水 

型照度 計（M I N O L T A  T - 1 0 W )を用いた。水温に 

ついては採集時の海水温（17.6°C)に近い17.5°Cと 

した。

実験に供した藻体は、乾熱滅菌器（Y a m a t o製） 

により80°Cで16時間乾燥させ、乾燥重量を測定した。 

そして、酸素発生速度を単位重量当たりに換算し、 

分析を行1った。

2 エゴノリ

(1) 養殖技術開発

実験室内で採苗•育成し、天然海域へ沖出しして 

養殖試験を実施した。種苗は1999年 2 月16日に戸賀 

地先から採集した母藻を由来とする四分胞子体F 4 

で、桐 原 ら （1990)の方法により採苗し、クレモナ 

糸に付着させた。

沖出しは、戸賀湾内の水深約5 m 地点で2002年12 

月13日に実施した。種苗を2 m  x 4 m のポリエステ 

ル無結節網に固定し、網を水深2 〜 4 m となるよう 

に垂下して、両側をロープとアンカーで固定した。 

また、波浪による網の絡みを防ぐため、網の下部両 

端にサンドバックを取り付けた（図 4 ) 。養殖網は 

2基隣接設置した。

浮玉

------------18m------------

図 4 エゴノリ養殖試験模式図



【結果及び考察】

1 ホンダワラ

表 1 ホンダワラ母藻受精卵放出結果_ _ _ _ _

年 次 母 藻 採 集 日 受 精 卵 初 放 出 日 採 苗 期 間  4 月 平 均 水 温 加 温 処 理

⑴種 苗生 産  

1) 採苗

4 月 9 日から11°Cに加温して育成したところ、

4 月15日に受精卵放出個体（生殖器床上に受精卵 

を付着させた雌個体）が出現した。 4 月18日に受 

精卵の採集を行ったが、96千個と少なかったため 

全て廃棄した。以後、自然水温で育成し、 4 月24 

日から5 月 9 日にかけて8,262千個の受精卵を種 

苗用に採集した。基質への受精卵の播種密度は、 

20〜23個/cm2であった。

ホンダワラ母藻育成における水温変化を図5 に 

示した。また、1996〜2003年における、受精卵放 

出結果を表1 に示した。

加温処理を行わなかっ た昨年以前と比較すると、 

本年は早期に採苗するこ と が で き た 。

1996 年

1997 年

1998 年

1999 年

2000 年  

2 001年

2002 年

2003 年

4 月 2 6 日 

4 月 2 1 日 

4 月 1 7 日 

4 月 1 9 日 

4 月 4 日 

4 月 1 0 日 

4 月 2 2 日 

4 月 3 日

5 月 1 6 日 

5 月 1 日 

4 月 2 4 日

5 月 6 日 

5 月 1 日 

5 月 4 日 

4 月 1 5 日

5 月 2 0 〜 2 2 日 

5 月 4 〜 1 8 日 

4 月 2 6 日 〜 5 月 9 日 

5 月 7 〜 1 6 日 

5 月 1 5 日 〜 6 月 1 0 日 

5 月 2 〜 1 2 日 

5 月 6 〜 2 2 日

4 月 2 4 日 〜 5 月 9 日 9 .7て

水
温
r

c

図 5 2003年ホンダワラ母藻育成における水温変化

表 2 酸処理による珪藻除去効果とホンダワラ種苗への影響

( ) は 母 藻 育 成 水 温 の 4 月 平 均 値

2) 育成

酸処理による珪藻除去効果とホンダワラ種苗へ 

の影響について、2003年 2月19日と3月25日に行っ 

た予備試験の結果を表2 に示した。酸処理剤には、 

みのり一番（播州ケミカル株式会社製）を使用し 

た。種苗は2002年に採苗したもので、試験前の約 

1 か月間の育成は、遮光ネッ卜を使用せず、海水 

噴射による珪藻除去も行わなかった。酸処理剤100 

〜300倍濃度では、浸漬時間5 分以上で、34日後 

に種苗が全て枯死した。そこで、100倍濃度 1分 

浸潰、400倍濃度20分浸漬、500倍濃度20分及び30 

分浸潰で再び試験を行った。その結果、珪藻の除 

去効果は低いものの、20日後種苗は全て生残した 

ことを確認した。これらのことから、2003年種苗 

については、安全を考慮し、酸処理剤600〜700倍 

濃度による5 〜10分の浸潰を約1週間ごとに行う 

こととした。

種苗への酸処理剤による浸潰は5 月 8 日から開 

始した。ところが、 6 月 5 日から種苗の減耗が目 

立つようになった。そして、 6 月23日には生残し 

ている個体がわずかとなり、35基分の種苗を廃棄

全くなし、+ :やや付着、+ + :多く付着、+ + + : 非常に多く付着
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Stage別のホンダワラ光合成一光曲線（17.5°C)

著しく被われていた。その後6 月12日には珪藻は消 

失していた。

収穫については、まず1基について6 月27日に行 

い、残りを 7月16日に行った。収穫量は、 6 月でエ 

ゴノリ湿重2.57kg、乾重3 58 g、 アミクサ湿重1.92 

kg、乾重223g 、 7 月でヱゴノリ湿重1.36kg、乾重 

203g、アミクサ湿重2.58kg、乾重462 gであった。 

どちらも、ムラサキイガイの付着が著しかった。

昨年は、 5 月30日に収穫し、ヱゴノリの収穫量は 

湿重3.15kg、乾重439 g であった。収穫量を増加さ 

せるため、本年は収穫時期を遅くしたが、あまり効 

果はみられなかった。むしろ、ムラサキイガイが付 

着することにより、品質が低下するものと思われた。

した （残り25基）。酸処理が要因と推察されたこ 

とから、これ以降の酸処理剤使用を中止したとこ 

ろ、その後大きな減耗は生じなかった。予備試験 

の結果では、酸処理剤400倍以上の濃度ではホン 

ダワラ種苗に害がなかったが、予備試験時より水 

温が高かったこと、予備試験で使用した種苗より 

サイズが小さかったこと、浸漬してから次の浸漬 

までの期間が短かったことなど、条件が異なって 

いたので、影響が予想以上に大きかったものと思 

われた。

2004年 2 月19日の段階で、種苗は StageII-1 

で平均全長18.2臟、密度は0.026個/cm2であった。 

酸処理剤による減耗で密度が著しく低かったが、 

生長は例年とあまり変わらなかった。

⑵ Stage別の光合成一光特性

StageE -2とStagell- 4 の個体の光合成一光曲線 

を図 6 に示した。

酸素発生速度は、全ての光条件においてStagell- 

2 の方が高い値となり、2,500Lux以下で特に顕著 

に示された。光補償点はSt a gen-2で約350Lux、 

S t a gen -4で約700Luxと推定された。一方光飽和 

点は、どちらも10,000Luxで、そのときの光合成速 

度は約3" £ 0 2 • h —1 • mgパであった。

このことから、ホンダワラ種苗を弱光条件下で育 

成した場合、StageII-2では成長に大きな影響を及 

ぼさないが、StageII- 4 では障害が生じる可能性が 

示唆された。 しかし、採苗当年秋において、Stage 

n - 2 の個体に混じって、わずかにStagell-4 の個 

体が存在する理由について、本実験結果からは解明 

することができなかった。

なお、昨年度の調査により、光源に使用したスラ 

イ ド プ ロ ジ ュ ク タ 一 の 照 度 （L u x ) と光強度 

( // m o l / m s )との関係については、次の変換式が 

算出済みとなっている。

y =0.0161 x ( R  2 =0.999 : N = 3 6 、 y : 光強度 

//mol/m2s、 x :照度Lux)

エゴノリ

(1) 養殖技術開発

沖出し時の種苗サイズは1.4imで、種糸への付着 

密度は4.04本/cmであった。

2003年 2 月 4 日の調査では、ほぼ全ての種苗が生 

残していたが、まだ網に絡みつくほどは生長してい 

なかった。 3月14日には、生長した種苗がソフ卜ボー  

ル程度大きさの塊となり、所々網に絡みついていた。 

網の表面はイトダサ類で被われていた。 4 月21日に 

は、エ ゴ ノ リの塊はバ レ ー ボ ー ル サイズに生長して 

いた。 しかし、網もヱ ゴ ノ リの塊も付着珪藻により
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クルマエビP R D V 保有検査

【目 的 】

種苗生産時における疾病の発生による経費増大を防ぐ 

とともに、種苗生産•放流による疾病の拡散を防ぎ、健 

康な種苗を放流するため、P C R 法による親ヱビ及び稚 

エビの検査を実施した。

【方 法 】

1 採卵用親エビのPRDV保有検査

種苗生産用に集められたクルマエビから採血し、5 

尾を 1検体としてP C R 法により検査をした

2 種苗生産稚エビのPRDV保有検査

生産回次ごとの水槽の一つを抜き取り、P20を目安 

として採集し、 1 日餌止めしたもののうち5尾を 1検 

体として、60尾を P C R 法により検査した。

秋 山 将  

【結 果 】

1 採卵用親エビの検査結果

7 月17日から8 月21日まで、 5 回212尾 （44検体） 

を検査した。全ての検体は陰性であった。

2 放流用稚エビ検査結果

8 月12日から10月 3 日まで、 4 回240尾 （48検体） 

を検査した。全ての検体は陰性であった。

【考 察 】

親エビの検査尾数は昨年度より減った。また、昨年度 

は 1検体を 3 〜 5尾であったが、今年度は1検体を5尾 

と多くしたため検体数についても減少した。親ヱビ•稚 

エビのいずれにおいても陽性反応を示す個体は認められ 

なかった。 このため、秋田県沖ではP R D V を保有する 

個体は、ほぼいないものと考えられる。

表 1 親エビPRDV保有検査結果

" H ~ 搬入月日検査月日 ~尾数検体数検査時期結果  H  m
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ヒラメネオへテロボツリウム症調査

ベ> -寄生率

4 月 6月 8 月 10月 12月 2月

図 2 鰓の色調の出現割合

5月 9月 1月 5月 9月 1月 5月 9月 1月 5月 9月 1月
H12 H13 H14 H15 H16

図 1 寄生率と男鹿半島沖（千秋丸による定点観測S t 1 ) の水深30mの水温の推移

年

図 3 秋田県のヒラメの漁獲量の推移
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【目 的 】

市場調査を実施し、天然海域のヒラメに寄生するヒラ 

メネオへテロボツリウムの寄生状況などを把握した。

【方 法 】

県漁協北浦総括支所で、平成15年 4 月から16年 3 月ま 

で、月 1回の市場調査を実施した。調査に際しては、水 

揚げされたヒラメ鮮魚で、口腔内のヒラメネオへテロボ 

ツリウム親虫の寄生、鰓の色調、魚体サイズなどを把握 

をした。鰓の色調については、 ヒラメ貧血症市場調査用 

鰓 色 票 （養殖研 •病理部作成）により1 (濃紅色）〜 6 

(白色）まで6段階に分類した。

また、秋田県における昭和63年から平成14年までのヒ 

ラメ漁獲量を、農林統計により集計した。

【結果及び考察】

寄生率と男鹿半島沖（千秋丸による定点観測S t 1) 

の水深3 0 mの水温の推移を図1 に、鰓の色調を図2 に、 

秋田県のヒラメの漁獲量の推移を図3 に示した。

寄生率は、 6 月に 3 % となり、最低を記録した後、急 

激に高まり、11月には100%になった。その後減少に転 

じ、 3 月には29% まで低くなった。平成12年からの調査 

とは異なり、今年度は寄生率が高い傾向が見られる。こ 

れは、寄生状況について、咽頭部分をピンセッ卜で開い

て確認したことが影響していると考えられる。このため、 

10月の調查から、寄生部位による発見率に差があるか、 

寄生部位ごとの寄生率についても調査を行った。

寄生の傾向は、調査開始以来、 2 〜 8 月にかけて低位 

で推移し、その後上昇し10、11月にピークになる傾向が 

見られた。

また、海水温と寄生率は、水温の上昇とともに寄生率 

は高くなり、水温の下降後まもなく寄生率は低くなる傾 

向が見られた。

また、f思の色調については、觸の色調1.2 (正常魚） 

は 0 〜70.1%の間で増減を繰り返した。最低は12月で、 

最高は9 月であった。寄生率との相関は認められなかっ 

た。これは、鰓の色調が鮮度に著しく影響を受けること 

から、寄生によるものと判断できないためと考えられた。

ヒラメの漁獲量は、平成 3年までは5 0トン程度であっ 

たが、平成 4 年から急増し、平成 7年には300トン弱の 

漁獲量を示した。 しかし、その後は減少傾向が続き、平 

成13年には172卜ン、14年は141卜ンの漁獲量となってい 

る。

ヒラメネオへテロボツリウム症の市場調査は、 1 +の 

小型個体が主体となっている。この寄生虫で若齢魚が繁 

死し、天然資源へ影響することが懸念されることから今 

後も調査を継続する必要がある。
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